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導入にあたって 

 

 

 

 

 

この章では、Senju Enterprise Navigator の概要および導入するための手順につ

いて説明します。 
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1.1 はじめに 

近年のインターネットの爆発的な普及や B-to-B、B-to-Cに代表される e-ビジネスの進

展に伴い、管理すべきコンピュータ、ネットワーク、アプリケーションが多様化、複雑化して

います。この事が、システムを運用管理するためのコストの増加を招き、ビジネスへ多大な

負担を与えるようになってきています。 

一方、情報システムは、もはや経営基盤のひとつであり、企業経営になくてはならないも

のと位置付けられます。基幹業務システムの停止は、企業活動自体が止まる事を意味し、

企業存続にかかわる問題に発展する可能性すら否定できません。 

従来のシステム運用管理ツールは、基本的にデプロイメント管理(資産管理、変更管理、

構成管理等)、アベイラビリティ管理(障害管理、稼働監視、性能管理等)、セキュリティ管理

（アクセス管理、セキュリティ監視、ウイルス対策等）、ジョブ自動運用といった個別の運用タ

スクに対するポイントソリューションを提供するものでした。ユーザーは必要に応じて各製品

を選択し、組合せる事で、実際のシステムの運用管理を行ってきました。 

しかし、ERP(Enterprise Resource Planning)や SCM(Supply Chain Management)に代表さ

れるようにシステムが大規模化かつ高度化するに伴い、運用管理すべき管理項目や管

理対象が非常に多くなってきており、システムトラブル時に企業活動(業務)の何に

影響を与えるのか把握できない状況が生まれています。従来の運用管理ツールの組

合せによるポイントソリューションだけでは、システム上の問題や障害が、IT サービス全体に

対しどのような影響があるのかを把握するのは困難です。 

システムが複雑化すると運用管理ツールも専門化し、複数のツールを使いこなす事が必

要となってきます。ツールが専門的になると、要求される知識やスキルもツール毎に異なり

ます。結果、ツールの使用方法の習得に非常に時間がかかり、場合によっては運用管理ツ

ール毎にオペレータや管理者が必要になります。また、各担当者のツールの習熟度合いに

よって、運用品質にばらつきが出る事になります。 

管理対象や運用管理ツールが増加すると、ひとつの障害に起因し、多数のメッセージが

発生されてしまいます。結果、重要な障害の見落としや、障害への誤った対応を引き起こ

しかねません。 

 

Senju Enterprise Navigator は、上記のような問題を解決するため、新たなシステム運用

の基盤を提供します。既存のツールはもちろん、今後登場するツール群も相互に連携する

「Hub エンジン」、柔軟に設定可能なルールに基づき必要な情報を抽出する「Rule エンジ

ン」、そして収集した情報を自由に表現できる「View エンジン」。これら 3つの機能を組合せ

る事により、システム運用の効率化、高品質化を実現します。 

例えば、運用オペレータにいくつもの画面で障害メッセージの羅列を見せるのではなく、

すべてを集約し、フィルタリングした上で本当に必要な情報だけを見せる画面を構成する事

ができます。結果、オペレーションの負荷軽減や、誤操作の防止、エスカレーションの手順

の簡略化を図る事ができます。 あるいは、上位の管理者向けにシステムの稼働情報を集
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約し、業務の運行状況を表す画面を提示する事で、サービス視点のビューも効果的に構築

できます。 

Senju Enterprise Navigator は、「システム運用をどうしたいのか」「誰の職務、業務をどこ

まで効率化したいのか」「現在の ITサービス運行状況をサービスの視点で把握したい」とい

う企業ごとの課題や目的に合わせて、目標とするシステム運用を実現するための基盤で

す。 

Senju Enterprise Navigator は、現在の運用環境の大幅な変更や再設計をともなう事なく

導入できます。効率化したいテーマや効果が大きいテーマから着手し、「計画」→「実施」→

「評価」→「改善」のサイクルを回すことで、継続的な ITサービスの提供及び運用現場の品

質向上を図る事が可能です。既存のツールや設備を無駄にする事なく、効果を見極めなが

ら、段階的なシステム運用の発展と、継続的な効率化を図る事ができます。 
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1.2 基本システム構成 

Senju Enterprise Navigatorを使用した運用管理システムの基本構成について説明

します。 

 

Senju Enterprise Navigator システム構成 

Senju Enterprise Navigator による運用管理システムの構成図を図 1.2-1 に示し

ます。 
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メールサーバー 

 

TelStaff AE  

Standard Edition 

TelStaff AE Client 

SEN サテライト 

SEN コンソール 

 

図 1.2-1 システム構成図 

SEN サーバー 

Senju Enterprise Navigatorによる運用監視を行うためのサーバーです。ユーザー

定義やビュー画面定義、ルール定義、イベントデータなどはすべて SENサーバー内に

格納されます。 

 

SEN コンソール 

ユーザーが Senju Enterprise Navigatorによる運用監視の操作を行うためのコンソ

ール端末です。１台の SEN サーバーに複数の SEN コンソールを接続する事ができま

す。 
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SEN Web サービス 

ユーザーが Senju Enterprise Navigatorによる監視操作を行うための Web コンソ

ール端末です。１台の SEN サーバーに複数の SEN Webサービスを接続する事ができま

す。 

 

SEN サテライト 

 ユーザーアプリケーションから情報を収集し SEN サーバーへ通知する為のア

プリケーションです。 

 

千手マネージャ 

Senju Operation Conductor における運用管理サーバーです。SEN サーバーは、千手

マネージャと接続する事で、千手マネージャで取得された管理対象ノードに関する監視

情報や障害などのメッセージをイベントとして取得できます。１台の SENサーバーには、

複数の千手マネージャを接続できます。 

 

外部運用管理マネージャ 

外部運用管理システムにおける運用管理サーバーです。外部運用管理マネージャで

収集した管理対象ノードに関する障害などのメッセージをイベントとして SENサーバーに

通知できます。１台の SENサーバーには、複数の外部運用管理マネージャを接続できま

す。 

 

ユーザーアプリケーション 

ユーザーアプリケーションで発生した障害などのメッセージをイベントとして SEN サー

バーに通知できます。またユーザーアプリケーションがシスログに出力したログ情報を、イ

ベントとして SENサーバーに通知できます。 

 

ネットワーク機器 

SNMP Trap 通知可能なネットワーク機器からの SNMP Trap を、イベントとして SENサ

ーバーに通知できます。 

 

メールサーバー 

SEN では電子メールの送受信が出来ます。１台の SENサーバーでは、複数のメール

サーバー（POPサーバー、SMTPサーバー）及びメールアカウントの組合せを接続できま

す。 

SENサーバーから電子メールの送受信を行う場合には、メールサーバー（POPサーバ

ー、SMTPサーバー）が必要となります。 

 

Senju Service Manager サーバー 

サービスデスクである Senju Service Manager の運用管理サーバーです。SENサーバ
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ーで受信した障害などのイベントをインシデントとして Senju Service Manager サーバーに

通知できます。 

 

TELstaff AE Standard Edition 

統合通報管理システムです。システム稼働中に発生した問題を関係者に電話な

どの電気機器を使用して自動的に通報します。 

 

TELstaff AE Client 

統合通報管理システムにおける統合通報管理クライアントです。TELstaff AE Standard 

Edition や他の TELstaff AE Clientにメッセージを送信、受信することができます。 
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1.3 主要な特徴 

図 1.3-1に、Senju Enterprise Navigator が実現する運用管理システムの概念図を示しま

す。 

システム監視
・eXsenju/千手
/Senju Operation
Conductor
・JP1
・Tivoli
・Systemwalker
・WebSam

ネットワーク監視
・OpenView
・SNMPトラップ

SENコンソール

OUTアダプタ OUTアダプタ I/Oアダプタ

セキュリティ
監視
・RealSecure

ヘルプデスク

ストレ－ジ管理
・ SOFTEK

FireWall管理

OUTアダプタ

承認システム

ナレッジ
ベース

ルール
セット

ビュー
セット

OUTアダプタ

ビュー
セットビュー

セット

ルール
セットルール

セット

グループウエア

Rule 
エンジン

HUB エンジン

メッセージ収集・配信
メッセージスイッチング
フィルタリング
キューイング
実行履歴管理
ルールエンジン
Viewへの情報配信

INアダプタ

メインフレーム

設備管理

INアダプタ

OUTアダプタ

View 
エンジン

SEN Webサービス

INアダプタ INアダプタ INアダプタ INアダプタ

 

図 1.3-1 Senju Enterprise Navigator システム概念図 

 

Hubエンジン 

様々なシステム運用ツールの相互接続と連携を実現する「Hub」として機能し、各ツー

ル間の情報の収集と配信を集中して行います。Hubエンジンにより、従来、個々に利用さ

れていた各種ツールを相互に関連づけてより効果的に利用する事ができます。 

例えば、監視ツールから得た障害情報をインシデントとしてインシデント管理ツールに

送り復旧を支援したり、また、インシデント管理ツールからの対応完了メッセージに基づい

てシステムの管理ステータスを自動的に復帰するなどの処理が可能です。あるいは、ネッ

トワーク監視ツールで検知した特定パターンの障害メッセージと、セキュリティ監視ツール

で検知した不正侵入メッセージの両方を一定時間内に受信した場合にのみ、管理者に

電子メールで通知し、ファイアウォール遮断コマンドを発行するなどの、時間差のある複

数の入力と出力を一連の処理として自動化する事ができます。 

 

■ 各社の主要な運用管理ツール（HP OpenView、IBM Tivoli、日立 JP1、富士通

Systemwalker、NEC WebSAM 等）やメインフレームをはじめ、様々な外部ツールからの情

報を一元的に収集します。また SNMP トラップ、シスログ、電子メールの情報を収集する

事も可能です。収集された情報は、相関に基づく複合判断に対応できるよう内部で蓄積



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 1.3 主要な特徴 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 1-9 1-9 

され、利用されます。 

 

 

■ 収集・蓄積された情報をトリガとして画面（メインビュー）の表示状態を変化させたり、

複数の情報を互いに関連付けてルール処理する事が可能です。 

 

■ 様々なツールで検知した障害などの事象を複合的に判断し、業務やサービスへの影

響度に結びつけた上で View エンジンに送り、自由なデザインで画面を更新する事が可

能です。 

 

■ 収集した情報から Senju Service Manager 等のサービスデスクシステムへのインシデン

ト登録を行う事が可能です。任意のインシデント管理画面に対応し、各フィールドに自由

に値を設定できます。 

 

■ 複数の情報と複合判断をもとにパトランプ、ビープ音、サウンド等の警報装置を鳴動

する事が可能です。 

 

■ 電子メールを送信する場合、メールの宛先や内容は、受信したメッセージの内容によ

って変更可能です。 

 

■ 情報に基づき任意の外部コマンド（プログラム、バッチコマンド）の実行が可能です。

例えば障害発生時、一定の条件を満たした場合にのみ、リカバリ用プログラムを自動的

に起動するといった処理が可能です。 

 

 

Rule エンジン 

Hubエンジンにより各種ツール間で集配信される情報は、単にやり取りされるだけでな

く、Rule エンジンにおいて「ルール」や「フィルタ」による処理を加える事ができます。この

機能により、Senju Enterprise Navigator に接続された複数のツール間で、情報の発生の

時間差、量、内容などの関係に基づいて処理の内容を自動的に変更する事ができま

す。ルールやフィルタは、ユーザーが自由に設定・記述できます。これらを利用する事

で、従来は困難だった複数ツールの情報に基づく複合的な判断を伴う運用を簡略化、あ

るいは自動化したり、監視結果に対する対応の切り分け方法を所定の手順に従って誘導

する事が可能となります。 

Senju Enterprise Navigator が提供する強力な Rule エンジンは、本来人間が行うべき

判断を必要に応じて自動化またはサポートします。障害対応を例にとれば、発生の検

知、切り分け、一次対応、障害内容分析、エスカレーション、業務インパクト把握等、各フ

ェーズにおいて、タスクや情報の抽出方法をルールとして記述する事により、Ruleエンジ
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ンがこれらの処理を自動的に誤りなく行い、オペレーションを支援します。これにより、対

応に要する時間の短縮、人手を介在する事によるミスの防止、業務インパクトの把握な

ど、総合的な運用品質の向上につながります。 

 

■ 到着したメッセージが指定された条件（活性化条件）を満たす場合に、自動的にアク

ションを実行します。 

 

■ アクションでは、メインビューの表示状態の変更、メッセージの内容変更、外部コマンド

実行、メール送信、インシデント自動登録等の処理が可能です。 

 

■ 不要なメッセージは、フィルタによりルール処理させる事なく破棄する事ができます。

単純なフィルタだけでなく、同一メッセージを繰り返し受信した場合のみフィルタしたり、ま

た、時間帯に応じてフィルタの活性、不活性を切り替える事も可能なので、定期リブート

や計画保守時にも容易に対応できます。 

 

■ 情報の相関に基づくルール処理が可能です。例えば「あるメッセージが到着後、一定

時間内に指定したメッセージが到着しなければアクションを実行する（しない）」といったル

ールも指定できます。ルールを用いる事で、従来、人間が行わざるをえず、見落としがち

だった判断処理を実際の運用に組み入れる事ができます。 

 

■ ルール作成を支援するためのルール編集エディタを提供します。また Senju 

Enterprise Navigator が提供する各変数やメソッドの使い方を支援する GUI も提供してい

ます。これら GUIを使用する事で、複雑なルールを容易に作成する事が可能です。 

 

■ 作成したルールは実際に適用する前に、意図したとおりにルールが動作するかシミュ

レーション検証する事が可能です。 

 

■ ルールの活性化条件およびアクションは、標準的なスクリプト言語である JScriptにより

記述します。JScriptは、正規表現や ActiveXオブジェクトといった高い処理能力を備え

ており、複雑なルールを記述する事も可能です。 

 

 

View エンジン 

View エンジンは、様々な運用管理情報をグラフィカルに表示します。Hubエンジンが

収集した情報を総合的に表示したり、また個々の業務内容やシステム構成、あるいは運

用形態に合わせ、最適な監視画面をデザインする事ができます。デザインされた画面は

Hub エンジンで収集された情報と、Rule エンジンによる処理の結果に応じて、リアルタイ

ムに変化させる事ができます。運用管理を行う担当者が必要とする情報、把握すべき情



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 1.3 主要な特徴 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 1-11 1-11 

報を的確に分かりやすく表示します。さらに関連する監視画面同士や、マニュアルや手

順書等の外部情報をハイパーリンクする事で、必要な情報に速やかにアクセスする事が

可能になります。 

 

 

【メインビュー】 

■ 目的や視点に応じて、ユーザーが自由に画面デザインを行う事ができます。例えば、

サーバーやネットワーク等のシステムの視点、あるいは受注処理や生産管理のような業

務の視点など、任意の視点でのビューが必要なだけ作成可能です。 

 

■ ユーザーグループごとに別々の画面を表示できます。例えばネットワーク管理者用、

アプリケーション管理者用等、個別の画面を用意しておけば、ログイン時にそのユーザー

グループ用画面が表示されます。また該当グループに所属しないユーザーでログインし

た場合には、そのグループの画面にはアクセスできません。 

 

■ 必要に応じ画面をツリー表示する事が可能です。画面間の関連を簡単に把握できる

だけでなく、全体表示から詳細表示へドリルダウンする監視画面等も自由にデザインでき

ます。 

 

■ 画面デザインには、基本図形、画像、リストなど多彩な「アイテム」が利用できます。自

由な発想で必要な表現を行う事が可能です。 

 

■ ルール処理により、画面の状態をリアルタイムに更新、変更できます。管理対象に関

する最新の情報を的確にユーザーに知らせる事ができます。 

 

■ 画面上の「アイテム」に関連する別の画面（メインビュー）へのジャンプや、外部情報

（ドキュメント、Webページ）へ素早く簡単にアクセスできます。またアイテムに関連付けら

れた任意のコマンドをインタラクティブに実行する事ができます。 

 

 

【イベントビュー】 

■ 様々なツールから収集したメッセージを一元表示する事で、ひとつのビューで各ツー

ルからの情報を把握する事ができます。また、時系列での表示やメッセージ内容によるソ

ート表示を行う事も可能です。 

 

■ ユーザーにとって必要なメッセージだけを表示する事で、見落としを防止するととも

に、権限のないユーザーには表示させない事も可能です。例えば、SNMP トラップメッセ

ージだけを表示したり、特定のステータスのメッセージだけを表示するなど、任意の観点
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でメッセージを絞り込んで表示する事ができます。 

 

■選択したメッセージに対して、メッセージに関連する画面（メインビュー）へのジャンプ

や、外部情報（ドキュメント、Webページ）に素早く簡単にアクセスできます。またメッセー

ジに関連付けられた任意のコマンドをインタラクティブに実行する事ができます。 

 

■ 選択したメッセージに対して、インタラクティブなメール送信及び報告書の作成が可能

です。 

 

■ メッセージに対する対処状況を GUI画面から変更する事が可能です。これにより例え

ば未対処障害に対する対処漏れを防止できます。 

 

■ 過去に受信したメッセージを検索し、閲覧する事が可能です。 
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1.4 機能概要 

1.4.1 SEN コンソール 

1.4.1.1 ビュー表示機能 

SENコンソールにおけるビュー表示画面の全体を図 1.4-1に示します。 

 

メインペイン 

イベントビュー 

アウトプットビュー 

ビューカテゴリ 

ツリーペイン 

ツールビュー 

グループ 

メインペインアイテム 

メインビュー 

 

図 1.4-1 メインビュー画面 

 

メインビュー 

メインビューは、サーバーやアプリケーションなどの管理対象をグラフィカルに表示するた

めのウィンドウです。メインビューウィンドウは、２つのペイン(領域)に分かれており、左側のツ

リー表示用のツリーペインと、右側のグラフィック図形表示用のメインペインとで構成されま

す。ツリーペインの各ツリーノードにはメインペインが割り当てられ、メインペインを階層的に

管理する事ができます。また、各メインペインの拡大、縮小表示をする事も可能です。 

管理対象はメインペインアイテムと呼ばれるグラフィック図形により表現されます。メインペ

インアイテムは、あらかじめ用意される直線、長方形、円・楕円、文字、イメージ（アイコン、ビ

ットマップ等）、リストボックスといった基本図形の他、基本図形を任意に組合せた結合図形

をユーザーが定義する事もできます。メインペインをデザインするには、メインペインエディ

タを使用します。 

管理対象における障害や重大事象を通知するために発行されたメッセージや、管理対

象の状態の変化（リソース使用率の上昇、プロセスの異常、ノードの停止等）は、イベントとし

て SENサーバーに伝えられます。SENサーバーでは、受け取ったイベントに応じてメイン
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ペインアイテムのプロパティ（属性）を変化させる事ができます。例えば、管理対象サーバー

がダウンしたというイベントを受け取った場合には、対応するメインペインアイテムの背景色

を赤に変化させたり、点滅させたりといった事が可能です。これは、イベントに対するルール

を記述する事で実現できます。 

メインペインアイテムに、関連する別の画面(メインビュー)や外部情報(ドキュメント、Web

ページ)へのハイパーリンクを設定する事で、関連する情報へ素早くアクセスする事ができま

す。またアイテムに関連付けられた任意のコマンドをインタラクティブに実行する事ができま

す。 

 

メインビューでは、ユーザーグループ毎に（以下、単にグループと呼びます）独立したビュ

ーを提供します。管理目的あるいは管理対象など、任意のカテゴリでグループを定義できま

す。例えば、オペレータ、運用管理者、システム管理者のようなグループを定義する事もで

きますし、受発注管理、在庫管理、人事管理などの業務毎のグループを定義する事も可能

です。また、同一グループのメインビューは、さらにビューカテゴリと呼ばれる複数のビュー

に分ける事ができます。ビューカテゴリについてもユーザーが自由に定義し、変更する事が

可能です。ビューカテゴリを切り替えるには、メインビューウィンドウ上部のタブを選択しま

す。 

  

イベントビュー 

イベントビューでは、管理対象で発生する各種イベントを一覧表示します。イベントは、

通常、SENサーバーが受信した時系列の順で表示されますが、任意の属性でソートした

り、あるいは特定の条件で絞り込みを行う事が可能です。 

イベントビューもメインビューと同様、グループ毎に独立して表示されます。すなわち、そ

のグループに関係のあるイベントのみが表示され、セキュリティ上そのグループのユーザー

に見せるべきでないイベントは表示させないようにする事ができます。これについては、イ

ベントに対するルールを定義する事により実現します。 

イベントビューには、発生元ノード ID、メッセージ ID、発生日時、ステータス、メッセージ

テキストなどの属性がカラムに分けられて一覧表示されます。表示方法を切り替える事で、

表示カラムや表示対象イベントを絞り込む事ができます。例えば、発生元ノード IDが

“server01”で、ステータスが“オープン”のイベントのみ表示させるといった事が可能です。

表示方法は、ユーザーが任意に定義できます。 

イベントに対するルールを記述する事で、イベント内容に応じてイベントの属性を変更す

る事ができます。これにより、特定のイベントはイベントの文字色を赤に変更したり、あるい

はステータスを自動的に“対処完了”に変更するといった事ができます。 

ルールでは、さらにイベントとメインペインアイテムを関連づける事ができます。イベントを

メインペインアイテムに関連づける事により、そのイベントと関連のあるメインペインアイテム

にハイパーリンクさせる事ができます。これにより、例えば、あるイベントを受信した場合に

特定のメインペインアイテムの背景色を赤に変更するというルールを定義し、さらにそのイ
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ベントとメインペインアイテムを関連づけておく事で、イベントビューからそのメインペインア

イテムが含まれるメインペインをハイパーリンク表示させる事が可能です。逆に、メインペイ

ンアイテムから、そのアイテムに関連づけられているイベントの一覧を表示させる事もできま

す。 

各イベントに対し任意のコマンドを割り当て、インタラクティブにコマンドを実行する事が

できます。またイベント毎にインタラクティブにメールの送信及び報告書の作成を実行する

事も可能です。 

 

ツールビュー 

ツールビューには、任意の外部コマンドや時計を登録できます。例えば、外部運用管理

コンソールプログラムを起動したり、PDFファイルや HTMLファイルとして準備された運用

手順書などを呼び出す事が可能です。 

 

アウトプットビュー 

アウトプットビューには、コンソールにログインしているユーザーの主要な操作内容の履

歴を表示します。 
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1.4.1.2 メインビュー編集機能 

図 1.4-2にメインペインを編集するためのメインペインエディタ画面を示します。 

 

 

メインペインエリア 
パーツエリア 

アイテムパーツ 

メインペインアイテム 

 

図 1.4-2 メインペインエディタ画面 

メインペインエディタでは、メインビューに表示させるメインペインをデザインするための

画面編集機能を提供します。 

メインペインをデザインするには、メインペインアイテムと呼ばれる図形部品を用います。

メインペイン上にメインペインアイテムを新規に描画するには、パーツエリアに含まれるアイ

テムパーツをメインペインエリアにドラッグ＆ドロップします。これらのアイテムは任意の場所

に配置し、任意の大きさにリサイズする事ができます。 

メインペインアイテムでは、プロパティと呼ばれる属性情報を設定する事ができます。プロ

パティは、アイテム毎に設定できる内容が異なります。プロパティには、背景色や境界色、

線の種別や太さ、割り当てるイメージファイル名などを指定できます。また、背景色や境界

色、イメージを切り替える事でアイテムを点滅(ブリンク)させる指定も可能です。 

複数のメインペインアイテムを結合して結合アイテムを作る事ができます。結合アイテム

を用いる事で、ユーザー独自の複雑な図形アイテムを作成できるだけでなく、結合アイテム

をアイテムパーツとしてパーツエリアに登録する事で、後から再利用可能になります。また、

結合アイテム内のアイテムのプロパティにアクセスするためのショートカットを定義できま

す。これは、深く階層化された結合アイテムの内部アイテムのプロパティにアクセスするよう

なルールを記述する場合に便利です。例えば、矩形と楕円を組合せたものを１つの結合ア

イテムとして定義し、矩形の「背景色」プロパティに”status”というショートカットを定義してお

くと、結合アイテムの”status”プロパティを赤に変更するといったルールを記述する事が可

能になります。 

その他、接続している運用管理マネージャでの監視定義情報をインポートする事により、

自動的にメインペインアイテムを生成する定義インポート機能などもあります（ただし千手シ

ステム連携のみ）。
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1.4.1.3 イベントルール処理機能 

イベントルール処理機能は、不要なイベントを破棄したり、指定された条件を満たすイベ

ントを受信した際にイベントに対するアクションを自動的に実行する機能です。イベントルー

ル処理を用いると、例えば、監視対象サーバーがダウンしたというイベントを受信した場合

に、メインビュー上のサーバーノードを表すメインペインアイテムの背景色を変更したり、点

滅(ブリンク)させたりする事で、現在の稼働状況を可視化する事ができます。また、障害情

報を電子メールで送信する事や、サービスデスクシステム(Senju Service Manager)にインシ

デントを自動登録する事で、サービスデスクに障害事象を通知する事ができます。 

ルールは、「もし～ならば～する」という If-Then形式で記述されます。具体的には、イベ

ントの属性に関する論理条件式を記述するルール条件と、条件にマッチしたときに実行さ

れるアクションの組により構成されます。アクションは、イベントをトリガとして自動的に実行さ

れる処理で、メインペインアイテムのプロパティ変更、受信したイベントのプロパティ変更、イ

ベントとメインペインアイテムとの関連付け、イベントへのユーザー定義付加情報の追加、

任意の外部コマンドの起動などを行う事が可能です。 

ルールは複数のステージに分かれて順にパイプライン処理されます。不要なイベントの

破棄やイベント内容の解析は初期のステージで行われます。その後、現在の処理対象のイ

ベント（カレントイベント）に対するアクションを実行するためのステージが処理されます。カ

レントイベントのみをトリガとするルール以外に、過去に受信したイベントをもとに条件判定

する過去イベント参照ルールを定義する事もできます。例えば、ある条件のイベントを受信

後、一定時間内に指定された条件のイベントを受信した場合にアクションを実行する指定

ができます。逆に、ある条件のイベントを受信後、一定時間内に指定された条件のイベント

を受信しなかった場合にアクションを実行する事も可能です。その他、過去のアクション実

行内容を参照するルールや一定時間間隔でアクションを実行するタイマルールを定義する

事ができます。 

すべてのグループに対して共通に適用するルールは、「共通ルール」として記述します。

イベントをグループに振り分け後、グループ毎に独立に適用するルールは、「グループ別

ルール」として記述します。グループ別ルールでは、例えばあるイベントを受信した場合

に、グループ Aではメインペインアイテムのプロパティを変更し、グループ Bではメール送

信を行うというような別々のアクションを実行できます。この時、グループ Aの実行結果はグ

ループ Bから参照できず、またグループ Bの実行結果もグループ Aから参照できませ

ん。両グループのルールが、それぞれ独立に動作します。 

ルールは、スクリプト言語 JScriptを用いて記述します。代入や比較などの簡単な演算式

に加え、JScriptが標準で備える正規表現マッチング処理などの高度な機能を利用する事

ができます。 
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1.4.1.4 ルール編集機能 

ルールの編集は、図 1.4-3に示すルールセットエディタを使用して行います。 

 

 

ルールステージ 

ルール 

 

図 1.4-3 ルールセットエディタ 

SENサーバーにおいて適用されるルールをまとめたものをルールセットと呼びます。各ル

ールは、ルールセット内に定義します。ルールセットは、大きく、共通ルール、分配ルール、

グループ別ルール、グローバル定義の４種類に分けられます。これらは、ルールセットエデ

ィタウィンドウのタブにより切り替えます。 

共通ルールは、SENサーバー内で共通に適用されるルールを集めたもので、先に述べ

たステージ別にルールを定義します。SENサーバー全体で必要のないイベントを破棄した

り、各グループで共通に実行するルールを定義します。 

次に分配ルールでは、各イベントをどのグループに振り分けるかのルールを定義します。

分配ルールにはイベントの属性条件によりグループに振り分ける汎用分配ルールと、イベン

トのクラスがもつキーによりグループに振り分けるキーによる分配ルールとがあります。ここで

イベントクラスとは、イベントの集合を特徴づけるもので、例えば、千手メッセージイベント、

千手ノード定義イベント、千手ノードステータスイベントなどは、それぞれ独立したイベントク

ラスとして扱われます。 
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グループ別ルールでは、分配ルールにより各グループに割り当てられたイベントのみル

ール処理の対象になります。グループ別ルールのステージは共通ルールと同様ですが、そ

のグループでのみ実行するルールを定義します。グループ別ルールを通過したイベント

は、最終的にグループ毎のイベントビューに表示されます。 

グローバル定義では、ルール処理で共通に用いる定数やユーティリティ関数の定義や、

ルール処理全体の初期処理、終了処理を記述します。 

ルールセット編集後、ルールセットの反映を行う事で、ルールセット内のルールが活性化

され、実際に各ルール処理を行います。 

 

 

図 1.4-4 オブジェクトブラウザ 

ルールの作成をビジュアルに支援するためツールが、オブジェクトブラウザです。オブジ

ェクトブラウザには、ルール内で参照可能なオブジェクト（共通オブジェクト、メインペインア

イテムオブジェクト、イベントオブジェクト）とそのプロパティを一覧として参照できるとともに、

ルールのテンプレート（雛形）が自動生成され、ルール作成作業を支援します。 
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1.4.1.5 ノウハウ蓄積機能 

イベントに関するノウハウを蓄積し一覧表示するノウハウビューを図 1.4-5に示します。 

 

 

図 1.4-5 ノウハウビュー 

Senju Enterprise Navigatorシステムでは、受信した各イベントに対し、ノートを追加する事

ができます。ノートは、イベントのステータス変更の理由や対処履歴、注意事項など要件に

応じて自由に記入する事ができます。 

これらイベントに記入されたノート情報は、そのシステムまたは運用環境にとって有益な

情報、すなわちノウハウと言えるでしょう。例えば、ある障害イベントを受信した場合に、以前

類似の障害イベントに対してどのような対応を実施したかを参照する事は、障害対応への

近道となり運用品質の向上に繋がります。 

Senju Enterprise Navigatorシステムでは、指定したイベントをノウハウとして登録・保持す

る事ができます。ノウハウビューは、登録されたノウハウを一覧表示します。 

ノウハウビューに登録されたノウハウは、運用の PDCA サイクルを実現する上で

も有益な情報となります。ノウハウとして登録された情報をルールに反映する事

で、更なる運用の自動化・効率化を実現できます。 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 1.4 機能概要 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 1-21 1-21 

1.4.1.6 イベントサマリ表示機能 

現在イベントビューに表示されている全イベントのサマリ情報を表示するイベントサマリビ

ューを図 1.4-6に示します。 

 

 

図 1.4-6 イベントサマリビュー 

イベントサマリビューは、現在イベントビューに表示されている全イベントのスナップショッ

トを取得し、その中にどのようなイベントが何件含まれているかを分類し表示します。 

イベントサマリビューでは、イベントの任意の 3つまでのフィールドを分類するキーとして

指定可能です。 

イベントサマリビューにより、現在のシステムまたは運用環境にどのようなイベントが何件

発生しているかを容易に把握する事ができます。結果、例えば不要なイベントを多く発生し

ているシステムやアプリケーションを抽出する事ができ、運用の品質改善に着手すべきター

ゲットを決めるファクトデータとして活用できます。また、多くのイベントの中に重要なイベント

が埋もれてしまうなどの、イベントの見落としトラブルを回避する手段として利用できます。 
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1.4.1.7 イベントフィルタ機能 

イベントのフィルタリングを行うためのイベントフィルタビューを図 1.4-7に示します。 

 

 

図 1.4-7 イベントフィルタビュー 

イベントフィルタは、イベントを一時的にフィルタ(抑止)するために用います。ルールと同

様に、イベントをフィルタするためのフィルタ条件を指定します。フィルタ条件は、ノード指定

によるフィルタ、またはルール条件指定によるフィルタが指定可能です。前者ではフィルタ

するイベントの発生元ノードに関する条件を指定し、後者では、フィルタするイベントに関す

る任意の条件を指定します。 

イベントフィルタは、イベントビューへの表示だけを抑止するフィルタと、ルール実行も含

めて抑止するフィルタを定義する事ができます。 

イベントのフィルタは、定期保守等で一時的に特定のノードからのイベントを抑止したい

場合や、テストなどで特定のメッセージを抑止したい場合に便利です。 
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1.4.1.8 SEN サーバー運行状況表示機能 

SENサーバーの CPU使用率やイベントの入出力数、メール送信数等の運行状況を表

示する SENパフォーマンスビューを図 1.4-8に示します。 

 

 

図 1.4-8 SEN パフォーマンスビュー 

SENパフォーマンスビューは、SENサーバーのリソース使用率に加え、入力イベントや出

力イベント数、メール送信数などの SENサーバーの運行状況を時系列にグラフィカルに表

示します。SENパフォーマンスビューを表示することで、現在のシステムまたは運用環境の

運行状況のトレンドをビジュアルに把握できます。 
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1.4.2 SEN Web サービス 

1.4.2.1 ビュー表示機能 

SEN Webサービスにおけるビュー表示画面の全体を図 1.4-9、図 1.4-10に示します。 

 

 

メインペイン 

ツリーペイン 

選択アイテム情報 

メインペインアイテム 

メインビュー 

ユーザーグループ 

ビューカテゴリ 

オペレーションメニュー 

図 1.4-9 メインビュー画面 

 

メインビュー 

SEN Webサービスのメインビューは、サーバーやアプリケーションなどの管理対象をグラ

フィカルに表示するためのウィンドウです。メインビューウィンドウは、２つのペイン(領域)に

分かれており、左側のツリー表示用のツリーペインと、右側のグラフィック図形表示用のメイ

ンペインとで構成されます。ツリーペインの各ツリーノードにはメインペインが割り当てられ、

メインペインを階層的に管理する事ができます。 

管理対象はメインペインアイテムと呼ばれるグラフィック図形により表現されます。メインペ

インアイテムは、あらかじめ用意される直線、長方形、円・楕円、文字、イメージ（アイコン、ビ

ットマップ等）、リストボックスといった基本図形の他、基本図形を任意に組合せた結合図形

をユーザーが定義する事もできます。メインペインをデザインするには、SENコンソールのメ

インペインエディタを使用します。 

管理対象における障害や重大事象を通知するために発行されたメッセージや、管理対

象の状態の変化（リソース使用率の上昇、プロセスの異常、ノードの停止等）は、イベントとし

て SENサーバーに伝えられます。SENサーバーでは、受け取ったイベントに応じてメイン

ペインアイテムのプロパティ（属性）を変化させる事ができます。例えば、管理対象サーバー
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がダウンしたというイベントを受け取った場合には、対応するメインペインアイテムの背景色

を赤に変化させたり、点滅させたりといった事が可能です。これは、SENコンソールでイベン

トに対するルールを記述する事で実現できます。 

メインペインアイテムに、関連する別の画面(メインビュー)や外部情報(Webページ)への

ハイパーリンクを設定する事で、関連する情報へ素早くアクセスする事ができます。またアイ

テムに関連付けられた任意のコマンドをインタラクティブに実行する事ができます。 

 

メインビューでは、ユーザーグループ毎に（以下、単にグループと呼びます）独立したビュ

ーを提供します。管理目的あるいは管理対象など、任意のカテゴリでグループを定義できま

す。例えば、オペレータ、運用管理者、システム管理者のようなグループを定義する事もで

きますし、受発注管理、在庫管理、人事管理などの業務毎のグループを定義する事も可能

です。また、同一グループのメインビューは、さらにビューカテゴリと呼ばれる複数のビュー

に分ける事ができます。ビューカテゴリについてもユーザーが自由に定義し、変更する事が

可能です。グループおよびビューカテゴリを切り替えるには、ツリーペインを選択します。 

  

 ! 
 

SEN Web サービスでは、メインペインの背景は表示されません。 
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グループ 

イベントビュー 

図 1.4-10 イベントビュー画面 

イベントビュー 

SEN Webサービスのイベントビューでは、管理対象で発生する各種イベントを任意の条

件で検索し、その結果を表示します。 

また、検索に使用した検索条件を保存することが可能です。 

イベントビューもメインビューと同様、グループ毎に独立して表示されます。すなわち、そ

のグループに関係のあるイベントのみが表示され、セキュリティ上そのグループのユーザー

に見せるべきでないイベントは表示させないようにする事ができます。これについては、イ

ベントに対するルールを定義する事により実現します。 

イベントビューには、発生元ノード ID、メッセージ ID、発生日時、ステータス、メッセージ

テキストなどの属性がカラムに分けられて一覧表示されます。 

イベントに対するルールを記述する事で、イベント内容に応じてイベントの属性を変更す

る事ができます。これにより、ステータスを自動的に“対処完了”に変更するといった事がで

きます。 

ルールでは、さらにイベントとメインペインアイテムを関連づける事ができます。イベントを

メインペインアイテムに関連づける事により、そのイベントと関連のあるメインペインアイテム

にハイパーリンクさせる事ができます。これにより、例えば、あるイベントを受信した場合に

特定のメインペインアイテムの背景色を赤に変更するというルールを定義し、さらにそのイ

ベントとメインペインアイテムを関連づけておく事で、イベントビューからそのメインペインア

イテムが含まれるメインペインをハイパーリンク表示させる事が可能です。 

各イベントに対し任意のコマンドを割り当て、インタラクティブにコマンドを実行する事が

できます。 

ルールの設定は SENコンソールを使用して下さい。 
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1.4.2.2 メインビュー編集機能 

SEN Webサービスには、メインビュー編集機能は存在しません。メインビュー編集機能を

使用する場合は、SENコンソールを使用して下さい。 

SENコンソールのメインビュー編集機能については「1.4.1.2 メインビュー編集機能」を

参照して下さい。 

 



1.4 機能概要 Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

1-28 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 1-28 

1.4.2.3 イベントルール処理機能 

SEN Webサービスには、イベントルール処理機能は存在しません。イベントルール処理

機能を使用する場合は、SENコンソールを使用して下さい。 

SENコンソールのイベントルール処理機能については「1.4.1.3 イベントルール処理機

能」を参照して下さい。 
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1.4.2.4 ルール編集機能 

SEN Webサービスには、ルール編集機能は存在しません。ルール編集機能を使用する

場合は、SENコンソールを使用して下さい。 

SENコンソールのルール編集機能については「1.4.1.4 ルール編集機能」を参照して下さ

い。 
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1.4.2.5 ノウハウ蓄積機能 

SEN Webサービスには、ノウハウ蓄積機能は存在しません。ノウハウ蓄積機能を使用す

る場合は、SENコンソールを使用して下さい。 

SENコンソールのノウハウ蓄積機能については「1.4.1.5 ノウハウ蓄積機能」を参照して

下さい。 
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1.4.2.6 イベントサマリ表示機能 

SEN Webサービスには、イベントサマリ表示機能は存在しません。イベントサマリ表示機

能を使用する場合は、SENコンソールを使用して下さい。 

SENコンソールのイベントサマリ表示機能については「1.4.1.6 イベントサマリ表示機

能」を参照して下さい。 
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1.4.2.7 イベントフィルタ機能 

SEN Webサービスには、イベントフィルタ機能は存在しません。イベントフィルタ機能を使

用する場合は、SENコンソールを使用して下さい。 

SENコンソールのイベントフィルタ機能については「1.4.1.7 イベントフィルタ機能」を

参照して下さい。 
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1.4.2.8 SEN サーバー運行状況表示機能 

SEN Webサービスには、SENサーバー運行状況表示機能は存在しません。SENサー

バー運行状況表示機能を使用する場合は、SENコンソールを使用して下さい。 

SENコンソールの SENサーバー運行状況表示機能については「1.4.1.8  SEN サーバ

ー運行状況表示機能」を参照して下さい。 
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1.4.3 ユーザー管理機能 

ユーザー管理機能では、 

 

表 1.4-1 ユーザー管理機能 

項目 内容 

ユーザー認証 SEN コンソールからログインするユーザーの認証 

ユーザー情報管理 ユーザー情報の登録、変更、削除 

グループ情報管理 ユーザーグループ情報の登録、変更、削除 

アクセス制御 ユーザー毎に許可する操作の制限 

 

などの機能を提供します。 

 

ログインしたユーザーが所属するグループに応じて、表示可能なビュー（メインビュー、イ

ベントビュー）や参照・変更可能な各種定義情報（ルールセット、ユーザー、イメージ等）を

制限します。グループによるアクセス制限機能により、あるグループのユーザーからは別の

グループのビューや定義情報を見る事はできません。 

また、ユーザーには権限に応じた役割をもたせる事ができます。役割には 

 

表 1.4-2 ユーザーの役割 

項目 内容 

Administrators あらゆる操作が可能な役割(システム管理者用) 

Managers グループについてあらゆる操作が可能な役割（グループ

管理者用） 

Operators グループについて定義の変更を伴わない操作が可能な役

割（グループオペレータ） 

Users グループについて参照のみ可能な役割(グループユーザ

ー) 

 

の４種類があります。例えば、共通ルールの編集や、ルールセットの反映は

Administrators役割の権限が必要ですが、グループ別ルールの編集や、グループのメイン

ペインの編集は、グループの Managers役割で行う事ができます。 
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1.4.4 外部運用管理ツール連携機能 

外部運用管理ツール連携機能では、外部運用管理マネージャからのメッセージを受信

し、イベントルール処理の実行及びイベントビューへの表示を行います。これにより、イベン

トをトリガに、メインビューにおけるメインペインアイテムのプロパティを変更したり、任意のコ

マンドを実行したり、インシデントとして外部サービスデスクシステムに自動登録したりする

事が可能となります。 

通常、各外部運用管理ツールによって取得可能なメッセージの属性(フィールド)は異な

りますが、メッセージの属性をクラス定義ファイルと呼ばれる XML ファイルに定義する事に

より、任意の属性(名称および型)に対応する事が可能です。 

 

外部運用管理ツール連携機能では、複数の運用管理マネージャと連携できます。これ

により、複数の運用管理ツールからのメッセージを同一のイベントビューに表示できます。

また異なる運用管理ツールからのメッセージを互い関連付けてルール処理させる事ができ

ます。例えば、ネットワーク監視ツールで検知した特定パターンの障害メッセージと、セキュ

リティ監視ツールで検知した不正侵入メッセージの両方を一定時間内に受信した場合に、

管理者にメール通知すると同時に、ファイアウォールを遮断するコマンドを発行するルール

を実行する事が可能です。 

 

千手システムとの連携では、メッセージ以外に、管理対象ノードに関する監視定義情報

や監視ステータス情報（ノード監視、ジョブ監視等）を受信します。これら情報についても、

メッセージ同様にルール処理を行う事が可能です。結果、よりリッチな監視情報に基づいた

ルールを組み立てる事ができます。また、監視定義情報をインポートし、メインペインを自動

生成するインポート機能および、千手ジョブスケジュールにおける定義情報とステータス情

報をもとに千手ブラウザにおけるジョブモニタ画面（実行システム、フレーム）をメインビュー

上に表示する機能を提供します。 
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1.4.5 SNMP トラップ受信機能 

SNMP トラップ受信機能では、SNMP トラップ受信アダプタを介して、SNMPエージェント

や SNMP トラップ送信アプリケーションから SNMP トラップを受信し、イベントルール処理の

実行及びイベントビューへの表示を行います。SNMP トラップ受信アダプタでは、SNMP トラ

ップを認証、キューイング、及びイベントデータへのフォーマッティングを行います。 

SNMP トラップ受信機能がサポートする SNMPのバージョンは、SNMP v1/v2c及び v3

です。 
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1.4.6 シスログ受信機能 

シスログ受信機能では、シスログ受信アダプタを介して、UNIX ノードやシスログ送信アプ

リケーションからシスログを受信し、イベントルール処理の実行及びイベントビューへの表示

を行います。シスログ受信アダプタでは、送信元 IPアドレスによる認証、シスログのキュー

イング、およびイベントデータへのフォーマッティングを行います。イベントデータへのフォ

ーマッティングでは、ファシリティ及び重大度を任意の文字列へ編集する事も可能です。 
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1.4.7 メール受信機能 

メール受信機能では、メール受信アダプタを介して、外部運用管理マネージャや電子メ

ールアプリケーションから電子メールを受信し、イベントルール処理の実行及びイベントビ

ューへの表示を行います。メール受信アダプタでは、メールメッセージ受信条件(From や

Subjectに指定した値が含まれているか等)による認証、メールメッセージのキューイング、

およびイベントデータへのフォーマッティングを行います。 

メール受信機能がサポートするメールサーバーは、POP3及び POP3s (POP3 over 

SSL/TLS)です。 
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1.4.8 Telnet 連携機能 

Telnet 連携機能では、Telnet 連携コマンドを介して、ルータなど外部の Telnet

サーバーへ自動的にログインし情報の取得を行います。Telnet 連携コマンドはイベ

ントルール処理から実行され、予め定義してあるコマンドを順次実行し、その実行

結果を標準出力に出力します。 
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1.4.9 サービスデスクツール(Senju Service Manager)連携機能 

サービスデスクツール連携機能では、SENサーバーが受信したイベントをもとに、インシ

デントを Senju Service Manager に登録する事ができます Senju Enterprise Navigatorのル

ールエンジンから専用のメソッドを用いて、運用管理ツールからのアラートを Senju Service 

Manager の任意のフィールドにマッピングする事で、様々なインシデントもしくはインシデン

ト候補を登録することが可能です。ルールによりイベントの必要な情報を、必要なフォーマ

ットに加工した上で、インシデントの自動登録ができます。 
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1.4.10 メール送信機能 

メール送信機能では、外部運用管理マネージャなどから収集した情報をもとに SEN サ

ーバーが依頼を行うと、その依頼を電子メールに変換しメールサーバーへ送信します。 

メール送信アダプタでは、認証、メール送信メッセージのキューイングを行います。 

メール送信機能がサポートするメールサーバーは、SMTP サーバーです。 
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1.4.11 TELStaff 連携機能 

TELstaff連携機能では、外部運用管理マネージャなどから収集した情報をもとに SEN

サーバーが依頼を行うと、その依頼を元に TELstaff AE Standard Edition へ電話呼出を通

知します。TELstaff連携アダプタでは、電話呼出メッセージのキューイングを行います。 

TELstaff連携機能がサポートするサーバーは、TELstaff AE Standard Edition です。 
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1.4.12 Senju Service Automation 機能 

Senju Service Automation 機能は、サービスデスクツール(Senju Service Manager)のサ

ービス要求に登録した申請内容に基づき、指定した千手マネージャに対し、指定したラン

ブック・コマンドの実行、及び、指定したジョブ・ネット・フレームの一時停止・スキップの要

求、指定したジョブ・ネットの起動時刻変更および遅延監視時刻変更の要求をする機能で

す。 

Senju Enterprise Navigator の役割は、サービスデスクツール(Senju Service Manager)と

統合運用管理ツール(Senju Operation Conducutor)の間をシームレスに連携し、サービス

要求に登録された申請内容を読み込み、要求を千手マネージャに連携すること、および要

求に対する実行結果をサービスデスクツール(Senju Service Manager)のサービス要求へ反

映することになります。 
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1.4.13 その他機能 

その他、以下のような機能が提供されます。 

 

表 1.4-3 その他機能 

機能名称 機能概要 

定義データエクスポート・イ

ンポート機能 

ルールセット、ルール条件、イメージなどの定義データ

を XMLファイルにエクスポート、インポートする機能で

す。定義データ移行、大量データの一括登録などに用

いる事ができます。 

SENサーバー、コンソール

の各種設定機能 

SMTPサーバーの設定、バックアップの設定（ファイル

パス、自動スケジュール）、放置イベントの警告の設

定、ログファイルの設定（ログ世代数、ログファイルサイ

ズ）、表示条件の設定を行う機能です。 

SENサーバー、コンソール

の各種状態確認機能 

SENサーバー、SENコンソールにおける各種状態

（ログインユーザー、起動時刻、ルールセット反映日

時、バージョン情報等）の表示を行う機能です。 

警報装置設定機能 パトランプやビープ音などの警報装置の設定を行う機

能です。 

外部接続定義機能 千手や Senju Service Manager などの外部ツールとの

接続定義設定を行う機能です。これら設定は SENコ

ンフィグレーターと呼ぶ専用ツールにより提供されま

す。 
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2 操作ガイド 

 

操作ガイド 

 

 

 

 

 

この章では、SEN コンソール画面およびその基本操作について説明します。 

なお、Senju Enterprise Navigator システム自体のインストールならびに設定は完了して

いるものとします。Senju Enterprise Navigator システムとは、SEN サーバー、SEN コンソー

ルおよび各種連携機能から構成される運用管理システム全体を指します。 

インストールの手順については、別冊の「インストールガイド」の「2.2 SEN サーバ

ーのインストール」および「3.2 SEN コンソールのインストール」、「4.2 SEN Web

サービスのインストール」を参照して下さい。また、インストール後の Senju Enterprise 

Navigator システムの設定については、別冊の「インストールガイド」の「6. 環境設

定」を参照して下さい。 
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2.1 SEN コンソール操作ガイド 

2.1.1 ログイン 

Senju Enterprise Navigator を使用するためには、まず Senju Enterprise Navigator シス

テムにログインする必要があります。ログインするには、[スタートメニュー]の[プログラム]→

[Senju Family]→[Senju Enterprise Navigator]から[SEN コンソール]を選択してログイン

画面を表示します（図 2.1-1）。 

 

 

図 2.1-1 ログイン画面 

ログインサーバー名：  ログインする SENサーバーのホスト名または IP アドレスを指定し

ます。ホスト名を指定する場合は、対象 SENサーバーへのアドレ

ス解決がなされている必要があります。 

省略できません。 

 

ログイン方法： ログインの認証方法を指定します。 

現バージョンで選択可能なログイン方法は、”パスワード認証”の

みです。 

 

ユーザーID： ログインするユーザーIDを指定します。 

省略できません。 

 

パスワード： ユーザーIDに対するパスワードを指定します。 

省略できません。 

 

上記項目の指定後、[ログイン]ボタンを押す事により、SEN サーバーへのログイン処理が

実行されます。また SEN コンソールを終了する場合は[キャンセル]ボタンを押して下さい。 
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 ! 
 

初期導入時は、ユーザーID senAdmin、パスワード senAdminでログインす

る事ができます。このユーザーは Administrators 役割ユーザーですので、ロ

グイン直後に速やかにパスワードを変更するか、または別の Administrators

役割ユーザーを作成後、本ユーザーを削除する事を推奨します。 

 

 ! 
 

SEN コンソールご利用の際には、Windows ユーザーは Administrators 権限の

グループに所属するアカウントで稼働ノードにログオンするようにお願いし

ます。Administrators 権限以外のグループに所属するアカウントでのご利用

はできません。 

 

 ! 
 

SEN コンソールのログイン画面で必要な入力項目を、以下のコマンドライン

で指定することができます。 

sjENB_Console.exe /s (ログインサーバー名) /u (ユーザーID) /p (パスワード) 

 

 ! 
 

sjENB_SenConsoleConf.xml ファイルの ReconnectTimes 項目を設定するこ

とにより、SEN サーバーとの接続が切断された時に自動で再接続することが

できます。 

 

SEN サーバーと切断された際に自動再接続の機能を使用するには、SEN コンソールの定義フ

ァイルを修正する必要があります。修正対象ファイルと修正サンプルは以下となります。 

修正後は SEN コンソールを再起動してください。 

 

%SENCLHOME%\dat\enb\sjENB_SenConsoleConf.xml 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項番 タグ名 属性名 内容 

1 ReconnectTimes times 自動再接続のリトライ回数を表す属性です。 

属性値には 0～120の範囲でリトライを指定しま

す。 

省略した場合は 0で設定されます。 

※0で設定した場合は、自動再接続は行われま

せん。 

2 ReconnectInterval interval 自動再接続のリトライ間隔(秒)を表す属性です。 

属性値には 10～300の範囲でリトライ間隔を指

定します。 

省略した場合は 10で設定されます。 

 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<en:en xml:lang="ja-JP" 

xmlns:en="http://www.nri.co.jp/senju/schemas/sen1.0"> 

  <en:ServerReconnectSetting> 

    <en:ReconnectTimes times="25"/> 

    <en:ReconnectInterval interval="300"/> 

  </en:ServerReconnectSetting> 

</en:en> 
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 ! 
 

SEN コンソールの自動再接続機能を利用しない場合

は、%SENCLHOME%\dat\enb\sjENB_SenConsoleConf.xml ファイルの

ReconnectTimes タグの times 属性を 0 に設定し、SEN コンソールを再起動

してください。 

 

 ! 
 

自動再接続後にダイアログが残っている場合は、[キャンセル]ボタン、[閉じ

る]ボタンを押してダイアログを閉じてください。 
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2.1.2 SEN コンソール全体画面 

SEN コンソールの全体画面を図 2.1-2に示します。 

 

 

 

図 2.1-2 SEN コンソール全体画面 

タイトルバー： SEN コンソールという名称と、アクティブなビュー（メインビューまたはイ

ベントビュー）の名称が表示されます。 

 

メニューバー： SEN コンソールにおける各種機能を呼び出すためのメニュー領域で

す。 

 

ツールバー： 頻繁に使用する機能へのショートカット用アイコンが用意される領域で

す。 

 

メインビュー： 監視対象オブジェクトのステータスをモニタリングするためのウィンドウ

です。左側のツリーペインと右側のメインペインとから構成されます。 

 

イベントビュー： 監視対象オブジェクトからのイベント（障害メッセージ等の各種事象、

監視対象オブジェクトにおけるステータスの変化等）を一覧表示するた

めのウィンドウです。 

  

 
ツールビュー 

 ステータスバー 

 アウトプットビュー 

 タイトルバー  メニューバー  ツールバー 

 イベントビュー 

 メインビュー 
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ツールビュー： 各種Windowsアプリケーションおよびアクセサリ（時計）を登録するた

めの領域です。アプリケーションには任意のプログラムまたはファイル

へのパスを登録できます。 

 

アウトプットビュー： ユーザーの操作履歴を表示するための領域です。 

 

ステータスバー： 接続先の SEN サーバー名および接続状態、ログインユーザーIDおよ

び役割を表示します。 
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2.1.3 メニューバー 

SEN コンソールにおけるメニューバーの一覧とそれぞれの機能を下記に示します。 

 

 

図 2.1-3 メニューバー画面 

 

 

図 2.1-4 ファイルメニュー画面 

ファイル 

メインビューを開く 

新規にメインビューを開きます。 

 

イベントビューを開く 

新規にイベントビューを開きます。 

 

ノウハウビューを開く 

新規にノウハウビューを開きます。 

 

イベントサマリビューを開く 

新規にイベントサマリビューを開きます。 

 

イベントフィルタビューを開く 

   新規にイベントフィルタビューを開きます。 

 

メインペインエディタを開く 

新規にメインペインエディタを開きます。 

 

ルールセットエディタを開く 

新規にルールセットエディタを開きます。 
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SEN パフォーマンスビューを開く 

新規に SENパフォーマンスビューを開きます。 

 

SEN コンソールの終了 

SEN コンソールを終了します。 
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図 2.1-5 編集メニュー画面 

編集 

元に戻す 

直前に行った動作を元に戻します。 

  

やり直し 

直前に行った「元に戻す」動作を取り消します。 

  

切り取り 

選択範囲を切り取り、クリップボードに格納します。 

  

コピー 

選択範囲を複写し、クリップボードに格納します。 

 

貼り付け 

クリップボードの内容を現在の位置に貼り付けます。 

 

削除 

選択範囲を削除します。 

 

すべて選択 

すべてのエントリーまたはアイテムを選択します。 

   

検索 

指定された条件で文字列を検索します（イベントビューおよびイベントフィルタ

ビューのみ）。 

 

ビューカテゴリの編集 

メインビューのビューカテゴリの追加、変更、削除を行います。 
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図 2.1-6 表示メニュー画面 

表示 

オブジェクトブラウザ 

   オブジェクトブラウザを開きます。 

 

拡大/縮小 

メインペインエディタウィンドウがアクティブな場合に、メインペインの描画領域

の拡大・縮小に用います（メインペインエディタのみ）。 

 

ツールバー 

ツールバーの表示／非表示の切り替えを行います。 

 

ツールビュー 

ツールビューの表示／非表示の切り替えを行います。 

 

アウトプットビュー 

アウトプットビューの表示／非表示の切り替えを行います。 

 

ステータスバー 

ステータスバーの表示／非表示の切り替えを行います。 
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図 2.1-7 ツールメニュー画面 

 

 

図 2.1-8 メンテナンスメニュー画面 

 

 

図 2.1-9 メンテナンス(管理者)メニュー画面 

 

 

図 2.1-10 エクスポート/インポートメニュー画面 

 

ツール 

メンテナンス 

ツールビュー 

外部コマンドやアクセサリのツールビューへの追加、変更、削除を行いま

す。 

 

コンソール用イベントテンプレート 

SEN コンソール用イベントテンプレートの編集を行います。 

 

SEN コンソールルール 

SEN コンソールルールの編集を行います。 
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メンテナンス(管理者) 

ユーザー 

ユーザーの追加、コピー、変更、削除を行います。 

 

ユーザーグループ 

ユーザーグループの追加、コピー、変更、削除を行います。 

 

ルールセットの反映 

ルールセットを SEN サーバーに反映します。 

 

SENサーバーデータのバックアップ 

現在の SENサーバーの定義データおよびイベントデータを、SENサーバ

ー上の別のディレクトリにバックアップします。 

 

SEN サーバー/コンソールの設定状態 

SENサーバーおよび SEN コンソールの各種設定変更を行います。また、SEN

サーバーおよび SEN コンソールの現在の各種ステータスを表示します。 

 

ルール条件 

ルール条件の追加、コピー、変更、削除を行います。 

 

アクションテンプレート 

アクションテンプレートの追加、コピー、変更、削除を行います。 

   

アクション実行履歴 

ルールからのアクション実行履歴（メール送信、コマンド実行）の参照を行いま

す。 

 

イメージ 

イメージ(Windowsアイコン、Windowsビットマップ等)のアップロードおよび削除

を行います。 

 

警報装置停止 

パトランプおよびサウンド(ビープ音、サウンド)の鳴動を停止します。 

 

コンソールイベントの送信 

コンソールイベントの送信を行います。 
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ルールセットのシミュレーション 

過去イベントに対するルールセットのシミュレーション実行を行います。 

 

警報装置設定 

パトランプおよびサウンド（ビープ音、サウンド）の各種設定を行います。 

 

エクスポート/インポート 

エクスポート 

ルール条件やルールセット等のファイルへのエクスポートを行います。 

インポート 

ファイルからルール条件やルールセット等のインポートを行います。 
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図 2.1-11 ウィンドウメニュー画面 

ウィンドウ 

閉じる 

現在のウィンドウをクローズします。 

 

すべて閉じる 

すべての開かれているウィンドウをクローズします。 

 

重ねて表示 

ウィンドウを重ねて表示します。 

 

上下に並べて表示 

ウィンドウを上下に並べて整列表示します。 

 

 左右に並べて表示 

ウィンドウを左右に並べて整列表示します。 

 

アイコンの整列 

アイコン化されたウィンドウを整列表示します。 

 

１ イベントビュー、2 メインビュー、3 メインペインエディタ 

現状開いているウィンドウの一覧です。選択するとそのウィンドウがアクティブに

なります。 
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図 2.1-12 ヘルプメニュー画面 

ヘルプ 

SEN コンソールのバージョン情報 

SEN コンソールのバージョン情報を表示します。 
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2.1.4 ツールバー 

 

SEN コンソールにおけるツールバーの機能を下記に示します。 

 

 

図 2.1-13 ツールバー画面 

 

   新規にメインビューを開きます。 

 

   新規にイベントビューを開きます。 

 

   新規にノウハウビューを開きます。 

 

   新規にイベントサマリビューを開きます。 

 

   新規にイベントフィルタビューを開きます。 

 

   新規にメインペインエディタを開きます。 

 

   新規にルールセットエディタを開きます。 

 

   新規に SENパフォーマンスビューを開きます。 

 

   指定された条件で文字列を検索します。 

（イベントビューおよびイベントフィルタビューのみ） 

 

   選択範囲を切り取り、クリップボードに格納します。 

 

   選択範囲を複写し、クリップボードに格納します。 

 

   クリップボードの内容を現在の位置に貼り付けます。 

 

   パトランプおよびサウンド(ビープ音、サウンド)の鳴動を停止します。 
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2.1.5 メインビュー 

以下メインビューにおける基本操作について詳しく説明します。 

 

メインビューの表示 

メインビューの基本画面を図 2.1-14に示します。メインビューはログイン時に自動的に

表示されますが、新規にメインビューを表示する場合は、メニューバーから[ファイル]->[メ

インビューを開く]を選択します。 

 

 

図 2.1-14 メインビュー画面 

メインビューは、各ユーザーグループの監視用のビューと捉える事ができます。ユーザ

ーグループは監視の目的に応じて自由に設定する事ができます。例えば、サーバー監

視、ネットワーク監視、アプリケーション監視といった視点でグループに分ける事もできま

す。また本社、支社、営業店、配送センターなどといったグループ分けも可能です。 

各グループに対して１つのメインビューが割り当てられます。グループの切り替えは、上

部のコンボボックスを選択する事により行います。なお、同時に複数のメインビューを表示

させる事が可能です。 

１つのメインビューは、ビューカテゴリと呼ばれる複数のページに区切られ、タブを切り

替える事で異なる視点からのビューを提供する事ができます。 

ビューカテゴリは、左側のツリーペインと右側のメインペインからなります。 

ツリーペインでは管理対象の階層構造をツリー表示します。ツリーペインのノードの事を

ビューアイテムグループと呼びます。これをクリックする事により、その階層に対応したメイ

 ビューカテゴリ メインペインアイテム ビューアイテムグループ 
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ンペインが表示されます。またツリー構造を利用して、上位階層のビューではおおまかな

状況を把握し、下位の階層では詳細な状況を把握するといった使用も可能です。 

メインペインでは、管理対象となるオブジェクトを基本図形やビットマップイメージにより

グラフィカルに表示します。 

管理対象オブジェクトを表現する基本図形やイメージの事をメインペインアイテムと呼び

ます。メインペインアイテムには、矩形や線分、文字、イメージといったプリミティブな図形

か、プリミティブな図形を任意の数だけ組み合わせた結合図形を選択する事ができます。

表 2.1-1にプリミティブな図形の種類を示します。 

 

表 2.1-1 プリミティブ図形の種類 

図形名 説明 

直線 直線。始点座標と終点座標により指定します。また、線

の色の指定が可能です。点滅機能の利用でブリンクが可

能です。 

長方形 長方形。左下座標と右上座標により指定します。また、

線の色や長方形内部の塗りつぶし色の指定が可能です。

点滅機能の利用でブリンクが可能です。 

円・楕円 円・楕円。円・楕円を囲む矩形の左下座標と右上座標に

より指定します。また、線の色や円・楕円内部の塗りつ

ぶし色の指定が可能です。点滅機能の利用でブリンクが

可能です。 

イメージ イメージ。表示するイメージ ID を指定します。

Windows アイコン、Windows ビットマップ、PNG 形

式、JPEG 形式、TIFF 形式の画像の表示が可能です。

点滅機能の利用でブリンクが可能です。 

文字 文字列。フォントの種類やフォントサイズの指定が可能

です。 

点滅機能の利用でブリンクが可能です。 

リスト リスト表示。リストに表示するカラム、初期データ等の

指定が可能です。 

ガントチャート 千手のジョブスケジューラ等で追加したフレームの状態

等をガントチャート形式にて表示します。 

実行システム 千手のジョブスケジューラ等で追加した実行システムの

状態を一覧形式にて表示します。 

 

ユーザー独自のメインペインアイテムを作成するには、これらのプリミティブな図形を組

み合わせた結合アイテムとして作成します。結合アイテムについては、「4.1.2 メイン

ペインの描画編集」を参照して下さい。 

 

監視対象オブジェクトの状態に応じてメインペインアイテムの表示状態を変える事がで

きます。例えば、監視対象となるサーバーがダウンした場合は、対応するメインペインアイ

テムの背景色を赤色に変化させる事で、その状態が一目で分かるようになります。これは

ルールにより実現します。ルール条件としてあるサーバーがダウンしたというイベントを表

す条件式を、アクションとしてメインペインアイテムの背景色を赤に変更するというルール
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を記述する事になります。ルール作成については、「5 ルール作成ガイド」を参照して

下さい。 

各メインペインアイテムにはそれぞれ固有の属性（プロパティ）を持つ事ができ、コンテ

キストメニューの[プロパティ]により参照する事が可能です。プロパティには、管理対象オ

ブジェクトを特徴付ける任意の項目（ノード名、アプリケーション名等）やそのステータスを

表す項目（稼働状態、CPU 使用率、ディスク使用率等）を含める事が可能です。 

各メインペインアイテムに、関連ビューを設定する事で、別のメインペインへのハイパー

リンクを実現できます。またアイテムに関連付けられた任意のコマンドをインタラクティブに

実行する事ができます。 
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ビューカテゴリの編集 

＜ビューカテゴリの追加＞ 

SEN コンソール起動時、ビューカテゴリが何も定義されていない状態では、図 2.1-15のよう

な画面が表示されます。 

 

 

図 2.1-15 メインビュー画面（初期状態） 

ここで、[編集]メニューから[ビューカテゴリ編集]を選択すると、メインビューカテゴリリスト

画面が表示されます (図 2.1-16)。ビューカテゴリを新規に追加するには [追加]ボタンを押

します。 

 

 

図 2.1-16 メインビューカテゴリリスト画面 
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次にビューカテゴリプロパティ設定画面（図 2.1-17）で下記項目を指定し、[OK]ボタンを

押します。 

 

 

図 2.1-17 ビューカテゴリプロパティ設定画面 

表 2.1-2 ビューカテゴリプロパティ設定項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： ビューカテゴリの ID を指定します。 不可 

アイコン ID： ビューカテゴリのタブに表示するアイコンの ID を指定し

ます。アイコン ID は、[参照]ボタンを押す事により、すで

に定義されたアイコンの一覧から選択する事が可能です。

アイコン ID で使用するイメージは、あらかじめ SEN サー

バーにアップロードしておく必要があります。 

ビューカテゴリのタブに表示するアイコンには、必ず 16×

16 のサイズを含む Windows アイコンを使用して下さい。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 
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新しいビューカテゴリが作成され、上部タブに新規に作成したビューカテゴリ IDが表示さ

れます(図 2.1-18)。ビューカテゴリをさらに追加する場合は、同様の手続きでビューカテゴ

リを作成していきます。 

 

 

図 2.1-18 メインビュー画面 (ビューカテゴリ作成後) 

 

＜ビューカテゴリのコピー＞ 

ビューカテゴリをコピーする場合は、ビューカテゴリリスト画面からコピー元となるビューカ

テゴリを選択し、[コピー]ボタンを押します。ビューカテゴリプロパティ設定画面が表示され

ますので、各項目を指定して[OK]ボタンを押します。 

 

＜ビューカテゴリの変更＞ 

ビューカテゴリの属性を変更する場合は、メインビューカテゴリリスト画面から変更するビ

ューカテゴリを選択し、[変更]ボタンを押します。ビューカテゴリプロパティ設定画面が表示

されますので、追加の場合と同様に各項目を指定して[OK]ボタンを押します。 

 

＜ビューカテゴリの削除＞ 

ビューカテゴリを削除する場合は、メインビューカテゴリリスト画面から削除するビューカテ

ゴリを選択し、[削除]ボタンを押します。 
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ビューアイテムグループの編集 

＜ビューアイテムグループの新規作成＞ 

ビューカテゴリの中に、メインペインを割り当てるビューアイテムグループを作成します。

ビューアイテムグループはツリーペインのノードの事で、ビューアイテムグループには一つ

のメインペインが割り当てられます。 

図 2.1-18のようにビューカテゴリを新規に作成した時点ではツリーペインには何もない

状態なので、まずトップレベルのビューアイテムグループを作成します。トップレベルのビ

ューアイテムグループは１ビューカテゴリについて１個だけ作成する事ができます。ツリー

ペインのコンテキストメニューから[子グループの作成]を選択し、ビューアイテムグループ

プロパティ画面を表示します(図 2.1-19)。 

 

 

図 2.1-19 ビューアイテムグループプロパティ画面 (全般タブ) 

ビューアイテムグループプロパティ画面では、[全般]タブの下記項目を指定します。な

お、インポートハンドラ、システム用メインペイン ID、フレーム用メインペイン IDについて

は千手システムからの自動インポートによりメインペインを生成する場合に指定します。こ

れについては、「4.1.6 インポートハンドラによるメインペイン自動生成（千手ジ

ョブスケジュール情報）」を参照して下さい。 
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表 2.1-3 ビューアイテムグループプロパティ項目一覧 (全般タブ) 

項目 内容 省略 

ID： ビューアイテムグループ IDを指定します。 不可 

アイコン ID： ビューアイテムグループ用ツリーノードに表示するア

イコンの IDを指定します。アイコン IDは、[参照]ボ

タンを押す事により、すでに定義されたアイコンの一

覧から選択する事が可能です。アイコン IDで使用

するイメージは、あらかじめ SENサーバーにアップ

ロードしておく必要があります。 

ビューアイテムグループ用ツリーノードに表示するア

イコンには、必ず 16×16のサイズを含む Windows

アイコンを使用して下さい。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

メインペイン ID： ビューアイテムグループに割り当てるメインペイン ID

を指定します。メインペイン IDは、[参照]ボタンを押

す事により、すでに定義されたメインペインから選択

する事が可能です。[汎用]を選択した場合に指定し

て下さい。 

※1 

インポートハンドラ： メインペイン自動生成用インポートハンドラを指定しま

す。[インポート]を選択した場合に指定して下さい。 

※2 

システム用メインペイン ID： 千手実行システム割り当て用メインペイン IDを指定

します。[インポート]を選択した場合に指定して下さ

い。 

※2 

フレーム用メインペイン ID： 千手生成フレーム割り当て用メインペイン IDを指定

します。[インポート]を選択した場合に指定して下さ

い。 

※2 

ドメイン ID： 自動インポート対象の Senju Operation 

Conductor連携アダプタドメイン IDを指定します。

[インポート]を選択した場合に指定して下さい。 

可能 

※1：[汎用]を選択した場合、省略できません。 

※2：[インポート]を選択した場合、省略できません。 

 

[表示]タブではビューアイテムグループに割り当てるメインペインの表示倍率(拡大／縮

小)を指定します。デフォルトでは 100%（作成した大きさ）で表示されます。 
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図 2.1-20 ビューアイテムグループプロパティ画面 (表示タブ) 

 

 ! 
 

実行システムおよびガントチャートのメインペインアイテムは、SEN サーバ

ーにて自動的に表示サイズを計算します。実行システムおよびガントチャー

トのメインペインアイテムを使用する場合は、メインペインの表示倍率の変

更を行わないで下さい。 

 

上記を指定後、[OK]ボタンを押すと、ビューアイテムグループが新規に作成され、対応

するメインペインが表示されます（図 2.1-21）。 
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図 2.1-21 メインビュー画面 (ビューアイテムグループ新規作成時) 



2.1 SENコンソール操作ガイド Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

2-28 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 2-28 

ビューアイテムグループは階層的に作成する事が可能です。あるビューアイテムグルー

プの下の階層にビューアイテムグループを作成するには、ビューアイテムグループアイコ

ンのコンテキストメニューから[子グループの作成] を選択します。ビューアイテムグループ

プロパティ画面が表示されたら、同様に必要な項目を指定し、[OK]ボタンを押します。こ

れによりビューアイテムグループを階層的に作成できます(図 2.1-22)。 

 

 

図 2.1-22 階層化されたビューアイテムグループの例 

 

 ! 
 

あまり階層を深くしたり、同一階層に多くのビューアイテムグループを作成

するとパフォーマンス低下の原因となりますのでご注意下さい。ビューアイ

テムグループを作成できる階層および同一階層に作成できるビューアイテム

グループの数の上限については、「6.2 制限事項」を参照して下さい。 

 

＜ビューアイテムグループの削除＞ 

ビューアイテムグループを削除する場合は、アイコンのコンテキストメニューから[削除]

を選択し、確認画面で[はい]を選択します。 

 

＜ビューアイテムグループのリセット＞ 

ビューアイテムグループに割り当てられたメインペインおよびメインペイン上の各アイテ

ムは、ルールによりプロパティを変更する事ができます。変更されたプロパティを定義時状

態に戻す場合は、リセット機能を使用します。ビューアイテムグループのリセットには、その

ビューアイテムグループに割り当てられたメインペインのみのリセットを行う単独リセットと、

ビューアイテムグループ下すべての階層のメインペインをリセットする階層リセットとがあり

ます。 
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単独リセットを行うには、ビューアイテムグループアイコンのコンテキストメニューから[リ

セット]→[単独リセット]を選択し、確認画面で[はい]を選択します。これによりビューアイテ

ムグループに割り付けられたメインペイン内のすべてのアイテムが定義状態にリセットされ

ます。 

階層リセットを行うには、ビューアイテムグループアイコンのコンテキストメニューから[リ

セット]→[階層リセット]を選択し、確認画面で[はい]を選択します。これによりビューアイテ

ムグループ下すべての階層のメインペインについて、各メインペイン内のすべてのアイテ

ムが定義状態にリセットされます。 

リセットを実行すると、メインペインアイテムリセットイベントが生成されます。メインペイン

アイテムリセットイベントの userGroupIdプロパティには、メインペインが所属するユーザ

ーグループが設定されます。リセットされたメインペインが所属するユーザーグループに

のみメインペインアイテムリセットイベントを分配する場合は、userGroupIdプロパティを

使用し分配ルールにて絞り込みを行って下さい。 

 

＜ビューアイテムグループの定義の反映＞ 

ビューアイテムグループのリセットでは、割り当てられたメインペインに存在する各アイテ

ムのプロパティを定義時状態に戻します。ただしリセット機能では、元のメインペインに追

加、削除したアイテムを、割り付けられたメインペインから自動的に削除、追加しません。

割り付けられたメインペイン全体を定義したメインペインに置き換える場合は、定義の反映

を使用します。メインペインの設定変更を行った場合も、その設定を有効にするためには

定義の反映を行う必要があります。 

定義の反映も、リセットと同様に単独反映と階層反映があります。単独反映は、ビューア

イテムグループに割り付けられたメインペインのみを定義情報に置き換えます。階層反映

は、ビューアイテムグループ下すべての階層のメインペインについて、各メインペインを定

義情報に置き換えます。 

単独反映を行うには、ビューアイテムグループアイコンのコンテキストメニューから[定義

の反映]→[定義の単独反映]を選択し、確認画面で[はい]を選択します。 

階層反映を行うには、ビューアイテムグループアイコンのコンテキストメニューから[定義

の反映]→[定義の階層反映]を選択し、確認画面で[はい]を選択します。 

定義の反映を実行すると、メインペイン定義反映イベントが生成されます。メインペイン

定義反映イベントの userGroupId プロパティには、メインペインが所属するユーザーグル

ープが設定されます。定義の反映が実行されたメインペインが所属するユーザーグルー

プにのみメインペイン定義反映イベントを分配する場合は、userGroupId プロパティを使

用し分配ルールにて絞り込みを行って下さい。 

 

 ! 
 

リストが含まれるビューアイテムグループに対し、定義の反映を行った場

合、リストに設定されている全データが初期化されます。ご注意下さい。 
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コンテキストメニューの操作 

メインペインにおける各アイテムのコンテキストメニューから実行可能な操作について説

明します。 

 

 

図 2.1-23 メインペインアイテムのコンテキストメニュー 

 

＜コピー＞ 

選択範囲を複写し、クリップボードに格納します。 

 

＜すべて選択＞ 

すべてのアイテムを選択します。 

 

＜リセット＞ 

メインペインアイテムのコンテキストメニューで[リセット]を選択する事により、選択したメ

インペインアイテムのプロパティを定義時状態に戻す事ができます。リセットを使用するケ

ースには、以下のような場合が考えられます。 

管理対象オブジェクトの障害に相当するイベントを受信した場合にメインペインアイテム

の背景色を赤に変更し、障害復旧に相当するイベントを受信した場合にメインペインアイ

テムの背景色を青に変更するようなルールを記述したとします。しかし何かの要因で、障

害が復旧したにも関わらず障害復旧に相当するイベントが受信できなかった場合に、手

動でメインペインアイテムのプロパティを定義時状態に戻す場合に使用できます。 

 

＜関連イベントの表示＞ 

メインペインアイテムのコンテキストメニューで[関連イベントの表示]を選択する事によ

り、そのメインペインアイテムに関連づけられたイベントがイベントビューに表示されます。

イベントとメインペインアイテムとの関連付けはルールの中で行います。イベントとメインペ

インアイテムの関連付けについては、「5.1.6 ルールの編集」を参照して下さい。 
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図 2.1-24 関連イベント画面 

＜上位へ＞ 

１つ上の階層にあるビューアイテムグループのメインペインに移動します。最上位のメイ

ンペインを表示している場合は、不活性となります。 

 

＜ビューを開く＞ 

メインペインアイテムのコンテキストメニューで[ビューを開く]を選択する事により、そのメ

インペインアイテムに関連づけられたビューグループにジャンプ（ハイパーリンク）します。

この機能を用いる事で、例えばあるビューグループに割り当てられたメインペインアイテム

とその下の階層に位置するビューグループとを関連付け、全体のビューから詳細なビュー

へとドリルダウンさせる事が可能です。 

メインペインアイテムからビューグループへのハイパーリンクは、メインペインアイテムの

コンテキストメニューから[プロパティ]を選択し[関連ビュー]タグにて設定可能です。関連ビ

ューの詳細は、「4.1.2 メインペインの描画編集」を参照して下さい。 

 

＜アクションの実行＞ 

メインペインアイテムのコンテキストメニューで[アクションの実行]を選択する事により、そ

のメインペインアイテムに関連づけられたアクションが実行できます。 

複数のメインペインアイテムを選択すると、メニューは不活性になります。 

メインペインアイテムにアクションを追加するには、メインペインアイテムのコンテキストメ

ニューから[プロパティ]を選択し[アクション]タグにて設定可能です。また、ルールからの

追加も可能です。詳細は、「5.1.6 ルールの編集」を参照して下さい。 

メインペインアイテムに関連付けられたアクションを選択するとアクションを実行するかど

うかの確認ダイアログが表示されます。(図 2.1-25) 



2.1 SENコンソール操作ガイド Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

2-32 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 2-32 

 

図 2.1-25 アクションの実行確認ダイアログ 

 

[はい]あるいは[すべて]を選択する事により、アクションが実行され結果が別ウィンドウ

に表示されます(図 2.1-26)。[いいえ]あるいは[キャンセル]を選択するとアクションは実行

されません。 

 

 

図 2.1-26 アクションの実行結果 

 

＜送る→メール受信者＞ 

メインペインアイテムのコンテキストメニューで[送る] → [メール受信者]を選択する事に

より、標準メーラープログラムとして登録されているプログラムが起動し、メインペインアイテ

ムのプロパティ情報をメールで送信できます。メール本文には下記項目が自動的にセット

されます。 

 

• メインペインアイテム ID 

• メインペインアイテムの説明 

• [定義]プロパティおよびその値の一覧 

• [状態]プロパティおよびその値の一覧 

 

＜プロパティ＞ 

各メインペインアイテムのコンテキストメニューから[プロパティ]を選択する事で、監視対象
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となるオブジェクトの定義情報や状態を参照する事ができます。プロパティには[全般]、[関

連ビュー]、[定義]、[状態]のタブが存在します。 

 

[全般]タブでは、各メインペインアイテムの ID と説明を参照します(図 2.1-27)。 

 

 

図 2.1-27 メインペインアイテムプロパティ画面 (全般タブ) 

[関連ビュー] タブではコンテキストメニューの[ビューを開く]に表示されるジャンプ（ハイパ

ーリンク）を編集する事ができます（図 2.1-28）。 

 

 

図 2.1-28 メインペインアイテムプロパティ画面 (関連ビュータブ) 

表 2.1-4 メインペインアイテムプロパティ画面のボタン (関連ビュータブ) 

ボタン 機能 

↑： 選択した関連ビューの順番を繰り上げます。順

番はメインペインアイテムのコンテキストメニ

ューの[ビューを開く]の表示順番に反映されま

す。 

↓： 選択した関連ビューの順番を繰り下げます。順

番はメインペインアイテムのコンテキストメニ

ューの[ビューを開く]の表示順番に反映されま

す。 

追加： 関連ビューを追加します。 

コピー： 選択した関連ビューをコピーします。 
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変更： 選択した関連ビューを変更します。 

削除： 選択した関連ビューを削除します。 

 

[追加]、[コピー]および[変更]ボタンを押すと図 2.1-29が表示されます。 

 

 

図 2.1-29 関連ビュー設定追加画面 

表 2.1-5 関連ビュー設定追加項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： メインペインアイテムのコンテキストメニュー[ビューを開く]を

選択した時に表示される、関連ビューの ID を指定します。 

不可 

URI： 関連ビューへのパスを指定します。 

関連ビューへのパスは URL 形式で指定します。 

◇メインペインへのパスの場合： 

sen:///MainView/グループ ID/カテゴリ ID/ツリーパス 

ここでツリーパスには、メインペインが割り付けられるビュー

アイテムグループのパスを指定します。 

(例) 

sen:///MainView/GRP1/NodeView/Tokyo/HQ 

 

◇メインペインアイテムへのパスの場合： 

sen:///MainView/グループ ID/カテゴリ ID/ツリーパス#ア
イテム ID 

アイテム IDにはメインペインアイテムの IDを指定します。 

(例) 

sen:///MainView/GRP1/NodeView/Tokyo/HQ#Node01 

 

◇コマンドのパスの場合 

sen:/// commandexe/コマンドパス|引数 

引数を指定する場合は、”|(バーティカルバー)”を使用しま

す。 

URIで環境変数を利用する場合は、<>を使用します。 

 (例) 

sen:///commandexe/<SENSVHOME>\\bin\\sjENB_Pmctr

l|run U1 

 

◇任意の URL の場合： 

(例) http://www.nri.co.jp/index.html 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

設定種類： 関連ビューの種類を指定します。 － 
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"定義"または"付加"を選択します。 

種類が"定義"の関連ビューは、アイテムのリセットによる影

響を受けません。 

種類が"付加"の関連ビューは、アイテムのリセットにより削

除されます。 

 

[アクション]タブではコンテキストメニューの[アクションの実行]に表示されるアクションのコ

マンドシーケンスを編集することができます（図 2.1-30）。 

 

 

図 2.1-30 メインペインアイテムプロパティ画面（アクションタブ） 

表 2.1-6 メインペインアイテムプロパティ画面のボタン（アクションタブ） 

ボタン 機能 

↑： 選択したアクションの順番を繰り上げます。順

番はメインペインアイテムのコンテキストメニ

ューの[アクションの実行]の表示順番に反映され

ます。 

↓： 選択したアクションの順番を繰り下げます。順

番はメインペインアイテムのコンテキストメニ

ューの[アクションの実行]の表示順番に反映され

ます。 

追加： アクションを追加します。 

コピー： 選択したアクションをコピーします。 

変更： 選択したアクションを変更します。 

削除： 選択したアクションを削除します。 
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[追加]、[コピー]および[変更]ボタンを押すと図 2.1-31が表示されます。 

 

 

図 2.1-31 アクション設定追加画面 

表 2.1-7 アクション設定追加項目一覧 

項目 内容 省略 

アクション名： メインペインアイテムのコンテキストメニュー

[アクションの実行]を選択した時に表示される、

アクションの名前を指定します。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

コマンドシーケンス： 実行するコマンドをフルパスで指定します。 ※1 

イベントクラス名： SEN サーバーで生成するイベントクラス名を指

定します。 

－ 

イベントプロパティ： 指定したイベントクラス名の各プロパティに設

定する値を指定します。 

可能 

ドメイン名： 現在接続中の任意の Senju Operation Conductor

アダプタドメイン名を指定します。 

※2 

コマンド種別： “千手コマンド”または”ユーザーコマンド”を指定

します。 

－ 

コマンドグループ名： コマンドが所属するコマンドグループ名を指定

します。 

※2 

コマンド名： コマンド名を指定します。 ※2 
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実行ノード指定： 実行ノード指定を”なし”、”ノード指定”、”ノー

ドグループ指定”から指定します。 

－ 

実行ユーザー名： 実行ユーザー名を指定します。 可能 

実行ノード/ノードグルー

プ ID： 

実行ノード/ノードグループ ID を指定します。 ※3 

パラメータ 指定したコマンドのパラメータを指定します。 

複数のパラメータを指定する場合、カンマで区

切る必要があります。 

可能 

設定種類： アクションの種類を指定します。 

"定義"または"付加"を選択します。 

種類が"定義"の関連ビューは、アイテムのリセッ

トによる影響を受けません。 

種類が"付加"の関連ビューは、アイテムのリセッ

トにより削除されます。 

－ 

※1：[SEN サーバーによる実行]を選択した場合、省略できません。 

※2：[千手によるコマンドの実行]を選択した場合、省略できません。 

※3：「実行ノード指定」で”ノード指定”または”ノードグループ指定”を選択した場

合、省略できません。 

 

[定義]および[状態]タブは、ユーザーがルールの中で任意に指定する事のできるプロパ

ティです。通常[定義]プロパティには、監視対象となるオブジェクトについての定義情報（オ

ブジェクト自身を特徴づける属性または監視定義のための属性）を設定します(図 

2.1-32)。 [状態] プロパティには、監視対象となるオブジェクトについてのステータス情報

(オブジェクトの監視ステータス)を設定します(図 2.1-33)。[定義]および[状態] プロパティ

は、ルールの中で記述します。ルールからのメインペインアイテムプロパティ設定方法につ

いては、「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照して下さい。 

 

 

図 2.1-32 メインペインアイテムプロパティ画面 (定義タブ) 
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図 2.1-33 メインペインアイテムプロパティ画面 (状態タブ) 
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メインペインアイテムのダブルクリック 

メインペインアイテムのダブルクリックを行った場合は、メインペインアイテムに関連付け

られたビューへジャンプ（ハイパーリンク）します。これはメインペインアイテムを選択し、コ

ンテキストメニューから[ビューを開く]を選択した場合と同じ動作です。 

関連付けられたビューが存在しないメインペインアイテムをダブルクリックした場合は、

何も動作はしません。 

また、複数の関連付けられたビューがある場合は、一番先頭にある関連ビューにジャン

プします。 
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2.1.6 イベントビュー 

イベントビューの表示 

イベントビューの基本画面を図 2.1-34に示します。イベントビューはログイン時に自動

的に表示されますが、新規にイベントビューを表示する場合は、メニューバーから[ファイ

ル]->[イベントビューを開く]を選択します。 

 

 

図 2.1-34 イベントビュー画面 

イベントビューは、各監視対象（千手、その他運用監視ツール等）において発生する障害

事象をはじめとする各種イベントをリアルタイムに一覧表示します。イベントビューに表示さ

れるイベントは、通常、SEN サーバーに接続する千手マネージャや SNMP トラップ、カスタ

ムメッセージイベント送信コマンドからメッセージとして受信するものですが、監視対象となる

オブジェクトの属性や状態の変化も広義のイベントとして扱われます。例えば、千手エージ

ェントの場合、ノード定義情報、ノードステータス情報、実行システム情報、フレームステー

タス情報などの変化がイベントとして SENサーバーに伝えられます。 

デフォルトで SEN サーバーが受信した順番にイベントが一覧表示されます（必ずしも実

際にイベントが発生した順とはかぎりません）。 

イベントビューのイベントはグループ毎に分配されて表示されます。イベントのグループへ

の分配方法はルールによって定義します。詳細は、「5.1.6.4 分配ルールの編集」を参

照して下さい。グループを切り替えるには、上部のコンボボックスを選択します。イベントビュ

ーは、同時に複数表示させる事が可能です。 

 

イベントビューに表示される主だったイベントの項目一覧を表 2.1-8～表 2.1-25 メッセ

ージ種別一覧(内部イベントの場合)に示します。なお、すべてのイベントおよびそのプロ

パティの一覧については、「5.2.2 イベントクラス一覧」を参照して下さい。 
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表 2.1-8 メッセージクラスイベント項目一覧 

項目 内容 

シーケンス ID 各イベントに対する ID （Senju Enterprise Navigator シ

ステム内部で付与される ID） 

イベントクラス名 イベントのイベントクラス名を表す名称 

ドメイン名 イベントのドメイン名を表す名称 

千手：SEN コンフィグレータで設定するドメイン

名 

SNMP トラップ受信アダプタ：SEN サーバー名 

(SNMP-Trap) 

シスログ受信アダプタ：SEN サーバー名 (Syslog) 

メール受信アダプタ：SEN コンフィグレータで設

定するドメイン名 

Senju Service Manager 連携アダプタ：SEN コン

フィグレータで設定するドメイン名 

イベント連携アダプタ：SEN コンフィグレータで

設定するドメイン名 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："アダ

プタ（カスタムメッセージイベント送信コマンド）

" 

管理プロセス："管理プロセス" 

内部イベント：管理対象システム名 

ステータス イベントの処理状況 

オープン 

受付済 

割当済 

対処完了 

デフォルトはオープンです。 

重大度 イベントの重大度 

clear(クリア) 

unknown(不定) 

warning(警告) 

minor(軽度) 

major(重大) 

critical(致命的) 

none(なし) 

この値はルールの中で設定します。ルールアクション

を設定しない場合は、デフォルトの重大度は none と

なり、これはブランクで表示されます。 

到着日時 イベントの到着日時(YYYY-MM-DD HH:MM:SS) 

イベントが SEN サーバーへ到着した日時。 

変更日時 イベントの変更日時 (YYYY-MM-DD HH:MM:SS)  

イベントのプロパティに変更が加わった場合に更新さ

れます。 

ルールアクションを設定しない場合、デフォルトのブ

ランクになります。 

オープンへの変更日時 イベントのオープンへの変更日時 (YYYY-MM-DD 

HH:MM:SS)  

イベントのステータスをオープンへ設定または変更さ

れた日時。 

受付済への変更日時 イベントの受付済への変更日時 (YYYY-MM-DD 
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HH:MM:SS)  

イベントのステータスを受付済へ設定または変更され

た日時。 

割当済への変更日時 イベントの割当済への変更日時 (YYYY-MM-DD 

HH:MM:SS)  

イベントのステータスを割当済へ設定または変更され

た日時。 

対応完了への変更日時 イベントの対応完了への変更日時 (YYYY-MM-DD 

HH:MM:SS)  

イベントのステータスを対応完了へ設定または変更さ

れた日時。 

付加情報 イベントの付加情報 

更新モード イベントの更新モード 

(new/delete/modify) 

アクション数 イベントのアクション数 

アクション実行結果数 イベントのアクション実行結果巣数 

ノート数 イベントのノート数 

全フィールド イベントの全フィールド 

管理対象システム名 管理対象システムを表す名称 

千手："アダプタ（千手）" 

SNMP トラップ受信アダプタ："アダプタ(SNMP-

Trap)" 

シスログ受信アダプタ："アダプタ(Syslog)" 

メール受信アダプタ："アダプタ(Mail-Receive)" 

Senju Service Manager 連携アダプタ："アダプタ

(SSM)" 

イベント連携アダプタ："アダプタ(イベント連携)" 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："アダ

プタ（カスタムメッセージイベント送信コマンド）

" 

管理プロセス："管理プロセス" 

内部イベント：管理対象システム名 

管理対象領域名 管理対象領域を表す名称 

千手：SEN コンフィグレータで設定するドメイン名 

SNMP トラップ受信アダプタ：SEN サーバー名 

(SNMP-Trap) 

シスログ受信アダプタ：SEN サーバー名 (Syslog) 

メール受信アダプタ：SEN コンフィグレータで設定

するドメイン名 

Senju Service Manager 連携アダプタ：SEN サーバー

名(Senju Service Manager) 

イベント連携アダプタ：SEN サーバー名(evtrcv) 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："アダ

プタ（カスタムメッセージイベント送信コマンド）

" 

管理プロセス："管理プロセス" 

内部イベント：管理対象システム名 

メッセージ区分 監視対象で発生したメッセージかシステム自身の障害

に関わるメッセージかの区分 

千手: 

表 2.1-17 を参照して下さい。 

SNMP トラップ： 
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表 2.1-18 を参照して下さい。 

シスログ： 

表 2.1-19 を参照して下さい。 

メール： 

表 2.1-20 を参照して下さい。 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："N" 

内部イベント："S" 

メッセージ識別 No. メッセージを識別する番号 

千手：千手メッセージのシーケンス番号 

SNMP トラップ："0" 

シスログ："0" 

メール："0" 

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で

指定します。 

デフォルトは"0"です。 

内部イベント："0" 

メッセージ ID メッセージ ID 

メッセージ種別 メッセージ種別 

千手： 

表 2.1-21 を参照して下さい。 

SNMP トラップ：  

表 2.1-22 を参照して下さい。 

シスログ： 

表 2.1-23 を参照して下さい。 

メール： 

表 2.1-24 を参照して下さい。 

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で

指定します。 

内部イベント： 

表 2.1-25 を参照して下さい。 

発生日時 イベントの発生日時 (YYYY-MM-DD HH:MM:SS)  

発生元ノード ID メッセージの発生元を表すノード ID 

千手：発生元ノード ID 

SNMP トラップ：SNMP トラップ送信元ホスト名ま

たは IP アドレス 

シスログ：シスログ送信元ホスト名または IP アド

レス 

メール：接続先メールサーバー名  

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で

指定します。 

デフォルトはコマンド実行元ホスト名です。 

内部イベント：SEN サーバー名 

発生元 APPL 名 メッセージの発生元を表すアプリケーション名 

千手：発信元 APPL のノード ID＋発信元のアプリ

ケーション名 

SNMP トラップ："SNMP-Agent"または

"sjENX_Trapd" 

シスログ："Syslog"または"sjENX_Syslogd" 

メール：メールメッセージの Xmailer ヘッダーの値 

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で

指定します。 

デフォルトは"sjENX_SendEvent"です。 

内部イベント：メッセージの発生元を表すアプリケ
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ーション名 

メッセージテキスト メッセージ文字列 

タグ情報リスト タグ情報のリスト(オカレンス) 

タグキーとタグ値のペアをリストで保持します。 

 

表 2.1-9 タグ情報クラス項目一覧 

項目 内容 

タグキー タグ値を取得する際の検索キー 

 千手： 

 表 2.1-26 を参照して下さい。 

タグ値 タグ情報の値 

 

表 2.1-10 千手メッセージクラスイベント項目一覧 

項目 内容 

ノード名 発生元ノード名 

メッセージ文字色 千手にて設定されている文字色 

メッセージ背景色 千手にて設定されている背景色 

メッセージガイド 千手にて設定されているメッセージガイド 

警報装置設定 千手にて設定されている警報装置鳴動有無 

対応種別 千手にて設定されている対応種別 

マネージャ到着日時 メッセージが千手マネージャに到着した日時 

マネージャアクション 千手にてメッセージアクションのルールが適用され

た際のアクション 

ルール ID 千手にて設定されているルール ID 

ノート 千手にて設定されているノート 

 

表 2.1-11 SNMP トラップメッセージクラスイベント項目一覧 

項目 内容 

SNMP トラップタイプ SNMP トラップのトラップタイプ 

SNMP トラップを文字列に変換して出力します。 

変換できない場合は、下記形式で出力します。 

SNMPv1: enterpriseSpecific(XX:YY) 

XX:enterpriseOID 

YY:SpecificTrapType 

SNMPv2c:OID を出力 

SNMPv3:OID を出力 

SNMP バージョン SNMP のバージョン 

“v1”または”v2c” または”v3”を出力します。 

コミュニティ名 SNMP のコミュニティ名 

SNMP バージョンが”v1”または”v2c”の場合に

SNMP コミュニティ名を出力します。 

SNMP トラップ関連情報 インターフェース番号など SNMP トラップの付加

情報 

SysUpTime システム稼働時間 

セキュリティエンジン ID SNMP のセキュリティエンジン ID 
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SNMP バージョンが”v3”の場合に SNMP セキュリ

ティエンジン ID を出力します。 

セキュリティ名 SNMP のセキュリティ名 

SNMP バージョンが”v3”の場合に SNMP ユーザー

名を出力します。 
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表 2.1-12 シスログメッセージクラスイベント項目一覧 

項目 内容 

SYSLOG ファシリティ ログメッセージの種類を表示します。表示される文

字については「6.9.8 シスログ連携」を参照して下

さい。 

SYSLOG 重大度 ログメッセージの重大度を表示します。表示される

文字については「6.9.8 シスログ連携」を参照して

下さい。 

 

表 2.1-13 メールメッセージクラスイベント項目一覧 

項目 内容 

From: メールメッセージの From ヘッダーの値 

To: メールメッセージの To ヘッダーの値 

Cc: メールメッセージの Cc ヘッダーの値 

Bcc: 未使用 

Subject: メールメッセージの Subject ヘッダーの値 

Received: メールメッセージの Received ヘッダーの値 

Message-ID メールメッセージの Message-ID ヘッダーの値 

Content-Type: メールメッセージの Content-Type ヘッダーの値 

Sender: メールメッセージの Sender ヘッダーの値 

Organization: メールメッセージの Organization ヘッダーの値 

References: メールメッセージの References ヘッダーの値 

X-Priority: メールメッセージの X-Priority ヘッダーの値 

メールサイズ メールメッセージのサイズ 

メール本文 メールメッセージの本文 

添付ファイルサイズ 添付ファイルの合計サイズ 

添付ファイル格納先 添付ファイルの格納ディレクトリ 

添付ファイル数 添付ファイル数 

添付ファイルリスト 添付ファイル情報のリスト 

HTML ファイルの合計

サイズ 

HTML ファイルの合計サイズ 

HTML ファイルの格納

先 

HTML ファイルの格納ディレクトリ 

HTML ファイル数 HTML ファイル数 

HTML ファイルリスト HTML ファイル情報のリスト 

挿入ファイルの合計サ

イズ 

挿入ファイルの合計サイズ 

挿入ファイルの格納先 挿入ファイルの格納ディレクトリ 

挿入ファイル数 挿入ファイル数 

挿入ファイルリスト 挿入ファイル情報のリスト 

 

表 2.1-14 カスタムメッセージクラスイベント項目一覧 

項目 内容 

ユーザー定義１ ユーザーが自由に定義可能な値１ 

ユーザー定義２ ユーザーが自由に定義可能な値２ 
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ユーザー定義３ ユーザーが自由に定義可能な値３ 

 

表 2.1-15 コンソールユーザー作成イベント項目一覧 

項目 内容 

*コンソールユーザー作

成イベントパラメータ 

コンソールイベント送信の時に入力したパラメータ

(1) 

発生元 コンソールユーザー作成イベントの発生元 

発生元詳細情報 コンソールユーザー作成イベントの発生元詳細情報 

 

表 2.1-16 千手操作リクエストクラス関連イベント項目一覧 

項目 内容 

登録元表示用案件番号 Senju Service Manager で申請を行った時に付番さ

れた案件番号。 

リクエストステータス リクエストのステータス。以下の 4 種類。 

"依頼成功" ：千手マネージャへのリクエストが成

功 

した場合 

"依頼失敗" ：千手マネージャへのリクエストが失

敗 

した場合 

"依頼中"  ：ジョブ一時停止リクエスト(操作指示: 

一次停止指定/解除)で、一時停止指

定 

の依頼が成功した場合 

"キャンセル"：Senju Service Manager で当該リク

エ 

ストを含む申請をキャンセルした 

場合 

(注)上述したステータスが"(00000001)"～

"(00000004)"で表示されていた場合、Senju Service 

Manager 環境に問題があることが予想されます。お

手数ですがカスタマーサポートへ連絡して下さい。 

キャンセルフラグ キャンセルまたはステータス手動変更の有無。 

"0" ：通常 

"1" ：キャンセル 

"2" ：ステータス手動変更(解除指示待ち) 

"3" ：ステータス手動変更(依頼成功) 

実行予定日付 千手マネージャに対し、リクエストする予定日時。 

ランブック実行、コマンド実行リクエストのみ表

示。 

指定リミット日付 千手マネージャ上、一時停止/スキップ/起動時刻変更

および遅延監視時刻変更を行いたいジョブ/ネットを

含むフレームが生成されていない場合、そのフレー

ムが生成されるまでリクエストを待つことが出来る

限界日時。 

一時停止、スキップ、起動時刻変更リクエストのみ

表示。 
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項目 内容 

解除予定日付 ジョブ/ネット/フレームの一時停止解除を行う予定日

時。 

一時停止リクエスト(操作指示：一時停止解除、一時

停止指定/解除)のみ表示。 

起動予定時刻 ジョブ/ネットを起動させる予定時刻を変更する時

刻。 

起動時刻変更リクエストのみ表示。 

遅延監視予定時刻 ジョブ/ネットを遅延監視(開始時刻)する予定時刻を

変更する時刻。 

起動時刻変更リクエストのみ表示。 

ブック名 起動するランブック名。 

ランブック実行リクエストのみ表示。 

コマンドシーケンス 起動するコマンドシーケンス。 

コマンド実行リクエストのみ表示。 

ジョブ操作指示名 一時停止、スキップ、起動時刻変更リクエストの操

作分類。 

 

"一時停止指定"： 

ジョブ/ネット/フレームの一時停止指定 

"一時停止解除"： 

ジョブ/ネット/フレームの一時停止解除 

"一時停止指定/解除"： 

ジョブ/ネット/フレームの一時停止指定/解除 

"スキップ指定"： 

ジョブ/ネット/フレームのスキップ指定 

"スキップ解除"： 

ジョブ/ネット/フレームのスキップ解除 

"起動時刻変更"： 

ジョブ/ネットの起動時刻変更 

"起動時刻変更+遅延監視時刻変更"： 

ジョブ/ネットの起動時刻変更および遅延監視時

刻変更 

運用日付 一時停止(解除)、スキップ(解除) 、起動時刻変更およ

び遅延監視時刻変更対象のジョブ/ネット/フレームの

運用日付。 

一時停止、スキップ、起動時刻変更リクエストのみ

表示。 

システム名 一時停止(解除)、スキップ(解除) 、起動時刻変更およ

び遅延監視時刻変更対象のジョブ/ネット/フレームが

属するシステム名。 

一時停止、スキップ、起動時刻変更リクエストのみ

表示。 

フレーム名 一時停止(解除)、スキップ(解除) 対象のフレーム名、

または一時停止(解除)、スキップ(解除) 、起動時刻変

更および遅延監視時刻変更対象のジョブ/ネットが属

するフレーム名。 

一時停止、スキップ、起動時刻変更リクエストのみ

表示。 

ネット名 一時停止(解除)、スキップ(解除) 、起動時刻変更およ

び遅延監視時刻変更対象のネット名、または対象の

ジョブが属するネット名。 

一時停止、スキップ、起動時刻変更リクエストのみ
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項目 内容 

表示。 

ジョブ名 一時停止(解除)、スキップ(解除) 、起動時刻変更およ

び遅延監視時刻変更対象のジョブ名。 

一時停止、スキップ、起動時刻変更リクエストのみ

表示。 

実行結果 リクエストに対する実行結果。 

 

表 2.1-17 メッセージ区分一覧(千手の場合) 

メッセージ区分 内容 

"N" 千手メッセージ 

"S" システムメッセージ 

 

表 2.1-18 メッセージ区分一覧(SNMP トラップの場合) 

メッセージ区分 内容 

"N" SNMP トラップメッセージ 

"S" システムメッセージ 

 

表 2.1-19 メッセージ区分一覧(シスログの場合) 

メッセージ区分 内容 

"N" シスログメッセージ 

"S" システムメッセージ 

 

表 2.1-20 メッセージ区分一覧(メールの場合) 

メッセージ区分 内容 

"N" メールメッセージ 

"S" システムメッセージ 

 

表 2.1-21 メッセージ種別一覧(千手の場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 

"W" 警告メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

"R" 応答メッセージ 

 

表 2.1-22 メッセージ種別一覧(SNMP トラップの場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 
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"W" 警告メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

 

表 2.1-23 メッセージ種別一覧(シスログの場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 

"W" 警告メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

 

表 2.1-24 メッセージ種別一覧(メールの場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

 

表 2.1-25 メッセージ種別一覧(内部イベントの場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

 

表 2.1-26 タグキー一覧(千手の場合) 

メッセージ区分 内容 

"NodeMsgInfo.sequence" シーケンス番号 

"NodeMsgInfo.msgId" メッセージ ID 

"NodeMsgInfo.level" メッセージ種別 

"NodeMsgInfo.date" 発生日 

"NodeMsgInfo.time" 発生時刻 

"NodeMsgInfo.nodeId" 発生元ノード ID 

"NodeMsgInfo.processId" プロセス ID 

"NodeMsgInfo.msg" メッセージ付加文言 

"NodeMsgInfo.msgActionType" 対応種類 

"NodeMsgInfo.mgrReceivedTime" マネージャ到着日時 

"NodeMsgInfo.mgrAction" アクション 

"NodeMsgInfo.ruleId" メッセージルール ID 

"NodeMsgInfo.ruleLevel" 表示時のメッセージ種別 

"NodeMsgInfo.ruleActive" 表示時のメッセージ表示の有無 

"NodeMsgInfo.ruleAlert" 表示時の警報装置への通知 

"NodeMsgInfo.ruleForeColor" 表示時のメッセージ文字色 

"NodeMsgInfo.ruleBackColor" 表示時のメッセージ背景色 

"NodeMsgInfo.ruleNote" メッセージの註釈 

"MsgInfo.active" メッセージ定義情報のメッセージ表示の

有無 

"MsgInfo.alert" メッセージ定義情報の警報装置への通知 
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"MsgInfo.reserved" メッセージ定義情報の千手定義フラグ 

"MsgInfo.autoReply" メッセージ定義情報の自動応答フラグ 

"MsgInfo.autoCommand" メッセージ定義情報の自動応答コマンド

シーケンス 

"MsgInfo.foreColor" メッセージ定義情報のメッセージ文字色 

"MsgInfo.backColor" メッセージ定義情報のメッセージ背景色 

"MsgInfo.bSendMail" メッセージ定義情報のメール送信フラグ 

"MsgInfo.mailAddress" メッセージ定義情報のメール宛先アドレ

ス 

"MsgInfo.msg" メッセージ定義情報のメッセージ内容 

"NodeInfo.nodeName" ノード名 

"NodeInfo.ipAddress" IPアドレス一覧 

"NodeInfo.nodeGroupList" ノードグループ一覧 

"NodeInfo.bAnm" モニタリング機能フラグ 

"NodeInfo.bPex" ジョブスケジュール機能フラフ 

"NodeInfo.bCCM" コンフィグレーション機能フラグ 

"NodeInfo.bRBA" ランブックオートメーション機能フラグ 

"NodeInfo.agentInfo.user" 千手稼働アカウント 

"NodeInfo.agentInfo.version" 千手バージョン 

"NodeInfo.agentInfo.home" 千手ホームディレクトリ 

"NodeInfo.agentInfo.os" オペレーティングシステム 

"NodeInfo.agentInfo.kanji_code" 千手漢字コード 

"NodeInfo.agentInfo.pcb_port" 千手 PCBポート番号 

"NodeInfo.agentInfo.ftu_port" 千手 FTUポート番号 

"NodeInfo.agentInfo.long_name" 千手ロングホスト名 

"MonTaskInfo.monTaskId" 監視タスク ID 

"MonTaskInfo.monTaskName" 監視タスク名 

"MonTaskInfo.monItemName" 監視項目名 

"MonTaskInfo.monItemComment" コメント 

"MonTaskInfo.bSenjuCategoryFlag" 監視カテゴリフラグ 

"MonTaskInfo.monTaskType" 監視タスクの種類 

"MonTaskInfo.monTaskSpecType" 監視タスク専用種別 

"MonTaskInfo.availableInfo" OSの種類 

"MonCategoryInfo.categoryName" 監視カテゴリ名 

"MonExtensionInfo.extensionName" 監視エクステンション名 

"MonTaskInfo.monTargetNodeId" 監視対象ノード ID 

"MonTaskInfo.monTargetNodeName" 監視対象ノード名 

"MonTaskInfo.probeNodeId" プローブノード ID 

"MonTaskInfo.probeNodeName" プローブノード名 

"MonCompareMethodInfo. 

compareMethodName" 

監視結果の比較方法 

"MonConditionJudgeMethodInfo. 

conditionJudgeMethodName" 

監視結果の判定条件 

"MonTaskInfo.limitValue" 異常しきい値 

"MonTaskInfo.limitValueWarn" 警告しきい値 

"MonTaskInfo.unitName" 単位 

"MonTaskInfo.params" パラメータ 

"MonTaskInfo.commandSequence" コマンドシーケンス 

  

イベントビューでは、表示方法を指定する事によりイベントの絞り込みおよび一覧表示
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すべきイベント項目を指定する事ができます。[表示方法]コンボボックスを選択する事

で、イベントビューを任意の表示方法に変更する事ができます。また、デフォルトで用意

された「{SENマスターグループ}」に所属するユーザーは、[表示方法]コンボボックスに

「｛｝」で囲まれたシステム提供の表示方法を選択できます。システム提供の表示方法は、

汎用的に利用可能な表示方法を提供します。 

コンボボックスに表示される表示方法のうち、デフォルト表示方法として設定された表

示方法には、チェックマークの付いたアイコンが表示されます（図 2.1-35）。デフォルト表

示方法については、「3.2.2 ユーザーの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 2.1-35 デフォルト表示方法のアイコン 

表 2.1-27 システム提供の表示方法一覧 

表示方法 ID 説明 

{SNMPTrap メッセージ} イベントクラスが SNMP トラップメッセージのイベ

ントを表示します。 

{カスタムメッセージ} イベントクラスがカスタムメッセージのイベントを表

示します。 

{コンソールユーザー作成

イベント} 

イベントクラスがコンソールユーザー作成イベントの

イベントを表示します。 

{シスログメッセージ} イベントクラスがシスログメッセージのイベントを表

示します。 

{メールメッセージ} イベントクラスがメールメッセージのイベントを表示

します。 

{千手メッセージ} イベントクラスが千手メッセージのイベントを表示し

ます。 

{千手操作リクエストすべ

て} 

イベントクラスが千手操作リクエスト関連のイベント

を表示します。 

{内部イベント} イベントクラスが内部イベントのイベントを表示しま

す。 

 

表示方法を変更する場合は、[変更]ボタンを押してイベントビュー表示方法リスト画面

を開きます(図 2.1-36)。 
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図 2.1-36 イベントビュー表示方法リスト画面 

表示方法は、ユーザーグループ毎に定義されます。ユーザーグループ ID コンボボッ

クスから選択する事により、そのグループに属す表示方法一覧が表示されます。なお、イ

ベントビュー表示方法リスト画面には、常に"{メッセージすべて}"表示方法が表示されま

す。これは Senju Enterprise Navigator システムにあらかじめ用意された表示方法で、ユ

ーザーグループへ分配されたすべてのメッセージを表示します。 

表示方法を選択して[OK]ボタンを押すと、指定された表示方法にしたがってイベント

ビューに表示されます。 

 

SEN コンソールへのログイン時には、現在から最大 5000 個の過去イベントを取得し、

表示方法に従ってイベントビューに表示します。 

日時範囲を指定し過去イベントを取得する場合は、 [過去イベントの取得]チェックボッ

クスをチェックし、[到着イベント]または[分配後イベント]を選択して、対象イベント日時範

囲および取得イベント数の上限を指定します。[到着イベント]は、Administrators 役割の

ユーザーのみ選択できます。日時範囲には、開始日時と終了日時を指定します。日時は

SENサーバーがイベントを受信した時刻です。イベント数の上限には、1～5000 の値が

指定できます。開始日時から指定したイベント数個イベントを取得する場合は”開始日時

から取得”を、終了日時から過去に遡って指定したイベント数個イベントを取得する場合

は” 終了日時から取得”を選択して下さい。日時範囲を指定し過去イベントを表示した場

合、イベントビューの[変更]ボタンの右側に表示対象日時範囲が表示されます(図 

2.1-37)。なお、過去イベントの表示では、その日時範囲にあるイベントのみを表示し、新

規に受信したイベントは自動的に表示されません。 

 

 ! 
 

過去イベント取得時の件数は、メッセージクラス以外も含めたすべてのイベ

ントクラスが対象となります。 
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 ! 
 

画面に表示される過去イベントは、ルールにより絞り込まれた結果が表示さ

れます。 

 

 

図 2.1-37 イベントビュー過去イベント表示の例 

 

次に、表示方法の追加手順について説明します。 

イベントビュー表示方法リスト画面で[追加]ボタンを押すとイベントビュー表示方法画

面(図 2.1-38)が表示されます。 

 

図 2.1-38 イベントビュー表示方法画面(全般タブ) 

[全般]タブでは、下記項目を指定します。 

 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 2.1 SENコンソール操作ガイド 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 2-55 2-55 

表 2.1-28 イベントビュー表示方法項目一覧(全般タブ) 

項目 内容 省略 

表示方法 ID： 表示方法を識別する ID。SEN サーバー内でユニークであ

る必要があります。 

不可 

ルール条件 ID： ルール条件 ID を指定します。ルール条件 ID は、[参照]ボ

タンを押す事により、すでに定義されたルール条件から選

択する事が可能です。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ

ID： 

イベントビュー表示方法が属すユーザーグループをコンボ

ボックスより選択します。 

－ 

 

[カラム]タブを選択すると図 2.1-39の画面が表示されます。ここではイベントビューに

表示するカラムを選択します。 

 

 

図 2.1-39 イベントビュー表示方法画面(カラムタブ) 

[カラム]タブでは下記項目を指定します。 

 

表 2.1-29 イベントビュー表示方法項目一覧(カラムタブ) 

項目 内容 

イベントクラス： 対象クラス種別を指定します。 

 

候補一覧： イベントビューに表示するカラム候補一覧。カラムを表示

させたい場合は、エントリーを選択して [→]ボタンを押し

ます。 

候補一覧には、フィールド名、フィールドクラス、単純/配

列、説明のカラムがあります。フィールド名カラムには、

参照元クラスのフィールド名が表示されます。フィールド

クラスカラムには、フィールドの UUID が表示されます。

単純/配列カラムには、"単純"または"配列"が表示されま

す。フィールドの構造が単純変数の場合は”単純”が、配列
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変数の場合は”配列”が表示されます。説明カラムには、コ

メントが表示されます。 

表示カラム一覧： 表示するカラム一覧。↑↓矢印でカラムの表示順を変更で

きます。 

表示カラム一覧には、表示名、フィールド名、フィールド

クラス、単純/配列、説明のカラムがあります。表示名カラ

ムには、イベントビューに表示する際のカラム名が表示さ

れます。その他カラムは、候補一覧と同じです。 

 

表示カラムの詳細内容を変更する場合には、表示カラム一覧からエントリーを選択し、

[変更]ボタンを押します。リストカラム画面(図 2.1-40)では下記項目を指定します。 

 

 

表 2.1-30 リストカラム項目一覧 

項目 内容 省略 

表示名： カラムタイトルに表示させる名称を指定します。 不可 

カラム幅： カラム幅を指定します。単位はピクセルになります。 不可 

フォーマット： カラムの表示フォーマットを指定します。文字または数値

のいずれかを指定できます。数値を指定した場合、フィー

ルドの表示は右寄せになります。また、ソートする際のソ

ート順は数値として比較します。文字を指定した場合は、

フィールドの表示は左寄せになります。ソートの際のソー

ト順は文字として比較します。 

－ 

 

 

図 2.1-40 リストカラム画面 

 

 ! 
 

例外として、アイコン付きで表示される最も左のカラムは、フォーマットに

数値を指定した場合も、左寄せで表示されます。ただし、ソート順は数値と

して比較します。 

 

次に、表示方法のコピー手順について説明します。イベントビュー表示方法リスト画面

(図 2.1-36)で、コピー元の表示方法エントリーを選択し、 [コピー]ボタンを押すと、イベン

トビュー表示方法画面(図 2.1-38)が表示されます。表示方法 IDの変更を行い [OK]ボ
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タンを押すと、表示方法のコピーが行われます。 

 

次に、表示方法の表示内容変更手順について説明します。イベントビュー表示方法リ

スト画面(図 2.1-36)で、変更対象の表示方法エントリーを選択し、 [変更]ボタンを押す

と、イベントビュー表示方法画面(図 2.1-38)が表示されます。追加の場合と同様の手順

で、[全般]タブおよび[カラム]タブの内容を変更できますが、[全般]タブの表示方法 ID

の変更を行う事はできません。 [OK]ボタンを押すと、表示方法の表示内容変更が反映

されます。 

 

次に、表示方法の削除手順について説明します。イベントビュー表示方法リスト画面

(図 2.1-36)で、削除対象の表示方法エントリーを選択し、 [削除]ボタンを押すと、表示方

法削除確認画面(図 2.1-41)が表示されますので、[はい]ボタンを押します。複数の表示

方法を同時に削除する場合は、イベントビュー表示方法リスト画面で Ctrlキーまたは

Shiftキーにより複数エントリーを選択して[削除]ボタンを押します。 

 

 

図 2.1-41 表示方法削除確認画面 

 

 ! 
 

"{メッセージすべて}"表示方法のコピー、変更、削除は行えません。 

イベントビュー表示方法リスト画面(図 2.1-36)で、表示方法に"{メッセージす

べて}"が選択されている場合は、[コピー]ボタン、[変更]ボタン、[削除]ボタン

は不活性となり、表示方法のコピー、表示内容変更、削除は行えません。 
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イベントビューに保持されるイベント数について 

イベントビューに表示されるイベントは SEN コンソール内のメモリに蓄えられますが、イ

ベントを蓄積し続けていくと、自動的に過去のイベントがイベントビューから消去されま

す。これについては、以下の基準に従います。 

 

表 2.1-31 イベントビューに保持されるイベント数 

項目 内容 

イベントステータスが対

処完了でない（オープ

ン、受付済、割当済）メ

ッセージクラスに属する

イベント 

イベントビューにはグループ毎に少なくとも 3000 件

保持します。3000 件を超えると過去のイベントから

削除する処理が働きます。 

それ以外のイベント(対処

完了ステータスのメッセ

ージクラスイベント、メ

ッセージクラス以外のイ

ベント) 

イベントビューにはグループ毎に少なくとも 1500 件

保持します。1500 件を超えると過去のイベントから

削除する処理が働きます。 
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コンテキストメニューの操作 

イベントビューにおける各イベントのコンテキストメニューから実行可能な操作について

説明します。 

 

 

図 2.1-42 イベントビューのコンテキストメニュー 

＜コピー＞ 

選択されたイベントをクリップボードにコピーします。 

 

＜すべて選択＞ 

イベントビューに表示されているイベントをすべて選択状態にします。 

 

＜ステータス変更＞ 

イベントビューに表示されているイベントのステータス変更およびノートの記入を行いま

す。イベントエントリーを選択し、コンテキストメニューから[ステータス変更]を選択すると、

イベントステータス変更画面(図 2.1-43)が表示されます。 
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図 2.1-43 イベントステータス変更画面 

[イベント変更]チェックボックスをチェックし、ステータスの変更を行います。ステータス

には以下の 4 種類が存在します。[ステータス]コンボボックスから変更する値を選択しま

す。 

 

表 2.1-32 ステータス項目一覧 

項目 内容 

オープン イベントが新規に発生した状態を指します。デフォルトで

はイベントを受信した直後はこの値がセットされます。 

受付済 発生したイベントが認知され、受け付けられた状態を指し

ます。 

割当済 受け付けられたイベントが担当者に割り当てられた状態を

指します。 

対処完了 発生したイベントについて対処が完了している状態を指し

ます。 

 

[ノート記入]チェックボックスをチェックし、ノートの記入を行います。ノートの記入では、

下記項目を指定します。 

 

表 2.1-33 ノート記入項目一覧 

項目 内容 省略 

記入者： ノート記入者の名前を指定して下さい。 不可 

ノート： ステータス変更の理由、対処履歴などの内容を自由に記入して

下さい。 

可能 
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なお、ノート記入時には下記情報が同時に保存されます。 

 

表 2.1-34 ノート記入時に保存される情報 

項目 内容 

記入日時 ノートを記入した日時が保存されます。日時は、SEN サー

バーのマシンタイムです。 

ユーザーID ノートを記入したユーザーのユーザーID が保存されます。 

記入前ステータス ノート記入前のイベントステータスが保存されます。ノー

ト記入前のイベントステータスとは、イベントステータス

変更画面を開いた時のイベントステータスを表します。 

記入後ステータス ノート記入後のイベントステータスが保存されます。 

 

[プロパティ]ボタンを押すと、イベントのプロパティ画面を表示する事ができます。イベ

ントのプロパティ画面については、＜プロパティ＞の項を参照して下さい。 

 

 [OK]ボタンを押す事で、イベントステータス変更とノート記入が行われます。 

イベントステータスを変更すると、イベントステータス変更イベントが生成されます。ただ

し、オープンからオープンのように同じステータスに変更した場合には、イベントステータ

ス変更イベントは生成されません。 

ノートが記入されたイベントはアイコンが変化します（図 2.1-44）。 

 

 

図 2.1-44 ノートが記入されたアイコン 

複数イベントに対し、同時にイベントステータス変更とノート記入を行う事が可能です。

イベントビューのイベントエントリーを Shiftキーや Ctrlキーを使用し複数選択し、コンテ

キストメニューから[ステータス変更]を選びます。 

 

＜イベントの詳細＞ 

現在、この機能はサポートされていません。 

 

＜ビューを開く＞ 

イベントに関連付けられたメインビューまたは外部のビュー(Web ブラウザ等)を開きま

す。イベントエントリーを選択し、コンテキストメニューから[ビューを開く]を選び、サブメニ

ューからビュー名称を選択すると、そのイベントに関連付けられたビューを開きます。 

イベントに関連付けられたビューが存在しない場合は、メニューは不活性となります。 

イベントとビューとの関連付けはルールのアクションとして行います。詳細は、「5.1.6 

ルールの編集」を参照して下さい。 
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複数のイベントを同時に選択し、かつ各イベントに割り当てられたビュー名

称がイベント間で重複する場合には、先に選択したイベントに関連付けられ

たビューを開きます。 

 

＜アクションの実行＞ 

イベントに関連付けられたアクションを実行します。イベントエントリーを選択し、コンテ

キストメニューから[アクションの実行]を選び、サブメニューからアクション名を選択する

と、そのイベントに関連付けられたアクションを実行します。 

イベントに関連付けられたアクションが存在しない場合や複数のイベントを選択した場

合には、メニューは不活性となります。 

イベントとアクションとの関連付けはルールのアクションとして行います。詳細は、

「5.1.6 ルールの編集」を参照して下さい。 

メインペインアイテムに関連付けられたアクションを選択するとアクションを実行するか

どうかの確認ダイアログが表示されます。(図 2.1-45) 

 

 

図 2.1-45 アクション実行確認ダイアログ 

 

[はい]あるいは[すべて]を選択する事により、アクションが実行され結果が別ウィンドウ

に表示されます。[いいえ]あるいは[キャンセル]を選択するとアクションは実行されませ

ん。(図 2.1-46) 
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図 2.1-46 アクションの実行結果 

＜ノウハウを検索＞ 

イベントのプロパティを検索キーにし、ノウハウ作成時に設定した検索条件にマ

ッチしたノウハウをノウハウビューに表示します。ノウハウの作成については

「2.1.6 イベントビュー」の＜ノウハウの作成＞を参照して下さい。ノウハウビュー

については「2.1.7 ノウハウビュー」を参照ください。 

＜メールを送る＞ 

イベントに関連付けられたメールテンプレートを選択するとメーラーが起動します。イベ

ントエントリーを選択し、コンテキストメニューから[メールを送る]を選び、サブメニューから

メールのテンプレート名を選択すると、テンプレートの内容が本文に挿入された新規のメ

ールが作成されます（図 2.1-47）。 

 

 

図 2.1-47 作成メール例 
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イベントに関連付けられたテンプレートが存在しない場合は、メニューは不活性となりま

す。 

イベントとテンプレートの関連付けはテンプレート作成する時に設定します。詳細は別

冊の「インストールガイド」の「6.2.7 メール自動作成機能のテンプレート」を

参照して下さい。 

 

＜報告書を作る＞ 

イベントに関連付けられた報告書テンプレートを選択するとテキストエディタが起動しま

す。イベントエントリーを選択し、コンテキストメニューから[報告書を作る]を選び、サブメニ

ューから報告書のテンプレート名を選択すると、テンプレートの内容から報告書を作成し

テキストエディタで表示されます（図 2.1-48）。 

 

 

図 2.1-48 作成報告書例 

 

イベントに関連付けられたテンプレートが存在しない場合は、メニューは不活性となりま

す。 

イベントとテンプレートの関連付けはテンプレート作成する時に設定します。詳細は別

冊の「インストールガイド」の「6.2.8 報告書自動作成機能のテンプレート」を

参照して下さい。 

 

＜イベントフィルタの作成＞ 

イベントフィルタを作成します。[イベントフィルタの作成] を選択すると、説明、ユーザ

ーグループ ID、発信元ドメイン、発信元ノード ID 等があらかじめ指定されたイベントフィ
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ルタ画面が表示されます。 

詳細は「2.1.9 イベントフィルタビュー」を参照して下さい.。 

 

＜ルール条件を作成＞ 

ルール条件を作成します。[ルール条件を]を選択すると、イベントクラスがあらかじめ選

択された簡易ルール条件作成画面が表示されます（図 2.1-49）。 

 

 

図 2.1-49 簡易ルール条件作成画面 

表 2.1-35 簡易ルール条件作成項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： ルール条件 ID を指定します。 不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ

ID： 

ルール条件が所属するグループの ID をコンボボックスより

選択します。 

－ 

候補一覧： 条件にしたいエントリーを選択して [→]ボタンを押しま

す。 

候補一覧には、プロパティ名と値の２つのカラムがありま

す。プロパティ名のカラムにはイベントビューに表示され

るカラム名が表示されます。値のカラムにはイベントビュ

ーに表示されていたイベントの値が表示されます。 

－ 

条件を設定するプ

ロパティ： 

候補一覧から条件として設定した結果が表示されます。 

条件を設定するプロパティには、プロパティ名、条件、値

の３つのカラムがあります。条件のカラムには"指定された

値以上（>=）"、"指定された値より大きい（>）"、"指定さ

れた値と等しい（==）"、"指定された値より小さい（<）

"、"指定された値以下（<=）"、"指定された文字を含む"、"

指定された文字を含まない"が表示されます。その他カラム

は、候補一覧と同じです。 

可能 
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ルール条件を作成する場合には、候補一覧からエントリーを選択し、[→]ボタンを押し

ます。プロパティ条件画面(図 2.1-50)では下記項目を指定します。 

 

表 2.1-36 プロパティ条件項目一覧 

項目 内容 省略 

条件： 条件の比較方法をコンボボックスより選択します。比較対

象の値はイベントビューに表示されていたメッセージの値

が指定されます。 

可能 

 

 

図 2.1-50 プロパティ条件画面 

ルール条件を作成し簡易ルール作成画面（図 2.1-49）にて[OK]を押すと、作成した

内容が反映された状態でルール条件画面が表示されるので[OK]を押します。ルール条

件画面については「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

 

＜ノウハウの作成＞ 

ノウハウを作成します。[ノウハウの作成] を選択するとノウハウ作成画面が表示されま

す（図 2.1-51）。選択したイベントエントリーの詳細が画面下に表示されます。 
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図 2.1-51 ノウハウ作成画面 

表 2.1-37 ノウハウ作成項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： ノウハウの ID を指定します。 不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ

ID： 

ノウハウが所属するグループの ID をコンボボックスより選

択します。 

－ 

分類： ノウハウの分類を指定します。 不可 

ノウハウ： イベントに対するノウハウを指定します。 不可 

 

[イベントのプロパティ]ボタンを押すと、イベントのプロパティ画面を表示する事ができ

ます。イベントのプロパティ画面については、＜プロパティ＞の項を参照して下さい。 

 [OK]ボタンを押す事で、ノウハウの新規作成が行われます。ここで作成したノウハウは

ノウハウビューにて一覧表示されます。ノウハウビューについては「2.1.7 ノウハウビ

ュー」を参照して下さい。 

 

[検索条件]タブ を選択するとノウハウ検索条件設定画面が表示されます（図 

2.1-52）。 
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図 2.1-52 ノウハウ検索条件設定画面 

表 2.1-38 ノウハウ検索条件設定項目一覧 

項目 内容 省略 

候補一覧： 条件にしたいエントリーを選択して [→]ボタンを押しま

す。 

候補一覧には、プロパティ名と値の２つのカラムがありま

す。プロパティ名のカラムにはイベントビューに表示され

るカラム名が表示されます。値のカラムにはイベントビュ

ーに表示されていたイベントの値が表示されます。 

－ 

条件を設定するプ

ロパティ： 

候補一覧から条件として設定した結果が表示されます。 

条件を設定するプロパティには、プロパティ名、条件、値

の３つのカラムがあります。条件のカラムには"指定された

値以上（>=）"、"指定された値より大きい（>）"、"指定さ

れた値と等しい（==）"、"指定された値より小さい（<）

"、"指定された値以下（<=）"、"指定された文字を含む"、"

指定された文字を含まない"が表示されます。その他カラム

は、候補一覧と同じです。 

可能 

 

ノウハウ検索条件を設定する場合には、候補一覧からエントリーを選択し、[→]ボタン

を押します。プロパティ条件画面(図 2.1-53)では下記項目を指定します。 

表 2.1-39 プロパティ条件項目一覧 

項目 内容 省略 

条件： 条件の比較方法をコンボボックスより選択します。比較対 可能 
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象の値はイベントビューに表示されていたメッセージの値

が指定されます。 

 

 

図 2.1-53 プロパティ条件画面 

ノウハウ作成画面（図 2.1-51）或いはノウハウ検索条件設定画面（図 2.1-52）にて

[OK]ボタンを押す事で、ノウハウの新規作成が行われます。ここで作成したノウハウはノ

ウハウビューにて一覧表示されます。ノウハウビューについては「2.1.7 ノウハウビュ

ー」を参照して下さい。 

 

＜ルールセットのシミュレーション＞ 

イベントに対してルールセットのシミュレーションを実行します。 

イベントビューからイベントエントリーを選択し、コンテキストメニューから[ルールセット

のシミュレーション]を選択すると、ルールセットシミュレーション画面(図 2.1-54)が表示さ

れます。選択したイベントエントリーのシーケンス IDが画面の中ほどに表示されます。 

 

 

図 2.1-54 ルールセット実行シミュレーション画面 
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表 2.1-40 ルールセット実行シミュレーション項目一覧 

項目 内容 省略 

ルールセット

ID： 

シミュレーションを適用するルールセット ID を指定しま

す。定義済みの一覧から選択する場合は[参照]ボタンを押し

ます。デフォルトは最後に保存されたルールセット ID とな

ります。 

不可 

想定日時： シミュレーション実行を想定する日時を指定します（この

日時にシミュレーションが実行されるという意味ではあり

ません）。 

－ 

イベントフィルタ

を含めるチェック

ボックス： 

イベントフィルタの設定が反映された状態でシミュレーシ

ョンする場合はチェックします。イベントフィルタの設定

を無効にする場合は外します。デフォルトは無効です。 

－ 

 

上記を指定後、実行ボタンを押すと、ルールセットシミュレーション結果画面(図 

2.1-55)が表示されます。 

複数のイベントを対象にシミュレーションを実行する場合は、イベントビューから Shift

キーや Ctrlキーを使用して複数のイベントエントリーを選択してから同様にコンテキストメ

ニューで[ルールセットシミュレーション]を選びます。 

 

 

図 2.1-55 ルールセットシミュレーション結果画面 
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＜再度ルール処理＞ 

イベントビューで選択したイベントに対して、再度アクションを実行します。 

イベントビューからイベントエントリーを選択し、コンテキストメニューから[再度ルール処

理]を選択すると、再度ルール処理確認画面(図 2.1-56)が表示されます。 

 

 

図 2.1-56 再度ルール処理確認画面 

現在有効になっているルールセットを再度実行します。[いいえ]あるいは[キャンセル]

を選択すると再度ルール処理は実行されません。 

 

＜プロパティ＞ 

各イベントがもつ属性(プロパティ)情報を参照します。プロパティは６つのカテゴリが存

在し、それぞれのカテゴリには以下の情報が入ります。 

 

[全般]タブでは、イベントの属性およびその値の一覧を表示します(図 2.1-57)。 

属性は、イベントクラスにより異なります。なお、イベントビュー画面で表示カラムを絞って

いても、この画面ですべてのイベント属性を確認できます。 

 

 

図 2.1-57 イベントプロパティ画面 (全般タブ) 

 

[ユーザー定義変数]タブでは、イベントに対して付加したユーザー定義変数を表示し

ます(図 2.1-58)。ユーザー定義変数はルールの中で記述されます。ルールからのユー
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ザー定義変数の設定方法については、「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照

して下さい。 

 

 

図 2.1-58 イベントプロパティ画面 (ユーザー定義変数タブ) 

[関連ページ]タブでは、イベントに対する関連ビュー一覧を URL 形式で表示します

(図 2.1-59)。イベントと関連ビューとの関連付けはルールの中で記述します。ルールから

の関連ページの設定方法については、「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照

して下さい。 

 

 

図 2.1-59 イベントプロパティ画面 (関連ページタブ) 

 

[付加情報]タブでは、イベントに対して付加したユーザー定義付加情報を表示します

(図 2.1-60)。ユーザー定義付加情報はルールの中で記述されます。ルールからの付加

情報の設定方法については、「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照して下さ

い。 
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図 2.1-60 イベントプロパティ画面 (付加情報タブ) 

 

[ガイド]タブでは、イベントに対して付加したガイド情報を表示します(図 2.1-61)。ガイド

情報はルールの中で記述されます。ルールからのガイド情報の設定方法については、

「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照して下さい。 

 

 

図 2.1-61 イベントプロパティ画面(ガイドタブ) 

 

[ノート]タブでは、イベントに対して記入したノート一覧を表示します(図 2.1-62)。ノートは

イベントビューにて記入します。ノートの記入方法については、「コンテキストメニュー

の操作＜ステータス変更＞」を参照して下さい。 
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図 2.1-62 イベントプロパティ画面(ノートタブ) 

 

[アクション実行結果]タブではイベントに関連付けられたアクションの実行結果一覧を表

示します。アクションの実行結果を選択すると、そのアクションの標準出力・標準エラーを画

面下に表示します（図 2.1-63）。 

アクション実行結果の一覧には、アクション ID、アクション名、アクション種別、状態、開

始時刻、終了時刻、実行したユーザー、終了コードのカラムがあります。アクション IDのカ

ラムにはアクションに割り振られた IDが表示されます。アクション名のカラムにはコンテキス

トメニューに表示されたアクション名が表示されます。アクション種別のカラムには"SENサ

ーバーによる実行"が表示されます。状態のカラムには"実行中"、"切断"、"終了"が表示さ

れます。開始時刻のカラムにはアクションが開始した時間が表示されます。終了時刻のカラ

ムにはアクションが終了した時間が表示されます。実行したユーザーのカラムにはアクショ

ンを実行したユーザー名が表示されます。終了コードカラムにはアクション実行に関連付け

られているコマンドシーケンスの終了コードが表示されます。 

イベントとアクションとの関連付けはルールのアクションとして行います。詳細は、

「5.1.6 ルールの編集」を参照して下さい。 
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図 2.1-63 イベントプロパティ画面（アクション実行結果タブ） 
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[ルール実行証跡]タブでは、ルールセットで処理されたイベントの各ルール IDごとの実

行証跡を表示します。選択しているイベントが処理されたルールすべてが表示されます（図 

2.1-64）。 

[ルール実行証跡]タブでは実行状態を"S"、"X"、"E"で表示し、セミコロン区切りでルー

ル IDを表示します。"S"は開始、"X"は実行中、"E"は終了を表します。 

 

 

図 2.1-64 イベントプロパティ画面（ルール実行証跡タブ） 
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イベントのダブルクリック 

イベントビューでイベントのダブルクリックを行った場合は、イベントに関連付けられたビ

ューへジャンプ（ハイパーリンク）します。これはイベントエントリーを選択し、コンテキストメ

ニューから[ビューを開く] を選択した場合と同じ動作です。 

関連付けられたビューが存在しないイベントをダブルクリックした場合は、何も動作はし

ません。デフォルトジャンプ先は、ルールの"addRelPage"、"addRelPage2"にて指定できま

す。詳細は「5 ルール作成ガイド」を参照して下さい。 

また、複数の関連付けられたビューがある場合は、一番先頭にある関連ページにジャン

プします。 
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イベントビューに表示中のイベント数表示 

イベントビューは現在表示中のイベントを、ステータス別、重大度別に何件あるか表示し

ます（図 2.1-65）。 

 

 

図 2.1-65 現在表示しているイベントのイベント数表示例 
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イベントビューのソーティング 

イベントビューの各イベント表示カラムタイトルをクリックする事で、そのカラムをキーに

イベントをソートします。ソート順の昇順・降順の切り替えが可能です。到着順に並べ変え

るときは、イベント表示カラムのコンテキストメニューから[到着順に並べる]を選択します。

図 2.1-66はメッセージ IDの昇順でソートした例です。 

新規に到着したイベントと連動してイベントビューをスクロールさせる場合は、スクロー

ルボックスをスクロールバーの一番下に移動して下さい。 

 

 ! 
 

ウィンドウのリサイズを行うと、スクロールボックスの位置が移動します。

新規に到着したイベントと連動してイベントビューをスクロールさせる場合

には、注意して下さい。 

 

 

 

図 2.1-66 イベントビューにおけるソーティング例 
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イベントの検索 

イベントの検索を行う場合は、メニューバーから[編集]->[検索]を選択し、イベント検索画

面を表示します(図 2.1-67)。 

 

 

図 2.1-67 イベント検索画面 

検索する文字列を指定し、検索を実行すると、現在活性化されているイベントビュー中の

検索条件に一致するイベントエントリーがフォーカスされます。検索方向（”上へ”または”下

へ”）、大文字小文字の区別の有無を指定できます。 
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イベントのクイックフィルター 

イベントの表示を絞り込む場合は、イベントビュー上部の[クイックフィルター]欄に絞り込

みたい文言を入力します(図 2.1-67)。 

 

 

図 2.1-68 イベントフィルター画面 

文言を入力すると、自動的にイベントビューの内容が絞り込まれます。表示され

ている項目全て（図 2.1-67 の場合はシーケンス ID, ドメイン名, ステータス…）に

対し、入力した文言が含まれるイベントが抽出されます。 
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2.1.7 ノウハウビュー 

ノウハウビューの表示 

ノウハウビューの基本画面を図 2.1-69に示します。ノウハウビューを表示する場合は、

メニューバーから[ファイル]->[ノウハウビューを開く]を選択します。 

 

 

図 2.1-69 ノウハウビュー画面 

ノウハウは Senju Enterprise Navigator が受信したイベントに対する情報、知識、対処方

法を収集・整理し有効活用する事が可能になります。 

ノウハウビューはイベントビューから追加されたノウハウを一覧で表示します。 

追加されたノウハウは、ユーザーグループ毎に作成され、5000 件まで登録・参照する事

が可能です。ノウハウビューで表示されるイベントの項目一覧を表 2.1-41に示します。 

 

表 2.1-41 ノウハウビュー項目一覧 

項目 内容 

ID 各ノウハウイベントの ID 

所属グループ ノウハウのユーザーグループ ID 

条件ヒット率 [ファイル]->[ノウハウビューを開く]の場合：空白で表示 

 

[イベントビュー]→[ノウハウを検索]の場合： 

イベントのプロパティでマッチした条件数/ノウハウ

作成時に設定した条件数 

評価 ノウハウの評価 

分類 ノウハウの分類 

説明 コメント 

イベントクラス名 ノウハウとして蓄積されたイベントのクラス名 

ドメイン名 ノウハウとして蓄積されたイベントのドメイン名 
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到着日時 ノウハウとして蓄積されたイベントの到着日時 

ユーザーグループ ID ノウハウが定義されているユーザーグループ ID 

ノウハウ イベントに対するノウハウ 
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コンテキストメニューの操作 

ノウハウビューにおける各イベントのコンテキストメニューから実行可能な操作について説

明します。 

 

 

図 2.1-70 ノウハウビューのコンテキストメニュー 

 

＜コピー＞ 

選択されたノウハウをクリップボードにコピーします。 

イベントビューより、ノウハウを検索してノウハウビューを開いた場合は、非活性です。 

 

＜貼り付け＞ 

クリップボードにコピーされたノウハウを貼り付けます。ユニークなノウハウ ID を設定

し、[OK]ボタンを押して下さい。 

イベントビューより、ノウハウを検索してノウハウビューを開いた場合は、非活性です。 

 

＜削除＞ 

選択されたノウハウを削除します。 

イベントビューより、ノウハウを検索してノウハウビューを開いた場合は、非活性です。 

 

＜有効なノウハウとして記録する＞ 

ノウハウの評価画面を開きます（図 2.1-71）。 

 

図 2.1-71 ノウハウ評価画面 

ノウハウ評価画面では、評価を指定し[OK]ボタンを押すとノウハウの評価が変更されま

す。 
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＜プロパティ＞ 

ノウハウのプロパティ画面を開きます（図 2.1-72）。 

※[イベントビュー]→[ノウハウを検索]の場合はプロパティを変更できません。 

 

図 2.1-72 ノウハウのプロパティ画面 
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[検索条件]タブ を選択するとノウハウ検索条件設定画面が表示されます（図 

2.1-73）。 

 

図 2.1-73 ノウハウ検索条件設定画面 

ノウハウ検索条件を設定する場合には、候補一覧からプロパティを選択し、[→]ボタン

を押します。[→]ボタンを押下すると、プロパティ条件画面(図 2.1-74)が表示されます。 

プロパティ条件画面ではイベントビューより「ノウハウの検索」を実施した際に、ヒットさせる

ための条件を設定します。 

  

図 2.1-74 プロパティ条件画面 
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ノウハウのプロパティ画面では、下記項目を指定し[OK]ボタンを押すと内容が変更さ

れます。 

 

表 2.1-42 ノウハウのプロパティ項目一覧 

項目 内容 省略 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ

ID： 

ノウハウが所属するグループの ID をコンボボックスより選

択します。 

－ 

分類： ノウハウの分類を指定します。 不可 

ノウハウ： イベントに対するノウハウを指定します。 不可 

条件を設定するプ

ロパティ 

候補一覧から条件として設定した結果が表示されます。 

条件を設定するプロパティには、プロパティ名、条件、値

の３つのカラムがあります。条件のカラムには"指定された

値以上（>=）"、"指定された値より大きい（>）"、"指定さ

れた値と等しい（==）"、"指定された値より小さい（<）

"、"指定された値以下（<=）"、"指定された文字を含む"、"

指定された文字を含まない"が表示されます。その他カラム

は、候補一覧と同じです。 

可能 

条件： 条件の比較方法をコンボボックスより選択します。比較対

象の値はイベントビューに表示されていたメッセージの値

が指定されます。 

可能 
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2.1.8 イベントサマリビュー 

イベントサマリビューの表示 

イベントサマリビューの基本画面を図 2.1-75に示します。イベントサマリビューを表示

する場合は、メニューバーから[ファイル]->[イベントサマリビューを開く]を選択します。 

 

 

図 2.1-75 イベントサマリビュー画面 

イベントサマリビューは、現在イベントビューに表示されている全イベントを取得し、その

中にどのようなイベントが何件含まれているかを抽出しそのサマリ結果を一覧表示します。 

イベントサマリビューでは、サマリキーとイベントの抽出条件によって絞り込まれたイベント

のサマリを表示する事ができます。サマリ一覧には、サマリキーによって抽出された結果で

あり、どのようなイベントが何件含まれているかが表示されます。イベント一覧にはイベント

の抽出条件によって抽出されたイベントが表示されます。サマリキーにはイベントビューの

フィールドから 3つまでを指定可能です。 

 

イベントサマリビューで表示されるイベントの項目一覧を表 2.1-43 に示します。 

 

表 2.1-43 イベントサマリビュー項目一覧 

項目 内容 

シーケンス ID 各イベントに対する ID （Senju Enterprise 

Navigator システム内部で付与される ID） 

イベントクラス名 各イベントのイベントクラス名 

ドメイン名 イベントのドメイン名を表す名称 

到着日時 イベントが SEN サーバーに到着した日時 

重大度 イベントの重大度 

clear(クリア) 
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unknown(不定) 

warning(警告) 

minor(軽度) 

major(重大) 

critical(致命的) 

none(なし) 

ステータス イベントの処理状況 

オープン 

受付済 

割当済 

対処完了 

 

ユーザーグループを変更する場合は、グループコンボボックスから選択する事により、そ

のグループに属すイベントのサマリ結果が一覧表示されます。抽出条件を変更する場合

は、[変更]ボタンを押してイベントサマリ抽出条件画面を開きます(図 2.1-76)。 

 

 

図 2.1-76 イベントサマリ抽出条件画面 

イベントサマリ抽出条件画面では下記項目を指定します。 

表 2.1-44 イベントサマリ抽出条件項目一覧 

項目 内容 省略 

イベントクラス： 対象クラス種別を指定します。 － 

フィールド(1)： サマリ条件のキーとなるフィールド名を指定します。 ※1 

フィールド(2)： サマリ条件のキーとなるフィールド名を指定します。 ※1 

フィールド(3)： サマリ条件のキーとなるフィールド名を指定します。 ※1 

サマリ用キーにて指

定されたイベントク

ラスのみ表示チェッ

クボックス： 

サマリ用キーにて指定されたイベントクラスのみをイベ

ント一覧に表示するならチェックします。他のイベント

クラスも表示する場合はチェックを外します。デフォル

トは無効です。 

－ 

ルール条件 ID： ルール条件 ID を指定します。ルール条件 ID は、[参照]

ボタンを押す事により、すでに定義されたルール条件か

ら選択する事が可能です。 

可能 
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※1：フィールド(1)～(3)の内、1つ以上指定しなければなりません。 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 2.1 SENコンソール操作ガイド 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 2-91 2-91 

コンテキストメニューの操作 

イベントサマリビューにおける各イベントのコンテキストメニューから実行可能な操作につ

いて説明します。 

 

 

図 2.1-77 イベントサマリビューのコンテキストメニュー 

＜イベントビューを開く＞ 

イベントビューを開きます。 

 

＜コピー＞ 

選択されたイベントをクリップボードにコピーします。 

 

＜すべて選択＞ 

イベント一覧に表示されているイベントをすべて選択状態にします。 

 

＜プロパティ＞ 

イベントのプロパティ画面を開きます。プロパティ画面の詳細は「2.1.6 イベントビ

ュー」を参照して下さい。 
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2.1.9 イベントフィルタビュー 

イベントフィルタビューの表示 

イベントフィルタビューの基本画面を図 2.1-78に示します。イベントフィルタビューを表

示する場合は、メニューバーから[ファイル]->[イベントフィルタビューを開く]を選択します。 

 

 

図 2.1-78 イベントフィルタビュー画面 

イベントフィルタは、イベントを一時的にフィルタ(抑止)するために用います。ルールの早

期イベント破棄ステージは、定常的に破棄するイベントに対して使用しますが、イベントフィ

ルタは、定期保守で一時的に特定のノードからのイベントを抑止する場合や、テストなどで

特定のメッセージを抑止する場合等に使用します。イベントフィルタは設定後、直ぐに有効

となり、ルールセットの反映は不要です。 

イベントフィルタビューは、SENサーバーが取得する各種イベントに対するイベントフィル

タの設定および設定されたイベントフィルタの一覧を表示します。 

イベントフィルタは、ユーザーグループ毎に定義されます。[グループ] コンボボックスから

グループを選択する事により、そのグループに属すイベントフィルタ一覧が表示されます。 

[表示方法] コンボボックスでは、”現在有効なフィルタ”または”すべてのフィルタ”を選択

します。 

表 2.1-45 イベントフィルタビュー項目一覧 

項目 内容 

ID 各イベントフィルタの ID 

現在の状態 イベントフィルタの現在の状態 

有効 

無効 

適用場所 イベントフィルタを適用するタイミング 

グループ別ルールの実行前 
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グループ別ルールの実行後 

フィルタ条件 フィルタ条件 

ルール条件 

発生元ノード 

最終変更日時 イベントフィルタの設定を変更した日時 

説明 コメント 
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コンテキストメニューの操作 

イベントフィルタビューにおける各イベントフィルタのコンテキストメニューから実行可能な

操作について説明します。 

 

 

図 2.1-79 イベントフィルタビューのコンテキストメニュー 

 

＜コピー＞ 

選択されたイベントフィルタをクリップボードにコピーします。 

 

＜貼り付け＞ 

クリップボードにコピーされたイベントフィルタを貼り付けます。ユニークなイベントフィ

ルタ IDを設定し、[OK]ボタンを押して下さい。 

 

＜新規作成＞ 

イベントフィルタを作成します。イベントフィルタ画面で各項目を設定します（図 

2.1-80）。 

 

 

図 2.1-80 イベントフィルタ新規追加画面 
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表 2.1-46 イベントフィルタ新規追加項目一覧 

項目 内容 省略 

有効チェックボック

ス： 

このイベントフィルタを有効にする場合はチェックします。

イベントフィルタを無効にする場合はチェックを外します。

デフォルトは有効です。 

－ 

ID： イベントフィルタの ID を指定します。 不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ

ID： 

イベントフィルタが所属するユーザーグループをコンボボッ

クスより選択します。 

－ 

適用場所： "グループ別ルールの実行前"または"グループ別ルールの実

行後"を選択します。 

"グループ別ルールの実行前"を選択した場合は、フィルタ対

象のイベントはグループ別ルールの実行前に破棄されます。 

"グループ別ルールの実行後"を選択した場合は、フィルタ対

象のイベントはグループ別ルールの実行後に破棄されます。 

－ 

種類： "発信元ノード"または"ルール条件"を選択します。 

"発信元ノード"を選択した場合は、フィルタ対象のイベント

の発生元ノードに関する条件を指定します。 

"ルール条件"を選択した場合は、フィルタ対象のイベントに

関する任意のルール条件を指定します。 

－ 

ドメイン名： フィルタ対象となるイベント発信元ドメイン名を指定しま

す。 

可能 

発生元ノード ID： フィルタ対象となるイベント発信元ノード ID を指定しま

す。 

可能 

ルール条件 ID： フィルタ対象となるイベントに関する任意のルール条件を指

定します。定義済みのルール条件を参照するには[参照]ボタ

ンを押します。ルール条件はあらかじめ定義しておく必要が

あります。ルール条件の設定方法については、「5.1.4 ルー

ル条件の編集」を参照して下さい。 

※1 

活性化条件： イベントフィルタの活性化条件を指定します。デフォルトで

は常に有効になっています。 

ここでは、イベントフィルタを有効にする日時範囲、無効に

する日時範囲を指定する事ができます。 

－ 

※1：「種類」で"ルール条件による指定"を選択した場合、省略できません。 

 

表 2.1-47 イベントフィルタ活性化条件 

項目 内容 

時刻による制御はしない 時刻による活性化の制御は行いません。常にイベントフィルタは

有効となります。 

以下の時間帯に有効 指定した時間帯にはイベントフィルタは有効となります。その他の

時間帯ではイベントフィルタは無効となります。 

以下の時間帯に無効 指定した時間帯にはイベントフィルタは無効となります。その他の

時間帯ではイベントフィルタは有効となります。 

 

＜削除＞ 
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選択されたイベントフィルタを削除します。 

 

＜プロパティ＞ 

イベントフィルタのプロパティ画面を開きます（図 2.1-81）。 

 

 

図 2.1-81 イベントフィルタのプロパティ画面 

 

イベントフィルタのプロパティ画面では、下記項目を指定し[OK]ボタンを押すと内容が

変更されます。 

 

表 2.1-48 イベントフィルタのプロパティ項目一覧 

項目 内容 省略 

有効チェックボック

ス： 

このイベントフィルタを有効にする場合はチェックします。

イベントフィルタを無効にする場合はチェックを外します。 

－ 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ

ID： 

イベントフィルタが所属するユーザーグループをコンボボッ

クスより選択します。 

－ 

適用場所： "グループ別ルールの実行前"または"グループ別ルールの実

行後"を選択します。 

"グループ別ルールの実行前"を選択した場合は、フィルタ対

象のイベントはグループ別ルールの実行前に破棄されます。 

"グループ別ルールの実行後"を選択した場合は、フィルタ対

象のイベントはグループ別ルールの実行後に破棄されます。 

－ 

種類： "発信元ノード"または"ルール条件"を選択します。 

"発信元ノード"を選択した場合は、フィルタ対象のイベント

の発生元ノードに関する条件を指定します。 

"ルール条件"を選択した場合は、フィルタ対象のイベントに

－ 
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関する任意のルール条件を指定します。 

ドメイン名： フィルタ対象となるイベント発信元ドメイン名を指定しま

す。 

可能 

発生元ノード ID： フィルタ対象となるイベント発信元ノード ID を指定しま

す。 

可能 

ルール条件 ID： フィルタ対象となるイベントに関する任意のルール条件を指

定します。定義済みのルール条件を参照するには[参照]ボタ

ンを押します。ルール条件はあらかじめ定義しておく必要が

あります。ルール条件の設定方法については、「5.1.4 ルー

ル条件の編集」を参照して下さい。 

※1 

活性化条件： イベントフィルタの活性化条件を指定します。 

ここでは、イベントフィルタを有効にする日時範囲、無効に

する日時範囲を指定する事ができます。 

－ 

※1：「種類」で"ルール条件による指定"を選択した場合、省略できません。 
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2.1.10 SEN パフォーマンスビュー 

SENパフォーマンスビューは、SEN サーバーの CPU 使用率やイベントの入出力数、メー

ル送信数等のパフォーマンスを表示する事が可能です。 

SENパフォーマンスビューを表示するためには、まず SENパフォーマンスビュー表示方

法を登録します。登録には、Managers 役割以上のユーザーが可能です。メニューバーか

ら[ファイル]->[SEN パフォーマンスビューを開く]を選択します。 

 

 

図 2.1-82 パフォーマンスビュー表示方法リスト画面 

表 2.1-49 パフォーマンスビュー表示方法リストのボタン 

ボタン 機能 

追加： SEN パフォーマンスビュー表示方法を追加します。 

コピー： 選択した SEN パフォーマンスビュー表示方法をコピーしま

す。 

変更： 選択した SEN パフォーマンスビュー表示方法を変更しま

す。 

削除： 選択した SEN パフォーマンスビュー表示方法を削除しま

す。 

 

パフォーマンスビュー表示方法リスト画面(図 2.1-82)にて、 [追加]、[コピー]および[変

更]ボタンを押すと図 2.1-83が表示されます。 
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図 2.1-83 パフォーマンスビュー表示方法画面 

パフォーマンスビュー表示方法画面では下記項目を指定します。 

表 2.1-50  パフォーマンスビュー表示方法項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： SEN パフォーマンスビュー表示方法の ID を指定します。 不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ

ID： 

SEN パフォーマンスビュー表示方法が所属するユーザーグ

ループをコンボボックスより選択します。 

－ 

 

表示項目を追加するには、SENパフォーマンスビュー表示方法画面(図 2.1-83)で[追加]

ボタンを押します。SENパフォーマンスビュー表示項目画面(図 2.1-84)が表示されます。 

 

 

図 2.1-84 SEN パフォーマンスビュー表示項目画面 

SENパフォーマンスビュー表示項目画面では下記項目を指定します。 
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表 2.1-51 パフォーマンスビュー表示項目項目一覧 

項目 内容 省略 

表示項目： SEN パフォーマンスビューとして監視する項目をコンボボ

ックスより選択します。選択できる項目の一覧を表 2.1-52

に示します。 

－ 

ユーザーグループ

ID： 

SEN パフォーマンス表示方法が所属するユーザーグループ

をコンボボックスより選択します。 

－ 

色： 表示色を指定します。表示色は、[参照]ボタンを押す事によ

り、すでに定義された色から選択する事が可能です。 

－ 

スケール： SEN パフォーマンスビューのスケールをコンボボックスよ

り選択します。 

－ 

 

表 2.1-52 表示項目一覧 

表示項目 説明 

カーネル CPU 使用率（％） カーネル空間で費やした CPU 使用率(%) 

CPU 使用率（％） CPU 使用率（％） 

ユーザーCPU 使用率（％） ユーザー空間で費やした CPU 使用率(%) 

ハンドル数（個） ハンドルの数 

スレッド数（個） スレッドの数 

プロセス数（個） プロセスの数 

コミットチャージ制限値（KB） コミットチャージ制限値 

コミットチャージ量（KB） コミットチャージ量 

利用可能メモリ量（KB） 利用可能なメモリの量 

カーネルページメモリ量（KB） カーネルのページング可能なメモリプールの量 

カーネル非ページメモリ量

（KB） 

カーネルのページングできないメモリプールの量 

仮想メモリ使用量（KB） SEN サーバーの仮想メモリ使用量 

入力イベント数（個/秒） ルール処理の入力イベント数 

出力イベント数（個/秒） ルール処理から出力したイベント数 

メール送信数（回/秒） SEN サーバー上で送信したメールの送信数 

※メール送信連携アダプタで送信したメールはカウ

ントされません。 

コマンドの実行数（回/秒） SEN サーバー上で実行したコマンド数 

アクションの実行回数（回/秒） プロデューサで実行したアクションの数 

 

SENパフォーマンスビューを表示するには、 パフォーマンスビュー表示方法リスト画

面から SENパフォーマンスビュー表示方法を選択し、[OK]ボタンを押下します。 
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図 2.1-85 SEN パフォーマンスビュー画面 

 

表示項目を削除するには SENパフォーマンスビュー表示方法画面(図 2.1-83)で、削

除対象の表示項目エントリーを選択し、 [削除]ボタンを押します。複数の表示項目を同

時に削除する場合は、SENパフォーマンスビュー表示方法画面(図 2.1-83)で Ctrlキ

ーまたは Shiftキーにより複数エントリーを選択して[削除]ボタンを押します。 
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2.1.11 ツールビュー 

ユーティリティ(時計)や任意のプログラム、OS コマンドなどをランチャー形式でツールビュ

ーに登録する事が可能です。ツールビューへの登録は、Users役割以上のユーザーが可

能です。メニューバーから[ツール]->[メンテナンス]->[ツールビュー]を選択します。 

 

 

図 2.1-86 コンソールツールリスト画面 

表 2.1-53 コンソールツールリスト画面のボタン 

ボタン 機能 

↑： 選択したコンソールツールの順番を繰り上げま

す。順番はツールビューの表示に反映されま

す。 

選択したコンソールツールが一番上の場合は、

不活性となります。 

↓： 選択したコンソールツールの順番を繰り下げま

す。順番はツールビューの表示に反映されま

す。 

選択したコンソールツールが一番下の場合は、

不活性となります。 

追加： コンソールツールを追加します。 

コピー： 選択したコンソールツールをコピーします。 

変更： 選択したコンソールツールを変更します。 

削除： 選択したコンソールツールを削除します。 

 

コンソールツールリスト画面(図 2.1-86)にて、 [追加]、[コピー]および[変更]ボタンを押す

と図 2.1-87が表示されます。 
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図 2.1-87 コンソールツール画面 

表 2.1-54 コンソールツール項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： ツールビューに表示するアイコンの名称を指定します。 不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

種類： “時計”または“コマンド”のいずれかが選択できます。 － 

コマンド： 実行するコマンドをフルパスで指定します。パスには環境

変数を含める事ができます。 

不可 

パラメータ： コマンドに与えるパラメータを指定します。 可能 

ディレクトリ： 設定ファイル等が格納された、コマンド実行ディレクトリ

をフルパスで指定します。パスには環境変数を含める事が

できます。 

可能 

 

コンソールツール画面 (図 2.1-87)で上記項目を指定し [OK]ボタンを押すと、登録した

内容がツールビューにアイコンで表示されます(図 2.1-88)。 
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図 2.1-88 ツールビュー画面(コンソールツール登録後)
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2.1.12 アクション実行履歴 

ルール、メインペインアイテム、イベントから実行したアクションの実行履歴（メール送

信、コマンド実行）を参照します。アクション実行履歴の参照は、Users役割以上のユーザ

ーが可能です。メニューバーから[ツール]->[ アクション実行履歴]を選択します。 

アクション実行履歴を参照する日時範囲を期間フィールドに指定します。期間フィール

ドに開始日時と終了日時を指定後、[表示]ボタンを押すと、その日時範囲内に実行したア

クション実行履歴の一覧が表示されます。 

アクション実行履歴一覧の各表示カラムタイトル(ID、ユーザーグループ ID、実行日時、

アクション種別、アクション)をクリックする事で、そのカラムをキーにアクション実行履歴をソ

ートします。ソート順の昇順・降順の切り替えが可能です。 

アクション実行履歴の参照を終了する場合は、[閉じる]ボタンを押して下さい。 

アクション実行履歴が保存される件数は、デフォルトが１、最大で 1000 となります。 

 

 

図 2.1-89 アクション実行履歴画面 

表 2.1-55アクション実行履歴項目一覧 

項目 内容 

アクション ID： アクションのユニーク性を保証するための ID です。 

アクション名： アクションの内容が表示されます。 

アクション種別： アクションの種別を表し、"SEN サーバーによる実行"、

"SEN サーバーによるメール送信"が表示されます。 

状態： アクションの状態を表し、"起動前"、"起動に失敗"、"終

了報告前に切断"、"稼働中"または"終了"が表示されま

す。 

開始時刻： アクションの開始時刻が表示されます。 

終了時刻： アクションの終了時刻が表示されます。 

実行したユーザー： アクションを実行したユーザー名が表示されます。 

終了コード： アクションの終了コードが表示されます。 
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2.1.13 警報装置停止 

警報装置停止は、SENコンソールの警報装置(パトランプ、サウンド)の停止を行います。 

警報装置停止は、メニューバーから[ツール]->[ 警報装置停止]を選択するか、ツールバ

ーの[警報装置を停止]ボタンを押します。 

 

 

図 2.1-90 警報装置を停止ボタン 

警報装置停止ボタン 
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2.1.14 コンソールイベント送信 

ユーザー定義イベントを明示的に発生させる場合は、コンソールイベントを使用しま

す。メインペインアイテムのプロパティの変更や、外部コマンドの実行を強制的に行う場合

等に使用できます。ユーザー定義イベントの発生は、Operators 役割以上のユーザーが

可能です。メニューバーから[ツール]->[コンソールイベントの送信]を選択します。 

コンソールイベントには、任意の 3 つのパラメータを設定する事が可能です。 

 

 

図 2.1-91 イベントの送信画面 

表 2.1-56 イベントの送信項目一覧 

項目 内容 省略 

種類： イベントの種類を指定します。 

現バージョンで選択可能な種類は、”コンソール汎用イ

ベント”のみです。 

－ 

パラメータ(1)： 1 番目のパラメータを指定します。 可能 

パラメータ(2)： 2 番目のパラメータを指定します。 可能 

パラメータ(3)： 3 番目のパラメータを指定します。 可能 

ユーザーグループ ID： コンソールイベント送信先のユーザーグループを選択

します。 

送信先のユーザーグループを指定する場合は、[ユーザ

ーグループ ID]チェックボックスをチェックし、コン

ボボックスから送信先ユーザーグループ ID を選択し

て下さい。 

送信先のユーザーグループを指定しない場合は、[ユー

ザーグループ ID]チェックボックスのチェックを外し

て下さい。 

－ 
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確認ダイアログメッセ

ージ： 

コンソールイベントを送信した場合に確認するダイア

ログのメッセージを設定します。 

ダイアログを表示する場合は、[確認ダイアログメッセ

ージ]チェックボックスをチェックし、表示するメッセ

ージを設定して下さい。 

ダイアログを表示しない場合は、[確認ダイアログメッ

セージ]チェックボックスのチェックを外して下さい。 

可能 

テンプレートを参照： コンソールイベント用テンプレートを使用する場合に

押下して下さい。 

－ 

 

 ! 
 

ユーザーグループ ID で指定したユーザーグループは、コンソールユーザー作

成イベントクラスの userGroupId プロパティに設定されます。ユーザーグル

ープ ID で指定したユーザーグループにのみコンソールイベントを送信する場

合は、userGroupId プロパティを使用し分配ルールにて絞り込みを行って下

さい。 

 

例として、”TestGroup” ユーザーグループにのみコンソールイベントを送信する場合は、

イベントの送信画面でユーザーグループ ID に”TestGroup”を指定します。また分配ルー

ルには、カレントイベントクラスにコンソールユーザー作成イベントを選択し、条件式に 

currentEvent.userGroupId==”TestGroup” 

と記述したルール条件を設定します。 

 

上記項目を指定し[送信]ボタンを押す事で、ユーザー定義イベントが SEN サーバーへ

送信されます。確認ダイアログメッセージを表示する設定にしている場合、確認ダイアロ

グが表示されます（図 2.1-92）。 

イベントの送信を中止する場合は、[閉じる]ボタンを押して下さい。 

 

 

図 2.1-92 イベントの送信結果画面 

コンソールイベントは、メッセージクラスではなくイベントクラスに属すため、イベントビュー

にあらかじめ用意された表示方法”{メッセージすべて}”では表示されません。コンソールイ

ベントの表示には、新たにイベントビュー表示方法を追加する必要があります。イベントビュ
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ー表示方法の追加については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

 

汎用的なコンソールイベントや再利用性の高いコンソールイベントをあらかじめテンプレ

ートとして登録する事により、入力負荷の軽減や操作ミスの抑止を期待できます。 

コンソールイベント用テンプレートを参照する場合は、イベントの送信画面(図 2.1-91)の 

[テンプレートを参照]ボタンを押して下さい。コンソールイベント用テンプレートリスト画面が

表示されます（図 2.1-93）。 

「ユーザーグループ ID」コンボボックスからユーザーグループを選択する事により、各ユ

ーザーグループに登録されているテンプレートが一覧表示されます。 

 

 

図 2.1-93 コンソールイベント用テンプレートリスト画面 

表 2.1-57  コンソールイベント用テンプレートリストのボタン 

ボタン 機能 

追加： コンソールイベント用テンプレートを追加します。 

コピー： 選択したコンソールイベント用テンプレートをコピー

します。 

変更： 選択したコンソールイベント用テンプレートを変更し

ます。 

削除： 選択したコンソールイベント用テンプレートを削除し

ます。 

 

コンソールイベント用テンプレートリスト画面(図 2.1-93)にて、[追加]、[コピー]および[変

更]ボタンを押すと図 2.1-94が表示されます。 
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図 2.1-94 コンソールイベント用テンプレート画面 

表 2.1-58 コンソールイベント用テンプレートリスト項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： コンソールイベント用テンプレートの IDを指定します。 不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ ID： 作成するテンプレートの登録先ユーザーグループを指定し

ます。 

－ 

種類： イベントの種類を指定します。 

現バージョンで選択可能な種類は、”コンソール汎用イベン

ト”のみです。 

－ 

パラメータ(1)： 1 番目のパラメータを指定します。 可能 

パラメータ(2)： 2 番目のパラメータを指定します。 可能 

パラメータ(3)： 3 番目のパラメータを指定します。 可能 

ユーザーグループ ID： コンソールイベント送信先のユーザーグループを選択しま

す。 

送信先のユーザーグループを指定する場合は、[ユーザー

グループ ID]チェックボックスをチェックし、コンボボックスか

ら送信先ユーザーグループ IDを選択して下さい。 

送信先のユーザーグループを指定しない場合は、[ユーザ

ーグループ ID]チェックボックスのチェックを外して下さい。 

－ 

確認ダイアログメッセ

ージ： 

コンソールイベントを送信した場合に確認するダイア

ログのメッセージを設定します。 

ダイアログを表示する場合は、[確認ダイアログメッセ

可能 
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ージ]チェックボックスをチェックし、表示するメッセ

ージを設定して下さい。 

ダイアログを表示しない場合は、[確認ダイアログメッ

セージ]チェックボックスのチェックを外して下さい。 
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2.1.15 放置イベントの警告 

放置イベントの警告は、未対応のイベントが放置されていれば、ダイアログ、サウンド、ビ

ープ音で警告を通知します（図 2.1-95）。 

警告が通知されたダイアログ（図 2.1-95）では、イベントエントリーを選択し[プロパティ]を

押すとイベントのプロパティを表示する事ができます。プロパティ画面の詳細は「2.1.6 イ

ベントビュー」を参照して下さい。 

放置イベントの警告の設定は、メニューバーから[ツール]->[SEN サーバー/コンソールの

設定状態]を選択し[SEN コンソールの設定]タブで設定します。設定の詳細は「3.2.4 

SEN サーバー/コンソールの設定」を参照して下さい。 

 

 ! 
 

どのグループにも分配されなかったイベントに対しては、警告が通知されま

せん。 

 

 

図 2.1-95 放置イベントの警告 

 

放置イベントの警告で表示されるイベントの項目一覧を表 2.1-59に示します。 

 

表 2.1-59 イベント項目一覧 

項目 内容 

シーケンス ID 各イベントに対する ID （Senju Enterprise Navigator

システム内部で付与される ID）を表示します。 

ステータス イベントの処理状況を表示します。 

オープン 

受付済 

割当済 

対処完了 

デフォルトはオープンです。 

ステータス変更日時 イベントのステータス変更日時 (YYYY-MM-DD 

HH:MM:SS)  
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イベントのステータスに変更が加わった場合に更新

されます。 

イベントクラス名 イベントのクラス名を表示します。 

ドメイン名 イベントのドメイン名を表す名称を表示します。 

千手：SEN コンフィグレータで設定するドメイン

名 

SNMP トラップ受信アダプタ：SEN サーバー名 

(SNMP-Trap) 

シスログ受信アダプタ：SEN サーバー名 (Syslog) 

メール受信アダプタ：SEN コンフィグレータで設

定するドメイン名 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："アダ

プタ（カスタムメッセージイベント送信コマン

ド）" 

管理プロセス："管理プロセス" 

内部イベント：管理対象システム名 

到着日時 イベントの到着日時 (YYYY-MM-DD HH:MM:SS)を表

示します。  

ユーザーグループ ID イベントが分配されたユーザーグループ ID を表示し

ます。 

重大度 イベントの重大度を表示します。 

clear(クリア) 

unknown(不定) 

warning(警告) 

minor(軽度) 

major(重大) 

critical(致命的) 

none(なし) 

この値はルールの中で設定します。ルールアクショ

ンを設定しない場合は、デフォルトの重大度は none

となり、これはブランクで表示されます。 
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2.1.16 アウトプットビュー 

アウトプットビューには、ユーザーの操作履歴がテキスト表示されます(図 2.1-96)。 

 

 

図 2.1-96 アウトプットビュー 

 

アウトプットビューには、下記の履歴が表示されます。 

・ ログイン 

・ SENサーバーに対する定義変更（ユーザー、グループ、メインビュー、ルール条

件、ルールセット等） 

・ イベントのステータス変更 

・ イベントのノート記入 

・ ビューアイテムグループのリセットおよび定義の反映 

・ メインペインアイテムのリセット 

・ ルールセットの反映 

・ ルールセットのシミュレーション 

・ コンソールイベントの送信 

・ SENサーバーデータのバックアップ 

・ ツールビューからの外部コマンド実行 

・ アクションの実行 

・ 報告書作成 

・ メール作成 
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2.1.17 ステータスバー 

ステータスバーは、SEN コンソールの下部に表示されます(図 2.1-97)。ステータスバーに

は、現在接続中の SENサーバー名、ログインユーザー名およびユーザー役割が表示され

ます。 

 

 

図 2.1-97 ステータスバー画面 

 

またステータスバーには、SENサーバーとの接続状況(接続または切断)を表すアイコン

が表示されます。 

SENサーバーとの接続状況が切断状態となった場合は、警報装置(パトランプ、サウンド)

が鳴動します。 

 

 

図 2.1-98 接続状態 

 

 

図 2.1-99 切断状態 
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2.2 SEN Web サービス操作ガイド 

2.2.1 ログイン 

Senju Enterprise Navigator Web サービスを使用するためには、まず Senju Enterprise 

Navigator システムにログインする必要があります。ログインするには、Web ブラウザのアド

レスバーに以下の URL を入力してログイン画面を表示します（図 2.2-1）。 

http://（ログイン先 SEN Web サービスホスト名）/senjuen 

 

 ! 
 

SEN Web サービスは、SEN コンソールで作成したユーザーでログインする

事ができます。 

 

 

 

図 2.2-1 ログイン画面 

ログインサーバー名：  ログインする SENサーバーのホスト名または IP アドレスが表示さ

れます。ホスト名を表示する場合は、対象 SEN サーバーへのアド

レス解決がなされている必要があります。 

 

ユーザーID： ログインするユーザーIDを指定します。 

省略できません。 

 

パスワード： ユーザーIDに対するパスワードを指定します。 

省略できません。 
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上記項目の指定後、「ログイン」を選択する事により SENサーバーへのログイン処理が

実行されます。また、SEN Webサービスを終了する場合は、ログアウトをしてからブラウ

ザ・タブ等を閉じて下さい。 

 

 

 ! 
 

SEN Web サービスにログイン中のユーザーが所属するユーザーグループに対

し、SEN コンソールにて変更・追加・削除を行った場合、SEN Web サービス

の再ログインを行って下さい。 

 

 

 ! 
 

システム導入時及びバージョンアップ時は、ログインする前に Web ブラウザ

のキャッシュをクリアして下さい。 

 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、名称に改行コードが含まれている場合、Web ブラ

ウザで正しく動作または表示しない場合があります。対象の名称については

「6.2 制限事項」を参照して下さい。 

 

 

 ! 
 

以下のように、ログイン URL にメインビューのパスを指定することで、ログ

イン直後の画面を指定できます。 

http://（SEN Web サービスホスト名）/senjuen/Login/Index#（メインビューのパス） 

 

(例) 

・表示させたいメインビューの URL 

http://（SEN Web サービスホスト名）

/senjuen/MainView/Index#senjuUserGroup/ViewCategory/ViewTop/ViewSub 

・ログイン時の URL 指定方法 

http://（SEN Web サービスホスト名）

/senjuen/Login/Index#senjuUserGroup/ViewCategory/ViewTop/ViewSub 
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2.2.2 SEN Web サービス共通画面 

SEN Web サービス共通画面を図 2.2-2に示します。 

 

 

 

 

図 2.2-2 SEN Web サービス共通画面 

オペレーションメニュー：  SEN Web サービスにおける各種機能を呼び出すためのメニ

ュー領域です。 

 

タブ：              アクティブなビュー（メインビューまたはイベントビュー）の名

称 

が表示さ れます。 

 

 

 

 

 

図 2.2-3 オペレーションメニュー 

新しいメインビューを開く 

新規にメインビューを開きます。 

 

新しいイベントビューを開く 

 オペレーションメニュー 
 
タブ 
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新規にイベントビューを開きます。 

 

バージョン情報 

SEN Web サービスのバージョン情報を表示します。 

 

ユーザーID (図 2.2-3では、senAdmin) 

 現在ログイン中のユーザーIDを表示します。 

  

ログアウト 

SEN Web サービスをログアウトします。 
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2.2.3 メインビュー 

以下、メインビューにおける基本操作について詳しく説明します。 

 

メインビューの表示 

メインビューの基本画面を図 2.2-4に示します。メインビューはログイン時に自動的に

表示されますが、新規にメインビューを表示する場合は、メニューバーから[新しいメインビ

ューを開く]を選択します。 

 

 

図 2.2-4 メインビュー画面 

 

 ! 
 

半角カナから始まるビューアイテムグループの表示する順番が、SEN Web

サ 

ービスと SEN コンソールで異なります。表示する順番の詳細は「6.8 SEN 

コンソールと SEN WEB サービスの表示の違い」を参照して下さい。 

 

メインビューは、各ユーザーグループの監視用のビューと捉える事ができます。ユーザ

ーグループは監視の目的に応じて自由に設定する事ができます。例えば、サーバー監

視、ネットワーク監視、アプリケーション監視といった視点でグループに分ける事もできま

す。また本社、支社、営業店、配送センターなどといったグループ分けも可能です。 

各グループに対して１つのメインビューが割り当てられます。グループの切り替えは、ツ

リーペインの各ユーザーグループを選択する事により行います。 

１つのメインビューは、ビューカテゴリと呼ばれる複数のページに区切られ、ビューカテ

ゴリで異なる視点からのビューを提供する事ができます。 

ビューカテゴリは、左側のツリーペインと右側のメインペインからなります。 

ツリーペインでは管理対象の階層構造をツリー表示します。ツリーペインのノードの事を

メインペインアイテム 

ビューアイテムグループ 

ビューカテゴリ 
ユーザーグループ 

ツリーペイン 

メインペイン 
選択アイテム情報 
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ビューアイテムグループと呼びます。これをクリックする事により、その階層に対応したメイ

ンペインが表示されます。またツリー構造を利用して、上位階層のビューではおおまかな

状況を把握し、下位の階層では詳細な状況を把握するといった使用も可能です。 

メインペインでは、管理対象となるオブジェクトを基本図形やビットマップイメージにより

グラフィカルに表示します。 

管理対象オブジェクトを表現する基本図形やイメージの事をメインペインアイテムと呼び

ます。メインペインアイテムには、矩形や線分、文字、イメージといったプリミティブな図形

か、プリミティブな図形を任意の数だけ組み合わせた結合図形を選択する事ができます。

表 2.2-1にプリミティブな図形の種類を示します。 

 

表 2.2-1 プリミティブ図形の種類 

 

図形名 説明 

直線 直線。始点座標と終点座標により指定します。また、線

の色の指定が可能です。点滅機能の利用でブリンクが可

能です。 

長方形 長方形。左下座標と右上座標により指定します。また、

線の色や長方形内部の塗りつぶし色の指定が可能です。

点滅機能の利用でブリンクが可能です。 

円・楕円 円・楕円。円・楕円を囲む矩形の左下座標と右上座標に

より指定します。また、線の色や円・楕円内部の塗りつ

ぶし色の指定が可能です。点滅機能の利用でブリンクが

可能です。 

イメージ イメージ。表示するイメージ ID を指定します。

Windows アイコン、Windows ビットマップ、PNG 形

式、JPEG 形式、TIFF 形式の画像の表示が可能です。

点滅機能の利用でブリンクが可能です。 

文字 文字列。フォントの種類やフォントサイズの指定が可能

です。点滅機能の利用でブリンクが可能です。 

リスト リスト表示。リストに表示するカラム、初期データ等の

指定が可能です。 

ガントチャート SEN Web サービスでは表示できません。 

実行システム SEN Web サービスでは表示できません。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、メインペインの背景は表示されません。 

また、リストアイテムのレコードがない部分の背景色は、透過表示されます。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、HTTP の URL として使用できない文字を ID に含む 

イメージアイテムは表示されません。使用できない文字の詳細は「6.2 制限事 

項」を参照して下さい。 

 

ユーザー独自のメインペインアイテムを作成するには、これらのプリミティブな図形を組

み合わせた結合アイテムとして作成します。結合アイテムについては、「4.1.2 メイン
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ペインの描画編集」を参照して下さい。 

 

監視対象オブジェクトの状態に応じてメインペインアイテムの表示状態を変える事がで

きます。例えば、監視対象となるサーバーがダウンした場合は、対応するメインペインアイ

テムの色を赤色に変化させる事で、その状態が一目で分かるようになります。これはルー

ルにより実現します。ルール条件としてあるサーバーがダウンしたというイベントを表す条

件式を、アクションとしてメインペインアイテムの色を赤に変更するというルールを記述する

事になります。ルール作成については、「5 ルール作成ガイド」を参照して下さい。 

各メインペインアイテムにはそれぞれ固有の属性（プロパティ）を持つ事ができ、コンテ

キストメニューの[プロパティ]により参照する事が可能です。プロパティには、管理対象オ

ブジェクトを特徴付ける任意の項目（ノード名、アプリケーション名等）やそのステータスを

表す項目（稼働状態、CPU 使用率、ディスク使用率等）を含める事が可能です。 

各メインペインアイテムに、関連ビューを設定する事で、別のメインペインへのハイパー

リンクを実現できます。また、アイテムに関連付けられた任意のコマンドをインタラクティブ

に実行する事ができます。 
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ビューカテゴリの編集 

SEN Web サービスでは、ビューカテゴリの編集はできません。ビューカテゴリの編集を行う

場合は、SEN コンソールを使用して下さい。 

SEN コンソールのビューカテゴリの編集については「2.1.5 メインビュー」を参照して下さい。 

 

ビューカテゴリメニューの操作 

メインビューにおけるビューカテゴリメニュー(図 2.2-5)から実行可能な操作について説明し

ます。 

 

 

図 2.2-5 ビューカテゴリメニュー 

 

＜プロパティ＞ 

ツリーペインでビューカテゴリを選択した状態で、[ビューカテゴリメニュー]の「プロパティ」を

選択するとビューカテゴリプロパティが表示されます。(図 2.2-6) 

 

 

 

図 2.2-6 ビューカテゴリプロパティ画面 
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表 2.2-2 ビューカテゴリプロパティ項目一覧 

項目 内容 

ユーザーグループ

ID： 

ユーザーグループ ID 

ID： ビューカテゴリの ID 

アイコン ID： ツリーペインに表示するビューカテゴリのアイコンの

ID 

説明： 指定されたコメント 

最終アクセス日時： ビューカテゴリプロパティ画面を表示した日時 

(YYYY-MM-DD HH:MM:SS) 
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ビューアイテムグループの編集 

SEN Web サービスでは、ビューアイテムグループの編集はできません。ビューアイテムグル

ープの編集を行う場合は、SEN コンソールを使用して下さい。 

SEN コンソールのビューアイテムグループの編集については「2.1.5 メインビュー」を参照し

て下さい。 

 

ビューアイテムグループメニューの操作 

メインビューにおけるビューアイテムグループメニュー(図 2.2-7)から実行可能な操作につ

いて説明します。 

 

 

図 2.2-7 ビューアイテムグループメニュー 

 

ビューアイテムグループに割り当てられたメインペインおよびメインペイン上の各アイテム

は、ルールによりプロパティを変更する事ができます。変更されたプロパティを定義時の状態

に戻す場合は、リセット機能を使用します。ビューアイテムグループのリセットには、そのビュ

ーアイテムグループに割り当てられたメインペインのみのリセットを行う単独リセットと、ビュー

アイテムグループ下すべての階層のメインペインをリセットする階層リセットとがあります。 

 

＜単独リセット＞ 

ツリーペインでビューアイテムグループを選択した状態で、[ビューアイテムグループメニュ

ー]の「単独リセット」を選択し、確認画面で[はい]を選択します。これにより選択したビューアイ

テムグループに割り付けられたメインペイン内のすべてのアイテムが定義時の状態にリセット

されます。 

 

＜階層リセット＞ 

ツリーペインでビューアイテムグループを選択した状態で、[ビューアイテムグループメニュ

ー]の「階層リセット」を選択し、確認画面で[はい]を選択します。これにより選択したビューアイ

テムグループ下すべての階層のメインペインについて、各メインペイン内のすべてのアイテム

が定義時の状態にリセットされます。 

 

＜プロパティ＞ 

ツリーペインでビューアイテムグループを選択した状態で、[ビューアイテムグループメニュ

ー]の「プロパティ」を選択するとビューアイテムグループプロパティが表示されます。(図 

2.2-8) 
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図 2.2-8 ビューアイテムグループプロパティ画面 

 

表 2.2-3 ビューカテゴリプロパティ項目一覧 

 

項目 内容 

ユーザーグループ

ID： 

ユーザーグループ ID 

ビューカテゴリ ID： ビューカテゴリの ID 

親のパス： 親のビューアイテムグループのパス 

ID： ビューアイテムグループの ID 

アイコン ID： ツリーペインに表示するビューアイテムグループのアイ

コンの ID 

説明： 指定されたコメント 

URI： ビューアイテムグループへのパス 

メインペイン ID： ビューアイテムグループに割当られているメインペイン

の ID 

最終アクセス日時： ビューアイテムグループプロパティ画面を表示した日時 

(YYYY-MM-DD HH:MM:SS) 
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コンテキストメニューの操作 

メインペインにおける各アイテムのコンテキストメニュー(図 2.2-9)から実行可能な操作に

ついて説明します。 

 

 

図 2.2-9 メインペインアイテムのコンテキストメニュー 

 

＜リセット＞ 

メインペインアイテムのコンテキストメニューで[リセット]を選択する事により、選択したメ

インペインアイテムのプロパティを定義時の状態に戻す事ができます。リセットを使用する

ケースには、以下のような場合が考えられます。 

管理対象オブジェクトの障害に相当するイベントを受信した場合にメインペインアイテム

の色を赤に変更し、障害復旧に相当するイベントを受信した場合にメインペインアイテム

の色を青に変更するようなルールを記述したとします。しかし何かの要因で、障害が復旧

したにも関わらず障害復旧に相当するイベントが受信できなかった場合に、手動でメイン

ペインアイテムのプロパティを定義時の状態に戻す場合に使用できます。 

 

＜上位へ＞ 

１つ上の階層にあるビューアイテムグループのメインペインに移動します。最上位のメイ

ンペインを表示している場合は、不活性となります。 

 

＜ビューを開く＞ 

メインペインアイテムのコンテキストメニューで[ビューを開く]を選択する事により、そのメ

インペインアイテムに関連づけられたビューグループにジャンプ（ハイパーリンク）します。

この機能を用いる事で、例えばあるビューグループに割り当てられたメインペインアイテム

とその下の階層に位置するビューグループとを関連付け、全体のビューから詳細なビュー

へとドリルダウンさせる事が可能です。 

メインペインアイテムからビューグループへのハイパーリンクは、SEN コンソールから設

定可能です。関連ビューの詳細は、「4.1.2 メインペインの描画編集」を参照して下

さい。 

 

＜アクションの実行＞ 
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メインペインアイテムのコンテキストメニューで[アクションの実行]を選択する事により、そ

のメインペインアイテムに関連づけられたアクションが実行できます。 

複数のメインペインアイテムを選択すると、メニューは不活性になります。 

メインペインアイテムにアクションを追加するには、SEN コンソールから設定可能です。

また、ルールからの追加も可能です。詳細は、「5.1.6 ルールの編集」を参照して

下さい。 

メインペインアイテムに関連付けられたアクションを選択するとアクションが実行され結

果が別ウィンドウに表示されます(図 2.2-10)。 

 

 

図 2.2-10 アクションの実行結果 

 

＜プロパティ＞ 

各メインペインアイテムのコンテキストメニューから[プロパティ]を選択する事で、監視対象

となるオブジェクトの定義情報や状態を参照する事ができます。プロパティには[全般]、[関

連ビュー]、[アクション]、[定義]、[状態]のリンクが存在します。 

 

[全般]リンクでは、各メインペインアイテムの ID と説明を参照します(図 2.2-11)。 
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図 2.2-11 メインペインアイテムプロパティ画面 (全般) 

 

[関連ビュー] リンクではコンテキストメニューの[ビューを開く]に表示される URIを参照す

ることができます（図 2.2-12）。 

 

 

図 2.2-12 メインペインアイテムプロパティ画面 (関連ビュー) 

 

[アクション]リンクではコンテキストメニューの[アクションの実行]に表示されるアクションの

コマンドシーケンスを参照することができます（図 2.2-13）。 
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図 2.2-13 メインペインアイテムプロパティ画面（アクション） 

 

[定義]および[状態]リンクは、ユーザーがルールの中で任意に指定する事のできるプロ

パティです。通常[定義]プロパティには、監視対象となるオブジェクトについての定義情報

（オブジェクト自身を特徴づける属性または監視定義のための属性）を設定します(図 

2.2-14)。 [状態] プロパティには、監視対象となるオブジェクトについてのステータス情報

(オブジェクトの監視ステータス)を設定します(図 2.2-15)。[定義]および[状態] プロパティ

は、ルールの中で記述します。ルールからのメインペインアイテムプロパティ設定方法につ

いては、「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照して下さい。 

 

 

図 2.2-14 メインペインアイテムプロパティ画面 (定義) 
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図 2.2-15 メインペインアイテムプロパティ画面 (状態) 
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メインペインアイテムのダブルクリック 

メインペインアイテムのダブルクリックを行った場合は、メインペインアイテムに関連付け

られたビューへジャンプ（ハイパーリンク）します。これはメインペインアイテムを選択し、コ

ンテキストメニューから[ビューを開く]を選択した場合と同じ動作です。 

関連付けられたビューが存在しないメインペインアイテムをダブルクリックした場合は、

何も動作はしません。 

また、複数の関連付けられたビューがある場合は、一番先頭にある関連ビューにジャン

プします。 
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2.2.4 イベントビュー 

以下メインビューにおける基本操作について詳しく説明します。 

 

イベントビューの表示 

イベントビューの基本画面を図 2.2-16に示します。イベントビューを表示する場合は、

メニューバーから[新しいイベントビューを開く]リンクを選択します。 

 

 

図 2.2-16 イベントビュー画面 

 

SEN Web サービスのイベントビューは、各監視対象（千手、その他運用監視ツール等）

において発生する障害事象をはじめとする各種イベントの、メッセージクラスを継承するイ

ベントについて検索が可能です。イベントビューに表示されるイベントは、通常、SEN サー

バーに接続する千手マネージャや SNMP トラップ、カスタムメッセージイベント送信コマンド

からメッセージとして受信するものですが、監視対象となるオブジェクトの属性や状態の変

化も広義のイベントとして扱われます。例えば、千手エージェントの場合、ノード定義情報、

ノードステータス情報、実行システム情報、フレームステータス情報などの変化がイベントと

して SEN サーバーに伝えられます。 

イベントビューのイベントはグループ毎に検索を行います。イベントのグループへの分配

方法はルールによって定義します。詳細は、「5.1.6.4 分配ルールの編集」を参照して

下さい。検索対象のグループを切り替えるには、上部のユーザーグループ IDのコンボボッ

クスを選択します。イベントビューは、同時に複数表示させる事が可能です。 

 

SEN Web サービスのイベントビューでは、検索を行わない限りイベントは表示されませ
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ん。検索条件を指定し「検索」を選択する事で、イベントビューに検索されたイベントを表示

する事ができます。検索条件に指定可能な項目を表 2.2-4 イベントビュー検索条件項目

一覧に示します。 

表 2.2-4 イベントビュー検索条件項目一覧 

項目 内容 省略 

シーケンス ID シーケンス ID を指定します。 可能 

ステータス イベントの処理状況を指定します。 

デフォルトで全てチェックが入った状態で表示されま

す。 

可能 

重大度 イベントの重大度を選択します。 可能 

管理対象システ

ム名 

管理対象システム名を指定します。 可能 

管理対象領域名 管理対象領域名を指定します。 可能 

メッセージ区分 メッセージ区分を指定します。 可能 

メッセージ識別

No. 

メッセージを識別する番号を指定します。 可能 

メッセージ ID メッセージ ID を指定します。 可能 

メッセージ種別 メッセージ種別を指定します。 可能 

発生日時 イベントの発生日時を指定します。 

表示する開始日付と時間、終了日付と時間を指定でき

ます。 

日付は YYYY/MM/DD で指定します。 

時間は HH:MM:SS で指定します。 

デフォルトで以下の状態で表示されます。 

開始日付：実行日付の 7 日前 

開始時間：”00:00:00” 

終了日付：実行日付 

終了時間：”23:59:59” 

※1 

発生元ノード

ID 

メッセージの発生元を表すノード ID を指定します。 可能 

発生元 APPL 名 メッセージの発生元を表すアプリケーション名を指定

します。 

可能 

メッセージテキ

スト 

メッセージ文字列を指定します。 可能 

詳細情報 詳細情報を指定します。 可能 

表示順 イベントビューに表示されるイベントの表示順を指定

します。 

昇順・降順の切り替えが可能です。 

デフォルトで表示順：シーケンス ID・降順の状態で表

示されます。 

不可 

※1 : [時間]が入力済の場合、[日付]は省略できません。 

 

 ! 
 

イベント情報の文字列の長さが制限値を超えた場合、SEN Web サービスに接

続できません。制限値については[6.2 制限事項]を参照して下さい。 

 

イベントビューに表示されるイベントの項目を表 2.2-5 イベントビュー表示項目一覧に
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示します。なお、すべてのイベントおよびそのプロパティの一覧については、「5.2.2 イベント

クラス一覧」を参照して下さい。 

 

表 2.2-5 イベントビュー表示項目一覧 

項目 内容 

シーケンス ID 各イベントに対する ID （Senju Enterprise Navigator シ

ステム内部で付与される ID） 

ステータス イベントの処理状況 

オープン 

受付済 

割当済 

対処完了 

デフォルトはオープンです。 

重大度 イベントの重大度 

clear(クリア) 

unknown(不定) 

warning(警告) 

minor(軽度) 

major(重大) 

critical(致命的) 

none(なし) 

この値はルールの中で設定します。ルールアクション

を設定しない場合は、デフォルトの重大度は none と

表示されます。 

管理対象システム名 管理対象システムを表す名称 

千手："アダプタ（千手）" 

SNMP トラップ受信アダプタ："アダプタ(SNMP-

Trap)" 

シスログ受信アダプタ："アダプタ(Syslog)" 

メール受信アダプタ："アダプタ(Mail-Receive)" 

Senju Service Manager 連携アダプタ："アダプタ

(SSM)" 

イベント連携アダプタ："アダプタ(イベント連携)" 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："アダ

プタ（カスタムメッセージイベント送信コマンド）

" 

管理プロセス："管理プロセス" 

内部イベント：管理対象システム名 

管理対象領域名 管理対象領域を表す名称 

千手：SEN コンフィグレータで設定するドメイン名 

SNMP トラップ受信アダプタ：SEN サーバー名 

(SNMP-Trap) 

シスログ受信アダプタ：SEN サーバー名 (Syslog) 

メール受信アダプタ：SEN コンフィグレータで設定

するドメイン名 

Senju Service Manager 連携アダプタ：SEN サーバー

名(Senju Service Manager) 

イベント連携アダプタ：SEN サーバー名(evtrcv) 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："アダ

プタ（カスタムメッセージイベント送信コマンド）
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項目 内容 

" 

管理プロセス："管理プロセス" 

内部イベント：管理対象システム名 

メッセージ区分 監視対象で発生したメッセージかシステム自身の障害

に関わるメッセージかの区分 

千手: 

表 2.2-6 を参照して下さい。 

SNMP トラップ：  

表 2.2-7 を参照して下さい。 

シスログ：  

表 2.2-8 を参照して下さい。 

メール：  

表 2.2-9 を参照して下さい。 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："N" 

内部イベント："S" 

メッセージ識別 No. メッセージを識別する番号 

千手：千手メッセージのシーケンス番号 

SNMP トラップ："0" 

シスログ："0" 

メール："0" 

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で

指定します。 

デフォルトは"0"です。 

内部イベント："0" 

メッセージ ID メッセージ ID 

メッセージ種別 メッセージ種別 

千手： 

表 2.2-10 を参照して下さい。 

SNMP トラップ： 

表 2.2-11 を参照して下さい。 

シスログ：  

表 2.2-12 を参照して下さい。 

メール：  

表 2.2-13 を参照して下さい。 

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で

指定します。 

内部イベント：  

表 2.2-14 を参照して下さい。 

発生日時 イベントの発生日時 (YYYY/MM/DD HH:MM:SS)  

発生元ノード ID メッセージの発生元を表すノード ID 

千手：発生元ノード ID 

SNMP トラップ：SNMP トラップ送信元ホスト名ま

たは IP アドレス 

シスログ：シスログ送信元ホスト名または IP アド

レス 

メール：接続先メールサーバー名  

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で

指定します。 

デフォルトはコマンド実行元ホスト名です。 

内部イベント：SEN サーバー名 

発生元 APPL 名 メッセージの発生元を表すアプリケーション名 

千手：発信元 APPL のノード ID＋発信元のアプリ
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項目 内容 

ケーション名 

SNMP トラップ："SNMP-Agent"または

"sjENX_Trapd" 

シスログ："Syslog"または"sjENX_Syslogd" 

メール：メールメッセージの Xmailer ヘッダーの値 

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で

指定します。 

デフォルトは"sjENX_SendEvent"です。 

内部イベント：メッセージの発生元を表すアプリケ

ーション名 

メッセージテキスト メッセージ文字列 

 

表 2.2-6 メッセージ区分一覧(千手の場合) 

メッセージ区分 内容 

"N" 千手メッセージ 

"S" システムメッセージ 

 

表 2.2-7 メッセージ区分一覧(SNMP トラップの場合) 

メッセージ区分 内容 

"N" SNMP トラップメッセージ 

"S" システムメッセージ 

 

表 2.2-8 メッセージ区分一覧(シスログの場合) 

メッセージ区分 内容 

"N" シスログメッセージ 

"S" システムメッセージ 

 

表 2.2-9 メッセージ区分一覧(メールの場合) 

メッセージ区分 内容 

"N" メールメッセージ 

"S" システムメッセージ 

 

表 2.2-10 メッセージ種別一覧(千手の場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 

"W" 警告メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

"R" 応答メッセージ 

 



2.2 SEN Webサービス操作ガイド Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

2-138 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 2-138 

 

表 2.2-11 メッセージ種別一覧(SNMP トラップの場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 

"W" 警告メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

 

表 2.2-12 メッセージ種別一覧(シスログの場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 

"W" 警告メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

 

表 2.2-13 メッセージ種別一覧(メールの場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

 

表 2.2-14 メッセージ種別一覧(内部イベントの場合) 

メッセージ種別 内容 

"I" 通常メッセージ 

"E" エラーメッセージ 

 

 

SEN Web サービスでイベント検索時には、最大 500 個のイベントを取得し、検索内容

に従ってイベントビューに表示します。500 件を超える検索結果を取得したい場合は、イ

ベントの検索結果をテキストファイルでダウンロードすることができます。 

 

 

 ! 
 

SEN Web サービスで検索が出来るイベントは、メッセージクラスを継承する

イベントかつ、検索実行日より過去 7 日間までに発生したイベントが対象と

なります。 

 

 ! 
 

画面に表示されるイベントは、検索条件に該当する上位 500 件までの結果が

表示されます。 
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イベント検索結果のダウンロード 

イベント検索結果のダウンロード手順について説明します。 

SEN Web サービスのイベントビューでは、イベント検索結果のダウンロードが可能で

す。検索する場合と同様に検索条件を指定し、「ダウンロード」を選択することで、検索さ

れたイベントの情報をテキストファイルでダウンロードすることができます。検索条件に指

定可能な項目は「表 2.2-4 イベントビュー検索条件項目一覧」を参照して下さい。 

ダウンロードファイルに出力される項目を表 2.2-15 ダウンロードファイル出力項目

一覧（search condition 部）と表 2.2-16 ダウンロードファイル出力項目一覧

（search result 部）に示します。 

 

表 2.2-15 ダウンロードファイル出力項目一覧（search condition 部） 

項目 内容 

ユーザーグループ ID 検索条件に指定されたユーザーグループ ID。 

シーケンス ID 検索条件に指定されたシーケンス ID。 

ステータス 

(オープン) 

検索条件に指定されたステータス。 

指定は”ON”、未指定は”OFF”で出力されます。 

ステータス 

(受付済) 

検索条件に指定されたステータス。 

指定は”ON”、未指定は”OFF”で出力されます。 

ステータス 

(割当済) 

検索条件に指定されたステータス。 

指定は”ON”、未指定は”OFF”で出力されます。 

ステータス 

(対処完了) 

検索条件に指定されたステータス。 

指定は”ON”、未指定は”OFF”で出力されます。 

重大度 検索条件に指定されたイベントの重大度。 

管理対象システム名 検索条件に指定された管理対象システム名。 

管理対象領域名 検索条件に指定された管理対象領域名。 

メッセージ区分 検索条件に指定されたメッセージ区分。 

メッセージ識別 No. 検索条件に指定されたメッセージ識別 No。 

メッセージ ID 検索条件に指定されたメッセージ ID。 

メッセージ種別 検索条件に指定されたメッセージ種別。 

発生日時(From) 検索条件に指定された発生開始日時。 

(YYYY/MM/DD HH:MM:SS) 

時間が未入力の場合は”00:00:00”で出力されます。 

発生日時(To) 検索条件に指定された発生終了日時。 

(YYYY/MM/DD HH:MM:SS) 

時間が未入力の場合は” 23:59:59”で出力されます。 

発生元ノード ID 検索条件で指定された発生元ノード ID。 

発生元 APPL 名 検索条件で指定された発生元 APPL 名。 

メッセージテキスト 検索条件で指定されたメッセージテキスト。 

詳細情報 検索条件で指定された詳細情報。 

表示順 (displayorder) 検索条件で指定された表示順。 

表示順 (arrangement) 検索条件で指定された表示順。 
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表 2.2-16 ダウンロードファイル出力項目一覧（search result 部） 

項目 内容 

シーケンス ID 各イベントに対する ID （Senju Enterprise Navigator システ

ム内部で付与される ID） 

ステータス イベントの処理状況 

オープン 

受付済 

割当済 

対処完了 

デフォルトはオープンです。 

重大度 イベントの重大度 

clear(クリア) 

unknown(不定) 

warning(警告) 

minor(軽度) 

major(重大) 

critical(致命的) 

none(なし) 

この値はルールの中で設定します。ルールアクションを設

定しない場合は、デフォルトの重大度は none と表示されま

す。 

管理対象システム名 管理対象システムを表す名称 

千手："アダプタ（千手）" 

SNMP トラップ受信アダプタ："アダプタ(SNMP-Trap)" 

シスログ受信アダプタ："アダプタ(Syslog)" 

メール受信アダプタ："アダプタ(Mail-Receive)" 

Senju Service Manager 連携アダプタ："アダプタ(SSM)" 

イベント連携アダプタ："アダプタ(イベント連携)" 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："アダプタ

（カスタムメッセージイベント送信コマンド）" 

管理プロセス："管理プロセス" 

内部イベント：管理対象システム名 

管理対象領域名 管理対象領域を表す名称 

千手：SEN コンフィグレータで設定するドメイン名 

SNMP トラップ受信アダプタ：SEN サーバー名 (SNMP-

Trap) 

シスログ受信アダプタ：SEN サーバー名 (Syslog) 

メール受信アダプタ：SEN コンフィグレータで設定する

ドメイン名 

Senju Service Manager 連携アダプタ：SEN サーバー名

(Senju Service Manager) 

イベント連携アダプタ：SEN サーバー名(evtrcv) 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："アダプタ

（カスタムメッセージイベント送信コマンド）" 

管理プロセス："管理プロセス" 

内部イベント：管理対象システム名 

メッセージ区分 監視対象で発生したメッセージかシステム自身の障害に関

わるメッセージかの区分 
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千手: 

表 2.2-6 を参照して下さい。 

SNMP トラップ：  

表 2.2-7 を参照して下さい。 

シスログ：  

表 2.2-8 を参照して下さい。 

メール：  

表 2.2-9 を参照して下さい。 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："N" 

内部イベント："S" 

メッセージ識別 No. メッセージを識別する番号 

千手：千手メッセージのシーケンス番号 

SNMP トラップ："0" 

シスログ："0" 

メール："0" 

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で指定

します。 

デフォルトは"0"です。 

内部イベント："0" 

メッセージ ID メッセージ ID 

メッセージ種別 メッセージ種別 

千手： 

表 2.2-10 を参照して下さい。 

SNMP トラップ： 

表 2.2-11 を参照して下さい。 

シスログ：  

表 2.2-12 を参照して下さい。 

メール：  

表 2.2-13 を参照して下さい。 

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で指定

します。 

内部イベント：  

表 2.2-14 を参照して下さい。 

発生日時 イベントの発生日時 (YYYY/MM/DD HH:MM:SS)  

発生元ノード ID メッセージの発生元を表すノード ID 

千手：発生元ノード ID 

SNMP トラップ：SNMP トラップ送信元ホスト名または

IP アドレス 

シスログ：シスログ送信元ホスト名または IP アドレス 

メール：接続先メールサーバー名  

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で指定

します。 

デフォルトはコマンド実行元ホスト名です。 

内部イベント：SEN サーバー名 

発生元 APPL 名 メッセージの発生元を表すアプリケーション名 

千手：発信元 APPL のノード ID＋発信元のアプリケーシ

ョン名 

SNMP トラップ："SNMP-Agent"または"sjENX_Trapd" 

シスログ："Syslog"または"sjENX_Syslogd" 

メール：メールメッセージの Xmailer ヘッダーの値 

カスタムメッセージイベント送信コマンド：引数で指定

します。 

デフォルトは"sjENX_SendEvent"です。 
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内部イベント：メッセージの発生元を表すアプリケーシ

ョン名 

イベントクラス名 イベントのクラス名 

ドメイン名 イベントのドメイン名を表す名称 

千手：SEN コンフィグレータで設定するドメイン名 

SNMP トラップ受信アダプタ：SEN サーバー名 (SNMP-

Trap) 

シスログ受信アダプタ：SEN サーバー名 (Syslog) 

メール受信アダプタ：SEN コンフィグレータで設定するド

メイン名 

Senju Service Manager 連携アダプタ：SEN コンフィグレータ

で設定するドメイン名 

イベント連携アダプタ：SEN コンフィグレータで設定する

ドメイン名 

カスタムメッセージイベント送信コマンド："アダプタ（カ

スタムメッセージイベント送信コマンド）" 

管理プロセス："管理プロセス" 

内部イベント：管理対象システム名 

元イベント ID 元イベントのシーケンス ID 

到着日時 イベントの SEN サーバーへの到着日時 

(YYYY/MM/DD HH:MM:SS) 

変更日時 イベントの変更日時 (YYYY/MM/DD HH:MM:SS) 

イベントのプロパティに変更が加わった場合に更新されま

す。 

ルールアクションを設定しない場合、デフォルトはブラン

クになります。 

オープンへの変更日時 イベントのステータスがオープンに変更された日時 

(YYYY/MM/DD HH:MM:SS) 

受付済への変更日時 イベントのステータスが受付済に変更された日時 

(YYYY/MM/DD HH:MM:SS) 

デフォルトはブランクになります。 

割当済への変更日時 イベントのスタータスが割当済に変更された日時 

(YYYY/MM/DD HH:MM:SS) 

デフォルトはブランクになります。 

対処完了への変更日時 イベントのステータスが対処完了に変更された日時 

(YYYY/MM/DD HH:MM:SS) 

デフォルトはブランクになります。 

更新モード イベントの更新モード 

new(新規) 

delete(削除) 

modify(変更) 

ユーザーグループ ID イベントのユーザーグループ ID 

メッセージテキスト メッセージ文字列 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでダウンロードファイルに出力されるイベントは、メッセ

ージクラスを継承するイベントかつ、検索実行日より過去 7 日間までに発生

したイベントが対象となります。 
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 ! 
 

ダウンロードファイルに出力されるイベントは、検索条件に該当する結果が

表示されます。件数の上限はありません。 

 

 ! 
 

繰り返しダウンロードした場合、Web ブラウザのキャッシュにより、ダウン

ロードファイル名に付加文言が付く場合があります。 

 

イベント検索条件の編集 

SEN Web サービスのイベントビューでは、イベント検索で指定する検索条件の保存が

可能です。検索条件を保存することで次回から検索条件入力の際に、保存した検索条

件の読込みが可能となります。また、保存した検索条件に対して上書きと削除を行うこと

ができます。 

 

＜検索条件の保存＞ 

イベントビュー画面で「検索条件保存」を選択すると検索条件入力ダイアログ(図 

2.2-17)が表示されます。検索条件入力ダイアログで「表 2.2-4 イベントビュー検索条件

保存項目一覧」の項目を指定し、「保存」を選択すると、検索条件に指定した「表 2.2-4 

イベントビュー検索条件項目一覧」と「表 2.2-17 イベントビュー検索条件保存項目一

覧」の項目が登録されます。 

 

図 2.2-17 イベントビュー検索条件入力ダイアログ 

表 2.2-17 イベントビュー検索条件保存項目一覧 

項目 内容 省略 

ユーザーグループ

ID 

イベントビュー表示方法が属すユーザーグループをコンボ

ボックスより選択します。 

不可 

検索条件名 検索条件名を指定します。 不可 
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 ! 
 

SEN Web サービスでは、名称に改行コードが含まれている場合、Web ブラ

ウザで正しく動作または表示しない場合があります。対象の名称については

「6.2 制限事項」を参照して下さい。 

 

＜検索条件の上書き＞ 

検索条件入力ダイアログ(図 2.2-17)を開き、登録済みのユーザーグループ ID と検

索像件名の組み合わせを入力すると検索条件上書き確認ダイアログ(図 2.2-18)が

表示されます。「はい」を選択すると、検索条件が上書き登録されます。 

 

 

図 2.2-18 イベントビュー検索条件上書き確認ダイアログ 

 

＜検索条件の削除＞ 

イベントビュー画面の検索条件コンボボックスから削除したい検索条件名を指定し、

「検索条件削除」を選択すると検索条件削除確認ダイアログ(図 2.2-19)が表示されま

す。「はい」を選択すると、検索条件が削除されます。 

 

 

図 2.2-19 イベントビュー検索条件削除確認ダイアログ 

 

＜検索条件の読込み＞ 

イベントビュー画面の検索条件コンボボックスから表示したい検索条件名を指定する

と、イベントビュー画面の検索条件入力欄に検索条件が表示されます。 
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イベントビューに保持されるイベント数について 

イベントビューに表示されるイベントは SEN コンソール内のメモリに蓄えられます。イベ

ントを蓄積し続けていくと、以下の基準に従って過去のイベントが自動的にイベントビュー

から消去されます。 

 

表 2.2-18 イベントビューに保持されるイベント数 

項目 内容 

イベントステータスが対

処完了でない（オープ

ン、受付済、割当済）メ

ッセージクラスに属する

イベント 

イベントビューにはグループ毎に少なくとも 3000 件

保持します。3000 件を超えると過去のイベントから

削除する処理が働きます。 

それ以外のイベント(対処

完了ステータスのメッセ

ージクラスイベント、メ

ッセージクラス以外のイ

ベント) 

イベントビューにはグループ毎に少なくとも 1500 件

保持します。1500 件を超えると過去のイベントから

削除する処理が働きます。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは上記の基準に加えて、発生から 8 日経過したイベント

は消去されます。過去 7 日間のイベント数のみ保持します。 
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コンテキストメニューの操作 

SEN Web サービスのイベントビューでは、コンテキストメニューからの操作は実行できま

せん。 
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メニューの操作 

SEN Web サービスのイベントビューにおける各イベントの実行可能な操作について説

明します。 

 

＜すべて選択＞ 

イベントが表示された状態「すべて選択」を選択すると、表示中のイベントをすべて選

択状態にします。 

 

＜すべて選択解除＞ 

イベントが表示された状態で「すべて選択解除」を選択すると、表示中のイベントをす

べて選択解除状態にします。 

 

＜プロパティ＞ 

イベントを１つ選択した状態で「プロパティ」を選択すると、各イベントがもつ属性(プロ

パティ)情報を参照します。それぞれのカテゴリには以下の情報が入ります。 

 

[全般]リンクでは、イベントの属性およびその値の一覧を表示します(図 2.2-20)。 

属性は、イベントクラスにより異なります。なお、イベントビュー画面で表示カラムを絞って

いても、この画面ですべてのイベント属性を確認できます。 

 

 

 

図 2.2-20 イベントプロパティ画面 (全般リンク) 

 



2.2 SEN Webサービス操作ガイド Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

2-148 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 2-148 

[ユーザー定義変数]リンクでは、イベントに対して付加したユーザー定義変数を表示し

ます(図 2.2-21)。ユーザー定義変数はルールの中で記述されます。ルールからのユー

ザー定義変数の設定方法については、「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照

して下さい。 

 

 

図 2.2-21 イベントプロパティ画面 (ユーザー定義変数リンク) 

 

[関連ページ]リンクでは、イベントに対する関連ビュー一覧を URL 形式で表示します

(図 2.2-22)。イベントと関連ビューとの関連付けはルールの中で記述します。ルールから

の関連ページの設定方法については、「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照

して下さい。 
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図 2.2-22 イベントプロパティ画面 (関連ページリンク) 

 

[付加情報]タブでは、イベントに対して付加したユーザー定義付加情報を表示します

(図 2.2-23)。ユーザー定義付加情報はルールの中で記述されます。ルールからの付加

情報の設定方法については、「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照して下さ

い。 

 

 

図 2.2-23 イベントプロパティ画面 (付加情報リンク) 

 

[ガイド]リンクでは、イベントに対して付加したガイド情報を表示します(図 2.2-24)。ガイド

情報はルールの中で記述されます。ルールからのガイド情報の設定方法については、

「5.2.1 ルール内で参照可能な変数」を参照して下さい。 
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図 2.2-24 イベントプロパティ画面(ガイドリンク) 

 

[ノート]リンクでは、イベントに対して記入したノート一覧を表示します(図 2.2-25)。ノート

はイベントビューにて記入します。ノートの記入方法については、「メニューの操作＜ス

テータス変更＞」を参照して下さい。 

 

 

図 2.2-25 イベントプロパティ画面(ノートリンク) 

 

ノート一覧からノートを選択して「詳細」を選択すると、ノートの詳細情報（プロパティ）を参

照します。 (図 2.2-26)。 
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図 2.2-26 ノートプロパティ画面 

 

 

[アクション実行結果]リンクではイベントに関連付けられたアクションの実行結果一覧を表

示します。アクションの実行結果を選択すると、そのアクションの標準出力・標準エラーを画

面下に表示します（図 2.2-27）。 

アクション実行結果の一覧には、アクション ID、アクション名、アクション種別、状態、開

始時刻、終了時刻、実行したユーザー、終了コードのカラムがあります。アクション IDのカ

ラムにはアクションに割り振られた IDが表示されます。アクション名のカラムにはアクション

を関連付けする時に指定したアクション名が表示されます。アクション種別のカラムには

"SENサーバーによる実行"が表示されます。状態のカラムには"実行中"、"切断"、"終了"

が表示されます。開始時刻のカラムにはアクションが開始した時間が表示されます。終了

時刻のカラムにはアクションが終了した時間が表示されます。実行したユーザーのカラムに

はアクションを実行したユーザー名が表示されます。終了コードカラムにはアクション実行

に関連付けられているコマンドシーケンスの終了コードが表示されます。 

イベントとアクションとの関連付けはルールのアクションとして行います。詳細は、

「5.1.6 ルールの編集」を参照して下さい。 
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図 2.2-27 イベントプロパティ画面（アクション実行結果リンク） 

 

[ルール実行証跡]リンクでは、ルールセットで処理されたイベントのルール IDごとの実

行証跡を表示します。選択しているイベントが処理されたルールすべてが表示されます（図 

2.2-28）。 

[ルール実行証跡]タブでは実行状態を"S"、"X"、"E"で表示し、セミコロン区切りでルー

ル IDを表示します。"S"は開始、"X"は実行中、"E"は終了を表します。 
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図 2.2-28 イベントプロパティ画面（ルール実行証跡リンク） 

 

＜ビューを開く＞ 

イベントに関連付けられたメインビューまたは外部のビュー(Web ブラウザ等)を開きま

す。イベントを選択し、「ビューを開く」を選択すると、ビュー選択ダイアログが表示されま

す(図 2.2-29)。ビュー選択ダイアログからビュー名称を選択して「開く」を選択すると、そ

のイベントに関連付けられたビューを開きます。 

イベントに関連付けられたビューが存在しない場合や、複数のイベントを選択した

場合には「ビューを開く」ボタンは不活性となります。 

イベントとビューとの関連付けはルールのアクションとして行います。詳細は、「5.1.6 

ルールの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 2.2-29 ビュー選択ダイアログ 

 

＜アクションの実行＞ 

イベントに関連付けられたアクションを実行します。イベントを選択し、「アクションの実

行」を選択すると、アクション選択ダイアログが表示されます(図 2.2-30)。アクション選択

ダイアログからアクション名を選択して「実行」を選択すると、そのイベントに関連付けられ

たアクションを実行します。 
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イベントに関連付けられたアクションが存在しない場合や複数のイベントを選択した場

合には、「アクションの実行」ボタンは不活性となります。 

イベントとアクションとの関連付けはルールのアクションとして行います。詳細は、

「5.1.6 ルールの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 2.2-30 アクション選択ダイアログ 

 

「実行」を選択すると、アクションが実行され結果が別ウィンドウに表示されます(図 

2.2-31)。「キャンセル」を選択すると、アクションは実行されません。 

 

 

図 2.2-31 アクション実行結果画面 

 

 

＜ステータス変更＞ 

イベントビューに表示されているイベントのステータス変更およびノートの記入を行いま

す。イベントを選択し、 「ステータス変更」を選択すると、イベントステータス変更ダイアロ

グ(図 2.2-32)が表示されます。 
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図 2.2-32 イベントステータス変更ダイアログ 

 

[イベント変更]チェックボックスをチェックし、ステータスの変更を行います。ステータス

には以下の 4 種類が存在します。[ステータス]コンボボックスから変更する値を選択しま

す。 

 

表 2.2-19 ステータス項目一覧 

項目 内容 

オープン イベントが新規に発生した状態を指します。デフォルトで

はイベントを受信した直後はこの値がセットされます。 

受付済 発生したイベントが認知され、受け付けられた状態を指し

ます。 

割当済 受け付けられたイベントが担当者に割り当てられた状態を

指します。 

対処完了 発生したイベントについて対処が完了している状態を指し

ます。 

 

[ノート記入]チェックボックスをチェックし、ノートの記入を行います。ノートの記入では、

下記項目を指定します。 

 

表 2.2-20 ノート記入項目一覧 

項目 内容 省略 

記入者： ノート記入者の名前を指定して下さい。 不可 

ノート： ステータス変更の理由、対処履歴などの内容を自由に記入して

下さい。 

可能 
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なお、ノート記入時には下記情報が同時に保存されます。 

 

表 2.2-21 ノート記入時に保存される情報 

項目 内容 

記入日時 ノートを記入した日時が保存されます。日時は、SEN サー

バーのマシンタイムです。 

ユーザーID ノートを記入したユーザーのユーザーID が保存されます。 

記入前ステータス ノート記入前のイベントステータスが保存されます。ノー

ト記入前のイベントステータスとは、イベントステータス

変更画面を開いた時のイベントステータスを表します。 

記入後ステータス ノート記入後のイベントステータスが保存されます。 

 

SEN Webサービスではイベントステータス変更ダイアログからイベントプロパティ画面を

表示する機能はありません。イベントプロパティ画面については、＜プロパティ＞の項を

参照して下さい。 

 

 「OK」を選択する事で、イベントステータス変更とノート記入が行われます。 

イベントステータスを変更すると、イベントステータス変更イベントが生成されます。ただ

し、オープンからオープンのように同じステータスに変更した場合には、イベントステータ

ス変更イベントは生成されません。 

複数イベントに対し、同時にイベントステータス変更とノート記入を行う事が可能です。

イベントビューのイベントエントリーを複数選択し、「ステータス変更」を選択します。 

 

＜イベントの詳細＞ 

現在、この機能はサポートされていません。 
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イベントのダブルクリック 

SEN Web サービスでは、イベントビューのダブルクリックをしてもイベントに関連付けられ

たビューへジャンプ（ハイパーリンク）しません。 
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イベントビューに表示中のイベント数表示 

SEN Web サービスのイベントビューは現在表示中のイベントが何件あるか表示します

（図 2.2-33）。 

 

 

図 2.2-33 現在表示しているイベントのイベント数表示例 
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イベントビューのソーティング 

 SEN Web サービスではイベント検索時に検索条件項目の表示順で、検索結果につ

いてソート順の昇順・降順の指定が可能です。 

 

 ! 
 

検索条件の表示順を選択し、「検索」を選択して検索を行わない限り、表示中

のソート順は変わりません。 

 

 ! 
 

表示順に指定した項目が同値のイベントが複数ある場合、シーケンス ID・降

順で表示されます。 

 

 

 

図 2.2-34 イベントビューにおけるソーティング例 
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イベントの検索 

SEN Web サービスでは、表示中のイベントに対してページ内検索機能はありません。検

索を行う場合は、再度検索条件を指定して検索を行う、または、ブラウザのテキスト検索機

能をご利用下さい。 
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3 管理ガイド 

 

管理ガイド 

 

 

 

 

 

 

この章では、Senju Enterprise Navigator の管理方法について詳しく説明します。 
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3.1 管理者のタスク 

本節では、管理者が行うべきタスクについて記述します。 
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3.1.1 グループの管理 

グループとは、アクセス権が適用されるリソースをまとめた単位の事です。ここでリソースと

は、ユーザー、ビューカテゴリ、ビューアイテムグループ（メインビューのツリーペイン）およびそ

れに割り付けたメインペイン、イメージ、ルールセット、ルール条件、コンソールルールを指しま

す。 

グループは任意に定義可能で、グループには任意のリソースを含む事ができます。例え

ば、プラットフォーム別グループ（サーバーグループ、ホストグループ、ネットワークグループ）

や、顧客別グループ（顧客 A グループ、顧客 B グループ、顧客 Cグループ）といったグルー

プ分けが可能です。 

グループの新規作成、変更、削除については Administrators役割をもつユーザーのみ可

能です。グループの参照については、全グループの参照は Administrators 役割をもつユー

ザーのみ可能であり、それ以外のユーザー役割(Managers、 Operators、 Users)は自グルー

プの参照のみが可能です。ユーザーの役割については、「3.1.2 ユーザーの管理」を参

照して下さい。 

ユーザーグループには、「{SENマスターグループ}」というデフォルトで用意されたグループ

があります。このグループはシステム提供データ（汎用的なイメージやルール）を管理するグ

ループです。「{SENマスターグループ}」は、変更および削除できません。また「{SEN マスター

グループ}」への新規リソースの追加および、既存リソースの変更、削除はできません。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスを利用している環境でユーザーグループの追加/変更/削除

を行う場合、SEN Web サービスの IIS を停止してから行って下さい。 
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3.1.2 ユーザーの管理 

Senju Enterprise Navigator におけるユーザーは、役割とグループにより規定されます。す

べてのユーザーはいずれかの役割を持ち、グループに割り当てられます。 

役割は、Senju Enterprise Navigator システムにおける各種リソースにアクセスする際の権限

を規定するものです。役割には以下の種類があります。 

 

Administrators ユーザー、グループの作成、変更、削除および、すべてのグループ

のリソースに対する編集を含むあらゆる操作を行うことができる役割。 

Administrators役割ユーザーはグループには所属せず、すべて

のグループにアクセスできます。 

 

Managers グループ内におけるユーザーの作成、変更、グループにおけるリソ

ースに対する作成、編集および操作を行う事ができる役割。 

 

Operators グループにおけるリソースに対する操作を行う事ができる役割。 

 

Users グループにおけるリソースの参照を行う事ができる役割。 

 

役割には、以下の包含関係があります。 

 

Administrators > Managers > Operators > Users 

 

ユーザーの新規作成、編集、削除については、Administrators 役割または Managers役割

(ただし所属グループの範囲内)をもつユーザーのみ可能です。 

ユーザーの参照については、Administrators 役割を持つユーザーは全ユーザーの参照が

可能であり、それ以外のユーザー(Managers、 Operators、 Users)は、自グループに所属する

ユーザーの参照のみ可能です。 
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各役割の権限を表 3.1-1に示します。 

 

表 3.1-1 各役割の権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

グループに対する処理     

グループの作成 ◎ × × × 

グループの編集 ◎ × × × 

グループの削除 ◎ × × × 

グループの参照 ◎ ○ ○ ○ 

ユーザーに対する処理     

ユーザーの作成 ◎ ○ × × 

ユーザーの編集 ◎ ○ × × 

ユーザーの削除 ◎ ○ × × 

ユーザーの参照 ◎ ○ ○ ○ 

リソースに対する処理     

リソースの作成 ◎ ○ × × 

リソースの編集 ◎ ○ × × 

リソースの削除 ◎ ○ × × 

リソースの操作 ◎ ○ ○ × 

リソースの参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 

 

 ! 
 

ユーザーが複数のグループに所属する場合の扱いは若干複雑です。例えば、

あるユーザーA はグループ X に所属するとし、ユーザーB はグループ X と Z

に所属するとします。このときグループ X の Managers 役割ユーザーC は、

ユーザーA の属性を変更したり、削除する事が可能ですが、ユーザーB につ

いては参照はできますが、変更や削除を行う事はできません。すなわち他の

ユーザー属性の変更や削除を行う事ができるユーザーは、変更対象となるユ

ーザーが所属するすべてのグループに属し、かつそのすべてのグループに対

して Managers 役割以上の権限を有する必要があります。 

また、グループ X の Operators 役割ユーザーD は、ユーザーA 及び B の参照

のみできます。 

  

 ! 
 

SEN Web サービスを利用している環境でユーザーの追加/変更/削除を行う場

合、SEN Web サービスの IIS を停止してから行って下さい。 
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3.1.3 メインビューの管理 

各グループのメインビューの管理は、そのグループに所属する Managers役割以上のユー

ザーが行います。 

メインビューの管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を表 3.1-2

に示します。 

ビューアイテムグループのリセット及び定義の反映については、運用要件に応じた

権限の変更が可能です。権限の変更については、別冊の「インストールガイド」の

「6.2.6 Senju Enterprise Navigator 各種権限の変更手順」を参照して下さい。 

 

メインペインの新規作成、編集、削除 

ユーザーが所属するグループのメインペインの作成、編集、削除を行います。 

メインペイン(定義)の新規作成、編集、削除は、Managers 役割以上のユーザーが可能で

す。 

メインペインの作成、編集手順については、「4.1 メインペインの作成・編集手順」を

参照して下さい。 

 

ビューカテゴリの新規作成、編集、削除 

ユーザーが所属するグループのビューカテゴリの作成、編集、削除を行います。 

ビューカテゴリの新規作成、変更、削除は、Managers役割以上のユーザーが可能です。 

ビューカテゴリの作成、変更手順については、「2.1.5 メインビュー」を参照して下さ

い。 

 

ビューアイテムグループ(ツリーペインのノード)の新規作成、編集、削除 

ユーザーが所属するグループのビューアイテムグループの作成、変更、削除を行います。 

ビューアイテムグループの作成、変更、削除は、Managers 役割以上のユーザーが可能で

す。 

ビューアイテムグループの作成、変更手順については、「2.1.5 メインビュー」を参照

して下さい。 

 

メインペインアイテムのリセットおよび定義の反映 

ユーザーが所属するグループのビューアイテムグループに割り付けられたメインペインアイ

テムのリセットおよび定義の反映を行います。 

ビューアイテムグループに割り付けられた各メインペインのメインペインアイテムのリセット

は、Operators 役割以上のユーザーが可能です。ビューアイテムグループのコンテキストメニ

ューからのメインペインの全アイテムのリセットおよび定義の反映は、Operators役割以上のユ

ーザーが可能です。 

リセットおよび定義反映手順については、「2.1.5 メインビュー」を参照して下さい。 
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メインペインアイテムへの関連ビューの新規作成、変更、削除 

ユーザーが所属するグループのビューアイテムグループに割り付けられたメインペインアイ

テムへの関連ビューの新規作成、変更、削除を行います。 

ビューアイテムグループに割り付けられたメインペインアイテムへの関連ビューの新規作

成、変更、削除は、Managers 役割以上のユーザーが可能です。 

関連ビューの新規作成、変更、削除については、「2.1.5 メインビュー」を参照して下

さい。 

 

メインペインアイテムへのアクションの新規作成、変更、削除 

ユーザーが所属するグループのビューアイテムグループに割り付けられたメインペインアイ

テムへのアクションの新規作成、変更、削除を行います。 

ビューアイテムグループに割り付けられたメインペインアイテムへのアクションの新規作成、

変更、削除は Managers役割以上のユーザーが可能です。 

アクションの新規作成、変更、削除については、「2.1.5 メインビュー」を参照して下さ

い。 

 

メインペインアイテムからのアクションの実行 

ユーザーが所属するグループのビューアイテムグループに割り付けられたメインペインアイ

テムからアクションの実行を行います。 

ビューアイテムグループに割り付けられたメインペインアイテムからのアクションの実行は

Operators役割以上のユーザーが可能です。 

アクションの実行については、「2.1.5 メインビュー」を参照して下さい。 

 

メインペインアイテムのプロパティ参照 

メインペインが属すグループに対するメインペインアイテムのプロパティを参照できます。 

各メインペインアイテムのプロパティ参照は、Users役割以上のユーザーで可能です。 

 

表 3.1-2 メインビュー/メインペインの権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

メインペインに対する処理     

メインペインの作成 ◎ ○ × × 

メインペインの編集 ◎ ○ × × 

メインペインの削除 ◎ ○ × × 

ビューカテゴリに対する処理     

ビューカテゴリの作成 ◎ ○ × × 

ビューカテゴリの編集 ◎ ○ × × 

ビューカテゴリの削除 ◎ ○ × × 

ビューアイテムグループに対する処理     

ビューアイテムグループの作成 ◎ ○ × × 
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Administrators Managers Operators Users 

ビューアイテムグループの編集 ◎ ○ × × 

ビューアイテムグループの削除 ◎ ○ × × 

ビューアイテムグループのリセット ◎ ○ ○ × 

ビューアイテムグループの 

定義の反映 

◎ ○ ○ × 

メインペインアイテムに対する処理     

メインペインアイテムのリセット ◎ ○ ○ × 

メインペインアイテムへの 

関連ビューの追加 

◎ ○ × × 

メインペインアイテムへの 

関連ビューの変更 

◎ ○ × × 

メインペインアイテムへの 

関連ビューの削除 

◎ ○ × × 

メインペインアイテムへの 

アクションの追加 

◎ ○ × × 

メインペインアイテムへの 

アクションの変更 

◎ ○ × × 

メインペインアイテムへの 

アクションの削除 

◎ ○ × × 

メインペインアイテムへの 

アクションの実行 

◎ ○ ○ × 

メインペインアイテムのプロパティ参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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3.1.4 イベントビューの管理 

イベントビューの管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を表 3.1-3

に示します。 

イベントステータスの変更及びノートの記入については、運用要件に応じた権限の変更が

可能です。権限の変更については、別冊の「インストールガイド」の「6.2.6 Senju 

Enterprise Navigator 各種権限の変更手順」を参照して下さい。 

 

イベント表示方法の新規作成、変更、削除 

ユーザーが所属するグループのイベント表示方法の新規作成、変更、削除を行います。 

イベント表示方法の新規作成、変更、削除は Managers役割以上のユーザーで可能です。 

イベント表示方法の新規作成、変更、削除については、「2.1.6 イベントビュー」を参

照して下さい。 

 

過去イベントの取得 

日時範囲を指定し過去イベントの取得を行います。過去イベントの種類には、SEN サーバ

ーが受信したルール実行前の到着イベントと、分配ルールにより各グループに振り分けられ

た分配後イベントを指定します。 

到着イベントに対する過去イベントの取得は、Administratorｓ役割のユーザーのみ可能で

す。 

分配後イベントに対する過去イベントの取得は、Users役割以上のユーザーで可能です。 

 

ビューの参照 

イベントに関連付けられたメインビューまたは外部のビュー(Web ブラウザ等)を開きます。 

関連するビューの参照は、Users役割以上のユーザーで可能です。 

関連するビューの参照については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

 

イベントステータスの変更 

イベントステータスの変更を行います。対象となるイベントは、分配ルールによりそのユーザ

ーが属するグループに振り分けられたイベントです。 

イベントステータスの変更は、Operators 役割以上のユーザーで可能です。 

イベントステータスの変更については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

 

ノートの記入 

イベントに対しノートの記入を行います。対象となるイベントは、分配ルールによりそのユー

ザーが属するグループに振り分けられたイベントです。 

ノートの記入は、Operators役割以上のユーザーで可能です。 

ノートの記入については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 
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アクションの実行 

イベントに関連付けられたアクションを実行します。 

アクションの実行は、Operators役割以上のユーザーで可能です。 

アクションの実行については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

 

メールの送信 

テンプレートファイルによりイベントに関連付けられたメールを送信します。 

メールの送信は、Operators役割以上のユーザーで可能です。 

メールの送信については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

テンプレートファイルについては、別冊の「インストールガイド」の「6.2.7 メール自

動作成機能のテンプレート」を参照して下さい。 

 

報告書の作成 

テンプレートファイルによりイベントに関連付けられた報告書を作成します。 

報告書の作成は、Operators役割以上のユーザーで可能です。 

報告書の作成については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

テンプレートファイルについては、別冊の「インストールガイド」の「6.2.8 報告書自

動作成機能のテンプレート」を参照して下さい。 

 

イベントフィルタの新規作成 

ユーザーが所属するグループのイベントフィルタの新規作成を行います。 

イベントフィルタの新規作成は Operators 役割以上のユーザーで可能です。 

イベントフィルタの新規作成については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

 

ルール条件の新規作成 

選択したイベントを元にユーザーが所属するグループのルール条件の新規作成を行いま

す。対象となるイベントは、分配ルールによりそのユーザーが属するグループに振り分けられ

たイベントです。 

ルール条件の新規作成は Managers役割以上のユーザーで可能です。 

ルール条件の新規作成については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

 

ノウハウの新規作成 

イベントに対してノウハウの新規作成を行います。対象となるイベントは、分配ルールにより

そのユーザーが属するグループに振り分けられたイベントです。 

ノウハウの新規作成は Managers役割以上のユーザーで可能です。 

ノウハウの新規作成については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 
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ルールセットのシミュレーション 

イベントに対してルールセットのシミュレーションを行います。 

ルールセットのシミュレーションは Administrators 役割のユーザーのみ可能です。 

ルールセットのシミュレーションについては、「5.1.10 ルールセットのシミュレーショ

ン」を参照して下さい。 

 

イベントプロパティの参照 

イベントプロパティの参照を行います。対象となるイベントは、分配ルールによりそのユーザ

ーが属するグループに振り分けられたイベントです。 

イベントプロパティの参照は、Users役割以上のユーザーで可能です。 

イベントプロパティの参照については、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

 

表 3.1-3 イベントビューの権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

イベント表示方法に対する処理     

イベント表示方法の作成 ◎ ○ × × 

イベント表示方法の変更 ◎ ○ × × 

イベント表示方法の削除 ◎ ○ × × 

過去イベントの取得に対する処理     

到着イベントの取得 ◎ × × × 

分配後イベントの取得 ◎ ○ ○ ○ 

イベントに対する処理     

関連するビューの参照 ◎ ○ ○ ○ 

イベントステータスの変更 ◎ ○ ○ × 

ノートの記入 ◎ ○ ○ × 

アクションの実行 ◎ ○ ○ × 

メールの送信 ◎ ○ ○ × 

報告書の作成 ◎ ○ ○ × 

イベントフィルタの作成 ◎ ○ ○ × 

ルール条件の作成 ◎ ○ × × 

ノウハウの作成 ◎ ○ × × 

ルールセットのシミュレーション ◎ × × × 

イベントプロパティの参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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3.1.5 ノウハウビューの管理 

ノウハウビューの管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を表 

3.1-4に示します。 

ノウハウの新規作成、変更、削除については、運用要件に応じた権限の変更が可能で

す。権限の変更については、別冊の「インストールガイド」の「6.2.6 Senju 

Enterprise Navigator 各種権限の変更手順」を参照して下さい。 

 

ノウハウの新規作成、変更、削除 

ユーザーが所属するグループのノウハウの新規作成、変更、削除を行います。 

ノウハウの新規作成、変更、削除は、Managers役割以上のユーザーで可能です。 

ノウハウの新規作成、変更、削除については、「2.1.7 ノウハウビュー」を参照して下さ

い。 

 

ノウハウプロパティの参照 

ユーザーが所属するグループのノウハウプロパティの参照を行います。 

ノウハウプロパティの参照は、Users役割以上のユーザーで可能です。 

ノウハウプロパティの参照については、「2.1.7 ノウハウビュー」を参照して下さい。 

 

表 3.1-4 ノウハウビューの権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

ノウハウに対する処理     

ノウハウの作成 ◎ ○ × × 

ノウハウの変更 ◎ ○ × × 

ノウハウの削除 ◎ ○ × × 

ノウハウの参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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3.1.6 イベントフィルタビューの管理 

イベントフィルタビューの管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限

を表 3.1-5に示します。 

 

イベントフィルタの新規作成、変更、削除 

ユーザーが所属するグループのイベントフィルタの新規作成、変更、削除を行います。 

イベントフィルタの新規作成、変更、削除は、Operators役割以上のユーザーで可能です。 

イベントフィルタの新規作成、変更、削除については、「2.1.9 イベントフィルタビュ

ー」を参照して下さい。 

 

イベントフィルタプロパティの参照 

ユーザーが所属するグループのイベントフィルタプロパティの参照を行います。 

イベントフィルタプロパティの参照は、Users 役割以上のユーザーで可能です。 

イベントフィルタプロパティの参照については、「2.1.9 イベントフィルタビュー」を参

照して下さい。 

 

表 3.1-5 イベントフィルタビューの権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

イベントフィルタに対する処理     

イベントフィルタの作成 ◎ ○ ○ 

※1 

× 

イベントフィルタの変更 ◎ ○ ○ 

※1 

× 

イベントフィルタの削除 ◎ ○ ○ × 

イベントフィルタの参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 

※1:「適用場所」が「グループ別ルールの実行後」のみ作成及び変更可能 
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3.1.7 SEN パフォーマンスビューの管理 

SENパフォーマンスビューの管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権

限を表 3.1-6に示します。 

 

SEN パフォーマンス表示方法の新規作成、変更、削除 

SENパフォーマンス表示方法の新規作成、変更、削除を行います。 

SENパフォーマンスの新規作成、変更、削除は、Managers 役割以上のユーザーで可能で

す。 

SENパフォーマンス表示方法の新規作成、変更、削除については、「2.1.10 SEN パフォ

ーマンスビュー」を参照して下さい。 

 

SEN パフォーマンス表示方法プロパティの参照 

ユーザーが所属するグループの SEN表示方法プロパティの参照を行います。 

SENパフォーマンス表示方法プロパティの参照は、Users 役割以上のユーザーで可能で

す。 

SENパフォーマンス表示方法プロパティの参照については、「2.1.10 SEN パフォーマン

スビュー」を参照して下さい。 

 

表 3.1-6 SENパフォーマンス表示方法の権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

SENパフォーマンス表示方法に対する処理     

SENパフォーマンス表示方法の作成 ◎ ○ × × 

SENパフォーマンス表示方法の変更 ◎ ○ × × 

SENパフォーマンス表示方法の削除 ◎ ○ × × 

SENパフォーマンス表示方法の参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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3.1.8 ルールセットの管理 

ルールセットの管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を表 3.1-7

に示します。 

 

ルールセットの新規作成、変更、削除 

ルールセットの新規作成、プロパティの変更、削除を行います。 

ルールセットの新規作成、変更、削除は、Administrators役割のユーザーのみ可能です。 

ルールセットの新規作成、変更、削除については、「5.1.6 ルールの編集」を参照して

下さい。 

 

ルールセットへのルールの追加、変更、削除 

ルールセットへの共通ルール、分配ルール、グループ別ルール、グローバル定義ルールの

追加、変更、削除を行います。 

ルールセットへの共通ルール、分配ルールならびにグローバル定義ルールの追加、変更、

削除は、Administrators 役割のユーザーのみ可能です。Administrators役割以外のユーザ

ーは、参照のみ可能です。 

各グループ別ルールの追加、変更、削除は、そのグループに属す Managers役割以上の

ユーザーで可能です。Operators役割および Users役割ユーザーは、自分の所属するグル

ープのルールに対して参照のみが可能です。 

ルールセットへのルールの追加、変更、削除については、「5.1.6 ルールの編集」を参

照して下さい。 

 

ルールセットの保存 

編集したルールセットの保存を行います。 

ルールセットの保存は、Managers役割以上のユーザーで可能です。 

ルールセットの保存については、「5.1.6 ルールの編集」を参照して下さい。 

 

ルールセットの反映 

新規作成または変更したルールセットを有効にするため、ルールセットの反映を行います。 

ルールセットの反映は、Administrators 役割のユーザーのみ可能です。 

ルールセットの反映については、「5.1.8 ルールセットの反映」を参照して下さい。 
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ルールセットのシミュレーション 

イベントに対してルールセットのシミュレーションを行います。 

ルールセットのシミュレーションは、Administrators役割のユーザーのみ可能です。 

ルールセットのシミュレーションについては、「5.1.10 ルールセットのシミュレー

ション」を参照して下さい。 

表 3.1-7 ルールセットの権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

ルールセットに対する処理     

ルールセットの作成 ◎ × × × 

ルールセットのプロパティの変更 ◎ × × × 

ルールセットの削除 ◎ × × × 

ルールセットへの共通ルールの追加 ◎ × × × 

ルールセットの共通ルールの変更 ◎ × × × 

ルールセットの共通ルールの削除 ◎ × × × 

ルールセットの共通ルールの参照 ◎ ◎ ◎ ◎ 

ルールセットの共通ルールの関数・

変数定義の編集 

◎ × × × 

ルールセットの共通ルールの関数・

変数定義の参照 

◎ ◎ ◎ ◎ 

ルールセットへの分配ルールの追加 ◎ × × × 

ルールセットの分配ルールの変更 ◎ × × × 

ルールセットの分配ルールの削除 ◎ × × × 

ルールセットの分配ルールの参照 ◎ ◎ ◎ ◎ 

ルールセットへのグループ別 

ルールの追加 

◎ ○ × × 

ルールセットのグループ別 

ルールの変更 

◎ ○ × × 

ルールセットのグループ別 

ルールの削除 

◎ ○ × × 

ルールセットのグループ別 

ルールの参照 

◎ ○ ○ ○ 

ルールセットのグループ別ルールの

関数・変数定義の編集 

◎ ○ × × 

ルールセットのグループ別ルールの

関数・変数定義の参照 

◎ ○ ○ ○ 

ルールセットのグローバル定義 

ルールの編集 

◎ × × × 

ルールセットのグローバル定義 

ルールの参照 

◎ ◎ ◎ ◎ 

ルールセットの保存 ◎ ○ × × 

ルールセットの反映 ◎ × × × 

ルールセットのシミュレーション ◎ × × × 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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3.1.9 コンソールルールの管理 

コンソールルールの管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を表 

3.1-8に示します。 

 

コンソールルールの編集 

ユーザーが所属するグループのコンソールルールの編集を行います。 

コンソールルールの編集は、Managers役割以上のユーザーが可能です。Operators役

割および Users役割ユーザーは、自分の所属するグループのコンソールルールに対して

参照のみが可能です。 

コンソールルールについては、「5.1.7 コンソールルールの編集」を参照して下さ

い。 

 

表 3.1-8 コンソールルールの権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

コンソールルールに対する処理     

コンソールルールの編集 ◎ ○ × × 

コンソールルールの参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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3.1.10 ルール条件の管理 

ルール条件の管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を表 3.1-9に

示します。 

 

ルール条件の新規作成 

ユーザーが所属するグループのルール条件の新規作成を行います。 

ルール条件の新規作成は、Managers役割以上のユーザーが可能です。Operators役割

および Users 役割ユーザーは、自分の所属するグループに対してルール条件の参照のみが

可能です。 

ルール条件の新規作成については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

 

ルール条件の変更 

ユーザーが所属するグループのルール条件の変更を行います。 

ルール条件の変更は、Managers役割以上のユーザーが可能です。 

ルール条件の変更については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

 

ルール条件のコピー 

ユーザーが所属するグループのルール条件のコピーを行います。 

ルール条件のコピーは、Managers役割以上のユーザーが可能です。 

ルール条件のコピーについては、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

 

ルール条件の削除 

ユーザーが所属するグループのルール条件の削除を行います。 

ルール条件の削除は、Managers役割以上のユーザーが可能です。 

ルール条件の削除については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。  

 

表 3.1-9 ルール条件の権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

ルール条件に対する処理     

ルール条件の作成 ◎ ○ × × 

ルール条件の変更 ◎ ○ × × 

ルール条件のコピー ◎ ○ × × 

ルール条件の削除 ◎ ○ × × 

ルール条件の参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 3.1 管理者のタスク 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 3-21 3-21 

3.1.11 コンソールイベントの管理 

コンソールイベントの管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を表 

3.1-10 に示します。 

コンソールイベントの送信ついては、運用要件に応じた権限の変更が可能です。権限

の変更については、別冊の「インストールガイド」の「6.2.6 Senju Enterprise 

Navigator 各種権限の変更手順」を参照して下さい。 

 

コンソールイベントの送信 

SENサーバーに対して、コンソールイベントの送信を行います。 

コンソールイベントの送信は、Operators 役割以上のユーザーで可能です。 

コンソールイベントの送信については、「2.1.14 コンソールイベント送信」を参照して

下さい。 

 

コンソールイベント用テンプレートの新規作成、変更、削除 

ユーザーが所属するグループのコンソールイベント用テンプレートの新規作成、変更、削除

を行います。 

コンソールイベント用テンプレートの新規作成、変更、削除は、Managers 役割以上のユー

ザーで可能です。 

コンソールイベント用テンプレートの新規作成、変更、削除については、「2.1.14 コンソ

ールイベント送信」を参照して下さい。 

 

コンソールイベント用テンプレートの参照 

ユーザーが所属するグループのコンソールイベント用テンプレートの参照を行います。 

コンソールイベント用テンプレートの参照は、Users役割以上のユーザーで可能です。 

コンソールイベント用テンプレートについては、「2.1.14 コンソールイベント送信」を

参照して下さい。 
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表 3.1-10 コンソールイベント用テンプレートの権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

コンソールイベントに対する処理     

コンソールイベントの送信 ◎ ○ ○ × 

コンソールイベント用 

テンプレートに対する処理 

    

コンソールイベント用 

テンプレートの作成 

◎ ○ × × 

コンソールイベント用 

テンプレートの変更 

◎ ○ × × 

コンソールイベント用 

テンプレートの削除 

◎ ○ × × 

コンソールイベント用 

テンプレートの参照 

◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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3.1.12 イメージの管理 

イメージの管理で行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を表 3.1-11に

示します。 

 

イメージのアップロード 

ユーザーが所属するグループに対して、イメージのアップロードを行います。Windowsアイ

コン、Windowsビットマップ、PNG、JPEG、TIFF 形式のイメージを SENサーバーへアップロー

ドする事ができます。 

イメージのアップロードは、Managers役割以上のユーザーが可能です。 

 

イメージの削除 

SENサーバー上へアップロードされたイメージの削除を行います。 

イメージの削除は、Managers役割以上のユーザーが可能です。 

 

イメージの参照 

SENサーバー上へアップロードされたイメージの参照を行います。 

イメージの参照は、Users役割以上のユーザーが可能です。 

 

表 3.1-11 イメージの権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

イメージに対する処理     

イメージのアップロード ◎ ○ × × 

イメージの削除 ◎ ○ × × 

イメージの参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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3.1.13 エクスポート/インポート 

エクスポート/インポートで行うべきタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を表 

3.1-12に示します。 

 

エクスポート 

ルールセットやイメージなどのリソースを他の Senju Enterprise Navigator システムへ

移行するため、指定したリソースを XMLファイルに出力します。 

エクスポートは Operators役割以上のユーザーが可能です。Manager 役割および

Operators 役割ユーザーは、ルールセットを除き、自分の所属するグループのリソースのみ

エクスポートが可能です。ルールセットに関しては、実行するユーザーの役割に関わらず、

すべてのグループに関するルールがエクスポートされます。 

 

インポート 

ルールセットやイメージなどのリソースを他の Senju Enterprise Navigator システムか

ら移行するため、指定した XMLファイルからリソースを読込みます。 

インポートは Managers役割以上のユーザーが可能です。Manager 役割のユーザーは、

自分の所属するグループのリソースへのみインポートが可能です。 

 

表 3.1-12 エクスポート/インポートにおける各種設定の権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

エクスポート/インポート処理     

エクスポート ◎ ○ ○ × 

インポート ◎ ○ × × 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 可能 

× : 不可 
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3.1.14 SEN サーバーにおける各種設定 

SENサーバーにおける各種設定で行うタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を

表 3.1-13に示します。 

 

メールサーバーの設定 

メールサーバー(SMTP サーバー)の設定を行います。 

メールサーバーの設定は、Administrators 役割のユーザーのみが可能です。 

メールサーバーの設定については、「3.2.4 SENサーバー/コンソールの設定」を参

照して下さい。 

  

自動バックアップの設定 

自動バックアップを行うためのバックアップスケジュールの設定を行います。 

自動バックアップの設定は、Administrators 役割のユーザーのみが可能です。 

自動バックアップの設定については、「3.2.4 SENサーバー/コンソールの設定」を参

照して下さい。 

 

SEN サーバーログファイルの設定 

SENサーバーログの出力ログレベル、ログサイズ、ログシフトの設定を行います。 

SENサーバーログファイルの設定は、Administrators役割のユーザーのみが可能です。 

SENサーバーログファイルの設定については、「3.2.4 SENサーバー/コンソールの設

定」を参照して下さい。 

 

SEN サーバーパフォーマンス調査の設定 

SENサーバーパフォーマンス調査を行うためのルール実行状況の記録間隔、SEN パフォ

ーマンスビューの更新間隔の設定を行います。 

SENサーバーパフォーマンス調査の設定は、Administrators役割のユーザーのみが可能

です。 

SENサーバーパフォーマンス調査の設定については、「3.2.4 SENサーバー/コンソー

ルの設定」を参照して下さい。 

 

手動バックアップ実行 

手動バックアップを実行します。 

手動バックアップの実行は、Operators 役割以上のユーザーで可能です。 

手動バックアップの実行については、「3.3.5 SENサーバーのデータバックアップ」

を参照して下さい。 

 

表示条件の設定 

SEN コンソールのイベントビューの表示条件の設定を行います。この設定は接続する全
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SEN コンソールに反映されます。 

表示条件の設定は、Administrators 役割のユーザーのみが可能です。 

表示条件の設定については、「3.2.4 SENサーバー/コンソールの設定」を参照して

下さい。 

 

表 3.1-13 SENサーバーにおける各種設定の権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

SENサーバーに対する設定     

メールサーバーの設定 ◎ × × × 

自動バックアップの設定 ◎ × × × 

SENサーバーログファイルの設定 ◎ × × × 

SENサーバーパフォーマンス調査の設定 ◎ × × × 

手動バックアップの実行 ◎ ◎ ◎ × 

表示条件の設定 ◎ × × × 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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3.1.15 SEN コンソールにおける各種設定 

SEN コンソールにおける各種設定は、ログインしている端末に対してのみ有効です。これら

設定は SEN コンソール上に保存され、SENサーバー上には保存されません。 

SEN コンソールにおける各種設定で行うタスクは以下のとおりです。また、各役割の権限を

表 3.1-14に示します。 

 

ツールビューの設定 

ツールビューへユーティリティ(時計)や任意のプログラム、OS コマンドなどを登録します。 

ツールビューの設定は、Users 役割以上のユーザーが可能です。 

ツールビューの設定については、「2.1.11 ツールビュー」を参照して下さい。 

 

SEN コンソールログファイルの設定 

SEN コンソールログの出力ログレベル、ログサイズ、ログシフトの設定を行います。 

SEN コンソールログファイルの設定は、Operators役割以上のユーザーが可能です。 

SEN コンソールログファイルの設定については、「3.2.4 SENサーバー/コンソールの

設定」を参照して下さい。 

 

放置イベントの警告の設定 

放置イベントの警告に関する各種設定を行います。 

放置イベント警告の設定は、Operators役割以上のユーザーが可能です。 

放置イベント警告の設定については、「3.2.4 SENサーバー/コンソールの設定」を参

照して下さい。 

 

報告書保存ディレクトリの設定 

報告書を保存するディレクトリの設定を行います。 

報告書保存ディレクトリの設定は、Operators 役割以上のユーザーが可能です。 

報告書保存ディレクトリの設定については、「3.2.4 SENサーバー/コンソールの設

定」を参照して下さい。 

 

警報装置設定 

SEN コンソールの警報装置(パトランプ、サウンド)の設定を行います。 

警報装置の設定は、Operators役割以上のユーザーが可能です。 

警報装置の設定については、「3.2.4 SENサーバー/コンソールの設定」を参照して

下さい。 
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警報装置停止 

SEN コンソールの警報装置(パトランプ、サウンド)の停止を行います。 

警報装置の停止は、Users役割以上のユーザーが可能です。 

警報装置の停止については、「2.1.13 警報装置停止」を参照して下さい。 

 

表 3.1-14 SENコンソールにおける各種設定の権限 

 
Administrators Managers Operators Users 

SENコンソールに対する設定     

ツールビューの設定 ○ ○ ○ ○ 

SENコンソールログファイルの設定 ○ ○ ○ × 

放置イベント警告の設定 ○ ○ ○ × 

報告書保存ディレクトリの設定 ○ ○ ○ × 

警報装置の設定 ○ ○ ○ × 

警報装置の停止 ○ ○ ○ ○ 

○ : 可能 

× : 不可 
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3.2 SEN コンソールからの設定操作 

本章では、SEN コンソールから行う各種設定操作について説明します。 
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3.2.1 グループの編集 

 

グループの新規作成 

グループを新規に作成する場合は、メニューバーより[ツール]->[メンテナンス(管理者)]-

>[ユーザーグループ]を選択します。 

 

 

図 3.2-1 ユーザーグループリスト画面 

 

ユーザーグループリスト画面(図 3.2-1)で、[追加]ボタンを押します。 

 

 

図 3.2-2 ユーザーグループプロパティ画面 

表 3.2-1 ユーザーグループプロパティ項目一覧 

項目 内容 省略 

ID ユーザーグループ IDを指定します。 不可 

説明 コメントを指定します。 可能 

 

ユーザーグループプロパティ画面(図 3.2-2)では、ユーザーグループ ID とグループの説

明を指定し[OK]ボタンを押します。これによりグループが新規に登録されます。 
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グループのコピー 

既存のグループをコピーして新たにグループを作成する場合は、ユーザーグループリス

ト画面(図 3.2-1)でコピー元のグループを選択し、[コピー]ボタンを選択します。ユーザーグ

ループプロパティ画面(図 3.2-2)では、ユーザーグループ ID とグループの説明を指定し

[OK]ボタンを押します。これによりグループが新規に登録されます。 

 

グループの変更 

既存のグループのプロパティを変更する場合は、ユーザーグループリスト画面(図 3.2-1)

でグループを選択し、[変更]ボタンを選択します。ユーザーグループプロパティ画面(図 

3.2-2)では、グループの説明を指定し[OK]ボタンを押します。 

 

グループの削除 

グループを削除する場合は、ユーザーグループリスト画面(図 3.2-1)でグループを選択

し、[削除]ボタンを選択します。ユーザーグループ削除確認画面(図 3.2-3)が表示されたら 

[はい]ボタンを押します。複数グループを同時に削除する場合は、ユーザーグループリスト

画面で Shift または Ctrlキーにより複数エントリーを選択してから[削除]ボタンを選択しま

す。 

 

 

図 3.2-3 ユーザーグループ削除確認画面 

 

 ! 
 

グループを追加または削除した場合、ルールセットの反映を行う必要があり

ます。 

 

 ! 
 

ユーザーグループには、「{SEN マスターグループ}」というデフォルトで用意

されたグループがあります。このグループはシステム提供データ（汎用的な

イメージやルール）を管理するグループです。「{SEN マスターグループ}」

は、変更および削除できません。また「{SEN マスターグループ}」への新規

リソースの追加および、既存リソースの変更、削除はできません。 
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3.2.2 ユーザーの編集 

 

ユーザーの新規作成 

ユーザーを新規に作成する場合は、メニューバーより[ツール]->[メンテナンス(管理者)]-

>[ユーザー]を選択します。 

 

 

図 3.2-4 ユーザーリスト画面 

ユーザーリスト画面 (図 3.2-4)で、[追加]ボタンを押し、ユーザープロパティ画面(図 

3.2-5)を表示します。ここでは以下の項目を指定し、[OK]ボタンを押します。 

 

 

図 3.2-5 ユーザープロパティ画面（全般タブ） 
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表 3.2-2 ユーザープロパティ項目一覧 （全般タブ） 

項目 内容 省略 

ID ユーザーIDを指定します。ログインの際の IDになりま

す。 

不可 

説明 コメントを指定します。 可能 

役割 Administrators、 Managers、 Operators、 Usersのいず

れかを選択します。 

－ 

所属ユーザーグル

ープ 

ユーザーが所属するユーザーグループのリストを指定しま

す。ユーザーグループを追加するには[追加]ボタンを押しま

す。 

不可 

方法 “パスワード”のみ選択できます。 － 

パスワード ログインパスワードを指定します。 不可 

パスワード確認 ログインパスワード（確認用）を指定します。 不可 

 

役割で Administrators を指定した場合には、ユーザーグループを割り当てる事はできま

せん。Administrators 役割のユーザーは、すべてのユーザーグループにアクセスする権限

を持ちます。 

Administrators 役割以外のユーザーは、1 つ以上のユーザーグループに所属する必要

があります。 

 

ユーザーグループには、「{SENマスターグループ}」というデフォルトで用意されたグルー

プがあります。このグループはシステム提供データ（汎用的なイメージやルール）を管理す

るグループです。システム提供データを使用する場合は、所属ユーザーグループに「{SEN

マスターグループ}」を追加して下さい。 

[表示]タブをクリックすると、図 3.2-6のような画面が表示されます。 
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図 3.2-6 ユーザープロパティ画面（表示タブ） 

表 3.2-3 ユーザープロパティ項目一覧（表示タブ） 

項目 内容 省略 

ユーザーグループ メインビュー、イベントビュー等の画面表示にデフォルト

で選択されるユーザーグループを指定します。所属するユ

ーザーグループの中から選択します。 

－ 

表示方法 イベントビューを開いたときに、デフォルトで選択される

表示方法を指定します。所属するユーザーグループに定義

された表示方法の中から選択します。 

－ 
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ユーザーのコピー 

既存のユーザーをコピーして新たにユーザーを追加する場合は、ユーザーリスト画面(図 

3.2-4)で、コピー元のエントリーを選択し、[コピー]ボタンを押し、ユーザープロパティ画面

(図 3.2-5)を表示します。指定項目はユーザーの新規作成の場合と同様です。ユーザーID

を変更して[OK]ボタンを押します。 

 

ユーザーの変更 

既存のユーザーのプロパティを変更する場合は、ユーザーリスト画面(図 3.2-4)で、エン

トリーを選択し、[変更]ボタンを押し、ユーザープロパティ画面(図 3.2-5)を表示します。指

定項目はユーザーの新規作成の場合と同様です（ただし IDは変更できません）。変更す

る項目を指定して、[OK]ボタンを押します。 

変更対象のユーザーがログイン中の場合は、役割と所属ユーザーグループの項目は変

更できません。 

 

ユーザーの削除 

ユーザーを削除する場合は、ユーザーリスト画面(図 3.2-4)でエントリーを選択し、[削除]

ボタンを押します。ユーザー削除確認画面(図 3.2-7)が表示されたら、[はい]ボタンを押しま

す。複数ユーザーを同時に削除する場合は、ユーザーリスト画面で Ctrlキーまたは Shift

キーにより複数エントリーを選択して[削除]ボタンを押します。 

 

 

図 3.2-7 ユーザー削除確認画面 
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3.2.3 イメージの編集 

 

イメージのアップロード 

イメージをアップロードするには、メニューバーの[ツール]->[イメージ]を選択し、イメージ

リスト画面(図 3.2-8)を開きます。 

 

 

図 3.2-8 イメージリスト画面 

ここでイメージファイルを新規にアップロードするには、[アップロード]ボタンを押して、サ

ーバーへのアップロード画面(図 3.2-9)を開きます。 

 

 

図 3.2-9 サーバーへのアップロード画面 

以下の項目を指定して[OK]ボタンを押します。 

 

表 3.2-4 サーバーへのアップロード項目一覧 

項目 内容 省略 

種類 イメージのファーマットを指定します。Windowsアイ

コン(*.ico)、Windowsビットマップ(*.bmp)、PNG

（*.png）、JPEG（*.jpg）、TIFF（*.tif）を選択しま

す。 

－ 
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ID イメージの IDを指定します。これは SENサーバー内

でユニークな必要があります。ネーミングルールを適

用する等、他グループと IDが重複しないよう注意して

下さい。 

不可 

ファイル名 アップロードするイメージのローカルファイル名を指

定します。[参照]ボタンによりファイル選択画面から選

択できます。 

ファイル名を指定すると、右側のプレビュー領域にイ

メージのプレビューおよびそのイメージの縦横サイ

ズ、色数、ファイル容量が表示されます。 

イメージ以外のファイルや誤ったファイル名を指定し

た場合には、右側のプレビュー領域に”プレビュー不可”

と表示されます。また、種類の指定が誤っている場合

や未サポートの画像フォーマットを持つイメージが指

定された場合にも、プレビュー領域に”プレビュー不可”

と表示されます。イメージファイルには、必ずプレビ

ュー可能なファイルを指定して下さい。なお、”プレビ

ュー不可”の状態では、[OK]ボタンは活性化されませ

ん。 

不可 

説明 コメントを指定します。 可能 

アップロード先ユーザ

ーグループ ID 

アップロード先となるグループ IDを選択します。 － 

表示イメージ番号 種類の指定が Windowsアイコンの場合、表示するアイ

コンの番号をコンボボックスより指定します。 

種類の指定が Windowsビットマップ、PNG、JPEG、

TIFFの場合は選択不可となります。 

－ 

 

 ! 
 

ファイルサイズの大きなイメージをアップロードし、メインペインに表示さ

せた場合、ログイン時間や画面処理速度等の性能面に影響を与える可能性が

あります。イメージの色数を減らす事や、イメージの縦横サイズを縮小する

事で、ファイルサイズを小さくできます。 

 

 

イメージの削除 

イメージを削除するには、イメージリスト画面(図 3.2-8)でエントリーを選択し、[削除]ボタ

ンを押します。イメージ削除確認画面(図 3.2-10)が表示されたら、[はい]ボタンを押します。

複数のイメージを同時に削除する場合は、イメージリスト画面で Ctrlキーまたは Shiftキー

により複数エントリーを選択して[削除]ボタンを押します。 

 

 

図 3.2-10 イメージ削除確認画面
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3.2.4 SEN サーバー/コンソールの設定 

SENサーバーおよび SENコンソールの現在の状態の確認および各種設定の変更を行

う場合は、メニューバーより[ツール]->[SENサーバー/コンソールの設定状態]を選択し、

SENサーバー／コンソールの設定状態画面を表示させます（図 3.2-11）。 

 

 

図 3.2-11 SENサーバー／コンソールの設定状態画面（SENコンソールの状態タブ） 

[SENコンソールの状態]タブでは、下記情報が表示されます。 

 

表 3.2-5 SENサーバー／コンソールの設定状態項目一覧（SENコンソールの状態タブ） 

項目 内容 

SENコンソールバージョン： SENコンソールプログラムのバージョンを表示

します。 

SENサーバー/コンソールの接続状 現在の SENサーバーと SENコンソール間の接
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態： 続状態を表示します。 

コンソールソケット名： SENコンソールの IPアドレスおよびポート番号

を表示します。 

ログインユーザーID： 現在ログインしているユーザーのユーザーIDを

表示します。 

ユーザー認証方法： SENサーバーとの認証方法を表示します。 

ユーザーの役割： 現在ログインしているユーザーの役割を表示しま

す。 

ユーザーの所属するグループ： 現在ログインしているユーザーが所属するグルー

プを表示します。 

ログイン日時： 現在のログインを行った日時を表示します。 

SENサーバーとのマシンタイム時間

差： 

SENサーバーと SENコンソールのマシンタイム

の時間差を表示します。 

コンソールのプロセス ID： SENコンソールのプロセス IDを表示します。 
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[SENサーバーの状態]タブをクリックすると、図 3.2-12のような画面が表示されます。 

 

 

図 3.2-12 SENサーバー／コンソールの設定状態画面（ＳＥＮサーバーの状態タブ）  

 [SENサーバーの状態]タブでは、下記情報が表示されます。 

 

表 3.2-6 SENサーバー／コンソールの設定状態項目一覧（ＳＥＮサーバーの状態タブ） 

項目 内容 

SENサーバー： SENサーバーの IPアドレスおよびポート番号を表示しま

す。 

プロダクトのバージョン： SENサーバープログラムのバージョンを表示します。 

SENサーバーの内部バージョン： SENサーバープログラムの内部バージョンを表示します。 

SENサーバー起動日時： SENサーバーを起動した日時を表示します。 

SENサーバーバックアップ日時： SENサーバーのデータバックアップを最後に実行した日時を
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表示します。 

ルールセット ID(反映時)： 現在反映されているルールセットの IDを表示します。 

ルールセット反映日時： 現在反映されているルールセットを反映した日時を表示しま

す。 

ライセンスの期限： Senju Enterprise Navigatorのライセンス期限を表示します。 

SENサーバーにログインしている 

ユーザー： 

現在 SENサーバーにログインしているユーザーの情報を一

覧で表示します。 

スクリプト globalUV： ユーザーグループ別にユーザー定義変数を一覧で表示しま

す。 



3.2 SENコンソールからの設定操作 Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

3-42 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 3-42 

[SENコンソールの設定]タブをクリックすると、図 3.2-13のような画面が表示されます。 

 

 

図 3.2-13 SENサーバー／コンソールの設定状態画面（ＳＥＮコンソールの設定タブ） 

[SENコンソールの設定]タブでは、下記項目が設定可能です。SENコンソールの設定

は、Operators役割以上のユーザーが可能です。 

表 3.2-7 SENサーバー／コンソールの設定状態項目一覧（ＳＥＮコンソールの設定タブ） 

項目 内容 省略 

レベル： SENコンソールのログレベルを以下より選択し

ます。 

エラー：エラーレベル以上の情報を出力 

警告：警告レベル以上の情報を出力 

注意：注意レベル以上の情報を出力 

－ 
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情報：情報レベル以上の情報を出力 

詳細調査：詳細調査用ログを出力 

トレース：プログラムトレースを出力 

バックアップ数： SENコンソールログのバックアップを保持する

世代数を設定します。 

不可 

ファイルサイズ： １つの SENコンソールログファイルのサイズを

設定します。 

不可 

通知間隔： 放置イベントの警告を通知する間隔を設定しま

す。 

※1 

オープンの警告間隔： ステータスがオープンのまま放置されているイベ

ントを警告するまでの間隔を設定します。 

設定した間隔を超えた場合に放置イベントの警告

ウィンドウ(図 3.2-14)により通知します。 

※2 

受付済の警告間隔： ステータスが受付済のまま放置されているイベン

トを警告するまでの間隔を設定します。 

設定した間隔を超えた場合に放置イベントの警告

ウィンドウ(図 3.2-14)により通知します。 

※3 

割当済の警告間隔： ステータスが割当済のまま放置されているイベン

トを警告するまでの間隔を設定します。 

設定した間隔を超えた場合に放置イベントの警告

ウィンドウ(図 3.2-14)により通知します。 

※4 

警告に音を使用する： 放置イベントの警告時に音により通知する場合に

設定します。 

通知音はビープ音またはサウンドのどちらかを選

択して設定して下さい。 

－ 

警告にパトランプを使用する： 放置イベントの警告時にパトランプにより通知す

る場合に設定します。 

－ 

報告書保存ディレクトリ： 報告書を格納するディレクトリを設定します。 可能 

ダブルクリックでプロパティ画面を開

く 

イベントをダブルクリックした時にプロパティ画

面を開くかどうかを設定します。 

可能 

※1：[放置イベントの警告]をチェックした場合、省略できません。 

※2：[オープンの警告]をチェックした場合、省略できません。 

※3：[受付済の警告]をチェックした場合、省略できません。 

※4：[割当済の警告]をチェックした場合、省略できません。 
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図 3.2-14 放置イベントの警告ウィンドウ 

 

 ! 
 

「ダブルクリックでプロパティ画面を開く」をチェックしていると、関連ビ

ューが登録されているイベントをダブルクリックした場合も、プロパティ画

面が表示されます。 

 

 ! 
 

ログレベルを詳細調査またはトレースにするとパフォーマンスに影響があり

ます。障害解析などのために一時的に設定する場合を除き、通常運用時は情

報レベル以上を設定して下さい。 
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[SENサーバーの設定]タブをクリックすると、図 3.2-15のような画面が表示されます。 

 

 

図 3.2-15 SENサーバー／コンソールの設定状態画面（ＳＥＮサーバーの設定タブ） 

[SENサーバーの設定]タブでは、下記項目が設定可能です。SENサーバーの設定は、

Administrators役割のユーザーのみ可能です。 

 

表 3.2-8 SENサーバー／コンソールの設定状態項目一覧（ＳＥＮサーバーの設定タブ） 

項目 内容 省略 

SMTPサーバー名： SENサーバーからのメール送信に使用する

SMTPサーバー名を設定します。 

可能 

自動バックアップ： スケジュールによる自動バックアップを行う

場合はチェックボックスをチェックします。

指定した時刻で毎日自動的にデータバックア

ップを実行します。 

－ 



3.2 SENコンソールからの設定操作 Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

3-46 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 3-46 

バックアップ先ディレクトリ： バックアップ先のディレクトリを指定しま

す。デフォルトでは%SENSVHOME%\bkup

下にバックアップデータが保存されます。 

可能 

過去のイベントファイルのバックアップ： バックアップ対象として過去イベントファイ

ルを含める場合はチェックします。 

－ 

レベル： SENサーバーが出力するログレベルを以下よ

り選択します。 

エラー：エラーレベル以上の情報を出力 

警告：警告レベル以上の情報を出力 

注意：注意レベル以上の情報を出力 

情報：情報レベル以上の情報を出力 

詳細調査：詳細調査用ログを出力 

トレース：プログラムトレースを出力 

－ 

バックアップ数： SENサーバーログのバックアップを保持する

世代数を設定します。 

不可 

ファイルサイズ： １つの SENサーバーログファイルのサイズを

設定します。 

不可 

ルール情報の記録間隔： ルール IDごとにイベント数およびルール実

行数を記録する間隔を設定します。それぞれ

の値は sjENB_ServerPerf_RuleCount.logに

記録されます。 

不可 

パフォーマンスビューの更新間隔： SENサーバーのパフォーマンスデータの取得

時間間隔を設定します。 

不可 

ルールエンジン： SENコンソールのイベントビューにて表示条

件ルールを実行するエンジンを選択して下さ

い。 

JScript 

－ 

ルールの構文チェック： 現在、未サポート。 － 

 

 ! 
 

ログレベルを詳細調査またはトレースにするとパフォーマンスに影響があり

ます。障害解析などのために一時的に設定する場合を除き、通常運用時は情

報レベル以上を設定して下さい。 

 

 ! 
 

“バックアップ先ディレクトリ”に存在しないディレクトリが指定された場合

は、SEN サーバーのデータバックアップの実行に失敗します。ご注意下さ

い。 

 

 ! 
 

“SMTP サーバー名“で設定したメールサーバーでのメール送信は将来廃止さ

れる可能性があります。メール送信する場合、メール送信連携アダプタを利

用する方法にして下さい。 
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SENコンソールの警報装置（サウンド、パトランプ）の設定を行うには、メニューバーより

[ツール]->[警報装置設定(W)]を選択し、警報装置設定画面を表示させます(図 3.2-16)。 

 

 

図 3.2-16 警報装置設定画面(パトランプ設定) 

パトランプの設定を行うには、[パトランプ]タブを選択します(図 3.2-16)。[パトランプ]タブ

では、以下の項目が設定可能です。 

 

表 3.2-9 警報装置設定項目一覧（パトランプ設定） 

項目 内容 省略 

パトランプ有効： パトランプを有効にする場合にチェックします。 － 

接続先 COMポート名： パトランプを接続する COMポート名を指定しま

す。 

－ 

動作試験： パトランプの動作テストが可能です。 [開始]ボタ

ンを押すことにより、パトランプが鳴動します。

停止するには[停止]ボタンを押します。 

－ 
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サウンドの設定を行うには、[サウンド]タブを選択します(図 3.2-17)。[サウンド]タブでは、

以下の項目が設定可能です。 

 

表 3.2-10 警報装置設定項目一覧（サウンド設定） 

項目 内容 省略 

ビープ音有効： ビープ音を有効にする場合にチェックします。 － 

サウンドの再生有効： サウンドの再生を有効にする場合にチェックし

ます。 

－ 

デフォルトファイル名： サウンドの再生を行う場合に使用するデフォル

トサウンドファイル名(WAVファイル)を指定し

ます。 

可能 

 

 

図 3.2-17 警報装置設定画面(サウンド設定) 

 

鳴動中のパトランプやサウンドを停止するには、メニューバーの[ツール]から[警報装置

停止]を選択します。 
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3.2.5 エクスポート/インポート 

エクスポート機能は、ルールセットやイメージなどのリソースを他の Senju Enterprise 

Navigatorシステムへ移行するため、指定したリソースを XMLファイルに出力します。 

インポート機能は、ルールセットやイメージなどのリソースを他の Senju Enterprise 

Navigatorシステムから移行するため、指定した XMLファイルからリソースを読込みま

す。 

エクスポート/インポート機能により、定義データの移行、大量データの一括登録などを行

う事ができます。 

 

3.2.5.1 エクスポート 

ルールセットやイメージなどのリソースをエクスポートする場合は、メニューバーより[ツー

ル]->[エクスポート・インポート]->[エクスポート]を選択し、エクスポートパラメータ画面を表

示します(図 3.2-18)。 

 

 

図 3.2-18 エクスポートパラメータ画面 

表 3.2-11 エクスポートパラメータ項目一覧 

項目 内容 省略 

種類： エクスポートするリソースの種類をコンボボックスから選択し

ます。リソースの種類は、ルール条件、ルールセット、コンソ

ールイベント用テンプレート、イベントフィルタ、イメージ、

アクションテンプレートがあります。 

－ 

エクスポート対象： エクスポートするリソースの対象を選択します。 

" すべて"を選択した場合は、[種類]で指定したリソースのすべ

てのデータがエクスポート対象となります。 

"システム提供データ以外すべて"を選択した場合は、 [種類]で

指定したリソースのうち、システム提供データを除くデータが

エクスポート対象となります。 

不可 
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"指定"を選択した場合は、[種類]で指定したリソースのエクスポ

ート対象の IDを指定します。 [参照]ボタンを押す事により、す

でに定義されたリソースの一覧から選択する事が可能です。 

出力ファイル名： エクスポートするリソースの出力ファイル名をフルパスで指定

します。 

出力ファイル名をフルパスで指定しない場合に

は、%SENCLHOME%\dat\enbフォルダ下に保存されます。 

不可 

インデント用テキストエ

レメントを含める： 

エクスポートする XMLファイルをインデントにより整形する

場合にチェックします。エクスポートされた XMLファイルを

メモ帳などで編集する場合に、ファイルの構造が読み易くなり

ます。 

通常はチェックして使用して下さい。 

－ 

型属性含める： エクスポートする XMLファイルに、Senju Enterprise 

Navigatorシステムに定義されたデータ型の情報を含める場合

にチェックします。Senju Enterprise Navigatorシステム以外

のシステムに XMLファイルをインポートする用途では、型属

性のエクスポートが必須となります。またユーザーが新規に型

属性を定義した場合にも、型属性のエクスポートが必須となり

ます。 

通常はチェックして使用して下さい。 

－ 

 

上記項目の指定後、エクスポートパラメータ画面の[エクスポート]ボタンを押すと、メッセ

ージ画面が表示されリソースのエクスポートが完了します（図 3.2-19）。 

 

 

図 3.2-19 メッセージ画面 
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3.2.5.2 インポート 

ルールセットやイメージなどのリソースをインポートする場合は、メニューバーより[ツー

ル]->[エクスポート・インポート]->[ インポート]を選択し、インポートパラメータ画面を表示し

ます(図 3.2-20)。 

 

 

図 3.2-20 インポートパラメータ画面 

表 3.2-12 インポートパラメータ項目一覧 

項目 内容 省略 

種類： インポートするリソースの種類をコンボボックスから選択しま

す。リソースの種類は、ルール条件、ルールセット、コンソー

ルイベント用テンプレート、イベントフィルタ、イメージ、ア

クションテンプレートがあります。 

－ 

ファイル名： インポートするリソースの入力ファイル名をフルパスで指定し

ます。[参照]ボタンによりファイル選択画面から選択できま

す。 

不可 
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上記項目の指定後、インポートパラメータ画面の[インポート]ボタンを押すと、インポート

確認画面が表示されます(図 3.2-21)。 

 

 

図 3.2-21 インポート確認画面 

 

インポート対象のリソースにチェックし、[OK] ボタンを押すと、リソースのインポートが完了

します(図 3.2-22)。 

 

 

図 3.2-22 メッセージ画面 
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3.2.6 設定時の注意事項 

本節では、SEN コンソールから行う各種設定操作時の注意事項を記述します。 

 

3.2.6.1  同時編集時の保存動作 

複数の Administrators役割のユーザーまたは同一グループに所属する複数の

Managers役割のユーザーが、別々の SENコンソールから同時に同じ設定を編集

する場合が考えられます。 

編集作業中に、他の SENコンソールから同じ設定項目の編集が行われている事

を検知した場合、設定保存時に図 3.2-23の画面が表示されます。 

 

 

図 3.2-23 上書き確認画面 

 

図 3.2-23 で[はい]を選択した場合は、既に保存された設定に対し、設定を上書き

保存します。すなわち他のユーザーにより編集された内容を破棄し、自身が編集し

た内容を有効にします。[いいえ]を選択した場合は、上書き保存をキャンセルしま

す。 

この様なケースは、ルールセットエディタやメインペインエディタ等、

Administrators役割またはManagers役割のユーザーが編集可能なすべての項目

に該当します。 
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3.3 維持管理 

ここでは、Senju Enterprise Navigatorシステムを運用していく上での各種手順について説

明します。 
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3.3.1 SEN サーバーの起動・停止 

SENサーバーは、通常、サーバーマシンの起動時に自動的にサービスが立ち上がるよう

に設定されます（インストール時に Windowsのサービスとして登録）。 

ただし、メンテナンス等で手動で起動または停止するときには、Windowsデスクトップの

[マイコンピュータ]の右クリックメニューから[管理]を選択し、「コンピュータの管理」を表示し

ます(図 3.3-1)。サービスから”SEN Process Manager”を選択し、ダブルクリックすると

SEN Process Managerサービスのプロパティダイアログが表示されますので、[開始]または

[停止]ボタンを押すことにより、SENサーバーのすべての関連プログラムを起動または停止

することができます（図 3.3-2）。 

 

 

図 3.3-1コンピュータの管理画面 
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図 3.3-2 SEN Process Mangerサービスのプロパティ画面 

 

クラスタサーバー環境(MSCS)に SENサーバーをインストールした場合は、SENサーバ

ーサービスの起動停止はクラスタアドミニストレータを用いて行います。 

SENサーバーサービスを起動するには、クラスタアドミニストレータで“SEN Process 

Manager”リソースを選択し、右クリックメニューから“オンラインにする”を選択します。正常

に起動した場合は、“状態”が“オンライン”になります。 

同様に SENサーバーサービスを停止するには、クラスタアドミニストレータで“SEN 

Process Manager”リソースを選択し、右クリックメニューから“オフラインにする”を選択しま

す。正常に停止した場合は、“状態”が“オフライン”になります。 
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3.3.2 SEN Web サービスの起動・停止 

SEN Webサービスは、通常、サーバーマシンの起動時に自動的にサービスが立ち上が

るように設定されます（インストール時に Windowsのサービスとして登録）。 

ただし、メンテナンス等で手動で起動または停止するときには、[スタート]→[管理ツール]

→[サービス]を表示します(図 3.3-3)。サービスから”SEN Web Process Manager”を選択

し、ダブルクリックすると SEN Web Process Managerサービスのプロパティダイアログが表示

されますので、[開始]または[停止]ボタンを押すことにより、SEN Webサービスのすべての

関連プログラムを起動または停止することができます（図 3.3-4）。 

 

 

図 3.3-3 サービス画面 
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図 3.3-4 SEN Web Process Mangerサービスのプロパティ画面 
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3.3.3 SEN サーバー各アダプタの制御 

%SENSVHOME%\bin 内の sjENB_Pmctrlコマンドを使用し、SENサーバーを構成するア

ダプタを個別に停止、起動することが可能です。また、SENコンフィグレータを使用する事

により、起動アダプタの追加、削除を行う事もできます。なお、SENサーバーを構成するア

ダプタの一覧については、「6.4 構成プロセス一覧」を参照して下さい。 

以下、各アダプタを制御するための方法について説明します。 

 

3.3.3.1 アダプタ稼働状況のモニタ 

SENサーバー上の各アダプタの稼働状況を表示するには 

 

sjENB_Pmctrl monitor 

 

と指定します。この場合の実行例を以下に示します。 

 

ID : [S1] 

     command = sjENB_Server S1 

     type    = enb-server 

     restart = 3 

     status  = 稼働中 

     pid     = 984 

     tid     = 980 

     stime   = 2002-06-17 12:47:21 

     comment = SENサーバー 

ID : [U1] 

     command = sjENS_Pcc.exe U1 

     type    = ens-sjpcc 

     restart = 3 

     status  = 稼働中 

     pid     = 3136 

     tid     = 3524 

     stime   = 2002-06-17 12:47:25 

     comment = Senju Operation Conductor連携( nrisrv ) 

ID : [U2] 

     command = sjENX_Trapd.exe U2 

     type    = enx-snmptrap 

     restart = 3 

     status  = 停止(正常) 

     pid     =  

     tid     =  

     stime   =  

     comment = SNMP トラップ連携 
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各項目の意味を下記に示します。 

表 3.3-1 アダプタ稼働状況のモニタ実行例の項目 

項目 内容 

ID SENサーバーが管理するプロセス識別子（OSのプロセス

IDとは異なります） 

command プロセスの起動シーケンス 

type プロセスのサブシステム種別 

enb-server：SENサーバー。 

ens-sjpcc：千手連携アダプタ。 

enx-snmptrap：SNMPトラップ受信アダプタ。 

enx-syslog：シスログ受信アダプタ。 

enx-mailrcv：メール受信連携アダプタ。 

enx-sp：Senju Service Manager連携アダプタ。 

enx-eventrcv：イベント連携アダプタ。 

enx-mailsend：メール送信連携アダプタ。 

enx-telcall：TELstaff連携アダプタ。 

restart 最大自動再起動回数 

status 動作ステータス 

不明：状態が不明です。 

稼働中：プロセスは稼働中です。 

稼働中(削除済)：稼働中のプロセス定義が削除されまし

た。 

停止(正常)：管理プロセス(sjENB_ProcMgr)からの要求で

プロセスを停止しました。 

停止(異常)：管理プロセス(sjENB_ProcMgr)からの要求以

外でプロセスを停止しました。 

起動要求中：管理プロセス(sjENB_ProcMgr)からの要求

でプロセスの起動を行っています。 

停止要求中：管理プロセス(sjENB_ProcMgr) からの要求

でプロセスの停止を行っています。 

強制停止要求中：管理プロセス(sjENB_ProcMgr)からの

要求でプロセスの強制停止を行っています。 

停止(リトライオーバー)：プロセスは起動しませんでし

た。 

pid プロセス ID 

tid スレッド ID 

stime プロセス起動時刻(YYYY-MM-DD hh:mm:ss) 

comment プロセスのコメントです。 

SENサーバー 

Senju Operation Conductor連携( ドメイン名 ) 

SNMPトラップ連携 

シスログ連携 

メール受信連携( ドメイン名 ) 

Senju Service Manager連携( ドメイン名 ) 

イベント連携( ドメイン名 ) 

メール送信連携（ドメイン名） 

TELstaff連携（ドメイン名） 
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3.3.3.2 アダプタの停止 

SENサーバー上の各アダプタを停止するには、 

 

sjENB_Pmctrl stop ID 

 

と指定します。ここで、IDには、sjENB_Pmctrl monitorコマンドで表示される IDの値を指

定します。たとえば、上記の例で U1の sjENS_Pcc.exeアダプタを停止するには、 

 

sjENB_Pmctrl stop U1 

 

と指定します。正常に停止された場合は、 

 

ID : [U1] 

     command = sjENS_Pcc.exe U1 

     type    = ens-sjpcc 

     restart = 3 

     status  = 停止(正常) 

     pid     =  

     tid     =  

     stime   =  

     comment =  Senju Operation Conductor連携( nrisrv ) 

 

と表示されます。 



3.3 維持管理 Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

3-62 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 3-62 

3.3.3.3 アダプタの起動 

SENサーバー上で停止中のアダプタを起動するには、 

 

sjENB_Pmctrl run ID 

 

と指定します。ここで、IDには、sjENB_Pmctrl monitorコマンドで表示される IDの値を指

定します。たとえば、上記の例で U2の sjENX_Trapd.exeアダプタを起動するには、 

 

sjENB_Pmctrl run U2 

 

と指定します。正常に起動された場合は、 

 

ID : [U2] 

     command = sjENX_Trapd.exe U2 

     type    = enx-snmptrap 

     restart = 3 

     status  = 稼働中 

     pid     = 3208 

     tid     = 3224 

     stime   = 2002-06-17 17:19:19 

     comment = = SNMP トラップ連携 

 

と表示されます。 
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3.3.3.4 アダプタの強制停止 

SENサーバーにおけるアダプタの停止は、基本的には sjENB_Pmctrl stopにより行い

ます。しかし、止むを得ない理由によって、すぐにアダプタの終了を行う必要がある場合の

み、下記コマンドにより強制停止を行って下さい。 

SENサーバー上の各アダプタを強制停止するには、 

 

sjENB_Pmctrl kill ID 

 

と指定します。ここで、IDには、sjENB_Pmctrl monitorコマンドで表示される IDの値を指

定します。 

 強制停止を行うとイベントのロストが発生する可能性があります。強制停止は、極力実行し

ないで下さい。 



3.3 維持管理 Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

3-64 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 3-64 

3.3.3.5 アダプタの追加 

監視対象のアダプタを追加するには、SENコンフィグレータで設定を追加した後、

sjENB_Pmctrl monitorを実行して下さい。 

sjENB_Pmctrl monitorの実行結果に追加したアダプタが表示されます。この時、

comment内容により追加したアダプタを確認して下さい。 

アダプタは停止状態で追加されます。必要に応じて起動して下さい。 

 

ID : [U3] 

     command = sjENS_Pcc.exe U3 

     type    = ens-sjpcc 

     restart = 3 

     status  = 停止(正常) 

     pid     =  

     tid     =  

     stime   =  

     comment = Senju Operation Conductor連携( nrisrv2 ) 

 

SENコンフィグレータの使い方については、別冊の「インストールガイド」の

「6 環境設定」を参照して下さい。 
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3.3.3.6 アダプタの削除 

監視対象のアダプタを削除するには、sjENB_Pmctrl stopでアダプタを停止した後

に SENコンフィグレータで設定を削除して下さい。 

sjENB_Pmctrl monitorを実行した結果の中に、削除したアダプタの情報が表示され

なくなります。 

SENコンフィグレータの使い方については、別冊の「インストールガイド」の

「6 環境設定」を参照して下さい。 

 

 ! 
 

稼働中のアダプタを削除した場合、削除したアダプタの状態は稼働中(削除

済)となります。 

この状態のまま設定を追加すると、プロセス識別子が重複する事がありま

す。 

その場合、削除されたアダプタを停止するまで、重複した新しいアダプタの

情報は表示されません。かならずアダプタは停止した上で削除するようにし

て下さい。 
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3.3.4 Web サーバーデーモンの制御 

%SENWSHOME%\bin 内の sjENB_WsPmctrlコマンドを使用し、SEN Webサービスを構

成するアダプタを個別に停止、起動することが可能です。なお、SEN Webサービスを構成

するアダプタの一覧については、「6.4 構成プロセス一覧」を参照して下さい。 

以下、各アダプタを制御するための方法について説明します。 

 

3.3.4.1 アダプタ稼働状況のモニタ 

SEN Webサービス上の各アダプタの稼働状況を表示するには 

 

sjENB_WsPmctrl monitor 

 

と指定します。この場合の実行例を以下に示します。 

 

ID : [S1] 

     command = sjENB_WebSvrd.exe S1 

     type    = enb-websvrd 

     restart = 3 

     status  = 稼働中 

     pid     = 9912 

     tid     = 9916 

     stime   = 2013-01-11 15:16:54 

     comment = SENWebサーバーデーモン 

     startup = 自動 

 

各項目の意味を下記に示します。 

 

表 3.3-2 アダプタ稼働状況のモニタ実行例の項目 

項目 内容 

ID SENWebサービスが管理するプロセス識別子（OSのプロセ

ス IDとは異なります） 

command プロセスの起動シーケンス 

type プロセスのサブシステム種別 

enb-websvrd：SENWebサーバーデーモン 

restart 最大自動再起動回数 

status 動作ステータス 

不明：状態が不明です。 

稼働中：プロセスは稼働中です。 

稼働中(削除済)：稼働中のプロセス定義が削除されまし

た。 

停止(正常)：管理プロセス(sjENB_WsProcMgr)からの要

求でプロセスを停止しました。 

停止(異常)：管理プロセス(sjENB_WsProcMgr)からの要



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 3.3 維持管理 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 3-67 3-67 

求以外でプロセスを停止しました。 

起動要求中：管理プロセス(sjENB_WsProcMgr)からの要

求でプロセスの起動を行っています。 

停止要求中：管理プロセス(sjENB_WsProcMgr) からの要

求でプロセスの停止を行っています。 

強制停止要求中：管理プロセス(sjENB_WsProcMgr)から

の要求でプロセスの強制停止を行っています。 

停止(リトライオーバー)：プロセスは起動しませんでし

た。 

pid プロセス ID 

tid スレッド ID 

stime プロセス起動時刻(YYYY-MM-DD hh:mm:ss) 

comment プロセスのコメントです。 

SENWebサーバーデーモン 

startup プロセスの起動方法です。 

自動：SENWebサービスの起動と同じタイミングで自動に起動

します。 

手動：自動に起動しません。 

無効：コマンドによる制御が出来ません。 
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3.3.4.2 アダプタの停止 

SEN Webサービス上の各アダプタを停止するには、 

 

sjENB_WsPmctrl stop ID 

 

と指定します。ここで、IDには、sjENB_WsPmctrl monitorコマンドで表示される IDの値

を指定します。たとえば、S1の sjENB_WebSvrd.exeを停止するには、 

 

sjENB_WsPmctrl stop S1 

 

と指定します。正常に停止された場合は、 

 

ID : [S1] 

     command = sjENB_WebSvrd.exe S1 

     type    = enb-websvrd 

     restart = 3 

     status  = 停止(正常) 

     pid     = 

     tid     = 

     stime   = 

     comment = SENWebサーバーデーモン 

     startup = 自動 

 

と表示されます。 
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3.3.4.3 アダプタの起動 

SENサーバー上で停止中のアダプタを起動するには、 

 

sjENB_WsPmctrl run ID 

 

と指定します。ここで、IDには、sjENB_WsPmctrl monitorコマンドで表示される IDの値

を指定します。たとえば、上記の例で S1の sjENB_WebSvrd.exeアダプタを起動するに

は、 

 

sjENB_WsPmctrl run S1 

 

と指定します。正常に起動された場合は、 

 

ID : [S1] 

     command = sjENB_WebSvrd.exe S1 

     type    = enb-websvrd 

     restart = 3 

     status  = 稼働中 

     pid     = 7408 

     tid     = 4472 

     stime   = 2013-01-11 15:28:05 

     comment = SENWebサーバーデーモン 

     startup = 自動 

 

と表示されます。 
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3.3.4.4 アダプタの強制停止 

SENサーバーにおけるアダプタの停止は、基本的には sjENB_WsPmctrl stopにより行

います。しかし、止むを得ない理由によって、すぐにアダプタの終了を行う必要がある場合

のみ、下記コマンドにより強制停止を行って下さい。 

SENサーバー上の各アダプタを強制停止するには、 

 

sjENB_WsPmctrl kill ID 

 

と指定します。ここで、IDには、sjENB_WsPmctrl monitorコマンドで表示される IDの値を

指定します。 

 強制停止を行うとイベントのロストが発生する可能性があります。強制停止は、極力実行し

ないで下さい。 
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3.3.4.5 アダプタの追加 

V2020では、監視対象として追加するアダプタはありません。 
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3.3.4.6 アダプタの削除 

V2020では、監視対象から削除できるアダプタはありません。
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3.3.5 SEN サーバーのデータバックアップ 

SENサーバーのデータバックアップには、自動バックアップと手動バックアップの 2種類

の方法があります。 

自動バックアップを行う場合は、「3.2.4 SENサーバー/コンソールの設定」を参照

して下さい。 

手動バックアップを行う場合は、「3.3.5.1 SEN サーバーの手動データバックアッ

プ」を参照して下さい。 

 

3.3.5.1 SENサーバーの手動データバックアップ 

SENサーバーのデータバックアップを行うには、メニューバーの[ツール]から[メンテナン

ス(管理者)]の[SENサーバーデータのバックアップ]を選択します。SENサーバーのデータ

バックアップは、Operators役割以上のユーザーで可能です。 

 

 

図 3.3-5 バックアップ確認画面 

バックアップ確認画面で[はい]ボタンを押すとバックアップが開始されます。バックアップ

が終了すると、図 3.3-6のような結果表示画面が表示されます。 

 

 

図 3.3-6 バックアップ結果表示画面 
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バックアップ取得対象となるのは、SENサーバーの定義情報（ユーザー、グループ、イメ

ージ、メインペイン、ルールセット等）およびイベントデータです。SENサーバー/コンソール

の設定状態メニューで“過去イベントファイルのバックアップ”をチェックした場合は、イベン

トデータがバックアップ対象に含まれます。チェックしなければ、イベントデータはバックアッ

プ対象に含まれません。 

SENサーバーのデータバックアップでは、具体的には、%SENSVHOME%\datフォルダ

下のファイルを対象とします。なお、環境変数%SENSVHOME%は、SENサーバーの

導入ディレクトリに相当します。 

イベントデータ用ファイルは、%SENSVHOME%\dat\evtフォルダ下に保存されていま

す。 

ログファイル（プロセスログ、イベントログ）はバックアップの対象になりません。必要であ

れば、%SENSVHOME%\logフォルダ下のファイルを個別にバックアップして下さい。 

 

 ! 
 

バックアップ対象としてイベントデータを含めた場合、イベントデータ量に

よってはバックアップに時間がかかることがあります。バックアップ処理中

は、SEN サーバーは受信イベントの処理ができなくなりますので（受信した

イベントが失われることはありません）、なるべくイベントがあまり到着し

ていない時間帯に実施して下さい。自動スケジュールによるバックアップも

同様です。 

 

 ! 
 

“バックアップ先ディレクトリ”に存在しないディレクトリが指定された場合

は、SEN サーバーのデータバックアップの実行に失敗します。ご注意下さ

い。 

“バックアップ先ディレクトリ”の指定は、「3.2.4 SENサーバー/コンソール

の設定」を参照して下さい。 

 

 

3.3.5.2 バックアップデータのリストア 

SENサーバーのバックアップデータのリストア手順を以下に説明します。 

 

1) SENサーバーを停止します。SENサーバーの停止方法については、「3.3.1 SEN

サーバーの起動・停止」を参照して下さい。 

2) リストア先フォルダ %SENSVHOME%\dat を別のフォルダ名に変更して下さい。 

3) バックアップデータをすべて %SENSVHOME%\datフォルダへコピーして下さい。 

4) SENサーバーを起動します。SENサーバーの起動方法については、「3.3.1 SEN

サーバーの起動・停止」を参照して下さい。 
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3.3.6 ログファイルの運用 

SENサーバーおよび SENコンソールでは、いくつかのログファイルが出力されます。 

以下、ログファイルの一覧およびその概要について説明します。 

 

1)  ログ出力ディレクトリ 

ログ出力先ディレクトリは下記の通りです。 

環境変数%SENSVHOME%は、SENサーバーの導入ディレクトリに相当します。 

環境変数%SENCLHOME%は、SENコンソールの導入ディレクトリに相当します。 

環境変数%SENWSHOME%は、SEN Webサービスの導入ディレクトリに相当します。 

環境変数%SENSTHOME%は、SENサテライトの導入ディレクトリに相当します。 

・SENサーバー %SENSVHOME%\log 

・SENコンソール %SENCLHOME%\log 

・SEN Webサービス %SENWSHOME%\log 

・SENサテライト %SENSTHOME%\log 

 

2) ログファイル一覧 

SENサーバーにおけるログファイル一覧を表 3.3-3に示します。 

表 3.3-3 SENサーバーにおけるログファイル一覧 

項番 ファイル名 内容 備考 

1 sjENB_ServerSourceEvent.log ルール処理実行前の全イベント

の履歴を記録します。 

SENサーバーが受信したすべて

のイベントを記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は[SENサーバー／コンソ

ールの設定状態]メニューにより

設定できます。デフォルトは、

3MB、7世代です。シフト後のロ

グファイルは、.log.1, .log.2, ...の

拡張子が付けられます。 

2 sjENB_ServerGroupEvent_grp

ID.log 

sjENB_ServerGroupEvent_ 

{other}.log 

グループ別ルール処理実行後

のイベントの履歴を記録します。 

grpIDには分配されたグループ

IDが入ります。なお、グループ

IDに次の文字(\/:,;*?<>|)が含ま

れる場合には、{文字コード}に

置き換えられます。 

破棄されず、かつどのグループ

にも割り当てられなかったイベン

トについては{other}グループに

割り当てられます。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は[SENサーバー／コンソ

ールの設定状態]メニューにより

設定できます。デフォルトは、

3MB、7世代です。シフト後のロ

グファイルは、.log.1, .log.2, ...の

拡張子が付けられます。 

3 sjENB_Server.log SENサーバープロセス(sjENB_ 

Server)の動作履歴を記録しま

す。イベント処理履歴、ルール発

火履歴などもこのファイルに書か

れます。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は[SENサーバー／コンソ

ールの設定状態]メニューにより

設定できます。デフォルトは、

3MB、7世代です。シフト後のロ

グファイルは、.log.1, .log.2, ...の

拡張子が付けられます。 

4 sjENB_ServerPerf_RuleTime.l

og 
SENサーバープロセス(sjENB_ 

Server)の動作履歴のうち、ルー

ル処理に関する履歴を記録しま

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は[SENサーバー／コンソ

ールの設定状態]メニューにより
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項番 ファイル名 内容 備考 

す。 

このログファイルはタブ区切りの

csv形式で記録され、出力項目

は順にヘッダー(処理日時、SEN

サーバー名など)/ルールの種類

(共通ルールまたはグループ別

ルール)/処理時間（ミリ秒単位）/

処理したイベント数 となります。 

設定できます。デフォルトは、

3MB、7世代です。シフト後のロ

グファイルは、.log.1, .log.2, ...の

拡張子が付けられます。 

5 sjENB_ServerPerf_RuleCount.l

og 
SENサーバープロセス(sjENB_ 

Server)の動作履歴のうち、ルー

ル処理に関するイベント数およ

びアクションの実行数を記録しま

す。 

ログファイルサイズ、保持する世

代および情報の記録間隔は

[SENサーバー／コンソールの設

定状態]メニューにより設定できま

す。デフォルトは、3MB、7世代、

300秒です。シフト後のログファイ

ルは、.log.1, .log.2, ...の拡張子

が付けられます。 

6 sjENB_Server_CPLib.log SENサーバープロセス

(sjENB_Server)の動作履歴を記

録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 3MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

7 sjENB_ServerRuleSet.log ルールセットの反映時に反映す

るルールセット内容を記録しま

す。 

保持するログファイルは 7世代で

す。シフト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

8 sjENB_ProcMgr.log SEN Process Manager(sjENB_ 

ProcMgr)の動作履歴を記録しま

す。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

9 sjENB_Pmctrl.log sjENB_Pmctrlコマンドの履歴を

記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

10 sjENB_EntryKey.log sjENB_EntryKeyコマンドの履歴

を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

11 sjENS_Pcc_ID.log 千手連携アダプタ(sjENS_Pcc)の

動作履歴を記録します。 

ここで IDには、sjENS_conf.xml

で指定されるプロセス識別

ID(pid)が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 3MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

12 sjENS_Pcc_Msg_ID.log 千手連携アダプタ(sjENS_Pcc)が

受信した千手メッセージを記録し

ます。SENコンフィグレータにて

「受信した千手メッセージを記録

する」が設定されている場合に出

力されます。 

ここで IDには、sjENS_conf.xml

で指定されるプロセス識別

ID(pid)が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

13 sjENX_Trapd.log SNMP トラップ受信アダプタ

(sjENX_Trapd)の動作履歴を記

録します。 

受信または破棄されたＳＮＭＰト

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が
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項番 ファイル名 内容 備考 

ラップの履歴もこのファイルに記

録します。 

付けられます。 

14 sjENX_Syslogd.log シスログ受信アダプタ

(sjENX_Syslogd)の動作履歴を

記録します。 

受信または破棄されたシスログの

履歴もこのファイルに記録しま

す。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

15 sjENX_MailRcvd_ID.log メール受信連携アダプタ

(sjENX_MailRcvd)の動作履歴を

記録します。メールサーバーとの

通信履歴もこのファイルに出力さ

れます。ここで IDには、
sjENX_MailReceivedConf.xml

で指定されるプロセス識別

ID(pid)が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 3MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます 

16 sjENX_MailRcvd_raw_ ID.log メール受信連携アダプタ

(sjENX_MailRcvd)が受信したメー

ルメッセージを記録します。SEN

コンフィグレータにて「メールメッ

セージを記録する」が設定されて

いる場合に出力されます。ここで

IDには、
sjENX_MailReceivedConf.xml

で指定されるプロセス識別

ID(pid)が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 3MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

17 sjENX_MailRcvd_ID_OAuth2.

log 
メール受信連携アダプタ

(sjENX_MailRcvd)の OAuth2 ドラ

イバーの動作履歴を記録しま

す。ここで IDには、
sjENX_MailReceivedConf.xml

で指定されるプロセス識別

ID(pid)が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

18 sjENX_spd_ID.log Senju Service Manager 連携アダ

プタ(sjENX_spd)の動作履歴を記

録します。 

ここで IDには、
sjENX_spdConf.xmlで指定され

るプロセス識別 ID(pid)が入りま

す。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

19 sjENX_EventRcvd_ID.log イベント連携アダプタ

(sjENX_EventRcvd)の動作履歴

を記録します。 

ここで IDには、
sjENX_EventRcvdConf.xmlで指

定されるプロセス識別 ID(pid)が

入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

20 sjENB_Config.log SENコンフィグレータ

(sjENB_Config)の動作履歴を記

録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 3MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

21 sjENB_Config_OAuth2.log SENコンフィグレータ

(sjENB_Config)の OAuth2ドライ

バーの動作履歴を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

22 sjENX_MailSend_ ID.log メール送信連携アダプタ ログファイルサイズおよび保持す
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項番 ファイル名 内容 備考 

(sjENX_MailSend)の動作履歴を

記録します。ここで IDには、
sjENX_MailSendConf.xmlで指

定されるプロセス識別 ID(pid)が

入ります。 

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

23 sjENX_MailSend_raw_ ID.log メール送信連携アダプタ

(sjENX_MailSend)が送信したメー

ル送信メッセージを記録します。

SENコンフィグレータにて「メー

ルメッセージ送信記録」が「出力

する」と設定されている場合に出

力されます。ここで IDには、
sjENX_MailSendConf.xmlで指

定されるプロセス識別 ID(pid)が

入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

24 sjENX_MailSendHistory_ 

ID.log 
メール送信連携アダプタ

(sjENX_MailSend)が成功したメー

ル送信メッセージを記録します。

また 1 時間毎の成功件数のサマ

リ情報を記録します。ここで IDに
は、sjENX_MailSendConf.xmlで

指定されるプロセス識別 ID(pid)

が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

25 sjENX_UnMailSendHistory_ 

ID.log 
メール送信連携アダプタ

(sjENX_MailSend)が失敗したメー

ル送信メッセージを記録します。

また 1 時間毎の失敗件数のサマ

リ情報を記録します。ここで IDに
は、sjENX_MailSendConf.xmlで

指定されるプロセス識別 ID(pid)

が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

26 sjENX_TelCalld_ ID.log TELstaff連携アダプタ

(sjENX_TelCalld)の動作履歴を

記録します。ここで IDには、
sjENX_TelCalldConf.xmlで指定

されるプロセス識別 ID(pid)が入

ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

27 sjENX_TelCalld_ActHistory_ 

ID.log 
TELstaff連携アダプタ

(sjENX_TelCalld)が成功した電話

呼出メッセージを記録します。ま

た 1 時間毎の成功件数のサマリ

情報を記録します。ここで IDに
は、sjENX_TelCalldConf.xmlで

指定されるプロセス識別 ID(pid)

が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

28 sjENX_TelCalld_UnActHistor

y_ ID.log 
TELstaff連携アダプタ

(sjENX_TelCalld)が失敗した電話

呼出メッセージを記録します。ま

た 1 時間毎の失敗件数のサマリ

情報を記録します。ここで IDに
は、sjENX_TelCalldConf.xmlで

指定されるプロセス識別 ID(pid)

が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

29 sjENX_TelCallScript.log TELstaff連携スクリプトの実行履

歴を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 
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項番 ファイル名 内容 備考 

30 sjENX_SendEvent.log イベント送信コマンド

(sjENX_SendEvent)の実行履歴

を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

31 sjENX_MailLib_ID.log メール受信連携アダプタ

(sjENX_MailRcvd)が受信した

HTML メールの解析の動作履歴

を記録します。SENコンフィグレ

ータにて「HTML受信設定」が設

定されている場合に出力されま

す。ここで IDには、
sjENX_MailReceivedConf.xml

で指定されるプロセス識別

ID(pid)が入ります。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

32 sen_sv_YYYYMMDDhhmmss

_setup(uninstall).log 
インストール(またはアンインスト

ール)の処理を動作履歴します。

ここで YYYYMMDDhhmms に
は、インストール(またはアンイン

ストール)の実施日時がが入りま

す。 

 

 

SENコンソールにおけるログファイル一覧を表 3.3-4に示します。 

表 3.3-4 SENコンソールにおけるログファイル一覧 

No ファイル名 内容 備考 

1 sjENB_Console.log SENコンソール(sjENB_Console)

の動作履歴を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は[SENサーバー／コンソ

ールの設定状態]メニューにより

設定できます。デフォルトは、

1MB、7世代です。 

2 sjENB_Console_CPLib.log SENコンソール(sjENB_Console)

の動作履歴を記録します。 

デフォルトは、3MB、7世代で

す。 

3 sjENB_ConsoleOperation.log SENコンソール(sjENB_Console)

の操作履歴を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は[SENサーバー／コンソ

ールの設定状態]メニューにより

設定できます。デフォルトは、

1MB、7世代です。 

4 sen_cl_YYYYMMDDhhmmss_s

etup(uninstall).log 
インストール(またはアンインスト

ール)の動作履歴を記録します。

ここで YYYYMMDDhhmmsに
は、インストール(またはアンイン

ストール)の実施日時がが入りま

す。 

 

SEN Webサービスにおけるログファイル一覧を表 3.3-5に示します。 

表 3.3-5 SEN Webサービスにおけるログファイル一覧 

No ファイル名 内容 備考 

1 sjENB_WebConsole.log SEN Webサービス(Web画面)の

動作履歴を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 3MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

2 sjENB_WebSvrd.log SEN Webサーバーデーモン ログファイルサイズおよび保持す
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(sjENB_WebSvrd)の動作履歴を

記録します。 

る世代は 3MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

3 sjENB_WsProcMgr.log SEN Web Process 

Manager(sjENB_ 

WsProcMgr)の動作履歴を記録

します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

4 sjENB_WsPmCtrl.log sjENB_WsPmCtrlコマンドの履

歴を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

5 sen_ws_YYYYMMDDhhmmss_

setup(uninstall).log 
インストール(またはアンインスト

ール)の動作履歴を記録します。

ここで YYYYMMDDhhmms に
は、インストール(またはアンイン

ストール)の実施日時がが入りま

す。 

 

SENサテライトにおけるログファイル一覧を表 3.3-6に示します。 

表 3.3-6 SENサテライトにおけるログファイル一覧 

項番 ファイル名 内容 備考 

1 sjENX_TelCallScript.log TELstaff連携スクリプトの実行履

歴を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

2 sjENX_SendEvent.log イベント送信コマンド

(sjENX_SendEvent)の実行履歴

を記録します。 

ログファイルサイズおよび保持す

る世代は 1MB、7世代です。シ

フト後のログファイル

は、.log.1, .log.2, ...の拡張子が

付けられます。 

3 sen_st_YYYYMMDDhhmmss

_setup(uninstall).log 
インストール(またはアンインスト

ール)の動作履歴を記録します。

ここで YYYYMMDDhhmms に
は、インストール(またはアンイン

ストール)の実施日時がが入りま

す。 
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3.3.7 添付ファイルの運用 

SENサーバーでは、メールメッセージの添付ファイルを受信します。 

以下、添付ファイルの概要について説明します。 

 

3.3.7.1 メーラーから受信 

1)  添付ファイル出力先ディレクトリ 

添付ファイル出力先ディレクトリは下記の通りです。 

環境変数%SENSVHOME%は、SENサーバーの導入ディレクトリに相当します。 

・%SENSVHOME%\dat\enx\mail\attachment\recv\sjMRD_+ 

"[作成日時（YYYYMMDDhhmmss] ）"+"_"+ 

"[ユニークキー（UUID）]"＋"_"＋" [CPUのクロック数]" 

 

 

3.3.7.2 千手マネージャから受信 

1)  添付ファイル出力先ディレクトリ 

添付ファイル出力先ディレクトリは下記の通りです。 

環境変数%SENSVHOME%は、SENサーバーの導入ディレクトリに相当します。 

・%SENSVHOME%\dat\ens\mail\attachment\send\sjSBD_+ 

"[作成日時（YYYYMMDDhhmmss] ）"+"_"+ 

"[ユニークキー（UUID）]"＋"_"＋" [CPUのクロック数]" 
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3.3.8 HTML ファイルの運用 

SENサーバーでは、メールメッセージの HTMLファイルを受信します。 

以下、HTMLファイルの概要について説明します。 

 

3.3.8.1 メーラーから受信 

1) HTMLファイル出力先ディレクトリ 

HTMLファイル出力先ディレクトリは下記の通りです。 

環境変数%SENSVHOME%は、SENサーバーの導入ディレクトリに相当します。 

・%SENSVHOME% \dat\enx\mail\html\recv\sjMRD_+ 

"[作成日時（YYYYMMDDhhmmss] ）"+"_"+ 

"[ユニークキー（UUID）]"＋"_"＋" [CPUのクロック数]" 
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3.3.9 挿入ファイルの運用 

SENサーバーでは、メールメッセージの挿入ファイルを受信します。 

以下、挿入ファイルの概要について説明します。 

 

3.3.9.1 メーラーから受信 

1) 挿入ファイル出力先ディレクトリ 

挿入ファイル出力先ディレクトリは下記の通りです。 

環境変数%SENSVHOME%は、SENサーバーの導入ディレクトリに相当します。 

・%SENSVHOME% \dat\enx\mail\inline\recv\sjMRD_+ 

"[作成日時（YYYYMMDDhhmmss] ）"+"_"+ 

"[ユニークキー（UUID）]"＋"_"＋" [CPUのクロック数]" 
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3.3.10 SEN サーバー稼働環境の時刻変更 

SENサーバー稼働環境の時刻変更を行う場合は、以下の手順で実施して下さい。 

 

1) SENサーバーを停止します。SENサーバーの停止方法については、「3.3.1 SEN

サーバーの起動・停止」を参照して下さい。 

2) SENサーバー稼働環境の時刻を変更します。 

3) SENサーバーを起動します。SENサーバーの起動方法については、「3.3.1 SEN

サーバーの起動・停止」を参照して下さい。 

 

尚、Senju Enterprise Navigatorでは上記以外の方法はサポートしていません。 
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3.3.11 SEN Web サービス稼働環境の時刻変更 

SEN Webサービス稼働環境の時刻変更を行う場合は、以下の手順で実施して下さい。 

 

1) SEN Webサービスを停止します。SEN Webサービスの停止方法については、「3.3.2 

SEN Webサービスの起動・停止」を参照して下さい。 

2) IIS、SQL Serverのサービスを停止します。 

3) SEN Webサービス稼働環境の時刻を変更します。 

4) IIS、SQL Serverのサービスを起動します。 

5) SEN Webサービスを起動します。SEN Webサービスの起動方法については、「3.3.2 

SEN Webサービスの起動・停止」を参照して下さい。 

尚、Senju Enterprise Navigatorでは上記以外の方法はサポートしていません。 
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3.3.12 SEN コンソールダイアログのアイコン変更 

SENコンソールダイアログのアイコンは、以下のフォルダにビットマップファイル

「LoginDlgLogo.bmp」を格納することで変更可能です。 

フォルダ名：%SENCLHOME%\dat\enb\icon 

ファイル名：LoginDlgLogo.bmp 

尚、LoginDlgLogo.bmpが存在しない場合は、デフォルトで用意された画像が表

示されます。 

 

 ! 
 

SEN コンソールでは、ダイアログの画像ファイルとして、幅 256 ピクセル、 

高さ 256 ピクセルのビットマップファイルをサポートしています。 
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3.3.13 SEN Web サービスログイン画面のアイコン変更 

SEN Webサービスのログイン画面のアイコンは、以下のフォルダにビットマップファイル

「SENLogo_custom.bmp」を格納することで変更可能です。 

フォルダ名：%SENWSHOME%\Content\Images 

ファイル名：SENLogo_custom.bmp 

尚、SENLogo_custom.bmpが存在しない場合は、デフォルトで用意された画像が

表示されます。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスログイン画面のデフォルトのアイコンのサイズは、幅

449 ピクセル、高さ 249 ピクセルです。 
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3.3.14 SEN Web サービス共通画面のロゴ変更 

SEN Webサービス共通画面のメニューバーのロゴは、以下のフォルダに PNGファイル

「header_sentitle_custom.png」を格納することで変更可能です。 

フォルダ名：%SENWSHOME%\Content\Images 

ファイル名：header_sentitle_custom.png 

尚、header_sentitle_custom.pngが存在しない場合は、デフォルトで用意された

ロゴが表示されます。 

 

 ! 
 

SEN Web サービス画面のデフォルトのロゴのサイズは、幅 400 ピクセル、

高さ 31 ピクセルです。 

 

 



  

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 4-1 4-1 

4 メインペイン作成ガイド 

 
メインペイン作成ガイド 

 

 

 

 

 

 

この章では、メインペインエディタを用いてメインビュー上に表示されるメインペインを定

義する手順について詳しく説明します。 
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4.1 メインペインの作成・編集手順 

ここでは、メインペインエディタによるメインペインの作成、編集手順について詳しく説明

します。 

 

4.1.1 メインペインエディタの起動 

メインビューにおけるメインペインのデザインはメインペインエディタを用いて行います。メ

インペインエディタを開くには、[ファイル]メニューから[メインペインエディタを開く ]を選ぶ

か、ツールバーから[メインペインエディタ]ボタンを選択します。 

 

 

図 4-1 メインペインエディタ画面 

グループコンボボッ

クス： 

該当グループに登録されているパーツの切り替えができます。 

 

パーツエリア： メインペインに貼り付ける部品が含まれる領域です。パーツエリア

の部品はグループコンボボックスを切り替える事により、そのグル

ープに登録されている部品を表示させる事ができます。 

メインペイン： メインペインアイテムが描画される領域です。 

 

  

 グループ 

コンボボックス 

 パーツエリア  メインペイン 
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 ! 
 

Administrators 役割をもつユーザーや、複数のグループに所属する Managers

役割のユーザーが、グループコンボボックスを切り替えてメインペインを編

集する場合には、各メインペインアイテムの参照に関して注意が必要です。

例えば、グループ A とグループ B の 2 つのグループに所属する Managers 役

割のユーザーab が、グループ A のメインペインを編集する場合を考えます。

ユーザーab は、グループコンボボックスを切り替える事で、グループ A のパ

ーツエリアとグループ B のパーツエリアを使用する事が可能で、それぞれの

パーツエリアに登録された部品を用いてメインペインを編集できます。この

メインペインに対し、グループ A にのみ所属する Users 役割のユーザーa が

参照を行った場合、グループ B のコンボボックスから選択された部品は、×

印で表示されてしまいます。これはユーザーa が、グループ B のリソースを

参照する権限がないためです。 
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4.1.2 メインペインの描画編集 

メインペインの新規作成 

メインビューに表示するメインペインを新規に作成するには、メニューバーから

[ファイル]→[メインペインエディタを開く]を選択し、メインペインリスト画面を表

示します(図 4-2)。 

 

 

図 4-2 メインペインリスト画面 

メインペインリスト画面で、[新規]ボタンを押し、メインペインエディタを開き

ます(図 4-3)。 

 

 

図 4-3 メインペインエディタ画面（新規作成） 

メインペインエディタでは、左側のパーツエリアよりアイテムパーツアイコンを

選択し、右側の編集用ウィンドウにドラッグ＆ドロップする事により、メインペイ
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ン上にアイテムを自由に配置する事ができます。配置した後、各メインペインアイ

テムに名称（ID）を定義する必要があります。詳細は、「メインペインアイテムの

プロパティ」を参照して下さい。 

メインペインを保存する場合には、メインペインエディタ画面上の[保存]ボタン

を押します。保存確認画面が表示されますので、[はい]ボタンを押します（図 

4-4）。 

 

 

図 4-4 保存確認画面（新規作成） 

次に新規に作成したメインペインのプロパティを設定する画面が表示されますの

で(図 4-5)、 [メインペイン ID]および[説明]を指定し、さらにメインペインを所属

させるグループを[ユーザーグループ ID]コンボボックスより選択し[OK]ボタンを押

します。詳細は、「4.1.4 メインペインの保存」を参照して下さい。 

これにより、新たに作成したメインペインが保存されます。 

 

 

図 4-5 メインペインのプロパティ画面（新規作成） 
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メインペインの編集 

メインペインを編集するには、左側のパーツエリアからアイテム部品を選択し、右側のメイ

ンペインにドラッグ&ドロップします。 

メインペインアイテムは移動、リサイズが可能です。メインペインアイテムを移動する場合

は、メインペインアイテムを選択したままドラッグします。メインペインアイテムをリサイズする

場合は、アイテム選択時のコーナー及び、各コーナーの中間に位置する８つのボックスのう

ち一つをドラッグします（図 4-6）。 

 

 

図 4-6 メインペインアイテムのリサイズボックス（例） 

各コーナーのボックスをドラッグすると縦横比固定でリサイズします。Shiftキーを押したま

まドラッグすると縦横比固定を解除した状態でリサイズします。各コーナーの中間に位置す

るボックスをドラッグすると縦横比固定が解除された状態でリサイズします。Shiftキーを押し

たままドラッグすると縦横比固定の状態でリサイズします。ただし、複数のメインペインアイテ

ムを選択している場合はリサイズできません。 

メインペインアイテムを整列する場合は、メインペインアイテムを複数選択してから図 4-7

の整列ボタンを押します。横方向に対して左寄せ、中央揃え、右寄せ、等間隔の整列が、

縦方向に対して上寄せ、中央揃え、下寄せ、等間隔の整列が可能です。 

 

 

図 4-7 整列ボタン 
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 ! 
 

SEN Web サービスでは、メインペインアイテム選択時のフォーカスの範囲

内でその背後にあるアイテムを選択できません。そのため、直線や円・楕円

アイテムの背後で見えているアイテムでも選択できない場合があります。メ

インペインアイテムを重ねて配置する場合は、ご注意下さい。 
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メインペインアイテムのプロパティ 

メインペインアイテムのプロパティを設定するには、コンテキストメニューから[プロパティ]

を選択します（図 4-8）。 

以下、[全般]タブ、[アクション]タブおよび[関連ビュー]タブについて説明します。各メイン

ペインアイテム固有のタブについては、「4.1.3 メインペインアイテムのプロパティ」

を参照して下さい。 

 

 

図 4-8 メインペインアイテムプロパティ画面 (全般タブ) 

[全般]タブでは、すべてのメインペインアイテムに共通な項目について設定します。 

 

表 4.1-1 メインペインアイテムプロパティ項目一覧 (全般タブ) 

項目 内容 省略 

メインペイン

ID： 

メインペインアイテムが所属しているメインペインの IDを

表示します。 

－ 

種類： メインペインアイテムの種類を表示します。種類は、直線、

長方形、円・楕円、イメージ、文字、リスト、結合アイテム

があります。 

－ 

ID： メインペインアイテムの IDを指定します。同一メインペイ

ン内でユニークな必要があります。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

縦位置： メインペインアイテムの左上隅を始点として、その縦位置を

指定します。単位は pixelです。直線、ガントチャート、実

行システムでは指定できません。 

不可 

横位置： メインペインアイテムの左上隅を始点として、その横位置を

指定します。単位は pixelです。直線、ガントチャート、実

行システムでは指定できません。 

不可 

高さ： メインペインアイテムの高さを指定します。直線、ガントチ

ャート、実行システムでは指定できません。 

不可 
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幅： メインペインアイテムの幅を指定します。直線、ガントチャ

ート、実行システムでは指定できません。 

不可 

点滅機能を(別

の色情報)利

用： 

メインペインアイテムをブリンクさせる場合にチェックしま

す。各メインペインアイテムのブリンクの設定については、

「4.1.3 メインペインアイテムのプロパティ」を参照して

下さい。 

－ 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、サイズが 0(始点と終点の座標が同じ)の直線アイテ

ムは表示されません。 

 

[関連ビュー] タブではコンテキストメニューの[ビューを開く]に表示されるジャンプ（ハイパ

ーリンク）を編集する事ができます（図 4-9）。 

 

 

図 4-9 メインペインアイテムプロパティ画面 (関連ビュータブ) 

表 4.1-2 メインペインアイテムプロパティ画面のボタン (関連ビュータブ) 

ボタン 機能 

↑： 選択した関連ビューの順番を繰り上げます。順

番はメインペインアイテムのコンテキストメニ

ューの[ビューを開く]の表示順番に反映されま

す。 

↓： 選択した関連ビューの順番を繰り下げます。順

番はメインペインアイテムのコンテキストメニ

ューの[ビューを開く]の表示順番に反映されま

す。 

追加： 関連ビューを追加します。 

コピー： 選択した関連ビューをコピーします。 

変更： 選択した関連ビューを変更します。 

削除： 選択した関連ビューを削除します。 
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[追加]、[コピー]および[変更]ボタンを押すと図 4-10が表示されます。 

 

 

図 4-10 関連ビュー設定追加画面 

表 4.1-3 関連ビュー設定追加項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： メインペインアイテムのコンテキストメニュー[ビュー

を開く]を選択した時に表示される、関連ビューの ID

を指定します。 

不可 

URI： 関連ビューへのパスを指定します。 

関連ビューへのパスは URL形式で指定します。 

 

◇メインペインへのパスの場合： 

sen:///MainView/グループ ID/カテゴリ ID/ツリーパス 

ここでツリーパスには、メインペインが割り付けられ

るビューアイテムグループのパスを指定します。 

(例) 

sen:///MainView/GRP1/NodeView/Tokyo/HQ 

 

◇メインペインアイテムへのパスの場合： 

sen:///MainView/グループ ID/カテゴリ ID/ツリーパス
#アイテム ID 

アイテム IDにはメインペインアイテムの IDを指定し

ます。 

(例) 

sen:///MainView/GRP1/NodeView/Tokyo/HQ#Node01 

 

◇イベントビューへのパスの場合： 

sen:///EventView/グループ ID/表示方法#シーケンス

ID 

シーケンス IDにはイベントのシーケンス IDを指定し

ます。 

(例) 

 sen:///EventView/GRP1/{メッセージすべて} #12610 

 

◇コマンドのパスの場合 

sen:/// commandexe/コマンドパス|引数 

引数を指定する場合は、”|(バーティカルバー)”を使

用します。 

URIで環境変数を利用する場合は、<>を使用します。 

 (例) 

不可 
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sen:///commandexe/<SENSVHOME>\\bin\\sjENB_

Pmctrl|run U1 

 

◇任意の URLの場合： 

(例)http://www.nri.co.jp/index.html 

 

SENで提供される URIについては、「5.2.1.4 Senju 

EnterpriseNavigator が提供する URI」を参照して下

さい。 

説明： コメントを指定します。 可能 

設定種別： 関連ビューの種類を指定します。 

"定義"または"付加"を選択します。 

種類が"定義"の関連ビューは、アイテムのリセットに

よる影響を受けません。 

種類が"付加"の関連ビューは、アイテムのリセットに

より削除されます。 

－ 

[アクション] タブではコンテキストメニューの[アクションの実行]に表示されるアクションを編

集する事ができます(図 4-11)。 

 

 

図 4-11 メインペインアイテムプロパティ画面 (アクションタブ) 

表 4.1-4 メインペインアイテムのプロパティ画面のボタン (アクションタブ) 

ボタン 機能 

↑： 選択したアクションの順番を繰り上げます。順

番はメインペインアイテムのコンテキストメニ

ューの[アクションの実行]の表示順番に反映され

ます。 

↓： 選択したアクションの順番を繰り下げます。順

番はメインペインアイテムのコンテキストメニ

ューの[アクション]の表示順番に反映されます。 

追加： アクションを追加します。 

コピー： 選択したアクションをコピーします。 

変更： 選択したアクションを変更します。 

http://www.nri.co.jp/index.html
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削除： 選択したアクションを削除します。 

[追加]、[コピー]および[変更]ボタンを押すと図 4-12が表示されます。 

 

 

図 4-12 アクション設定追加画面 

[SENサーバーによる実行]を選択するとメインペインアイテムに関連付けられた SENサ

ーバー上で実行するアクションの編集ができます。（表 4.1-5） 
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表 4.1-5 アクション設定追加項目一覧（SENサーバーによる実行） 

項目 内容 省略 

アクション名： メインペインアイテムのコンテキストメニ

ュー[アクションの実行]を選択した時に表示

される、アクションの名前を指定します。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

コマンドシーケンス： SENサーバーで実行するコマンドをフルパ

スで指定します。 
不可 

設定種別： アクションの種類を指定します。 

"定義"または"付加"を選択します。 

種類が"定義"のアクションは、アイテムのリ

セットによる影響を受けません。 

種類が"付加"のアクションは、アイテムのリ

セットにより削除されます。 

ここでは、"定義"のみ選択できます。 

－ 

[SENサーバーによるイベント生成]を選択するとメインペインアイテムに関連付けられた

SENサーバー上で生成するイベントの編集ができます。（表 4.1-6） 

表 4.1-6 アクション設定追加項目一覧（SENサーバーによるイベント生成） 

項目 内容 省略 

アクション名： メインペインアイテムのコンテキストメニ

ュー[アクションの実行]を選択した時に表示

される、アクションの名前を指定します。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

イベントクラス名： SENサーバーで生成するイベントクラス名

を指定します。 
－ 

イベントプロパティ： 指定したイベントクラス名の各プロパティ

に設定する値を指定します。 

編集するプロパティ値を選択し[変更]ボタン

を押下すると図 4-13の編集画面が表示され

ます。 

可能 

設定種別： アクションの種類を指定します。 

"定義"または"付加"を選択します。 

種類が"定義"のアクションは、アイテムのリ

セットによる影響を受けません。 

種類が"付加"のアクションは、アイテムのリ

セットにより削除されます。 

ここでは、"定義"のみ選択できます。 

－ 
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図 4-13 イベントプロパティ編集画面  
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[千手によるコマンドの実行]を選択するとメインペインアイテムに関連付けられた Senju 

Operation Conductor上で実行するアクションの編集ができます。（表 4.1-7） 

 

表 4.1-7 アクション設定追加項目一覧（千手による千手コマンドの実行） 

項目 内容 省略 

アクション名： メインペインアイテムのコンテキストメニ

ュー[アクションの実行]を選択した時に表示

される、アクションの名前を指定します。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ドメイン名： 現在接続中の任意の Senju Operation 

Conductorアダプタドメイン名を指定しま

す。 

不可 

コマンド種別： “千手コマンド”か”ユーザーコマンド”か指定

します。 

－ 

コマンドグループ名： コマンドが所属するコマンドグループ名を

指定します。 

不可 

コマンド名： コマンド名を指定します。 不可 

実行ノード指定： 実行ノード指定を”なし”、”ノード指定”、”

ノードグループ指定”から指定します。 

「コマンド種別」で“ユーザーコマンド”を選

択した場合に指定できます。 

－ 

実行ユーザー名： 実行ユーザー名を指定します。 

「コマンド種別」で“ユーザーコマンド”を選

択した場合に指定できます。 

可能 

実行ノード/ノードグループ

ID： 

実行ノード/ノードグループ IDを指定しま

す。実行ノード/ノードグループ IDを指定

します。 

※1 

パラメータ 指定したコマンドのパラメータを指定しま

す。 

複数のパラメータを指定する場合、カンマ

で区切る必要があります。 

可能 

設定種別： アクションの種類を指定します。 

"定義"または"付加"を選択します。 

種類が"定義"のアクションは、アイテムのリ

セットによる影響を受けません。 

種類が"付加"のアクションは、アイテムのリ

セットにより削除されます。 

ここでは、"定義"のみ選択できます。 

－ 

※1：「実行ノード指定」で”ノード指定”または”ノードグループ指定”を選択した場合、

省略できません。 

 

 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 4.1 メインペインの作成・編集手順 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 4-17 4-17 

コンテキストメニューの操作 

メインペインエディタにおける各アイテムのコンテキストメニューから実行可能な操作につ

いて説明します。 

 

 

図 4-14 メインペインエディタのコンテキストメニュー 

＜切り取り＞ 

選択範囲をカットし、クリップボードに格納します。 

 

＜コピー＞ 

選択範囲を複写し、クリップボードに格納します。 

 

＜貼り付け＞ 

クリップボードに格納されているメインペインアイテムをペーストします。 

ペーストするメインペインアイテムと、貼り付け先メインペイン内にあるメインペインアイテ

ムの IDが重複する場合は、図 4-15 が表示されます。 

 

 

図 4-15 メインペインアイテムの IDの設定画面 
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図 4-15 では重複するメインペインアイテムの IDを一覧表示します。IDのチェックボッ

クスをチェックし、[OK]ボタンを押すと、貼り付けられたメインペインアイテムに自動でユニ

ークなメインペインアイテム IDを設定します。 

[すべてをチェック]を押すとすべてのチェックボックスをチェックします。[すべてのチェッ

クを解除]を押すとすべてのチェックを解除します。 

 

＜複製＞ 

コピーと貼り付けの動作を同時に実行します。複製されたメインペインアイテムと、複製

先メインペイン内にあるメインペインアイテムの IDが重複する場合は、図 4-15 が表示さ

れます。 

 

＜削除＞ 

選択したメインペインアイテムを削除します。削除を選択すると、以下の確認ダイアログが

表示されます。[はい]を押すと削除されます。 

 

 

図 4-16 メインペインアイテム削除確認ダイアログ 

 

＜すべて選択＞ 

すべてのメインペインアイテムを選択します。 

 

＜図形＞ 

図形メニューには、5 つのサブメニューがあります。 

<グループ化> 

選択した複数のメインペインアイテムをグループ化し、一つの結合アイテムを作成

します。Shiftキーを押すか、範囲指定でドラッグする事により複数のメインペインア

イテムを選択する事ができます。 

<グループ解除> 

結合アイテムを解除します。 

<最前面に移動> 

選択したメインペインアイテムを最前面に表示します。他のメインペインアイテムと

表示の一部が重なる場合に使用します。 

<最背面に移動> 
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選択したメインペインアイテムを最背面に表示します。他のメインペインアイテムと

表示の一部が重なる場合に使用します。 

<サイズを元に戻す> 

サイズを変更したメインペインアイテムをデフォルトのサイズに戻します。デフォルト

のサイズに戻せるのは、画像が設定されたイメージ及び結合されたアイテムになり

ます。サイズを変更していない場合は、何も動作はしません。 

 

＜インポート＞ 

定義データからのインポートによるアイテムの自動生成を行う事ができます。詳細は

「4.1.5 インポートによるメインペインアイテムの自動生成(千手ノード定義)」を

参照して下さい。 

 

＜パーツに登録＞ 

グループ化した結合アイテムをパーツエリアにアイテム部品として登録します。使用頻

度の高い結合アイテムを登録する事により、結合アイテムの再利用が簡単になります。 

パーツに登録する結合アイテムには、パーツエリアに表示するアイコン IDを設定する

必要があります。詳細は「4.1.3 メインペインアイテムのプロパティ」を参照して下

さい。 
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4.1.3 メインペインアイテムのプロパティ 

以下、各メインペインアイテムのプロパティ設定画面について説明します。 

 

a) 直線 

 

 

図 4-17 直線アイテム 

 

直線アイテムのプロパティには[線]タブと[色]タブとがあります。[線]タブでは線の太さお

よび線種を指定できます(図 4-18)。線の太さは Pixel 単位で指定します。線種は、実線、

破線、点線、一点破線、二点破線から選択可能です。 

 

 

図 4-18 直線アイテムのプロパティ画面（線タブ） 
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[色]タブでは線の色を指定できます(図 4-19)。色の指定は、[参照]ボタンを押す事によ

りカラーパレット(図 4-20)から選択する事ができます。 

 [全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしている場合は、[別の線の

色]をチェックして別の線の色を指定します。この設定により線をブリンク表示する事ができ

ます。なお、[全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしていない場合は、

[別の線の色]を指定してもブリンク表示されません。 

 

 

図 4-19 直線アイテムのプロパティ画面(色タブ) 

 

 

図 4-20 色の設定画面 
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b) 長方形 

 

 

図 4-21 長方形アイテム 

 

長方形アイテムのプロパティの[色]タブでは、長方形の線の色と塗りつぶし色を変更でき

ます。線の色を変更するには[線の色]を変更します。塗りつぶし色を変更するには”塗りつ

ぶす“をチェックしたうえで、[塗りつぶし色]を変更します。色の指定は、[参照]ボタンを押す

事によりカラーパレット(図 4-20)から選択する事ができます。 

[全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしている場合は、[別の線の

色]をチェックして別の線の色を指定します。この設定により線をブリンク表示する事ができ

ます。なお、[全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしていない場合は、

[別の線の色]を指定してもブリンク表示されません。 

なお、塗りつぶし色の設定も同様です。 
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図 4-22 長方形アイテムのプロパティ画面 (色タブ) 

c) 円・楕円 

 

 

図 4-23 円・楕円アイテム 

円・楕円アイテムのプロパティの[色]タブでは、円・楕円の線の色と塗りつぶし色

を変更できます。色の指定は、[参照]ボタンを押す事によりカラーパレット(図 4-20)から

選択する事ができます。 

[全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしている場合は、[別の線の

色]をチェックして別の線の色を指定します。この設定により線をブリンク表示する事ができ

ます。なお、[全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしていない場合は、

[別の線の色]を指定してもブリンク表示されません。 

なお、塗りつぶし色の設定も同様です。 
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図 4-24 円・楕円アイテムのプロパティ画面（色タブ） 
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d) イメージ 

 

 

図 4-25 イメージアイテム 

 

イメージアイテムの[イメージ]タブでは、アイテムに割り付けるイメージ IDを指定します。 

 

 

図 4-26 イメージアイテムのプロパティ画面（イメージタブ） 
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 [参照]ボタンを押すとイメージリスト画面が表示されます (図 4-27)。イメージ種別は 

Windowsアイコン、Windowsビットマップ、PNG、JPEG、TIFF形式を選択します。イメージア

イテムに表示するイメージ ID をリストから選び[OK]ボタンを押します。なお、イメージはあら

かじめアップロードして登録しておく必要があります。 

 

 

図 4-27 イメージリスト画面 

 

 

[全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしている場合は、[別のイメー

ジ ID]をチェックして別のイメージ IDを指定します。この設定によりイメージをブリンク表示

する事ができます。なお、[全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしてい

ない場合は、[別のイメージ ID]を指定してもブリンク表示されません。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、イメージアイテムの描画能力は Web ブラウザに依

存します。イメージアイテムをリサイズし、本来のイメージより拡大した場

合、SEN コンソールに比べ Web ブラウザでは画質が落ちてしまいます。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、HTTP の URL として使用できない文字を ID に含む 

イメージアイテムは表示されません。使用できない文字の詳細は「6.2 制限

事 

項」を参照して下さい。 
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e) 文字 

 

 

図 4-28 文字アイテム 

 

文字アイテムのプロパティの[文字]タブでは、文字アイテムに表示する文字列、フォント、

およびフォーマット（位置合わせ）を指定できます。 

 

 

図 4-29 文字アイテムのプロパティ画面(文字タブ) 

表示する文字列はテキストフィールドに入力します。改行も入力可能です。 
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フォントの指定は[フォント選択]ボタンを押下し、フォント選択画面を表示します(図 

4-30)。フォント名、スタイル、サイズを指定して[OK]ボタンを押します。 

 

 

図 4-30 フォント画面 

垂直方向の位置合わせについては、[シングルライン]をチェックした場合のみ指定可能

で、上寄せ、センタリング、下寄せから選択します。水平方向の位置合わせについては、左

寄せ、センタリング、右寄せから選択します。 

[全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしている場合は、[別の文字の

色]をチェックして別の文字の色を指定します。この設定により文字をブリンク表示する事が

できます。なお、[全般]タブにて「点滅機能（別の色情報）を利用」をチェックしていない場

合は、[別の文字の色]を指定してもブリンク表示されません。 
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ｆ) リスト 

 

 

図 4-31 リストアイテム 

 

リストアイテムのプロパティの[リスト]タブでは、リストに表示するカラム、初期データを指定

します。 

 

 

図 4-32 リストアイテムのプロパティ画面(リストタブ) 
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リストのフォントを設定する場合は、[フォント選択]ボタンを押下し、フォント選択画面を表

示します(図 4-33)。フォント名、スタイル、サイズを指定して[OK]ボタンを押します。 

 

 

図 4-33 フォント選択画面（メインペインリストアイテム） 

リストに表示するカラムを設定する場合は、[カラムを変更]ボタンを押下し、カラムリスト画

面を表示します(図 4-34)。 

 

 

図 4-34 カラムリスト画面（メインペインリストアイテム） 
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表 4.1-8 カラムリスト画面のボタン（メインペインリストアイテム） 

ボタン 機能 

↑： 選択したカラムの表示順番を一つ上にします。 

↓： 選択したカラムの表示順番を一つ下にします。 

追加： 新しいカラムを追加します。 

コピー： 選択したカラムをコピーします。 

変更： 選択したカラムを変更します。 

削除： 選択したカラムを削除します。 

 

[追加]、[コピー]および[変更]ボタンを押すと図 4-35が表示されます。 

 

 

図 4-35 リストカラムヘッダー画面（メインペインリストアイテム） 

表 4.1-9 リストカラムヘッダー項目一覧（メインペインリストアイテム） 

項目 内容 省略 

カラム名： カラムタイトルに表示させる名称を指定しま

す。 

不可 

カラム幅： カラム幅を指定します。単位はピクセルになり

ます。 

不可 

フォーマット: カラムの表示フォーマットを指定します。文字

または数値のいずれかを指定できます。数値を

指定した場合、フィールドの表示は右寄せにな

ります。また、ソートする際のソート順は数値

として比較します。文字を指定した場合は、フ

ィールドの表示は左寄せになります。ソートの

際のソート順は文字として比較します。 

－ 

 

 ! 
 

例外として、最も左のカラムは、フォーマットに数値を指定した場合も、左

寄せで表示されます。ただし、ソート順は数値として比較します。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、リストアイテムのセル数やセル内のデータサイズ

が大きい場合、リストアイテムの表示に時間が掛かる場合があります。 
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 ! 
 

SEN Web サービスでは、リストアイテムの縦スクロールバーはカラムの右

端に表示されます。リストアイテム全体の幅がリストの列幅より狭い場合、

縦スクロールバーは表示されません。横スクロールバーを右端にスクロール

させれば、縦スクロールバーが表示されます。 

 

リストに初期データを追加する場合は、リストアイテムのプロパティ画面の[リスト]タブ(図 

4-31)で[追加]ボタンまたは、[読込]ボタンを押下します。 

画面から初期データを指定する場合は、 [追加]ボタンを押下します(図 4-36)。 

 

 

図 4-36 初期データ画面（メインペインリストアイテム） 

値を設定するカラム名を選択し[変更]ボタンを押下して、初期データのセル画面を表示

します(図 4-37)。値フィールドにカラムに設定する値を指定して[OK] ボタンを押します。 

 

 

図 4-37 初期データのセル画面（メインペインリストアイテム） 
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ファイルから初期データを読み込む場合は、 [読込]ボタンを押下します(図 4-38)。 

 

 

図 4-38 リスト初期データファイル読み込み画面（メインペインリストアイテム） 

表 4.1-10 リスト初期データファイル読み込み項目一覧（メインペインリストアイテム） 

項目 内容 省略 

種別： ファイルの読込方法を指定します。 

新規または追加のいずれかを指定します。 

新規を指定した場合、リストアイテムの内容をす

べて削除した後、ファイルに定義された内容を初

期値として反映します。 

追加を指定した場合、現在のリストアイテム内容

にファイルに定義された内容を追加します。 

－ 

フォーマット： 初期データのファイルフォーマットを指定しま

す。 

カンマ区切りまたはタブ区切りを指定します。 

－ 

ファイル名： 初期データが定義されたファイルを指定します。 

指定するファイルは「フォーマット」で指定した

フォーマットで記述されたファイルとなります。

またファイル内で「//」で始まる行はコメントとし

て扱い、リストアイテムには読み込まれません

（図 4-39）。 

不可 
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図 4-39 リスト初期データ定義ファイルの例 

 

リストアイテムでは行ごとに文字の色、背景色を指定できます。色の指定は、[文字の色]

または[背景色]チェックボックスをチェックし、[参照]ボタンを押す事によりカラーパレット(図 

4-20)から選択する事ができます。 

 

リストの初期データをコピーする場合は、リストアイテムのプロパティ画面の[リスト]タブ(図 

4-32)からコピー元となる初期データを選択し、[コピー]ボタンを押します。初期データ画面

が表示されますので、各項目を指定して[OK]ボタンを押します。 

リストの初期データの値を変更する場合は、リストアイテムのプロパティ画面の[リスト]タブ

(図 4-32)から変更する初期データを選択し、[変更]ボタンを押します。初期データ画面が

表示されますので、追加の場合と同様に各項目を指定して[OK]ボタンを押します 

リストの初期データを削除する場合は、リストアイテムのプロパティ画面の[リスト]タブ(図 

4-32)から削除する初期データを選択し、[削除]ボタンを押します。 

リストの初期データの表示順番を変更する場合は、リストアイテムのプロパティ

画面の[リスト]タブ(図 4-32 リストアイテムのプロパティ画面(リストタブ))から表

示順番を変更する初期データを選択し、[↑] または[↓]ボタンを押します。[↑] ボ

タンは、初期データの表示順番を一つ上にします。[↓]ボタンは、初期データの表

示順番を一つ下にします。 
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g) ガントチャート 

 

 

図 4-40 ガントチャート 

ガントチャートは、千手ジョブスケジュール情報（フレームステータス）のインポートを行う

際に使用するアイテムです。詳細は、「4.1.6 インポートハンドラによるメインペイ

ンの自動生成(千手ジョブスケジュール情報)」を参照して下さい。 
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h) 実行システム 

 

 

図 4-41 実行システム 

実行システムは、千手ジョブスケジュール情報（定義・ステータス）のインポートを行う際に

使用するアイテムです。詳細は、「4.1.6 インポートハンドラによるメインペインの

自動生成(千手ジョブスケジュール情報)」を参照して下さい。 
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i) 結合アイテム 

 

 

図 4-42 結合アイテム 

 

結合アイテムは複数のメインペインアイテムを同時に選択し、コンテキストメニューの[図

形]→[グループ化]を選択する事により作成します。図 4-42 は、長方形アイテム、線アイテ

ムを結合し、１個の結合アイテムを作成した例です。 

結合アイテムプロパティの[結合アイテム]タブ(図 4-43)では、結合アイテムの内部構造が

表示され、パーツ登録時に必要なアイコン IDおよびショートカットプロパティを指定しま

す。 
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図 4-43 結合アイテムのプロパティ画面(結合アイテムタブ) 

 

結合アイテムの内部構造リストに表示されているメインペインアイテムのコンテキストメニュ

ーのプロパティを選択することで結合前のアイテムのプロパティが表示されます。 

これにより、結合アイテム内部のアイテムのプロパティを変更することができます。 

パーツ登録時に必要なアイコン IDは、[参照]ボタンを押すと、イメージアイテムと同様に

イメージリスト画面が表示されますので、イメージ IDを選択して[OK]ボタンを押します。 

結合アイテムの内部構造には、結合アイテムを構成する各アイテムがツリー構造で表示

されます。 

ショートカットプロパティは、ルールを作成する際に直感的また簡潔なインターフェースを

提供します。ショートカットプロパティでは、結合アイテムを構成する各アイテムのプロパティ

へのショートカットを設定します。ルールから結合アイテムを構成する各アイテムのプロパテ

ィへアクセスする方法には二通りの方法があります。一つ目は結合アイテムを構成する各ア

イテムへのフルパスを指定する方法です。この場合は、"/メインペインの ID /結合アイテム

の ID /結合アイテム内部の ID /結合アイテム内部の ID /…/プロパティ"の形式で指定し

ます。二つ目は結合アイテムのショートカットプロパティを使用する方法です。上記の"結合

アイテム内部の ID /結合アイテム内部の ID /…/プロパティ"をショートカットプロパティに

設定し、"/メインペインの ID /結合アイテムの ID /ショートカットプロパティ"と指定します。

これはフルパスを指定した場合と同じ結果を得る事ができます。 

ショートカットプロパティの作成は、結合アイテムの内部構造画面からショートカットを作成

するアイテムを選択し [追加]ボタンを押します。結合アイテムのショートカットプロパティ設

定画面（図 4-44）が表示されます 

 

図 4-44 結合アイテムのショートカットプロパティ 
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表 4.1-11 結合アイテムのショートカットプロパティの項目 

項目 内容 省略 

ショートカットプロパテ

ィ名： 

ショートカットプロパティ名を指定します。ルー

ルからはこの名前でアクセスします。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

元のアイテム 

プロパティ名： 

ショートカットプロパティ名を設定しアクセスす

る、元のプロパティ名を指定します。 

－ 

 

ショートカットプロパティをコピーする場合は、結合アイテムのプロパティ画面からコピー

元となるショートカットプロパティを選択し、[コピー]ボタンを押します。結合アイテムのショー

トカットプロパティ画面が表示されますので、各項目を指定して[OK]ボタンを押します。 

ショートカットプロパティの属性を変更する場合は、結合アイテムのプロパティ画面から変

更するショートカットプロパティを選択し、[変更]ボタンを押します。結合アイテムのショート

カットプロパティ画面が表示されますので、追加の場合と同様に各項目を指定して[OK]ボ

タンを押します 

ショートカットプロパティを削除する場合は、結合アイテムのプロパティ画面から削除する

ショートカットプロパティを選択し、[削除]ボタンを押します。 
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4.1.4 メインペインの保存 

編集したメインペインを保存する場合は、[保存]ボタンを押します。確認画面で[はい]ボ

タンを押します(図 4-45)。 

 

 

図 4-45 メインペイン保存確認画面 

新規保存の場合は、図 4-46のメインペインのプロパティ画面が表示されます。メインペ

インのプロパティ画面は、[プロパティ]ボタンを押した場合にも表示されます。既存のメイン

ペインを上書保存する場合は、そのまま現在のプロパティで保存されます。 

 

 

図 4-46 メインペインのプロパティ画面（全般タブ） 

[全般]タブでは下記項目を指定し、[OK]ボタンを押します。 

 

表 4.1-12 メインペインのプロパティ項目一覧（全般タブ） 

項目 内容 省略 

メインペイン ID： メインペイン IDを指定します。SENサーバー内で他

のグループと名前が重ならないようにユニークにする

必要があります。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ

ID： 

メインペインが属すユーザーグループをコンボボック

スより選択します。 

－ 
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図 4-47 メインペインプロパティ画面（背景タブ） 

 [背景]タブでは下記項目を指定し、[OK]ボタンを押します。 

 

表 4.1-13 メインペインプロパティ項目一覧（背景タブ） 

項目 内容 省略 

背景の表示方法： "単一色による塗りつぶし"または"イメージの繰り返し

"を選択します。 

"単一色による塗りつぶし"を選択した場合は、[塗りつ

ぶし色]で設定する単一色でメインペインの背景を塗り

つぶします。 

"イメージの繰り返し"を選択した場合は、[背景イメー

ジ]で設定するイメージをメインペインの背景に繰り返

し表示します。 

－ 

点滅機能（別の色情

報）を利用： 

背景をブリンクさせる場合にチェックします。 

[背景の表示方法]に"単一色による塗りつぶし"を選択

した場合は、[別の塗りつぶし色]で指定した色でブリ

ンク表示を行います。 

 [背景の表示方法] に"イメージの繰り返し"を選択した

場合は、[別のイメージ ID] で指定したイメージでブ

リンク表示を行います。 

－ 

塗りつぶし色： 背景の色を指定します。 

色の指定は、[参照]ボタンを押す事によりカラーパレ

ット(図 4-48)から選択する事ができます。 

[点滅機能（別の色情報）を利用]をチェックしている

場合は、[別の塗りつぶし色]をチェックし、別の塗り

つぶし色を指定します。この設定により背景のブリン

ク表示を行います。 

なお、[点滅機能（別の色情報）を利用]をチェックし

ていない場合は、[別の塗りつぶし色]を指定してもブ

リンク表示を行いません。 

－ 
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背景イメージ： 背景に設定するイメージを指定します。 

[参照]ボタンを押すとイメージリスト画面が表示され

ます(図 4-49)。イメージ種別は Windowsアイコン、

Windowsビットマップ、PNG、JPEG、TIFF形式を

選択します。イメージアイテムに表示するイメージ

IDをリストから選びます。なお、イメージはあらか

じめアップロードして登録しておく必要があります。 

[点滅機能（別の色情報）を利用]をチェックしている

場合は、[別のイメージ ID]をチェックし、別のイメー

ジ IDを指定します。この設定により背景のブリンク

表示を行います。 

なお、[点滅機能（別の色情報）を利用]をチェックし

ていない場合は、[別のイメージ ID]を指定してもブリ

ンク表示を行いません。 

※1 

※1：「背景の表示方法」で”イメージの繰り返し”を選択した場合、省略できません。 

 

 

図 4-48 色の設定画面 

 

 

図 4-49 イメージリスト画面 
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 ! 
 

ビューアイテムグループに割り当て済みのメインペインを編集後、その編集

結果をメインビューに反映するためには、メインビューの該当するビューア

イテムグループアイコンのコンテキストメニューから[定義の反映]を実行す

る必要があります。 

 

 ! 
 

メインペインプロパティ画面の[背景]タブの背景イメージに大きなサイズの

イメージを使用すると、環境によっては動作が重くなる事があります。背景

イメージには、1024×1024 以下のサイズのイメージを使用するか、小さい

サイズのイメージを"イメージの繰り返し"設定により繰り返し表示する事を

推奨します。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、メインペインの背景は表示されません。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、メインペインアイテムの URI などの長さの制限が

あります。詳細は「6.2 制限事項」を参照して下さい。 
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4.1.5 インポートによるメインペインアイテムの自動生成(千手ノード定

義) 

メインペインエディタのメインペインのコンテキストメニューからインポートを選択する事

で、定義データからのインポートによるアイテムの自動生成を行う事ができます。 

本機能は、接続された千手ドメイン（マネージャ）から関連イベントをあらかじめ所属し

ているグループに分配させている場合のみ適用可能です。 

 

 

図 4-50 メインペインエディタ用インポート画面 

メインペインエディタ用インポート画面(図 4-50)では、以下の項目を指定して[OK]ボタ

ンを押す事により、指定したクラスのインスタンスがメインペインアイテムとして自動的にイ

ンポートされます。 

 

表 4.1-14 メインペインエディタ用インポート項目一覧 

項目 内容 省略 

ドメイン ID： 接続先の Senju Operation Conductorアダプタドメイン

IDを指定します。 

可能 

クラス： イベントクラスとして”千手ノード定義”を指定します。 可能 

ユニークキー： クラスインスタンスを特定するためのユニークキーを指

定します。 

正規表現による指定が可能です。正規表現では、最初の()

の一致する文字列が抽出されます。例えば、 

(^sen[0-9]{0,2}) 

を指定した場合、"sen"、"sen01"、"sen02"などのキーを

もつインスタンスがマッチします。また、 

(^sen[0-9]{0,2})ABC  

を指定した場合、"sen1ABC"、"sen12ABC"などのキーを

もつインスタンスがマッチしますが、インポートされる

文字列は、"sen1"、"sen12"となります。このように、イ

ンポート対象から部分的な文字列のみをインポートする

事も可能です。 

可能 
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パーツ ID： インポート時に生成するメインペインアイテムのパーツ

ID（結合アイテムの ID）を指定します。 

－ 

 

 ! 
 

インポートを行う前に、一つ以上の結合アイテムをアイテム部品として登録

する必要があります。 

 

 

図 4-51 インポートされたメインペインアイテム 

図 4-51 は、ドメインおよびクラスを指定して、すべての千手管理対象ノードをメインペ

インアイテムとしてインポートした例です。この例では千手ノード定義クラスを使用してい

ますが、千手ノードグループ定義クラスなど他のクラスを使用する場合も、同様の操作で

インポートによるアイテムの自動生成を行う事ができます。 

 

 ! 
 

千手ノード定義のインポート後、接続先の千手ドメインに新規ノードが追加

された場合、その結果をメインペインに反映させるためには、再度千手ノー

ド定義のインポートを行う必要があります。その際、千手ドメインに新規追

加されたノードは、再インポート時にはメインペイン左上のアイテムと重な

って表示されますので注意して下さい。 

また、接続先の千手ドメインに属するノードを削除した場合、再度千手ノー

ド定義のインポートを行っても、メインペインへはそのノードの削除が反映

されません。接続先の千手ドメインのノードを削除し、その結果をメインペ

インに反映させる場合には、手動で該当ノードをメインペインから削除して

下さい。 
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 ! 
 

千手ノード定義と千手ノードグループ定義のインポートでは、メインペイン

のサイズ 上限値(2048x2048)の範囲外に結合アイテムが表示される事があり

ます。範囲外にある結合アイテムは、メインペインのサイズ 上限値内に移動

させ編集して下さい。 

範囲外にある結合アイテムの移動を試みると、いったん 2048x2048 の範囲内

に強制的に移動させます。 

 

4.1.6 インポートハンドラによるメインペインの自動生成(千手ジョブス

ケジュール情報) 

インポートハンドラを用いたメインペインの自動生成手順について説明します。インポート

ハンドラでは、千手ジョブスケジュール情報（実行システム定義・ステータス、フレームステ

ータス）を指定して、インポートする事ができます。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、メインペインの千手ジョブスケジュール情報は表

示されません。 

 

インポートハンドラによるメインペイン自動生成では、下記の手順を実行する必要がありま

す。 

① キーによる分配ルールの指定によるイベントのグループへの割り当て 

② インポート先となるメインペインの雛形の定義 

③ ビューアイテムグループ作成時のインポートハンドラ指定 

 

 ! 
 

インポートハンドラによるメインペイン自動生成は、必ず上記順番で実行し

て下さい。 

 

以下、これらの具体的な手順について説明します。 

 

(1) キーによる分配ルール指定によるイベントのグループへの割り当て 

実行システムおよびフレーム用メインペインを自動生成するためのイベントをグループに

対して割り当てる分配ルールを定義する必要があります。これは、ルールセットエディタを

用いて行います。ルールセットエディタの使用方法の詳細は、「5.1.6 ルールの編集」

を参照して下さい。 

ルールセットエディタを表示し、[分配]タブを選択します(図 4-52)。 
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図 4-52 ルールセットエディタ画面(分配タブ) 

キーによる分配ルールリストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]を選び、キー

によるユーザーグループへの分配画面を表示します(図 4-53)。 

 

 

図 4-53 キーによるユーザーグループへの分配画面 

キーによるユーザーグループへの分配画面では、下記項目を指定し、[OK]ボタンを押し

ます。 

表 4.1-15 キーによるユーザーグループへの分配項目一覧 

項目 内容 省略 

有効チェックボック このルールを有効にする場合はチェックします。ルー － 
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ス： ルを無効にする場合はチェックを外します。デフォル

トは有効です。 

ルール ID： このルールの IDを指定します。 不可 

ドメイン ID： 対象となる Senju Operation Conductorアダプタドメ

イン名を指定します。 

可能 

クラス： イベントクラスを指定します。 可能 

ユニークキー： イベントを選択するためのユニークキーの文字列を指

定します。クラスに属すすべてのイベントを対象とす

る場合は指定する必要はありません。正規表現による

指定も可能です。 

可能 

説明： コメントを指定します。 可能 

分配先ユーザーグル

ープ： 

イベントの分配先となるグループ一覧を指定します。

グループを追加するには[追加]ボタンを押します。 

不可 

 

以下の 4 つのイベントクラスすべてに対して、グループへの分配を定義する必要がありま

す。 

• 千手実行システム定義 

• 千手表示実行システム 

• 千手フレームステータス 

• 千手ドメイン情報 

 

すべてのルール定義が完了したらルールセットを保存し、ルールセットの反映を実行しま

す。 
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【ユニークキーの指定について】  

キーによる分配ルールで、ユニークキーを用いて対象となるイベントの絞り込みを行う場

合は、下記の要領で指定して下さい。 

 

千手実行システム定義： 

千手実行システム定義イベントクラスでは、ユニークキーは“運用日付．実行システム

名”という形式になります。正規表現では、例えば次のように指定する事ができます。 

 

(^[0-9]{8}\.(JOBSYS001)$) 

 

上記の例では、任意の運用日付(YYYYMMDD)の”JOBSYS001”の実行システムに

マッチします。 

 

千手表示実行システム： 

千手表示実行システムイベントクラスも、実行システム定義と同様、ユニークキーは“運

用日付．実行システム名”という形式になります。基本的に、表示実行システムのユニー

クキーの指定は、実行システム定義と同じにするべきです。 

 

千手フレームステータス： 

千手フレームステータスイベントクラスでは、ユニークキーは“運用日付．フレーム名”と

いう形式になります。正規表現では、例えば次のように指定する事ができます。 

 

(^[0-9]{8}\.(SFRAME001)$) 

 

上記の例では、任意の運用日付(YYYYMMDD)の”SFRAME001”のフレームにマッチ

します。 

 

千手ドメイン情報： 

千手ドメイン情報イベントクラスでは、ユニークキーは文字列"千手ドメイン時刻"、"千

手ドメインバージョン"、"千手プロキシーサーバーバージョン"となります。 
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(2) インポート先メインペインの雛形の定義 

メインペインエディタを用いて、インポート先となるメインペインの雛形を定義します。 

インポート先のグループを指定してメインペインエディタを新規に表示した後、パーツエリ

アより“実行システム”パーツを選択して、メインペイン描画領域にドラッグ&ドロップします 

(図 4-54)。 

 

 

図 4-54 実行システム用メインペインの雛形画面 

実行システム表示エリアが表示されますので、サイズおよび配置場所を変更して、メイン

ペインを保存します(図 4-55)。 
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図 4-55 実行システム用メインペインのプロパティ画面 

同様にインポート先のグループを指定してメインペインエディタを新規に表示した後、パ

ーツエリアより“ガントチャート” パーツを選択して、メインペイン描画領域にドラッグ&ドロッ

プします(図 4-56)。 

 

 

図 4-56 フレーム用メインペインの雛形画面 

ガントチャートは、アイコンの左上座標を起点として右側および下側に描画されます。実

際にどれだけの描画領域が必要かは実行時に決定されますので（フレームの数、フレーム

の実行時間によります）、アイコンの右側および下側にはこれ以外の部品を配置しないで

下さい。 
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編集が終了したらフレーム用メインペインを保存します(図 4-57)。 

 

 

図 4-57 フレーム用メインペインのプロパティ画面 

 

(3) ビューアイテムグループ作成時のインポートハンドラ指定 

インポート先となるビューカテゴリのツリーペインのコンテキストメニューから、[子グループ

の作成]を選択し、ビューアイテムグループ画面を表示します(図 4-58)。 
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図 4-58 ビューアイテムグループ画面 

ビューアイテムグループ画面では、下記項目を指定し、OKボタンを押します。 

 

表 4.1-16 ビューアイテムグループ項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： ビューアイテムグループの IDを指定します。 不可 

アイコン ID： ビューアイテムグループに割り当てるアイコンの ID

を指定します。アイコン IDは、[参照]ボタンを押す事

により、すでに定義されたアイコンの一覧から選択す

る事が可能です。アイコン IDで使用するイメージ

は、あらかじめ SENサーバーにアップロードしてお

く必要があります。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

インポートハンド

ラ： 

“千手実行システム”のみ指定が可能です。 － 

システム用メインペ

イン ID： 

実行システム用メインペイン IDを指定します。定義

済メインペイン一覧から参照して指定する場合は[参

照]ボタンを押します。 

不可 

フレーム用メインペ

イン ID： 

フレーム用メインペイン IDを指定します。フレーム

用メインペイン IDは、[参照]ボタンを押す事により、

すでに定義されたメインペインの一覧から選択する事

が可能です。 

不可 

ドメイン ID： 対象となる Senju Operation Conductorアダプタドメ

イン IDを指定します。省略した場合は、すべてのド

可能 
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メインが対象になります。 

 

上記(1)～(3)の手順が完了すると、図 4-59および図 4-60のような実行システムおよびフ

レーム用メインペインが生成されます。インポートしたビューアイテムグループの下に各実

行システムに対応するツリーノードが自動的に生成されます。 

 

 

図 4-59 インポートされた実行システム用メインペイン 

実行システム用メインペインでは、実行システムの一覧が表示されます。これは千手ブラ

ウザのジョブモニタで[実行システム]タブを選択した場合に相当します。運用日付はコンボ

ボックスにより切り替える事ができます。デフォルトでは最新の運用日付が表示されます。 

実行システム用メインペインは、実行システムのステータスに応じて自動的に更新されま

す。 
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図 4-60 インポートされたフレーム用メインペイン 

フレーム用メインペインでは、実行システムに対するフレームの一覧が表示されます。こ

れは千手ブラウザのジョブモニタで[フレーム]タブを選択した場合に相当します。運用日付

はコンボボックスにより切り替える事ができます。デフォルトでは最新の運用日付が表示さ

れます。 

フレーム用メインペインは、フレームのステータスに応じて自動的に更新されます。 

 

 ! 
 

千手ブラウザと SEN コンソールに表示される内容の整合性を保つため、イ

ンポートハンドラにより自動生成された実行システムやガントチャートに対

するイベントは、共通ルールの早期イベント破棄ステージでは破棄されませ

ん。 

 

 ! 
 

実行システムやガントチャートをインポートしたビューアイテムグループに

対し、ビューアイテムグループのリセットを行った場合、実行システムやガ

ントチャートを除くアイテムのみがリセットされます。実行システムまたは

ガントチャートの表示はリセットされません。 
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5 ルール作成ガイド 

 

ルール作成ガイド 

 

 

 

 

 

この章では、ルールの作成方法について詳しく説明します。 
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5.1 ルールの作成・編集 

本節では、ルールセットエディタを用いてルール作成を行うための手順について詳しく説

明します。 
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5.1.1 ルールの考え方 

SEN サーバーで受信したイベントは、if-then 型のルールにより処理がなされます。 

ルールとは、もし～であれば～する、という‘条件’-‘ルールアクション’の組として記述さ

れ、基本的に特定の条件を満たすイベントをトリガとしてルールアクションを実行します。す

なわち、イベントを受信するたびに、そのイベントがルール条件にマッチするかどうかチェッ

クし、マッチした場合は、指定されたルールアクションを実行（発火）させます。 

ルールは、SEN サーバー内で共通に定義される共通ルールと、各グループに定義され

るグループ別ルールとがあります。さらにイベントを各グループに振り分けるための分配ル

ール、ルール全体で共通な変数や初期処理、終了処理などを定義するグローバル定義ル

ール、各グループに設定され SEN コンソール上で実行するコンソールルールがあります。 

共通ルールとグローバル定義ルールは全グループで共通に適用されるルールであり、

Administrators 役割をもつユーザーのみ設定可能です。 

分配ルールは、イベントを各グループに振り分けるためのルールであり、Administrators

役割をもつユーザーのみ設定可能です。 

グループ別ルールは、各グループに設定するルールであり、各グループの Managers 役

割を持つユーザーまたは Administrators 役割をもつユーザーが設定可能です。 

コンソールルールは、各グループに設定され、SEN コンソール上で実行するルールであ

り、各グループの Managers 役割を持つユーザーまたは Administrators 役割をもつユーザ

ーが設定可能です。 
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5.1.2 ルール処理の流れ 

ルール処理の全体の流れを図 5.1-1 に示します。 

 

千手メッセージ 

SNMPトラップ

メッセージ 

共通ルール処理 

グループ別ルール処理 

Group1 

Group2 

Group3 

分配 

処理 

ルールステージ 

ｺﾝｿｰﾙﾙｰﾙ 

Group1 用 

ｺﾝｿｰﾙﾙｰﾙ 

Group2 用 

ｺﾝｿｰﾙﾙｰﾙ 

Group3 用 

 

図 5.1-1 ルール処理全体の流れ 

SEN サーバーに入ってくる各種イベントは、まず共通ルール処理に渡されます。共通ル

ール処理では、すべてのグループに共通のルールが、入力されたすべてのイベントに対し

て適用されます。この中は複数のルールステージに分かれており、各ステージが順にパイ

プライン処理されます。 

ステージはルール処理の仕方に応じて 6 のステージに分かれています。ステージには、

イベントの破棄、イベントをトリガとするルールアクションの実行などがあります。また、過去

のイベントを参照しルールアクションを実行するなど、より高度なルールを作成する場合に

は、[高度な設定]チェックボックスをチェックして下さい。高度な設定用に 5 ステージが追加

され、合計 1１のステージが使用できます。 

共通ルール処理が完了すると、分配処理に移ります。ここでは、イベントを指定された条

件により各グループ別ルール処理に振り分けます。分配ルールには、汎用分配ルールに

よる分配と、キーによる分配の 2 通りがあります。汎用分配ルールによる分配では、イベント

のプロパティとその値を指定しての分配を行います。キーによる分配では、イベントクラスと

そのユニークキーを指定しての分配を行います。 

グループ別ルール処理では、振り分けられたイベントに対し、共通ルール処理と同様に

ステージ処理されます。各グループに分配されたイベントは、元のイベントがグループ毎に

複製されます。すなわち同一のイベントを複数のグループに分配する事もできますし、分配

後、各グループ毎にイベントのプロパティを変更する事も可能です（例えばグループ A に

分配したイベントのステータスを“対処完了”とし、グループ B に分配したイベントのステー

タスを“受付済”にするなど）。 
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ここまでの処理はすべて SEN サーバー上で実行されます。グループ別ルール処理が完

了後、イベントはコンソールルールに渡されます。コンソールルールは各グループに設定さ

れ SEN コンソール上で実行されます。コンソールルールでは、メッセージ画面の表示や警

報装置の鳴動などの処理が実行されます。 

 

 ! 
 

どのグループにも分配されなかったイベントは{その他}グループに振り分けられま

す。 

 

以下、各ルールステージについて説明します。 
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図 5.1-2 ルールステージの流れ 

 

1) 早期イベント破棄 

SEN サーバーで受信したイベントのうち必要のないものを早期に破棄するためのステー

ジです。これは、共通ルールの場合は、その時点でイベントは破棄され、後続のステージ

および分配ルール、グループ別ルールには進みません。グループ別ルールの場合は、そ

の時点でイベントは破棄され、後続のステージには進みません。不要なイベントは可能な

限り早期イベント破棄ステージで破棄すべきです。不要なイベントを後続ステージに通過さ

せる事は、ルール処理のパフォーマンスの悪化につながるだけでなく、ディスク容量を圧迫

する事になります。 

 

2) 繰り返しイベントの破棄 

SEN サーバーで受信したイベントのうち繰り返し送られてくるイベントを破棄するためのス

テージです。ある障害が原因で同じイベントが幾つも送られてくる場合に、このステージで

不要なイベントを破棄します。トリガとなったイベントを基準に、指定した期間内に、指定し

た回数分到着した同じイベントを破棄します。 
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3) イベントの解析-1 

後続ステージで使用するために、イベント内容を解析して属性の付加や変更を行うため

のステージです。ここでは、現在のイベントに含まれる内容を解析し、イベントに新たにユー

ザー定義属性を付加したり、または既存の属性の値を変更したりします。また、例えばイベ

ントとメインペインやメインペインアイテムとの関連付けやイベントへの付加情報の追加を行

います。 

 

4) アクションの実行-１ 

現在のイベントがルール条件にマッチした場合にルールアクションを実行するためのステ

ージです。ルールアクションでは、メインビューにおけるメインペインアイテムに対する各種

操作（背景色の変更、プロパティ値の変更等）、SEN サーバー上での任意の外部コマンド

実行、メール送信を行う事が可能です。 

 

5) 過去イベントの調査（高度な設定） 

過去イベントを参照してルールアクションを実行するためのステージです。このステージ

では 2 つのルール条件を使用します。現在のイベントが一番目のルール条件にマッチした

ならば、過去のイベントを参照する必要があると判断され、過去イベントに対して二番目の

ルール条件にマッチすればルールアクションを実行します。調査する過去イベントの範囲

（過去何秒以内）をパラメータとして指定します。 

 

6) 到着件数に対する処理（高度な設定） 

5)と同様、過去イベントを参照してのルールアクションを実行するためのステージです。こ

のステージでは 2 つのルール条件を使用します。現在のイベントが一番目のルール条件

にマッチしたならば、過去のイベントを参照する必要があると判断され、過去イベントが二番

目のルール条件に指定件数マッチすればルールアクションを実行します。調査する過去イ

ベントの範囲（過去何秒以内）およびカウントする件数をパラメータとして指定します。 

5)はルール条件にマッチする過去イベントが 1 件あればルールアクションを実行します

が、6)はルール条件にマッチする過去イベントが指定件数存在しなければルールアクショ

ンは実行されません。 

  

7) アクション実行履歴処理（高度な設定） 

過去のアクション実行履歴を参照してのルールアクションを実行するためのステージで

す。このステージでは 2 つのルール条件を使用します。現在のイベントが一番目のルール

条件にマッチしたならば、過去のアクション履歴を参照する必要があると判断し、アクション

履歴が二番目のルール条件にマッチすればルールアクションを実行します。ここで、アクシ

ョン履歴として参照可能なのは、外部コマンドの実行履歴およびメール送信履歴です。 

本ステージの利用例としては、ある障害が連続して発生した場合に、それに応じ

て外部コマンドやメール送信が連続して実行される事を抑止する場合等が挙げられ
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ます。 

 

8) イベントの解析-2（高度な設定） 

3）と同様、イベント内容を解析して属性を付加したり変更するためのステージです。ここ

では、現在のイベントに含まれる内容を解析し、イベントに新たにユーザー定義属性を付

加したり、または既存の属性の値を変更したりします。また、例えばイベントとメインペインや

メインペインアイテムとの関連付けやイベントへの付加情報の追加を行います。 

通常はイベントの解析-1 ステージで記述すべきですが、後続のステージの処理を実行し

てからでないと判断できないようなケースではこのステージで記述する事になります。 

 

9) アクションの実行-2（高度な設定） 

4)と同様、現在のイベントがルール条件にマッチした場合にルールアクションを実行する

ためのステージです。 

これについても通常はアクションの実行-1 ステージで記述すべきですが、後続のステー

ジの処理を実行してからでないと判断できないようなケースではこのステージで記述する事

になります。 

 

10) 遅延実行 

2 つの条件が指定時間内に成立しなかった場合に、ルールアクションを実行するステー

ジです。 

現在のイベントが一番目のルール条件にマッチし、指定時間内に二番目のルール条件

にマッチするイベントが到着しなかった場合にルールアクションを実行します。 

本ステージの利用例としては、障害イベントが到着した後、30 秒以内に復旧イベントが

到着しなかったら、管理者にメール送信する場合等が挙げられます。 

  

11) タイマ 

ルール条件-1 が成立したときに、定期的にルールアクションを実行するステージです。 

現在のイベントが一番目のルール条件にマッチしたときにパラメータ-2 で指定された秒

数間隔で、ルール-2 が成立するまでのあいだ、ルールアクションが実行されます。 
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5.1.3 ルール記述方法 

ルールの構成要素を図 5.1-3 に示します。 

 

 

ルール条件： 

イベントを評価するためのイベ

ント属性に関する論理条件式 

パラメータ： 

ステージ固有のルール処理に必

要なパラメータ 

ルールアクション： 

イベントがルール条件に合致し

たときに実行されるプログラム

やスクリプト 

ルール 

 

図 5.1-3 ルールの構成要素 

 

ルール条件 

ルール条件では現在または過去のイベント、アクション実行履歴を評価するための論理

条件式を記述します。ルールステージによって、ルール条件を 1 つ指定する場合とルール

条件を 2 つ指定する場合とがあります。 

ルール条件は、単純条件式か、任意の数のルール条件を AND 条件または OR 条件で

連結したものを指定できます。条件式は、JScript の文法に従う必要があります。JScript 言

語の詳細は、Microsoft 社の Web サイト等を参照して下さい。 

ルール条件の定義例を以下に示します。 

例） 

① 現在のイベントの“メッセージ ID”プロパティが”!ANM201” 

currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM201" 

 

② 現在のイベントの“メッセージ ID”プロパティが”!ANM201”であり、かつ“発生元ノー

ド ID”プロパティが”NODE01” 

currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM201" && 

currentEvent.prop("発生元ノード ID") == "NODE01" 
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③現在のイベントが 7:00 から 20:00 までに発生したかどうかの条件 

currentEvent.prop("発生日時").substr(11,8) >= "07:00:00" && currentEvent.prop("発生

日時").substr(11,8) <= "20:00:00" 

 

 

 ! 
 

ルール条件の記述の最後には、“;”は不要です。詳細は「5.1.3.1 ルール記

述時の制限事項」を参照して下さい。 

 

 

パラメータ 

ルールには、パラメータを指定するケースがあります。指定可能なパラメータはルールの

ステージによって異なります。表 5.1-1 に、各ルールステージと指定可能なパラメータの一

覧を示します。 

 

表 5.1-1 ルールパラメータ 

ステージ名 指定パラメータ 

早期イベント破棄 なし 

繰り返しイベントの破棄 抑止期間(秒) 

抑止回数 

イベントの解析-1 なし 

アクションの実行-１ なし 

過去イベントの調査 調査する過去イベントの範囲(秒) 

到着件数に対する処理 調査する過去イベントの範囲(秒) 

 到着イベント数 

アクション実行履歴処理 調査する過去イベントの範囲(秒) 

イベントの解析-2 なし 

アクションの実行-2 なし 

遅延実行 指定時間(秒) 

タイマ 指定時間(秒) 

 

 

ルールアクション 

ルールアクションでは、イベントがルール条件に合致したときに実行される任意のプログ

ラムやスクリプトを記述します。ルールアクションは JScript のステートメントとして記述しま

す。変数や関数を定義する事も可能です。 

ルールアクションの記述例を下記に示します。 

例） 

① イベントメッセージの色を赤に変更する 

currentEvent.color = 255; 

 

② メインビューのアイテムの背景色を赤に変更 

globalContext.mainViewTPNode("/GroupName/ViewCategory/ 
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TreePath").item("/ItemName").prop("bgColor") = 255; 

 

③ 受信したイベントの発生元ノード ID と一致するアイテム ID をもつメインペインアイテムの

背景色を赤に変更 

var panePath = globalContext.mainViewTPNode( 

"/GroupName/ViewCategory/TreePath"); 

var targetItem = panePath.item( 

"/" + currentEvent.prop("発生元ノード ID")); 

if (targetItem) {  

targetItem.prop("bgColor") = 255; 

} 

 

 

 ! 
 

ルールアクションの記述の最後には、“;”が必要です。詳細は「5.1.3.1 ル

ール記述時の制限事項」を参照して下さい。 

 

  



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.1 ルールの作成・編集 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-13 5-13 

5.1.3.1 ルール記述時の制限事項 

Senju Enterprise Navigator システムのルールの記述には、以下の制限事項がありま

す。 

 

・ ルール条件とルールアクションにおけるセミコロン”;”の違い 

JScript の文は最後にセミコロン”;”を記述します。ルールアクションを記述する場合は、

JScript の言語仕様に従い、文の最後にセミコロン”;”が必要です。 

しかし、ルール条件を記述する場合は、文の最後にセミコロン”;”は不要です。これは、

Senju Enterprise Navigator では、ルール条件を if 文の判定式に使用するためです。 

 

・ 変数宣言 

変数は必ずキーワード var で宣言して下さい。var 文を省略しても構わない場合もありま

すが、これはお勧めできません。 

var 文の詳細は、JScript の言語仕様を参照して下さい。 

例） 

○ :  var abc  = "Senju Enterprise Navigator"; 

× :  abc  = "Senju Enterprise Navigator"; 

 

・ 改行コード 

ENBASEvent の guide メンバなど、ルール内で Senju Enterprise Navigator システ

ム内の文字列型変数に改行を代入する場合には、”\r\n”を使用して下さい。 

 

 ! 
 

SEN Web サービスでは、名称に改行コードが含まれている場合、Web ブラ

ウザで正しく動作または表示しない項目があります。対象の項目については

「6.2 制限事項」を参照して下さい。 

 

・ 変数・関数名 

変数と関数名には、アンダースコア”＿”から始まる名称は使用できません。 

アンダースコアで始まる変数・関数名は、Senju Enterprise Navigator システム内で予

約しています。 

 

・ スクリプトタイムアウト 

共通ルール、各グループ別ルールにおけるルール処理は、30 秒でルールが強制終了

されます。 

 

・ 無限ループ 

for 文や while 文などの繰り返し処理を使う場合には、無限ループにならないよう十分注

意して下さい。ルール処理にて無限ループが発生すると、一定時間後にルールをタイムア
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ウトとして中断するとともに、同時に処理を行ったイベントへの処理や変更が破棄します。 

 

 

・ イベントの破棄 

イベントの破棄ステージ以外でイベントの破棄を実施する場合は、主に dropEvent を利

用しますが、dropEvent は対象のイベントに破棄フラグを立てるだけで、以降のルールは

処理されるということを注意して下さい。（Senju Enterprise Navigator システムではイベ

ントを決められた保証期間内保持しますが、破棄フラグが立っているイベントは保持され

ず、過去イベント取得などの機能を使用しても取得できないので注意して下さい。） 

破棄と同時にルール処理を終えたい場合は、return 文を一緒に記述します。 

globalContext.dropEvent( currentEvent ); 

return; 

ただし、function 文内で上記の記述をした場合は function を return で抜けるだけで

後続のルールは処理されます。破棄と同時にルール処理を終えたい場合は function 文

内に記述しないで下さい。 

 

・ return 文 

イベントの破棄および function 文以外で return 文を使用しないで下さい。Senju 

Enterprise Navigator システムでは、function 文以外で return 文を使用すると、以降

のルールが処理されません。 

 

・ 変数のスコープ 

「グローバル関数・変数定義」（共通及びグループ別の関数変数定義も同様）に

定義した変数と同じ名前の変数を任意のルールステージで再定義することはお勧め

できません。任意のルールステージで再定義した時点で、そのルールステージだけ

でなく、別のルールステージにおいても「グローバル関数・変数定義」に定義した

変数を参照できなくなるためです。 

これは Jscript のスコープの仕様です。 

 

・ WSCript オブジェクトの Run メソッドの使用禁止 

WSCript オブジェクトの Run メソッドは使用しないで下さい。ルールが正常終了しない

恐れがあります。 

 

・ イベントの処理数 

Senju Enterprise Navigator システムでは、同じドメインから同時刻に受信したイベント

は、最大 3000 件までを一まとめとして配列構造の変数にセットされ、for ループでまとめて

ルール処理されます。 
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・ グローバル関数・変数のコール 

「グローバル関数・変数定義」（共通及びグループ別の関数変数定義も同様）は、まとめ

て処理される単位ごとに 1 回、宣言部がコールされます。そのため、イベント 1 件に対し

て、毎回宣言部がコールされ、変数の値が初期化されることがないため、注意が必要で

す。 

また、グローバル初期化処理、グローバル終了処理についても同様です。 

 

 

 ! 
 

変更したイベントの情報が制限値を超えた場合、SEN Web サービスに接続で

きません。制限値については[6.2 制限事項]を参照して下さい。 
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5.1.4 ルール条件の編集 

ルール条件を編集するには、メニューバーから[ツール]->[ルール条件]を選択するか、

各ステージのルール定義画面からルール条件 ID の[参照...]ボタンを押す事により、ルー

ル条件リスト画面を表示します(図 5.1-4)。ルール条件リスト画面では、各グループに定義

されているルール条件の一覧が表示されます。新たにルール条件を追加定義するには、

[追加]ボタンを押すか、または簡易追加ボタンを押します。既存のルール条件を変更する

には、エントリーを選択して[変更]ボタンを押します。 

 

 

図 5.1-4 ルール条件リスト画面 

ルール条件設定画面(図 5.1-6)が表示されたら、下記項目を指定します。 

 

表 5.1-2 ルール条件リスト項目一覧 

項目 内容 

ID： ルール条件 ID を指定します。変更の場合は読み取り専用になり

ます。 

説明： コメントを指定します。 

ユーザーグループ ID： ルール条件が所属するグループの ID をコンボボックスより選択し

ます。 

カレントイベントクラス： 現在のイベントとして対象となるイベントのクラスを指定します。 

条件の種類： 条件式か複数の条件の結合かを指定します。 

単純条件式を指定する場合は、条件式を指定します。 

任意の数のルール条件を AND 条件または OR 条件で連結する

場合は、複数の条件の結合を指定します。 

 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.1 ルールの作成・編集 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-17 5-17 

デフォルトで用意された「{SEN マスターグループ}」に所属するユーザーは、システム提供

のルール条件を選択できます。システム提供のルール条件は、汎用的に利用可能なルー

ル条件を提供します。 

 

表 5.1-3 システム提供のルール条件一覧 
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ルール条件ID 説明 

{イベントステータスで判定(オープン)} カレントイベントのステータスがオープンならば真となり

ます。 

{イベントステータスで判定(割当済)} カレントイベントのステータスが割当済ならば真となりま

す。 

{イベントステータスで判定(受付済)} カレントイベントのステータスが受付済ならば真となりま

す。 

{イベントステータスで判定(対処完了)} カレントイベントのステータスが対処完了ならば真となり

ます。 

{イベント種別で判定(SNMP トラップメッ

セージ)} 

カレントイベントのクラス種別が SNMP トラップメッセー

ジならば真となります。 

{イベント種別で判定(イベント)} カレントイベントのクラス種別がイベントならば真となりま

す。 

{イベント種別で判定(イベントステータス

変更イベント)} 

カレントイベントのクラス種別がイベントステータス変更

イベントならば真となります。 

{イベント種別で判定(カスタムメッセー

ジ)} 

カレントイベントのクラス種別がカスタムメッセージならば

真となります。 

{イベント種別で判定(コンソールユーザ

ー作成イベント)} 

カレントイベントのクラス種別がコンソールユーザー作

成イベントならば真となります。 

{イベント種別で判定(シスログメッセー

ジ)} 

カレントイベントのクラス種別がシスログメッセージなら

ば真となります。 

{イベント種別で判定(メールメッセージ)} カレントイベントのクラス種別がメールメッセージならば

真となります。 

{イベント種別で判定(メッセージ)} カレントイベントのクラス種別がメッセージならば真となり

ます。 

{イベント種別で判定(千手メッセージ)} カレントイベントのクラス種別が千手メッセージならば真

となります。 

{イベント種別で判定(千手操作リクエスト

すべて)} 

カレントイベントのクラス種別がランブック実行リクエス

ト、コマンド実行リクエスト、ジョブ一時停止リクエスト、ジ

ョブスキップリクエスト、ジョブ起動時刻変更リクエストの

何れかならば真となります。 

{イベント種別で判定(内部イベント)} カレントイベントのクラス種別が内部イベントならば真と

なります。 

{イベント重大度で判定(Clear)} カレントイベントの重大度が Clear ならば真となります。 

{イベント重大度で判定(Critical)} カレントイベントの重大度が Critical ならば真となりま

す。 

{イベント重大度で判定(Major)} カレントイベントの重大度が Major ならば真となります。 

{イベント重大度で判定(Minor)} カレントイベントの重大度が Minor ならば真となります。 

{イベント重大度で判定(Unknown)} カレントイベントの重大度が Unknown ならば真となりま

す。 

{イベント重大度で判定(Warning)} カレントイベントの重大度が Warning ならば真となりま

す。 

{メッセージ種別で判定(E)} カレントイベントのメッセージ種別が E の千手メッセージ

ならば真となります。 

{メッセージ種別で判定(I)} カレントイベントのメッセージ種別がＩの千手メッセージ

ならば真となります。 

{メッセージ種別で判定(W)} カレントイベントのメッセージ種別が W の千手メッセー

ジならば真となります。 

 

 ! 
 

カレントイベントクラスには、過去イベントに対するイベントクラスを指定

する事はできません。過去イベントのイベントクラスについては、

historyElement を用いてユーザー自身で記述する必要があります(図 5.1-5)。 
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図 5.1-5 過去イベントに対するルール条件の指定 
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条件の種類として“条件式”を選択した場合は、図 5.1-6 のように画面下部の領域に条

件式を記述します。JScript における論理式の形式（If ステートメントの括弧の中）で記述し

ます。なお条件式の記述には、コメントを含む事はできません。 

ルール条件設定画面およびルール編集画面では、[オブジェクトブラウザ]ボタンを押下

し、オブジェクトブラウザを起動できます。オブジェクトブラウザは、ルール条件やルールア

クションの記述を補助する支援ツールです。オブジェクトブラウザの詳細は、「5.1.9 オブ

ジェクトブラウザ」を参照して下さい。 

条件式の記述後、[OK]ボタンを押します。 

 

 

図 5.1-6 ルール条件設定画面(条件式) 
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条件の種類として“複数の条件の結合”を選択した場合は、図 5.1-7 の画面に切り替わ

ります。図 5.1-7 のように画面下部の領域に組み合わせるべきルール条件 ID のリスト

と”AND”条件または”OR”条件を指定します。[論理]コンボボックスで”AND”または”OR”を

選択します。ルール条件 ID リストに追加する場合は、[追加]ボタンを押すと、ルール条件リ

スト画面が表示されますので(図 5.1-8)、追加すべきルール条件 ID を選択して[OK]ボタン

を押します。ルール条件 ID は一度に複数選択する事も可能です。 

“複数の条件の結合”で指定するルール条件 ID には、“条件式”で作成されたルールと

“複数の条件の結合”で作成されたルールのいずれも指定可能です。複数のルール条件

を組み合わせる事で、複雑なルール条件を作る事ができます。例えば、(A  AND B) OR (C 

AND D)を実現するルール条件を考えます。まず A,B,C,D の 4 つのルール条件を、条件

の種類 “条件式” としてそれぞれ作成します。次に(A  AND B)を、条件の種類 “複数の条

件の結合” として作成します。(C AND D)についても同様に、条件の種類 “複数の条件の

結合” として作成します。最後に(A  AND B) と(C AND D)の OR を実現するルール条件

を、条件の種類 “複数の条件の結合” として作成します。このように複数のルール条件を

組み合わせる事で、複雑なルール条件を作る事ができます。 

 

 

図 5.1-7 ルール条件設定画面(複数の条件の結合) 
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図 5.1-8 ルール条件リスト画面 

 ! 
 

ルール条件の編集結果が有効になるタイミングは、以下のようになります。 

・ルールセットで用いるルール条件 

ルールセットの反映を実行後に編集結果が有効になります。 

・イベントビュー表示方法で用いるルール条件 

ルール編集後すぐに編集結果が反映されなります。 

・イベントフィルタで用いるルール条件 

ルール編集後すぐに編集結果が反映されます。 
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5.1.4.1 簡易ルール条件作成 

ルール条件リストで簡易ボタンを押すか、イベントのコンテキストメニューから

ルール条件の作成を選択することにより簡単にルール条件を作成する事ができま

す。 

簡易ルール条件作成画面(図 5.1-9)では、下記項目を指定します。 

 

 

図 5.1-9 簡易ルール条件作成画面 

表 5.1-4 簡易ルール条件作成項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： ルール条件の ID を指定します。 不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ユーザーグループ ID ルール条件が所属するグループをコンボボックスより選択します。 － 

イベントクラス 現在のイベントとして対象となるイベントのクラスを指定します。 － 

候補一覧 ルールの条件式の候補となるプロパティ一覧が表示されます。イ

ベントのコンテキストメニューから作成した場合は、到着したイベン

トのプロパティの値が表示されます。 

－ 

条件を設定するプロパティ 条件を設定したプロパティの一覧が表示されます。設定したプロ

パティの条件と値が表示されます。条件を設定するプロパティに

は複数のプロパティが指定できます。 

可能 

 

条件を設定するプロパティに、条件を追加するには条件の候補一覧からプロパテ

ィのひとつを選択し[→]を押下すると、プロパティ画面が表示されます。(図 

5.1-10) 
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図 5.1-10 プロパティ条件画面 

プロパティ条件画面では以下の項目を指定します。 

 

表 5.1-5 プロパティ条件項目一覧 

項目 内容 省略 

条件 コンボボックスから比較演算子を選択します。比較演算子には表 

5.1-6 のものがあります。入力フィールドには到着イベントのプロ

パティと比較する値を指定します。イベントビューのコンテキストメ

ニューから作成する場合は、参照したイベントの値に、イベントの

プロパティの値が表示されています。 

可能 

 

表 5.1-6 簡易ルール作成で指定できる比較演算子 

比較演算子 説明 

指定された値以上(>=) 到着したイベントのプロパティが指定された値以上のときに

真となります。 

指定された値より大きい(>) 到着したイベントのプロパティが指定された値よりも大きいと

きに真となります。 

指定された値と等しい(==) 到着したイベントのプロパティが指定された値と同じであれ

ば真となります。 

指定された値より小さい(<) 到着したイベントのプロパティが指定された値よりも小さいと

きに成立します。 

指定された値以下(<=) 到着したイベントのプロパティが指定された値以下の時に真

となります。 

指定された文字を含む 到着したイベントのプロパティに指定した文字列が含まれて

いるときに真となります。 

指定された文字を含まない 到着したイベントのプロパティに指定した文字列が含まれな

いときに真となります。 

 

簡易ルール条件作成画面で[OK]ボタンを押すと、直ちにルール条件が追加される

のではなく、ルール条件作成ウィンドウ(図 5.1-6)が表示されます。ルール条件に追

加する前に、条件式を編集する事が可能です。 
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5.1.5 アクションテンプレートの編集 

5.1.5.1 アクションテンプレートの新規作成・編集 

アクションテンプレートを使用せず、ルールを編集する場合は、「5.1.6 ルールの編集」を

参照して下さい。 

メニューバーから[ツール]->[アクションテンプレート]を選択することにより、アクションテン

プレートリスト画面を表示します。(図 5.1-11) アクションテンプレートリスト画面では、各グル

ープに定義されているアクションテンプレートの一覧が表示されます。新たにアクションテン

プレートを追加定義するには、[追加]ボタンを押します。既存のアクションテンプレートを変

更するには、エントリーを選択して[変更]ボタンを押します。 

 

 

図 5.1-11 アクションテンプレートリスト画面 
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図 5.1-12 アクションテンプレート設定画面 

アクションテンプレート設定画面(図 5.1-12)が表示されたら、下記項目を指定します。 

表 5.1-7 アクションテンプレートリスト項目一覧 

項目 内容 

ユーザーグループ ID： アクションテンプレートが所属するグループの ID をコンボボックス

より選択します。 

アクションテンプレート ID： アクションテンプレート ID を指定します。変更の場合は読み取り

専用になります。 

説明： コメントを指定します。 

パラメータ パラメータを指定することが可能です。パラメータは 0 個～10 個ま

で指定可能です。 

アクション 実行するルールアクションのスクリプトを指定します。 

新たにパラメータを追加定義するには、[追加]および、エントリーを選択して[コピー]ボタ

ンを押すとアクションテンプレートパラメータ設定画面(図 5.1-13)が表示されます。既存の
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パラメータを変更するには、エントリーを選択して[変更]ボタンを押します。パラメータを削

除する場合には、エントリーを選択して[削除]ボタンを押下します。 

 

 

図 5.1-13 アクションテンプレートパラメータ設定画面 

アクションテンプレートパラメータ設定画面(図 5.1-13)が表示されたら、下記項目を指定

します。 

 

表 5.1-8 アクションテンプレートパラメータリスト項目一覧 

項目 内容 

パラメータ名： パラメータ名を指定します。 

説明： コメントを指定します。 

 

アクションテンプレートパラメータ設定画面(図 5.1-13)の[OK]ボタンを押下することによ

り、編集中のアクションテンプレートパラメータ設定が、アクションテンプレート設定画面の

「パラメータ」一覧に反映されます。 

パラメータ一覧からパラメータを選択し[↑][↓]ボタンを押下することにより、パラメータの

順番を入れ替えることが可能です。 

アクションテンプレートのパラメータを利用する場合、アクションテンプレートのアクション

の中で、「$」+パラメータ名 で参照することができます。例えば、パラメータに指定した

「PARAM」の値を利用する場合は、アクションに「$PARAM」と記述して下さい。これによりス

クリプト内に記述している「$PARAM」と記述している箇所がルールセット反映時に自動的に

パラメータの値が設定されます。 

 

システム提供のアクションテンプレートは、汎用的に利用可能なアクションテンプレートを

提供します。 

アクションテンプレート設定画面では、[オブジェクトブラウザ]ボタンを押下し、オブジェク

トブラウザを起動できます。オブジェクトブラウザは、ルール条件やルールアクションの記述

を補助する支援ツールです。オブジェクトブラウザの詳細は、「5.1.9 オブジェクトブラウ

ザ」を参照して下さい。 

アクションの記述後、[OK]ボタンを押します。 
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アクションテンプレートの編集後に変更を有効にするには、ルールセットの反映を行う必

要があります。 

 

アクションテンプレートを削除する場合には、アクションテンプレートリスト画面(図 

5.1-11)で、アクションテンプレートを選択し、削除ボタンを押します。 

 

 

 ! 
 

ID はシステム全体でユニークになるようにします。違うユーザーグループで

も同じ ID を使用することはできません。 

 

 ! 
 

アクションテンプレートの個数の上限は 1,000 個です。 

{SEN マスターグループ}のシステム定義も含まれます。 
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5.1.6 ルールの編集 

5.1.6.1 ルールセットの新規作成・変更 

ルールは、ルールセットエディタを用いて作成します。ルールセットエディタを表示するに

は、メニューバーから[ファイル] ->[ルールセットエディタを開く]を選択するか、ツールバー

から[ルールセットエディタ]ボタンを選択します。 

 

 

図 5.1-14 ルールセットリスト画面 

 ルールセットリスト画面(図 5.1-14)で、新規にルールセットを作成する場合には、[新規]ボ

タンを押します。すでに作成済みのルールセットを編集する場合には、ルールセットを選択

して[OK]ボタンを押します。図 5.1-15 のルールセットエディタ画面が表示されます。 

  

 

図 5.1-15 ルールセットエディタ画面 

新規ルールセットを作成する場合は、最初に[プロパティ]ボタンを押します。ルールセッ
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トのプロパティ画面でルールセットの ID と説明を指定し、[OK]ボタンを押します。 

 

 

図 5.1-16 ルールセットのプロパティ画面 

表 5.1-9 ルールセットのプロパティ項目一覧 

項目 内容 省略 

ID： ルールセットの ID を指定します。 不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

ルールエンジン SEN サーバーにてルールセットのアクションを実行

するエンジンを選択して下さい。 

JScript 

－ 

ルールの構文チェック 現在、未サポート。 － 

ルール実行証跡に記録す

る： 

各ルール ID のルール実行証跡をとるかどうかを指定します。 － 

 

ルール実行証跡を記録すると、イベントごとにどのルール ID を通過したか、またルール

アクションを実行したかどうかを記録します。ルール実行証跡は、イベントのプロパティのル

ール実行証跡に表示されます。ルール実行証跡では表 5.1-10 の項目が出力されます。ま

た、addRuleExecutionTrace()メソッドを利用する事により、ルールからルール実行証跡に追

加する事ができます。 

 

表 5.1-10 ルール実行証跡に出力される項目 

項目 内容 

S:ルール ID ルール ID のルールが開始した事を表します。 

X:ルール ID ルール ID のルールアクションが実行された事を表します。 

E:ルール ID ルール ID のルールが終了した事を表します。 

ON:ルール ID ルール ID でタイマが ON になった事を表します。 

OFF:ルール ID ルール ID でタイマが OFF になった事を表します。 

 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.1 ルールの作成・編集 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-31 5-31 

既存のルールセットをコピーして新たにルールセットを作成する場合は、既存のルール

セット（コピー元）を開いた状態で、[プロパティ]ボタンを押します。ルールセットのプロパティ

画面で、ID、説明を変更し、[OK]ボタンを押します。これにより新しい ID のルールセットが

コピーされます。 

 

編集したルールセットを保存する場合は、[保存]ボタンを押します。ルールセット保存画

面(図 5.1-17)で[はい]ボタンを押します。 

 

 

図 5.1-17 ルールセット保存確認画面 

 ! 
 

ルールセットエディタを使用する際、編集対象のルールセットに含まれるル

ール内容は、いったん SEN コンソール内にコピーされます。SEN コンソー

ル内で編集したルール内容は、[保存]ボタンを押す事により、SEN サーバー

に保存されます。 

 

同一グループに所属する Managers 役割のユーザーまたは Administrators 役割のユー

ザーが同じルールセットを同時に編集した場合、図 5.1-18 のダイアログが表示されま

す。 

 

 

図 5.1-18 上書き確認画面 

ここで[はい]ボタンを選択した場合、後から保存したルール内容で先に保存したルール

内容を上書きします。例えば、Managers 役割のユーザーA と Administrators 役割のユー

ザーB がルールセット S を編集するため、同時にルールセットエディタを使用する場合を

考えます。ユーザーA がルールセット S に含まれるグループ別ルール R1 とグループ別

ルール R2 を編集して保存した後、ユーザーB がグループ別ルール R2 のみを別の内容

に編集して保存した場合、結果グループ別ルール R1 は編集前の内容、グループ別ル

ール R2 はユーザーB が編集した内容になります。ルールセットの編集を行う場合には、

同一グループの Managers 役割のユーザーまたは Administrators 役割のユーザーで、

同時に編集を行わない事を推奨します。なお、所属するグループが異なる Manager 役割

同士の場合、ルール内容はグループ毎に独立に保存されますので、この限りではありま
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せん。 

 

ルールセットを削除する場合には、ルールセットリスト画面(図 5.1-14)でルールセットを

選択し、削除ボタンを押します。ルールセット削除画面(図 5.1-19)で[はい]ボタンを押しま

す。 

 

 

図 5.1-19 ルールセット削除確認画面 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.1 ルールの作成・編集 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-33 5-33 

5.1.6.2 ルールセットエディタの基本構成 

先に述べたようにルールは４つのカテゴリに分けられ、ルールセットエディタ画面上で

は、タブで区切られた４つのページに分けられます。 

 

5.1.6.2.1 共通タブ 

共通タブ(図 5.1-20)では、Senju Enterprise Navigator システム内で共通なルールを定

義します。ここで定義したルールはすべてのグループに対して適用されます。左側のボタ

ンを選択する事で各ルールステージのルール一覧を表示する事ができます。[すべて]ボタ

ンを選択した場合は、すべてのステージのルール一覧を表示できます。 

右側の[関数・変数定義]ボタンを押す事により、共通ルールのステージ間で共通に使え

る関数および変数を宣言するためのステージ用関数・変数定義画面を表示できます。 

共通ルールは Administrators 役割をもつユーザーのみ編集可能です。 

 

 

図 5.1-20 ルールセットエディタ画面（共通タブ）
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5.1.6.2.2 分配タブ 

分配タブ(図 5.1-21)では、イベントを各グループに割り当てるためのルールを定義しま

す。分配ルールは、汎用分配ルールとキーによる分配ルールとに分けられます。 

汎用分配ルールでは、イベントをルール条件によって各グループに振り分けます。汎用

分配ルールの[表示方法]コンボボックスは”ルール条件→ユーザーグループ”（ルール条

件からユーザーグループへの対応）のみ選択できます。 

キーによる分配ルールでは、イベントクラスおよびユニークキーを指定する事によりグル

ープに振り分けます。インポートハンドラを用いたメインペインの自動生成を行う場合には、

必ずキーによる分配ルールを使用して下さい。 

 

 

図 5.1-21 ルールセットエディタ画面（分配タブ）
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5.1.6.2.3 グループ別タブ 

グループ別タブ(図 5.1-22)では、各グループ別のルールを定義します。グループは[グ

ループ]コンボボックスを選択する事により切り替えます。[グループ]コンボボックスにはログ

インしたユーザーが属すグループのみ表示されます。共通ルールと同様、左側のボタンを

選択する事で各ルールステージのルール一覧を表示する事ができます。[すべて]ボタンを

選択した場合は、すべてのステージのルール一覧を表示できます。 

右側の[関数・変数定義]ボタンを押す事により、各グループ別ルールのステージ間で共

通に使える関数および変数を宣言するためのステージ用関数・変数定義画面を表示でき

ます。 

 

 

図 5.1-22 ルールセットエディタ画面（グループ別タブ）
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5.1.6.2.4 グローバル定義タブ 

グローバル定義タブ(図 5.1-23)では、グローバル定義ルールを定義します。グローバル

定義ルールには、各ルールセットで共通に参照される変数または関数を定義します。 

グローバル定義タブ画面は、グローバル初期化処理、グローバル終了処理、グローバ

ル定義の３つの入力フィールドに分かれています。 

 

 

図 5.1-23 ルールセットエディタ画面（グローバル定義タブ）
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5.1.6.2.5 アクセス権 

各役割のアクセス権を表 5.1-11 に示します。 

 

表 5.1-11 アクセス権 

 
Administrators Managers Operators Users 

各タブに対する処理     

共通ルールの編集 ◎ × × × 

共通ルールの参照 ◎ ◎ ◎ ◎ 

分配ルールの編集 ◎ × × × 

分配ルールの参照 ◎ ◎ ◎ ◎ 

グループ別ルールの編集 ◎ ○ × × 

グループ別ルールの参照 ◎ ○ ○ ○ 

グローバル定義ルールの編集 ◎ × × × 

グローバル定義ルールの参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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5.1.6.3 共通ルールの編集 

共通ルールは、ルールセットエディタの共通タブで編集します。共通ルールは、各ステ

ージにルールを定義していきます。 

以下、関数・変数定義と各ステージのルール編集手順について説明します。 

 

A) 関数・変数定義 

共通ルールのステージ間で共通に使える関数および変数を記述するには、[関数・変数

定義]ボタンを押します。関数・変数定義に記述された関数および変数は共通ルール内の

すべてのステージから参照できますが、グループ別ルールやグローバル定義からは参照

できません。 

 

 

図 5.1-24 ステージ用関数・変数定義画面 
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B) 早期イベント破棄ステージ 

早期イベント破棄ステージのルールを新規に作成するには、 [早期イベント破棄]ボタン

を押し、ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]を選択します。既存

のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択してダブルクリックするか、コンテ

キストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

 

図 5.1-25 共通ルール定義画面（早期イベント破棄） 

早期イベント破棄ステージ用共通ルール定義画面(図 5.1-25)が表示されたら、[全般]タ

ブで下記項目を指定します。 

 

表 5.1-12 共通ルール定義項目一覧（早期イベント破棄） 

項目 内容 省略 

有効チェックボック

ス： 

このルールを有効にする場合はチェックします。ルー

ルを無効にする場合はチェックを外します。デフォル

トは有効です。 

－ 

ルール ID： ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定しま

す。この条件にマッチした場合は、イベントは破棄さ

れます。定義済みのルール条件を参照するには[参照]

ボタンを押します。ルール条件はあらかじめ定義して

不可 
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項目 内容 省略 

おく必要があります。ルール条件の設定方法について

は、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

説明： コメントを指定します。 可能 

ルールの活性化条件（ルールを有効/無効にする時間範囲）を指定するには、[活性化

条件]タブを選択します(図 5.1-26)。デフォルトでは常に有効になっています。 

ここでは、ルールを有効にする日時範囲、無効にする日時範囲を指定する事ができま

す。 

 

 

図 5.1-26 共通ルール定義画面(活性化条件タブ) 

表 5.1-13 活性化条件 

項目 内容 

時刻による制御はしない 時刻による活性化の制御は行いません。常にルールは有効と

なります。 

以下の日時に有効 指定した日時にはルールは有効となります。その他の日時では

ルールは無効となります。 

以下の日時に無効 指定した日時にはルールは無効となります。その他の日時では

ルールは有効となります。 

以下の時刻に有効 指定した時刻にはルールは有効となります。その他の時刻では

ルールは無効となります。 

以下の時刻に無効 指定した時刻にはルールは無効となります。その他の時刻では

ルールは有効となります。 
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C) 繰り返しイベントの破棄ステージ 

繰り返しイベントの破棄ステージのルールを新規に作成するには、 [繰り返しイベントの

破棄]ボタンを押し、ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]を選択

します。既存のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択してダブルクリック

するか、コンテキストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

 

図 5.1-27 共通ルール定義画面(繰り返しイベントの破棄) 

繰り返しイベントの破棄ステージ用共通ルール定義画面(図 5.1-27)が表示されたら、

[全般]タブで下記項目を指定します。 

 

表 5.1-14 共通ルール定義項目一覧 (繰り返しイベントの破棄) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効に

する場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

破棄開始条件： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

抑止期間： 繰り返しイベントを抑止する時間範囲を秒単位で指定します。値

の範囲は、(1～86400)のあいだで指定します。 

不可 
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項目 内容 省略 

抑止回数： 繰り返しイベントを抑止する回数を指定します。値の範囲は、(-1

～1000)のあいだで指定します。 

-1 を指定すると、パラメータ-1 で指定した時間範囲の間は無制限

に抑止されます。 

不可 

検査のキーを指定： 検査のキーを指定する場合はチェックします。チェックした場合、

抑止するイベントの種類を表現できる文字列または式を指定して

下さい。 

例えば、あるメッセージ ID にたいしてノード名をキーに指定して

おけばそれぞれのノードのメッセージに対して繰り返しイベントの

破棄を行います。 

可能 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、B)

早期イベント破棄ステージと同様です。 
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D) イベントの解析-1 ステージ 

 イベントの解析-1 ステージのルールを新規に作成するには、 [イベントの解析-1]ボタン

を押し、ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成] ->[ルール条件・ア

クションを記述](D-2))もしくは、[新規作成]->[アクションテンプレートを使用](D-1))を選択し

ます。既存のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択してダブルクリックす

るか、コンテキストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

D-1) アクションテンプレートを使用したルールの編集 

アクションテンプレートを使用せず、ルールを編集する場合は、「アクションテンプレート

を使用しないルールの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 5.1-28 共通ルール定義画面(イベントの解析-1) (アクションテンプレート使用) 

イベントの解析-1 ステージ用共通ルール定義画面(アクションテンプレート使用) (図 

5.1-28)が表示されたら、[全般]タブで下記項目を指定します。 
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表 5.1-15 共通ルール定義項目一覧 (イベントの解析-1) (アクションテンプレート使用) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効にす

る場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

アクションテンプレート

ID： 

現在のイベントに対するアクションテンプレートの ID を指定します。

定義済みのアクションテンプレートを参照するには[参照]ボタンを押

します。アクションテンプレートはあらかじめ定義しておく必要があり

ます。アクションテンプレートの設定方法については、「5.1.5 アクシ

ョンテンプレートの編集」を参照して下さい。 

不可 

パラメータ 値 パラメータが存在する場合に値を指定します。パラメータで指定し

た値が、アクションに使用されます。値を指定する場合は、パラメー

タ一覧からエントリーを選択して、値を入力します。 

可能 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 
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D-2) アクションテンプレートを使用しないルールの編集 

 

 

図 5.1-29 共通ルール定義画面(イベントの解析-1) 

イベントの解析-1 ステージ用共通ルール定義画面(図 5.1-29)が表示されたら、[全般]

タブで下記項目を指定します。 

表 5.1-16 共通ルール定義項目一覧 (イベントの解析-1) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効に

する場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID： ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

アクション： 当該ステージで実行するルールアクションのスクリプトを指定しま

す。 

※1 

※1：省略した場合、アクションが実行されません。 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 
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E) アクションの実行-1 ステージ 

アクションの実行-1 ステージのルールを新規に作成するには、 [アクションの実行-1]ボ

タンを押し、ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]->[ルール条

件・アクションを記述](E-2))もしくは、[新規作成]->[アクションテンプレートを使用](E-1))を

選択します。既存のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択してダブルクリ

ックするか、コンテキストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

E-1) アクションテンプレートを使用したルールの編集 

アクションテンプレートを使用せず、ルールを編集する場合は、「アクションテンプレート

を使用しないルールの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 5.1-30 共通ルール定義画面(アクションの実行-1) (アクションテンプレート使用) 

アクションの実行-1 ステージ用共通ルール定義画面(アクションテンプレート使用) (図 

5.1-30)が表示されたら、[全般]タブで下記項目を指定します。 
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表 5.1-17 共通ルール定義項目一覧 (アクションの実行-1) (アクションテンプレート使用) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効にす

る場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

アクションテンプレート

ID： 

現在のイベントに対するアクションテンプレートの ID を指定します。

定義済みのアクションテンプレートを参照するには[参照]ボタンを押

します。アクションテンプレートはあらかじめ定義しておく必要があり

ます。アクションテンプレートの設定方法については、「5.1.5 アクシ

ョンテンプレートの編集」を参照して下さい。 

不可 

パラメータ 値 パラメータが存在する場合に値を指定します。パラメータで指定し

た値が、アクションに使用されます。値を指定する場合は、パラメー

タ一覧からエントリーを選択して、値を入力します。 

可能 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 
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E-2) アクションテンプレートを使用しないルールの編集 

 

 

図 5.1-31 共通ルール定義画面(アクションの実行-1) 

アクションの実行-1 ステージ用共通ルール定義画面(図 5.1-31)が表示されたら、[全

般]タブで下記項目を指定します。 

表 5.1-18 共通ルール定義項目一覧 (アクションの実行-1) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効にす

る場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

アクション： 当該ステージで実行するルールアクションのスクリプトを指定しま

す。 

※1 

※1：省略した場合、アクションが実行されません。 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 
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過去イベントの調査ステージ（高度な設定） 

過去イベントの調査ステージのルールを新規に作成するには、 [過去イベントの調査]ボ

タンを押し、ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]->[ルール条

件・アクションを記述](F-2))もしくは、[新規作成]->[アクションテンプレートを使用](F-1))を

選択します。既存のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択してダブルクリ

ックするか、コンテキストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

F-1) アクションテンプレートを使用したルールの編集 

アクションテンプレートを使用せず、ルールを編集する場合は、「アクションテンプレート

を使用しないルールの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 5.1-32 共通ルール定義画面(過去イベントの調査ステージ) (アクションテンプレート使用) 

過去イベントの調査ステージ用共通ルール定義画面(アクションテンプレート使用) (図 

5.1-32)が表示されたら、[全般]タブで下記項目を指定します。 
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表 5.1-19 共通ルール定義項目一覧 (過去イベントの調査ステージ) (アクションテンプレート使用) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効にす

る場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

この条件にマッチした場合は、ルール条件 ID-2 を評価します。 

不可 

ルール条件 ID-2： 過去のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

指定するルール条件は条件フィールドのカレントイベントクラスを"

すべて"に指定して下さい。 

過去イベントは historyElement として参照できます。historyElement

については「表 5.2-1 サーバールールから参照可能な変数一

覧」を参照して下さい。 

この条件にマッチした場合は、ルールアクションを実行します。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： 過去イベントを調査する時間範囲を秒単位で指定します。値の範

囲は、(1～3600)のあいだで指定します。 

（例）60 → 過去 60 秒以内の到着イベントが対象 

不可 

アクションテンプレート

ID： 

現在のイベントに対するアクションテンプレートの ID を指定します。

定義済みのアクションテンプレートを参照するには[参照]ボタンを押

します。アクションテンプレートはあらかじめ定義しておく必要があり

ます。アクションテンプレートの設定方法については、「5.1.5 アクシ

ョンテンプレートの編集」を参照して下さい。 

不可 

パラメータ 値 パラメータが存在する場合に値を指定します。パラメータで指定し

た値が、アクションに使用されます。値を指定する場合は、パラメー

タ一覧からエントリーを選択して、値を入力します。 

可能 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 
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F-2) アクションテンプレートを使用しないルールの編集 

 

 

図 5.1-33 共通ルール定義画面(過去イベントの調査) 

過去イベントの調査ステージ用共通ルール定義画面(図 5.1-33)が表示されたら、[全般]

タブで下記項目を指定します。 

 

表 5.1-20 共通ルール定義項目一覧 (過去イベントの調査) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効に

する場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID： ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

この条件にマッチした場合は、ルール条件 ID-2 を評価します。 

不可 

ルール条件 ID-2： 過去のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

不可 
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項目 内容 省略 

指定するルール条件は条件フィールドのカレントイベントクラスを"

すべて"に指定して下さい。 

過去イベントは historyElement として参照できます。

historyElement については「表 5.2-1 サーバールールから参

照可能な変数一覧」を参照して下さい。 

この条件にマッチした場合は、ルールアクションを実行します。 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： 過去イベントを調査する時間範囲を秒単位で指定します。値の範

囲は、(1～3600)のあいだで指定します。 

（例）60 → 過去 60 秒以内の到着イベントが対象 

不可 

アクション： 当該ステージで実行するルールアクションのスクリプトを指定しま

す。 

※1 

※1：省略した場合、アクションが実行されません。 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 

 

 ! 
 

過去イベントの調査ステージにおいてルールアクションに何も記入されいな

い場合はスクリプトが生成されません。 

 

 ! 
 

共通ルールの「過去イベントの調査」では、ソースイベントを処理対象とす

るため参照のみで更新はできません。グループ別ルールの「過去イベントの

調査」では、ディスパッチされたイベントを処理対象とするため参照も更新

も可能です。 
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F) 到着件数に対する処理ステージ（高度な設定） 

到着件数に対する処理ステージのルールを新規に作成するには、 [到着件数に対する

処理]ボタンを押し、ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]->[ルー

ル条件・アクションを記述](G-2))もしくは、[新規作成]->[アクションテンプレートを使用](G-

1))を選択します。既存のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択してダブ

ルクリックするか、コンテキストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

G-1) アクションテンプレートを使用したルールの編集 

アクションテンプレートを使用せず、ルールを編集する場合は、「アクションテンプレート

を使用しないルールの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 5.1-34 共通ルール定義画面(到着件数に対する処理) (アクションテンプレート使用) 

到着件数に対する処理ステージ用共通ルール定義画面(アクションテンプレート使用) 

(図 5.1-34)が表示されたら、[全般]タブで下記項目を指定します。 
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表 5.1-21 共通ルール定義項目一覧 (到着件数に対する処理) (アクションテンプレート使用) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効にす

る場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

この条件にマッチした場合は、ルール条件 ID-2 を評価します。 

不可 

ルール条件 ID-2： 過去のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

過去イベントは historyElement として参照できます。historyElement

については「表 5.2-1 サーバールールから参照可能な変数一

覧」を参照して下さい。 

パラメータ-2 で指定された回数、この条件にマッチした場合は、ル

ールアクションを実行します。なおルールアクションが実行された時

点でカウントされた回数は初期化されます。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： 過去イベントを調査する時間範囲を秒単位で指定します。値の範

囲は、(1～3600)のあいだで指定します。 

（例）60 → 過去 60 秒以内の到着イベントが対象 

不可 

パラメータ-2： ルール条件 ID-2 を評価してルールアクションを実行するしきい値と

なる回数を指定します。値の範囲は、(1～1000)のあいだで指定し

ます。 

不可 

アクションテンプレート

ID： 

現在のイベントに対するアクションテンプレートの ID を指定します。

定義済みのアクションテンプレートを参照するには[参照]ボタンを押

します。アクションテンプレートはあらかじめ定義しておく必要があり

ます。アクションテンプレートの設定方法については、「5.1.5 アクシ

ョンテンプレートの編集」を参照して下さい。 

不可 

パラメータ 値 パラメータが存在する場合に値を指定します。パラメータで指定し

た値が、アクションに使用されます。値を指定する場合は、パラメー

タ一覧からエントリーを選択して、値を入力します。 

可能 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 
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G-2) アクションテンプレートを使用しないルールの編集 

 

 

図 5.1-35 共通ルール定義画面(到着件数に対する処理) 

到着件数に対する処理ステージ用共通ルール定義画面(図 5.1-35)が表示されたら、

[全般]タブで下記項目を指定します。 

 

表 5.1-22 共通ルール定義項目一覧 (到着件数に対する処理) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効に

する場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID： ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

この条件にマッチした場合は、ルール条件 ID-2 を評価します。 

不可 

ルール条件 ID-2： 過去のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

不可 
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項目 内容 省略 

過去イベントは historyElement として参照できます。

historyElement については「表 5.2-1 サーバールールから参

照可能な変数一覧」を参照して下さい。 

パラメータ-2 で指定された回数、この条件にマッチした場合は、

ルールアクションを実行します。なおルールアクションが実行され

た時点でカウントされた回数は初期化されます。 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： 過去イベントを調査する時間範囲を秒単位で指定します。値の範

囲は、(1～3600)のあいだで指定します。 

（例）60 → 過去 60 秒以内の到着イベントが対象 

不可 

パラメータ-2： ルール条件 ID-2 を評価してルールアクションを実行するしきい値

となる回数を指定します。値の範囲は、(1～1000)のあいだで指定

します。 

不可 

アクション： 当該ステージで実行するルールアクションのスクリプトを指定しま

す。 

※1 

※1：省略した場合、アクションが実行されません。 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、B)

早期イベント破棄ステージと同様です。 

 

 ! 
 

到着イベントに対する処理ステージにおいてルールアクションに何も記入さ

れいない場合はスクリプトが生成されません。 
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G) アクション実行履歴処理ステージ（高度な設定） 

アクション実行履歴処理ステージのルールを新規に作成するには、 [アクション実行履

歴処理]ボタンを押し、ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]->[ル

ール条件・アクションを記述](H-2))もしくは、[新規作成]->[アクションテンプレートを使

用](H-1))を選択します。既存のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択し

てダブルクリックするか、コンテキストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

H-1) アクションテンプレートを使用したルールの編集 

アクションテンプレートを使用せず、ルールを編集する場合は、「アクションテンプレート

を使用しないルールの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 5.1-36 共通ルール定義画面(アクション実行履歴処理) (アクションテンプレート使用) 

アクション実行履歴処理ステージ用共通ルール定義画面(アクションテンプレート使用) 

(図 5.1-36)が表示されたら、[全般]タブで下記項目を指定します。 
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表 5.1-23 共通ルール定義項目一覧 (アクション実行履歴処理) (アクションテンプレート使用) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効にす

る場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

この条件にマッチした場合は、ルール条件 ID-2 を評価します。 

不可 

ルール条件 ID-2： アクション実行履歴に対するルール条件の ID を指定します。定義

済みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定

方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さ

い。 

アクション実行履歴は actHistoryElement として参照できます。

actHistoryElement については「表 5.2-1 サーバールールから

参照可能な変数一覧」を参照して下さい。 

この条件にマッチした場合は、ルールアクションを実行します。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： 過去イベントを調査する時間範囲を秒単位で指定します。値の範

囲は、(1～3600)のあいだで指定します。 

（例）60 → 過去 60 秒以内の到着イベントが対象 

不可 

アクションテンプレート

ID： 

現在のイベントに対するアクションテンプレートの ID を指定します。

定義済みのアクションテンプレートを参照するには[参照]ボタンを押

します。アクションテンプレートはあらかじめ定義しておく必要があり

ます。アクションテンプレートの設定方法については、「5.1.5 アクシ

ョンテンプレートの編集」を参照して下さい。 

不可 

パラメータ 値 パラメータが存在する場合に値を指定します。パラメータで指定し

た値が、アクションに使用されます。値を指定する場合は、パラメー

タ一覧からエントリーを選択して、値を入力します。 

可能 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 
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H-2) アクションテンプレートを使用しないルールの編集 

 

 

図 5.1-37 共通ルール定義画面(アクション実行履歴処理) 

アクション実行履歴処理ステージ用共通ルール定義画面(図 5.1-37)が表示されたら、

[全般]タブで下記項目を指定します。 

 

表 5.1-24 共通ルール定義項目一覧 (アクション実行履歴処理) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効に

する場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID： ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID -1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

この条件にマッチした場合は、ルール条件 ID -2 を評価します。 

不可 

ルール条件 ID-2： アクション実行履歴に対するルール条件の ID を指定します。定

義済みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ル

ール条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件

の設定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照し

て下さい。 

不可 
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項目 内容 省略 

アクション実行履歴は actHistoryElement として参照できます。

actHistoryElement については「表 5.2-1 サーバールールから

参照可能な変数一覧」を参照して下さい。 

この条件にマッチした場合は、ルールアクションを実行します。 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： アクション実行履歴を調査する時間範囲を秒単位で指定します。

値の範囲は、(1～3600)のあいだで指定します。 

（例）60 → 過去 60 秒以内のアクション実行履歴が対象 

不可 

アクション： 当該ステージで実行するルールアクションのスクリプトを指定しま

す。 

※1 

※1：省略した場合、アクションが実行されません。 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、B)

早期イベント破棄ステージと同様です。 
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H) イベントの解析-2 ステージ（高度な設定） 

イベントの解析-2 ステージのルールを新規に作成するには、 [イベントの解析-2]ボタン

を押し、ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]->[ルール条件・ア

クションを記述]もしくは、[新規作成]->[アクションテンプレートを使用]を選択します。既存

のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択してダブルクリックするか、コンテ

キストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

 

図 5.1-38 共通ルール定義画面(イベントの解析-2) 

イベントの解析-2 ステージのルールで設定する項目は、D)イベントの解析-1 ステージと

同様です。 
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I) アクションの実行-2 ステージ（高度な設定） 

アクションの実行-2 ステージのルールを新規に作成するには、 [アクションの実行-2]ボ

タンを押し、ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]->[ルール条

件・アクションを記述]もしくは、[新規作成]->[アクションテンプレートを使用]を選択します。

既存のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択してダブルクリックするか、

コンテキストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

 

図 5.1-39 共通ルール定義画面(アクションの実行-2) 

アクションの実行-2 ステージのルールで設定する項目は、E)アクションの実行-1 ステー

ジと同様です。 
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J) 遅延実行ステージ 

遅延実行ステージのルールを新規に作成するには、 [遅延実行]ボタンを押し、ルール

一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]->[ルール条件・アクションを記

述](K-2))もしくは、[新規作成]->[アクションテンプレートを使用](K-1))を選択します。既存

のルールを変更するにはルール一覧からエントリーを選択してダブルクリックするか、コンテ

キストメニューから[プロパティ]を選択します。 

 

K-1) アクションテンプレートを使用したルールの編集 

アクションテンプレートを使用せず、ルールを編集する場合は、「アクションテンプレート

を使用しないルールの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 5.1-40 共通ルール定義画面(遅延実行) (アクションテンプレート使用) 

遅延実行ステージ用共通ルール定義画面(アクションテンプレート使用) (図 5.1-40)が

表示されたら、[全般]タブで下記項目を指定します。 
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表 5.1-25 共通ルール定義項目一覧 (遅延実行) (アクションテンプレート使用) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効にす

る場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

この条件にマッチした場合は、ルール条件 ID-2 を評価します。 

不可 

ルール条件 ID-2： 時刻を指定した場合はこの時刻からパラメータ-1 で指定した時間内

にルール条件 ID –2 にマッチするイベントが到着したかどうかを評

価します。 

現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

パラメータ-1 で指定した時間内にこの条件が成立しなければ、ルー

ルアクションを実行します。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： 過去イベントを調査する時間範囲を秒単位で指定します。値の範

囲は、(1～3600)のあいだで指定します。 

（例）60 → 過去 60 秒以内の到着イベントが対象 

不可 

アクションテンプレート

ID： 

現在のイベントに対するアクションテンプレートの ID を指定します。

定義済みのアクションテンプレートを参照するには[参照]ボタンを押

します。アクションテンプレートはあらかじめ定義しておく必要があり

ます。アクションテンプレートの設定方法については、「5.1.5 アクシ

ョンテンプレートの編集」を参照して下さい。 

不可 

パラメータ 値 パラメータが存在する場合に値を指定します。パラメータで指定し

た値が、アクションに使用されます。値を指定する場合は、パラメー

タ一覧からエントリーを選択して、値を入力します。 

可能 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 
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K-2) アクションテンプレートを使用しないルールの編集 

 

 

図 5.1-41 共通ルール定義画面(遅延実行) 

遅延実行ステージ用共通ルール定義画面(図 5.1-41)が表示されたら、[全般]タブで下

記項目を指定します。 

表 5.1-26 共通ルール定義項目一覧 (遅延実行) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効に

する場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID -1： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

この条件にマッチした場合は、ルール条件 ID -2 を評価します。 

時刻を指定した場合はこの時刻からパラメータ-1 で指定した時間

内にルール条件 ID –2 にマッチするイベントが到着したかどうか

を評価します。 

不可 
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項目 内容 省略 

ルール条件 ID-2： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

パラメータ-1 で指定した時間内にこの条件が成立しなければ、ル

ールアクションを実行します。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： ルール条件 ID –1 にマッチするイベント到着後、ルールアクション

を実行するまでの待機時間を秒単位で指定します。ここで指定し

た時間内にルール条件 ID –2 にマッチするイベントが到着しなけ

れば、ルールアクションが実行されます。値の範囲は、(1～

172800)のあいだで指定します。 

不可 

アクション： 当該ステージで実行するルールアクションのスクリプトを指定しま

す。 

※1 

※1：省略した場合、アクションが実行されません。 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、B)

早期イベント破棄ステージと同様です。 
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K) タイマステージ 

タイマステージのルールを作成するには、[タイマ]ボタンを押し、ルール一覧リストボック

スのコンテキストメニューから[新規作成]->[ルール条件・アクションを記述](L-2))もしくは、

[新規作成]->[アクションテンプレートを使用](L-1))を選択します。既存のルールを変更す

るにはルール一覧からエントリーを選択してダブルクリックするか、コンテキストメニューから

[プロパティ]を選択します。 

 

L-1) アクションテンプレートを使用したルールの編集 

アクションテンプレートを使用せず、ルールを編集する場合は、「アクションテンプレート

を使用しないルールの編集」を参照して下さい。 

 

 

図 5.1-42 共通ルール定義画面(タイマ) (アクションテンプレート使用) 

タイマステージ用共通ルール定義画面(アクションテンプレート使用) (図 5.1-42)が表示

されたら、[全般]タブで下記項目を指定します。 
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表 5.1-27 共通ルール定義項目一覧 (タイマ) (アクションテンプレート使用) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効にす

る場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID: ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID-1： ルール条件-1 では、現在のイベントに対するルール条件の ID、あ

るいは時刻、SEN サーバー起動時/ルールセット反映時のいずれか

を指定します。定義済みのルール条件を参照するには[参照]ボタ

ンを押します。ルール条件はあらかじめ定義しておく必要がありま

す。ルール条件の設定方法については、「5.1.4 ルール条件の

編集」を参照して下さい。 

時刻の範囲は「00:00:01～23:59:59」のあいだで指定します。 

不可 

ルール条件 ID-2： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済み

のルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール条件

はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設定方法

については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： ルール条件-1 にマッチしたあと、ルール条件-2 が成立するまでル

ールアクションを実行する時間間隔を秒単位で指定します。値の範

囲は、(1～172800)のあいだで指定します。 

不可 

アクションテンプレート

ID： 

現在のイベントに対するアクションテンプレートの ID を指定します。

定義済みのアクションテンプレートを参照するには[参照]ボタンを押

します。アクションテンプレートはあらかじめ定義しておく必要があり

ます。アクションテンプレートの設定方法については、「5.1.5 アクシ

ョンテンプレートの編集」を参照して下さい。 

不可 

パラメータ 値 パラメータが存在する場合に値を指定します。パラメータで指定し

た値が、アクションに使用されます。値を指定する場合は、パラメー

タ一覧からエントリーを選択して、値を入力します。 

可能 

 

ルールの活性化条件を指定するには[活性化条件]タブを選択します。指定方法は、

B)早期イベント破棄ステージと同様です。 
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L-2) アクションテンプレートを使用しないルールの編集 

 

 

図 5.1-43 共通ルール定義画面(タイマ) 

タイマステージ用共通ルール定義画面（図 5.1-43）が表示されたら[全般]タブで下記項

目を指定します。 

表 5.1-28 共通ルール定義項目一覧 (タイマ) 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効に

する場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID： ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID -1： ルール条件-1 では、現在のイベントに対するルール条件の ID、

あるいは時刻、SEN サーバー起動時/ルールセット反映時のいず

れかを指定します。定義済みのルール条件を参照するには[参

照]ボタンを押します。ルール条件はあらかじめ定義しておく必要

があります。ルール条件の設定方法については、「5.1.4 ルー

ル条件の編集」を参照して下さい。 

時刻の範囲は「00:00:01～23:59:59」のあいだで指定します。 

不可 
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項目 内容 省略 

ルール条件 ID-2： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

不可 

説明： コメントを指定します。 可能 

パラメータ-1： ルール条件-1 にマッチしたあと、ルール条件-2 が成立するまでル

ールアクションを実行する時間間隔を秒単位で指定します。値の

範囲は、(1～172800)のあいだで指定します。 

不可 

アクション： 当該ステージで実行するルールアクションのスクリプトを指定しま

す。 

※1 

※1：省略した場合、アクションが実行されません。 
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5.1.6.4 分配ルールの編集 

分配ルールはルールセットエディタの分配タブで編集します。分配ルールは、汎用分配

ルールとキーによる分配ルールに分けられます。汎用分配ルールでは、ルール条件の指

定によるグループへの分配ルールを定義します。キーによる分配ルールでは、イベントクラ

スならびにユニークキーの指定によるグループへの分配ルールを定義します。インポート

ハンドラを用いたメインペインの自動生成を行う場合には、必ずキーによる分配ルールを使

用して下さい。 

どのグループにも割り当てられなかったイベントは、イベントビューの{その他}グループに

割り当てられます。 

 

A) 汎用分配ルール 

汎用分配ルールでは、ルール条件の指定によるグループへの分配ルールを定義しま

す。汎用分配ルールを新規作成するには、汎用分配ルール一覧リストボックスのコンテキス

トメニューから[新規作成]を選択します。 

 

 

図 5.1-44 ルール条件によるユーザーグループへの分配画面 

汎用分配ルール定義画面(図 5.1-44)が表示されたら、下記項目を指定し、[OK]ボタン

を押します。 

表 5.1-29 ルール条件によるユーザーグループへの分配項目一覧 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効に

する場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

－ 

ルール ID： ルール ID を指定します。 不可 

ルール条件 ID： 現在のイベントに対するルール条件の ID を指定します。定義済

みのルール条件を参照するには[参照]ボタンを押します。ルール

条件はあらかじめ定義しておく必要があります。ルール条件の設

定方法については、「5.1.4 ルール条件の編集」を参照して下

さい。 

不可 
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項目 内容 省略 

現在のイベントは currentEvent として参照できます。 

この条件にマッチした場合は、指定されたグループにイベントを

振り分けます。 

説明： コメントを指定します。 可能 

分配先ユーザー 

グループ： 

イベントの分配先となるグループの一覧を指定します。グループ

をリストに追加するには、[追加] ボタンを押します。 

図 5.1-45 のユーザーグループリストから分配するグループを選ん

で[OK]ボタンを押します。 

不可 

 

 

図 5.1-45 ユーザーグループリスト画面 
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B) キーによる分配ルール 

キーによる分配ルールでは、イベントクラスならびにユニークキーの指定によるグループ

への分配ルールを定義します。キーによる分配ルールを新規作成するには、キーによる分

配ルール一覧リストボックスのコンテキストメニューから[新規作成]を選択します。 

 

 

図 5.1-46 キーによるユーザーグループへの分配画面 

キーによる分配ルール定義画面(図 5.1-46)が表示されたら、下記項目を指定し、[OK]

ボタンを押します。 

表 5.1-30 キーによるユーザーグループへの分配項目一覧 

項目 内容 省略 

有効チェックボックス： このルールを有効にする場合はチェックします。ルールを無効に

する場合はチェックを外します。デフォルトは有効です。 

ドメイン ID、クラス、ユニークキーを指定せず、分配先ユーザーグ

ループのみを指定した場合は、分配先ユーザーグループに指定

したグループに、すべてのイベントが分配されます。 

－ 

ルール ID： ルール ID を指定します。 不可 

ドメイン ID： 分配対象となるイベントのドメイン ID を指定します。 

ドメイン ID を指定する場合はチェックボックスをチェックします。 

可能 

クラス： 分配対象となるイベントのクラス名を指定します。クラスはコンボボ

ックスより選択します。サポートされるイベントクラスの一覧は、

「5.2.2 イベントクラス一覧」を参照して下さい。 

可能 

ユニークキー： 分配対象となるイベントのユニークキーと比較する文字列を指定

します。各イベントのユニークキーについては、「5.2.2 イベント

クラス一覧」を参照して下さい。 

正規表現チェックボックスをチェックした場合は、正規表現として

比較されます。 

【例】 ([a-zA-Z]{0,2}America) 

→ America、 MrAmerica などにマッチします。 

可能 

説明： コメントを指定します。 可能 

分配先ユーザー 

グループ： 

イベントの分配先となるグループの一覧を指定します。グループ

をリストに追加するには、[追加] ボタンを押します。 

図 5.1-45 ユーザーグループリスト画面から分配するグループを選ん

で[OK]ボタンを押します。 

不可 
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5.1.6.5 グループ別ルールの編集 

グループ別ルールは、ルールセットエディタのグループ別タブで編集します。グループ

別ルールでは、各グループに分配されたイベントに対して適用されるルールを定義しま

す。グループを切り替えるには[グループ]コンボボックスを選択します。 

グループ別ルールも共通ルールと同じく、関数・変数定義と１１のルールステージに分け

られており、各設定項目についても共通ルールと同じです。各設定項目の詳細は、

「5.1.6.3 共通ルールの編集」を参照して下さい。 
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5.1.6.6 共通ルールとグループ別ルールの違い 

共通ルールとグループ別ルールは、共に関数・変数定義と 11 のルールステージから

構成され、各設定項目についても同じですが、参照する各変数の意味や位置付けは

異なります。以下に、共通ルールとグループ別ルールで参照する各変数の違いを示

します。 

 

表 5.1-31 共通ルールとグループ別ルールの違い 

 
共通ルール グループ別ルール 

関数・変数定義 共通ルールのステージ間での

み共通に使える関数および変

数を参照できます。 

各グループ別ルールのステー

ジ間でのみ共通に使える関数

および変数を参照できます。 

グローバルに参照可能なオブジェ

クト 

(globalContext) 

共通ルール処理実行内での

グローバルな状態を表しま

す。 

グループ別ルール処理実行

内でのグローバルな状態を表

します。 

現在処理対象となっているイベント 

(currentEvent) 

SENサーバー到着直後のイベ

ントを参照します。 

各グループへの分配ルール

処理実行直後のイベントを参

照します。 

過去イベント 

(historyElement) 

ルール処理前となるSENサー

バー到着直後の過去イベント

を参照します。 

共通ルールでは、過去イベン

トのプロパティの参照のみが

可能です。ただし、以下の過

去イベントは参照できません。 

・内部イベント 

・イベント変更イベント 

・コンソールユーザー作成イ

ベント 

各グループへの分配ルール

処理およびグループ別ルー

ル処理実行後のイベントを参

照します。 

グループ別ルールでは、過去

イベントのプロパティの参照お

よび変更が可能です。 

アクション実行履歴 

(actHistoryElement) 

共通ルール処理実行内での

アクション実行履歴を表しま

す。 

グループ別ルール処理実行

内でのアクション実行履歴を

表します。 
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5.1.6.7 グローバル定義ルールの編集 

グローバル定義ルールは全グループで共通に適用されるルールであり、Administrators

役割をもつユーザーのみ設定可能です。グローバル定義ルールには、ルール内で参照目

的として使用する変数や関数のみを記述して下さい。 

グローバル定義ルールは、ルールセットエディタのグローバル定義タブで編集します。

グローバル定義タブでは、下記項目を指定します。 

 

 

図 5.1-47 ルールセットエディタ画面（グローバル定義タブ） 

 

◆ グローバル初期化処理 

グローバル初期化処理では、ルール処理の最初に行う処理を記述します。例えば、ユ

ーザー定義変数の初期化やファイルのオープン、データベース接続確立などがあげられ

ます。以下にグローバル初期化の記述例を掲げます。 

 
// 定義してある各ユーザー定義変数を初期化する。 

myFSO = globalContext.createObject( "Scripting.FileSystemObject", null ); 

myOutputFile = myFSO.CreateTextFile( "c:\\temp\\test.log",true, false ); 

cnct = globalContext.createObject( "adodb.connection", null ); 

 

// ADO(ActiveX Data Object)オブジェクトをオープンし、データベースに接続する 

var ret = cnct.Open("Provider=sqloledb", "sampleuser", "sampleuser"); 

 

◆ グローバル終了処理 

グローバル終了処理では、ルール処理の最後に行う処理を記述します。以下にグロー
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バル終了処理の記述例を掲げます。 

 
// ユーザー定義ファイルをクローズする 

myOutputFile.close(); 

 
// ADO オブジェクトをクローズする 

cnct.Close(); 

 

◆ グローバル定義 

グローバル定義では、ルールの中で共通に参照するような変数や関数などを記述しま

す。例えば、日付から曜日を取得するようなユーティリティ関数などをここで定義しておくと、

これらをルール条件やルールアクションの中で呼び出す事ができます。 

 
// 色を定義する 

var RED = 255; 

var GREEN = 255 << 8; 

var BLUE = 255 << 16; 

 
// イベント重大度を定義する 

var CLEAR = 0; 

var UNKNOWN = 1; 

var WARNING = 2; 

var MINOR = 3; 

var MAJOR = 4; 

var CRITICAL = 5; 

var NONE = 6; 

 
// イベントステータスを定義する 

var OPEN = 0; 

var ACKNOWLEDGED = 1; 

var ASSIGNED = 2; 

var CLOSED = 3; 

 
// 日付から曜日を取得する関数を定義する 

function getDayOfWeek(datetime) { 

  var yyyy = datetime.substr(0,4); 

  var mm = datetime.substr(5,2); 

  var dd = datetime.substr(8,2); 

  var objdate = new Date(yyyy, mm - 1, dd); 
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  return objdate.getDay(); 

} 

 

// その他ユーザー定義変数を宣言する。 

var myFSO;  // ファイルシステムオブジェクト 

var myOutputFile; // テストログファイル用オブジェクト 

var cnct;  // ADO 用オブジェクト 

 

 

 ! 
 

グローバル初期化処理内からグローバル関数・変数定義に記述した変数や関

数を参照する事はできますが、グローバル関数・変数定義内からグローバル

初期化処理に記述した変数や関数を参照する事はできません。 

 

 ! 
 

グローバル定義と共通ルールの関数・変数定義およびグループ別ルールの関

数・変数定義とは、参照可能なスコープが異なります。 

グローバル定義は、共通ルールとすべてのグループ別ルールのステージから

参照できます。共通ルールの関数・変数定義は、共通ルールのステージでの

み参照できます。グループ別ルールの関数・変数定義は、各グループ別ルー

ルのステージでのみ参照できます。 
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5.1.6.8 ルールアクションの記述 

各ルール定義におけるルールアクションの記述は JScript の構文に従う必要がありま

す。 

ルール条件設定画面およびルール編集画面では、[オブジェクトブラウザ]ボタンを押下

し、オブジェクトブラウザを起動できます。オブジェクトブラウザは、ルール条件やルールア

クションの記述を補助する支援ツールです。オブジェクトブラウザの詳細は、「5.1.9 オブ

ジェクトブラウザ」を参照して下さい。 

ルールアクションでは基本的に任意の JScript のステートメントを記述する事が可能です

が、いくつかの留意事項がありますので以下に記述します。 

 

ローカル変数の使用 

ルールアクション内でローカル変数を定義し、使用する事が可能です。ローカ

ル変数はそのルールアクション内でのみ有効です。 

 

(例) var i = 0; 

 

関数の使用 

ルールアクション内で関数を定義する事が可能です。関数は使用前に定義す

る必要があります。関数はそのルールアクション内でのみ有効です。 

 

(例) function isOdd(x) { 

if (x % 2 == 1) return true; 

else return false; 

} 

 

グローバル変数の使用 

ルールアクション内でユーザー独自の値をルール実行後も引き続き保持したい

場合があります。その場合は globalContext の globalUV プロパティを使用して、変

数を格納する事ができます。 

 

(例)  globalContext.globalUV("CustomerName") = "ABC Foods"; 

 

処理に時間のかかるスクリプトの禁止 

ルールアクション内に記述するスクリプト処理は開始後速やかに終了する必要

があります。イベント処理はシーケンシャルに実行されるため、ルールアクション内

での処理に時間がかかると、以降の処理はそれだけ待たされます。例えば、ユー

ザーからの操作を待つようなスクリプトは記述すべきではありません。 

一回のスクリプトの実行に 30 秒以上要した場合には、スクリプトの実行を強制

停止します。 
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 ! 
 

スクリプトの実行が強制終了された場合は、ルール実行証跡は残りません。 

 

 ! 
 

globalContext.sendMail()メソッドは将来廃止される可能性があります。代わ

りに、メール送信連携アダプタを利用してメール送信する

PRODUCER.mlAsyncSendEvent を使用して下さい。 

 

 ! 
 

ルールアクションに記述可能な文字数の上限は 30720 Byte です。 
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5.1.7 コンソールルールの編集 

コンソールルールは、各グループに設定され、SEN コンソール上で実行します。コンソー

ルルールでは、GUI 上でのダイアログの表示や警報装置の鳴動といった処理を実行しま

す。 

コンソールルールは、メニューバーから[ツール]-> [メンテナンス]->[SEN コンソールルー

ル]を選択して、コンソールルール編集画面を表示します。 

 

 

図 5.1-48 コンソールルール編集画面 

コンソールルールはグループ毎に指定します。コンソールルールを有効にする場合は、

[有効]チェックボックスをチェックします。コンソールルールは、ステージに分かれてはおら

ず、またルール条件やルールアクションの区別はありません。 [ルール]フィールドに Jscript

構文に従い記述します。 

コンソールルール編集画面では、コンソールルールを実行するエンジンに「JScript」を選

択し[オブジェクトブラウザ]ボタンを押下し、オブジェクトブラウザを起動できます。オブジェ

クトブラウザは、ルール条件やルールアクションの記述を補助する支援ツールです。オブジ

ェクトブラウザの詳細は、「5.1.9 オブジェクトブラウザ」を参照して下さい。 

コンソールルールは、グループ別ルールの最後のステージを通過したイベントに対して

適用されます。またステータス変更を行った過去イベントに対しても、再度コンソールルー

ルが実行されます。したがって、コンソールルールを適用するイベントをさらに絞る場合は、

ユーザー自身が if ステートメントなどを記述する必要があります。 

コンソールルールを記述したら[OK]ボタンを押して保存します。 
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 ! 
 

コンソールルールはサーバールールと異なり、保存と同時に有効になりま

す。したがってルールセットの反映は必要ありません。 

 ! 
 

ルールの構文チェックは現在、未サポート。 
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コンソールルールで実行可能な処理一覧を表 5.1-32 に示します。詳細は、「5.2.1 ル

ール内で参照可能な変数」を参照して下さい。 

 

表 5.1-32 コンソールルールで実行可能な処理一覧 

処理概要 ルール記述方法 

ポップアップダイアログの表示 ｃｌｉｅｎｔＣｏｎｔｅｘｔ．ｄｉｓｐｌａｙＭｅｓｓａｇｅ（）メソッドを使用します。 

ビープ音の鳴動 clientContext.messageBeep ()メソッドを使用します。 

Wave Sound の鳴動 clientContext.playSound()メソッドを使用します。 

コンソールログファイルへのログ

出力 

ｃｌｉｅｎｔＣｏｎｔｅｘｔ．outputToLogFile()メソッドを使用します。 

パトランプの鳴動 clientContext.patLamp.active プロパティを使用します。 

 

 

図 5.1-49 clientContext.displayMessage()メソッドによるポップアップダイアログ画面 

 

 ! 
 

イベントビューのコンテキストメニューからステータス変更を行った場合に

もイベントの変更が通知され、コンソールルールが実行されます。新規に到

着したイベントに対してのみルールを実行する場合は、例えば、 

 

if (currentEvent.eventStatus == 0 ...) 

 

のように記述します。これはイベントステータスが”オープン”であるイベン

トに対してのみルールが実行されます。 
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5.1.8 ルールセットの反映 

新規作成または変更したルールセットを有効にするには、ルールセットの反映を行い

ます。ルールセットの反映は、メニューバーから[ツール]->[メンテナンス(管理者)]-

>[ルールセットの反映]を選択します。ルールセットリスト(選択用)画面(図 5.1-50)

で反映するルールセットを選択し、[ＯＫ]ボタンを押します。なお、ルールセット

リスト(選択用)画面下部には、現在有効なルールセットの ID と、そのルールセット

が反映された日時が表示されます。 

 

 

図 5.1-50 ルールセットリスト(選択用)画面 

ルールセット保存確認画面(図 5.1-51)が表示されたら、[はい]ボタンを押します。 

 

 

図 5.1-51 ルールセット反映確認画面 

ルールセット反映成功画面(図 5.1-52)が表示されたら、選択されたルールセット

が有効となり、ルールセットに記述されたルール処理が行われます。 

 

 

図 5.1-52 ルールセット反映成功画面 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.1 ルールの作成・編集 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-85 5-85 

 

 ! 
 

ルールセット内のルール定義内容を変更した場合は、必ずルールセットの反

映を行う必要があります。なお、ルールが参照するルール条件はルールと独

立に変更する事が可能ですが、この場合も変更したルール条件を有効にする

にはルールセットの反映を行う必要があります。 

 

 ! 
 

ルールセットの反映は、下図のように、選択されたルールセットに対して保

存されている共通ルールとすべてのグループ別ルールが一斉に反映されま

す。 

 

 ルールセット 1 

共通ルール 

グループ 1 用ルール 

グループ 2 用ルール 

・・・ 

ルールセット 2 

共通ルール 

グループ 1 用ルール 

グループ 2 用ルール 

・・・ 

・・・ 
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5.1.9 オブジェクトブラウザ 

オブジェクトブラウザは、ルール条件やルールアクションの記述を補助する支援ツールで

す。各イベントのプロパティやメソッド、メインビューのメインペインやメインペインアイテムの

プロパティに関して、その説明とサンプルとなるスクリプトテンプレートを提供します。 

オブジェクトブラウザを表示する場合は、メニューバーから[表示]->[ オブジェクトブラウ

ザ]を選択します。また、ルール条件設定画面、ルール編集画面、コンソールルール編集

画面にもオブジェクトブラウザを表示するためのボタンがあります。 

 

 

図 5.1-53 オブジェクトブラウザ画面 
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5.1.9.1 オブジェクトブラウザの基本操作 

オブジェクトブラウザの基本的な使用方法は、参照するイベントのプロパティやメソッドな

どを選択し、スクリプトテンプレート欄にその内容を表示します。[クリップボードにコピー]ボ

タンを押すと、スクリプトテンプレート欄の内容がクリップボードにコピーされるので、編集中

のルール条件やルールアクションにペーストし使用して下さい。なお、[エラー処理]チェック

ボックスをチェックする事により、エラー時の処理を含めたスクリプトテンプレートを表示しま

す。 

 

 

5.1.9.1.1 クラスの静的構造 

[クラスの静的構造]タブでは、イベントクラスの種類に依存しない Senju Enterprise 

Navigator 共通のクラスに関するプロパティやメソッドのスクリプトテンプレートを参照できま

す。 

[サーバールール]ラジオボタンを選択する事により、共通ルール、分配ルール、グループ

別ルールおよびグローバル定義の SEN サーバー上でのルール処理に使用するクラスの

一覧を参照できます。[コンソールルール] ラジオボタンを選択する事により、コンソールル

ールおよびイベントビュー表示方法の SEN コンソール上でのルール処理に使用するクラス

の一覧を参照できます。 

 

 

図 5.1-54 オブジェクトブラウザ画面(クラスの静的構造タブ) 
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5.1.9.1.2 メインビューの構造 

 [メインビューの構造]タブでは、メインビューのメインペインやメインペインアイテムのプロパ

ティへアクセスするスクリプトテンプレートを参照できます。 

[グループ]コンボボックスを選択する事により、ユーザーグループを切り替えます。 

[カテゴリ]コンボボックスを選択する事により、ビューカテゴリを切り替えます。 

[メインペインの倍率]スライダーを変更する事により、メインペインの表示倍率を変更でき

ます。 

 

 

図 5.1-55 オブジェクトブラウザ画面(メインビューの構造タブ) 
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5.1.9.1.3 イベントの構造 

 [イベントの構造]タブでは、現在 SEN サーバーが認識可能なすべてのイベントクラスの

プロパティを参照できます。 

基本クラスとしてメッセージクラスを継承しているイベントクラスの場合、[基本クラスのフィ

ールドを含めて表示]チェックボックスのチェックを外すと、継承元クラスのフィールドを非表

示にできます。 

 

 

図 5.1-56 オブジェクトブラウザ画面(イベントの構造タブ) 
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5.1.10 ルールセットのシミュレーション 

ルールセットシミュレーションには、イベントビューからシミュレーション対象のイベントを選

択し実行する方法と、メニューバーから[ルールセットのシミュレーション]メニューを選択し

実行する方法があります。 

 

5.1.10.1 イベントビューからの実行 

イベントビューからは、特定のイベントに対してルールセットのシミュレーションを実行でき

ます。 

イベントビューからイベントエントリーを選択し、コンテキストメニューから[ルールセットのシ

ミュレーション]を選ぶと、図 5.1-57 のルールセット実行シミュレーション画面を表示します。

ルールセット ID にはシミュレーション適用するルールセット ID を指定します。定義済みの

一覧から選択する場合は、[参照]ボタンを押します。想定日時はシミュレーション実行を想

定する日時を指定します。この日時にシミュレーションが実行されるという意味ではありませ

ん。イベントフィルタが設定してある場合、[イベントフィルタを含める]にチェックすると、イベ

ントフィルタの適用を考慮したシミュレーションを実行します。 

複数のイベントを対象にシミュレーションを実行する場合は、イベントビューから Shift キ

ーや Ctrl キーを使用して複数のイベントエントリーを選択し、コンテキストメニューから[ルー

ルセットシミュレーション]を選びます。 

ルールセット実行シミュレーション画面で実行ボタンを押すと、図 5.1-58 のシミュレーショ

ン結果画面が表示されます。 

 

 

図 5.1-57 ルールセット実行シミュレーション画面（イベントビュー） 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.1 ルールの作成・編集 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-91 5-91 

 

図 5.1-58 ルールセットシミュレーション結果画面 

 

 

5.1.10.2 メニューバーからの実行 

メニューバーからは、指定した時間範囲内に到着したイベントに対してルールセットのシ

ミュレーションを実行する事ができます。 

メニューバーから「ツール」→「ルールセットのシミュレーション」を選択し、図 5.1-59 のル

ールセット実行シミュレーション画面を表示します。ルールセット ID にはシミュレーション適

用するルールセット ID を指定します。定義済みの一覧から選択する場合は、[参照]ボタン

を押します。想定日時はシミュレーション実行を想定する日時を指定します。この日時にシ

ミュレーションが実行されるという意味ではありません。イベントフィルタが設定してある場

合、[イベントフィルタを含める]にチェックすると、イベントフィルタの適用を考慮したシミュレ

ーションを実行します。 

利用するイベントには、シミュレーション対象とするイベントの到着時間範囲を指定しま

す。 
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図 5.1-59 ルールセット実行シミュレーション画面（メニューバー） 

 

 

5.1.10.3 シミュレーション結果の解説 

ルールセットのシミュレーションの実行結果例を図 5.1-60 に示します。これは図 5.1-58

の画面内に表示されるメッセージを抜粋したものです。以下、この実行結果例の内容につ

いて説明します。 

 
ルールセット(id=RuleSet)のシミュレーション 

シミュレーション想定日時=20020927215549.85 

シミュレーション実行日時=20020927215553.671 

=============↓スクリプト（共通ステージと分配ルール）↓============= 

00000 function __commonRule() { 

00001 return true; 

00002 } 

・・・・・ 

00018 __userGlobalInit(); 

00019 __dispatchRuleInit(); 

00020 for ( __idxEv = 0 ; __idxEv<globalContext.numOfEvents ; ++__idxEv ) { 

00021 currentEvent = globalContext.eventAt(__idxEv); 

00022 if ( !__commonRule() ) continue; 

00023 __dispatchRule(); 

00024 } 

00025 __userGlobalTerm(); 

=============↑スクリプト（共通ステージと分配ルール）↑============= 

=============↓スクリプト（グループ別 ID=g1 用ルール）↓============= 

00000 function __groupRule() { 

00001 globalContext.outputToLogFile( 7, 'ステージ:アクションの実行-1-1'); 

00002 if (currentEvent.isInstanceOf('{4F1C35BC-E001-4A7D-A896-8BD26D02C2C4}')) { 

00003 globalContext.outputMessage('このルールアクションを実行します'); 

00004 currentEvent.color = 255; 

00005 currentEvent.colour = 255; 

00006 } 

・・・・・ 

00016  

00017 __userGlobalInit(); 

00018 for ( __idxEv = 0 ; __idxEv<globalContext.numOfEvents ; ++__idxEv ) { 

00019 currentEvent = globalContext.eventAt(__idxEv); 

00020 if ( !__groupRule() ) continue; 

00021 } 

00022 __userGlobalTerm(); 
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=============↑スクリプト（グループ別 ID=g1 用ルール）↑============= 

 

=============以上が実行するスクリプト．以下は実行結果============= 

共通ルール(共通ステージと分配ルール)を実行します 

ENBASGlobalContext::get_numOfEvents() 結果=1 

currentEvent 用に 0 番目が選択されました．イベント=domainName=test, baseFlag=false, 

・・・ 

outputToLogFile(7, 分配ステージ:ユーザーグループへの分配-1) 

イベント(sequenceId = 5633)  

ENBASEvent::isInstanceOf({4F1C35BC-E001-4A7D-A896-8BD26D02C2C4}) 結果=true 

イベント(sequenceId=5633)は，g1 に分配されました 

ENBASGlobalContext::get_numOfEvents() 結果=1 

 

共通ルール（共通ステージと分配ルール）の実行は成功しました 

 

グループ別(ID=g1)ルールを実行します 

ENBASGlobalContext::get_numOfEvents() 結果=1 

currentEvent 用に 0 番目が選択されました．イベント=domainName=test, baseFlag=false, 

・・・ 

イベント(sequenceId = 5637)  

ENBASEvent::isInstanceOf({4F1C35BC-E001-4A7D-A896-8BD26D02C2C4}) 結果=true 

このルールアクションを実行します 

ENBASEvent::put_color(255). 設定処理は行われません 

スクリプト実行中のエラー[code=0, source=Microsoft JScript 実行時エラー, description=オブジェクト

でサポートされていないプロパティまたはメソッドです。, scode=-2146827850,  

sourceContext=0, lineNumber=5,charPosition=0,currentGroupContext=g1] 

IActiveScript::ParseScriptText error in ENBServerRuleMgr::RunScript()  

HRESULT=-2147352319 

 

グループ別(ID=g1)ルールの実行に失敗しました 

図 5.1-60 ルールセットシミュレーション結果の例 

最初の行はシミュレーションを実行したルールセット ID を表示しています。2 行目のシミ

ュレーション想定日時は、図 5.1-57 で指定したルールの実行を想定した日時を表示して

います。3 行目のシミュレーション実行日時は、実際にシミュレーションを実行した日時を表

示しています。 

 

“スクリプト（共通ステージと分配ルール）”で囲まれた 1 番目のブロックには、共通ルール

と分配ルールで実行された下記スクリプトの内容が表示されます。 

 

__commonRule() 共通ルールで実行されるスクリプトの内容です。 

__dispatchRuleInit() 拡張用。 

__dispatchRule() 分配ルールで実行される内容です。 

__userGlobalInit() グローバル定義ルールのグローバル初期化処理で実行さ

れるスクリプトの内容です。 

__userGlobalTerm() グローバル定義ルールのグローバル終了処理で実行され

るスクリプトの内容です。 

 

“スクリプト（グループ別 ID=～用ルール）”で囲まれた 2 番目のブロックには、グループ別

ルールで実行された下記スクリプトの内容が表示されます。グループ別ルールは、ルール

毎に別々に実行されます。 
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__groupRule() 各グループ別ルールで実行されるスクリプトの内容です。 

__userGlobalInit() グローバル定義ルールのグローバル初期化処理で実行さ

れるスクリプトの内容です。 

__userGlobalTerm() グローバル定義ルールのグローバル終了処理で実行され

るスクリプトの内容です。 

 

“以上が実行するスクリプト．以下は実行結果” 以降の最後のブロックには、シミュレーシ

ョンを実行した各イベントのプロパティおよびルール毎の処理結果が表示されます。 

ルールセットのシミュレーションでは、ルールアクションは実際に実行されず、図 5.1-61

のように実行トレース結果のみが出力されます。 

 
イベント(sequenceId = 5637)  

ENBASEvent::isInstanceOf({4F1C35BC-E001-4A7D-A896-8BD26D02C2C4}) 結果=true 

このルールアクションを実行します 

ENBASEvent::put_color(255). 設定処理は行われません 

図 5.1-61 ルールセットシミュレーション結果の例 (実行トレース結果) 

また、ルールにエラーが存在する場合は、図 5.1-62 のようなエラー内容が出力されま

す。グループの ID を currentGroupContext の値から、エラーが発生したスクリプトの行番

号を lineNumber の値から参照し、該当するルールスクリプトのエラーを修正して下さい。 

 
スクリプト実行中のエラー[code=0, source=Microsoft JScript 実行時エラー, description=オブジェクト

でサポートされていないプロパティまたはメソッドです。, scode=-2146827850,  

sourceContext=0, lineNumber=5,charPosition=0,currentGroupContext=g1] 

IActiveScript::ParseScriptText error in ENBServerRuleMgr::RunScript()  

HRESULT=-2147352319 

図 5.1-62 ルールセットシミュレーション結果の例 (ルールにエラーがある場合) 
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5.1.11 チューニングガイド 

5.1.11.1 共通ルールおよびグループ別ルールに要する処理時間の調査 

SEN サーバーが共通ルールおよびグループ別ルールに要した処理時間は、

sjENB_ServerPerf_RuleTime.log ログファイルに出力されます。 

ここでは Microsoft Excel を利用し、sjENB_ServerPerf_RuleTime.log から共通ルールおよび

グループ別ルールに要した処理時間を調査する方法を説明します。 

 

(1) sjENB_ServerPerf_RuleTime.log ログファイルを SEN サーバーから Microsoft 

Excel がインストールされた PC にコピーします。ログファイルの出力先は

「3.3.6 ログファイルの運用」を参照して下さい。 

(2) Microsoft Excel にて sjENB_ServerPerf_RuleTime.logファイルを開きます。Excel よ

り「ファイルを開く」で開いてテキストファイルウィザードにて区切り文字

に「タブ」をチェックし、すべての列を「文字列」として設定してオープン

して下さい。表示される内容は、左から順にヘッダー(処理日時、SEN サー

バー名、ログレベル)、ルールの種類(共通ルールまたはグループ別ルール)、

処理時間(単位ミリ秒)、処理したイベント数となります。ルールの種類は、共

通ルールの場合"Common"と表示され、グループ別ルールの場合は

"Group(ID=ユーザーグループ名)"と表示されます。 

(3) 処理時間÷処理イベント数 の結果が、 1 イベントのルール処理に要した時間

となります。この結果から、ボトルネックとなるルール処理を検出し、ルー

ルのチューニングを行って下さい。 

 

 

図 5.1-63 Microsoft Excel 画面 
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5.1.11.2 共通グループ及びグループ別ルールの時間あたりのルール処理数の調

査 

SEN サーバーが、ある時間帯に共通ルール及びグループ別ルールが処理した回数

は、sjENB_ServerPerf_RuleCount.log ログファイルに出力されます。 

ここでは Microsoft Excel を利用し、sjENB_ServerPerf_RuleCount.log から、共通ルールおよび

グループ別ルールで、ある時間帯に処理した回数を調査する方法を説明します。 

 

（１） sjENB_ServerPerf_RuleCount.log ログファイルを SEN サーバーから Microsoft 

Excel がインストールされた PC にコピーします。ログファイルの出力先は

「3.3.6 ログファイルの運用」を参照して下さい。 

（２） Microsoft Excel にて sjENB_ServerPerf_RuleCount.logファイルを開きます。Excel よ

り「ファイルを開く」で開いてテキストファイルウィザードにて区切り文字に

「タブ」をチェックし、すべての列を「文字列」として設定してオープンして

下さい。パフォーマンス調査におけるルール情報の記録間隔で設定した時間間

隔ごとに表示されます。 

（３） 表示される内容は、先ずパフォーマンスを測定している時間帯が記録されて

います。その次にルール ID ごとの処理回数が表示され、左から順にユーザー

グループ、ルール ID、条件-1 成立回数、条件-1 不成立回数、条件-2 成立回

数、条件－2 不成立回数、アクションの実行回数となります。最後にユーザー

グループごとにイベントのイベントの入力数、出力数が表示され、左から順

に、ユーザーグループ ID、入力数、出力数になります。ユーザーグループ

は、共通ルールの場合"Common"と表示され、グループ別ルールの場合は

"Group(ID=ユーザーグループ名)"と表示されます。 

 

 

図 5.1-64 Microsoft Excel画面
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5.2 リファレンス 

5.2.1 ルール内で参照可能な変数 

5.2.1.1 サーバー側ルールで参照可能な変数 

サーバー側ルールのルール条件およびルールアクションから参照可能な変数(インスタン

ス)の一覧を表 5.2-1 に示します。 

表 5.2-1 サーバールールから参照可能な変数一覧 

変数名 型(オブジェクト) 説明 

globalContext ENBASGlobalCon

text 
SEN サーバーでのルール実行において、グローバルに参

照可能なインスタンスです。 

共通ルール処理では、共通ルール処理実行内でのグロー

バルな状態を表します。グループ別ルール処理では、グル

ープ別ルール処理実行内でのグローバルな状態を表しま

す。共通ルール処理とグループ別ルール処理とで、参照

するインスタンスは独立しています。 

currentEvent ENBASEvent 現在処理対象となっているイベントを参照します。 

共通ルール処理では、SEN サーバー到着直後のイベント

を参照します。グループ別ルール処理では、各グループへ

の分配ルール処理実行直後のイベントを参照します。 

historyElement ENBASEvent 過去イベントを参照します。 

共通ルール処理では、ルール処理前となる SEN サーバー

到着直後の過去イベントを参照します。グループ別ルール

処理では、各グループへの分配ルール処理およびグルー

プ別ルール処理実行後のイベントを参照します。 

actHistoryElement ENBASActionHist

ory 
アクション実行履歴を参照します。 

共通ルール処理では、共通ルール処理実行内でのアクシ

ョン実行履歴を表します。グループ別ルール処理では、グ

ループ別ルール処理実行内でのアクション実行履歴を表

します。共通ルール処理とグループ別ルール処理とで、参

照するインスタンスは独立しています。 
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以下、サーバー側ルールにおいて定義される各オブジェクトのプロパティならびにメソッドに

ついて説明します。なお、実際の使用例は「5.3 ルール事例集」を参照して下さい。 

 

1) イベントオブジェクト(ENBASEvent) 

SEN サーバーにおけるイベントは ENBASEvent というオブジェクトで表されます。現在イ

ベント(currentEvent)、過去イベント(historyElement)などはすべて ENBASEvent オブジェク

トです。 

ENBASEvent オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-2 に示します。 

表 5.2-2 ENBASEvent オブジェクトプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属

性 

説明 

effect Number なし 読み取り専用 イベントの更新モード 

0=new(新規) 

1=delete(削除) 

2=modify(変更) 

dataClassId String なし 読み取り専用 クラス ID 文字列  

dataClassName String なし 読み取り専用 クラス文字列 

uniqueKey String なし 読み取り専用 ユニークキー 

prop セットし

た 値 に

よる 

name(String) 読み書き可 属性値 

パラメータにはフィールド名文字列

(name)を指定します。この値をルー

ルから変更する場合、後続のルー

ル処理に影響を与えないよう十分注

意する必要があります。 

prop2 セットし

た 値 に

よる 

name(String), 

index(Number) 
読み書き可 属性値 

一つのフィールドに複数の値が格納

されているフィールドに対して用いま

す。パラメータにはフィールド名文字

列(name)と、何番目の値を参照する

か の 番 号 (index) を 指 定 し ま す 。

prop2 において index=0 とした場合

は、prop で指定した場合と同じにな

ります。prop と同様、この値をルール

から変更する場合、後続のルール

処理に影響を与えないよう十分注意

する必要があります。 

numOfFields Number name(String) 読み取り専用 1 つのフィールドに含まれる値の数 

prop2 のインデックスの上限を求める

時に利用します。prop2 のインデック

スには、0 から(numOfFields で得ら

れる値-1)までの範囲を指定できま

す。 

uv セットし

た 値 に

よる 

name(String) 読み書き可 ユーザー定義属性値 

パラメータ name にユーザー変数名

文字列を指定します。 

例) currentEventuv("NRI") = 1; 

この値はイベントプロパティ画面の

ユーザー定義変数タブに表示され

ます。 

domainName String なし 読み取り専用 

(読み書き可) 

ドメイン名 

スクリプト内で作成したイベントに対

してのみ、読み書き可能です。 

userId String なし 読み取り専用 ユーザーID 

コンソールユーザー作成イベントの

送信元ユーザーの ID が表示されま

す。 

userGroupId String なし 読み取り専用 ユーザーグループ ID 
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名前 型 パラメータ 読み書き属

性 

説明 

分配前または、分配後どこにも所属

されなかったイベントについては、"" 

となります。 

color Number なし 読み書き可 文字色（RGB 数値で指定） 

-1 ならば指定なし。 

bgColor Number なし 読み書き可 背景色（RGB 数値で指定） 

-1 ならば指定なし。 

eventSeverity Number なし 読み書き可 重大度 

0= clear(クリア) 

1= unknown(不定) 

2= warning(警告) 

3= minor(軽度) 

4= major(重大) 

5= critical(致命的) 

6= none(なし) 

eventStatus Number なし 読み書き可 イベントステータス 

0=オープン(OPEN) 

1=受付済(ACKNOWLEDGED) 

2=割当済(ASSIGNED) 

3=対処完了(CLOSED) 

arrivedTime Object なし 読み取り専用 SEN サーバーへのイベント到着時

刻(作成したイベントの場合は作成

時刻) 

ENBASTime オブジェクトのインスタ

ンスを返します。 

changedTime Object なし 読み取り専用 イベントの変更時刻 

ENBASTime オブジェクトのインスタ

ンスを返します。変更が無い場合は

null が入ります。 

sequenceId String なし 読み取り専用 SEN イベントシーケンス ID 

64bit 整数を文字列で表現したもの

になります。 

sourceSequenceId String なし 読み取り専用 分配前のイベントの SEN イベントシ

ーケンス ID。分配前のイベントまた

は分配されなかったイベントは、

sequenceId と同じ値となります。 

guide String なし 読み書き可 イベントに対して付加するガイド情

報。 

note Object index(Number) 読み取り専用 イベントに記入されたノート。 

パラメータには何番目の値を参照す

るかの番号(index)を指定します。 

ENBASEventNote オブジェクトのイ

ンスタンスを返します。 

numOfNotes Number なし 読み取り専用 イベントに記入されたノート数。 

note のインデックスの上限を求める

時に利用します。 

note の インデックスに は、 0 から

(numOfNotes で得られる値-1)までの

範囲を指定できます。 

changedTimeOfEventStatus Object Status(Number) 読み取り専用 ステータス別のイベント変更時刻。 

パ ラ メ ー タ に は ス テ ー タ ス の 値 

(status:0～3)を指定します。 

ENBASTime オブジェクトのインスタ

ンスを返します。変更が無い場合は

null が入ります。 

numOfActions Number なし 読み取り専用 イベントに設定されたアクション数。 

AddServerAction メソッドにより設定

されたアクション数を返します。 

numOfActionExecResults Number なし 読み取り専用 イベントの実行されたアクション結果

数。 

AddServerAction メソッドにより設定

されたアクションが実行された回数

を返します。 
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名前 型 パラメータ 読み書き属

性 

説明 

actionExecResult Object index(Number) 読み取り専用 イベントのアクション結果。 

パラメータには何番目の値を参照す

るかの番号(index)を指定します。 

ENBASSENServerActionExecResult

オブジェクトのインスタンスを返しま

す。 

ruleExecutionTrace String なし 読み取り専用 イベントのルール実行証跡。 

このイベントがどのようなルールを通

ったかが記録されます。 

 

ENBASEvent オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-3 に示します。 

表 5.2-3 ENBASEvent オブジェクトメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

isMsgEvent Boolean なし メッセージクラスおよびその派生クラス

（千手メッセージ、ホストゲートウェイメッ

セージ等）のイベントなら true を返しま

す。メッセージクラス以外であれば false

を返します。 

isSjMsgEvent Boolean なし 千手メッセージクラスイベントなら true

を、それ以外は false を返します。 

isSENSystemMsg 
Event 

Boolean なし Senju Enterprise Navigator の内部イベ

ントなら true を、それ以外は false を返し

ます。 

isInstanceOf Boolean clsIdOrName (String) 指定された clsIdOrName のインスタンス

ならば true を返します。clsIdOrName は

クラス ID 文字列またはクラス名が指定

可能です。なお、clsIdOrName として基

本クラスが与えられた場合も true となり

ます。 

addRelPage なし name(String), 

uri(String) 
パラメータ name で指定されたキーで関

連ビューuri を追加します。関連ビュー

は URI 形式で指定できます。 

ここで追加した値はイベントプロパティ

画面の関連ページタブに表示されま

す。 

addRelPage2 なし targetIndex(Number) 

name(String), 

uri (String) 

基本的に addRelPage と同じですが、パ

ラメータ targetIndex で挿入位置を指定

して、関連ビューを追加できます。 

addAuxInfo なし name(String), 

info(String) 
パラメータ name で指定されたキーでユ

ーザー定義付加情報 info を追加しま

す。 

ここで追加した値はイベントプロパティ

画面の付加情報タブに表示されます。 

send なし なし 作成したイベントを送信します。 

作成したイベントでなければ、メソッドは

失敗します。 

checkRepetition Boolean duration(Number), 

numEvents(Number), 
key(String), 

bDrop (Boolean) 

一定時間内に受信した重複イベントを

チェックするためのメソッドです。これは

重複イベントに対するアクション実行な

らびにイベントビューへの表示を抑止

するのに用いる事ができます。イベント

の解析またはアクションの実行ステージ

のルールアクションで使用する事を想

定しています。 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

duration 秒内に同一ルール条件で受信

したイベントをカウントし、bDrop が true

の場合は、numEvents 回までのイベント

を破棄します（メモリ上に保持しない）。

ただし、以降のルール処理は実行され

ます。bDrop が false の場合は、イベント

を破棄しません（メモリ上に保持する）。

同一ルール条件で numEvents 回受信

すると、bDrop に関わらずイベントは破

棄されず（メモリ上に保持する）、その時

点でカウンタがリセットされます。カウン

タがリセットされた時点から duraction 秒

以内に numEvents回、同一ルール条件

のイベントを受信しなかった場合は、

duration 秒経過後カウンタはリセットされ

ます。イベントが numEvents に達するま

では、このメソッドの戻り値は true が返

り、numEvents 回受信したら false が返り

ます。 

key にはカウンタをユニークに特定する

ためのキー値を指定します。これはル

ール全体でユニークである必要があり

ます。 

なお、本メソッドにより生成される重複イ

ベントカウント用の内部変数は、下記の

タイミングで削除されます。 

・duration で指定した時間以上経過す

れば、 

自動的に削除されます。 

・ globalContext の
dropCheckRepetitionKey 

メソッドにより明示的に削除できま

す。 

addServerAction なし actionName(String) 
commandSequence(String), 

actionUserInfo(String) 

パラメータ actionName で指定されたキ

ーでアクション commandSequence を追

加します。 

パラメータ actionUserInfo に設定した値

はアクション終了イベントに入ります。ま

た、パラメータ actionUserInfo の欄には

「（String）」とありますが、Jscript 文字配

列、SafeArray 文字配列も処理できま

す。 

ここで追加した値はイベントのコンテキ

ストメニュー、アクションの実行に表示さ

れます。 

sjAddSenjuCommand なし actionName(String) 

domainName(String) 

commandGroupName(String) 
commandName(String) 

nodeType(Number) 

username(String) 
nodeGroupName(String) 

params(String) 

actionUserInfo(String) 

パラメータ actionName で指定されたキ

ー で commandGroupName と

commandName で指定された千手コマ

ンドを追加します。 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

domainName にはアクションが実行され

る千手プロデューサのドメイン名が入り

ます。nodeTypeにはアクションを実行す

るノードの指定を行います(0=なし、1=ノ

ード指定、2=ノードグループ指定)。

userName にはコマンドを実行するユー

ザー名が入ります(ノード/ノードグルー

プ指定の場合)。nodeGroupName には

ノード指定ならノード名、ノードグループ

指 定 な ら グ ル ー プ 名 が 入 り ま す 。

params はコマンドパラメータを指定しま

す。コマンドで決められた順番にパラメ

ータを格納した配列を指定して下さい。

また、千手上では省略可能なパラメー

タも必ず空文字("")で指定して下さい。

actionUserInfo に設定した値はアクショ

ン終了イベントに入ります。 

sjAddUserCommand なし actionName(String) 

domainName(String) 
commandGroupName(String) 

commandName(String) 

nodeType(Number) 
username(String) 

nodeGroupName(String) 

params(String) 
actionUserInfo(String) 

パラメータ actionName で指定されたキ

ー で commandGroupName と

commandName で指定されたユーザー

コマンドを追加します。 

commandGroupName には「コマンドグ

ループ名」または「コマンドグループ名

￥フォルダ名」の形式で指定します。 

domainName にはアクションが実行され

る千手プロデューサのドメイン名が入り

ます。nodeTypeにはアクションを実行す

るノードの指定を行います(0=なし、1=ノ

ード指定、2=ノードグループ指定)。

userName にはコマンドを実行するユー

ザー名が入ります(ノード/ノードグルー

プ指定の場合)。nodeGroupName には

ノード指定ならノード名、ノードグループ

指 定 な ら グ ル ー プ 名 が 入 り ま す 。

params はコマンドパラメータを指定しま

す。コマンドで決められた順番にパラメ

ータを格納した配列を指定して下さい。

また、千手上では省略可能なパラメー

タも必ず空文字("")で指定して下さい。

actionUserInfo に設定した値はアクショ

ン終了イベントに入ります。 

addRuleExecutionTrace なし msg(String) パラメータ msg で指定されたルール実

行証跡を追加します。 

ここで追加した値はイベントプロパティ

画面のルール実行証跡タブに表示され

ます。 

addMailTemplate なし templateName(String), 
rcptTo(String), 

cc(String), 

subject(String), 
params(String) 

パラメータ templateName で指定された

キーでメールテンプレートを追加しま

す。 

パラメータ rcptTo は宛先メールアドレス

を指定します。 

パラメータ cc はカーボンコピーの宛先メ

ールアドレスを指定します。 

パラメータ subjectは件名を指定します。 

パラメータ params は拡張用パラメータ

です。常に null を指定して下さい。 

複数の宛先メールアドレスを指定する

場合は、',' または、';' にて区切って指定

します。 

ここで追加した値はイベントのコンテキ

ストメニュー、メールを送るに表示されま

す。 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

addCreateEvent なし eventName(String) 
clsIdOrName(String) 

propertys（String） 

values（String） 

msg（String） 

params（String） 

パラメータ eventName で指定されたキ

ーで SEN サーバーに ClsIdOrName ク

ラスのイベントを送信するアクションを追

加します。パラメータ ClsIdOrName はイ

ベントクラスの ID またはクラス名を指定

します。 

パラメータ propatys は ClsIdOrName で

指定したイベントのプロパティを、パラメ

ータ values はそのプロパティに設定す

る値を指定します。propatys と values に

は同じ数の配列を設定し、配列のイン

デックスをペアとして指定します。 

パラメータ msg はイベント送信後に表示

される確認メッセージを指定します。空

（””）を指定すると何も表示されません。 

パラメータ params は拡張用パラメータ

です。常に null を指定して下さい。 

formatMessage String なし イベントの情報を文字列にして取得しま

す。 
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2) イベントノートオブジェクト(ENBASEventNote) 

ENBASEventNote オブジェクトは、イベントに記入されたノートを表すオブジ

ェクトです。 

これは CurrentEvent.note の結果により参照できます。 

ENBASEventNote オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-4 に示します。 

表 5.2-4 ENBASEventNote オブジェクトプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

writeName String なし 読み取り専用 ノートの記入者名。 

writtenTime Object なし 読み取り専用 ノートの記入時刻。 

ENBASTime オブジェクトのインス

タンスを返します。 

loginUserId String なし 読み取り専用 記入したユーザーのユーザーID。 

beforeEventStatus Number なし 読み取り専用 ノートの記入前イベントステータス。 

afterEventStatus Number なし 読み取り専用 ノートの記入前イベントステータス。 

note String なし 読み取り専用 ノート 
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3) グローバルコンテキストオブジェクト(ENBASGlobalContext) 

SEN サーバーにおけるルール実行コンテキストを保持する globalContext は

ENBASGlobalContext というオブジェクトで表されます。これは、現在処理中のイベントに関

する情報やメインビュー（メインペイン）における各アイテムへの参照、ユーザー定義変数な

どを格納するものです。 

ENBASGlobalContext オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-5 に示します。 

表 5.2-5 ENBASGlobalContext オブジェクトプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

mainView 

TPNode 

Object nodePath(String) 読み書き可 パラメータ nodePath で表されるメイン

ペインツリーノードのオブジェクトへ

の参照を取得します。nodePath は、 

"/grpId/categoryId/treePath"の形式

で指定します。メインペインツリーノ

ードは、ENBASMainViewTPNode

オブジェクトのインスタンスです。 

mainView 

MPItemDef 

Object itemPath(String) 読み取り専用 パラメータ itemPath で表されるメイン

ペインアイテムのオブジェクトへの参

照を取得します。itemPath は、基本

アイテムの場合は"/メインペインの

ID/メインペインアイテムの ID"で、結

合アイテムの場合は、"/メインペイン

の ID /結合アイテムの ID /結合アイ

テム内部の ID /…"の形式で指定可

能です。 

currentTime Object なし 読み取り専用 現在時刻（SEN サーバーのタイムゾ

ーンに基づくローカルタイム）を取得

します。ENBASTime オブジェクトの

インスタンスを返します。なおルール

内で時刻を扱う場合には、必ずこの

オブジェクトを使って下さい。 

globalUV セットした

値による 

name(String) 読み書き可 ユーザー定義変数へのアクセスのた

めの領域です。パラメータ name をキ

ーとしてユーザー定義変数にアクセ

スできます。 

例）globalUV("Application ID") 

contextUser 

GroupId 

String なし 読み取り専用 現在ルール処理中のユーザーグル

ープ ID を取得できます。共通ルー

ルならば空文字です。 

 

ENBASGlobalContext オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-6 に示します。 

表 5.2-6 ENBASGlobalContext オブジェクトメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

asyncExecCommand Object commandSequence (String), 

actionUserInfo (String) 
relObject (Object) 

パラメータ commandSequence で指定された外

部コマンドを実行します。パラメータ

actionUserInfo には、アクション終了イベントに

入る文字列または文字列配列を指定します。 

パラメータ relObject は現在、サポートされてい

ません。null を指定して下さい。コマンド実行

結果は、ENBASSENServerExecResult オブジ

ェクトのインスタンスとして返されます。 

例) 

globalContext.asyncExecCommand("c:\\test.c

md -a",”テストコマンド”,null);  
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

execCommand Object commandName (String), 
params (String) 

パラメータ commandName で指定された外部

コマンドを実行します。パラメータ params に

は、コマンド実行に必要なパラメータを指定し

ます。コマンド実行結果は、

ENBASSENServerExecResult オブジェクトの

インスタンスとして返されます。 

execCommand は従来との互換性のために残

されており、将来廃止される可能性がありま

す。代わりに、asyncExecCommand を使用して

下さい。 

例) 

globalContext.execCommand("c:\\test.cmd","

");  

sendMail なし mailFrom (String), 

rcptTo (String...), 

cc (String...), 

subject (String), 

contents (String), 
attachments (String)  

指定された内容でメールを送信します。以下

のパラメータを指定します。 

mailFrom：発信元メールアドレス。 

rcptTo：宛先メールアドレス。 

複数の宛先は、',' または、';' にて 

区切って指定します。 

cc：カーボンコピーの宛先メールアドレス。 

複数の宛先は、',' または、';' にて 

区切って指定します。 

subject：件名。 

contents：メールの内容。 

attachments：添付ファイル名。 

添付ファイルを利用しない場合は、 

null を指定して下さい。 

指定する場合は、文字列または、 

文字列の配列にて指定して下さい。 

ファイル名には、環境変数名を含む 

ことができます。 

sendMail は従来との互換性のために残されて

おり、将来廃止される可能性があります。代わ

りに、メール送信連携アダプタを利用してメー

ル送信する mlAsyncSendMail を使用して下さ

い。 

例） globalContext.sendMail( 

"mailFrom_sen@nri.co.jp",  

"rcptTo_sen@nri.co.jp,rcptTo_senju@nri.co.jp
", "",  

"Alert notification by SEN Server", 

"This message is automatically sent by SEN 
Server. Please discard. ", "");  

outputToLogFile なし level(Number), 

msg (String) 
パラメータ msg で指定された内容を、パラメー

タ level で指定したログレベルにて、ログファイ

ル(sjENB_Server.log)に出力します。 

パラメータ level は、以下の値が指定可能で

す。 

3=エラー(ERR レベル) 

4=警告(WARNING レベル) 

5=注意(NOTICE レベル) 

6=情報(INFO レベル) 

7=詳細調査(DEBUG レベル) 

outputToUserLogFile なし level(Number) 

fileName(String) 
msg(String) 

パラメータ msg で指定された内容を、パラメー

タ level で指定したログレベルにて、パラメータ

fileName で指定したログファイルに出力しま

す。 

パラメータ level は、以下の値が指定可能で

す。 

3=エラー(ERR レベル) 

4=警告(WARNING レベル) 

5=注意(NOTICE レベル) 

6=情報(INFO レベル) 

7=詳細調査(DEBUG レベル) 

出力先は%SENSVHOME%\log フォルダ下と

なります。 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

outputToEventLog なし level(Number) 
source(String) 

type(Number) 

category(Number) 
eventid(Number) 

msg(String) 

パラメータ msg で指定された内容を、パラメー

タ level で指定したログレベルにて、パラメータ

source で指定したイベントログにイベントを出

力します。 

3=エラー(ERR レベル) 

4=警告(WARNING レベル) 

5=注意(NOTICE レベル) 

6=情報(INFO レベル) 

7=詳細調査(DEBUG レベル) 

source を省略する場合は空文字("")を指定し

て下さい。省略した場合は「sjENB_Server」と

表示されます。 

category は、イベントログを分類したい場合に

設定します。分類不要の場合は 0 を設定して

下さい。 

eventide は、ソース名を指定した場合のみ有

効です。 イベント ID を指定したい場合に設定

します。指定しない場合は 0 を設定して下さ

い。 

出力先はイベントログとなります。 

outputMessagｅ なし msg (String) メッセージを出力します。 

シミュレーションモードならばシミュレーション

結果内、そうでなければ詳細ログレベルでログ

に出力されます。 

createEvent Object clsIdOrName(String) イベントのオブジェクトを作成します。 

パラメータ clsOrName にクラス名かクラス ID を

設定する事で、そのクラスのオブジェクトを生

成する事が可能。 

createSjMsgEvent Object なし 千手メッセージクラスイベントのオブジェクトを

作成します。 

dropGlobalUV なし varName (String), 

ignoreNotExist(Boolean) 
ユーザー定義変数を削除します。 

パラメータ varName にユーザー定義変数の名

称を指定します。 

ignoreNotExist=true を指定すると、削除対象

が存在しなくてもエラーになりません。 

dropMatchedGlobalUV なし varName(String),  

findMode(Number),  
ignoreNotExist(Boolean) 

ユーザー定義変数を削除します。 

パラメータ varName にユーザー定義変数の名

称を指定します。 

パラメータ findMode で削除対象のユーザー

定義変数を検索する方法を指定します。 

0=varName で指定した値と前方一致 

1=varName で指定した値と後方一致 

2=varName で指定した値と部分一致 

3=varName で指定した値と完全一致 

全てのユーザー定義変数を削除する場合に

は、null を指定して下さい。 

ignoreNotExist=true を指定すると、削除対象

が存在しなくてもエラーになりません。 

dropCheckRepetitionKey なし key(String), 

ignoreNotExist(Boolean) 
ENBASEvent オブジェクトの checkRepetition

メソッドにより生成される、重複イベントカウント

用内部変数を削除します。 

パラメータ key に checkRepetition をユニーク

に特定するためのキー値を指定します。 

ignoreNotExist=true を指定すると、削除対象

が存在しなくてもエラーになりません。通常

は、gnoreNotExist=true を指定して下さい。 

outputToSENConsole なし userGroupId(String) 

msg(String) 
接続中の SEN コンソールにメッセージを送信

します。 

userGroupId は送信先のユーザーグループ。

空文字ならばすべての SEN コンソールを意味

します。 

グループ別ルールでは、userGroupId は、その

ユーザーグループ ID が指定されていなけれ

ばエラーになります。 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

parseAsTime Object BSTR str 文字列をパースし、フォーマットが、YYYY-

MM-DDTHH:MM:SS または YYYY-MM-DD 

HH:MM:SS ならば、ENBASTime オブジェクト

のインスタンスを作成します。 

getProducer Object domainName(String) 
params(Number) 

一つのドメインを表すプロデューサのインスタ

ンスをドメイン名から取得します。 

パラメータ domainName にインスタンスを取得

したい  ドメイン名を指定して下さい。 

パラメータ params は拡張用パラメータです。

常に null を指定して下さい。 

取得するオブジェクトは ENBASProducer オブ

ジェクトのインスタンスです。 

getEventById Object seqId(String) 過去イベントをシーケンス ID から取得します。 

パラメータ seqId に取得したいイベントのシー

ケンス ID を指定します。共通ルール内では到

着イベントのみにアクセス可能であり、グルー

プ別ルールでは、該当するグループのイベン

トのみにアクセス可能です。 

ENBASEvent オブジェクトのインスタンスを返

します。 

dropEvent なし ev (ENBASEvent) イベントに破棄のマークを付けます。 

破棄のマークが付いたイベントはメモリ上に保

持しないようにし、イベント量を削減します。 

ただし、以降のルール処理は実行されます。 

createObject Object progId (String) 
params(Number) 

パラメータ progId に指定された COM オブジ

ェクトを生成しインスタンスを返します。 

パラメータ params は拡張用パラメータです。

常に null を指定して下さい。 
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 ! 
 

千手連携アダプタが連携先の千手ドメインと接続していない時などアダプタ

が指定したドメインと接続できていない状態で getProducer メソッドを呼び

出すとスクリプトエラーになります。getProducer メソッドを try～catch で

囲むようにして、エラーが発生してもルール処理を継続できるようにして下

さい。なお、ドメインと接続できていない場合は、イベントビューにその旨

のメッセージが出力されます。getProducer メソッドでスクリプトエラーが

発生した場合、まず、イベントビューを参照し、ドメインとの接続状況を確

認して下さい。 

 

4) ENBASMainViewTPNode オブジェクト 

ENBASMainViewTPNode オブジェクトは、メインビューにおけるツリーペインの各ツリーノ

ード（ビューアイテムグループ）を表すものです。これは、globalContext の mainViewTPNode

プロパティにより参照でき、割り付けられたメインペインの各アイテムへの参照を保持しま

す。 

ENBASMainViewTPNode オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-7 に示します。 

表 5.2-7 ENBASMainViewTPNode のプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

treeNodeId String なし 読み取り専用 ツリーノード ID 

iconId String なし 読み書き可 アイコン ID 

comment String なし 読み書き可 コメント 

nodeType Number なし 読み取り専用 ノード種別 

0=汎用ノード 

1=実行システムインポート 

ハンドラにより生成された 

ベースとなるノード 

2=実行システムインポートに 

より作成された表示実行 

システムノード 

sourceMain 

PaneId 

String なし 読み取り専用 生成元メインペイン ID 

childNode Object index(Number)/ 

name (String) 
読み書き可 子ツリーノード 

パラメータ index に子ツリーノード

のインデックスを指定するか、また

は name にツリーノードパスを指定

す る 事 に よ り 、 ツ リ ー ノ ー ド

(ENBASMainViewTPNode) オ ブ

ジェクトを取得できます。ツリーノ

ードパスは、"/nodeId/…"で指定

可能です。 

numOfchildNodes Number なし 読み取り専用 割り付けられたメインペイン下の子

ツリーノードの数を返します。 

item Object index(Number)/ 
name (String) 

読み書き可 メインペインアイテム 

パラメータ index にアイテムのイン

デックスを指定するか、 また は

name にアイテムパスを指定する事

に よ り 、 メ イ ン ペ イ ン ア イ テ ム

(ENBASMainViewMPItem) オ ブ

ジェクトを取得できます。アイテム

パスは、"/itemId/…"で指定可能

です。 

numOfItems Number なし 読み取り専用 割り付けられたメインペインに含ま

れるメインペインアイテムの数を返

します。 

mpBgDrawMethod Number なし 読み書き可 ツリーノードに対するメインペイン

背景の描画方法を指定します。 
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名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

0=単色による塗りつぶし 

色は mpBgSolidColor で指

定します。 

1=イメージの繰り返し 

イメージ ID は mpBgImageId

で指定します。 

mpBgEnableAltInfo Boolean なし 読み書き可 ツリーノードに対するメインペイン

の背景を点滅させるかどうかを設

定します。 

true=点滅は有効。 

点滅用の別の背景色は

mpBgSolidAltColor で指

定します。 

false=点滅は無効 

点滅用の別のイメージ

IDは mpBgAltImageIdで

指定します。 

mpBgSolidColor Number なし 読み書き可 ツリーノードに対するメインペイン

背景を塗りつぶす色を指定しま

す。 

mpBgSolidAltColor Number なし 読み書き可 ツリーノードに対するメインペイン

背景を点滅させる場合に、点滅用

の別の色を指定します。 

mpBgImageId String なし 読み書き可 ツリーノードに対するメインペイン

背景描画用のイメージ ID を指定

します。 

mpBgAltImageId String なし 読み書き可 ツリーノードに対するメインペイン

背景を点滅させる場合に点滅用

の別のイメージ ID を指定します。 

 

 

図 5.2-1 メインビュー 
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ENBASMainViewTPNode オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-8 に示します。 

表 5.2-8 ENBASMainViewTPNode のメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

resetAllItems なし なし 割り付けられたメインペイン全体を定義した

メインペインに置き換えます。割り当てられ

たメインペインに存在する各アイテムのプロ

パティを定義時状態に戻すとともに、元のメ

インペインに追加(または削除)されたアイテ

ムを削除(または追加)します。 

ビューアイテムグループでの、"定義の反映

"と同じ機能です。 

resetItem なし item(String) itemで指定されるアイテムのプロパティを定

義状態にリセットします。 

パラメータの欄には「（String）」とあります

が、Jscript 文字配列、SafeArray 文字配列

も処理できます。 

resetTreeNodes なし なし ビューアイテムグループ以下全てのメイン

ペインを定義したメインペインに置き換えま

す 

ビューアイテムグループでの、"定義の反映

"と同じ機能です。 
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5) ENBASMainViewMPItem オブジェクト 

ENBASMainViewMPItem オブジェクトは、メインペインアイテムを表すものです。メインペ

インアイテムの各属性を保持します。 

ENBASMainViewMPItem オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-9 に示します。 

表 5.2-9 ENBASMainViewMPItem のプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

prop セットした値

による 

propName (String) 読み書き可 パラメータ propName で指定した属性値

を返します。指定可能な属性名はアイ

テムオブジェクトの種類によって異なり

ます。 

例）prop("bgColor") 

propUV セットした値

による 

category(Number), 

propName (String) 
読み書き可 ユーザー定義プロパティ 

パラメータ category には以下の値を指

定します。 

0=定義 

1=状態 

パラメータ propName にプロパティの名

称を指定します。 

この値はメインペインアイテムプロパティ

画面の定義タブに表示されます。 

className String なし 読み取り専用 アイテムクラス名 

"MainViewMPItemLine" =直線 

"MainViewMPItemRectangle" = 

長方形 

"MainViewMPItemArc" =円・楕円 

"MainViewMPItemImage" = 

イメージ 

"MainViewMPItemText" =文字 

"MainViewMPItemCombinedItem" = 

結合アイテム 

各アイテムについては、「4.1.3 メイン

ペインアイテムのプロパティ」を参照

して下さい。 

innerItem Object index(Number)/  name 

(String) 
読み取り専用 パラメータ index にアイテムのインデック

スを指定するか、または name にアイテ

ムパスを指定する事により、結合アイテ

ム内のアイテムを返します。 

結合アイテムでのみ使用可能です。 

numOfInnerI

tems 

Number なし 読み取り専用 結合アイテム内のアイテム数 

結合アイテムでのみ使用可能です。 

innerItemPro

p 
セットした値

による 

itemPath(String), 

propName(String) 
読み書き可 結合アイテム内で使われるアイテムのプ

ロパティ 

パラメータ itemPath には結合アイテム内

のアイテムへのパスを指定します。アイ

テムパスは、”itemId/…”で指定可能で

す。パラメータ propName は、アイテムの

プロパティ名を指定します。 

結合アイテムでのみ使用可能です。 

numOfRelEv

ents 

Number なし 読み取り専用 そのアイテムに関連している関連イベン

トの数 

relEvent Object index(Number) 読み取り専用 そのアイテムに関連しているイベントを

得ます。パラメータにはインデックス(0 オ

リジン)を指定します。 
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ENBASMainViewMPItem オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-10 に示します。 

表 5.2-10 ENBASMainViewMPItem のメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

dropPropUV なし category(Number), 
varName (String), 

ignoreNotExist(Bo

olean) 

ユーザー定義プロパティを削除します。 

パラメータ category には以下の値を指定し

ます。 

0=定義 

1=状態 

パラメータ varName にプロパティの名称を

指定します。 

ignoreNotExist=true を指定すると、削除対

象が存在しなくてもエラーになりません。 

addRelPage なし name(String) 

uri(String) 
comment(String) 

パラメータ nameで指定されたキーで関連ビ

ューurl を追加します。関連ビューは URL

形式で指定できます。 

ここで追加した値はメインペインアイテムプ

ロパティ画面の関連ビュータブに表示され

ます。 

addRelPage2 なし targetIndex(Numb

er) 
name(String) 

uri(String) 

comment(String) 

基本的に addRelPage と同じですが、パラメ

ータ targetIndex で挿入位置を指定して、関

連ビューを追加できます。 

addServerAction なし actionName(String
) 

commandSequenc

e(String) 
actionUserInfo(Str

ing) 

comment(String) 

パラメータ actionName で指定されたキーで

アクション commandSequence を追加しま

す。 

パラメータ actionUserInfo に設定した値は

アクション終了イベントに入ります。また、パ

ラメータ actionUserInfo の欄には「（String）」

とありますが、Jscript 文字配列、SafeArray

文字配列も処理できます。 

ここで追加した値はメインペインアイテムの

コンテキストメニュー、アクションタブに表示

されます。 

sjAddSenjuComm

and 
なし actionName(String

) 
domainName(Strin

g) 

commandGroupNa
me(String) 

commandName(St

ring) 
nodeType(Number

) 
userName (String) 

nodeGroupName(

String) 
params(String) 

actionUserInfo(Str

ing) 
commnet (String) 

パラメータ actionName で指定されたキーで

commandGroupName と commandName で

指定された千手コマンドを追加します。 

domainNameにはアクションが実行される千

手プロデューサのドメイン名が入ります。

nodeType にはアクションを実行するノード

の指定を行います(0=なし、1=ノード指定、

2=ノードグループ指定)。userName にはコ

マンドを実行するユーザー名が入ります(ノ

ー ド / ノ ー ド グ ル ー プ 指 定 の 場 合 ) 。

nodeGroupName にはノード指定ならノード

名、ノードグループ指定ならグループ名が

入ります。params はコマンドパラメータを指

定します。コマンドで決められた順番にパラ

メータを格納した配列を指定して下さい。ま

た、千手上では省略可能なパラメータも必

ず 空 文 字 ("") で 指 定 し て 下 さ い 。

actionUserInfo に設定した値はアクション終

了イベントに入ります。 

comment には説明を指定して下さい。 

sjAddUserComma

nd 
なし actionName(String

) 

domainName(Strin
g) 

commandGroupNa

me(String) 
commandName(St

ring) 

nodeType(Number
) 

userName (String) 

パラメータ actionName で指定されたキーで

commandGroupName と commandName で

指定されたユーザーコマンドを追加しま

す。 

commandGroupName には「コマンドグルー

プ名」または「コマンドグループ名￥フォル

ダ名」の形式で指定します。 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

nodeGroupName(

String) 
params(String) 

actionUserInfo(Str

ing) 
commnet (String) 

domainNameにはアクションが実行される千

手プロデューサのドメイン名が入ります。

nodeType にはアクションを実行するノード

の指定を行います(0=なし、1=ノード指定、

2=ノードグループ指定)。userName にはコ

マンドを実行するユーザー名が入ります(ノ

ー ド / ノ ー ド グ ル ー プ 指 定 の 場 合 ) 。

nodeGroupName にはノード指定ならノード

名、ノードグループ指定ならグループ名が

入ります。params はコマンドパラメータを指

定します。コマンドで決められた順番にパラ

メータを格納した配列を指定して下さい。ま

た、千手上では省略可能なパラメータも必

ず 空 文 字 ("") で 指 定 し て 下 さ い 。

actionUserInfo に設定した値はアクション終

了イベントに入ります。 

comment には説明を指定して下さい。 

addCreateEvent なし eventName(String) 

clsIdOrName(Strin
g) 

propertys（String） 

values（String） 

msg（String） 

params（String） 

パラメータ eventName で指定されたキーで

SENサーバーに ClsIdOrName クラスのイベ

ントを送信するアクションを追加します。 

パラメータ ClsIdOrName はイベントクラスの

ID またはクラス名を指定します。 

パラメータ propatys は ClsIdOrName で指定

したイベントのプロパティを、パラメータ

values はそのプロパティに設定する値を指

定します。propatys と values には同じ数の

配列を設定し、配列のインデックスをペアと

して指定します。 

パラメータ msg はイベント送信後に表示さ

れる確認メッセージを指定します。空（””）

を指定すると何も表示されません。 

パラメータ params は拡張用パラメータで

す。常に null を指定して下さい。 

 

ENBASMainViewMPItem オブジェクトは、図形クラスによって prop プロパティの引数に指

定できる項目が異なります。以下、各図形クラスの prop プロパティの一覧を示します。 

 

表 5.2-11 ENBASMainViewMPItem 共通の prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

id String メインビューアイテム ID 

読み取り専用。 

comment String コメント 

enableAltInfo Bool 別の色情報の有効フラグ 

 

表 5.2-12 ENBASMainViewMPItemLine の prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

x0 Number 始点 X 座標 

画面左上が原点となります。 

y0 Number 始点 Y 座標 

画面左上が原点となります。 

x1 Number 終点 X 座標 

画面左上が原点となります。 

y1 Number 終点 Y 座標 

画面左上が原点となります。 

color Number 色 
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引数名 型 説明 

RGB 数値で指定します。 

altColor Number 点滅色 

RGB 数値で指定します。 

style Number 線のスタイル 

0=PS_SOLID(実線) 

1=PS_DASH(破線) 

2=PS_DOT (点線) 

3=PS_DASHDOT(一点鎖線) 

4= PS_DASHDOTDOT(二点鎖線) 

lineWidth Number 線の幅 

0 は Windows デフォルトの線幅で描画します。 

 

表 5.2-13 ENBASMainViewMPItemRect の prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

left Number 左座標 

画面左上が原点となります。 

右座標より小さい値を指定して下さい。 

top Number 上座標 

画面左上が原点となります。 

下座標より小さい値を指定して下さい。 

right Number 右座標 

画面左上が原点となります。 

左座標より大きい値を指定して下さい。 

bottom Number 下座標 

画面左上が原点となります。 

上座標より大きい値を指定して下さい。 

color Number 線の色 

RGB 数値で指定します。 

altColor Number 線の点滅色 

RGB 数値で指定します。 

ｂｇColor Number 塗りつぶしの色 

RGB 数値で指定します。 

altBｇColor Number 塗りつぶしの点滅色 

RGB 数値で指定します。 

 

表 5.2-14 ENBASMainViewMPItemArc の prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

left Number 左座標 

画面左上が原点となります。 

右座標より小さい値を指定して下さい。 

top Number 上座標 

画面左上が原点となります。 

下座標より小さい値を指定して下さい。 

right Number 右座標 

画面左上が原点となります。 

左座標より大きい値を指定して下さい。 

bottom Number 下座標 

画面左上が原点となります。 

上座標より大きい値を指定して下さい。 

color Number 線の色 

RGB 数値で指定します。 

altColor Number 線の点滅色 

RGB 数値で指定します。 

ｂｇColor Number 塗りつぶしの色 

RGB 数値で指定します。 

altBｇColor Number 塗りつぶしの点滅色 

RGB 数値で指定します。 
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表 5.2-15 ENBASMainViewMPItemImage の prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

left Number 左座標 

画面左上が原点となります。 

右座標より小さい値を指定して下さい。 

top Number 上座標 

画面左上が原点となります。 

下座標より小さい値を指定して下さい。 

right Number 右座標 

画面左上が原点となります。 

左座標より大きい値を指定して下さい。 

bottom Number 下座標 

画面左上が原点となります。 

上座標より大きい値を指定して下さい。 

imageId String イメージ ID 

altImageId String 点滅イメージ ID 

 

表 5.2-16 ENBASMainViewMPItemText の prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

left Number 左座標 

画面左上が原点となります。 

右座標より小さい値を指定して下さい。 

top Number 上座標 

画面左上が原点となります。 

下座標より小さい値を指定して下さい。 

right Number 右座標 

画面左上が原点となります。 

左座標より大きい値を指定して下さい。 

bottom Number 下座標 

画面左上が原点となります。 

上座標より大きい値を指定して下さい。 

color Number 文字の色 

RGB 数値で指定します。 

text Number 文字列 

 

表 5.2-17 ENBASMainViewMPItemCombinedItem の prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

originalWidth Number 結合時の結合アイテムの幅 

読み取り専用。 

originalHeight Number 結合時の結合アイテムの高さ 

読み取り専用。 

left Number 左座標 

画面左上が原点となります。 

右座標より小さい値を指定して下さい。 

top Number 上座標 

画面左上が原点となります。 

下座標より小さい値を指定して下さい。 

right Number 右座標 

画面左上が原点となります。 

左座標より大きい値を指定して下さい。 

bottom Number 下座標 

画面左上が原点となります。 

上座標より大きい値を指定して下さい。 
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表 5.2-18 ENBASMainViewMPItemList の prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

left Number 左座標 

画面左上が原点となります。 

右座標より小さい値を指定して下さい。 

top Number 上座標 

画面左上が原点となります。 

下座標より小さい値を指定して下さい。 

right Number 右座標 

画面左上が原点となります。 

左座標より大きい値を指定して下さい。 

bottom Number 下座標 

画面左上が原点となります。 

上座標より大きい値を指定して下さい。 

data Object ENBASMPListItemData オブジェクトのインスタンス。 

読取専用。 
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6) ENBASProducer 

ENBASProducer オブジェクトは、一つのドメインを表します。 

globalContext.getProducer()の結果から参照できます。 

ENBASProducer オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-19 に示します。 

表 5.2-19 ENBASProducer のプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

domainName String なし 読み取り専用 ドメイン名 

 

ENBASProducer オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-20 に示します。 

表 5.2-20 ENBASProducer のメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 プロデューサアクション実

行結果に格納されている

イベントクラスの順番 

sjAsyncCheckJ
obNetStartTime 

Object scheduledId(String) 
frameId(String) 

parentNetId(String) 

jobId(String) 
checkCond(Number) 

actionUserInfo(String) 

jobNetId で指定したジョブ/ネットの

起動時刻と、上位ネット(フレーム含

む)の起動時刻を比較し、関連の有

るジョブネット情報を取得します。こ

の関数は非同期処理で動作します。 

scheduledId は運用日付を指定しま

す。 

frameId にはフレーム名を指定しま

す。 

parentNetId にはジョブ/ネットの親ネ

ット名を指定します。 

jobNetIdにはジョブ/ネットのジョブ/ネ

ット名を指定します。 

checkCond にはチェック条件を指定

します(0=同一時刻を NG とする、1=

同一時刻を OK とする) 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③千手フレーム 

sjAsyncExecSe

njuCommand 

Object commandGroupName(Stri

ng) 

commandName(String) 
nodeType(Number) 

userName(String) 

nodeGroupName(String) 
params(String) 

actionUserInfo(String) 

relObject(Object) 

連携している千手マネージャ上で千

手コマンドを実行します。この関数は

非同期処理で動作します。 

commandGroupName にコマンドグ

ループ名を、commandName にコマ

ンド名を指定します。 

nodeType は実行ノードを指定します

(0=なし、1=ノード指定、2=ノードグ

ループ指定) 。 

userName はノード/ノードグループ指

定時にノード名を指定します。 

nodeGroupName はード指定ならノー

ド名を、ノードグループ指定ならグル

ープ名を指定します。 

paramsはコマンドパラメータを指定し

ます。コマンドで決められた順番に

パラメータを格納した配列を指定し

て下さい。また、千手上では省略可

能なパラメータも必ず空文字("")で

指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③コマンド実行応答 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 プロデューサアクション実

行結果に格納されている

イベントクラスの順番 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

relObject は関連オブジェクトです。

現在、サポートされていません。null

を指定して下さい。 

sjAsyncExecUs

erCommand 

Object commandGroupName(Stri

ng) 
commandName(String) 

nodeType(Number) 

userName(String) 
nodeGroupName(String) 

params(String) 

actionUserInfo(String) 
relObject(Object) 

連携している千手マネージャ上でユ

ーザーコマンドを実行します。この関

数は非同期処理で動作します。 

commandGroupName にコマンドグ

ループ名を、commandName にコマ

ンド名を指定します。 

commandGroupName には「コマンド

グループ名」または「コマンドグルー

プ名￥フォルダ名」の形式で指定し

ます。 

nodeType は実行ノードを指定します

(0=なし、1=ノード指定、2=ノードグ

ループ指定) 。 

userName はノード/ノードグループ指

定時にノード名を指定します。 

nodeGroupName はード指定ならノー

ド名を、ノードグループ指定ならグル

ープ名を指定します。 

paramsはコマンドパラメータを指定し

ます。コマンドで決められた順番に

パラメータを格納した配列を指定し

て下さい。また、千手上では省略可

能なパラメータも必ず空文字("")で

指定して下さい。 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

relObject は関連オブジェクトです。

現在、サポートされていません。null

を指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③コマンド実行応答 

sjAsyncGetJob

Route 

Object scheduledId(String) 

frameId(String) 
parentNetIdA(String) 

jobNetIdA(String) 

parentNetIdB(String) 

jobNetIdB(String) 

days(Number) 
outputKind(Number) 

actionUserInfo(String) 

fid(String) 

frameId で指定したフレーム内にお

いて、jobNetIdA の後ろに jobNetIdB

が存在するかどうかを確認し、存在

すればその間の経路をすべて調

べ、結果として返します。経路上の

ジョブの履歴を取得する事もできま

す。この関数は非同期処理で動作し

ます。 

履歴を取得する場合、days で何日

前までの履歴を取得するか指定でき

ます。 

outputKind で結果をアクション終了

イベントで取得するか、またはファイ

ルに出力するかを指定できます (0=

イベント、1=イベントとファイル、2=フ

ァイル) 。出力区分でファイルを選択

した場合 

「 %SENSVHOME%\dat\ens\output 」

にファイルが出力されます。 

ファイル出力に対応しているイベント

クラスは、表 5.2-21 ファイル出力に

対応しているイベントクラス名一覧を

参照して下さい。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③コマンド実行応答 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 プロデューサアクション実

行結果に格納されている

イベントクラスの順番 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

fid は結果をファイル出力する際に、

ファイル名に含める識別子を指定し

ます。 

sjAsyncGetJob

Report 

Object scheduledId(String) 

frameId(String) 
outputKind(Number) 

actionUserInfo(String) 

fid(String) 

frameId で指定したフレームの稼働

履歴を取得します。この関数は非同

期処理で動作します。 

outputKind で結果をアクション終了

イベントで取得するか、またはファイ

ルに出力するかを指定できます (0=

イベント、1=イベントとファイル、2=フ

ァイル) 。出力区分でファイルを選択

した場合 

「 %SENSVHOME%\dat\ens\output 」

にファイルが出力されます。 

ファイル出力に対応しているイベント

クラスは、表 5.2-21 ファイル出力に

対応しているイベントクラス名一覧を

参照して下さい。 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

fid は結果をファイル出力する際に、

ファイル名に含める識別子を指定し

ます。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③コマンド実行応答 

sjAsyncGetJob
Statistics 

Object scheduledId (String) 
kind(Number) 

frameId(String) 

parentNetId(String) 
jobNetId(String) 

days(Number) 

outputKind(Number) 
actionUserInfo(String) 

fid(String) 

scheduledId で指定した運用日付か

ら days で指定した日数分前までのフ

レーム及びネット、ジョブの統計情報

を取得します。この関数は非同期処

理で動作します。 

kind は取得する情報の種類を指定

します (1=フレーム、2=ネット、3=ジョ

ブ) 。取得したいフレーム及びネッ

ト、ジョブの統計情報と同じ数の配列

を 指 定 し て 下 さ い 。 frameId 、

parentNetId、jobNetId には同じ数の

配列を、配列のインデックスをペアと

して指定して下さい。配列の最大数

は 10 です。 

frameId はフレーム名を指定します。 

parentNetId は jobNetId で指定する

ジョブの親ネット名を指定します。フ

レーム及びネット指定時は空文字を

指定します。 

jobNetId はジョブ及びネット名を指

定します。フレーム指定時は空文字

を指定します。 

outputKind で結果をアクション終了

イベントで取得するか、またはファイ

ルに出力するかを指定できます (0=

イベント、1=イベントとファイル、2=フ

ァイル) 。出力区分でファイルを選択

した場合 

「 %SENSVHOME%\dat\ens\output 」

にファイルが出力されます。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③コマンド実行応答 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 プロデューサアクション実

行結果に格納されている

イベントクラスの順番 

ファイル出力に対応しているイベント

クラスは、表 5.2-21 ファイル出力に

対応しているイベントクラス名一覧を

参照して下さい。 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

fid は結果をファイル出力する際に、

ファイル名に含める識別子を指定し

ます。 

sjSyncGetData Object classId(String) 

uniqueKey(String) 

outputKind(Number) 

fid(String) 
maxGettingNum(Number) 

千手マネージャからデータを取得し

ます。 

この関数は同期処理で動作します。

30 秒経過しても同期処理が終了し

ない場合、タイムアウトとして処理を

中断し、エラーを返します。 

classId で取得するクラス名を指定し

ます。 

uniqueKey で取得するデータのキー

を指定します。空文字を設定すると

すべてのデータを取得します。 

outputKind で結果をアクション終了

イベントで取得するか、またはファイ

ルに出力するかを指定できます (0=

イベント、1=イベントとファイル、2=フ

ァイル) 。出力区分でファイルを選択

した場合 

「 %SENSVHOME%\dat\ens\output 」

にファイルが出力されます。 

ファイル出力に対応しているイベント

クラスは、表 5.2-21 ファイル出力に

対応しているイベントクラス名一覧を

参照して下さい。 

fid は結果をファイル出力する際に、

ファイル名に含める識別子を指定し

ます。 

maxGettingNum は取得したいデー

タの上限値を指定します。1 以上の

数値を指定でき、省略も可能です。 

省略した場合は上限なしと判断され

ます。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③コマンド実行応答 

sjSyncGetData

ByKey 

Object classId(String) 

fieldId(String) 

key(String) 
cond(Number) 

param(Number) 

outputKind(Number) 
fid(String) 

千手マネージャから検索条件を指定

してデータを取得します。 

この関数は同期処理で動作します。 

classId で取得するクラス名を指定し

ます。 

fieldId で検索対象とするデータのフ

ィールド名を指定します。配列にて

複数指定可能です。 

key で検索するデータのキーを指定

します。配列にて複数指定可能で

す。 

fieldId と key で指定する値の数は同

一でなければなりません。 

cond で fieldId と key の結合条件を

指定できます(0=AND、1=OR)。2 つ

以上指定された場合に指定します。 

param は 拡張用パラメータです。現

在は、0 を指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③コマンド実行応答 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 プロデューサアクション実

行結果に格納されている

イベントクラスの順番 

outputKind で結果をアクション終了

イベントで取得するか、またはファイ

ルに出力するかを指定できます (0=

イベント、1=イベントとファイル、2=フ

ァイル) 。出力区分でファイルを選択

した場合 

「 %SENSVHOME%\dat\ens\output 」

にファイルが出力されます。 

ファイル出力に対応しているイベント

クラスは、表 5.2-21 ファイル出力に

対応しているイベントクラス名一覧を

参照して下さい。 

fid は結果をファイル出力する際に、

ファイル名に含める識別子を指定し

ます。 

sjSyncCheckJo

bRelation 

Object scheduledId(String) 

frameId(String) 
parentNetIdA(String) 

jobNetIdA(String) 

parentNetIdB(String) 
jobNetIdB(String) 

frameId で指定したフレーム内にお

いて、jobNetIdA の後ろに jobNetIdB

が存在するかどうかを確認します。 

この関数は同期処理で動作します。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③コマンド実行応答 

sjSyncGetParen

tNet 

Object jobId(String) jobId で指定したジョブを子に持つネ

ットを取得します。 

この関数は同期処理で動作します。 

①共通アクション結果 

②千手応答 

③コマンド実行応答 

spAsyncSendE

vent 

Object eventName(String) 

fieldKeys(String) 
fieldVals(String) 

params(String) 

actionUserInfo(String) 

Senju Service Manager へ eventName

で指定したイベントを自動登録しま

す。 

fieldKeys で登録対象とするデータ

のフィールド名を指定します。配列

にて複数指定可能です。 

fieldVals で登録するデータを指定し

ます。配列にて複数指定可能です。 

fieldKeys と fieldVals で指定する値

の数は同一でなければなりません。 

params は拡張用パラメータです。

null を指定して下さい。 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②SSM 応答 

③SSM 実行結果 

mlAsyncSendE

vent 

Object eventName(String) 

actionUserInfo(Strigng) 
メ ー ル 送 信 プ ロ デ ュ ー サ に て 、

eventName で指定したメール送信依

頼イベントの内容を自動で送信しま

す。 

To:に指定できるパラメータは 1020

バ イ ト で す 。 Senju Operation 

Conductor にて、1020 バイトを越える

To:を指定した場合、1021 バイト以降

はアドレスが読み込まれません。 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②共通アクション結果 

③共通アクション結果 

mlAsyncSend
Mail 

Object mailFrom(String) 
rcptTo(String) 

cc(String) 

subject(String) 
contents(String) 

attachments(String) 

actionUserInfo(String) 

メール送信プロデューサにて、指定

した内容でメールを送信します。 

mailFrom は送信元メールアドレスを

指定します。 

rcptTo は宛先メールアドレスを指定

します。 

cc はカーボンコピーの宛先メールア

ドレスを指定します。指定しない場合

は””を指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②共通アクション結果 

③共通アクション結果 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 プロデューサアクション実

行結果に格納されている

イベントクラスの順番 

rcptTo と cc で複数の宛先を指定す

る場合は、',' または、';' にて区切って

指定します。 

subject はメールの件名を指定しま

す。 

contents はメールの本文を指定しま

す。 

attachments は添付ファイルを指定し

ます。添付ファイルを利用しない場

合は null、指定する場合は文字列ま

たは、文字列の配列にて指定して下

さい。ファイル名には環境変数名を

含むことができます。 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

mlAsyncSend
MailEx 

Object mailFrom(String) 
rcptTo(String) 

cc(String) 

bcc(String) 
subject(String) 

contents(String) 
attachments(String) 

actionUserInfo(String) 

メール送信プロデューサにて、指定

した内容でメールを送信します。 

mailFrom は送信元メールアドレスを

指定します。 

rcptTo は宛先メールアドレスを指定

します。 

cc はカーボンコピーの宛先メールア

ドレスを指定します。指定しない場合

は””を指定して下さい。 

bcc はカーボンコピーの宛先メール

アドレスを指定します。指定しない場

合は””を指定して下さい。 

rcptTo、cc と bcc で複数の宛先を指

定する場合は、',' または、';' にて区

切って指定します。 

subject はメールの件名を指定しま

す。 

contents はメールの本文を指定しま

す。 

attachments は添付ファイルを指定し

ます。添付ファイルを利用しない場

合は null、指定する場合は文字列ま

たは、文字列の配列にて指定して下

さい。ファイル名には環境変数名を

含むことができます。 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②共通アクション結果 

③共通アクション結果 

tlAsyncSendEv
ent 

Object eventName(String) 
actionUserInfo(Strigng) 

TELstaff プ ロ デ ュ ー サ に て 、

eventName で指定した電話呼出イベ

ントの内容を自動で送信します。 

actionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②電話応答 

tlAsyncTelCall Object telId(String) 

readingContent(String) 

actionUserInfo(String) 

TELstaff プロデューサにて、指定し

た内容で電話呼び出しを行います。 

telId は TELstaff サーバーに設定し

た連絡網グループ ID と連絡網 ID を

指定します。 

"連絡網グループ ID/連絡網 ID"とい

う形で指定して下さい。 

①共通アクション結果 

②電話応答 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 プロデューサアクション実

行結果に格納されている

イベントクラスの順番 

(連絡網グループ ID「003」、連絡網

ID「0001」の場合、"003/0001"と指定

します。) 

readingContent は読み上げメッセー

ジを指定します。指定しない場合

は””を指定して下さい。 

ctionUserInfo はアクションユーザー

情報を指定します。アクション終了イ

ベントに入ります。指定しない場合は

null、指定する場合は文字列または

文字列の配列で指定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5.2-21 ファイル出力に対応しているイベントクラス名一覧 

名前 ファイル出力に対応しているイベントクラス名 

sjAsyncGetJobRoute 千手ジョブ経路取得結果 

sjAsyncGetJobReport 千手ジョブ稼働履歴取得結果 

sjAsyncGetJobStatistics 千手ジョブ稼働統計取得結果 

sjSyncGetData ・千手稼働日カレンダー 

・千手動作環境 

・千手トリガ 

・千手ジョブ 

・千手システム 

・千手リソース 

・千手ネット 

・千手営業日カレンダー 

・千手動作環境プール 

・千手ジョブレポート 

sjSyncGetDataByKey ・千手稼働日カレンダー 

・千手動作環境 

・千手トリガ 

・千手ジョブ 

・千手システム 

・千手リソース 

・千手ネット 

・千手営業日カレンダー 

・千手動作環境プール 

・千手ジョブレポート 
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7) ENBASSENServerExecResult オブジェクト 

ENBASSENServerExecResult オブジェクトは、globalContext.asyncExecCommand()の結

果を表すものです。 

ENBASSENServerExecResult オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-22 に示します。 

表 5.2-22 ENBASSENServerExecResult のプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 
actionName String なし 読み取り専用 アクション名 

actionType Number なし 読み取り専用 アクション種別 

0=SEN サーバーによる実行 

1=予約用 

2=メール送信 

execErrorCode Number なし 読み取り専用 実行エラーコード 

0=成功 

それ以外=GetLastError() による 

OS のエラーコード値 

actionId String なし 読み取り専用 アクション ID 

startTime Object なし 読み取り専用 コマンドの開始日時 

endTime Object なし 読み取り専用 コマンドの終了日時 

outputMessage String なし 読み取り専用 出力メッセージ 

コマンドが終了していなければ、例外

が発生します。 

execErrorCode が 0 でなければ、アク

セスできません。 

processId Number なし 読み取り専用 外部コマンドのプロセス ID 

firstThreadId Number なし 読み取り専用 Win32 サブシステムによって最初に作

られたスレッド ID を返します。 

exitCode Number なし 読み取り専用 プログラムの終了コードを返します。

STILL_ACTIVE(259)を返すプログラ

ムの終了コードを正しく判断するため

には、checkRunning も併用して下さ

い。 

 

ENBASSENServerExecResult オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-23 に示します。 

表 5.2-23 ENBASSENServerExecResult のメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

waitForTerminate 

Process 
なし waitTime(Number) AsyncExecCommand により起動したプロセ

スの終了を待ちます。パラメータ waitTime

として、ms 単位で待ち時間を指定します。

値 の 範 囲 は 1ms ～ 10000ms で す 。

waitTime 待った後もプログラムが終了しな

かった場合には例外が発生します。 

プロセスの終了に時間がかかる場合は、

SEN サーバーの動作を停止させてしまうた

め、このメソッドを使用する場合は注意が必

要です。 

writeToStdInput なし data(String) 標準入力にデータを書き込みます。 

readFromStdOut 

put 

String なし 標準出力からデータを読み込みます。 

readFromStdError String なし 標準エラー出力からデータを読み込みま

す。 

checkRunnig Bool なし プログラムがまだ動作しているかチェックし

ます。プログラムの起動に失敗している場

合でも、BOOL_FALSE が結果となります。 
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8) ENBASProducerActionExecResult オブジェクト 

ENBASProducerActionExecResult オブジェクトは、

actHistoryElement.actionExecResult や ENBASProducer の各メソッドの実行結

果から参照する事ができます。 

ENBASProducerActionExecResult オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-24 に示しま

す。 

表 5.2-24 ENBASProducerActionExecResult のプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

actionName String なし 読み取り専用 アクション名 

actionType Number なし 読み取り専用 アクション種別 

0=SEN サーバーによる実行 

1=予約用 

2=メール送信 

execErrorCode Number なし 読み取り専用 実行エラーコード 

0=成功 

それ以外=GetLastError() による 

OS のエラーコード値 

actionId String なし 読み取り専用 アクション ID 

startTime Object なし 読み取り専用 コマンドの開始日時 

endTime Object なし 読み取り専用 コマンドの終了日時 

outputMessage String なし 読み取り専用 出力メッセージ 

コマンドが終了していなければ、例外

が発生します。 

execErrorCode が 0 でなければ、アク

セスできません。 

producerAction

Type 

Number なし 読み取り専用 プロデューサにおけるアクション種別 

1=千手コマンド／ユーザーコマンド

実行結果 

10=ジョブ統計情報 

11=ジョブ稼働履歴 

12=ジョブ経路取得結果 

23=ジョブネット起動時刻チェック結

果 

numOfActionRe

sults 

Number なし 読み取り専用 プロデューサにおけるアクションの実

行結果の数 

actionResult Object index(Numbe

r) 
読み取り専用 プロデューサにおけるアクションの実

行結果 

actionStartOk Bool なし 読み取り専用 プロデューサでアクションが実行中か

どうか調べます 

exitStatus Number なし 読み取り専用 プロデューサにおけるアクションの終

了ステータス 

ENBASProducerActionExecResult オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-25 に示します。 

表 5.2-25 ENBASProducerActionExecResult のメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

waitForTerminate 

Process 
なし waitTime(Number) AsyncExecCommand により起動したプロセ

スの終了を待ちます。パラメータ waitTime

として、ms 単位で待ち時間を指定します。

値 の 範 囲 は 1ms ～ 10000ms で す 。

waitTime 待った後もプログラムが終了しな

かった場合には例外が発生します。 

プロセスの終了に時間がかかる場合は、

SEN サーバーの動作を停止させてしまうた

め、このメソッドを使用する場合は注意が必

要です。 

writeToStdInput なし msg(String) 標準入力にデータを書き込みます。 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

readFromStdOut 
put 

String なし 標準出力からデータを読み込みます。 

readFromStdError String なし 標準エラー出力からデータを読み込みま

す。 

checkRunnig Bool なし プログラムがまだ動作しているかチェックし

ます。プログラムの起動に失敗している場

合でも、BOOL_FALSE が結果となります。 

9) ENBASSendMailResult オブジェクト 

ENBASSendMailResult オブジェクトは、actHistoryElement.actionExecResult の結果から

参照する事ができます。 

ENBASSendMailResult オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-26 に示します。 

表 5.2-26 ENBASSendMailResult のプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

actionName String なし 読み取り専用 アクション名 

actionType Number なし 読み取り専用 アクション種別 

0=SEN サーバーによる実行 

1=予約用 

2=メール送信 

execErrorCode Number なし 読み取り専用 実行エラーコード 

0=成功 

それ以外=GetLastError() による 

OS のエラーコード値 

actionId String なし 読み取り専用 アクション ID 

startTime Object なし 読み取り専用 コマンドの開始日時 

endTime Object なし 読み取り専用 コマンドの終了日時 

outputMessage String なし 読み取り専用 出力メッセージ 

コマンドが終了していなければ、例外

が発生します。 

execErrorCode が 0 でなければ、アク

セスできません。 

mailFrom String なし 読み取り専用 発信元メールアドレス 

rcptTo String なし 読み取り専用 宛先メールアドレス 

cc String なし 読み取り専用 カーボンコピーの宛先メールアドレス 

subject String なし 読み取り専用 メールの件名 

ENBASSendMailResult オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-27 に示します。 

表 5.2-27 ENBASSendMailResult のメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

waitForTerminate 

Process 
なし waitTime(Number) asyncExecCommand により起動したプロセ

スの終了を待ちます。パラメータ waitTime

として、ms 単位で待ち時間を指定します。

値 の 範 囲 は 1ms ～ 10000ms で す 。

waitTime 待った後もプログラムが終了しな

かった場合には例外が発生します。 

プロセスの終了に時間がかかる場合は、

SEN サーバーの動作を停止させてしまうた

め、このメソッドを使用する場合は注意が必

要です。 

writeToStdInput なし msg(String) 標準入力にデータを書き込みます。 

readFromStdOut 

put 

String なし 標準出力からデータを読み込みます。 

readFromStdError String なし 標準エラー出力からデータを読み込みま

す。 

checkRunnig Bool なし プログラムがまだ動作しているかチェックし

ます。プログラムの起動に失敗している場

合でも、BOOL_FALSE が結果となります。 
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10) ENBASTime オブジェクト 

ENBASTime オブジェクトは、日付、時刻表示のためのオブジェクトです。 

ENBASTime オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-28 に示します。 

表 5.2-28 ENBASTime オブジェクトのプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

year Number なし 読み書き可 西暦（１オリジン） 

month Number なし 読み書き可 月（１オリジン） 

dayOfMonth Number なし 読み書き可 日（１オリジン） 

hour Number なし 読み書き可 時 

minute Number なし 読み書き可 分 

second Number なし 読み書き可 秒 

milliSecond Number なし 読み書き可 ミリ秒 

dayOfWeek Number なし 読み取り専用 曜日 

0=日曜日 

1=月曜日 

2=火曜日 

3=水曜日 

4=木曜日 

5=金曜日 

6=土曜日 

 

ENBASTime オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-29 に示します。 

表 5.2-29 ENBASTime オブジェクトのメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

toString String なし YYYYMMDDHHMMSS.ss 形式の文字列

を返します。 

add なし year(Number) 

month(Number) 
day(Number) 

hour(Number) 

minute(Number) 
second(Number) 

指定された年月日時分秒を加算します。 

計算結果が 1970/1/1 9:00:01～2100/12/31 

23:59:59 以外になった場合、エラーを返し

ます。 

getDateString String なし YYYY-MM-DD 形式の文字列を返しま

す。 

getTimeString String なし HH:MM:SS 形式の文字列を返します。 

getDateTimeString String なし YYYY-MM-DD HH:MM:SS 形式の文字

列を返します。 

getISOString String なし YYYY-MM-DDTHH:MM:SS 形式の文字

列を返します。 

getUNIXTime Number なし UNIX 時刻(1970/1/1 00:00:00 UTC からの

秒数)を返します。 
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11) ENBASActionHistory オブジェクト 

ENBASActionHistory オブジェクトは、アクション実行履歴を表すものです。 

ENBASActionHistory オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-30 に示します。 

表 5.2-30 ENBASActionHistory オブジェクトプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

actionId String なし 読み取り専用 アクション ID  

アクションのユニーク性を保証するため

の ID です。 

userGroupId String なし 読み取り専用 このアクションを実行したユーザーグル

ープの ID 

actionTime Object なし 読み取り専用 アクションの実行時刻 

ENBASTime オブジェクトのインスタンス

を返します。 

actionType Number なし 読み取り専用 アクションの実行種別 

０＝コマンド実行 

１＝メール送信 

actionParam String index(Number) 読み取り専用 実行パラメータ 

パラメータ index には、複数のパラメータ

がある場合に、何番目のパラメータを参

照するか指定する。 

numOfActionPa
rams 

Number なし 読み取り専用 コマンド実行時につけたパラメータの数 

actionExecResu

lt 

Object なし 読み取り専用 アクションの実行結果 

actionType が 0 の場合は

ENBASSENServerExecResult が返りま

す。 

actionType が 1 の場合は

ENBASSendMailResult が返ります。 
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12) ENBASDataElement オブジェクト 

ENBASDataElement オブジェクトは、繰り返しのある属性を表します。 

ENBASDataElement オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-31 に示します。 

 

表 5.2-31 ENBASDataElement オブジェクトのプロパティ 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

prop セットした値

による 

fieldId (String) 読み書き可 フィールドクラス ID よりデータを取得しま

す。prop2 において index を 0 とした場合

と同じです。 

prop2 セットした値

による 

fieldId(String), 

index(Number) 
読み書き可 フィールドクラス ID およびインデックスに

よりデータを取得します。同じフィールド

クラスが複数ある場合に用います。 

numOfFields Number name(String) 読み取り専用 指定したフィールドクラスのフィールド数

を返します。prop2 のインデックスの上限

を求めるために使用します。 
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13) ENBASMPListItemData オブジェクト 

ENBASMPListItemData オブジェクトは、メインペイン上のリストアイテムを表します。 

ENBASMPListItemData オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-32 に示します。 

表 5.2-32 ENBASMPListItemData オブジェクトのプロパティ 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

numOfColumns Number なし 読み取り専用 リストのカラム数を返します。 

numOfItems Number なし 読み取り専用 リストの行数を返します。 

cellValue String row(Number) 

column(Number) 
読み書き可 セルの値を設定します。 

現在の行より大きな row が設定されたと

きには、その値まで拡張されます。 

itemTextColor Number row(Number) 読み書き可 文字の色を設定します。-1 ならば指定な

しになります。 

現在の行より大きな row が設定されたと

きには、その値まで拡張されます。 

itemBgColor Number row(Number) 読み書き可 背景色を設定します。-1 ならば指定なし

になります。 

現在の行より大きな row が設定されたと

きには、その値まで拡張されます。 

 

ENBASMPListItemData オブジェクトのメソッド一覧を表 5.2-33 に示します。 

表 5.2-33 ENBASMPListItemData オブジェクトのメソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

deleteItem なし row(Number) 指定された行を削除します。 

deleteAllItems なし なし 全行を削除します。 

findItem Number startRow(Number) 
column(Number) 

targetStr(String) 

アイテムを startRow の位置から検索しま

す。column に指定されたカラムが targetStr 

である行を求めます。発見できない場合

は、-1 を返します。 

readItems Number type(Number) 
format(Number) 

fileName(String) 

params(String) 

fileName で指定されたファイルからリストの

アイテムデータを読み込みます。 

type でリストアイテムを新規か追加のどちら

で読み込むか指定します (0=新規 , 1=追

加)。 

format で読込対象のファイルがカンマ区切

りかタブ区切りかを指定します(0=カンマ区

切り, 1=タブ区切り)。 

params は拡張用パラメータです。常に null

を指定して下さい。 

writeItems Number format(Number) 

fileName(String) 

params(String) 

fileName で指定されたファイルにリストのア

イテムデータを書き込みます。 

format でカンマ区切りかタブ区切り、どちら

で書き込まれるかを指定します(0=カンマ区

切り, 1=タブ区切り)。 

params は拡張用パラメータです。常に null

を指定して下さい。 

sumItems Number type(Number) 

rowOrColumn(Nu
mber) 

start(Number) 

end(Number) 
params(Number) 

start と end で指定された範囲の合計値を返

します。 

type で計算対象を行とするか列とするかを

指定します（0=行,1=列）。 

rowOrColumn で計算対象とする行または

列の番号を指定します。 

params は拡張用パラメータです。常に null

を指定して下さい。 

maxItem Number type(Number) 

rowOrColumn(Nu
mber) 

start(Number) 

start と end で指定された範囲内にある最大

値を持つ行または列の番号で返します。 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

end(Number) 

params(Number) 
 

type で検索対象を行とするか列とするかを

指定します（0=行,1=列）。 

rowOrColumn で検索対象とする行または

列の番号を指定します。 

params は拡張用パラメータです。常に null

を指定して下さい。 

minItem Number type(Number) 

rowOrColumn(Nu
mber) 

start(Number) 

end(Number) 
params(Number) 

 

start と end で指定された範囲内にある最小

値を持つ行または列の番号で返します。 

type で検索対象を行とするか列とするかを

指定します（0=行,1=列）。 

rowOrColumn で検索対象とする行または

列の番号を指定します。 

params は拡張用パラメータです。常に null

を指定して下さい。 

countIfItems Number type(Number) 

rowOrColumn(Nu
mber) 

start(Number) 
end(Number) 

target （ String or 

Number） 

condition

（Number） 

params(Number) 

 

start と end で指定された範囲内にある検索

条件に一致したセルの個数を返します。 

type で計算対象を行とするか列とするかを

指定します（0=行,1=列）。 

rowOrColumn で計算対象とする行または

列の番号を指定します。 

target で検索対象とする文字列または数値

を指定します。 

condition で検索条件を指定します。（0=以

上, 1=以下, 2=より大きい, 3=より小さい, 4=

全一致, 5=部分一致, 6=前方一致、7=後方

一致） 

params は拡張用パラメータです。常に null

を指定して下さい。 

sumIfItems Number type(Number) 
rowOrColumn(Nu

mber) 

start(Number) 

end(Number) 

target(Number） 

condition

（Number） 

params(Number) 

 

start と end で指定された範囲内にある検索

条件に一致したセルの合計値を返します。 

type で計算対象を行とするか列とするかを

指定します（0=行,1=列）。 

rowOrColumn で計算対象とする行または

列の番号を指定します。 

target で検索対象とする文字列または数値

を指定します。 

condition で検索条件を指定します。（0=以

上, 1=以下, 2=より大きい, 3=より小さい, 4=

全一致, 5=部分一致, 6=前方一致、7=後方

一致） 

params は拡張用パラメータです。常に null

を指定して下さい。 
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5.2.1.2 コンソールルールで参照できる変数 

コンソールルールから参照可能な変数(インスタンス)の一覧を表 5.2-34 に示します。 

表 5.2-34 コンソールルールから参照可能な変数一覧 

変数名 型(オブジェクト) 説明 

clientContext ENBASClientContext SEN コンソールでのルール実行におけ

る状態を保持します。 

currentEvent ENBASClientEvent 現在処理対象となっているイベントを参

照します。 

 

1) クライアントコンテキストオブジェクト(ENBASClientContext) 

コンソールルール内におけるグローバルな状態を保持するオブジェクトです。現在時刻

や警報装置（パトランプ）デバイスへの参照などを格納します。 

ENBASClientContext のプロパティ一覧を表 5.2-35 に示します。 

表 5.2-35 ENBASClientContext プロパティ一覧 

名前 型 パラメー

タ 

読み書き属

性 

説明 

currentTime Object なし 読み取り専用 現在時刻（クライアントのタイムゾーンに基

づくローカルタイム）を返します。 

ENBASClientTime オブジェクトのインスタン

スを返します。 

patLamp Object なし 読み取り専用 パトランプデバイス ENBASPatLamp オブジ

ェクトのインスタンスを返します。 

 

ENBASClientContext のメソッド一覧を表 5.2-36 に示します。 

表 5.2-36 ENBASClientContext メソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

messageBeep なし beepType(Number), 
bCyclic(Boolean) 

ビープ音を鳴動します。 

パラメータ beepType によりビープ音の種類を指定

できます。 

-1 = 標準ビープ音 

0x00 = 一般の警告音 

0x10 = システムエラー音 

0x20 = メッセージ (問合わせ) 

0x30 = メッセージ (警告) 音 

0x40 = メッセージ (情報) 音 

パラメータ bCyclic の値 が true の場合、繰り返し

鳴動します。パラメータ bCyclic の値 が false の場

合、一度のみ鳴動します。 

playSound なし fileName(String), 

bCyclic(Boolean) 
WAVE サウンドを再生します。 

パラメータ fileName には、WAVE サウンドファイ

ルをフルパスで指定して下さい。指定されるファイ

ル名が空文字(“”)の場合、SEN コンソールの警報

装置設定にて設定されたデフォルトのファイルが

利用されます。 

パラメータ bCyclic の値 が true の場合、繰り返し

再生します。パラメータ bCyclic の値 が false の場

合、一度のみ再生します。 

連続して playSound メソッドを実行した場合、実行

指示した順に WAVE サウンドが再生されます。 

displayMessage なし msg(String) SEN コンソール上にメッセージボックスを表示しま

す。 
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

パラメータ msg に表示するメッセージを指定しま

す。 

outputToLogFile なし level(Number), 

msg (String) 
パラメータ msg で指定された内容を、パラメータ

level で指定したログレベルにて、ログファイル

(sjENB_Console.log)に出力します。 

パラメータ level は、以下の値が指定可能です。 

3=エラー(ERR レベル) 

4=警告(WARNING レベル) 

5=注意(NOTICE レベル) 

6=情報(INFO レベル) 

7=詳細調査(DEBUG レベル) 

createObject Object progId (String) 

params(Number) 
パラメータ progId に指定された COM オブジェク

トを生成しインスタンスを返します。 

パラメータ params は拡張用パラメータです。常に

null を指定して下さい。 
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2) クライアントイベントオブジェクト(ENBASClientEvent) 

コンソールルールおよびイベントビュー表示方法で参照されるイベントオブジェクトです。

ENBASEvent オブジェクトとはプロパティおよびメソッドが若干異なります。 

ENBASClientEvent のプロパティ一覧を表 5.2-37 に示します。 

表 5.2-37 ENBASClientEvent プロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

effect Number なし 読み取り専用 イベントの効果 

0=EFFECT_NEW(新規) 

1=EFFECT_DELETE(削除) 

2=EFFECT_MODIFY(変更) 

3=EFFECT_NEW_OR_MODIFY 

(新規または変更) 

dataClassId String なし 読み取り専用 クラス ID 文字列  

dataClassName String なし 読み取り専用 クラス文字列 

uniqueKey String なし 読み取り専用 ユニークキー 

prop セットした

値による 

clsIdOrName 

(String) 
読み取り専用 属性値 

パラメータにはフィールド名文字列

(clsIdOrName)を指定します。 

prop2 セットした

値による 

clsIdOrName 
(String), 

index(Number) 

読み取り専用 属性値 

一つのフィールドに複数の値が格納さ

れているフィールドに対して用います。

パラメータにはフィールド名文字列

(clsIdOrName)と、何番目の値を参照す

るかの番号(index)を指定します。prop2

において index=0 とした場合は、prop で

指定した場合と同じになります。 

numOfFields Number clsIdOrName 
(String) 

読み取り専用 1 つのフィールドに含まれる値の数 

prop2 のインデックスの上限を求める時

に利用します。 

uv セットした

値による 

name(String) 読み取り専用 ユーザー定義属性値 

パラメータ nameにユーザー変数名文字

列を指定します。 

例) uv("NRI") 

domainName String なし 読み取り専用 ドメイン名 

userGroupId String なし 読み取り専用 ユーザーグループ ID 

分配前または、分配後どこにも所属され

なかったイベントについては、”” となりま

す。 

color Number なし 読み取り専用 文字色（RGB 数値で指定） 

-1 ならば指定なし。 

bgColor Number なし 読み取り専用 文字色(ＲＧＢ数値で指定) 

-1 ならば指定なし 

eventSeverity Number なし 読み取り専用 重大度 

0= clear(クリア) 

1= unknown(不定) 

2= warning(警告) 

3= minor(軽度) 

4= major(重大) 

5= critical(致命的) 

6= none(なし) 

eventStatus Number なし 読み取り専用 イベントステータス 

0=オープン(OPEN) 

1=受付済(ACKNOWLEDGED) 

2=割当済(ASSIGNED) 

3=対処完了(CLOSED) 

arrivedTime Object なし 読み取り専用 SEN サーバーへのイベント到着時刻(作

成したイベントの場合は作成時刻) 

ENBASClientTime オブジェクトのインス

タンスを返します。 

changedTime Object なし 読み取り専用 イベントの変更時刻 
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名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

ENBASClientTime オブジェクトのインス

タンスを返します。変更が無い場合は

null が入ります。 

sequenceId String なし 読み取り専用 SEN イベントシーケンス ID 

64bit 整数を文字列で表現したものにな

ります。 

sourceSequenceI

d 

String なし 読み取り専用 分配前のイベントの SEN イベントシーケ

ンス ID。分配前のイベントまたは分配さ

れなかったイベントは、sequenceId と同

じ値となります。 

guide String なし 読み取り専用 イベントに対して付加するガイド情報 

notes Objekct index(Number) 読み取り専用 イベントに記入されたノート。 

パラメータには何番目の値を参照する

かの番号(index)を指定します。 

ENBASClientEventNote オブジェクトの

インスタンスを返します。 

numOfNotes Number なし 読み取り専用 イベントに記入されたノート数。 

note のインデックスの上限を求める時に

利用します。 

note の イ ン デ ッ ク ス に は 、 0 か ら

(numOfNotes で得られる値-1)までの範

囲を指定できます。 

changedTimeOf
EventStatus 

Objekct status(Number) 読み取り専用 ステータス別のイベント変更時刻。 

パラメータにはステータスの値 (status:0

～3)を指定します。 

ENBASClientTime オブジェクトのインス

タンスを返します。変更が無い場合は

null が入ります。 

numOfActions Number なし 読み取り専用 イベントに設定されたアクション数。 

AddServerAction メソッドにより設定され

たアクション数を返します。 

numOfActionEx

ecResults 

Number なし 読み取り専用 イベントの実行されたアクション結果数。 

AddServerAction メソッドにより設定され

たアクションが実行された回数を返しま

す。 

actionExecResult Objekct index(Number) 読み取り専用 イベントのアクション結果。 

パラメータには何番目の値を参照する

かの番号(index)を指定します。 

ENBASClientSENServerActionExecRes

ult オブジェクトのインスタンスを返しま

す。 

ruleExecutionTra

ce 

String なし 読み取り専用 イベントのルール実行証跡。 

このイベントがどのようなルールを通っ

たかが記録されます。 

 

ENBASClientEvent のメソッド一覧を表 5.2-38 に示します。 

表 5.2-38 ENBASClientEvent メソッド一覧 

名前 戻り値 パラメータ 説明 

isMsgEvent Boolean なし メッセージクラスおよびその派生クラス（千手メッ

セージ、ホストゲートウェイメッセージ等）のイベ

ントなら true を返します。メッセージクラス以外で

あれば false を返します。 

isSjMsgEvent Boolean なし 千手メッセージクラスイベントなら trueを、それ以

外は false を返します。 

isSENSystemMsg 
Event 

Boolean なし Senju Enterprise Navigator の内部イベントなら

true を、それ以外は false を返します。 

isInstanceOf Boolean clsIdOrName(Strin

g) 
指定された clsIdOrName のインスタンスならば

true を返します。clsIdOrName はクラス ID 文字

列またはクラス名が指定可能です。 なお、

clsIdOrName として基本クラスが与えられた場合
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名前 戻り値 パラメータ 説明 

も true となります。 

 

3) イベントノートオブジェクト(ENBASClientEventNote) 

ENBASClientEventNote オブジェクトは、イベントに記入されたノートを表す

オブジェクトです。 

これは CurrentEvent.note の結果により参照できます。 

ENBASClientEventNote のプロパティ一覧を表 5.2-39 に示します。 

表 5.2-39 ENBASClientEventNote オブジェクトプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

writerName String なし 読み取り専用 ノートの記入者名。 

writtenTime Object なし 読み取り専用 ノートの記入時刻。 

ENBASClientTime オブジェクトのイ

ンスタンスを返します。 

loginUserId String なし 読み取り専用 記入したユーザーのユーザーID。 

beforeEventStatus Number なし 読み取り専用 ノートの記入前イベントステータス。 

afterEventStatus Number なし 読み取り専用 ノートの記入前イベントステータス。 

note String なし 読み取り専用 ノート 
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4) ASClientSENServerExecResult オブジェクト 

ENBASClientSENServerExecResult オブジェクトは、

globalContext.AsyncExecCommand()の結果を表すものです。 

ENBASClientSENServerExecResult オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-40 に示しま

す。 

表 5.2-40 ENBASClientSENServerExecResult のプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

actionName String なし 読み取り専用 アクション名 

actionType Number なし 読み取り専用 アクション種別 

0=SEN サーバーによる実行 

1=予約用 

2=メール送信 

execErrorCode Number なし 読み取り専用 実行エラーコード 

0=成功 

それ以外=GetLastError() による 

OS のエラーコード値 

ActionId String なし 読み取り専用 アクション ID 

StartTime Object なし 読み取り専用 コマンドの開始日時 

EndTime Object なし 読み取り専用 コマンドの終了日時 

outputMessage String なし 読み取り専用 出力メッセージ 

コマンドが終了していなければ、例外

が発生します。 

execErrorCode が 0 でなければ、アク

セスできません。 

Processed Number なし 読み取り専用 外部コマンドのプロセス ID 

firstThreadId Number なし 読み取り専用 Win32 サブシステムによって最初に作

られたスレッド ID を返します。 

ExitCode Number なし 読み取り専用 プログラムの終了コードを返します。

STILL_ACTIVE(259)を返すプログラ

ムの終了コードを正しく判断するため

には、checkRunning も併用して下さ

い。 
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5) ENBASClientSendMailResult オブジェクト 

現在サポートされていません。 

ENBASClientSendMailResult オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-41 に示します。 

表 5.2-41 ENBASClientSendMailResult のプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

actionName String なし 読み取り専用 アクション名 

actionType Number なし 読み取り専用 アクション種別 

0=SEN サーバーによる実行 

1=予約用 

2=メール送信 

execErrorCode Number なし 読み取り専用 実行エラーコード 

0=成功 

それ以外=GetLastError() による 

OS のエラーコード値 

ActionId String なし 読み取り専用 アクション ID 

StartTime Object なし 読み取り専用 コマンドの開始日時 

endTime Object なし 読み取り専用 コマンドの終了日時 

outputMessage String なし 読み取り専用 出力メッセージ 

コマンドが終了していなければ、例外

が発生します。 

execErrorCode が 0 でなければ、アク

セスできません。 

mailFrom String なし 読み取り専用 発信元メールアドレス 

rcptTo String なし 読み取り専用 宛先メールアドレス 

Cc String なし 読み取り専用 カーボンコピーの宛先メールアドレス 

subject String なし 読み取り専用 メールの件名 
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6) ENBASClientTime オブジェクト 

コンソールルールで参照される日付、時刻表示のためのオブジェクトです。 

ENBASClientTime オブジェクトのプロパティ一覧を表 5.2-42 に示します。 

表 5.2-42 ENBASClientTime オブジェクトのプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

year Number なし 読み取り専用 西暦（１オリジン） 

month Number なし 読み取り専用 月（１オリジン） 

dayOfMonth Number なし 読み取り専用 日（１オリジン） 

hour Number なし 読み取り専用 時 

minute Number なし 読み取り専用 分 

second Number なし 読み取り専用 秒 

milliSecond Number なし 読み取り専用 ミリ秒 

dayOfWeek Number なし 読み取り専用 曜日 

0=日曜日 

1=月曜日 

2=火曜日 

3=水曜日 

4=木曜日 

5=金曜日 

6=土曜日 
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7) パトランプオブジェクト(ENBASPatLamp) 

コンソールルールでのパトランプオブジェクトです。 

ENBASPatLamp のプロパティ一覧を表 5.2-43 に示します。 

表 5.2-43 ENBASPatLamp オブジェクトプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属

性 

説明 

comPortName String なし 読み取り専用 パトランプが接続されている COM ポ

ート名 

読み取り専用。 

Active Boolean なし 読み書き可 パトランプのアクティブ状態 

active が true の場合に、On になりま

す。active が false の場合に、Off に

なります。 
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8) ENBASClientDataElement オブジェクト 

ENBASClientDataElement オブジェクトは、繰り返しのある属性を表します。 

ENBASClientDataElement のプロパティ一覧を表 5.2-44 に示します。 

表 5.2-44 ENBASClientDataElement オブジェクトプロパティ一覧 

名前 型 パラメータ 読み書き属性 説明 

Prop セットした値

による 

fieldId (String) 読み書き可 フィールドクラス ID よりデータを取得しま

す。prop2 において index を 0 とした場合

と同じです。 

Prop2 セットした値

による 

fieldId(String), 

index(Number) 
読み書き可 フィールドクラス ID およびインデックスに

よりデータを取得します。同じフィールド

クラスが複数ある場合に用います。 

numOfFields Number name(String) 読み取り専用 指定したフィールドクラスのフィールド数

を返します。prop2 のインデックスの上限

を求めるために使用します。 
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5.2.1.3 ルール内で参照可能な変数の有効範囲 

表 5.2-45 変数の有効範囲一覧 

 global 

Context 

client 

Context 

current 

Event 

history 

Element 

actHistory 

Element 

早期イベント破棄      

ルール条件-1 ○ × ○ × × 

繰り返しイベントの破棄      

ルール条件-1 ○ × ○ × × 

イベントの解析-1      

ルール条件-1 ○ × ○ × × 

アクション ○ × ○ × × 

アクションの実行-1      

ルール条件-1 ○ × ○ × × 

アクション ○ × ○ × × 

過去イベントの調査      

ルール条件-1 ○ × ○ × × 

ルール条件-2 ○ × ○ ○ × 

アクション ○ × ○ ○ × 

到着件数に対する処理      

ルール条件-1 ○ × ○ × × 

ルール条件-2 ○ × ○ ○ × 

アクション ○ × ○ ○ × 

アクション実行履歴処理      

ルール条件-1 ○ × ○ × ○ 

ルール条件-2 ○ × ○ × ○ 

アクション ○ × ○ × ○ 

イベントの解析-2      

ルール条件-1 ○ × ○ × × 

アクション ○ × ○ × × 

アクションの実行-2      

ルール条件-1 ○ × ○ × × 

アクション ○ × ○ × × 

遅延実行      

ルール条件-1 ○ × ○ × × 

ルール条件-2 ○ × ○ × × 

アクション ○ × × × × 
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 global 

Context 

client 

Context 

current 

Event 

history 

Element 

actHistory 

Element 

タイマ      

ルール条件-1 ○ × × × × 

ルール条件-2 ○ × × × × 

アクション ○ × × × × 

コンソールルール      

アクション × ○ ○ × × 

イベントビュー      

表示方法 × ○ ○ × × 

イベントフィルタビュー      

ルール条件 × × ○ × × 

 

 ! 
 

グローバル定義に記述された関数内で上記変数を使用する場合は、その関数

が呼ばれるステージに依存します。 
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5.2.1.4 SenjuEnterpriseNavigator が提供する URI 

表 5.2-46 に SenjuEnterpriseNavigator が提供する URI 一覧を示します。 

 

表 5.2-46 SenjuEnterpriseNavigator が提供する URI 一覧 

関連ビュー URI 説明 例 

イベントビュー sen:///EventView/[ グ ル

ー プ ID]/[ 表 示 方

法]#[シーケンス ID] 

グループ ID：ユーザーグループ ID 

表示方法：イベントビューの表示方

法 ID 

シーケンス ID：イベントのシーケンス
ID 

sen:///EventView/GRP1/{ メ ッ セ ー ジ

すべて} #12610 

メインビュー sen:///MainView/[ グ ル

ー プ ID]/[ カ テ ゴ リ

ID]/[ツリーパス]#[アイ

テム ID] 

グループ ID：ユーザーグループ ID 

カテゴリ ID：メインビューのカテゴリ
ID 

ツリーパス：メインビューのツリーパス 

アイテム ID：メインビューのメインペイ

ンアイテム ID 

sen:///MainView/GRP1/NodeView/To

kyo/HQ#Node01 

メインビュー sen:///commandexe/[ コ

マンドパス]|[引数] 

コマンドパス：SEN コンソールをイン

ストールした端末上のコマンドのパス 

引数：コマンドの引数(複数指定可

能) 

※引数を指定する場合は、コマンド

パスと引数の間に”｜(バーティカル

バー)”が必要です。 

※環境変数を利用する場合は、<>

を使用し"<環境変数>"と記載しま

す。<>内に”<”、”>”を指定すること

はできません。 

sen:///commandexe/<SENSVHOME>\

\bin\\sjENB_Pmctrl|run U1 
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5.2.2 イベントクラス一覧 

ここでは、Senju Enterprise Navigator システムにおけるイベントクラスの一覧ならびに各ク

ラスのフィールド一覧を示します。各クラスのフィールドは、prop または prop2 プロパティで

アクセスします。prop2 プロパティは同一のフィールドクラス名が複数存在する場合に使用

します。 

 

5.2.2.1 共通イベントクラス 

表 5.2-47 共通イベントクラス一覧 

項番 クラス名 UUID 

1 内部イベント {6038E266-5B5F-4569-9A9E-AFBD5E9012A4} 

2 カスタムメッセージ {D667126B-72AA-4583-9B68-5A5412D1608B} 

3 アクション終了イベント {7205F92F-29F7-4fa3-9D5F-9B42BAEB5F8E} 

4 SEN サーバーアクション終了イベント {11A70F95-9C26-47bf-B12C-6D597B28F863} 

5 プロデューサアクション終了イベント {F74E2AEB-ABFC-4E02-8F4E-9EB23118B0E6} 

6 コンソールユーザー作成イベント {DFB5171E-BF1D-44e6-8491-69A665806DEF} 

7 イベントステータス変更イベント {50162001-E58E-4825-900B-C87D11CD2376} 

8 メインペインアイテムリセットイベント {010CE332-5507-40d6-9836-22DA5D76B8A5} 

9 メインペイン定義反映イベント {333062F3-82C3-4abd-BB77-13CCDFBF1EFD} 

10 共通アクション結果 {8150E959-DB3E-4856-B3FE-E798509CF09B} 

 

表 5.2-48 内部イベントクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String 管理対象システム名 

管理対象領域名 String SEN サーバー名 

メッセージ区分 String "S" 

メッセージ識別 No String 同一管理対象領域内で発生したイベントに対する識別する番号 No 

発生元ノード ID String SEN サーバー名 

発生元 APPL 名 String メッセージの発生元を表すアプリケーション名 

メッセージ種別 String メッセージの種別 

"I"=通常メッセージ 

"E" =障害メッセージ 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

メッセージ ID String メッセージ ID 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

※ユニークキーは、UUID 文字列です。 

 

表 5.2-49 カスタムメッセージクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String “アダプタ(イベント送信コマンド)” 

管理対象領域名 String 引数で指定します。デフォルトはコマンド実行元ホスト名+”イベント送信コ

マンド”です。 

メッセージ区分 String "N" 

メッセージ識別 No Number 引数で指定します。デフォルトは"0"です。 

発生元ノード ID String 引数で指定します。デフォルトはコマンド実行元ホスト名です。 

発生元 APPL 名 String 引数で指定します。デフォルトは"sjENX_SendEvent"です。 
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引数名 型 説明 

メッセージ種別 String 引数で指定します。 

発生日時 String 引数で指定します。デフォルトはコマンド実行元のローカル時刻です。 

メッセージ ID String 引数で指定します。 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

ユーザー定義値 1 String ユーザーが自由に定義可能な値１ 

ユーザー定義値 2 String ユーザーが自由に定義可能な値２ 

ユーザー定義値 3 String ユーザーが自由に定義可能な値３ 

※ユニークキーは、UUID 文字列です。 

 

表 5.2-50 アクション終了イベントクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

アクション ID String アクション ID 

開始日時 String アクションが実行された日時 

終了日時 String アクションが終了した日時 

アクションユーザー情

報 

String アクション実行時に指定した文字列 

アクション全文字出力 String アクションすべての出力を連結した文字列 

※ユニークキーは、文字列” TerminateAction”です。 

 

表 5.2-51 SEN サーバーアクション終了イベントクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

アクション ID String アクション ID 

開始日時 String アクションが実行された日時 

終了日時 String アクションが終了した日時 

アクションユーザー情

報 

String アクション実行時に指定した文字列 

アクション全文字出力 String アクションすべての出力を連結した文字列 

プロセス終了コード Number 実行したプロセスの終了コード 

※ユニークキーは、文字列” TerminateAction”です。 
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表 5.2-52 プロデューサアクション終了イベントクラスの prop プロパティ一覧  

引数名 型 説明 

アクション ID String アクション ID 

開始日時 String アクションが実行された日時 

終了日時 String アクションが終了した日時 

アクションユーザー情

報 

String アクション実行時に指定した文字列 

アクション全文字出力 String アクションすべての出力を連結した文字列 

プロデューサアクショ

ン実行結果 

Object アクション実行結果(オカレンス) 

プロデゥーサーアクシ

ョン種別 

Number プロデゥーサーアクション種別 

プロデゥーサーアクシ

ョン起動成功フラグ 

Number アクション起動が成功したかを表すフラグ 

プロデゥーサーアクシ

ョンメッセージ 

String アクションの出力メッセージ 

終了ステータス Number 実行したプロセスの終了コード 

 

表 5.2-53 コンソールユーザー作成イベントクラスの prop2 プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

コンソールユーザー作成

イベントパラメータ 

String ユーザーにより設定された任意の 3 つのパラメータ(オカレンス) 

index に 0 を指定した場合は、イベントの送信画面のパラメータ(1)フィー

ルドで指定した、1 番目のパラメータを参照します。 

index に 1 を指定した場合は、イベントの送信画面のパラメータ(2)フィー

ルドで指定した、2 番目のパラメータを参照します。 

index に 2 を指定した場合は、イベントの送信画面のパラメータ(3)フィー

ルドで指定した、3 番目のパラメータを参照します。 

発生元 String イベントの発生元でイベントの送信画面より送信した場合は「メニュー」が

設定されます。 

発生元詳細情報 String イベントの発生元の詳細情報でイベントの送信画面より送信した場合は

「メニュー/ツールメニュー/コンソールイベントの送信」が設定されます。 

 

表 5.2-54 イベントステータス変更イベントクラスの prop2 プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

イベントステータス変更

項目 

Object ステータス変更されたイベントに対する変更項目の配列 

 

表 5.2-55 イベントステータス変更項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

イベント ID String 変更対象イベントのイベント ID 

ドメイン ID String 変更対象イベントのドメイン ID 

ノード ID String 変更対象イベントのノード ID 

ユーザーID String 変更対象イベントのステータスを変更したユーザーID 

ユーザーグループ ID String 変更対象イベントがディスパッチされたグループのグループ ID 

旧イベント状態 Number 変更対象イベントの変更前のステータス(0～3) 

新イベント状態 Number 変更対象イベントの変更後のステータス(0～3) 

関連ビュー Object 変更対象イベントの関連ビューURL の配列(ENBASDataElement オブジ

ェクトのインスタンス) 
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引数名 型 説明 

関連ビューは１つのイベントに複数関連づけられる可能性があるため、

prop2 プロパティにてアクセスします。配列の個数は numOfFields プロパ

ティで取得できます。 

※変更対象イベントとはイベントステータスが変更されたイベントを指します。 

 

表 5.2-56 メインペインアイテムリセットイベントクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

リセットアイテムグループ

パス 

String リセット対象となったビューアイテムグループへのパス 

リセットアイテム String リセット対象となったメインペインアイテム ID 

メインペインアイテム指定でのリセットの場合のみセットされます。 

 

表 5.2-57 メインペイン定義反映イベントクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

メインペイン定義反映グ

ループパス 

String 定義反映の対象となったビューアイテムグループへのパス 

 

表 5.2-58 共通アクション結果クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

アクション ID String アクション ID 

成功フラグ Number アクション起動が成功したかを表すフラグ 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String アクションの出力メッセージ 

出力ファイル名 String アクションの出力ファイル名 

 

 
  



5.2 リファレンス Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

5-150 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-150 

5.2.2.2 メール受信連携サブシステム 

表 5.2-59 イベントクラス一覧 

項番 クラス名 UUID 

1 メールメッセージ {311BB267-00FC-49EC-91C0-3867FB455CD6} 

2 添付ファイル情報 {A09FE225-A8A1-43B0-B885-7D6512A49C00} 

3 HTML ファイル情報 {39C509CD-7EB4-4359-8684-ECBFFB510755} 

4 挿入ファイル情報 {B8998150-9A3F-4CCC-8DD1-037E2F36EEFD} 

5 メールロウデータ出力結果メッセージ {97EE22C2-0508-43DC-BA7A-7141F6F797C3} 

 

 

表 5.2-60 メールメッセージクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String "アダプタ(Mail-Receive)" 

管理対象領域名 String SEN コンフィグレータにより設定したドメイン名 

メッセージ区分 String "N" 

メッセージ識別 No String 0 固定 

発生元ノード ID String メール受信元メールサーバーホスト名または IP アドレス 

発生元 APPL 名 String メールヘッダーの「X-Mailer」 

メッセージ種別 String メッセージの種別 

"I"固定 

発生日時 String メールヘッダーの「Date」 

メッセージ ID String “!ENX154” 

メッセージテキスト String "メールメッセージを受信しました。" 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

From: String メールメッセージヘッダー情報の送信元 

To: String メールメッセージヘッダー情報の宛先(オカレンス) 

Cc: String メールメッセージヘッダー情報のカーボンコピー(オカレンス) 

Bcc: String メールメッセージヘッダー情報のブラインドカーボンコピー(オカレンス) 

Subject: String メールメッセージヘッダー情報の件名 

Received: String メールメッセージヘッダー情報の経由サーバー名(オカレンス) 

Message-ID: String メールメッセージヘッダー情報の文書識別子 

Content-Type: String メールメッセージヘッダー情報の文書タイプ 

Sender: String メールメッセージヘッダー情報の送信者 

Organization: String メールメッセージヘッダー情報の所属組織名 

References: String メールメッセージヘッダー情報のリファレンス(オカレンス) 

X-Priority: String メールメッセージヘッダー情報のプライオリティ 

メールサイズ String メールメッセージのサイズ(Byte) 

メール本文 String メールメッセージ本文情報 

添付ファイルサイズ String 添付ファイルのサイズ 

添付ファイル格納先 String 添付ファイルの格納先 

添付ファイル数 Number 添付ファイル数 

添付ファイルリスト 添付ファイル情報 添付ファイルリスト 

HTML ファイルの合計

サイズ 

String HTML ファイルの合計サイズ 

HTML ファイルの格納

先 

String HTML ファイルの格納先 

HTML ファイル数 Number HTML ファイル数 

HTML ファイルリスト HTML ファイル情

報 

HTML ファイルリスト 

挿入ファイルの合計サ

イズ 

String 挿入ファイルの合計サイズ 

挿入ファイルの格納先 String 挿入ファイルの格納先 

挿入ファイル数 Number 挿入ファイル数 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.2 リファレンス 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-151 5-151 

引数名 型 説明 

挿入ファイルリスト 挿入ファイル情報 挿入ファイルリスト 

※ユニークキーは、UUID 文字列です。 

 

表 5.2-61 添付ファイル情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

添付ファイル名 String 添付ファイル名 

出力ファイル名 String 出力ファイル名 

添付ファイルサイズ Number 添付ファイルサイズ 

エンコード方法 String エンコード方法 

※ユニークキーは、UUID 文字列です。 

 

表 5.2-62 HTML ファイル情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

HTML ファイル名 String HTML ファイル名 

出力ファイル名 String 出力ファイル名 

HTML ファイルサイズ Number HTML ファイルサイズ 

エンコード方法 String エンコード方法 

※ユニークキーは、UUID 文字列です。 

 

表 5.2-63 挿入ファイル情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

挿入ファイル名 String 挿入ファイル名 

出力ファイル名 String 出力ファイル名 

挿入ファイルサイズ Number 挿入ファイルサイズ 

エンコード方法 String エンコード方法 

Content-ID String Content-ID 

Content-Disposition String Content-Disposition 

※ユニークキーは、UUID 文字列です。 

 

表 5.2-64 メールロウデータ出力結果メッセージの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String "アダプタ(Mail-Receive)" 

管理対象領域名 String SEN コンフィグレータにより設定したドメイン名 

メッセージ区分 String "N" 

メッセージ識別 No String 0 固定 

発生元ノード ID String メール受信元メールサーバーホスト名または IP アドレス 

発生元 APPL 名 String メールヘッダーの「X-Mailer」 

メッセージ種別 String メッセージの種別 

"I"固定 

発生日時 String メールヘッダーの「Date」 

メッセージ ID String “!ENX154” 

ッセージテキスト String "メールメッセージを受信しました。" 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

MailRawFilePath String メールロウデータファイルのパス 
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5.2.2.3 シスログ連携サブシステム 

表 5.2-65 共通イベントクラス一覧 

項番 クラス名 UUID 

1 シスログメッセージ {CF565E64-9D5A-4d4a-ADE3-4C4F98A45CA0} 

 

 

表 5.2-66 シスログメッセージクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String "アダプタ(Syslog)" 

管理対象領域名 String SEN サーバー名+” (Syslog)” 

メッセージ区分 String "N" 

メッセージ識別 No String 0 固定 

発生元ノード ID String シスログ送信元ホスト名またはＩＰアドレス 

発生元 APPL 名 String “Syslog” 

メッセージ種別 String メッセージの種別 

"I"固定 

発生日時 String シスログの受信時刻 

メッセージ ID String メッセージ ID 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

SYSLOG ファシリティ String ログの分類 

SYSLOG 重大度 String ログのレベルの重要度 

※ユニークキーは、UUID 文字列です。 
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5.2.2.4 SNMP トラップ連携サブシステム 

表 5.2-67 共通イベントクラス一覧 

項番 クラス名 UUID 

1 SNMP トラップメッセージ {6921AEC4-1935-4F8C-BA77-396C9F7D1157} 

 

 

表 5.2-68 SNMP トラップメッセージクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String "アダプタ(SNMP-Trap)" 

管理対象領域名 String SEN サーバー名+”(SNMP-Trap)” 

メッセージ区分 String "N" 

メッセージ識別 No String 0 固定 

発生元ノード ID String SNMP トラップ送信元ホスト名または IP アドレス 

発生元 APPL 名 String 「SNMP-Agent」または sjENX_Trapd 

メッセージ種別 String メッセージの種別 

"I"=通常メッセージ 

"E" =障害メッセージ 

"W" =警告メッセージ 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

メッセージ ID String メッセージ ID 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

SNMP トラップタイプ String TrapType 

coldStart、warmStart 等 

SNMP トラップ関連情

報 

String SNMP-Trap で通知される付加情報 

複数ある場合は「,」で区切って出力する。 

SNMP バージョン String 受信した SNMP-Trap のバージョン 

v1 または v2c または v3 

コミュニティ名 String SNMP バージョンが v1 または v2c の場合に設定する 

受信した SNMP-Trap のコミュニティ名 

sysUpTime String 最後に初期化されてからの経過時間 

セキュリティエンジン

ID 

String SNMP バージョンが v3 の場合に設定する 

SNMP セキュリティエンジン ID("0xHHHHHHHH…") 

セキュリティ名 String SNMP バージョンが v3 の場合に設定する 

SNMP ユーザー名 

※ユニークキーは、UUID 文字列です。 
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5.2.2.5 千手連携サブシステムのイベントクラス 

表 5.2-69 イベントクラス一覧 

項番 クラス名 UUID 

1 千手メッセージ {4F1C35BC-E001-4A7D-A896-8BD26D02C2C4} 

2 千手ノード定義 {809D6C23-EFDC-465A-8219-651C4E10012B} 

3 千手ノードステータス {1A3BA823-2242-4C7C-8360-E6CD81A07D51} 

4 千手ノードグループ定義 {F426274D-DE6F-4B46-A33C-237E84E9FCDA} 

5 千手特別監視対象外ノード ID {F025514C-AF87-408C-A2F3-B60A1F0713C2} 

6 千手実行システム定義 {9C1AF49F-FC37-4F16-9323-E6EEC30CC694} 

7 千手表示実行システム {A3BD6E09-E502-4AB0-8784-88B1F166EE31} 

8 千手フレームステータス {20425285-AFF2-408F-BA1E-1F139375A7FC} 

9 千手ドメイン情報 {372C292F-22D3-427C-AE4B-3E3BD3B6D86A } 

10 千手監視用カテゴリ {3C76182B-3715-4FB5-8F9F-E68EB016A635} 

11 千手監視項目 {AA3F970A-F0B5-4149-ADCF-1B83465A62C9} 

12 千手監視タスク {7BBE8F72-B3B8-4059-8448-F1D2E8A1B675} 

13 千手ディスカバー定義 {34D22822-D74B-4C1C-8B2F-629EC2BAA208} 

14 千手グラフ定義 {44CF7438-DD66-44D1-8EBC-405328C65B6A} 

15 千手週間スケジュール {9BF1DE35-EAF0-4349-9CBB-D65EB9C26F3B} 

16 千手営業日カレンダー {6303DC73-00FA-41C9-AD18-2FF91591733B} 

17 千手稼働日カレンダー {50276D70-77C5-440F-A5E6-4B7833F25C11} 

18 千手動作環境 {1BBF90F0-B743-4EC0-BB98-3BFC0B3B4E9C} 

19 千手トリガ {53D4175B-CE13-4CF3-B288-C59100BF490D} 

20 千手ジョブ {7E5188D3-33B1-4571-B68A-0596DE0C1435} 

21 千手システム {AD288C1C-52F6-48A9-9810-104AF29D0EA6} 

22 千手ジョブサービスグループ {44AA4362-1C83-46D0-B3A8-C852D97E2E52} 

23 千手ジョブサービスチェック項目 {962A19C1-3771-4D4D-B31F-D43EEDF1F7E5} 

24 千手運用日付 {9CD36CEC-2F7A-45BC-B8DB-B6D125489959} 

25 千手実行動作環境 {8C89E931-E772-440F-BC46-44418B447945} 

26 千手トリガステータス {35A7EEC8-F7FA-4D76-8E1C-E6B3E1D67289} 

27 千手コマンドグループ {C37E6AC1-614B-4B24-A4D7-A5144C1CBA55} 

28 千手ユーザーコマンドグループ {59429111-CD5D-4000-8893-3ACC3A41A4B8} 

29 千手ユーザーコマンドフォルダ {0F7481D6-B15D-40D4-837A-FE3F9722134C} 

30 千手パラメータ {B0C61EBD-18C4-4CD9-B256-B24B37B26C40} 

31 千手コマンド実行応答 {B7BD2735-DEBD-4AA6-9F43-3B32C6270C53} 

32 千手プロセス状態応答 {DAE8546C-4C41-44AD-BC62-E9ADAE2F696D} 

33 千手ディスク状態応答 {AFEDFD3F-D03D-46AB-9099-E7138E4DD266} 

34 千手システムジョブテンプレート {9CE87882-8685-49F2-8EF8-323997983D7E} 

35 千手ユーザージョブテンプレート {78144ACE-564C-4F12-8ED8-F22FF7CC3CE6} 

36 千手リソース {6CCE3CFF-8C7B-4138-8E84-A3B68B2D6201} 

37 千手ネット {FAFF9DE9-6EB4-4B9E-BD8C-0C52E7B5D0AF} 

38 千手フレーム {61CEFCF0-4845-47AC-A84D-96B0EE76BBB2} 

39 千手動作環境プール {FD05B781-F9E2-4E9D-9BC3-D91D195B9148} 

40 千手メッセージフィルタ {12D0DE54-7F1B-417B-BDB7-AA00BE9A4221} 

41 千手ログフィルタ {1E149CED-BD8A-457F-8D7D-9FE19A2AFC3D} 

42 千手イベントログフィルタ {21D11A4F-755F-4A56-ADB9-92D00F6735DF} 

43 千手タスクスケジュール {ED34EE3F-92B9-496F-A20D-03E689D375D7} 

44 千手ジョブレポート {CE38254C-5C1A-44DA-8003-7AE68C148BFE} 

45 千手ジョブレポート統計情報条件 {E6BA4753-BA04-4DA1-8738-F84CE37580CC} 

46 千手サービス構成応答情報 {F78530D9-0710-4F1A-8531-E5B3CEB79FB7 } 

47 千手ジョブ稼働履歴取得結果 {3050F3D7-65A0-4A9D-B1FE-6B7A37D446A2} 

48 千手ジョブ経路取得結果 {2E126414-CCD8-4130-A616-5DCF90CA0908} 

49 千手ソフトウェア/パッチ構成応答情

報 {E4B46948-1871-4F26-BD0C-7562CA2912AA} 

50 千手ディスク構成応答情報 {BF079832-250D-4054-B8C8-0CE39987BEC6} 

51 千手ネットワーク構成応答情報 {B3994945-0111-4E76-A7C5-98C211CF59F5} 

52 千手パッチ構成応答情報 {CD6CDC83-BF0C-4F61-9392-4CA0F57B0795} 

53 千手ホスト構成応答情報 {CE5E427C-8DC2-4AB8-B6FC-72CD53D2DDBFD} 

54 千手基本構成応答情報 {D819BEFB-013E-438A-A5F7-833EAFB28788} 

55 千手構成応答情報 {DCB7C7EF-ADC9-486A-B0F2-60E6CDE149B7} 
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項番 クラス名 UUID 

56 千手文字列リスト応答 {F2E2E166-CDDF-4763-9731-87827F0CB51F} 

57 メール送信メッセージ {D4919D75-8535-4CA7-A4F6-696201368B60} 

58 電話呼出メッセージ {9821866B-B404-4220-81A4-A5A9A1DFD660} 

59 電話応答 {310D2B16-F705-46E7-A23E-D79700D7294A} 

60 ランブック実行リクエスト {15A64FFE-DE53-45B8-8925-C6E03A33E498} 

61 コマンド実行リクエスト {F5CBDA5F-8DC9-4CFF-8E36-A2ED32BB7733} 

62 ジョブ一時停止リクエスト {27E02859-63B8-41DD-A88C-08BAD2A79D4E} 

63 ジョブスキップリクエスト {B723D7AC-3616-4B89-A8EA-AA340726CB7B} 

64 ジョブ起動時刻変更リクエスト {399C2C68-87CB-41A4-B938-2851CF607863} 

65 千手分岐条件一覧 {0928A8B1-636C-4B0F-B692-8F580398CE4D} 

66 千手分岐条件項目 {6CDD254F-83CB-4938-9F54-BC234D094951} 

 

表 5.2-70 千手メッセージクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String アダプタ(千手) 

管理対象領域名 String SEN コンフィグレータにより設定したドメイン名 

メッセージ区分 String メッセージ区分 

"N"=千手メッセージ 

"S"=内部イベント 

メッセージ識別 No Number メッセージのシーケンス番号(ユニークキー) 

メッセージ ID String メッセージ ID 

メッセージ種別 String 千手メッセージレベル 

"I" =通常メッセージ 

"E" =障害メッセージ 

"R" =応答メッセージ 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

発生元ノード ID String イベント発生元ノード ID 

発生元 APPL 名 String イベント発生元プロセス名 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

ノード名 String 着信時点のイベント発生元ノード名 

メッセージ文字色 Number 表示する際の文字色 

メッセージ背景色 Number 表示する際の背景色 

警報装置設定 Number 警報装置の鳴動設定 

メッセージガイド String メッセージのガイド 

対応種別 String 千手メッセージアクションの対応種別 

マネージャ到着日時 String 千 手 マ ネ ー ジ ャ に 到 着 し た 日 時 ("YYYY-MM-DD 

HH:MM:SS") 

マネージャアクション String 千手メッセージアクションのアクション 

ルール ID String 千手メッセージアクションのルール ID 

ノート String 千手メッセージアクションの出力メッセージ 

 

表 5.2-71 千手ノード定義クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ノード ID String 監視対象エージェントのノード ID(ユニークキー) 

ノード名 String 監視対象エージェントのノード名 

ロングホスト名 String 監視対象エージェントのロングホスト名 

OS Number OS 種別 

モニタリング Number ノードのモニタリング設定 

 

    true: 監視対象 

    false: 監視対象外 

    true: 監視対象 

    false: 監視対象外 

パッケージ Number ノードのパッケージ設定 

ジョブスケジュール Number ノードのジョブスケジュール設定 

帳票管理 Number ノードの帳票管理設定 
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引数名 型 説明 

コンフィグレ－ション Number ノードのコンフィグレーション設定 

ランブックオートメーション Number ノードのランブックオートメーション設定 

ノードグループ ID String ノードグループの ID。(オカレンス) 

監視時間帯営業日カレンダー名 String 監視時間帯 営業日カレンダー名 

監視時間帯週間スケジュール名 String 監視時間帯 週間スケジュール名 

自動運転 Number 

自動運転 

1:自動運転する 

0:自動運転しない 

自動運転営業日カレンダー名 String 自動運転 営業日カレンダー名 

自動運転週間スケジュール名 String 自動運転 週間スケジュール名 

自動運転電源制御装置 String 自動運転 電源制御装置 

千手マネージャノード名 String 千手マネージャノード名 

千手コンソール名 String 千手コンソール名 

リソース監視検査間隔 Number リソース監視 検査間隔 [分] 

オラクル監視検査間隔 Number オラクル監視 検査間隔 [秒] 

ディスク監視検査間隔 Number ディスク監視 検査間隔 [秒] 

ログ監視検査間隔 Number ログ監視 検査間隔 [秒] 

CPU 使用率しきい値 Number リソース監視 CPU 使用率しきい値 [%] 

CPU 使用率警告しきい値 Number リソース監視 CPU 使用率警告しきい値 [%] 

稼働プロセス数しきい値 Number リソース監視 稼働プロセス数しきい値 [個] 

稼働プロセス数警告しきい値 Number リソース監視 稼働プロセス数警告しきい値 [個] 

仮想メモリ使用率しきい値 Number リソース監視 仮想メモリ使用率しきい値 [%] 

仮想メモリ使用率警告しきい値 Number リソース監視 仮想メモリ使用率警告しきい値 [%] 

イベントログ監視検査間隔 Number イベントログ監視 検査間隔 [秒] 

監視対象イベントログリスト Object 

監視対象イベントログリスト(オカレンス) 

千手文字列ペアのリスト 

イベントログアカウント String イベントログアカウント 

イベントログパスワード String イベントログパスワード 

監視対象ログファイルリスト Object 

監視対象ログファイルリスト(オカレンス) 

千手文字列ペアのリスト 

監視対象ユーザー起動プロセスリスト String 監視対象ユーザー起動プロセスリスト(オカレンス) 

監視対象ディスクリスト Object 千手ディスク監視項目のリスト(オカレンス) 

監視対象千手起動プロセスリスト Object 千手起動プロセス監視項目のリスト (オカレンス) 

監視対象オラクルテーブルスペースリスト Object 千手オラクル監視項目のリスト(オカレンス) 

ディスカバーフラグ Number ディスカバーフラグ 

SNMP トラップ受信フラグ Number SNMP トラップ受信フラグ 

Ping 監視フラグ Number Ping 監視フラグ 

Ping 監視間隔 Number Ping 監視間隔 

Ping パケットサイズ Number Ping パケットサイズ 

Ping リトライ数 Number Ping リトライ数 

Ping タイムアウト Number Ping タイムアウト 

Ping 正常時アクション Object 千手監視用アクションのリスト(オカレンス) 

Ping 異常時アクション Object 千手監視用アクションのリスト(オカレンス) 

リモート KVM String リモート KVM 

リモート KVM アカウント String リモート KVM アカウント 

リモート KVM パスワード String リモート KVM パスワード 

リモート KVM ターゲットデバイス名 String リモート KVM ターゲットデバイス名 

モート KVM ターゲットホスト名 String モート KVM ターゲットホスト名 

リモート KVM サーバーアドレス String リモート KVM 認証サーバーアドレス 
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引数名 型 説明 

リモート KVM サーバーポート番号 String リモート KVM サーバーポート番号 

プローブノード ID String プローブノード ID 

WMI アカウント String WMI アカウント 

WMI パスワード String WMI パスワード 

SNMP バージョン String SNMP バージョン 

SNMP リトライ数 Number SNMP リトライ数 

SNMP タイムアウト Number SNMP タイムアウト 

SNMP コミュニティ名 String SNMP コミュニティ名 

ログ監視接続方式 String ログ監視接続方式 

TELNET アカウント String TELNET アカウント 

TELNET パスワード String TELNET パスワード 

TELNET ポート番号 String TELNET ポート番号 

SSH アカウント String SSH アカウント 

SSH パスワード String SSH パスワード 

SSH ポート番号 String SSH ポート番号 

SSH バージョン String SSH バージョン 

SSH 認証方式 String SSH 認証方式 

SSH パスフレーズ String SSH パスフレーズ 

SSH 秘密鍵ファイル String SSH 秘密鍵ファイル 

文字コード String 文字コード 

仮想サーバーホスト種別 String 仮想サーバーホスト種別 

仮想サーバーホスト名 String 仮想サーバーホスト名 

仮想サーバー名 String 仮想サーバー名 

仮想サーバーアカウント String 仮想サーバーアカウント 

仮想サーバーパスワード String 仮想サーバーパスワード 

プローブノード ID デフォルト値 String プローブノード ID デフォルト値 

WMI アカウントデフォルト値 String WMI アカウントデフォルト値 

WMI アカウントパスワードデフォルト値 String WMI アカウントパスワードデフォルト値 

SNMP バージョンデフォルト値 String SNMP バージョンデフォルト値 

SNMP リトライ数デフォルト値 Number SNMP リトライ数デフォルト値 

SNMP タイムアウトデフォルト値 Number SNMP タイムアウトデフォルト値 

SNMP コミュニティ名デフォルト値 String SNMP コミュニティ名デフォルト値 

ログ監視接続方式デフォルト値 String ログ監視接続方式デフォルト値 

TELNET アカウントデフォルト値 String TELNET アカウントデフォルト値 

TELNET パスワードデフォルト値 String TELNET パスワードデフォルト値 

TELNET ポート番号デフォルト値 String TELNET ポート番号デフォルト値 

SSH アカウントデフォルト値 String SSH アカウントデフォルト値 

SSH パスワードデフォルト値 String SSH パスワードデフォルト値 

SSH ポート番号デフォルト値 String SSH ポート番号デフォルト値 

SSH バージョンデフォルト値 String SSH バージョンデフォルト値 

SSH 認証方式デフォルト値 String SSH 認証方式デフォルト値 

SSH パスフレーズデフォルト値 String SSH パスフレーズデフォルト値 

SSH 秘密鍵ファイルデフォルト値 String SSH 秘密鍵ファイルデフォルト値 

文字コードデフォルト値 String 文字コードデフォルト値 

センサーのシステム情報取得方法 Number 

センサーのシステム情報の取得方法 

1: WMI 

2: SNMP 

ディスク監視取得方法 Number ディスク監視取得方法 
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引数名 型 説明 

プロセス監視取得方法 Number プロセス監視取得方法 

IP アドレス String IP アドレス 

エージェント情報 Object 

エージェント情報(オカレンス) 

千手文字列ペアのリスト 

 

表 5.2-72 千手ノードステータスクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ノード ID String 監視対象エージェントノード ID（ユニークキー） 

監視状態 Number 監視状態 

    1=監視対象 

    0=監視対象外 

稼働状態 Number 稼働状態 

    1=稼働中 

    0=停止中 

特別監視対象外状態 Number 特別監視対象外状態 

    1=特別監視対象外 

    0=監視対象 

CPU 使用率 Number リソース監視 CPU 使用率(%) 

CPU 使用率しきい値 Number リソース監視 CPU しきい値 

CPU 使用率警告しきい値 Number リソース監視 CPU 警告しきい値 

CPU 状態 Number リソース監視 CPU 状態 

    1=正常 

0=異常 

仮想メモリ使用量 Number リソース監視 仮想メモリ使用量 

仮想メモリ全体 Number リソース監視 仮想メモリ全体 

仮想メモリしきい値 Number リソース監視 仮想メモリしきい値 

仮想メモリ警告しきい値 Number リソース監視 仮想メモリ警告しきい値 

仮想メモリ状態 Number リソース監視 仮想メモリ状態 

    1=正常 

0=異常 

稼働中監視プロセス数 Number プロセス監視 仮想メモリ状態 

正常停止監視プロセス数 Number プロセス監視 正常停止監視プロセス数 

警告停止監視プロセス数 Number プロセス監視 警告停止監視プロセス数 

異常停止監視プロセス数 Number プロセス監視 異常停止監視プロセス数 

プロセス状態 Number プロセス監視 プロセス状態 

    1=正常 

0=異常 

稼働プロセス数 Number リソース監視 稼働プロセス数 

稼働プロセス数しきい値 Number リソース監視 稼働プロセス数しきい値 [個] 

稼働プロセス数警告しきい値 Number リソース監視 稼働プロセス数警告しきい値 [個] 

稼働プロセス状態 Number リソース監視 稼働プロセス状態 

    1=正常 

0=異常 

正常ディスク数 Number ディスク監視 正常ディスク数 

警告ディスク数 Number ディスク監視 警告ディスク数 

異常ディスク数 Number ディスク監視 異常ディスク数 

ディスク状態 Number ディスク監視 ディスク状態 

正常オラクル数 Number オラクル監視 正常オラクル数 

異常オラクル数 Number オラクル監視 異常オラクル数 

正常ユーザー項目数 Number 正常ユーザー項目数 

警告ユーザー項目数 Number 警告ユーザー項目数 
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引数名 型 説明 

異常ユーザー項目数 Number 異常ユーザー項目数 

Ping 応答確認 Number Ping 応答確認。 

テーブルスペースステータスリスト Object 千手オラクル監視ステータスのリスト(オカレンス) 

ユーザー監視項目ステータスリスト Object 千手ユーザー項目監視ステータスのリスト(オカレンス) 

監視用カテゴリの状態 Object 千手監視用カテゴリ状態のリスト(オカレンス) 

 

表 5.2-73 千手ノードグループ定義クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ノードグループ ID String ノードグループ ID（ユニークキー） 

ノードグループ名 String ノードグループ名 

ノードグループタイプ String ノードグループタイプ 

説明 String 説明 

 

表 5.2-74 千手特別監視対象外ノード ID クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ノード ID String 特別監視対象外ノード ID 

開始日時 String 開始日時 

終了日時 String 終了日時 

 

表 5.2-75 千手実行システム定義クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

運用日付 String 運用日付（ユニークキー） 

実行システム名 String 実行システム名（ユニークキー） 

実行システム項目 Object 実行システム項目のリスト(オカレンス) 

※ユニークキーは、運用日付と実行システム名の連結キーです。 

 

表 5.2-76 実行システム項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

フレーム名 String フレーム名 

起動時刻 String 起動時刻 

起動日付 String 起動日付 

スキップ指定 Number スキップ指定 

一時停止指定 Number 一時停止指定 

所要時間 String 所要時間 

正常時コマンド String 正常時コマンド 

異常時コマンド String 異常時コマンド 
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表 5.2-77 千手表示実行システムクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

運用日付 String 運用日付（ユニークキー） 

実行システム名 String 実行システム名（ユニークキー） 

状態 Number 実行システム状態（表 5.2-79 参照） 

状態文字列 String 状態文字列（表 5.2-79 参照） 

日付変更日時 String 日付変更日時 

投入日時 String 投入日時 

説明 String 説明 

※ユニークキーは、運用日付と実行システム名の連結キーです。 

 

表 5.2-78 千手フレームステータスクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

運用日付 String フレーム運用日付（ユニークキー） 

フレーム名 String フレーム名（ユニークキー） 

スキップ状態 Number スキップ状態 

一時停止状態 Number 一時停止状態 

状態 Number フレーム状態（表 5.2-79 参照） 

状態文字列 String 状態文字列（表 5.2-79 参照） 

モード Number モード 

全ジョブ数 Number 全ジョブ数 

終了ジョブ数 Number 終了ジョブ数 

開始予定日時 String 開始予定日時 

所要時間 String 所要時間 

開始日時 String 開始日時 

終了日時 String 終了日時 

正常時コマンド String 正常時コマンド 

異常時コマンド String 異常時コマンド 

※ユニークキーは、運用日付とフレーム名の連結キーです。 

表 5.2-79 実行システムおよびフレームステータスの状態と状態文字列値一覧 

状態 状態文字列 

78 未投入 

87 待機中 

119 起動待ち 

82 稼働中 

69 正常終了 

65 異常終了 

97 異常あり 

88 停止中 

115 スキップ待ち 
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状態 状態文字列 

83 スキップ終了 

104 一時停止待ち 

72 一時停止 

 

 

表 5.2-80 千手ドメイン情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

データ区分 Number 0=ドメイン時刻 

1=ドメインバージョン 

2=PxySvr バージョン 

3=OS 種類 

データ値 String ドメイン時刻:"YYYY-MM-DD HH:MM:SS" 

ドメインバージョン:"X.X.X" 

PxySvr バージョン:"X.X.X" 

OS 種類:”WinNT”,”UNIX” 

※ユニークキーは、文字列"千手ドメイン時刻"、"千手ドメインバージョン"、"千手プロキシーサーバーバージョン"、"千手マ

ネージャ OS"です。 

表 5.2-81 千手監視用カテゴリ状態クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

カテゴリ ID Number カテゴリ ID 

正常数 Number 正常数 

警告数 Number 警告数 

異常数 Number 異常数 

 

表 5.2-82 千手オラクル監視ステータスクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

テーブルスペース

名 String 

テーブルスペース名 

使用率 Number 使用率 [%] 

しきい値 Number しきい値 [%] 

状態 Number 

状態 

1: 正常 

0: 異常 

 

表 5.2-83 千手ユーザー項目監視ステータスクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ユーザー監視項目

名 String 

ユーザー監視項目名 

値 String 値 

状態 Number 

状態 

1: 正常 

0: 異常 
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表 5.2-84 千手文字列ペアクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

キー String キー 

値 String 値 

 

表 5.2-85 千手ディスク監視項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ユーザー監視項目

名 String 

ファイルシステム名 

使用率の上限値 Number 使用率の上限値 [%] 

 

表 5.2-86 千手起動プロセス監視項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

プロセス名 String プロセス名 

実行ユーザー名 String 実行ユーザー名 

最大再起動回数 Number 最大再起動回数 

起動シーケンス String 起動シーケンス 

 

表 5.2-87 千手オラクル監視項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

テーブルスペース

名 String テーブルスペース名 

しきい値 Number しきい値 

パスワード String パスワード 

SID String SID 

 

表 5.2-88 千手監視用カテゴリクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

カテゴリ ID Number ID 

親カテゴリ ID Number 親カテゴリ ID 

カテゴリ名 String カテゴリ名 

千手カテゴリフラグ Number 

千手カテゴリフラグ 

0: カスタムカテゴリ 

1: 千手カテゴリ 

説明 String 説明 

 

表 5.2-89 千手監視用アクション情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

アクション ID Number アクション ID 

有効フラグ Number 

有効フラグ 

0: 有効 

1: 無効 

アクション用パラメ

ータ String 

アクション用パラメータ 
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表 5.2-90 千手監視用パラメータクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

パラメータ名 String パラメータ名 

オプション String オプション 

値 String 値 

一覧表示コマンド Number 一覧表示コマンド 

パラメータの属性 Number パラメータの属性(オカレンス) 

 

表 5.2-91 千手監視詳細設定情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

正常時アクション Object 千手監視用アクションのリスト(オカレンス) 

警告時アクション Object 千手監視用アクションのリスト(オカレンス) 

異常時アクション Object 千手監視用アクションのリスト(オカレンス) 

履歴データ保存期

間 Number 履歴データ保存期間 

履歴データサマリ

方法 Number 履歴データサマリ方法(オカレンス) 

 

表 5.2-92 千手監視項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

監視項目 ID Number 監視項目 ID（ユニークキー） 

監視項目名 String 監視項目名 

千手カテゴリフラグ Number 千手カテゴリフラグ 

カテゴリ ID Number カテゴリ ID 

エクステンション ID Number エクステンション ID 

監視項目種別 Number 監視項目種別 

監視項目の特殊型番

号 Number 

監視項目の特殊型番号 

利用可能情報 String 利用可能情報 

説明 String 説明 

計算式 ID Number 計算式 ID 

計算結果の型 ID Number 計算結果の型 ID 

計算結果の比較方法
ID Number 

計算結果の比較方法 ID 

しきい値 String しきい値(デフォルト値) 

警告しきい値 String 警告しきい値(デフォルト値) 

条件 ID Number 条件 ID(デフォルト値) 

単位 String 単位 

計算式の変数 String 計算式の変数(オカレンス) 

コマンド名 String コマンド名 

パラメータ Object 千手監視用パラメータのリスト(オカレンス) 

監視種別用特殊パラ

メータ String 

監視種別用特殊パラメータ(オカレンス) 

検査間隔 Number 検査間隔(デフォルト値) 

監視詳細設定情報 Object 千手監視詳細設定情報(デフォルト値) 
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表 5.2-93 千手監視タスククラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

監視タスク ID Number 監視タスク ID（ユニークキー） 

監視タスク名 String 監視タスク名 

監視項目名 String 監視項目名 

千手カテゴリフラグ Number 

千手カテゴリフラグ 

1=千手カテゴリ、0=カスタムカテゴリ 

カテゴリ ID Number カテゴリ ID 

エクステンション ID Number エクステンション ID 

監視タスク種別 Number 

監視タスク種別 

０=コマンド、1=WMI、2=SNMP、3=ICMP 

監視タスクの特殊型

番号 Number 

監視タスクの特殊型番号 

利用可能情報 String 

利用可能情報 

2^0=Windows, 2^1=UNIX, 2^2=センサー 

監視項目の説明 String 監視項目の説明 

監視対象ノード ID Number 監視対象ノード ID 

プローブノード種別 Number 

プローブノード種別 

0=監視対象ノードのデフォルトプローブノード ID(監視

対象ノードが千手エージェントならばこれはプローブノ

ード ID と監視対象ノード ID が一致する)と同じ。1=プ

ローブノード ID を指定。 

プローブノード ID String プローブノード ID 

計算式 ID Number 計算式 ID 

計算結果の型 ID Number 

計算結果の型 ID 

D/S/F/S。 

計算結果の比較方法
ID Number 

計算結果の比較方法 ID 

1～5 の整数。省略不可。 

しきい値 String しきい値 

警告しきい値 String 警告しきい値 

条件 ID Number 

条件 ID 

1～7 の整数。 

単位 String 単位 

計算式の変数 String 計算式の変数(オカレンス) 

コマンド名 String コマンド名 

パラメータ Object 千手監視用パラメータのリスト(オカレンス) 

監視種別用特殊パラ

メータ String 監視種別用特殊パラメータ(オカレンス) 

コマンドシーケンス String コマンドシーケンス 

旧エージェント／カス

タム監視タスク用コマ

ンドシーケンス String 旧エージェント／カスタム監視タスク用コマンドシーケンス 

検査間隔 Number 検査間隔 

監視詳細設定情報 Object 千手監視詳細設定情報 

タスクスケジュール名 String タスクスケジュール名 

タスクスケジュールパ

ラメータ Objec タスクスケジュールパラメータ 

監視動作 Number 

監視動作 

1: 監視中 

2: 停止中 

3: 一時停止中 

11: 監視依頼中 

12: 一時停止依頼中 

13: 削除依頼中 
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表 5.2-94 千手監視タスクスケジュールクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

スケジュール番号 Number スケジュール番号 

判別種別 Number 判別種別 

しきい値 String しきい値 

警告しきい値 String 警告しきい値 

条件 ID Number 条件 ID 

検査間隔 Number 検査間隔 

 

表 5.2-95 千手ディスカバー除外アドレスクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

開始 IP アドレス String 開始 IP アドレス 

終了 IP アドレス String 終了 IP アドレス 

 

表 5.2-96 千手ディスカバー用例外コミュニティ名クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

開始 IP アドレス String 開始 IP アドレス 

終了 IP アドレス String 終了 IP アドレス 

コミュニティ名 String コミュニティ名 

 

表 5.2-97 千手ディスカバー用ノードアドレス情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ノード ID String ノード ID 

IP アドレス String IP アドレス 

 

表 5.2-98 千手ディスカバー定義クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ディスカバーID Number ディスカバーID 

ディスカバー名 String ディスカバー名（ユニークキー） 

コレクタノード ID String コレクタノード ID 

検査間隔 Number 検査間隔 

リトライ回数 Number リトライ回数 

タイムアウト Number タイムアウト 

開始 IP アドレス String 開始 IP アドレス 

終了 IP アドレス String 終了 IP アドレス 

サブネットマスク String サブネットマスク 

SNMP バージョン String 

SNMP バージョン 

“1”=SNMPv1、”2c”=SNMPv2c 

SNMP コミュニティ

名 String 

SNMP コミュニティ名 

追加のコミュニティ

名情報 Object 

千手ディスカバー用補助コミュニティ名のリスト(オカレ

ンス) 

除外 IP アドレス Object 千手ディスカバー除外アドレスのリスト(オカレンス) 

例外コミュニティ名

情報 Object 例外コミュニティ名情報。 

ノードアドレス情報 Object 

千手ディスカバー用ノードアドレス情報のリスト(オカレ

ンス) 

ディスカバー状態 Number ディスカバー状態 
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引数名 型 説明 

1: 監視中 

2: 停止中 

3: 一時停止中 

11: 監視依頼中 

12: 一時停止依頼中 

13: 削除依頼中 

説明 String 説明 

GUI の表示情報 String GUI の表示情報 

 

表 5.2-99 千手グラフの監視タスクの円グラフ情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ラベル名 String ラベル名 

表示フラグ Number 

表示フラグ 

0=その他にいれる、1=表示する。 

下限 String 

下限 

検査は監視対象の結果の型に依存。計算結果の型

が文字列以外ならば省略不可。 

下限制約 Number 

下限制約 

1=以上、6=より大きい、4=等しい、3=異なる。省略

不可。計算結果の型が文字列以外ならば省略不

可。 

上限 String 

上限 

検査は監視対象の結果の型に依存。下限制約に依

存。 

上限制約 Number 

上限制約 

 5=より小さい、2=以下。下限制約に依存。 

文字列の値 String 文字列の値 

色 String 

色 

 RRGGBB 形式。省略不可。”0x”はつけない。 

スタイル String 拡張用 

 

表 5.2-100 千手グラフの監視タスククラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

監視タスク ID Number 

監視タスク ID 

存在している監視タスク ID。 

サマリ方法 Number 

サマリ方法 

0=平均値、1=最小値、2=最大値、3=合計値、4=最

新値。 

X 軸方向の期間変

更フラグ Number 

X 軸方向の期間変更フラグ 

 0=変更無し、1=相対、2=絶対 

X 軸方向の期間変

更の値 String 

X 軸方向の期間変更の値 

データ解析用パラ

メータ String 

データ解析用パラメータ 

グラフ種別 Number 

グラフ種別 

1=折れ線グラフ、2=棒グラフ、3=積上げ折れ線グラ

フ、4=積み上げ棒グラフ、5=円グラフ 

色 String 

色 

RRGGBB 形式。円グラフ以外で有効。省略可

能。”0x”はつけない。 

スタイル String 拡張用 

軸番号 Number 

軸番号 

1=左、2=右。円グラフ以外で有効。 

軸範囲固定フラグ Number 

軸範囲固定フラグ 

 0=固定無し、1=固定 

Y 軸固定時の下限 Number Y 軸固定時の下限 
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引数名 型 説明 

Y 軸固定時の上限 Number Y 軸固定時の上限 

項目名の表示項目

のフラグ Number 

項目名の表示項目のフラグ 

 0bit 目=監視対象名 

 1bit 目=監視タスク名 

 2bit 目=監視対象ノード名 

 3bit 目=サマリ方法 

フィルタ設定 String フィルタ設定。 

円グラフ情報 Object 

千手グラフの監視タスクの円グラフ情報のリスト(オカレ

ンス) 

1 個以上、5 個以下。円グラフのとき有効。 

 

表 5.2-101 千手グラフ定義クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

グラフ ID Number グラフ ID 

グラフ名 String グラフ名（ユニークキー） 

X 軸種別 Number 

X 軸種別 

 0=時系列、1=監視対象 

表示単位 Number 

表示単位 

1=日単位、2=週単位、3=月単位。 

データ表示対象の

範囲種別 Number 

データ表示対象の範囲種別 

 0=まで、1=から 

表示対象 Number 

表示対象 

0=時間指定、１=this(今日/今週/今月)、2=last(昨日/

先週/先月)。 

表示開始年 String 

表示開始年 

YYYYMMDDHHMMSS 形式。 

期間 Number 

期間 

 単位：日間/週間/ヶ月 

使用するサマリテ

ーブル Number 

使用するサマリテーブル 

1=5 分、2=1 時間、3=1 日。 

公開 WEB ユーザ

ー名 String 公開 WEB ユーザー名(オカレンス) 

グラフに用いる監

視タスクリスト Object 千手グラフの監視タスクのリスト(オカレンス) 

組み合わせタイプ Number 

組み合わせタイプ 

1=できるかぎり合成する、2=監視タスクごとに合成

する、3=監視対象ごとに合成する。 

説明 String 説明 

 

表 5.2-102 千手監視対象状態取得結果情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

監視タスク ID Number 監視タスク ID 

サマリ方法 Number 

サマリ方法 

0=平均値、1=最小値、2=最大値、3=合計値、4=最

新値 

監視対象名 String 監視対象名 

結果 String 結果 

状態 Number 状態 

取得日付 Number 取得日付 

カテゴリ ID Number カテゴリ ID 

エクステンション ID Number エクステンション ID 
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表 5.2-103 千手監視対象状態取得結果クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

接続フラグ Number 接続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

監視対象の一覧 Object 千手監視対象状態取得結果情報のリスト(オカレンス) 

 

表 5.2-104 千手ディスカバー結果のインターフェース情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

インターフェース番

号 Number 

インターフェース番号 

IP アドレス String IP アドレス 

サブネットマスク String サブネットマスク 

説明 String 説明 

インターフェースタ

イプ Number 

インターフェースタイプ 

MTU Number MTU 

速度 Number 速度 

物理アドレス String 物理アドレス 

設定状態 Number 

設定状態 

1: up 

2: down 
3: testing 

現在の状態 Number 

現在の状態 

1: up 
2: down 

3: testing 

取得日付 Number 

取得日付 

YYYY/MM/DD HH:MM:SS 形式 

 

表 5.2-105 千手ディスカバー結果情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ホスト名 String ホスト名 

ノード種別 Number ノード種別 

IP アドレス String IP アドレス 

ベンダーID Number ベンダーID 

ベンダー名 String ベンダー名 

システムの説明 String システムの説明 

ルータ種別 Number ルータ種別 

取得日付 Number 

取得日付 

 YYYY/MM/DD HH:MM:SS 形式 

SNMP ステータス Number SNMP ステータス 

インターフェース情

報 Object 

千手ディスカバー結果のインターフェース情報のリスト

(オカレンス) 

 

表 5.2-106 千手ディスカバー結果クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ディスカバーID Number ディスカバーID 

ディスカバー結果 Object 千手ディスカバー結果情報(オカレンス) 
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表 5.2-107 千手週間スケジュールクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

週間スケジュール

名 String 週間スケジュール名（ユニークキー） 

稼働時間帯 String 稼働時間帯 

説明 String 説明 

 

表 5.2-108 千手年カレンダークラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

年 Number 年 

月別稼働日リスト String 月別稼働日リスト(オカレンス) 

 

表 5.2-109 千手営業日カレンダークラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

営業日カレンダー

名 String 営業日カレンダー名（ユニークキー） 

年別稼働日リスト Object 千手年カレンダーのリスト(オカレンス) 

説明 String 説明 

 

表 5.2-110 千手稼働日カレンダー稼働条件クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

稼働条件インデック

ス Number 

稼働条件インデックス 

1 から始まる連続番号 

種類 Number 

種類 

0: 稼働条件/営業日で指定 

1: 稼働条件/日付で指定 

2: 稼働条件/曜日で指定 

3: 稼働条件/直接日付で指定 

10: 非稼働条件/営業日で指定 

11: 非稼働条件/日付で指定 

12: 非稼働条件/曜日で指定 

13: 非稼働条件/直接日付で指定 

パラメータ 1 Number 

パラメータ 1 

種類 = 0、10: 営業日で指定 の場合 

 1～31 月初から数えた営業日 

 -1～-31 月末から数えた営業日 

種類= 1、11: 日付で指定 の場合 

 1～31 月の日付 

種類= 2、12: 曜日で指定 の場合 

 週をビットパターンで指定 

 bit0: 最終週 

 bit1: 第 1 週 

 bit2: 第 2 週 

 bit3: 第 3 週 

 bit4: 第 4 週 

 bit5: 第 5 週 

種類= 3、13: 直接日付で指定 の場合 

 月（1～12） 

パラメータ 2 Number 

パラメータ 2 

種類= 0、10: 営業日で指定 の場合 
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引数名 型 説明 

 予約 

種類= 1、11: 日付で指定 の場合 

 予約 

種類= 2、12: 曜日で指定 の場合 

 曜日をビットパターンで指定 

 bit0: 日曜 

 bit1: 月曜 

 bit2: 火曜 

bit3: 水曜 

bit4: 木曜 

bit5: 金曜 

bit6: 土曜 

種類= 3、13: 直接日付で指定 の場合 

日（1～31） 

非営業日の場合の

振替日 Number 

非営業日の場合の振替日 

 0: 当日 

 1: 指定日前の営業日 

 2: 指定日後の営業日 

 3: 休止 

非営業日の場合の

振替営業日数 Number 

非営業日の場合の振替営業日数 

 非営業日の場合の振替日=1: 指定日前の営業日の

場合 

  N 営業日前(1～31) 

 非営業日の場合の振替日=1: 指定日前の営業日の

場合 

  N 営業日後(1～31) 

 

表 5.2-111 千手稼働日カレンダークラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

稼働日カレンダー

名 String 稼働日カレンダー名（ユニークキー） 

営業日カレンダー

名 String 営業日カレンダー名 

稼働条件リスト Object 千手稼働日カレンダー稼働条件のリスト(オカレンス) 

年別稼働日リスト Object 千手年カレンダーのリスト(オカレンス) 

説明 String 説明 

 

表 5.2-112 千手動作環境クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

動作環境名 String 動作環境名（ユニークキー） 

ノード／ノードグル

ープ ID String ノード／ノードグループ ID 

実行ユーザー名 String 実行ユーザー名 

同時稼働ジョブ数 Number 同時稼働ジョブ数 

環境変数リスト Object 千手文字列ペアのリスト(オカレンス) 

説明 String 説明 

 

表 5.2-113 千手トリガクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

トリガ名 String トリガ名（ユニークキー） 

トリガ種類 Number 

トリガ種類 

0: イベント待ちトリガ 
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引数名 型 説明 

1: ファイル待ちトリガ(最初からファイルがあったら即

監視終了) 

3: ファイル待ちトリガ(最初からファイルがあった場合

未監視、削除されたら監視開始、ファイルが再作成

されたら監視終了)。 

5: ファイル待ちトリガ(ファイルが完成していれば監

視終了) 

7: ファイル待ちトリガ(最初からファイルがあった場合

未監視、削除されたら監視開始、ファイルが再作成

後完成したら監視終了)。 

8: 終了待ち(フレームが正常(スキップ)終了した場

合に設定) 

ファイル待ちトリガノ

ード ID String ファイル待ちトリガノード ID 

ファイル待ちトリガ

ファイル名 String ファイル待ちトリガファイル名 

終了待ちトリガフレ

ーム名 String 

終了待ちトリガフレーム名 

 運用日付.フレーム[.ネット[.ジョブ]] 形式 

 運用日付 0～9 の範囲 

  0：当日 

  1～9：xx 日前 

説明 String 説明 

変更予約フラグ Number 

変更予約フラグ設定 

1：変更予約設定あり 

0：変更予約設定なし 

予約定義有効日 String 予約定義有効日 

予約のトリガ種類 Number 予約のトリガ種類 

予約ファイル待ちト

リガファイル名 String 予約ファイル待ちトリガファイル名 

正規表現使用フラ

グ Number 正規表現使用フラグ 

 

表 5.2-114 千手ジョブクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ジョブ名 String ジョブ名（ユニークキー） 

起動シーケンス String 起動シーケンス 

終了しきい値 Number 終了しきい値 

判定条件式 Number 判定条件式 

動作環境名 String 動作環境名 

説明 String 説明 

変更予約フラグ Number 

変更予約フラグ設定 

1：変更予約設定あり 

0：変更予約設定なし 

予約定義有効日 String 予約定義有効日 

予約起動コマンド String 予約起動コマンド 

表 5.2-115 千手システム項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ネット名 String ネット名 

稼働日カレンダー

名 String 稼働日カレンダー名 

起動時刻 String 起動時刻 

運用開始日 String 運用開始日 

スキップ指定 Number スキップ指定 

一時停止指定 Number 一時停止指定 

動作環境名 String 動作環境名 

所要時間 String 所要時間 

正常時コマンド String 正常時コマンド 
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引数名 型 説明 

異常時コマンド String 異常時コマンド 

 

表 5.2-116 千手システムクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

実行システム名 String 実行システム名（ユニークキー） 

自動サイクル運用 Number 

自動サイクル運用 

1: 自動サイクル運用を行う 

0: 自動サイクル運用を行わない 

運用基準時刻 String 運用基準時刻 

ネットリスト Object 千手システム項目のリスト(オカレンス) 

説明 String 説明 

 

表 5.2-117 千手ジョブサービスチェック項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ジョブサービスグル

ープ名 String ジョブサービスグループ名 

チェック項目名 String チェック項目名 

チェック時刻 String 

チェック時刻 

 HH:MM 形式(00:00～99:59) 

チェック項目種類 Number 

チェック項目種類 

 １: ジョブ 

 2: ネット 

 3: フレーム 

 4: 実行システム 

ID リスト Object 

ID リスト 

 種類 = 1: ジョブの場合 

  ID リスト[0]：フレーム ID 

  ID リスト[1]：ネット ID 

  ID リスト[2]：ジョブ ID 

 種類 = 2: ネットの場合 

  ID リスト[0]：フレーム ID 

  ID リスト[1]：ネット ID 

 種類 = 3: フレームの場合 

  ID リスト[0]：フレーム ID 

 種類 = 4: フレームの場合 

  ID リスト[0]：実行システム ID 

チェック内容 Number 

チェック内容 

 1: 自動サイクル成功 

 2: 起動済み 

 3: 終了(正常のみ) 

 4: 終了(正常、スキップ) 

正常時メッセージ

送信フラグ Number 

正常時メッセージ送信フラグ 

 1=送信する 

 0=送信しない 

正常時メッセージ
ID String 正常時メッセージ ID 

異常時メッセージ

送信フラグ Number 

異常時メッセージ送信フラグ 

 0=送信しない 

 1=送信する 

異常時メッセージ
ID String 異常時メッセージ ID 

回復時メッセージ

送信フラグ Number 

回復時メッセージ送信フラグ 

 1=送信する 

 0=送信しない 

回復時メッセージ
ID String 回復時メッセージ ID 

説明 String 説明 
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表 5.2-118 千手ジョブサービスグループクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ジョブサービスグル

ープ名 String ジョブサービスグループ名（ユニークキー） 

説明 String 説明 

 

表 5.2-119 千手運用日付クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

運用日付 String 運用日付（ユニークキー） 

 

表 5.2-120 千手実行動作環境クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

運用日付 String 運用日付（ユニークキー） 

動作環境名 String 動作環境名（ユニークキー） 

ノード／ノードグル

ープ ID String ノード／ノードグループ ID 

実行ユーザー名 String 実行ユーザー名 

同時稼働ジョブ数 Number 同時稼働ジョブ数 

環境変数リスト Object 千手文字列ペアのリスト(オカレンス) 

※ユニークキーは、運用日付と動作環境名の連結キーです。 

 

表 5.2-121 千手トリガステータスクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

運用日付 String 運用日付(ユニークキー) 

トリガ名 String トリガ名(ユニークキー) 

トリガ状態 Number 

トリガ状態 

0: 不明 

1: ON 

2: OFF 

3: 削除 

トリガ種類 Number 

トリガ種類 

0: イベント待ちトリガ 

1: ファイル待ちトリガ(最初からファイルがあったら即

監視終了) 

3: ファイル待ちトリガ(最初からファイルがあった場合

未監視、削除されたら監視開始、ファイルが再作成

されたら監視終了)。 

5: ファイル待ちトリガ(ファイルが完成していれば監

視終了) 

7: ファイル待ちトリガ(最初からファイルがあった場合

未監視、削除されたら監視開始、ファイルが再作成

後完成したら監視終了)。 

8: 終了待ち(フレームが正常(スキップ)終了した場

合に設定) 

ファイル待ちトリガノ

ード ID String 

ファイル待ちトリガ ノード ID 

ファイル待ちトリガ

ファイル名 String 

ファイル待ちトリガ ファイル名 

終了待ちトリガフレ

ーム名 String 

終了待ちトリガフレーム名 

 運用日付.フレーム[.ネット[.ジョブ]] 形式 
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引数名 型 説明 

 運用日付 0～9 の範囲 

  0：当日 

  1～9：xx 日前 

説明 String 説明 

※ユニークキーは、運用日付とトリガ名の連結キーです。 

 

表 5.2-122 千手コマンドクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

コマンド名 String コマンド名 

説明 String 説明 

コマンドシーケンス String コマンドシーケンス 

 

表 5.2-123 千手コマンドグループクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

コマンドグループ名 String コマンドグループ名（ユニークキー） 

説明 String 説明 

コマンドリスト Object 千手コマンドのリスト(オカレンス) 

 

表 5.2-124 千手ユーザーコマンドグループクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

コマンドグループ名 String コマンドグループ名（ユニークキー） 

説明 String 説明 

コマンドリスト Object 千手コマンドのリスト(オカレンス) 

 

表 5.2-125 千手ユーザーコマンドフォルダクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

コマンドグループ名 String コマンドグループ名（ユニークキー） 

フォルダ名 String フォルダ名 

説明 String 説明 

コマンドリスト Object 千手コマンドのリスト(オカレンス) 

 

表 5.2-126 千手パラメータクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

パラメータグループ

名 String パラメータグループ名（ユニークキー） 

動的リスト生成 Number 動的リスト生成 

文字数変更 Number 

文字数変更 

1: 可 

0: 不可 

データ変更 Number 

データ変更 

1: 可 

0: 不可 

パラメータ最大入

力可能文字数 Number 

パラメータ最大入力可能文字数 

-1: 無効 

パラメータリスト Object 千手文字列ペアのリスト(オカレンス) 
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表 5.2-127 千手コマンド実行応答クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

終了ステータス Number 終了ステータス 

出力 String 出力 

 

表 5.2-128 千手応答クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

 

表 5.2-129 千手プロセス状態項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

プロセス名 String プロセス名 

プロセスタイプ Number 

プロセスタイプ 

'D': 千手デーモンプロセス 

'R': 千手プロセス 

'P': ユーザー起動プロセス 

'E': コマンド. 

状態 Number 

状態 

'U': 稼働中 

'D': 異常終了 

'S': 正常終了 

'Z': 稼働前 

'&': 切断 

監視対象 Number 

監視対象 

1: 監視対象 

0: 監視対象外 

実行ユーザー名 String ユーザー名 

自動再起動回数 Number 

自動再起動回数 

-1: down 

最大再起動回数 Number 

最大再起動回数 

-1: 無限 

 

表 5.2-130 千手ディスク状態項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ディスク名 String ディスク名 

マウント先 String マウント先 

使用量 Number 使用量 

未使用量 Number 未使用量 

全体 Number 全体 
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引数名 型 説明 

使用率 Number 使用率 

 

表 5.2-131 千手システムジョブテンプレートクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ジョブテンプレート
ID String ジョブテンプレート ID（ユニークキー） 

ジョブテンプレート

名 String ジョブテンプレート名 

ジョブテンプレート String ジョブテンプレート 

説明 String 説明 

 

表 5.2-132 千手ユーザージョブテンプレートクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ジョブテンプレート
ID String ジョブテンプレート ID（ユニークキー） 

ジョブテンプレート

名 String ジョブテンプレート名 

ジョブテンプレート String ジョブテンプレート 

説明 String 説明 

 

表 5.2-133 千手リソースクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

リソース ID String リソース ID（ユニークキー） 

リソース値 Number リソース値 

 

表 5.2-134 千手ネット項目リソースクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

リソース ID String リソース ID 

リソース消費値 Number リソース消費値 

 

表 5.2-135 千手フレーム項目リソースクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

リソース ID String リソース ID 

リソース値 Number リソース値 

リソース消費値 Number リソース消費値 

 

表 5.2-136 千手ネット項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ジョブ／ネット名 String ジョブ／ネット名 

ジョブ／ネット種別 Number ジョブ／ネット種別 

前ジョブ／ネット種

別リスト Number 前ジョブ／ネット種別リスト(オカレンス) 
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引数名 型 説明 

前ジョブ／ネット名

リスト String 前ジョブ／ネット名リスト(オカレンス) 

稼働日カレンダー

名 String 稼働日カレンダー名 

スキップ指定 Number スキップ指定 

一時停止指定 Number 一時停止指定 

動作環境名 String 動作環境名 

開始予定日時 String 開始予定時刻 

開始予定時刻種類 Number 

開始予定時刻種類 

1: 絶対時刻 

0: 相対時刻 

所要時間 String 所要時間 

先行トリガリスト String 先行トリガリスト(オカレンス) 

正常時コマンド String 正常時コマンド 

異常時コマンド String 異常時コマンド 

リソースリスト Object 千手ネット項目リソースのリスト(オカレンス) 

開始時刻監視 String 

開始時刻監視 

 HH:MM 形式 

開始時刻監視種類 Number 

開始時刻監視種類 

 1: 絶対時刻(HH:MM に起動) 

0: 相対時刻(フレーム開始から HH:MM 後に起動) 

終了時刻監視 String 

終了時刻監視 

 HH:MM 形式 

終了時刻監視種類 Number 

終了時刻監視種類 

 1: 絶対時刻(HH:MM に起動) 

 0: 相対時刻(フレーム開始から HH:MM 後に起動) 

異常時動作 Number 

異常時動作 

 ジョブのみ許可 

 0: なし 

 1: 再起動 

 2: スキップ 

異常時再起動回数 Number 

異常時再起動回数 

 1～10 

異常時再起動間隔 String 

異常時再起動間隔 

 HH:MM 形式(00:00～99:59) 

繰り返し回数 Number 

繰り返し回数 

 1～512 

 0 の場合は指定なし 

繰り返し間隔 String 

繰り返し間隔 

 HH:MM 形式(00:00～99:59) 

繰り返し動作 Number 

繰り返し動作 

 0: 正常するまで待つ 

 1: 重複実行する 

 2: スキップする 

繰り返し打ち切り時

刻 String 

繰り返し打ち切り時刻 

 HH:MM 形式(空の場合は指定なし) 

繰り返し打ち切り時

刻種類 Number 

繰り返し打ち切り時刻種類 

 1: 絶対時刻(HH:MM に起動) 

 0: 相対時刻(フレーム開始から HH:MM 後に起動) 

異常時ネット終了

時動作 Number 

異常時ネット終了時動作 

 0: なし 

 1: スキップ 

 2: 再ラン 

異常時ネット下限

閾値 String 

異常時ネット下限閾値 

 1～2147483647 

 空または 0 の場合は指定なし 

異常時ネット上限

閾値 String 

異常時ネット上限閾値 

 1～2147483647 

 空または 0 の場合は指定なし 

スキップ指定(動作

モード切替時) Number スキップ指定(動作モード切替時)(オカレンス) 

判定元ジョブ名 String 判定元ジョブ名 

説明 String 説明 
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引数名 型 説明 

デフォルト分岐 Number デフォルト分岐 

分岐条件一覧 Object 分岐条件一覧(オカレンス) 

遅延監視(開始時

刻)の自身への遅

延時アクション Number 遅延監視(開始時刻)の自身への遅延時アクション 

遅延監視(開始時

刻)の後続への遅

延時アクション Number 遅延監視(開始時刻)の後続への遅延時アクション 

遅延監視(終了時

刻)の自身への遅

延時アクション Number 遅延監視(終了時刻)の自身への遅延時アクション 

遅延監視(終了時

刻)の後続への遅

延時アクション Number 遅延監視(終了時刻)の後続への遅延時アクション 

所要時間監視の自

身への遅延時アク

ション Number 所要時間監視の自身への遅延時アクション 

所要時間監視の後

続への遅延時アク

ション Number 所要時間監視の後続への遅延時アクション 

 

表 5.2-137 千手ネットクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ネット名 String ネット名（ユニークキー） 

定義有効日 String 定義有効日（ユニークキー） 

定義有効終了日 String 定義有効終了日 

説明 String 説明 

ジョブ／ネットリスト Object 千手ネット項目のリスト(オカレンス) 

※ユニークキーは、ネット名と定義有効日の連結キーです。 

 

表 5.2-138 千手フレーム項目クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

インデックス Number 

インデックス 

1 から始まる連続番号 

階層 Number 

階層 

1 から始まる正の整数 

ジョブ／ネット名 String ジョブ／ネット名 

ジョブ／ネット種別 Number ジョブ／ネット種別 

前ジョブ／ネット種

別リスト Number 前ジョブ／ネット種別リスト(オカレンス) 

前ジョブ／ネット名

リスト String 前ジョブ／ネット名リスト(オカレンス) 

スキップ指定 Number スキップ指定 

一時停止指定 Number 一時停止指定 

開始予定日時 String 開始予定時刻 

開始予定時刻種類 Number 

開始予定時刻種類 

1: 絶対時刻 

0: 相対時刻 

所要時間 String 所要時間 

先行トリガリスト String 先行トリガリスト(オカレンス) 

正常時コマンド String 正常時コマンド 

異常時コマンド String 異常時コマンド 

動作環境名 String 動作環境名 

ノード／ノードグル

ープ ID String ノード／ノードグループ ID 
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引数名 型 説明 

実行ユーザー名 String 実行ユーザー名 

同時稼働ジョブ数 Number 同時稼働ジョブ数 

終了しきい値 Number 終了しきい値 

判定条件式 Number 判定条件式 

起動シーケンス String 起動シーケンス 

リソースリスト Object 千手フレーム項目リソースのリスト(オカレンス) 

開始時刻監視 String 

開始時刻監視 

 HH:MM 形式 

 空の場合は指定なし 

開始時刻監視種類 Number 

開始時刻監視種類 

 1: 絶対時刻(HH:MM に起動) 

 0: 相対時刻(フレーム開始から HH:MM 後に起動) 

終了時刻監視 String 

終了時刻監視 

HH:MM 形式 

空の場合は指定なし 

終了時刻監視種類 Number 

終了時刻監視種類 

 1: 絶対時刻(HH:MM に起動) 

 0: 相対時刻(フレーム開始から HH:MM 後に起動) 

異常時動作 Number 

異常時動作 

 ジョブのみ許可 

 0: なし 

 1: 再起動 

 2: スキップ 

異常時再起動回数 Number 

異常時再起動回数 

 1～10 

異常時再起動間隔 String 

異常時再起動間隔 

 HH:MM 形式(00:00～99:59) 

繰り返し回数 Number 

繰り返し回数 

 1～512 

 0 の場合は指定なし 

繰り返し間隔 String 

繰り返し間隔 

 HH:MM 形式(00:00～99:59) 

繰り返し動作 Number 

繰り返し動作 

 起動時刻が到着した場合 

 0: 正常するまで待つ 

 1: 重複実行する 

 2: スキップする 

繰り返し打ち切り時

刻 String 

繰り返し打ち切り時刻 

 HH:MM 形式 

 空の場合は指定なし 

繰り返し打ち切り時

刻種類 Number 

繰り返し打ち切り時刻種類 

 1: 絶対時刻(HH:MM に起動) 

 0: 相対時刻(フレーム開始から HH:MM 後に起動) 

異常時ネット終了

時動作 Number 

異常時ネット終了時動作 

 0: なし 

 1: スキップ 

 2: 再ラン 

異常時ネット下限

閾値 String 

異常時ネット下限閾値 

 1～2147483647 

 空または 0 の場合は指定なし 

異常時ネット上限

閾値 String 

異常時ネット上限閾値 

 1～2147483647 

 空または 0 の場合は指定なし 

判定元ジョブ名 String 判定元ジョブ名 

デフォルト分岐 Number デフォルト分岐 

分岐条件一覧 Object 分岐条件(オカレンス) 

遅延監視(開始時

刻)の自身への遅

延時アクション Number 遅延監視(開始時刻)の自身への遅延時アクション 

遅延監視(開始時

刻)の後続への遅

延時アクション Number 遅延監視(開始時刻)の後続への遅延時アクション 
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引数名 型 説明 

遅延監視(終了時

刻)の自身への遅

延時アクション Number 遅延監視(終了時刻)の自身への遅延時アクション 

遅延監視(終了時

刻)の後続への遅

延時アクション Number 遅延監視(終了時刻)の後続への遅延時アクション 

所要時間監視の自

身への遅延時アク

ション Number 所要時間監視の自身への遅延時アクション 

所要時間監視の後

続への遅延時アク

ション Number 所要時間監視の後続への遅延時アクション 

 

表 5.2-139 千手フレームクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

運用日付 String 運用日付（ユニークキー） 

フレーム名 String フレーム名（ユニークキー） 

実行システム名 String 実行システム名 

フレーム項目リスト Object 千手フレーム項目のリスト(オカレンス) 

※ユニークキーは、運用日付とフレーム名の連結キーです。 

 

表 5.2-140 千手動作環境プールクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

動作環境プール名 String 動作環境プール名。 

説明 Number 説明。 

動作環境プールリ

スト String 動作環境プールリスト(配列)。 

 

表 5.2-141 千手メッセージフィルタ処理クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

送信元ノード ID パ

ターン String 

送信元ノード ID パターン 

'%': 全ノード 

メッセージレベルパ

ターン Number 

メッセージレベルパターン 

 '%': 全レベル 

 'E': 障害メッセージのみ 

 'I': 通常メッセージのみ 

 'R': 応答メッセージのみ 

メッセージ ID パタ

ーン String 

メッセージ ID パターン 

 '%': 全メッセージ 

メッセージ内容パタ

ーン String 

メッセージ内容パターン 

 空文字: すべて 

発信元パターン String 

発信元パターン 

 空文字: すべて 

対応種別パターン String 

対応種別パターン 

 空文字: すべて 

ルール ID パターン String 

ルール ID パターン 

 空文字: すべて 
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表 5.2-142 千手メッセージフィルタクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

メッセージフィルタ
ID String メッセージフィルタ ID 

送信種別 Number 

送信種別 

 1: 送信（設定にマッチするものは抑止） 

 0: 抑止（設定にマッチするものは送信） 

千手メッセージフィ

ルタ処理 String 千手メッセージフィルタ処理クラスのリスト 

 

表 5.2-143 千手ログフィルタ処理クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

処理 String 

処理 

 1: 送信 

 0: 抑止 

送信メッセージ ID String 送信メッセージ ID 

付加メッセージ開

始フィールド番号 Number 

付加メッセージ開始フィールド番号 

 -1: 付加メッセージなし 

 0: 付加メッセージ全体 

 1～32: 付加メッセージ開始フィールド番号 

付加メッセージ終

了フィールド番号 Object 

付加メッセージ終了フィールド番号 

 -1: 終了フィールド番号無効 

 1～32: 付加メッセージ開始フィールド番号 

判定条件 String 判定条件 

 

表 5.2-144 千手ログフィルタクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ログフィルタ ID String ログフィルタ ID 

送信メッセージ ID String 送信メッセージ ID 

正規表現使用フラ

グ Number 

正規表現使用フラグ 

 1: 正規表現を使用する 

 0: 正規表現を使用しない 

千手ログフィルタ処

理 Object 千手ログフィルタ処理クラスのリスト 

 

表 5.2-145 千手イベントログフィルタ処理クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

処理 String 

処理 

 1: 送信 

 0: 抑止 

送信メッセージ ID String 送信メッセージ ID 

付加メッセージ開

始フィールド番号 Number 

付加メッセージ開始フィールド番号 

 -1: 付加メッセージなし 

 0: 付加メッセージ全体 

 1～32: 付加メッセージ開始フィールド番号 

付加メッセージ終

了フィールド番号 Object 

付加メッセージ終了フィールド番号 

 -1: 終了フィールド番号無効 

 1～32: 付加メッセージ開始フィールド番号 
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表 5.2-146 千手イベントログフィルタクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

イベントログフィル

タ ID String イベントログフィルタ ID 

送信メッセージ ID String 送信メッセージ ID 

正規表現使用フラ

グ Number 

正規表現使用フラグ 

 1: 正規表現を使用する 

 0: 正規表現を使用しない 

千手イベントログフ

ィルタ処理 Object 千手イベントログフィルタ処理クラスのリスト 

 

表 5.2-147 千手タスクスケジュールクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

タスクスケジュール

名 String タスクスケジュール名 

説明 String 説明 

稼働時間帯 String 稼働時間帯 

ラベルリスト String ラベルリスト 

 

表 5.2-148 千手ジョブレポートクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

ジョブレポート ID String ジョブレポート ID 

稼働履歴種別 Number 稼働履歴種別 

稼働履歴日付 String 稼働履歴日付 

稼働履歴運用日付 String 稼働履歴運用日付 

稼働履歴フレーム

名 String 稼働履歴フレーム名 

統計情報種別 Number 統計情報種別 

統計情報期間 Number 統計情報期間 

統計情報日付 String 統計情報日付 

統計情報開始運用

日付 String 統計情報開始運用日付 

統計情報終了運用

日付 String 統計情報終了運用日付 

統計情報グラフ種

類 Number 統計情報グラフ種類 

統計情報条件リスト Object 千手ジョブレポート統計情報条件クラスのリスト 

 

表 5.2-149 千手ジョブレポート統計情報条件クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

フレーム名 String フレーム名 

親ネット名 String 親ネット名 

ジョブ/ネット名 String ジョブ/ネット名 

色 String 色 

 

表 5.2-150 千手サービス構成応答情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 
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引数名 型 説明 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

ホスト名 String ホスト名 

名称 String 名称 

説明 String 説明 

スタートアップ String スタートアップ 

 

表 5.2-151 千手ジョブ稼働履歴取得結果クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

開始運用日付 String 開始運用日付 

終了運用日付 String 終了運用日付 

フレーム名 String フレーム名 

ネット名 String ネット名 

ジョブ名 String ジョブ名 

稼働履歴一覧 String 稼働履歴一覧 

 

表 5.2-152 千手ジョブ経路取得結果クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

運用日付 String 運用日付 

フレーム名 String フレーム名 

ネット名 String ネット名 

ジョブ名 String ジョブ名 

履歴フラグ String 履歴フラグ 

ジョブ経路リスト String ジョブ経路リスト 

 

表 5.2-153 千手ソフトウェア/パッチ構成応答情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

ホスト名 String ホスト名 

名称 String 名称 

バージョン String バージョン 
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表 5.2-154 千手ディスク構成応答情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

ホスト名 String ホスト名 

名称 String 名称 

付加情報 String 付加情報 

種類 String 種類 

ファイルシステム String ファイルシステム 

容量 String 容量 

 

表 5.2-155 千手ネットワーク構成応答情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

ホスト名 String ホスト名 

名称 String 名称 

MAC アドレス String MAC アドレス 

IP アドレス String IP アドレス 

ファイルシステム String ファイルシステム 

サブネットマスク String サブネットマスク 

 

表 5.2-156 千手パッチ構成応答情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

ホスト名 String ホスト名 

名称 String 名称 

リリース/適用日時 String リリース/適用日時 

 

表 5.2-157 千手ホスト構成応答情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 
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引数名 型 説明 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

ホスト名 String ホスト名 

システム名 String システム名 

OS String OS 

ホスト OS String ホスト OS 

OS バージョン String OS バージョン 

SP バージョン String SP バージョン 

OS ディレクトリ String OS ディレクトリ 

メーカー String メーカー 

モデル名 String モデル名 

BIOS メーカー String BIOS メーカー 

BIOS バージョン String BIOS バージョン 

物理メモリ String 物理メモリ 

仮想メモリ String 仮想メモリ 

CPU1 String CPU1 

CPU2 String CPU2 

CPU3 String CPU3 

CPU4 String CPU4 

HDD1 String HDD1 

HDD2 String HDD2 

HDD3 String HDD3 

HDD4 String HDD4 

CD-ROM String CD-ROM 

キーボード String キーボード 

マウス String マウス 

ビデオカード String ビデオカード 

説明 String 説明 

現在時刻 String 現在時刻 

OS 稼働時間 String OS 稼働時間 

 

表 5.2-158 千手基本構成応答情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

ホスト名 String ホスト名 

名称 String 名称 

値 String 値 

 

表 5.2-159 千手構成応答情報クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

ホスト名 String ホスト名 

名称 String 名称 

値 String 値 
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表 5.2-160 千手文字列リスト応答クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

チケット番号 Number チケット番号 

クライアント ID Number クライアント ID 

継続フラグ Number 継続フラグ 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

文字列リスト String 文字列リスト 

 

表 5.2-161 ランブック実行リクエストクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String 管理対象システム名 

管理対象領域名 String SEN サーバー名 

メッセージ区分 String "S" 

メッセージ識別 No String 同一管理対象領域内で発生したイベントに対する識別する番号 No 

発生元ノード ID String SEN サーバー名 

発生元 APPL 名 String "sjENS_Pcc" 

メッセージ種別 String "I" 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

メッセージ ID String "!ENS221" 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

登録番号 

案件区分 

案件登録番号 

登録元表示用案件番号 

稼働ノード 

キャンセルフラグ 

リクエストステータス 

実行結果 

ブック名 

実行予定日時 

String リクエストを識別する番号 

案件区分 String 案件区分 

案件登録番号 String 申請を識別する番号 

登録元表示用案件番号 String 申請番号(サービス要求 ID） 

稼働ノード String ランブックの稼働先ノード 

キャンセルフラグ String "0":通常 "1":キャンセル 

リクエストステータス String リクエストのステータス。ステータスの内訳は"依頼待"、"依頼中"、"依

頼成功"、"依頼失敗" 

実行結果 String リクエストの受け付け結果およびランブックの実行結果 

ブック名 String ランブックの名称 

実行予定日時 String ランブックの起動日時 

 

表 5.2-162 コマンド実行リクエストクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String 管理対象システム名 

管理対象領域名 String SEN サーバー名 

メッセージ区分 String "S" 

メッセージ識別 No String 同一管理対象領域内で発生したイベントに対する識別する番号 No 

発生元ノード ID String SEN サーバー名 

発生元 APPL 名 String "sjENS_Pcc" 

メッセージ種別 String "I" 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

メッセージ ID String "!ENS221" 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 
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引数名 型 説明 

登録番号 

案件区分 

案件登録番号 

登録元表示用案件番号 

稼働ノード 

キャンセルフラグ 

リクエストステータス 

実行結果 

ブック名 

実行予定日時 

String リクエストを識別する番号 

案件区分 String 案件区分 

案件登録番号 String 申請を識別する番号 

登録元表示用案件番号 String 申請番号(サービス要求 ID） 

キャンセルフラグ String "0":通常 "1":キャンセル 

リクエストステータス String リクエストのステータス。ステータスの内訳は"依頼待"、"依頼中"、"依

頼成功"、"依頼失敗" 

実行結果 String リクエストの受け付け結果およびコマンドの実行結果 

コマンドシーケンス String コマンドシーケンス 

実行予定日時 String コマンドの起動日時 

 

表 5.2-163 ジョブ一時停止リクエストクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String 管理対象システム名 

管理対象領域名 String SEN サーバー名 

メッセージ区分 String "S" 

メッセージ識別 No String 同一管理対象領域内で発生したイベントに対する識別する番号 No 

発生元ノード ID String SEN サーバー名 

発生元 APPL 名 String "sjENS_Pcc" 

メッセージ種別 String "I" 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

メッセージ ID String "!ENS221" 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

登録番号 

案件区分 

案件登録番号 

登録元表示用案件番号 

稼働ノード 

キャンセルフラグ 

リクエストステータス 

実行結果 

ブック名 

実行予定日時 

String リクエストを識別する番号 

案件区分 String 案件区分 

案件登録番号 String 申請を識別する番号 

登録元表示用案件番号 String 申請番号(サービス要求 ID） 

キャンセルフラグ String "0":通常 "1":キャンセル "2":ステータス手動変更(解除指示待ち)  

"3":ステータス手動変更(依頼成功) 

リクエストステータス String リクエストのステータス 

内訳は"依頼待"、"依頼中"、"依頼成功"、"依頼失敗 

実行結果 String リクエストの受け付け結果およびジョブ一時停止の実行結果 

ジョブ操作指示名 String リクエストの内容 

内訳は"一時停止指定"、"一時停止解除" 

 システム名 String システムの名称 

フレーム名 String フレームの名称 

ネット名 String ネットの名称 

ジョブ名 String ジョブの名称 

運用日付 String 運用日付 

解除予定日時 String ジョブ一時停止を解除する予定日時 

指定リミット日時 String フレーム生成待ちのリミット日時 

 

表 5.2-164 ジョブスキップリクエストクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String 管理対象システム名 

管理対象領域名 String SEN サーバー名 
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引数名 型 説明 

メッセージ区分 String "S" 

メッセージ識別 No String 同一管理対象領域内で発生したイベントに対する識別する番号 No 

発生元ノード ID String SEN サーバー名 

発生元 APPL 名 String "sjENS_Pcc" 

メッセージ種別 String "I" 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

メッセージ ID String "!ENS221" 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

登録番号 

案件区分 

案件登録番号 

登録元表示用案件番号 

稼働ノード 

キャンセルフラグ 

リクエストステータス 

実行結果 

ブック名 

実行予定日時 

String リクエストを識別する番号 

案件区分 String 案件区分 

案件登録番号 String 申請を識別する番号 

登録元表示用案件番号 String 申請番号(サービス要求 ID） 

キャンセルフラグ String "0":通常 "1":キャンセル 

リクエストステータス String リクエストのステータス 

内訳は"依頼待"、"依頼中"、"依頼成功"、"依頼失敗 

実行結果 String リクエストの受け付け結果およびジョブ一時停止の実行結果 

ジョブ操作指示名 String リクエストの内容 

内訳は"スキップ指定"、"スキップ解除" 

 システム名 String システムの名称 

フレーム名 String フレームの名称 

ネット名 String ネットの名称 

ジョブ名 String ジョブの名称 

運用日付 String 運用日付 

指定リミット日時 String フレーム生成待ちのリミット日時 

 

表 5.2-165 ジョブ起動時刻変更リクエストクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String 管理対象システム名 

管理対象領域名 String SEN サーバー名 

メッセージ区分 String "S" 

メッセージ識別 No String 同一管理対象領域内で発生したイベントに対する識別する番号 No 

発生元ノード ID String SEN サーバー名 

発生元 APPL 名 String "sjENS_Pcc" 

メッセージ種別 String "I" 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

メッセージ ID String "!ENS221" 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

登録番号 String リクエストを識別する番号 

案件区分 String 案件区分 

案件登録番号 String 申請を識別する番号 

登録元表示用案件番号 String 申請番号(サービス要求 ID） 

キャンセルフラグ String "0":通常 "1":キャンセル 

リクエストステータス String リクエストのステータス 

内訳は"依頼待"、"依頼中"、"依頼成功"、"依頼失敗 

実行結果 String リクエストの受け付け結果およびジョブ一時停止の実行結果 

ジョブ操作指示名 String リクエストの内容 

内訳は"起動時刻変更"、"起動時刻変更＋遅延監視時刻変更" 
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引数名 型 説明 

システム名 String システムの名称 

フレーム名 String フレームの名称 

ネット名 String ネットの名称 

ジョブ名 String ジョブの名称 

運用日付 String 運用日付 

指定リミット日時 String フレーム生成待ちのリミット日時 

起動予定時刻 String ジョブ/ネットの起動予定時刻 

遅延監視予定時刻 String ジョブ/ネットの遅延監視予定時刻 

 

表 5.2-166 千手分岐条件一覧クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

AND 条件リスト Object AND 条件リスト 

 

表 5.2-167 千手分岐条件クラスの prop プロパティ一覧 

 

 

 

  

引数名 型 説明 

終了しきい値 String 終了しきい値 

条件 Number 条件 
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5.2.2.6 メール送信連携サブシステム 

表 5.2-168 メール送信メッセージクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String 管理対象システム名 

管理対象領域名 String 管理対象領域名 

メッセージ区分 String メッセージ区分 

メッセージ識別 No String メッセージ識別 No 

メッセージ ID String メッセージ ID 

メッセージ種別 String メッセージ種別 

発生日時 String 発生日時 

発生元ノード ID String 発生元ノード ID 

発生元 APPL 名 String 発生元 APPL 名 

メッセージテキスト String メッセージテキスト 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

From: String メール送信メッセージヘッダー情報の送信元 

To: String メール送信メッセージヘッダー情報の宛先 

Cc: String メール送信メッセージヘッダー情報のカーボンコピー 

Bcc: String メール送信メッセージヘッダー情報のブラインドカーボンコピー 

Subject: String メール送信メッセージヘッダー情報の件名 

Received: String メール送信メッセージヘッダー情報の経由サーバー名 

Message-ID: String メール送信メッセージヘッダー情報の文書識別子 

Content-Type: String メール送信メッセージヘッダー情報の文書タイプ 

Sender: String メール送信メッセージヘッダー情報の送信者 

Organization: String メール送信メッセージヘッダー情報の所属組織名 

X-Priority: String メール送信メッセージ優先度 

メールサイズ String メール送信メッセージのサイズ(Byte) 

メール本文 String メール送信メッセージ本文情報 

添付ファイルサイズ String 格納されているファイルの合計サイズ 

添付ファイル格納先 String 添付されているファイルの格納先 

添付ファイル数 Number 添付ファイルの数 

添付ファイルリスト Object 添付ファイルリスト 
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5.2.2.7 TELStaff 連携サブシステム 

表 5.2-169 電話呼出メッセージクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String 管理対象システム名 

管理対象領域名 String 管理対象領域名 

メッセージ区分 String メッセージ区分 

メッセージ識別 No String メッセージ識別 No 

メッセージ ID String メッセージ ID 

メッセージ種別 String メッセージ種別 

発生日時 String 発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

発生元ノード ID String 発生元ノード ID 

発生元 APPL 名 String 発生元 APPL 名 

メッセージテキスト String メッセージテキスト 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

障害 ID Number 障害 ID 

連絡設定フラグ Number 連絡設定フラグ 

連絡網グループ ID/連

絡網 ID String 連絡網グループ ID/連絡網 ID 

読み上げメッセージ内

容 String 読み上げメッセージ内容 

 

表 5.2-170 電話応答クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

障害 ID Number 障害 ID 

連絡設定フラグ Number 連絡設定フラグ 

連絡網グループ ID/連

絡網 ID String 連絡網グループ ID/連絡網 ID 

読み上げメッセージ内

容 String 読み上げメッセージ内容 

アクション ID String アクション ID 

到着日時 String 到着日時 

開始日時 String 開始日時 

電話依頼受付受信時

間 String 電話依頼受付受信時間 

終了日時 String 終了日時 

依頼実施済フラグ Number 依頼実施済フラグ 

依頼受付済フラグ Number 依頼受付済フラグ 

依頼終了フラグ Number 依頼終了フラグ 

依頼結果 Number 依頼結果 

出力メッセージ String 出力メッセージ 
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5.2.2.8 savic-netEVmodel30 連携サブシステム 

表 5.2-171 イベントクラス一覧 

項番 クラス名 UUID 

1 Savic-netEVmodel30 メッセージ {CA5CC4B5-0843-42A9-8E88-D53612542D73} 

 

表 5.2-172 savic-netEVmodel30 メッセージクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String "アダプタ(savic-netEV model30)" 

管理対象領域名 String 稼働条件定義ファイルにて設定したドメイン名 

メッセージ区分 String "N" 

メッセージ識別 No String 0 固定 

発生元ノード ID String 稼働条件定義ファイルにて設定した NS-2232 のホスト名または IP アドレ

ス 

発生元 APPL 名 String 稼働条件定義ファイルにて設定した NS-2232 のポート番号 

メッセージ種別 String メッセージの種別 

"I"固定 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

メッセージ ID String “!ENX304” 

メッセージテキスト String " savic-netEV model30 のメッセージを受信しました。" 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

印字色 String savic-netEVmodel30 メッセージの印字色情報 

警報レベル String savic-netEVmodel30 メッセージの警報レベル情報 

警報発生時刻 String savic-netEVmodel30 メッセージの警報発生時刻情報 

メッセージラベル String savic-netEVmodel30 メッセージのメッセージラベル情報 

管理点コード String savic-netEVmodel30 メッセージの管理点コード情報 

ビルグループ名称 String savic-netEVmodel30 メッセージのビルグループ名称情報 

管理点名称 String savic-netEVmodel30 メッセージの管理点名称情報 

警報 String savic-netEVmodel30 メッセージの警報情報 

コマンダ/計測値/積算

値 

String savic-netEVmodel30 メッセージのコマンダ/計測値/積算値情報 

ステータス String savic-netEVmodel30 メッセージのステータス情報 

※ユニークキーは、UUID 文字列です。 
  



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.2 リファレンス 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-193 5-193 

5.2.2.9 NMAcos アダプタサブシステムのイベントクラス 

表 5.2-173 イベントクラス一覧 

項番 クラス名 UUID 

1 nmAcos アダプタメッセージ {7AEFF434-411B-4D86-B43B-05A631C84467} 

2 nmAcos アダプタ応答 {1F08D7FE-45A2-44CC-BD1B-3B40EBD34052} 

3 nmAcos コマンド実行結果 {D90DDBD8-D1CA-49B9-89A7-3E7E16E29C03} 

 

表 5.2-174 nmAcos アダプタメッセージクラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

管理対象システム名 String "アダプタ(NMAcos)" 

管理対象領域名 String NMAcos アダプタ稼働ホスト名 

メッセージ区分 String "N" 

メッセージ識別 No String 0 固定 

発生元ノード ID String NMAcos アダプタ稼働ホスト名 

発生元 APPL 名 String "sjENX_NMAcosRcvd" 

メッセージ種別 String "I" 

発生日時 String イベント発生日時("YYYY-MM-DD HH:MM:SS") 

メッセージ ID String メッセージ ID 

メッセージテキスト String メッセージテキスト文字列 

タグ情報リスト Object タグ情報の配列(オカレンス) 

ホスト種別 String 稼働定義ファイルで指定したホスト種別 

通信リソース名 String 稼働定義ファイルで指定した通信リソース名 

LU 番号 String 稼働定義ファイルで指定した LU 番号 

 

表 5.2-175 nmAcos アダプタ応答クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

状態 Number 状態 

エラーコード Number エラーコード 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

 

表 5.2-176 nmAcos コマンド実行結果クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

受信データ内容 String コマンド実行結果の内容 
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5.2.2.10 Senju Service Manager 連携サブシステムのイベントクラス 

表 5.2-177 イベントクラス一覧 

項番 クラス名 UUID 

1 SSM 応答 {7152D9EA-06A8-4612-AC1B-60D0A8A59CD0} 

2 SSM 実行結果 {3D6C6DC5-EA6A-40C4-AD42-F10FA37B5F40} 

 

表 5.2-178 SSM 応答クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

終了コード Numver 終了コード 

 0=成功 

 1=失敗 

 2=警告終了 

ステータスコード Numver ステータスコード 

 0=成功 

 1=不明なイベントクラス 

 2=キューへの格納に失敗 

 3=添付ファイルの登録に失敗 

 4=イベント連携ファイルへの登録に失敗 

 5=前ストアド失敗 

 6=ストアド失敗 

 7=後ストアド失敗 

出力メッセージ String 出力メッセージ 

表 5.2-179 SSM 実行結果クラスの prop プロパティ一覧 

引数名 型 説明 

終了コード Number SSM応答クラスと同様 

ステータスコード Number SSM応答クラスと同様 

出力メッセージ String SSM応答クラスと同様 

実行結果 String ストアドの実行結果コード 

実行メッセージ String ストアドが返すメッセージ 

URL String SSM から通知された URL 

画面 ID String SSM から通知された画面 ID 

登録番号 String SSM から通知された登録番号 
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5.3 ルール事例集 

本節では、実際にルールを記述する際に参考となるような具体的なルール事例集を紹介します。 
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5.3.1 シチュエーションによるルール事例 

典型的なシチュエーションに応じて、具体的なルールの記述手順を説明します。 

説明では、使用するルールのステージおよび各ルールのプロパティで指定する内容を記

述しています。ルールプロパティの詳細な設定方法については、「2 操作ガイド」を参

照して下さい。なお、例で用いているメッセージ ID やメッセージ種別の値に特に意味はあ

りません。 

ここで紹介するシチュエーションは以下のとおりです。 

 

シチュエーション ステージ 説明 

イベントをフィルタリングする ・早期イベント破棄 

・繰り返しイベントの破棄 

到着したイベントをフィルタリング

します 

到着したイベントの情報を変更する ・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

到着したイベントを編集します 

イベント到着時にメインペインを変

更する 

・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

イベント到着時に画面（メインビュ

ー）を変更します 

イベントのステータス変更時にメイ

ンペインを変更する 

・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

イベントのステータス変更時に画面

（メインビュー）を変更します 

イベントのステータス変更時にイベ

ントの情報を変更する 

・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

イベントのステータス変更時にステ

ータスを変更したイベントを編集し

ます 

イベント到着時に外部コマンドを非

同期実行する 

・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

イベント到着時に SEN サーバー上の

外部コマンドを非同期実行します 

メール送信依頼到着時にメールを送

信する 

・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

メール送信依頼受信時にメールを送

信します 

電話呼び出し依頼到着時に

TELstaff から電話をかける 

・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

電話呼び出し依頼受信時に

TELstaff から電話をかけます 

イベント到着時にメールを送信する ・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

イベント到着時にメールを送信しま

す 

イベント到着時に TELstaff から電

話をかける 

・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

イベント到着時に TELstaff から電

話をかけます 

イベントが到着してから一定の時間

後にアクションを実行する 

・遅延実行 イベントが到着してから一定時間後

に指定のアクションを実行します 

定期的に同じアクションを実行する ・タイマ イベントの到着に関わらず、一定の

間隔で指定のアクションを実行しま

す 

受信メールをインシデント登録 ・イベントの解析-1 

・イベントの解析-2 

受信したメールを Senju Service 

Manager のインシデントとして登録

します 

受信メールをインシデントまたはイ

ンシデント候補登録する 

・イベントの解析-1 

・イベントの解析-2 

受信したメールを Senju Service 

Manager にインシデント、またはイ

ンシデント候補として登録します 

受信メールをプロセス登録する ・イベントの解析-1 

・イベントの解析-2 

受信したメールを Senju Service 

Manager のプロセスとして登録しま

す 

受信メールをプロセスまたはイベン

ト登録する  

・イベントの解析-1 

・イベントの解析-2 

受信したメールを Senju Service 

Manager にプロセス、またはイベン

ト管理のイベントとして登録します 

受信メールをプロセスの経過情報に

自動追加する 

・イベントの解析-1 

・イベントの解析-2 

Senju Service Manager のプロセス

から送信されたメールに対しての返

信メールをプロセスに自動経過追加

します。 

コンソールへメッセージボックスを

表示する 

・アクションの実行-1 

・アクションの実行-2 

SEN コンソール上にメッセージボッ

クスを出力します 
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シチュエーション ステージ 説明 

コンソールへ警報音を通知する ・コンソールルール SEN コンソール上で警報音を鳴らし

ます 

色定義を行う ・グローバル定義 グローバル定義に色を定義しておく

と、ルール条件やルールアクション

の中で呼び出す事ができます 
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5.3.1.1 イベントをフィルタリングする 

不要なイベントを受信した場合にそのイベントをフィルタリングし、画面（イベントビュー）に

表示させない方法には、以下の方法があります。 

・ イベントを破棄する 

・ イベントをグループに分配しない 

・ 表示方法で見えなくする 

ここでは、これらの方法のうち、“イベントを破棄する”、“イベントをグループ”に分配しな

いを説明します。 
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5.3.1.1.1 イベントを破棄する 

SEN サーバー全体で不要なイベントは共通ルールの“早期イベント破棄”ステージと“繰

り返しイベントの破棄”ステージで破棄します。イベントをグループ毎に割り当てた後で破棄

する場合は、グループ別ルールの“早期イベント破棄”ステージと“繰り返しイベントの破棄”

ステージを利用します。 

イベントの破棄では、イベントがもつプロパティ（メッセージ ID、発生元ノード ID、メッセ

ージ種別、メッセージテキスト等）と出力間隔、出力回数により、そのイベントを破棄するか

どうか判定します。たとえば、あるメッセージ ID を持つようなイベントを破棄する、ある発生

元ノード ID からのイベントを破棄する、ある文字列を含むようなイベントを破棄する、特定

曜日のイベントを破棄するといった例が考えられます。 

 

• メッセージ ID を条件としたイベントの破棄 

メッセージ ID が”!ANM103”の“メッセージ”クラスのイベントを破棄する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

 
使用ステージ： 早期イベント破棄 

ルール条件１： カレントイベントクラス：”メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" 

アクション： なし 

 

 

• メッセージ ID と出力回数を条件としたイベントの破棄 

メッセージ ID の”!ANM103”の“メッセージ”クラスのイベントが、10 秒間に 6 回出力

される場合に、2～6 回目を破棄する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

 
使用ステージ： 繰り返しイベントの破棄 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" 

抑止期間：10 

抑止回数：5 

検査のキー： なし 
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5.3.1.1.2 イベントをグループに分配しない 

SEN サーバー内にいくつかのグループが存在する場合、そのグループ内で使用し

ないイベントは分配ルールで振り分けを行わないようにします。 

イベントの分配では、イベントがもつプロパティ（メッセージ ID、発生元ノード ID、メッセ

ージ種別、メッセージテキスト等）により、そのイベントをどのグループに分配するかを判定

します。たとえば、“SEN_GROUP_1”グループと“SEN_GROUP_2”グループが存在す

る場合に、重要度が critical のイベントはすべてのグループに分配する、17 時～24 時の

間に出力されたイベントは“SEN_GROUP_1”にのみ分配するといった例が考えられま

す。 

 

• イベントクラスによる分配 

イベントクラスが“千手メッセージ”であるようなイベントを”SEN_GROUP_1”にのみ分

配する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

 
ルール種別： 汎用分配ルール 

ルール条件 ID： カレントイベントクラス：“千手メッセージ” 

条件式：なし 

分配先ユーザー 

グループ： 

“SEN_GROUP_1” 

 

 

• イベントの重要度による分配 

すべてのクラスのイベントで、イベントの重大度が warning(2)以上 critical(5)以下の

イベントを、“SEN_GROUP_1”、“SEN_GROUP_2”に分配する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_2”を作成する 

 
ルール種別： 汎用分配ルール 

ルール条件 ID： カレントイベントクラス： “すべて” 

条件式：currentEvent.eventSeverity >= 2 && 

currentEvent.eventSeverity <= 5 

分配先ユーザー 

グループ： 

“SEN_GROUP_1”、 “SEN_GROUP_2” 
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5.3.1.2 到着したイベントの情報を変更する 

イベントを受信したときに、文字色を変更する、背景色を変更する、重要度を変更す

る、ガイドを付加する、手順書へのリンクを付加する、などを行う方法を説明します。 

 

• イベントの文字色、背景色を変更する 

イベントの種別が”E（ERROR）”の場合に、文字色を白、背景色を赤に変更する例

です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ種別") == "E" 

アクション： //色の定義 

var WHITE = 0xffffff; 

var RED = 0x0000ff; 

 

currentEvent.color = WHITE; //文字色の変更 

currentEvent.bgColor = RED; //背景色の変更 

 

 

• イベントの重大度を変更する 

発生元 APPL 名が“ORACLE”で、イベントの種別が“E（ERROR）”の場合にイベント

重大度を CRITICAL に変更する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("発生元 APPL 名") == "ORACLE" && 

currentEvent.prop("メッセージ種別") == "E" 

アクション： //重大度の定義 

var CLEAR = 0; 

var UNKNOWN = 1; 

var WARNING = 2; 

var MINOR = 3; 

var MAJOR = 4; 

var CRITICAL = 5; 

var NONE = 6; 

 

currentEvent.eventSeverity = CRITICAL; 

 

 

• イベントのステータスを変更する 

イベントの種別が“E（ERROR）”で、イベントの発生日時が 20 時から翌朝 5 時の間

の場合は、イベントのステータスを対処完了に変更する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 
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使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ種別") == "E" && ( 

globalContext.parseAsTime( currentEvent.prop("発生日時

") ).getTimeString() > "20:00:00" || 

globalContext.parseAsTime( currentEvent.prop("発生日時

") ).getTimeString() < "05:00:00") 

  

アクション： //ステータスの定義 

var OPEN = 0; 

var ACKNOWLEDGED = 1; 

var ASSIGNED = 2; 

var CLOSED = 3; 

 

currentEvent.eventStatus = CLOSED; 

 

 

• 千手メッセージにガイドを付与する 

千手メッセージの発生日時が日曜日の場合は、連絡先として“NRI 野村 太郎 ０９

０-XXXX-XXXX”をガイドに付与する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“千手メッセージ” 

条件式： 

globalContext.parseAsTime(currentEvent.prop("発生日時

")).dayOfWeek == 0 

アクション： currentEvent.guide = "NRI\r\n" + 

                     "野村 太郎\r\n" + 

                     "090-XXXX-XXXX"; 

 

• イベントに手順書をリンクする 

イベントの ID が“!ANM103”で、発生元ノード ID が“nri001”の場合は、手順書

（C:\unyou\doc\manual.doc）をリンクする例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ SEN コンソールを起動する PC に以下のファイルを作成する 

C:\unyou\doc\manual.doc 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" && 

currentEvent.prop("発生元ノード ID") == "nri001" 

アクション： currentEvent.addRelPage2(0, "手順書

","file://C:/unyou/doc/manual.doc"); 

• イベントに WEB の URL をリンクする 
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イベントの ID が“!ANM103”で、発生元ノード ID が“nri001”の場合は、WEB サイト

（http://www.xxxx.co.jp/manual/200.html）をリンクする例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ 以下の URL のリンク先が存在するように設定する 

http://www.xxxx.co.jp/manual/200.html 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" && 

currentEvent.prop("発生元ノード ID") == "nri001" 

アクション： currentEvent.addRelPage2(0, "WEB サイト

","http://www.xxx.co.jp/manual/200.html"); 
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5.3.1.3 イベント到着時にメインペインを変更する 

イベント到着時にメインペインを変更するルールは、グループ別ルールで記述し

ます。例えば、あるサーバーの障害イベントを受信したときに、そのサーバーを表

すメインペイン上のアイテムを赤く点滅させる、などを行う方法を説明します。 

 

• メインペイン上のアイテムを赤く点滅させる 

イベントの ID が“!ANM103”で、発生元ノード ID が“nri001”の場合は、メインペイン

上のアイテムを赤く点滅させる例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

➢ イベントを”SEN_GROUP_1”へ分配するルールを作成する 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”にビューカテゴリ“VIEW_1”を作成する 

➢ ビューカテゴリ“VIEW_1”にメインペイン“MAINPAIN_1”を作成する 

➢ メインペイン“MAINPAIN_1”にアイテム“nri001（種類：長方形）”を作成する 

➢ アイテム“nri001”は結合アイテムとしない 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

（“SEN_GROUP_1”グループのグループ別ルール） 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" && 

currentEvent.prop("発生元ノード ID") == "nri001" 

アクション： //画面の変更 

 

//色の定義 

var RED = 0x0000ff; 

//メインペインへのパスの設定 

var tpPath = "/SEN_GROUP_1/VIEW_1/MAINPAIN_1"; 

//メインペインの指定 

var tpNode = globalContext.mainViewTPNode(tpPath); 

//メインペイン上のアイテムの指定 

var mpItem = tpNode.item("/nri001"); 

//点滅色の指定 

mpItem.prop("altBgColor") = RED; 

//点滅の実行 

mpItem.prop("enableAltInfo") = true; 

 

//イベントとメインペイン上のアイテムとの関連付け 

 

//関連付け 

currentEvent.addRelPage2( 0 , "mainview" , "sen:///MainView" + 

 tpPath + "#nri001" ); 
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• メインペイン上のアイテムを赤く点滅させる（結合アイテムの場合） 

イベントの ID が“!ANM103”で、発生元ノード ID が“nri001”の場合は、メインペイン

上のアイテムを赤く点滅させる例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

➢ イベントを”SEN_GROUP_1”へ分配するルールを作成する 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”にビューカテゴリ“VIEW_1”を作成する 

➢ ビューカテゴリ“VIEW_1”にメインペイン“MAINPAIN_1”を作成する 

➢ メインペイン“MAINPAIN_1”にアイテム“nri001”を作成する 

➢ アイテム“nri001”を結合アイテムとする 

➢ アイテム“nri001”にショートカットプロパティ”blinkColor”および“blink”を作

成する 

➢ ショートカットプロパティ“blinkColor”が結合アイテムを構成する要素のプロ

パティ“altBgColor”を示すよう設定する 

➢ ショートカットプロパティ“blink”が結合アイテムを構成する要素のプロパティ

“enableAltInfo”を示すよう設定する 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

（“SEN_GROUP_1”グループのグループ別ルール） 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" && 

currentEvent.prop("発生元ノード ID") == "nri001" 

アクション： //画面の変更 

 

//色の定義 

var RED = 0x0000ff; 

//メインペインへのパスの設定 

var tpPath = "/SEN_GROUP_1/VIEW_1/MAINPAIN_1"; 

//メインペインの指定 

var tpNode = globalContext.mainViewTPNode(tpPath); 

//メインペイン上のアイテムの指定 

var mpItem = tpNode.item("/nri001"); 

//点滅色の指定 

mpItem.prop("blinkColor") = RED; 

//点滅の実行 

mpItem.prop("blink") = true; 

 

//イベントとメインペイン上のアイテムとの関連付け 

 

//関連付け 

currentEvent.addRelPage2( 0 , "mainview" , "sen:///MainView" + 

 tpPath + "#nri001" ); 
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• メインペイン上のカウンタをインクリメントする 

イベントの ID が“!ANM103”で、発生元ノード ID が“nri001”の場合は、メインペイン

上のカウンタをインクリメントする例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

➢ イベントを”SEN_GROUP_1”へ分配するルールを作成する 

➢ “SEN_GROUP_1”グループにビューカテゴリ“VIEW_1”を作成する 

➢ ビューカテゴリ“VIEW_1”にメインペイン“MAINPAIN_1”を作成する 

➢ メインペイン“MAINPAIN_1”にアイテム“nri001（種類：文字）”を作成する 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

（“SEN_GROUP_1”グループのグループ別ルール） 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" && 

currentEvent.prop("発生元ノード ID") == "nri001" 

アクション： //画面の変更 

 

//色の定義 

var RED = 0x0000ff; 

//メインペインへのパスの設定 

var tpPath = "/SEN_GROUP_1/VIEW_1/MAINPAIN_1"; 

//メインペインの指定 

var tpNode = globalContext.mainViewTPNode(tpPath); 

//メインペイン上のアイテムの指定 

var mpItem = tpNode.item("/nri001"); 

//現在の値の取得（文字として格納されているため、整数型に変換） 

var counter = parseInt( mpItem.prop("text") ); 

//インクリメント 

counter++; 

//値の格納（文字として格納するため、型を変換） 

mpItem.prop("text") = counter.toString(); 

 

//イベントとメインペイン上のアイテムとの関連付け 

 

//関連付け 

currentEvent.addRelPage2( 0 , "mainview" , "sen:///MainView" + 

 tpPath + "#nri001" ); 
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5.3.1.4 イベントのステータス変更時にメインペインを変更する 

イベントのステータス変更時にメインペインを変更するルールは、グループ別ル

ールで記述します。例えば、あるサーバーの障害イベントを受信したときに、その

サーバーを現すメインペイン上のアイテムを赤く点滅させる。そして、該当のイベ

ントのステータスを“対処完了”にしたときに点滅を停止する、といった場合の後

者の処理を行う方法を説明します。イベントのステータスを変更した場合は、SEN

の内部で“イベントステータス変更イベント”というイベントが発生します。イベ

ントのステータス変更時の処理は、この“イベントステータス変更イベント”を使

用して行います。 

 

• メインペイン上のアイテムの点滅を停止する 

イベントスのテータス変更（オープン→対処完了）時に、メインペイン上のアイテムの

点滅を停止する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ 「メインペイン上のアイテムを赤く点滅させる」の準備を行う 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

➢ イベントを”SEN_GROUP_1”へ分配するルールを作成する 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

（“SEN_GROUP_1”グループのグループ別ルール） 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“イベントステータス変更イベント” 

条件式：なし 

アクション： //ステータスの定義 

var OPEN = 0; 

var ACKNOWLEDGED = 1; 

var ASSIGNED = 2; 

var CLOSED = 3; 

 

//同時にステータスを変更した数を取得 

var numOfFields = currentEvent.numOfFields("イベントステータス

変更項目"); 

 

//1 つずつ処理する 

for ( var idx = 0 ; idx < numOfFields ; idx++ ) { 

    var ev = currentEvent.prop2("イベントステータス変更項目" , 

 idx ); 

 

  //ステータスを”オープン”から”対処完了”にしたとき 

    if ( ev.prop("旧イベント状態") == OPEN && 

 ev.prop("新イベント状態") == CLOSED ) { 

 

    //関連付けされている数を取得 

        var numOfRelPages = ev.numOfFields("関連ビュー"); 

 

    //1 つずつ処理する 

        for ( var idy = 0 ; idy < numOfRelPages ; idy++ ) { 

var relPage = ev.prop2("関連ビュー" , idy ); 
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var tpPath = getNodePath(relPage); 

var mpPath = getItemPath(relPage); 

var tpItem = globalContext.mainViewTPNode(tpPath); 

var mpItem = tpItem.item(mpPath); 

 

      //点滅を停止する 

mpItem.prop("enableAltInfo") = false; 

        } 

    } 

} 

//関連ビューからメインペインのパスを取得する処理 

function getNodePath( viewPath ) { 

var s = viewPath.slice("sen:///MainView".length, 

viewPath.lastIndexOf("#", viewPath.length)); 

return s; 

} 

 

//関連ビューからメインペイン上のアイテム名を取得する処理 

function getItemPath(viewPath) { 

var s = viewPath.slice(viewPath.lastIndexOf("#", 

viewPath.length) + 1,viewPath.length); 

return "/" + s; 

} 
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5.3.1.5 イベントのステータス変更時にイベントの情報を変更する 

イベントのステータス変更時に、ステータスを変更したイベントの情報を変更す

る処理は、グループ別ルールで記述します。例えば、あるイベントのステータスを

変更したときに、該当のイベントの情報を変更するような処理を行う方法を説明し

ます。 

 

• ノートの内容を報告書に反映する 

SEN コンソールから“報告書を作る”や“メールを送る”を実行する場合、イベントのノ

ートの情報を参照することができません。“報告書を作る”や“メールを送る”は、イベン

トの UV にはアクセス可能であるため、イベントのステータス変更時に UV に転記しま

す。 

この場合のルールは以下のように記述できます。尚、下記ルールを適用した場合、

“報告書を作る”と“メールを送る”においてノートの内容を%currentEvent.uv(“note”)%

で参照することができるようになります。 

・ 準備 

➢ 報告書自動作成テンプレートを作成する 

詳細は「インストールガイド」の「6.2.8 報告書自動作成機能のテ

ンプレート」を参照して下さい。 

➢ メール自動作成テンプレートを作成する 

詳細は「インストールガイド」の「6.2.7 メール自動作成機能のテ

ンプレート」を参照して下さい。 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

➢ イベントを”SEN_GROUP_1”へ分配するルールを作成する 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

（“SEN_GROUP_1”グループのグループ別ルール） 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“イベントステータス変更イベント” 

条件式：なし 

アクション： //同時にステータスを変更した数を取得 

var numOfFields = currentEvent.numOfFields("イベントステータス

変更項目"); 

 

//1 つずつ処理する 

for ( var idx = 0 ; idx < numOfFields ; idx++ ) { 

    var ev = currentEvent.prop2("イベントステータス変更項目" , 

 idx ); 

 

    var eventId = ev.prop("イベント ID"); 

    var sourceEvent = globalContext.getEventById( eventId ); 

    var notes = sourceEvent.uv("note"); 

 

    if ( typeof( notes ) == typeof( undefined ) ) { 

        notes = ""; 

    } 

    var numOfNotes = sourceEvent.numOfNotes; 
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    for ( idy = 0 ; idy < numOfNotes ; idy++ ) { 

        var note = sourceEvent.note( idy ); 

        var record = note.writtenTime.getTimeString() 

 + " : " + note.writerName 

 + " " + note.note + "\r\n"; 

        if ( notes.indexOf( record ) == -1 ) { 

            notes += record; 

        }  

    } 

    sourceEvent.uv("note") = notes; 

} 
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5.3.1.6 イベント到着時に外部コマンドを非同期実行する 

イベントの到着時に外部コマンドを非同期で実行する処理は、“アクションの実

行-1”ステージまたは、“アクションの実行-2”ステージで行います。例えば、あ

るノードがダウンしたというイベントを受信した場合、SEN サーバーから該当サ

ーバーに対して tracert コマンドや Telnet 連携コマンドを実行し、実行結果をノー

ドがダウンしたというイベントのガイドに出力する処理を行う方法を説明します。

tracert コマンドや Telnet 連携コマンドは結果が返るまで数秒必要であるため、非

同期で実行します。 

 

• tracert コマンドを実行する 

イベントの ID が“!ANM103（サーバーダウン）”の場合は、該当のサーバ

ーに対して tracert コマンドを実行する例です。 

・ 準備 

➢ SEN サーバーが該当サーバーの名前解決をできること 

 （DNS、hosts ファイル等で名前解決できるよう設定する） 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

➢ イベントを”SEN_GROUP_1”へ分配するルールを作成する 

 

使用ステージ： アクションの実行-1 

（“SEN_GROUP_1”グループのグループ別ルール） 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“千手メッセージ” 

条件式：currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" 

アクション： //イベントが発生したノードを取得 

var node = currentEvent.prop("発生元ノードID"); 

 

//該当のノードに対して tracert コマンドを実行する 

var command = "cmd /c tracert " + node; 

var actionUserInfo = currentEvent.sequenceId; 

globalContext.asyncExecCommand( command , actionUserInfo, 

null ); 

 

 

• Telnet 連携コマンドを実行する 

イベントの ID が“!ANM103（サーバーダウン）”の場合は、該当のサーバ

ーに対して Telnet 連携コマンドを実行する例です。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

➢ イベントを”SEN_GROUP_1”へ分配するルールを作成する 

 

 ! 
 

“Linux 接続 01“ には、コンフィグレータで設定した Telnet 連携の接続情報 ID を

設定して下さい。 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 
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（“SEN_GROUP_1”グループのグループ別ルール） 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“千手メッセージ” 

条件式：currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" 

アクション： //イベントが発生したノードを取得 

var node = currentEvent.prop("発生元ノードID"); 

 

//  プロパティ"発生元ノードID"の値を取得する 

// Linux接続01には、コンフィグレータで設定した、Telnet連携の接

続情報IDを設定して下さい 

var command = "sjENX_Telnet.exe -s " + node + " -i Linux接続
01"; 
var actionUserInfo = currentEvent.sequenceId; 

globalContext.asyncExecCommand( command, actionUserInfo, 

null ); 

 

 

• コマンドの結果をガイドに出力する 

コマンドが終了したときに発生する“アクション終了イベント”を受信した

場合は、元のイベントのガイドにアクション実行結果を出力する例です。 

・ 準備（どちらか一方、または両方） 

➢ 「tracert コマンドを実行する」の準備を行う 

➢ 「Telnet 連携コマンドを実行する」の準備を行う 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP_1”を作成する 

➢ イベントを”SEN_GROUP_1”へ分配するルールを作成する 

 

使用ステージ： アクションの実行-1 

（“SEN_GROUP_1”グループのグループ別ルール） 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“アクション終了イベント” 

アクション： //コマンドを実行した元のイベントを取得する 

var numOfFields = currentEvent.numOfFields("アクションユーザー

情報"); 

if ( numOfFields != 0 ) { 

  //元のイベントのシーケンスIDを取得 

  var sequenceId = currentEvent.prop2("アクションユーザー情報", 

0 ); 

 //元のイベントにアクセス 

var ev = globalContext.getEventById( sequenceId ); 

//元のイベントのガイドに実行結果を貼り付ける 

ev.guide = ev.guide + currentEvent.prop("アクション全文字出力

"); 

} 
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5.3.1.7 メール送信依頼到着時にメールを送信する 

メール送信依頼到着時にメールを送信する処理は、“アクションの実行-1”ステージまた

は、“アクションの実行-2”ステージで行います。メール送信メッセージを受信した場合、メー

ル送信メッセージの内容に従いメールを送信する処理を行う方法を説明します。 

 

• メール送信メッセージの内容でメールを送信する 

メール送信メッセージを受信した場合、メール送信メッセージの内容に従いメールを

送信する例です。 

この場合のルールは以下のように記述します。 

・ 準備 

➢ SMTP サーバーの設定を行う 

➢ メール送信連携アダプタを起動する 

 

 ! 
 

“MAIL_SEND“には、コンフィグレータで設定したメール送信連携のドメイン名を設

定して下さい。 

 

使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メール送信メッセージ” 

条件式：なし 

アクション： //アクションユーザー情報の設定 

var actionUserInfo = new Array("メール送信依頼実行結果"); 

 

// "MAIL_SEND"には、コンフィグレータで設定したメール送信連携の

ドメイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "MAIL_SEND", null ); 
var execResult = pd.mlAsyncSendEvent( currentEvent, 

actionUserInfo ); 
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5.3.1.8 電話呼び出し依頼到着時に TELstaff から電話をかける 

電話呼び出し依頼到着時に TELstaff から電話をかける処理は、“アクションの実行-

1”ステージまたは、“アクションの実行-2”ステージで行います。電話呼出メッセージを受信

した場合、電話呼出メッセージの内容に従い TELstaff から電話をかける処理を行う方法

を説明します。 

 

• 電話呼出メッセージの内容で TELstaff から電話をかける 

電話呼出メッセージを受信した場合、電話呼出メッセージの内容に従い TELstaff

から電話をかける例です。 

この場合のルールは以下のように記述します。 

・ 準備 

➢ TELstaff サーバーの設定を行う 

➢ TELstaff 連携アダプタを起動する 

 

 ! 
 

“TELSTAFF “には、コンフィグレータで設定した TELstaff 連携のドメイン名を設定

して下さい。 

 

使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“電話呼出メッセージ” 

条件式：なし 

アクション： //アクションユーザー情報の設定 

var actionUserInfo = new Array("電話呼び出し依頼実行結果"); 

 

// "TELSTAFF "には、コンフィグレータで設定した TELstaff 連携のド

メイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "TELSTAFF", null ); 
var execResult = pd.tlAsyncSendEvent( currentEvent, 

actionUserInfo ); 
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5.3.1.9 イベント到着時にメールを送信する 

イベントの到着時にメールを送信する処理は、“アクションの実行-1”ステージまたは、“ア

クションの実行-2”ステージで行います。例えば、あるノードがダウンしたというイベントを受

信した場合、担当者にメールを送信する処理を行う方法を説明します。 

 

• メールを送信する 

イベントの ID が“!ANM103（サーバーダウン）”の場合、サーバー管理担当者にメー

ルを送信する例です。 

この場合のルールは以下のように記述します。 

・ 準備 

➢ SMTP サーバーの設定を行う 

➢ メール送信連携アダプタを起動する 

 

 ! 
 

“MAIL_SEND“には、コンフィグレータで設定したメール送信連携のドメイン名を設

定して下さい。 

宛先メールアドレス（カーボンコピー含む）には存在する宛先メールアドレスを設定

して下さい。 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“千手メッセージ” 

条件式：currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" 

アクション： //発信元メールアドレスの設定 

var fromAddr = "fromAddr@example.com"; 
 

//宛先メールアドレスの設定 

var rptAddr = "rptAddr1@example.com,rptAddr2@example.com"; 
 

//カーボンコピーの宛先メールアドレスの設定 

var ccAddr = "ccAddr1@example.com,ccAddr1@example.com"; 
 

//件名の設定 

var subject = "障害連絡"; 

 

//本文の設定 

var contents = currentEvent.prop("メッセージテキスト"); 

 

//添付ファイルの設定 

var attachments = null; 

 

//アクションユーザー情報の設定 

var actionUserInfo = new Array("メール送信実行結果"); 

 

// "MAIL_SEND"には、コンフィグレータで設定したメール送信連携の

ドメイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "MAIL_SEND", null ); 
var execResult = pd.mlAsyncSendMail( fromAddr, rptAddr, ccAddr, 

subject, contents, attachments, actionUserInfo ); 
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5.3.1.10 イベント到着時に TELstaff から電話をかける 

イベントの到着時に TELstaff から電話をかける処理は、“アクションの実行-1”ステー

ジまたは、“アクションの実行-2”ステージで行います。例えば、あるノードがダウンしたという

イベントを受信した場合、担当者に TELstaff から電話をかける処理を行う方法を説明し

ます。 

 

• TELstaff から電話をかける 

イベントの ID が“!ANM103（サーバーダウン）”の場合は、サーバー管理担当者に

TELstaff から電話をかける例です。 

この場合のルールは以下のように記述します。 

・ 準備 

➢ TELstaff サーバーの設定を行う 

➢ TELstaff 連携アダプタを起動する 

 

 ! 
 

“TELSTAFF “には、コンフィグレータで設定した TELstaff 連携のドメイン名を設定

して下さい。 

連絡網グループ ID/連絡網 ID “001/0001”には、存在する連絡網グループ ID/連絡網

ID を設定して下さい。 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“千手メッセージ” 

条件式：currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" 

アクション： //連絡網グループ ID/連絡網 ID の設定 

//TELstaffサーバーに存在する連絡網グループ ID/連絡網 IDを設定し

て下さい。 

var telId = "001/0001"; 
 

//読み上げメッセージの設定 

var readingContent = "障害が発生しました。"; 

//アクションユーザー情報の設定 

var actionUserInfo = new Array("電話呼び出し実行結果"); 

 

// "TELSTAFF "には、コンフィグレータで設定した TELstaff 連携のド

メイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "TELSTAFF", null ); 
var execResult = pd.tlAsyncTelCall( telId, readingContent, 

actionUserInfo ); 
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5.3.1.11 イベントが到着してから一定の時間後にアクションを実行する 

あるイベントを受信してから、一定時間以内に別のイベントを受信しなかった場合にアク

ションを実行する処理は、遅延実行のステージで行います。例えば、あるノードがダウンし

たというメッセージが発生してから、5 分以内に該当のノードから復旧メッセージが来なかっ

た場合に、障害と判断して担当者にメールを送信するような処理を行う方法を説明します。 

 

• 5 分以内にサーバーが復旧しない場合は担当者にメールを送信する 

イベントの ID が“!ANM103（サーバーダウン）”の場合は、5 分以内にイベント ID が

“!ANM102（サーバー起動）”のイベントが来ない場合に障害と判断して、担当者にメ

ールを送信する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ SMTP サーバーの設定を行う 

➢ メール送信連携アダプタを起動する 

 

 ! 
 

“MAIL_SEND“には、コンフィグレータで設定したメール送信連携のドメイン名を設

定して下さい。 

宛先メールアドレス（カーボンコピー含む）には存在する宛先メールアドレスを設定

して下さい。 

 
使用ステージ： 遅延実行 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“千手メッセージ” 

条件式：currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM103" && 

currentEvent.prop("発生元ノード ID") == "nri001" 

ルール条件２： カレントイベントクラス：“千手メッセージ” 

条件式：currentEvent.prop("メッセージ ID") == "!ANM102" &&  

currentEvent.prop("発生元ノード ID") == "nri001" 

パラメータ-1： 300 

アクション： //発信元メールアドレスの設定 

var fromAddr = "fromAddr@example.com"; 
 

//宛先メールアドレスの設定 

var rptAddr = "rptAddr1@example.com,rptAddr2@example.com"; 
 

//カーボンコピーの宛先メールアドレスの設定 

var ccAddr = "ccAddr1@example.com,ccAddr1@example.com"; 
 

//件名の設定 

var subject = "障害連絡"; 

 

//本文の設定 

var contents = "障害が発生しました。"; 

 

//添付ファイルの設定 

var attachments = null; 

 

//アクションユーザー情報の設定 

var actionUserInfo = new Array("メール送信実行結果"); 
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// "MAIL_SEND"には、コンフィグレータで設定したメール送信連携の

ドメイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "MAIL_SEND", null ); 
var execResult = pd.mlAsyncSendMail( fromAddr, rptAddr, ccAddr, 

subject, contents, attachments, actionUserInfo ); 

 
  



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.3 ルール事例集 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-219 5-219 

5.3.1.12 定期的に同じアクションを実行する 

決まった時刻にアクションを実行する処理は、“タイマ”ステージで行います。

例えば、SEN アダプタを導入したサーバーに対して定期的にヘルスチェックを行

い、ヘルスチェックに失敗した場合に、障害イベントを出力するような処理を行う

方法を説明します。 

• 5 分置きにサーバー“nri001”に ping を発行する 

5 分置きにサーバー“nri001”に ping を発行し、ヘルスチェックに失敗した場合に、

障害イベントを出力する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ SEN サーバーが該当サーバーの名前解決をできること 

 （DNS、hosts ファイル等で名前解決できるよう設定する） 

 
使用ステー

ジ： 

タイマ 

ルール条件

１： 

SEN サーバー起動時/ルールセット反映時 

ルール条件

２： 

カレントイベントクラス：”すべてのイベント” 

条件式：false 

パラメータ

-1： 

300 

アクショ

ン： 

//ノード”nri001”に対してpingコマンドを発行 

var command = "cmd /c ping -n 1 nri001 | find \"Lost = 0 \""; 

var actionUserInfo = null; 

var execResult = globalContext.asyncExecCommand( command , 

actionUserInfo, null ); 

 

try{ 

   //コマンドの終了を10秒待つ 

   execResult.waitForTerminateProcess( 10000 ); 

   if ( execResult.exitCode != 0 ) { 

      //対象のノードからの応答がない 

      var ev = globalContext.createEvent( "千手メッセージ" ); 

      //ev のプロパティを設定する 

      ev.prop("メッセージID") = "SEN999"; 

      ev.prop("メッセージテキスト") = "nri001との接続が切れました"; 

      ev.send(); 

   } 

}catch(e){ 

  globalContext.outputToLogFile( 3 , "コマンドが所定の時間内に終了し

ませんでした。"); 

} 
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5.3.1.13 受信メールをインシデント登録する 

メールを受信した場合に、メールの内容を基にして Senju Service Manager に対して

インシデントとして登録する方法を説明します。 

 

• 受信メールをインシデントとして登録する 

メールを受信した場合、インシデント登録の必須項目である「システム名」と「起票

者」と「エスカレーション先名」は固定値（SSM 初期システム、SSM）をセット、「SSM のタ

イトル」と「経過 1 のタイトル」はメールの subject をセット、「SSM のインシデント内容」と

「経過１の内容」はメールの本文をセット、添付ファイルがある場合には「経過１の経過

添付ファイル」に添付ファイルをセットしてインシデントとして登録する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ SSM DB サーバーを設定する 

➢ Senju Service Manager 連携アダプタを起動する 

 

 ! 
 

“SSMDBSV “には、コンフィグレータで設定した Senju Service Manager 連携のドメ

イン名を設定して下さい。 

 

使用ステージ： イベントの解析-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メールメッセージ” 

条件式：なし 

アクション： //このルールを実行する際には 

//Senju Service Managerの接続情報（SSM DBサーバー名等） 

//をSENコンフィグレータにて登録しておくこと。 

  

//デフォルトシステム 

var DefaultSys = "SSM初期システム"; 

 

//デフォルト起票者、エスカレーション先名 

var DefaultSend = "SSM"; 

 

//プロパティ"メール本文"、"Subject:"（件名）の値を取得する 

var mailsubject = currentEvent.prop("Subject:"); 

var mailbody = currentEvent.prop("メール本文"); 

 

//インシデント登録 

var fields = new Array; // SSM連携用配列宣言 

var vals = new Array;   // SSM連携用配列宣言 

 

fields.push("システム名"); 

vals.push(DefaultSys); 

 

fields.push("起票者"); 

vals.push(DefaultSend); 

 

fields.push("エスカレーション先名"); 

vals.push(DefaultSend); 

 

fields.push("タイトル"); 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 5.3 ルール事例集 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 5-221 5-221 

vals.push(mailsubject); 

 

fields.push("インシデント内容"); 

vals.push(mailbody); 

 

fields.push("経過タイトル"); 

vals.push(mailsubject); 

 

fields.push("経過内容"); 

vals.push(mailbody); 

 

fields.push("登録モード"); 

vals.push("001"); 

 

//添付ファイルを全て追加する 

if (currentEvent.numOfFields("添付ファイルリスト") > 0) { 

    var fileArray = new Array(); 

    for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("添付ファイルリ

スト") ; ++idx ) { 

        fields.push("経過添付ファイル名"); 

        vals.push(currentEvent.prop2("添付ファイルリスト", 

idx).prop("出力ファイル名")); 

    } 

} 

 

//"SSMDBSV"には、コンフィグレータで設定した Senju Service Manager

連携のドメイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "SSMDBSV", null ); 
var execResult = pd.spAsyncSendEvent( "インシデント", fields, 

vals, null, "SSMインシデント登録実行結果" ); 
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5.3.1.14 受信メールをインシデントまたはインシデント候補登録する 

メールを受信した場合に、メールの内容を基にして Senju Service Manager に対して

インシデント、またはインシデント候補として登録する方法を説明します。 

 

• 利用シーン 

トラブルが発生した旨のメールを受信し、メールの宛先ごとに紐付けられた登録者

情報をファイルより取得し、メール内容に付加してインシデントとして登録する。登録

者情報の該当データがファイルにない場合はインシデント候補として登録する。 

 

• 受信メールをインシデント、またはインシデント候補として登録する 

メールを受信した場合、インシデント登録の必須項目である「システム名」と「起票

者」と「エスカレーション先名」は「宛先メールアドレス（To）」をキーにしてあらかじめ作

成しておいた登録者情報ファイルより取得し、インシデントとして登録する。登録者情

報ファイルに該当するデータがなかった場合にはインシデント候補として登録する。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ SSM DB サーバーを設定する 

➢ 登録者情報ファイルを作成する 

➢ Senju Service Manager 連携アダプタを起動する 

登録者情報ファイル 

・ 解説： 

➢ 受信メールの宛先メールアドレス（To:）と、リストの[*To]でマッチングを行な

い、マッチしたリストのシステム名・起票者・エスカレーション先名を取得す

る。 

・ レイアウト： 
宛先メールアドレス

(To:） 

マッチングキー 

指定した文字列との完全一致で true 

カンマ（半角） "," 

システム名 Senju Service Manager のシステム名を指定 

カンマ（半角） "," 

起票者 Senju Service Manager のユーザーID 

カンマ（半角） "," 

エスカレーション先名 Senju Service Manager のユーザーID 

複数指定の場合は、";"（セミコロン）で区切る 

・ ファイル内容サンプル： 

[*To],[システム名],[起票者],[エスカレーション先名] 

user@A-System.com,A システム,Auser,Auser 

user2@A-System.com,A システム,Auser2,Auser2 

user@B-System.com,B システム,Buser,Buser 

user@C-System.com,C システム,Cuser,Cuser;Cuser2 

・ 備考： 

➢ リストの項目の追加、並び順を変更した場合にはルールの変更が必要で

す。 
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 ! 
 

「システム名」と「起票者」の整合性を合わせて下さい。対象システ

ムの職責を持たない「起票者」で登録した場合、その「起票者」での

登録されたインシデントは、参照、更新不可となります。（検索対象

となりません）。もし上記の状態となった場合は、そのシステムの職

責も持った、ユーザーで対象のインシンデトを修正して下さい（起票

者の修正は不可ですが、システム名の変更は可能）。 

 

グローバル定

義： 

//登録者情報ファイル 

var registRdFile = "C:\\Program 

Files\\SEN\\Server\\dat\\enb\\wtable\\Regist_info.txt"; 

 

//インシデント、インシデント候補 

var direct = "インシデント"; 

var candidate = "インシデント候補"; 

 

//マルチラインテキスト項目の場合の文字数を制限する 

function string_edit_process(msgstr,lmt) { 

 

    //メッセージのバイト数を lmt byte以下に制限 

    var len = 0; 

    var iCode; 

    for(idx=0;idx<msgstr.length;idx++){ 

        iCode = msgstr.charCodeAt(idx); 

        if((iCode>=0 && iCode<=255)||(iCode>=0xff61 && 

iCode<=0xff9f)){ 

            len += 1; 

        }else{ 

            len += 2; 

        } 

        if (len > lmt) { 

            return msgstr.substr(0, idx) + "\r\n" + "（以下のメ

ッセージは省略されました）"; 

            break; 

        } 

    } 

    return msgstr; 

} 

 

 
使用ステー

ジ： 

イベントの解析-1 

ルール条件

１： 

カレントイベントクラス：“メールメッセージ” 

条件式：なし 

アクション： //このルールを実行する際には 

//Senju Service Managerの接続情報（SSM DBサーバー名等） 

//をSENコンフィグレータにて登録しておくこと。 

//登録者情報ファイルを作成しておくこと。 

 

//イベントに関連付けるユーザー変数定義 

currentEvent.uv("登録フラグ") = ""; 

currentEvent.uv("登録用起票者") = ""; 

currentEvent.uv("登録用システム名") = ""; 

currentEvent.uv("登録用エスカレーション先名") = ""; 

currentEvent.uv("送信者メールアドレス") = ""; 

 

//送信者メールアドレスの取得 
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var MailFrom = currentEvent.prop("From:"); 

if (MailFrom.indexOf("\<") != -1 && MailFrom.indexOf("\>") != -1){ 

    var sfpos = MailFrom.indexOf("\<") + 1; 

    var efpos = MailFrom.indexOf("\>"); 

    MailFrom = MailFrom.substring(sfpos, efpos); 

} 

currentEvent.uv("送信者メールアドレス") = MailFrom; 

 

//To取得 

var MailTo = new Array;  //メールの宛先（To） 

for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("To:") ; ++idx ) { 

    MailTo[idx] = currentEvent.prop2("To:", idx); 

    if (MailTo[idx].indexOf("\<") != -1 && 

MailTo[idx].indexOf("\>") != -1){ 

        var stpos = MailTo[idx].indexOf("\<") + 1; 

        var etpos = MailTo[idx].indexOf("\>"); 

        MailTo[idx] = MailTo[idx].substring(stpos, etpos); 

    } 

} 

 

//登録者情報ファイルを全て読み込む 

var rgst_rc;     //1行のデータ 

var rgst_splrc;  //1行のデータを項目ごとに区切った配列 

var rgst_to       = new Array;  //宛先メールアドレス（To） 

var rgst_kihyou   = new Array;  //登録用起票者 

var rgst_system   = new Array;  //登録用システム名 

var rgst_esca     = new Array;  //登録用エスカレーション先名 

var rgst_file_found = true;  //必須登録情報ファイルの有無 

 

//FileSystemObjectのインスタンスを生成 

var fso = globalContext.createObject("Scripting.FileSystemObject", 

null); 

if (fso.FileExists(registRdFile)) { 

    var dt = fso.OpenTextFile(registRdFile,1); 

    var rgst_j = 0; 

    do { 

        rgst_rc = dt.ReadLine(); //1行読み込む 

        rgst_rc = rgst_rc.replace( /\"/g, "" );  //「"」(ダブルクウ

ォート)を一括削除 

        rgst_splrc = rgst_rc.split(",");  //「,」（カンマ）ごとに項

目に分ける 

        //ヘッダー情報以外のデータ取得 

        if ( rgst_splrc[1].indexOf("\[") == -1 ) { 

            rgst_to[rgst_j]    = rgst_splrc[0]; 

            rgst_system[rgst_j]  = rgst_splrc[1]; 

            rgst_kihyou[rgst_j]  = rgst_splrc[2]; 

            rgst_esca[rgst_j]    = rgst_splrc[3]; 

            rgst_j++; 

        } 

    } while(dt.AtEndOfStream==false); 

    dt.Close(); 

    dt = null; 

} else { 

    //ファイルが見つからなかった場合、ログにエラーレベル3で出力 

    globalContext.outputToLogFile( 3, "登録者情報ファイルが見つかり

ません： " + registRdFile ); 

    rgst_file_found = false; 

} 
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//登録者情報ファイルから、宛先メールアドレスに対応した 

//必須項目のデータ（起票者・システム名・エスカレーション先名）を取

得する 

var Direct_Flag = false;  //ファイルにマッチした情報があったか否か 

for (i=0;i<MailTo.length;i++) { 

    for (j=0;j<rgst_to.length;j++) { 

        if ( MailTo[i] == rgst_to[j] ) { 

            currentEvent.uv("登録用起票者") = rgst_kihyou[j]; 

            currentEvent.uv("登録用システム名") = rgst_system[j]; 

            currentEvent.uv("登録用エスカレーション先名") = 

rgst_esca[j]; 

            Direct_Flag = true;  //ファイルにマッチした情報があり 

            break; 

        } 

    } 

    if ( Direct_Flag == true ) { 

        //既にマッチした情報がある場合にはループを抜ける 

        break; 

    } 

} 

 

//ファイルのデータ取得できたら、各種送信処理を行う 

if ( rgst_file_found == true ) { 

    if ( Direct_Flag == true ) { 

        currentEvent.uv("登録フラグ") = direct;     //インシデント 

    } else { 

        currentEvent.uv("登録フラグ") = candidate;  //インシデント

候補 

    } 

} else { 

    currentEvent.uv("登録フラグ") = "regist_file is not found!"; 

} 

 

 

 ! 
 

“SSMDBSV “には、コンフィグレータで設定した Senju Service Manager 連携のドメ

イン名を設定して下さい。 

 
使用ステージ： イベントの解析-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メールメッセージ” 

条件式： 

currentEvent.uv("登録フラグ") == direct ||  

currentEvent.uv("登録フラグ") == candidate 

アクション： //発生日時より年月日を取得 

var sendDate = currentEvent.prop("発生日時").substr(0,4) + 

currentEvent.prop("発生日時").substr(5,2) + currentEvent.prop("

発生日時").substr(8,2); 

//発生日時より時刻を取得 

var sendTime = currentEvent.prop("発生日時").substr(11,2) + 

currentEvent.prop("発生日時").substr(14,2); 

 

//Subjectより80文字をタイトルとして取得 

var title = currentEvent.prop("Subject:").substr(0,80); 

 

//タイトルに「'」または「"」が含まれる場合は削除 

title = title.replace(/\'/g,""); 

title = title.replace(/\"/g,""); 
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//To取得 

var toHeadderStr = ""; 

for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("To:") ; ++idx ) { 

    if (idx >= 1) { 

        toHeadderStr += ","; 

    } 

    toHeadderStr += currentEvent.prop2("To:", idx); 

} 

 

//Cc取得 

var ccHeadderStr = ""; 

if (currentEvent.numOfFields("Cc:") > 0) { 

    for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("Cc:") ; 

++idx ) { 

        if (idx >= 1) { 

            ccHeadderStr += ","; 

        } 

        ccHeadderStr += currentEvent.prop2("Cc:", idx); 

    } 

} else { 

    ccHeadderStr = ""; 

} 

 

//インシデント内容文生成 

var msg = "《受信日時》\r\n " + currentEvent.prop("発生日時") + 

"\r\n" 

            + "《From》\r\n " +  currentEvent.prop("From:") + 

"\r\n" 

            + "《To》\r\n " + toHeadderStr + "\r\n" 

            + "《Cc》\r\n " + ccHeadderStr + "\r\n" 

            + "《Subject》\r\n " + currentEvent.prop("Subject:") 

+ "\r\n" 

            + "《メール本文》\r\n " + currentEvent.prop("メール

本文") + "\r\n\r\n"; 

 

//インシデント内容文の文字数を制限する 

msg = string_edit_process(msg, 3960); 

 

//転送用：項目・内容を変数へ登録 

var fields = new Array; 

var vals = new Array; 

 

fields.push("タイトル"); 

vals.push(title); 

 

fields.push("インシデント内容"); 

vals.push(msg); 

 

fields.push("経過タイトル"); 

vals.push(title); 

 

fields.push("経過内容"); 

vals.push(msg); 

 

fields.push("起票日"); 

vals.push(sendDate); 

 

fields.push("起票時刻"); 

vals.push(sendTime); 
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fields.push("登録モード"); 

vals.push("001"); 

 

if ( currentEvent.uv("登録フラグ") == direct ) { 

    //インシデントの場合 

    fields.push("起票者"); 

    vals.push(currentEvent.uv("登録用起票者")); 

 

    fields.push("システム名"); 

    vals.push(currentEvent.uv("登録用システム名")); 

 

    var esca_array = currentEvent.uv("登録用エスカレーション先名

").split(";"); 

    for ( idx = 0; idx<esca_array.length; ++idx ){ 

        fields.push("エスカレーション先名"); 

        vals.push(esca_array[idx]); 

    } 

}else{ 

    //インシデント候補の場合 

    fields.push("送信者アドレス"); 

    vals.push(currentEvent.uv("送信者メールアドレス")); 

} 

 

//添付ファイルを全て追加する 

if (currentEvent.numOfFields("添付ファイルリスト") > 0) { 

    var fileArray = new Array(); 

    for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("添付ファイルリ

スト") ; ++idx ) { 

        fields.push("経過添付ファイル名"); 

        vals.push(currentEvent.prop2("添付ファイルリスト", 

idx).prop("出力ファイル名")); 

    } 

} 

 

//"SSMDBSV"は、コンフィグレータで設定した Senju Service Manager 連

携のドメイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "SSMDBSV", null ); 
var execResult = pd.spAsyncSendEvent( currentEvent.uv("登録フラ

グ"), fields, vals, null, "SSM" + currentEvent.uv("登録フラグ") 

+ "登録実行結果" ); 
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5.3.1.15 受信メールをプロセス登録する 

メールを受信した場合に、メールの内容を基にして Senju Service Manager に対しプ

ロセスとして登録する方法を説明します。 

 

• 受信メールをプロセスとして登録する 

メールを受信した場合、プロセス登録の必須項目である「システム」と「起票者」と「エ

スカレーション先」は固定値（SSM 初期システム、SSM）をセット、「SSM のタイトル」と

「経過 1 のタイトル」はメールの subject をセット、「SSM のテキスト 6」と「経過１の内容」

はメールの本文をセット、添付ファイルがある場合には「経過１の経過添付ファイル」に

添付ファイルをセットしてプロセスとして登録する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ SSM DB サーバーを設定する 

➢ Senju Service Manager 連携アダプタを起動する 

 

 ! 
 

「データ種別 ID」は、Senju Service Manager における「画面 ID」のことを指しま

す。 

詳細については Senju Service Manager のマニュアルを参照して下さい。 

 

 ! 
 

“SSMDBSV “には、コンフィグレータで設定した Senju Service Manager 連携のドメ

イン名を設定して下さい。 

 
使用ステージ： イベントの解析-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メールメッセージ” 

条件式：なし 

アクション： //このルールを実行する際には 

//Senju Service Managerの接続情報（SSM DBサーバー名等） 

//をSENコンフィグレータにて登録しておくこと。 

  

//デフォルトシステム 

var DefaultSys = "SSM初期システム"; 

 

//デフォルト起票者、エスカレーション先名 

var DefaultSend = "SSM"; 

 

//プロパティ"メール本文"、"Subject:"（件名）の値を取得する 

var mailsubject = currentEvent.prop("Subject:"); 

var mailbody = currentEvent.prop("メール本文"); 

 

//プロセス登録 

var fields = new Array; // SSM連携用配列宣言 

var vals = new Array;   // SSM連携用配列宣言 

 

fields.push("データ種別ID"); 

vals.push("01000001"); 

 

fields.push("システム"); 

vals.push(DefaultSys); 
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fields.push("起票者"); 

vals.push(DefaultSend); 

 

fields.push("エスカレーション先"); 

vals.push(DefaultSend); 

 

fields.push("タイトル"); 

vals.push(mailsubject); 

 

fields.push("テキスト6"); 

vals.push(mailbody); 

 

fields.push("経過タイトル"); 

vals.push(mailsubject); 

 

fields.push("経過内容"); 

vals.push(mailbody); 

 

fields.push("登録モード"); 

vals.push("001"); 

 

//添付ファイルを全て追加する 

if (currentEvent.numOfFields("添付ファイルリスト") > 0) { 

    var fileArray = new Array(); 

    for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("添付ファイルリ

スト") ; ++idx ) { 

        fields.push("経過添付ファイル"); 

        vals.push(currentEvent.prop2("添付ファイルリスト", 

idx).prop("出力ファイル名")); 

    } 

} 

 

//"SSMDBSV"には、コンフィグレータで設定した Senju Service Manager

連携のドメイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "SSMDBSV", null ); 
var execResult = pd.spAsyncSendEvent( "プロセス管理", fields, 

vals, null, "SSMプロセス登録実行結果" ); 
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5.3.1.16 受信メールをプロセスまたはイベント登録する 

メールを受信した場合に、メールの内容を基にして Senju Service Manager に対して

プロセス、またはイベント管理のイベントとして登録する方法を説明します。 

• 利用シーン 

トラブルが発生した旨のメールを受信し、メールの宛先ごとに紐付けられた登録者

情報をファイルより取得し、メール内容に付加してプロセスとして登録する。登録者

情報の該当データがファイルにない場合はイベント管理のイベントとして登録する。 

 

• 受信メールをプロセス、またはイベントとして登録する 

メールを受信した場合、プロセス登録の必須項目である「システム」と「起票者」と「エ

スカレーション先」は「宛先メールアドレス（To）」をキーにしてあらかじめ作成しておい

た登録者情報ファイルより取得し、プロセスとして登録する。登録者情報ファイルに該

当するデータがなかった場合にはイベント管理のイベントとして登録する。登録者情報

ファイルが存在しない場合、ログにエラーを出力し、プロセスおよびイベントの登録を

行わない。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ SSM DB サーバーを設定する 

➢ 登録者情報ファイルを作成する 

➢ Senju Service Manager 連携アダプタを起動する 

登録者情報ファイル 

・ 解説： 

➢ 受信メールの宛先メールアドレス（To:）と、リストの[*To]でマッチングを行な

い、マッチしたリストのシステム・起票者・エスカレーション先を取得する。 

・ レイアウト： 
宛先メールアドレス

(To:） 

マッチングキー 

指定した文字列との完全一致で true 

カンマ（半角） "," 

システム Senju Service Manager のシステム名を指定 

カンマ（半角） "," 

起票者 Senju Service Manager のユーザーID 

カンマ（半角） "," 

エスカレーション先 Senju Service Manager のユーザーID 

複数指定の場合は、";"（セミコロン）で区切る 

・ ファイル内容サンプル： 

[*To],[システム],[起票者],[エスカレーション先] 

user@A-System.com,A システム,Auser,Auser 

user2@A-System.com,A システム,Auser2,Auser2 

user@B-System.com,B システム,Buser,Buser 

user@C-System.com,C システム,Cuser,Cuser;Cuser2 

・ 備考： 

➢ リストの項目の追加、並び順を変更した場合にはルールの変更が必要で

す。 
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 ! 
 

「システム」と「起票者」の整合性を合わせて下さい。対象システム

の職責を持たない「起票者」で登録した場合、その「起票者」での登

録されたプロセスは、参照、更新不可となります。（検索対象となり

ません）。もし上記の状態となった場合は、そのシステムの職責も持

った、ユーザーで対象のプロセスを修正して下さい（起票者の修正は

不可ですが、システム名の変更は可能）。 

 

 ! 
 

「データ種別 ID」は、Senju Service Manager における「画面 ID」の

ことを指します。詳細については Senju Service Manager のマニュア

ルを参照して下さい。 

 
グローバル定

義： 

//登録者情報ファイル 

var registRdFile = "C:\\Program 

Files\\SEN\\Server\\dat\\enb\\wtable\\Regist_info.txt"; 

 

//プロセス管理、イベント管理 

var direct = "プロセス管理"; 

var candidate = "イベント管理"; 

 

//マルチラインテキスト項目の場合の文字数を制限する 

function string_edit_process(msgstr,lmt) { 

 

    //メッセージのバイト数を lmt byte以下に制限 

    var len = 0; 

    var iCode; 

    for(idx=0;idx<msgstr.length;idx++){ 

        iCode = msgstr.charCodeAt(idx); 

        if((iCode>=0 && iCode<=255)||(iCode>=0xff61 && 

iCode<=0xff9f)){ 

            len += 1; 

        }else{ 

            len += 2; 

        } 

        if (len > lmt) { 

            return msgstr.substr(0, idx) + "\r\n" + "（以下のメ

ッセージは省略されました）"; 

            break; 

        } 

    } 

    return msgstr; 

} 

 

 
使用ステー

ジ： 

イベントの解析-1 

ルール条件

１： 

カレントイベントクラス：“メールメッセージ” 

条件式：なし 

アクション： //このルールを実行する際には 

//Senju Service Managerの接続情報（SSM DBサーバー名等） 

//をSENコンフィグレータにて登録しておくこと。 

//登録者情報ファイルを作成しておくこと。 

 

//イベントに関連付けるユーザー変数定義 

currentEvent.uv("登録フラグ") = ""; 
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currentEvent.uv("登録用起票者") = ""; 

currentEvent.uv("登録用システム") = ""; 

currentEvent.uv("登録用エスカレーション先") = ""; 

currentEvent.uv("送信元アドレス") = ""; 

 

//送信元アドレスの取得 

var MailFrom = currentEvent.prop("From:"); 

if (MailFrom.indexOf("\<") != -1 && MailFrom.indexOf("\>") != -

1){ 

    var sfpos = MailFrom.indexOf("\<") + 1; 

    var efpos = MailFrom.indexOf("\>"); 

    MailFrom = MailFrom.substring(sfpos, efpos); 

} 

currentEvent.uv("送信元アドレス") = MailFrom; 

 

//To取得 

var MailTo = new Array;  //メールの宛先（To） 

for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("To:") ; ++idx ) { 

    MailTo[idx] = currentEvent.prop2("To:", idx); 

    if (MailTo[idx].indexOf("\<") != -1 && 

MailTo[idx].indexOf("\>") != -1){ 

        var stpos = MailTo[idx].indexOf("\<") + 1; 

        var etpos = MailTo[idx].indexOf("\>"); 

        MailTo[idx] = MailTo[idx].substring(stpos, etpos); 

    } 

} 

 

//登録者情報ファイルを全て読み込む 

var rgst_rc;     //1行のデータ 

var rgst_splrc;  //1行のデータを項目ごとに区切った配列 

var rgst_to       = new Array;  //宛先メールアドレス（To） 

var rgst_kihyou   = new Array;  //登録用起票者 

var rgst_system   = new Array;  //登録用システム 

var rgst_esca     = new Array;  //登録用エスカレーション先 

var rgst_file_found = true;  //必須登録情報ファイルの有無 

 

//FileSystemObjectのインスタンスを生成 

var fso = 

globalContext.createObject("Scripting.FileSystemObject",null); 

if (fso.FileExists(registRdFile)) { 

    var dt = fso.OpenTextFile(registRdFile,1); 

    var rgst_j = 0; 

    do { 

        rgst_rc = dt.ReadLine(); //1行読み込む 

        rgst_rc = rgst_rc.replace( /\"/g, "" );  //「"」(ダブルク

ウォート)を一括削除 

        rgst_splrc = rgst_rc.split(",");  //「,」（カンマ）ごとに

項目に分ける 

        //ヘッダ情報以外のデータ取得 

        if ( rgst_splrc[1].indexOf("\[") == -1 ) { 

            rgst_to[rgst_j]    = rgst_splrc[0]; 

            rgst_system[rgst_j]  = rgst_splrc[1]; 

            rgst_kihyou[rgst_j]  = rgst_splrc[2]; 

            rgst_esca[rgst_j]    = rgst_splrc[3]; 

            rgst_j++; 

        } 

    } while(dt.AtEndOfStream==false); 

    dt.Close(); 

    dt = null; 
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} else { 

    //ファイルが見つからなかった場合、ログにエラーレベル3で出力 

    globalContext.outputToLogFile( 3, "登録者情報ファイルが見つか

りません： " + registRdFile ); 

    rgst_file_found = false; 

} 

 

//登録者情報ファイルから、宛先メールアドレスに対応した 

//必須項目のデータ（起票者・システム・エスカレーション先）を取得

する 

var Direct_Flag = false;  //ファイルにマッチした情報があったか否

か 

for (i=0;i<MailTo.length;i++) { 

    for (j=0;j<rgst_to.length;j++) { 

        if ( MailTo[i] == rgst_to[j] ) { 

            currentEvent.uv("登録用起票者") = rgst_kihyou[j]; 

            currentEvent.uv("登録用システム") = rgst_system[j]; 

            currentEvent.uv("登録用エスカレーション先") = 

rgst_esca[j]; 

            Direct_Flag = true;  //ファイルにマッチした情報があり 

            break; 

        } 

    } 

    if ( Direct_Flag == true ) { 

        //既にマッチした情報がある場合にはループを抜ける 

        break; 

    } 

} 

 

//ファイルのデータ取得できたら、各種送信処理を行う 

if ( rgst_file_found == true ) { 

    if ( Direct_Flag == true ) { 

        currentEvent.uv("登録フラグ") = direct;     //プロセス管

理 

    } else { 

        currentEvent.uv("登録フラグ") = candidate;  //イベント管

理 

    } 

} else { 

    currentEvent.uv("登録フラグ") = "regist_file is not found!"; 

} 

 

 

 ! 
 

“SSMDBSV “には、コンフィグレータで設定した Senju Service Manager 連携のドメ

イン名を設定して下さい。 

 
使用ステージ： イベントの解析-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メールメッセージ” 

条件式： 

currentEvent.uv("登録フラグ") == direct ||  

currentEvent.uv("登録フラグ") == candidate 

アクション： //発生日時より年月日を取得 

var sendDate = currentEvent.prop("発生日時").substr(0,4) + 

currentEvent.prop("発生日時").substr(5,2) + currentEvent.prop("

発生日時").substr(8,2); 

//発生日時より時刻を取得 

var sendTime = currentEvent.prop("発生日時").substr(11,2) + 
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currentEvent.prop("発生日時").substr(14,2); 

 

//Subjectより80文字をタイトルとして取得 

var title = currentEvent.prop("Subject:").substr(0,80); 

 

//タイトルに「'」または「"」が含まれる場合は削除 

title = title.replace(/\'/g,""); 

title = title.replace(/\"/g,""); 

 

//To取得 

var toHeaderStr = ""; 

for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("To:") ; ++idx ) { 

    if (idx >= 1) { 

        toHeaderStr += ","; 

    } 

    toHeaderStr += currentEvent.prop2("To:", idx); 

} 

 

//Cc取得 

var ccHeaderStr = ""; 

if (currentEvent.numOfFields("Cc:") > 0) { 

    for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("Cc:") ; 

++idx ) { 

        if (idx >= 1) { 

            ccHeaderStr += ","; 

        } 

        ccHeaderStr += currentEvent.prop2("Cc:", idx); 

    } 

} else { 

    ccHeaderStr = ""; 

} 

 

//内容文生成 

var msg = "《受信日時》\r\n " + currentEvent.prop("発生日時") + 

"\r\n" 

            + "《From》\r\n " +  currentEvent.prop("From:") + 

"\r\n" 

            + "《To》\r\n " + toHeaderStr + "\r\n" 

            + "《Cc》\r\n " + ccHeaderStr + "\r\n" 

            + "《Subject》\r\n " + currentEvent.prop("Subject:") 

+ "\r\n" 

            + "《メール本文》\r\n " + currentEvent.prop("メール

本文") + "\r\n\r\n"; 

 

//内容文の文字数を制限する 

msg = string_edit_process(msg, 3960); 

 

//転送用：項目・内容を変数へ登録 

var fields = new Array; 

var vals = new Array; 

 

fields.push("データ種別ID"); 

if (currentEvent.uv("登録フラグ") == direct) { 

vals.push("01000001"); 

} else { 

vals.push("03000001"); 

} 

 

fields.push("タイトル"); 
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vals.push(title); 

 

fields.push("テキスト6"); 

vals.push(msg); 

 

fields.push("経過タイトル"); 

vals.push(title); 

 

fields.push("経過内容"); 

vals.push(msg); 

 

fields.push("起票日"); 

vals.push(sendDate); 

 

fields.push("起票時刻"); 

vals.push(sendTime); 

 

fields.push("登録モード"); 

vals.push("001"); 

 

if ( currentEvent.uv("登録フラグ") == direct ) { 

    //プロセス管理の場合 

    fields.push("起票者"); 

    vals.push(currentEvent.uv("登録用起票者")); 

 

    fields.push("システム"); 

    vals.push(currentEvent.uv("登録用システム")); 

 

    var esca_array = currentEvent.uv("登録用エスカレーション先

").split(";"); 

    for ( idx = 0; idx<esca_array.length; ++idx ){ 

        fields.push("エスカレーション先"); 

        vals.push(esca_array[idx]); 

    } 

}else{ 

    //イベント管理の場合 

    fields.push("送信元アドレス"); 

    vals.push(currentEvent.uv("送信元アドレス")); 

} 

 

//添付ファイルを全て追加する 

if (currentEvent.numOfFields("添付ファイルリスト") > 0) { 

    var fileArray = new Array(); 

    for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("添付ファイルリ

スト") ; ++idx ) { 

        fields.push("経過添付ファイル"); 

        vals.push(currentEvent.prop2("添付ファイルリスト", 

idx).prop("出力ファイル名")); 

    } 

} 

 

//"SSMDBSV"は、コンフィグレータで設定した Senju Service Manager 連

携のドメイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "SSMDBSV", null ); 
var execResult = pd.spAsyncSendEvent( currentEvent.uv("登録フラ

グ"), fields, vals, null, "SSM" + currentEvent.uv("登録フラグ") 

+ "登録実行結果" ); 
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5.3.1.17 受信メールをプロセスの経過情報に自動追加する 

Senju Service Manager のプロセス詳細画面から「メール送信機能」により送信されたメ

ールに対し返信を行った場合に、メール送信したプロセスに返信メールの内容を自動経

過追加する方法を説明します。 

 

• 利用シーン 

ユーザーからの問合せメールを受信した際、メールの宛先ごとに紐付けられた登録

者情報をファイルより取得し、メール内容に付加してイベント管理のイベントとして登

録する。 

Senju Service Manager 上でイベント管理のイベントをプロセスとして登録し、プロ

セスのメール送信機能を利用してユーザーに回答メールを返信する。 

回答メールに対しユーザーから再度問合せなどの返信があった場合、返信メール

の内容を対象プロセスの経過情報に自動登録する。 

自動登録する際、対象プロセスが存在しない場合はイベント管理のイベントとして登

録する。 

 

 ! 
 

経過情報への自動追加はプロセスの「メール送信機能」を利用して送

信したメールに対しての返信のみとなります。 

返信したユーザーからのメールであっても、新規メールおよび「メー

ル送信機能」により送信したメール以外に対しての返信メールは自動

追加されません。 

 

 ! 
 

返信メールのメールヘッダがユーザーによって変更された場合、経過

情報の自動追加は行われない場合があります。 

 

 ! 
 

「データ種別 ID」は、Senju Service Manager における「画面 ID」の

ことを指します。詳細については Senju Service Manager のマニュア

ルを参照して下さい。 

 

 ! 
 

経過情報への自動追加(登録モード：113)を指定した場合、指定できる

データ種別 ID は「01000001」のみとなります。 

 

• 受信メールをプロセスの経過情報に自動追加する 

メールを受信した場合、メールヘッダの References 情報を解析し自動経過追加対

象のプロセスを検索し、経過追加する。References 情報が存在しない場合もしくは対

象プロセスがない場合はイベント管理のイベントとして登録する。 

上記の処理はフィールド名「登録モード」に「113」を指定することで実行する。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ SSM DB サーバーを設定する 
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➢ Senju Service Manager 連携アダプタを起動する 
グローバル定

義： 

//マルチラインテキスト項目の場合の文字数を制限する 

function string_edit_process(msgstr,lmt) { 

 

    //メッセージのバイト数を lmt byte以下に制限 

    var len = 0; 

    var iCode; 

    for(idx=0;idx<msgstr.length;idx++){ 

        iCode = msgstr.charCodeAt(idx); 

        if((iCode>=0 && iCode<=255)||(iCode>=0xff61 && 

iCode<=0xff9f)){ 

            len += 1; 

        }else{ 

            len += 2; 

        } 

        if (len > lmt) { 

            return msgstr.substr(0, idx) + "\r\n" + "（以下のメ

ッセージは省略されました）"; 

            break; 

        } 

    } 

    return msgstr; 

} 

 

//マルチラインテキスト項目の場合の文字数を制限する 

function string_edit_process(msgstr,lmt) { 

    //メッセージのバイト数を lmt byte以下に制限 

    var len = 0; 

    var iCode; 

    for(idx=0;idx<msgstr.length;idx++){ 

        iCode = msgstr.charCodeAt(idx); 

        if((iCode>=0 && iCode<=255)||(iCode>=0xff61 && 

iCode<=0xff9f)){ 

            len += 1; 

        }else{ 

            len += 2; 

        } 

        if (len > lmt) { 

            return msgstr.substr(0, idx) + "\r\n" + "（以下のメ

ッセージは省略されました）"; 

            break; 

        } 

    } 

    return msgstr; 

} 

 

//ToとCcのヘッダをつなげた一文を取得する関数 

function takeHeader(key){ 

    var headerStr = ""; 

    for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields(key) ; ++idx ) 

{ 

        if (idx >= 1) { 

            headerStr += ";" 

        } 

        headerStr += currentEvent.prop2(key, idx); 

    } 

    return headerStr; 

} 
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 ! 
 

“SSMDBSV “には、コンフィグレータで設定した Senju Service Manager 連携のドメ

イン名を設定して下さい。 

 
使用ステージ： イベントの解析-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メールメッセージ” 

条件式：なし 

アクション： //発生日時より年月日を取得 

var sendDate = currentEvent.prop("発生日時").substr(0,4) + 

currentEvent.prop("発生日時").substr(5,2) + currentEvent.prop("

発生日時").substr(8,2); 

//発生日時より時刻を取得 

var sendTime = currentEvent.prop("発生日時").substr(11,2) + 

currentEvent.prop("発生日時").substr(14,2); 

 

//Subjectより80文字をタイトルとして取得 

var title = currentEvent.prop("Subject:").substr(0,80); 

 

//タイトルに「'」または「"」が含まれる場合は削除 

title = title.replace(/\'/g,""); 

title = title.replace(/\"/g,""); 

 

//To取得 

var toHeaderStr = ""; 

toHeaderStr = takeHeader("To:"); 

 

//Cc取得 

var ccHeaderStr = ""; 

ccHeaderStr = takeHeader("Cc:"); 

 

//内容文生成 

var msg = "《受信日時》\r\n " + currentEvent.prop("発生日時") + 

"\r\n" 

            + "《From》\r\n " +  currentEvent.prop("From:") + 

"\r\n" 

            + "《To》\r\n " + toHeaderStr + "\r\n" 

            + "《Cc》\r\n " + ccHeaderStr + "\r\n" 

            + "《Subject》\r\n " + currentEvent.prop("Subject:") 

+ "\r\n" 

            + "《メール本文》\r\n " + currentEvent.prop("メール

本文") + "\r\n\r\n"; 

 

//Referencesの値を取得する 

var idx; 

var refItem = ""; 

for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("References:") ; 

++idx ) { 

    refItem = currentEvent.prop2("References:", idx); 

    // 1つ目のReferences情報のみ取得 

    break; 

} 

 

//送信元アドレスの取得 

var MailFrom = currentEvent.prop("From:"); 

var MailFromName = " "; 

if (MailFrom.indexOf("\<") != -1 && MailFrom.indexOf("\>") != -
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1){ 

    var sfnpos = 0; 

    var efnpos = MailFrom.indexOf("\<"); 

    MailFromName = MailFrom.substring(sfnpos, efnpos); 

 

    var sfpos = MailFrom.indexOf("\<") + 1; 

    var efpos = MailFrom.indexOf("\>"); 

    MailFrom = MailFrom.substring(sfpos, efpos); 

} 

 

//内容文の文字数を制限する 

msg = string_edit_process(msg, 3960); 

 

//転送用：項目・内容を変数へ登録 

var fields = new Array; 

var vals = new Array; 

 

fields.push("データ種別ID"); 

vals.push("01000001"); 

 

fields.push("タイトル"); 

vals.push(title); 

 

fields.push("テキスト6"); 

vals.push(msg); 

 

fields.push("起票日"); 

vals.push(sendDate); 

 

fields.push("起票時刻"); 

vals.push(sendTime); 

 

fields.push("経過タイトル"); 

vals.push(title); 

 

fields.push("経過内容"); 

vals.push(msg); 

 

fields.push("経過対応日"); 

vals.push(sendDate); 

 

fields.push("経過対応時刻"); 

vals.push(sendTime); 

 

fields.push("送信元"); 

vals.push(MailFromName); 

 

fields.push("送信元アドレス"); 

vals.push(MailFrom); 

 

fields.push("申請者メールアドレス"); 

vals.push(currentEvent.prop("From:")); 

 

fields.push("経過FROM"); 

vals.push(currentEvent.prop("From:")); 

 

fields.push("経過TO"); 

vals.push(toHeaderStr); 
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fields.push("経過CC"); 

vals.push(ccHeaderStr); 

 

fields.push("経過追加条件"); 

vals.push(refItem); 

 

//添付ファイルを全て追加する 

if (currentEvent.numOfFields("添付ファイルリスト") > 0) { 

    var fileArray = new Array(); 

    for ( idx = 0 ; idx<currentEvent.numOfFields("添付ファイルリ

スト") ; ++idx ) { 

        fields.push("経過添付ファイル"); 

        vals.push(currentEvent.prop2("添付ファイルリスト", 

idx).prop("出力ファイル名")); 

    } 

} 

 

fields.push("登録モード"); 

vals.push("113"); 

 

//"SSMDBSV"は、コンフィグレータで設定したSenju Service Manager連

携のドメイン名を設定して下さい 

var pd = globalContext.getProducer( "SSMDBSV", null ); 

var execResult = pd.spAsyncSendEvent( "プロセス管理", fields, 

vals, null, "SSM" + "プロセス管理" + "登録実行結果" ); 
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5.3.1.18 コンソールへメッセージボックスを表示する  

ある条件のイベントを受信した場合に、SEN コンソールにメッセージボックスを表示する

ケースです。たとえば、管理者への通知が必要なイベントを受信したときに、SEN コンソー

ルにメッセージボックスをポップアップ表示させるような例が考えられます。 

 

• SEN コンソールへのメッセージボックス表示（サーバールール） 

イベントの重大度(eventSeverity)プロパティの値が”major”(=4)または”critical”(=5)

の場合に、SEN コンソールにメッセージボックスを表示する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス：“メッセージ” 

条件式： 

currentEvent.eventSeverity == 4 || 

currentEvent.eventSeverity == 5 

アクション： globalContext.outputToSENConsole( "SEN_GROUP","Fatal error 

occurred!"); 

 

• SEN コンソールへのメッセージボックス表示（コンソールルール） 

上記と同様のことをコンソールルールによっても実現できます。ただし、コンソールル

ールはグループ別のルールのみ指定することができます。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP”を作成する 

 
グループ： SEN_GROUP 

ルール記述：  

if (currentEvent.isInstanceOf("メッセージ")) { 

if (currentEvent.eventSeverity == 4 || 

currentEvent.eventSeverity == 5) { 

      clientContext.displayMessage("Fatal error occurred!"); 

  } 

} 
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5.3.1.19 コンソールへ警報音を通知する  

ある条件のイベントを受信した場合に、SEN コンソール上で警報音(パトランプ、ビープ

音、サウンド)を鳴動するケースです。たとえば、管理者への通知が必要なイベントを受信し

たときに、パトランプを鳴動するような例が考えられます。 

 

• SEN コンソールでのパトランプ鳴動（コンソールルール） 

イベントの重大度(eventSeverity)プロパティの値が”major”(=4)または”critical”(=5)

の場合に、SEN コンソールに接続されたパトランプを鳴動させる例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP”を作成する 

 

グループ： SEN_GROUP 

ルール記述： if (currentEvent.isInstanceOf("メッセージ")) { 

if (currentEvent.eventSeverity == 4 || 

currentEvent.eventSeverity == 5) { 

      clientContext.patLamp.active = true; 

  } 

} 

 

• SEN コンソールでのビープ音鳴動（コンソールルール） 

イベントの重大度(eventSeverity)プロパティの値が”major”(=4)または”critical”(=5)

の場合に、SEN コンソールでビープ音を繰り返し鳴動させる例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP”を作成する 

 
グループ： SEN_GROUP 

ルール記述： if (currentEvent.isInstanceOf("メッセージ")) { 

if (currentEvent.eventSeverity == 4 || 

currentEvent.eventSeverity == 5) { 

      clientContext.messageBeep(-1, true); 

  } 

} 
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• SEN コンソールでのサウンド再生（コンソールルール） 

イベントの重大度(eventSeverity)プロパティの値が”major”(=4)または”critical”(=5)

の場合に、SEN コンソールでサウンドファイルを再生させる例です。この場合は、メニュ

ーの警報装置設定で指定されたデフォルトのサウンドファイルが１回だけ再生されま

す。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP”を作成する 

 

グループ： SEN_GROUP 

ルール記述： if (currentEvent.isInstanceOf("メッセージ")) { 

if (currentEvent.eventSeverity == 4 || 

currentEvent.eventSeverity == 5) { 

      clientContext.playSound("", false); 

  } 

} 
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5.3.1.20 色定義を行う  

グローバル定義にルールの中で共通に参照するような色を定義しておくと、これらをルー

ル条件やルールアクションの中で呼び出す事ができます。 

 

• 色定義のサンプル 

 
グローバル関

数・変数定義： 

var ALICEBLUE = (255<<16) + (247<<8) + (239); 

var ANTIQUEWHITE = (210<<16) + (232<<8) + (249); 

var AQUAMARINE = (186<<16) + (183<<8) + (67); 

var BLACK = (23<<16) + (5<<8) + (21); 

var BLANCHEDALMOND = (198<<16) + (232<<8) + (254); 

var BLUE = (255<<16) + (53<<8) + (21); 

var BLUEVIOLET = (223<<16) + (49<<8) + (121); 

var BROWN = (23<<16) + (5<<8) + (152); 

var CADETBLUE = (147<<16) + (134<<8) + (87); 

var CORAL = (65<<16) + (101<<8) + (247); 

var CORNFLOWERBLUE = (141<<16) + (27<<8) + (21); 

var CYAN = (255<<16) + (254<<8) + (87); 

var DARKGOLDENROD = (23<<16) + (120<<8) + (175); 

var DARKGREEN = (23<<16) + (65<<8) + (37); 

var DARKKHAKI = (89<<16) + (173<<8) + (183); 

var DARKOLIVEGREEN = (23<<16) + (65<<8) + (74); 

var DARKORANGE = (23<<16) + (128<<8) + (248); 

var DARKORCHID = (126<<16) + (27<<8) + (125); 

var DARKSALMON = (107<<16) + (139<<8) + (225); 

var DARKSEAGREEN = (129<<16) + (179<<8) + (139); 

var DARKSLATEBLUE = (86<<16) + (56<<8) + (43); 

var DARKSLATEGRAY = (60<<16) + (56<<8) + (37); 

var DARKSLATEGREY = (60<<16) + (56<<8) + (37); 

var DARKTURQUOISE = (156<<16) + (156<<8) + (59); 

var DARKVIOLET = (206<<16) + (45<<8) + (132); 

var DEEPPINK = (135<<16) + (40<<8) + (245); 

var DEEPSKYBLUE = (255<<16) + (185<<8) + (59); 

var DIMGRAY = (65<<16) + (62<<8) + (70); 

var DIMGREY = (65<<16) + (62<<8) + (70); 

var DODGERBLUE = (255<<16) + (137<<8) + (21); 

var FIREBRICK = (23<<16) + (5<<8) + (128); 

var FLORALWHITE = (238<<16) + (249<<8) + (255); 

var FORESTGREEN = (88<<16) + (146<<8) + (78); 

var GHOSTWHITE = (255<<16) + (247<<8) + (247); 

var GOLD = (23<<16) + (160<<8) + (212); 

var GOLDENROD = (116<<16) + (218<<8) + (237); 

var GRAY = (110<<16) + (111<<8) + (115); 

var GREEN = (23<<16) + (251<<8) + (95); 

var GREENYELLOW = (23<<16) + (251<<8) + (177); 

var GREY = (110<<16) + (111<<8) + (115); 

var HOTPINK = (171<<16) + (96<<8) + (246); 

var INDIANRED = (23<<16) + (34<<8) + (94); 

var KHAKI = (110<<16) + (169<<8) + (173); 

var LAVENDERBLUSH = (244<<16) + (238<<8) + (253); 

var LAWNGREEN = (23<<16) + (247<<8) + (135); 

var LEMONCHIFFON = (198<<16) + (248<<8) + (255); 

var LIGHTBLUE = (255<<16) + (223<<8) + (173); 

var LIGHTCORAL = (113<<16) + (116<<8) + (231); 

var LIGHTCYAN = (255<<16) + (255<<8) + (224); 

var LIGHTGOLDENROD = (114<<16) + (216<<8) + (236); 
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var LIGHTGOLDENRODYELLOW = (204<<16) + (248<<8) + (250); 

var LIGHTGRAY = (157<<16) + (159<<8) + (160); 

var LIGHTGREY = (157<<16) + (159<<8) + (160); 

var LIGHTPINK = (186<<16) + (175<<8) + (250); 

var LIGHTSALMON = (107<<16) + (150<<8) + (249); 

var LIGHTSEAGREEN = (159<<16) + (169<<8) + (62); 

var LIGHTSKYBLUE = (250<<16) + (202<<8) + (130); 

var LIGHTSLATEBLUE = (255<<16) + (106<<8) + (115); 

var LIGHTSLATEGRAY = (141<<16) + (123<<8) + (109); 

var LIGHTSLATEGREY = (141<<16) + (123<<8) + (109); 

var LIGHTSTEELBLUE = (206<<16) + (143<<8) + (114); 

var LIGHTYELLOW = (220<<16) + (254<<8) + (255); 

var LIMEGREEN = (23<<16) + (163<<8) + (65); 

var MAGENTA = (255<<16) + (62<<8) + (244); 

var MAROON = (65<<16) + (5<<8) + (129); 

var MEDIUMAQUAMARINE = (129<<16) + (135<<8) + (52); 

var MEDIUMBLUE = (198<<16) + (45<<8) + (21); 

var MEDIUMFORESTGREEN = (53<<16) + (114<<8) + (52); 

var MEDIUMGOLDENROD = (84<<16) + (185<<8) + (204); 

var MEDIUMORCHID = (181<<16) + (72<<8) + (176); 

var MEDIUMPURPLE = (215<<16) + (103<<8) + (132); 

var MEDIUMSEAGREEN = (84<<16) + (103<<8) + (48); 

var MEDIUMSLATEBLUE = (128<<16) + (90<<8) + (94); 

var MEDIUMSPRINGGREEN = (23<<16) + (128<<8) + (52); 

var MEDIUMTURQUOISE = (205<<16) + (204<<8) + (72); 

var MEDIUMVIOLETRED = (107<<16) + (34<<8) + (202); 

var MIDNIGHTBLUE = (84<<16) + (27<<8) + (21); 

var MINTCREAM = (249<<16) + (255<<8) + (245); 

var MISTYROSE = (221<<16) + (225<<8) + (253); 

var NAVAJOWHITE = (163<<16) + (218<<8) + (253); 

var NAVY = (103<<16) + (5<<8) + (21); 

var NAVYBLUE = (103<<16) + (5<<8) + (21); 

var OLDLACE = (226<<16) + (243<<8) + (252); 

var OLIVEDRAB = (23<<16) + (128<<8) + (101); 

var ORANGE = (23<<16) + (122<<8) + (248); 

var ORANGERED = (23<<16) + (56<<8) + (246); 

var ORCHID = (237<<16) + (125<<8) + (229); 

var PALEGOLDENROD = (158<<16) + (228<<8) + (237); 

var PALEGREEN = (103<<16) + (216<<8) + (121); 

var PALETURQUOISE = (236<<16) + (235<<8) + (174); 

var PALEVIOLETRED = (135<<16) + (101<<8) + (209); 

var PAPAYAWHIP = (207<<16) + (236<<8) + (254); 

var PEACHPUFF = (176<<16) + (213<<8) + (252); 

var PINK = (190<<16) + (175<<8) + (250); 

var PLUM = (143<<16) + (59<<8) + (185); 

var POWDERBLUE = (227<<16) + (220<<8) + (173); 

var RED = (23<<16) + (34<<8) + (246); 

var ROSYBROWN = (129<<16) + (132<<8) + (179); 

var ROYAL = (222<<16) + (96<<8) + (43); 

var SADDLEBROWN = (23<<16) + (49<<8) + (126); 

var SALMON = (107<<16) + (139<<8) + (225); 

var SANDYBROWN = (77<<16) + (154<<8) + (238); 

var SEAGREEN = (117<<16) + (137<<8) + (78); 

var SIENNA = (23<<16) + (65<<8) + (138); 

var SKYBLUE = (255<<16) + (152<<8) + (102); 

var SLATEBLUE = (161<<16) + (124<<8) + (115); 

var SLATEGRAY = (131<<16) + (115<<8) + (101); 

var SLATEGREY = (131<<16) + (115<<8) + (101); 

var SPRINGGREEN = (44<<16) + (160<<8) + (74); 
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var STEELBLUE = (160<<16) + (99<<8) + (72); 

var TAN = (121<<16) + (175<<8) + (216); 

var THISTLE = (211<<16) + (185<<8) + (210); 

var TRANSPARENT = (23<<16) + (5<<8) + (21); 

var TURQUOISE = (219<<16) + (198<<8) + (67); 

var VIOLET = (201<<16) + (56<<8) + (141); 

var VIOLETRED = (138<<16) + (53<<8) + (233); 

var WHEAT = (169<<16) + (218<<8) + (243); 

var WHITE = (255<<16) + (255<<8) + (255); 

var WHITESMOKE = (243<<16) + (244<<8) + (244); 

var YELLOW = (23<<16) + (252<<8) + (255); 

var YELLOWGREEN = (23<<16) + (208<<8) + (82); 
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5.3.1.21 タグ値をコンソールのメッセージボックスへ表示する  

ある条件の千手メッセージを受信した場合に、タグ値を取得し SEN コンソールにメッセ

ージボックスを表示するケースです。たとえば、管理者への通知が必要なイベントを受信し

たときに、SEN コンソールにメッセージボックスをポップアップ表示させるような例が考えら

れます。 

 

• SEN コンソールへのメッセージボックス表示（サーバールール） 

千手メッセージのメッセージ種別の値が”障害”(=”E”)の場合に、タグ値を取得し

SEN コンソールにメッセージボックスを表示する例です。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

 
使用ステージ： アクションの実行-1 

ルール条件１： カレントイベントクラス："千手メッセージ" 

条件式： 

currentEvent.prop("メッセージ種別") =="E" 

アクション： try { 

  var Obj = currentEvent.getTagByKey( "NodeInfo.ipAddress" ); 

 var nodeIP = Obj.prop("タグ値"); 

globalContext.outputToSENConsole( "SEN_GROUP", 

"ERR " + currentEvent.prop("発生元ノードID") + 

    "(" + nodeIP + ")" 

); 

} catch ( e ) { 

  // IPアドレス取得エラー 

globalContext.outputToSENConsole( "SEN_GROUP", 

"ERR " + currentEvent.prop("発生元ノードID") 

); 

} 

 

• SEN コンソールへのメッセージボックス表示（コンソールルール） 

上記と同様のことをコンソールルールによっても実現できます。ただし、コンソールル

ールはグループ別のルールのみ指定することができます。 

この場合のルールは以下のように記述できます。 

・ 準備 

➢ ユーザーグループ“SEN_GROUP”を作成する 

 
グループ： SEN_GROUP 

ルール記述： if (currentEvent.isInstanceOf("千手メッセージ")) { 

if (currentEvent.prop("メッセージ種別") =="E") { 

try { 

      var Obj = 

currentEvent.getTagByKey("NodeInfo.ipAddress"); 

     var nodeIP = Obj.prop("タグ値"); 

clientContext.displayMessage( 

"ERR " + currentEvent.prop("発生元ノードID") + 

        "(" + nodeIP + ")" 

); 

} catch ( e ) { 
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// IPアドレス取得エラー 

clientContext.displayMessage( 

"ERR " + currentEvent.prop("発生元ノードID") 

); 

} 

  } 

} 
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6.1 メッセージ一覧 

ここでは、Senju Enterprise Navigatorシステム内部で発生する可能性のあるメッセー

ジ一覧を示します。 

種別欄にて、”I”は通常メッセージを、”W”は警告メッセージを、”E”は障害メッセージを

意味します。 

 

 内部イベント 

表 6.1-1 メッセージ一覧 

項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

1 !SEN001 E ルール実行中にスクリプトエラー

が発生しました。([エラー内容]) 

SENサーバーのルールの実行におい

て、エラーが発生しました。()内にスク

リプトエラーの内容が入ります。 

SEN サーバーのルール及びログ

を確認し、ルールを修正して下さ

い。 

2 !SEN002 I ルールセットが反映されました。

([ルールセット ID]) 

ルールセットが反映され、新しいルー

ルセットが有効になりました。()内にル

ールセット IDが入ります。 

なし。 

3 !SEN003 I サーバー設定が変更されました。

([サーバー設定内容]) 

SEN サーバーの設定が変更されまし

た。()内に変更内容(有効なルールセ

ットの設定/SMTP サーバー名の設定

/自動バックアップの設定/バックアッ

プディレクトリの設定/過去イベントファ

イルのバックアップの設定/ログの設

定/表示条件の設定)が入ります。 

なし。 

4 !SEN004 I ルールセットシミュレーションを開

始しました。([ルールセット ID]) 

ルールセットのシミュレーションが開始

されました。()内にルールセット ID が

入ります。 

なし。 

5 !SEN005 I ルールセットシミュレーションが終

了しました。([ルールセット ID]) 

ルールセットのシミュレーションが終了

しました。()内にルールセット IDが入り

ます。 

なし。 

6 !SEN006 I SEN サーバーデータのバックアッ

プを開始しました。 

SEN サーバーのデータのバックアップ

処理が開始しました。 

なし。 

7 !SEN007 I SEN サーバーデータのバックアッ

プが正常終了しました。([ディレク

トリ数、ファイル数]) 

SEN サーバーのデータのバックアップ

処理が正常終了しました。()内にバッ

クアップのディレクトリやファイル数が

入ります。 

なし。 

8 !SEN008 E SEN サーバーデータのバックアッ

プが異常終了しました。([ディレク

トリ数、ファイル数]) 

SEN サーバーのデータのバックアップ

処理が異常終了しました。()内にバッ

クアップのディレクトリやファイル数が

入ります。 

SEN サーバーのログを確認し、バ

ックアップに失敗した原因を調査

して下さい。特に、ディスクの空き

容量、ファイルの書き込み権限、

ディレクトリの書き込み権限を確

認して下さい。また物理的なハー

ドディスク障害の場合、イベントロ

グに OS よりログが出力されます。 

9 !SEN009 E SEN サーバーデータの保存エラ

ーが発生しました。 

SEN サーバーのファイル作成/書き込

み/名前の変更/削除処理において、

エラーが発生しました。 

SEN サーバーのログを確認し、デ

ータ保存に失敗した原因を調査

して下さい。特に、ディスクの空き

容量、ファイルの書き込み権限、

ディレクトリの書き込み権限を確

認して下さい。また物理的なハー

ドディスク障害の場合、イベントロ

グに OS よりログが出力されます。 

10 !SEN010 E イベント送信元(プロデューサ)が

種別を報告する前に切断しまし

た。 

イベント送信元(プロデューサ)が SEN

サーバーに接続しましたが、プロデュ

ーサの種別を報告する前に切断しま

した。 

イベント送信元のログを確認し、

イベント送信元が切断した原因を

調査して下さい。 

11 !SEN011 I SEN サーバーを起動しました。 SEN サーバーが起動しました。 なし。 
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SENサーバー起動後、最初に SENサ

ーバーに出力されるイベントです。 

12 !SEN012 E SENサーバーの設定情報ファイル

が破損しています。([設定情報フ

ァイル名])設定を初期化します。 

SEN サーバーの設定情報ファイルが

破 損 し て い ま す 。 () 内 に

ServerVariable.SEN あ る い は

ServerSettingData.SEN が入ります。 

なし。 

13 !SEN013 I メモリが設定された上限値を超え

たため、メモリ上のイベントをディ

スクに保存しました。 

メモリ上で保持しているイベント情報

が上限を超えたためディスクへ出力し

た。 

なし。 

14 !SEN014 W ルール実行中に過去イベント数が

最大数を超えました(処理は続行

されます)。 

ルールセット実行中に過去イベントの

調査ステージまたは到着件数に対す

る処理ステージにて処理対象の過去

イベント件数が最大数(1000件)を超え

たため古いイベントを除外した。 

なし。 

15 !ENB001 I プロセスの起動を検知しました。

(ID=[ プ ロ セ ス 識 別 子 ] 

command=[コマンドシーケンス]) 

管理対象プロセスの起動を検知した

場合に出力します。ID にプロセス識

別子、command にコマンドシーケンス

が入ります。 

なし。 

16 !ENB002 I プロセスの停止を検知しました。

(ID=[ プ ロ セ ス 識 別 子 ] 

command=[コマンドシーケンス]) 

管理対象プロセスが停止要求により

停止した場合に出力します。ID にプ

ロセス識別子、command にコマンドシ

ーケンスが入ります。 

なし。 

17 !ENB003 E プロセスをハングアップと判断し停

止要求を行ないます。(ID=[プロセ

ス識別子] command=[コマンドシ

ーケンス]) 

管理対象プロセスが一定期間応答を

返しませんでした。プロセスをハング

アップと判断し停止を行ないます．ID

にプロセス識別子，commandにコマン

ドシーケンスが入ります。 

カスタマーサポートへ連絡して下

さい。 

18 !ENB004 E プロセスの起動に失敗しました。

(ID=[ プ ロ セ ス 識 別 子 ] 

command=[コマンドシーケンス] 再

起動回数=[再起動回数]) 

管理対象プロセスの起動に失敗した

場合に出力します。ID にプロセス識

別子、command にコマンドシーケン

ス、再起動回数に再起動させた回数

が入ります。 

システム管理者へ連絡して下さ

い。 

19 !ENB005 E プロセスの停止を検知しました。

(ID=[ プ ロ セ ス 識 別 子 ] 

command=[コマンドシーケンス]) 

管理対象プロセスの異常停止を検知

した場合に出力します。ID にプロセス

識別子、command にコマンドシーケン

スが入ります。 

システム管理者へ連絡して下さ

い。 

20 !ENB201 I プロセスの起動を検知しました。

(ID=[ プ ロ セ ス 識 別 子 ] 

command=[コマンドシーケンス]) 

管理対象プロセスの起動を検知した

場合に出力します。ID にプロセス識

別子、command にコマンドシーケンス

が入ります。 

なし。 

21 !ENB202 I プロセスの停止を検知しました。

(ID=[ プ ロ セ ス 識 別 子 ] 

command=[コマンドシーケンス]) 

管理対象プロセスが停止要求により

停止した場合に出力します。ID にプ

ロセス識別子、command にコマンドシ

ーケンスが入ります。 

なし。 

22 !ENB203 E プロセスをハングアップと判断し停

止要求を行ないます。(ID=[プロセ

ス識別子] command=[コマンドシ

ーケンス]) 

管理対象プロセスが一定期間応答を

返しませんでした。プロセスをハング

アップと判断し停止を行ないます．ID

にプロセス識別子，commandにコマン

ドシーケンスが入ります。 

カスタマーサポートへ連絡して下

さい。 

23 !ENB204 E プロセスの起動に失敗しました。

(ID=[ プ ロ セ ス 識 別 子 ] 

command=[コマンドシーケンス] 再

起動回数=[再起動回数]) 

管理対象プロセスの起動に失敗した

場合に出力します。ID にプロセス識

別子、command にコマンドシーケン

ス、再起動回数に再起動させた回数

が入ります。 

システム管理者へ連絡して下さ

い。 

24 !ENB205 E プロセスの停止を検知しました。

(ID=[ プ ロ セ ス 識 別 子 ] 

command=[コマンドシーケンス]) 

管理対象プロセスの異常停止を検知

した場合に出力します。ID にプロセス

識別子、command にコマンドシーケン

スが入ります。 

システム管理者へ連絡して下さ

い。 

25 !ENS001 E 千手ドメインの接続に失敗しまし

た。(domainName = [ドメイン名] ) 

千手ドメインへのログインに失敗した場

合に出力されます。domainNameに

SEN コンフィグレータで設定したドメイ

ン名が入ります。 

SEN コンフィグレータでホスト名、ユ

ーザー名、パスワードが正しいか

確認して下さい。 

26 !ENS002 E 千手ドメインより切断されました。 接続中の千手ドメインより切断された場 対象の千手マネージャが正常に動
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(domainName = [ドメイン名] ) 合に出力されます。domainNameに

SEN コンフィグレータで設定したドメイ

ン名が入ります。 

作していないか、又はネットワーク

障害が発生していない事を確認し

て下さい。 

千手システムは自動再接続機能が

あるため、その後にメッセー

ジ!ENS003が出力される事がありま

す。 

システム管理者へ連絡して下さ

い。 

27 !ENS003 I 千手ドメインに接続しました。

(domainName =[ドメイン名]) 

千手ドメインと接続した場合に出力され

ます。domainNameに SEN コンフィグレ

ータで設定したドメイン名が入ります。 

なし。 

28 !ENS004 I 千手ドメインと切断しました。

(domainName =[ドメイン名]) 

千手ドメインと切断した場合に出力され

ます。domainNameに SEN コンフィグレ

ータで設定したドメイン名が入ります。 

なし。 

29 !ENS005 E メッセージフィルタ

MessageFilterName を設定できませ
んでした(Invalid message filter ID.) 

SEN コンフィグレータで設定されたメッ

セージフィルタが接続した千手ドメイン

に存在しません。 

SEN コンフィグレータで設定したメ

ッセージフィルタが該当の千手ドメ

インに存在するか確認して下さい。 

30 !ENS101 E 接続が切れました(千手ドメイン名:

サブシステム名：プロセス名) 

接続している千手ドメインのプロセスと

通信が切れた場合に出力されます。 

千手ドメイン名：千手システムのドメイン

名が入ります。SEN コンフィグレータで

設定したドメイン名ではありません。 

サブシステム名：”ジョブスケジュー

ル”、”帳票管理” 

プロセス名：SpPrintNodeClnt、

SpPrinterClnt、

SpFormClnt、 

SpChartClnt、

SpTriggerClnt、

SpFrameClnt、

SpFrameClnt:YYYYMMDD 

千手ドメインのシステム管理者へ連

絡して下さい。 

 

31 !ENS201 E Senju Service Manager DB の接続

に失敗しました。(dsn = [DSN 名]) 

Senju Service Manager DB との接続に

失敗した場合に出力されます。dsnに

ODBC データソースアドミニストレータ 

で定義した DSN(データソース名）が入

ります。 

以下のいずれかが原因で接続に

失敗していると考えられます。 

 

・SSM DB サーバー上の Oracleの

サービスが起動していない。 

・SEN コンフィグレータの Senju 

Service Automation設定画面(全

般)の Senju Service Manager DB

接続情報の設定内容に誤りがあ

る。 

・ODBC データソースアドミニストレ

ータで定義した DSNの設定内容

に誤りがある。 

・ｔnsnames.oraに設定しているホス

ト名に誤りがある。 

 

システム管理者へ連絡して下さ

い。 

32 !ENS202 E Senju Service Manager DB より切断

されました。(dsn = [DSN名]) 

Senju Service Manager DB との接続が

切れた場合に出力されます。dsn に

ODBC データソースアドミニストレータ 

で定義した DSN(データソース名）が入

ります。 

SSM DB サーバー上の Oracleの

サービスが停止している可能性が

あります。システム管理者へ連絡し

て下さい。 

33 !ENS203 I Senju Service Manager DBに接続

しました。(dsn = [DSN名]) 

Senju Service Manager DB との接続に

成功した場合に出力されます。dsnに

ODBC データソースアドミニストレータ 

で定義した DSN(データソース名）が入

ります。 

なし。 

34 !ENS204 E Senju Service Automation 機能を停

止しました。([停止理由]) 

Senju Service Automation 機能が停止

した場合に出力されます。()内には機

能が停止した理由が入ります。 

カスタマーサポートへ連絡して下さ

い。 
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35 !ENS205 E Senju Service Manager DB から

Senju Service Automation 機能のス

テータス情報を取得できませんでし

た。 

Senju Service Manager DB から Senju 

Service Automation機能のステータス

情報を取得できない場合に出力されま

す。 

カスタマーサポートへ連絡して下さ

い。 

36 !ENS206 I Senju Service Manager DB から接

続先名を取得できました。([接続先

名]) 

Senju Service Manager DB から接続先

名(連携先の Senju Operation 

Conductor ドメイン名)の取得に成功し

た場合、出力されます。()内には接続

先名が入ります。 

なし。 

37 !ENS207 E Senju Service Manager DB から接

続先名を取得できませんでした。

([接続先名]) 

Senju Service Manager DB から接続先

名(連携先の Senju Operation 

Conductor ドメイン名)の取得に失敗し

た場合、出力されます。()内には接続

先名が入ります。 

SEN コンフィグレータの Senju 

Service Automation設定画面(全

般)で設定した Senju Operation 

Conductor 連携設定名(=接続先

名)が Senju Service Manager に登

録されていません。システム管理者

へ連絡して下さい。 

38 !ENS211 E Senju Service Manager DBへの更

新に失敗しました。([更新失敗の理

由]([リクエストの詳細][ログ情報])) 

Senju Service Manager で申請したリク

エストの依頼結果を Senju Service 

Manager DBに更新する際にエラーな

った場合、出力されます。()内には更新

失敗の理由、リクエストの詳細、ログ情

報が入ります。 

なし。 

39 !ENS221 I Senju Operation Conductor への依

頼に成功しました。([依頼成功メッ

セージ]([リクエストの詳細])) 

Senju Service Manager で申請したリク

エストの依頼が成功した場合、出力さ

れます。()内には依頼成功メッセージ、

リクエストの詳細が入ります。 

なし。 

40 !ENS222 E Senju Operation Conductor への依

頼に失敗しました。([受け付け出来

なかった理由]([リクエストの詳細])) 

Senju Service Manager で申請したリク

エストが受け付けられなかった場合、出

力されます。()内には受け付け出来な

かった理由、リクエストの詳細が入りま

す。 

Senju Service Managerの申請画

面にも依頼失敗の理由が表示され

ます。依頼失敗の理由を元に再申

請を行うなど、対応を行って下さ

い。 

41 !ENS223 I Senju Operation Conductor への依

頼をキャンセルしました。([キャンセ

ルメッセージ]([リクエストの詳細])) 

Senju Service Manager で申請をキャン

セルした場合、出力されます。()内には

キャンセルメッセージ、キャンセルされ

た申請のリクエストの詳細が入ります。 

なし。 

42 !ENX401 I Senju Service Manager アダプタを

開始します。 

Senju Service Manager 連携アダプタを

開始した場合に出力されます。 

なし。 

43 !ENX402 I Senju Service Managerアダプタを

停止します。 

Senju Service Manager 連携アダプタを

停止した場合に出力されます。 

なし。 

44 !ENX403 I Senju Service Manager に接続しま

した。(domainName=[ドメイン

名],portNumber=[ポート番号]) 

Senju Service Manager ドメインと接続し

た場合に出力されます。domainName

に SEN コンフィグレータで設定したドメ

イン名が入ります。portNumber に SEN

コンフィグレータで設定したポート番号

が入ります。 

なし。 

45 !ENX411 E Senju Service Manager との接続に

失敗しました。(domainName=[ドメイ

ン名],portNumber=[ポート番号]) 

Senju Service Manager ドメインと接続に

失敗した場合に出力されます。

domainNameに SEN コンフィグレータで

設定したドメイン名が入ります。

portNumberに SEN コンフィグレータで

設定したポート番号が入ります。 

SEN コンフィグレータでドメイン名、

ポート番号が正しいか確認して下

さい。 

46 !ENX412 E Senju Service Manager より切断され

ました。(domainName=[ドメイン

名],portNumber=[ポート番号]) 

接続中の Senju Service Manager ドメイ

ンより切断された場合に出力されます。

domainNameに SEN コンフィグレータで

設定したドメイン名が入ります。

portNumberに SEN コンフィグレータで

設定したポート番号が入ります。 

対象の Senju Service Manager イ

ベント受信プロセスが正常に動作

していないか、又はネットワーク障

害が発生していない事を確認して

下さい。 

Senju Service Manager 連携アダプ

タは自動再接続機能があるため、

その後にメッセージ!ENX403 が出

力される事があります。 

システム管理者へ連絡して下さ

い。 

47 !ENX151 I メール受信アダプタを開始します。 メール受信アダプタを開始した場合に なし。 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 6.1 メッセージ一覧 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-9 6-9 

項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

出力されます。 

48 !ENX152 I メール受信アダプタを停止しまし

た。 

メール受信アダプタを停止した場合に

出力されます。 

なし。 

49 !ENX153 I メールサーバーに接続しました。

(ServerName=[メールサーバー名]) 

メールサーバーと接続した場合に出力

されます。ServerNameに SEN コンフィ

グレータで設定したメールサーバー名

が入ります。 

なし。 

50 !ENX161 E メールサーバーの接続に失敗しま

した。([障害原因](ServerName=[メ

ールサーバー名])) 

メールサーバーへのログインに失敗し

た場合に出力されます。 

()内に以下の障害原因が入ります。 

・通信リソースが確保できません 

・メールサーバー名の名前解決に失敗

しました 

・メールサーバーから応答がありません 

・メールサーバーと接続できませんでし

た 

・ログインに失敗しました 

・メールサーバーからコマンド応答があ

りません 

・メールサーバーからエラーが通知され

ました 

・通信障害が発生しました 

 

ServerNameに SEN コンフィグレータで

設定したメールサーバー名が入りま

す。 

SEN コンフィグレータでメールサー

バー名、ユーザーアカウント名、パ

スワードが正しいか確認して下さ

い。 

対象のメールサーバーが正常に動

作しているか、又はネットワーク障

害が発生していない事を確認して

下さい。 

51 !ENX162 E メールサーバーより切断されまし

た。([障害原因](ServerName=[メー

ルサーバー名])) 

メールサーバーと切断した場合に出力

されます。 

()内に以下の障害原因が入ります。 

・通信リソースが確保できません 

・メールサーバー名の名前解決に失敗

しました 

・メールサーバーから応答がありません 

・メールサーバーと接続できませんでし

た 

・ログインに失敗しました 

・メールサーバーからコマンド応答があ

りません 

・メールサーバーからエラーが通知され

ました 

・通信障害が発生しました 

 

ServerNameに SEN コンフィグレータで

設定したメールサーバー名が入りま

す。 

対象のメールサーバーが正常に動

作しているか、又はネットワーク障

害が発生していない事を確認して

下さい。 

52 !ENX163 E メールメッセージの受信に失敗しま

した。 

メールメッセージの取得に失敗した場

合に出力されます。 

メール受信連携アダプタのログファ

イルを確認し、メールメッセージの

取得に失敗した原因を調査して下

さい。 

53 !ENX167 E アクセストークンの更新に失敗しま

した。([ユーザーアカウント][クライア

ント ID]) 

OAuth2 認証に使用するアクセストーク

ンの更新に失敗し、メールメッセージの

取得に失敗した場合に出力されます。 

SEN コンフィグレータでメールサー

バー名、ユーザーアカウント名、パ

スワード、OAuth2 認証情報が正し

いか確認して下さい。 

対象のメールサーバーが正常に動

作しているか、又はネットワーク障

害が発生していない事を確認して

下さい。 

54 !ENX168 W 7 日以内にリフレッシュトークンの有

効期限が切れます。SEN コンフィグ

レータで「トークン取得」を実施して

ください。([ユーザーアカウント][クラ

イアント ID]) 

OAuth2 認証情報のリフレッシュトーク

ン有効期限が 7 日以内になった場合

に出力されます。 

SEN コンフィグレータで[トークン取

得]を実行してください。 

55 !ENX169 W リフレッシュトークンの有効期限が OAuth2 認証情報のリフレッシュトーク SEN コンフィグレータで[トークン取
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項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

切れています。SEN コンフィグレー

タで「トークン取得」を実施してくだ

さい。([ユーザーアカウント][クライ

アント ID]) 

ン有効期限が切れている場合に出力さ

れます。 

得]を実行してください。 

56 !ENX102 I SNMP トラップ監視を停止しました。 SNMP トラップ監視を終了した場合に

出力されます。 

なし。 

57 !ENX111 W 定義ファイルの記述に誤りがあるた

め一部のデータの読み込みに失敗

しました。([定義ファイル名]) 

記述誤りのため、定義ファイルの一部を

読みとばした場合に出力されます。詳

細な情報は SNMP トラップ受信アダプ

タのログファイルに出力されます。()に

定義ファイル名が出力されます。 

定義ファイルを正しく修正し、サー

ビスを再起動して下さい。 

58 !ENX112 W 定義ファイルの読み込みに失敗し

たため定義情報なしとして起動しま

す。([定義ファイル名]) 

定義ファイルの読み込みに失敗しまし

た。ファイルが存在しないかアクセス権

がない可能性があります。()に定義ファ

イル名が出力されます。 

出力されたファイルを確認して下さ

い。 

59 !ENX121 E SNMP トラップポートが他システムで

使用されているためプロセスを終了

します。 

SNMP トラップ受信用ポートが既に使用

されているため SNMP トラップ受信アダ

プタを終了しました。 

SNMP トラップポートを使用してい

るシステムを停止するか、SNMP ト

ラップ受信アダプタが起動しないよ

うに定義を変更して下さい。 

60 !ENX201 I シスログ監視を開始します。 シスログ監視を開始した場合に出力さ

れます。 

なし。 

 61 !ENX202 I シスログ監視を停止しました。 シスログ監視を終了した場合に出力さ

れます。 

なし。 

62 !ENX211 W 定義ファイルの記述に誤りがあるた

め一部のデータの読み込みに失敗

しました。([定義ファイル名]) 

記述誤りのため、定義ファイルの一部を

読みとばした場合に出力されます。詳

細な情報はシスログ受信アダプタのロ

グファイルに出力されます。()に定義フ

ァイル名が出力されます。 

 

定義ファイルを正しく修正し、サー

ビスを再起動して下さい。 

63 !ENX212 W 定義ファイルの読み込みに失敗し

たため定義情報なしとして起動しま

す。([定義ファイル名]) 

定義ファイルの読み込みに失敗しまし

た。ファイルが存在しないかアクセス権

がない可能性があります。()に定義ファ

イル名が出力されます。 

出力されたファイルを確認して下さ

い。 

64 !ENX221 E シスログ受信ポートが他システムで

使用されているためプロセスを終了

します。 

シスログ受信用ポートが既に使用され

ているためシスログ受信アダプタを終了

しました。 

シスログポートを使用しているシス

テムを停止するか、シスログ受信ア

ダプタが起動しないように定義を変

更して下さい。 

65 !ENX222 E 通信アクセスに失敗しました。 通信アクセスに失敗したため、シスログ

受信アダプタを終了しました。詳細な情

報はシスログ受信アダプタのログファイ

ルに出力されます。 

シスログ受信アダプタのログファイ

ルを確認し、通信障害が発生した

原因を調査して下さい。特に、ネッ

トワークの設定、LANケーブルの

接触不良などが考えられます。 

システム管理者へ連絡して下さ

い。 

66 !ENX223 E システム障害が発生しました。 システム障害が発生したため、シスログ

受信アダプタを終了しました。詳細な情

報はシスログ受信アダプタのログファイ

ルに出力されます。 

シスログ受信アダプタのログファイ

ルを確認し、システム障害が発生し

た原因を調査して下さい。特に、マ

シンのメモリ使用状況を確認して下

さい。 

システム管理者へ連絡して下さ

い。 

67 !ENX301 I savic-netEV model30 アダプタを開

始します。 

savic-netEV model30 アダプタを開始し

た場合に出力されます。 

なし。 

68 !ENX302 I savic-netEV model30 アダプタを停

止します。 

savic-netEV model30 アダプタが停止

した場合に出力されます。 

なし。 

69 !ENX303 I プロトコル変換機ホストに接続しまし

た。(HostName=[ホスト名]) 

savic-netEV model30 アダプタが指定

のホストと接続した場合に出力されま

す。 

なし。 

70 !ENX311 E サーバーの接続に失敗しました。

(ServerName=[サーバー名]、

PortNumber=[ポート番号]) 

savic-netEV model30 アダプタが指定

のホストとの接続に失敗した場合に出

力されます。 

接続先ホスト名、ポート番号が正し

いか確認して下さい。 

71 !ENX312 E プロトコル変換機ホストより切断され

ました。(HostName=[ホスト名]) 

savic-netEV model30 アダプタが指定

のホストより接続を切断された場合に出

対象のホストが正常に動作してい

るか、又はネットワーク障害が発生
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項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

力されます。 していない事を確認して下さい。 

72 !ENX351 I NMAcosアダプタを開始します。 NMAcosアダプタを開始した場合に出

力されます。 

なし。 

73 !ENX352 I NMAcosアダプタを停止します。 NMAcosアダプタが停止した場合に出

力されます。 

なし。 

74 !ENX353 I ACOS ホストに接続しました。

(ResouceName=[リソース名], 

LuNumber=[LU番号]) 

NMAcosアダプタが指定の ACOS ホス

トと接続した場合に出力されます。

ResouceNameに定義ファイルで設定し

たリソース名、LuNumberに定義ファイ

ルで設定した LU番号が入ります。 

なし。 

75 !ENX361 E ACOS ホストとの接続に失敗しまし

た。(ResouceName=[リソース名], 

LuNumber=[LU番号]) 

NMAcosアダプタが指定の ACOS ホス

トとの接続に失敗した場合に出力され

ます。ResouceNameに定義ファイルで

設定したリソース名、LuNumberに定義

ファイルで設定した LU番号が入りま

す。 

定義ファイルのリソース名、LU番

号が正しいか確認して下さい。 

76 !ENX362 E ACOS ホストより切断されました。

(ResouceName=[リソース名], 

LuNumber=[LU番号]) 

NMAcosアダプタが指定の ACOS ホス

トより接続を切断された場合に出力され

ます。ResouceNameに定義ファイルで

設定したリソース名、LuNumberに定義

ファイルで設定した LU番号が入りま

す。 

対象の ACOSホストが正常に動作

しているか、又はネットワーク障害

が発生していない事を確認して下

さい。 

77 !ENX501 I イベント連携アダプタを開始しま

す。 

イベント連携アダプタを開始した場合に

出力されます。 

なし。 

78 !ENX502 I イベント連携アダプタを停止しま

す。 

イベント連携アダプタが停止した場合

に出力されます。 

なし。 

79 !ENX511 E イベント抜けが発生しました。 イベント連携アダプタが受信するイベン

ト量が大量のため、イベントのロストが

発生した際に出力されます。 

各運用管理ツールからのイベント

量に応じて、複数のイベント連携ア

ダプタを起動するようにして下さ

い。 

80 !ENX451 I メール送信アダプタを開始します。 メール送信アダプタを開始した場合に

出力されます。 

なし。 

81 !ENX452 I メール送信アダプタを停止します。 メール送信アダプタが停止した場合に

出力されます。 

なし。 

82 !ENX461 E メールサーバーとの接続に失敗し

ました。([障害原

因](ServerName=[メールサーバー

名])) 

メールサーバーへのログインに失敗し

た場合に出力されます。 

()内に以下の障害原因が入ります。 

・通信リソースが確保できません 

・POP before SMTP 認証サーバー名の

名前解決に失敗しました 

・POP before SMTP 認証サーバーから

応答がありません 

・POP before SMTP 認証サーバーと接

続できませんでした 

・POP before SMTP 認証サーバーと認

証に失敗しました 

・POP before SMTP 認証サーバーから

コマンド応答がありません 

・POP before SMTP 認証サーバーから

エラーが通知されました 

・POP before SMTP 認証サーバーと通

信障害が発生しました 

・メールサーバー名の名前解決に失敗

しました 

・メールサーバーから応答がありません 

・メールサーバーと接続できませんでし

た 

・メールサーバーと認証に失敗しました 

・メールサーバーからコマンド応答があ

りません 

・メールサーバーからエラーが通知され

ました 

・メールサーバーと通信障害が発生し

SEN コンフィグレータでメールサー

バー名、ユーザーアカウント名、パ

スワードが正しいか確認して下さ

い。 

対象のメールサーバーが正常に動

作しているか、又はネットワーク障

害が発生していない事を確認して

下さい。 
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項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

ました 

 

ServerNameに SEN コンフィグレータで

設定したメールサーバー名が入りま

す。 

83 !ENX471 I TELstaff 連携アダプタを開始しま

す。 

TELstaff 連携アダプタを開始した場合

に出力されます。 

なし。 

84 !ENX472 I TELstaff 連携アダプタを停止しま

す。 

TELstaff 連携アダプタが停止した場合

に出力されます。 

なし。 
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 メールメッセージ 

表 6.1-2 メッセージ一覧 

項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

1 !ENX154 I メールメッセージを受信しました。 

 

メールメッセージを取得した場合に出力

されます。 

なし。 

2 !ENX155 I メールメッセージを受信しました。 

 

メールメッセージを取得した場合に出力

されます。 

受信したメールメッセージが分割メール

となっています。分割メールの始めのメ

ッセージのみを表示します。 

ご使用のメール送信環境で、メー

ルメッセージが分割されないように

設定して下さい。 

 

 SNMP トラップメッセージ 

 

表 6.1-3 メッセージ一覧 

項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

1 !ENX103 I SNMP トラップを受信しました。 SNMP トラップを受信した場合に出力さ

れます。 

なし。 

 

 シスログメッセージ 

 

表 6.1-4 メッセージ一覧 

項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

1 !ENX203 I 受信したシスログテキスト。 

 

シスログを受信した場合に出力されま

す。 

なし。 

2 !ENX204 I 受信したシスログテキスト。 

 

シスログを受信した場合に出力されま

す。 

受信したシスログテキストが受信バッファ

よりも長いかテキストフォーマットが

RFC3164に準拠していない可能性があ

ります。詳細な情報はシスログ受信アダ

プタのログファイルに出力されます。 

受信バッフアが足りない場合は定

義ファイルの maxMsgSizeの値を

大きく修正しサービスを再起動し

て下さい。 

 

 savic-netEVmodel30 メッセージ 

表 6.1-5 メッセージ一覧 

項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

1 !ENX304 I savic-netEV model30 メッセー

ジを受信しました。 
 

savic-netEV model30からのメッセージを

受信した場合に出力されます。 

なし。 
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 nmAcos アダプタメッセージ 

表 6.1-6 メッセージ一覧 

項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

1 !ENX354 I ACOS ホストからの受信内容。 ACOS ホストからのメッセージを受信した

場合に出力されます。 

先頭がタイムスタンプで始まるメッセージ

です。 

なし。 

2 !ENX355 I ACOS ホストからの受信内容。 ACOS ホストからのメッセージを受信した

場合に出力されます。 

先頭がタイムスタンプで始まらないメッセ

ージです。 

なし。 

 

 メール送信メッセージ 

表 6.1-7 メッセージ一覧 

項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

1 !ENS455 I メール送信依頼を受信しました。 千手ドメインからメール送信依頼を受信

した場合に出力される。 

なし。 

 

 電話呼出メッセージ 

表 6.1-8 メッセージ一覧 

項番 メッセージ ID 種別 メッセージテキスト 意味 対処 

1 !ENS473 I 電話実施依頼を受信しました。 千手ドメインから電話実施依頼を受

信した場合に出力される。 

なし。 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 6.2 制限事項 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-15 6-15 

6.2 制限事項 

以下に Senju Enterprise Navigatorシステムにおける制限事項を掲げます。 

・ SENコンソールを利用する際は、Windowsのアカウントは Administrators権限のグ

ループに所属するアカウントで稼働ノードにログオンして下さい。それ以外のアカウ

ントでの利用はできません。 

・ SENコンソールが稼働するノードは、画面のプロパティで Highカラー以上の色数に

設定して下さい。 

・ イベントビューにてイベントを右クリックして表示されるコンテキストメニューの「メール

を送る」のメールテンプレートを選択するか、またはメインビューにてアイテムを右クリ

ックして表示されるコンテキストメニューの「送る」の「メール受信者」を選択すると、

Windowsの「インターネットオプション」で設定されているメーラープログラムが起動し

ます。このメーラープログラムは MAPIに準拠している必要があります。 

・ イベントビュー、イベントビューのプロパティ、リストアイテム等の画面で、文字列長の

長いデータ(261文字以上)を表示しようとした場合に、261文字目が文字化けして表

示されます。文字化けしていた場合でも、データは保証され、SEN内部処理におい

ては正常に動作します。 

・ ユーザーグループ IDは大文字・小文字を区別しません。 

・ ファイル名の最大文字数は 255文字(パス名全体では 260文字)です。ルール実行

によりファイルを作成する際は、パスを含むファイル名が最大文字数を超えないよう

設定してください。 

・ メール受信連携アダプタでは、エンコード方式として「base64」「Quoted-Pritable」

のみをサポートしています。 

・ メール受信連携アダプタでは、添付ファイルの形式として「attachment」と「inline」の

みをサポートしていします。 

・ Senju Operation Conductor連携アダプタは Senju Service Managerから受信したリク

エストを、予定日時あるいはリミット日時>リクエストの種類>登録順、の順で優先的に

実行します。リクエストの種類の中での優先度は、一時停止／解除>スキップ／解除

>起動時刻変更>ランブック実行>コマンド実行、の順となります。 

・ Senju Service Managerから受信したリクエストの実行が完了していない状態で Senju 

Operation Conductor連携アダプタのプロセスが終了した場合、終了から 1時間以内

に Senju Operation Conductor連携アダプタが起動すれば、リクエストの実行は再開

されます。1時間を超えた場合はリクエストの実行は行われません。 

・ Senju Operation Conductor連携アダプタが同時に受信、または送信するリクエスト数

には制限があり、大量に依頼すると、同じ予定日時やリミット日時のリクエストでも遅

延する可能性があります。具体的な制限は表 6.2-1を参照して下さい。 

・ SEN Webサービスを利用している場合、SENコンソールにてユーザー、またはユー

ザーグループの追加・変更・削除を行う時は、SEN Webサービスの IISを停止して
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から行って下さい。 

・ SEN Web サービスでは、Webブラウザにおいて同一ユーザーで複数のタブを開い

ている場合、1 つのタブでログアウトするとその他のタブもログアウトされます。 

・ SEN Webサービスで、同一の Webブラウザから、既にログインしているユーザーと

は異なるユーザーでログインした場合、既にログインしていたユーザーは強制的にロ

グアウトされます。 

・ 以下の項目の名称に改行コードが含まれていた場合、SEN Webサービスが正しく

動作しないことがあります。特にルールから作成できるものに関してご注意下さい。 

➢ 関連ビューID(メインビュー/イベントビュー) 

➢ ユーザーグループ ID 

➢ ビューカテゴリ ID 

➢ ビューアイテムグループ ID 

➢ メインペインアイテム ID 

➢ 検索条件名 

➢ イメージ ID 

➢ ユーザーID 

・ HTTPの URLとして使用できない文字("|#~{}:*?<>%&+や先頭のアンダースコア、

連続したピリオド、文字列先頭または最後のピリオド）をイメージアイテム IDに使用し

た場合、SEN Webサービスでそのイメージアイテムは表示されません。 

・ SEN Webサービスでは、リストアイテムはデフォルトで 100行×30列まで表示できま

す。 

・ SEN Webサービスでは、リストアイテムの行数や列数、表示されるメインペインアイテ

ムの総数に比例し、表示に時間が掛かる場合があります。 

・ SEN Webサービスでは、メインビューの描画能力は Webブラウザに依存するため、

SENコンソールと比較すると、レイアウトに差が出る場合があります。 

・ Internet Explorer以外のブラウザで SEN Webサービスを表示した時に TIFイメ

ージが表示されない場合があります。表示させるには、各ブラウザで TIFイメージ表

示用プラグインの導入を行って下さい。 

 

表 6.2-1 に Senju Enterprise Navigator システムにおける上限値の一覧を示しま

す。 

表 6.2-1 Senju Enterprise Navigator における上限値一覧 

項番 項目 条件 

1 SEN サーバーを稼働させるマシンのホスト名の長さ 29 

2 ツールビューのツール数 30 

3 ユーザー数の上限 100 

4 ユーザーグループ数の上限 10 

5 １ユーザーが所属可能なユーザーグループ数の上限 10 

※1 

6 イメージ数の上限 1000 
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項番 項目 条件 

7 1 イメージファイルのサイズの上限 5MByte 

8 全イメージファイルの合計サイズの上限 100MByte 

9 メインビューのカテゴリ数の上限 20 

10 ノウハウが登録・参照できるイベント数の上限 5000 

11 ノウハウに指定可能な文字数の上限 2048Byte 

12 １ルール条件あたりの条件数の上限 10 

13 ルール条件数の上限 5000 

14 １分配ルール条件あたりのユーザーグループ数の上限 10 

15 イベントビュー表示方法数の上限 30 

16 アクション実行履歴が保存される件数の上限 1（最大 1000） 

17 SEN コンソールのメッセージウィンドウの表示行数の上限※2 500 

18 繰り返しイベントの破棄ステージのパラメータ 1に指定可能な整数 1～86400 

19 繰り返しイベントの破棄ステージのパラメータ 2に指定可能な整数 -１～1000 

20 過去イベントの調査ステージのパラメータ 1に指定可能な整数 1～3600 

21 到着件数に対する処理ステージのパラメータ 1に指定可能な整数 １～3600 

22 到着件数に対する処理ステージのパラメータ 2に指定可能な整数 1～1000 

23 アクション実行履歴処理ステージのパラメータ 1 に指定可能な整

数 

１～3600 

24 遅延実行ステージのパラメータ 1に指定可能な整数 1～172800 

25 タイマステージのパラメータ 1に指定可能な整数 1～172800 

26 メインペインの拡大／縮小率（％） 10～400 

27 リストカラム幅 0～1000 

28 SEN サーバー／コンソールログファイル世代数の上限 100 

29 SEN サーバー／コンソールログファイルサイズの上限 104857600 Byte 

30 ルールセットシミュレーションにて実行可能なイベント数の上限 1000 

31 メインペインエディタでの Undo 回数の上限 10 

32 メインペインエディタでの Redo 回数の上限 10 

33 メインペインアイテムの直線アイテムの線の太さの上限 10 

34 ルール内より参照可能な過去イベント数 1000 

35 1 メインペイン上に表示可能なアイテム数 1000 

36 メインペインリストアイテムのレコード上限値 1000 

37 メインペインリストアイテムのカラム数 30 

38 メインペインリストアイテムの 1 セルに登録できるバイト数 4000Byte 

39 メインペインのサイズ 2048x2048 

40 メインビューのツリーペインに作成可能な階層数 20 

41 1 階層のツリーペインに設定可能なメインペインの数 100 

42 1 台の SEN サーバーに接続可能な SEN コンソール数の上限 ライセンスに依存（最大 20） 

43 1 台の SEN サーバーが管理可能な千手ドメイン(千手マネージャ)

数の上限 

ライセンスに依存（最大 20） 

44 1 台の SEN サーバーが管理可能な SSM 連携ドメイン数の上限 ライセンスに依存（最大 50） 

45 1 台の SEN サーバーが管理可能な SNTP トラップ連携ドメイン数

の上限 

ライセンスに依存（最大 1） 

46 1 台の SEN サーバーが管理可能なシスログ連携ドメイン数の上限 ライセンスに依存（最大 1） 

47 1台の SENサーバーが管理可能なメール受信連携ドメイン数の上

限 

ライセンスに依存（最大 30） 

48 1 台の SEN サーバーが管理可能な TELstaff 連携ドメイン数の上

限 

ライセンスに依存（最大 1） 

49 1 台の SEN サーバーが管理可能な Telnet 連携ドメイン数の上限 ライセンスに依存（最大 50） 

50 イベント送信コマンドに設定可能なフィールド値の数 50 

51 イベント変換コマンドの最大出力件数 100000 

52 ルールセットのグローバル初期化処理に記述可能な文字数 1M Byte 

53 ルールセットのグローバル終了処理に記述可能な文字数 1M Byte 

54 ルールセットのグローバル関数・変数定義に記述可能な文字数 1M Byte 

55 イベントに追加できる関連ビューの上限値 30 

56 メインペインアイテムに追加できる関連ビューの上限値 30 

57 イベントに追加できるアクションの数の上限 30 

58 メインペインアイテムに追加できるアクションの数の上限 30 

59 イベントへ関連付けることができる報告書のテンプレート数の上限 30 

60 イベントへ関連付けることができるメールのテンプレート数の上限 30 

61 SEN サーバー上での同時コマンド実行数の上限※2 100 
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項番 項目 条件 

62 千手プロデューサへの同時アクション実行数(千手コマンド、千手

ユーザーコマンド等) の上限※3 

50(1プロデューサあたり) 

63 SSM プロデューサへの同時アクション実行数の上限 50(1プロデューサあたり) 

64 SSM に連携できる添付ファイル 1 つあたりのサイズの上限 50MByte 

65 メール送信プロデューサへの同時アクション実行数の上限 100(1プロデューサあたり) 

66 TELstaff プロデューサへの同時アクション実行数の上限 50(1プロデューサあたり) 

67 1 イベントあたりに保存できるアクション実行結果数の上限 50 

68 SEN サーバーアクション終了イベント及びプロデューサーアクショ

ン終了イベントのアクション全文字出力プロパティに出力される文

字数 

128K Byte 

69 「ＳＥＮサーバーの設定」のルール情報の記録間隔に指定可能な

整数 

300～3600 

70 「ＳＥＮサーバーの設定」のパフォーマンスビューの更新間隔に指

定可能な整数 

300～3600 

71 SEN パフォーマンスビューで一つの表示方法につき表示できる項

目数 

10 

72 アクションユーザー情報に設定することが出来る最大配列数 100 

73 アクションユーザー情報に設定することが出来る 1 つの配列の最

大サイズ 

1024 Byte 

74 ENBASProducer::mlAsyncSendMail で送信できるメールの総サイ

ズ 

1024 Byte 

75 メール受信連携で追加できるメール受信条件数の上限 100 

76 Senju Operation Conductor連携アダプタが Senju Service Manager

から同時に受信できる各リクエスト(ランブック実行、コマンド実行、

一時停止／解除、スキップ／解除、起動時刻変更および遅延監

視時刻変更)のリクエスト数の上限 

1000 

77 Senju Operation Conductor連携アダプタが千手マネージャに一度

に送信できるリクエスト数の上限 

10 

78 Senju Service Automation連携を用いたランブック実行時に千手マ

ネージャへ連携することのできる環境変数の数の上限 

20 

79 SEN コンフィグレータのメール受信連携アダプタ設定でのユーザ

ーアカウントの入力文字数 

50 Byte  

80 イベントのユーザー変数に指定可能な文字数 512K Byte 

※ 1 「{SENマスターグループ}」は含めません。 

※ 2 上限値を超すと古いものから削除されます。 

※ 3 上限値を超えてコマンドが実行されると例外を発生します。 

  

表 6.2-2 に SEN Web サービス接続の制限値の一覧を示します。制限値を超えた

イベントが送信された場合、SEN Web サービスに接続できません。 

 

表 6.2-2 SEN Web サービス接続の制限値一覧 

項番 項目 文字長（byte） 

1 メッセージ区分 100 

2 メッセージ識別 No 100 

3 メッセージ ID 100 

4 メッセージ種別 100 

5 イベント の 付加情報（名前） 100 

6 イベント の関連ビュー（ID） 100 

7 イベントのユーザー変数（属性名） 100 

8 イベントアクションのアクション名 100 

9 メインペインアイテムのビューアイテムグループパス   290 

10 メインペインアイテムの結合アイテムパス 290 

11 メインペインアイテム「定義」の属性名 64 

12 メインペインアイテム「状態」の属性名 64 
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項番 項目 文字長（byte） 

13 ビューアイテムグループのパス 290 
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SENコンソールにおける各種フィールドの制限を表 6.2-3に示します。ここで、汎用 ID

文字とは、{}/\およびコントロールコード以外の文字を意味します。 

表 6.2-3 フィールドの制限 

項番 項目 文字長 文字条件 

1 コンソールツール ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

2 コンソールツールコマンド 1024バイト以内  コントロールコード以外。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

3 コンソールツールコマンドパラメータ 1024バイト以内  コントロールコード以外。 

空文字可。 

4 コンソールツールコマンドディレクトリ 1024バイト以内  コントロールコード以外。 

空文字可。 

5 ユーザーグループ ID 64バイト以内  汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

“#”文字不可。 

6 ユーザーID 64バイト以内  汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

7 説明 2048バイト以内  コントロールコード以外。 

空文字可。 

8 ユーザーパスワード 64バイト以内 コントロールコード以外。 

先頭及び最後に半角･全角空白文字可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

9 アイコン ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

10 イメージ ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

11 ローカルファイル名 1024バイト以内 コントロールコード以外。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

12 メインビューカテゴリ ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

“#”文字不可。 

13 ビューアイテムグループ ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

“#”文字不可。 

14 メインペイン ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

15 メインペインアイテム ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

16 メインペインアイテムテキスト 1024バイト以内 コントロールコードを含めてすべての文字列（改行なども可

能）。 

空文字可。 

17 パーツ ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

18 ルール条件 ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

19 ルールセット ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 
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項番 項目 文字長 文字条件 

20 ルールアクション 30720バイト以内 コントロールコードを含めてすべての文字列（改行なども可

能）。 

空文字可。 

21 イベントビュー表示方法 ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

22 リストカラム表示名称 64バイト以内 コントロールコード以外。 

 

23 リストセル 512バイト以内 コントロールコード以外。 

空文字可。 

24 SMTPサーバー名 256バイト以内 コントロールコード以外。 

空文字可。 

25 サーバーバックアップディレクトリ名 256バイト以内 コントロールコード以外。 

空文字可。 

26 エクスポート/インポートファイル名 

（ディレクトリ含む） 

256バイト以内 コントロールコード以外。 

空文字可。 

27 ルール ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

28 パフォーマンスビュー表示方法 ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

29 ノウハウ ID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

30 アクション名 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 

31 関連ビューID 64バイト以内 汎用 ID文字のみ許可。 

先頭及び最後に半角・全角空白文字不可。 

両端の文字が空白以外の場合、半角・全角空白文字可。 
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6.3 トラブルシューティング 

ここでは、Senju Enterprise Navigator システムにおいて一般的に想定されるトラブルに対

するシューティングのガイドラインについて述べます。 

発生しやすいトラブルとして、まず以下の事象を確認して下さい。 

・ SENサーバーとのネットワークは接続されているか。 

・ “ＳEN Process Manager”サービスが起動しているか。 

・ ルール処理が正常に動作しない場合、ルールセットの反映が行われているか。 

・ 表示および操作に時間がかかる場合、ログレベルが「詳細調査」または「トレース」レ

ベルになっていないか。 

表 6.3-1 トラブルシューティングガイドライン 

項番 事象 想定される原因 対処 

1 SENサーバーにログインでき

ない。 

ユーザーIDが存在しない、ま

たはパスワードが正しくない。 

正しいユーザーID、パスワードを指定し

ログインして下さい。 

SENサーバーとのネットワーク

接続が切れている。 

SENサーバーとのネットワーク接続を復

旧させて下さい。 

SENサーバーのプロセスが停

止している。 

サービスから SEN Process Managerサー

ビスが開始状態になっているか確認し、

停止している場合はサービスを開始して

下さい。 

SENサーバーまたは SENコン

ソールがインストールされた PC

が稼働環境を満たしていない。 

SENサーバーまたは SENコンソールが

インストールされた PCの OSやサービス

パックを確認して下さい。 

ENBASGlobalContextクラスの

globalUVメンバまたは

ENBASEventクラスの uvメン

バ、ENBASMainViewMPItem

クラスの propUVメンバにオブ

ジェクトを代入するルールを記

述している。 

SENサーバーを再起動して下さい。SEN

サーバーの起動・停止の詳細について

は、「3.3.1 SEN サーバーの起動・停

止」を参照して下さい。 

2 「SENサーバーとの接続が切

れました」というダイアログが表

示される。 

SENサーバーとのネットワーク

接続が切れている。 

SENサーバーとのネットワーク接続を復

旧させて下さい。 

SENサーバーのプロセスが停

止している。 

サービスから SEN Process Managerサー

ビスが開始状態になっているか確認し、

停止している場合はサービスを開始して

下さい。 

クラスタ構成の SENサーバー

が現用系から待機系にフェー

ルオーバーした。 

SENサーバーに再度ログインして下さ

い。 

ライセンスの有効期限が切れ

た。 

新しいライセンスを購入して下さい。 

3 イベントビューにイベント(メッセ

ージ)が表示されない。 

グループへの分配ルールが定

義されていない。 

ユーザーが所属するグループにイベント

を分配する分配ルールを定義し、ルール

セットの反映を実行して下さい。分配ル

ールの設定手順については、「5.1.6 

ルールの編集」を参照して下さい。 

早期イベント破棄ルールが適

用されている。 

ルールの内容を確認し、問題があれば

ルールを見直して下さい。 

イベントフィルタビューが設定さ

れている。 

イベントフィルタビューの内容を確認し

て、問題があれば設定を見直して下さ

い。 

4 イベントビューに接続した各連

携プロダクトからイベント(メッセ

接続先の各連携プロダクトが停

止している。 

接続先の各連携プロダクトが正常に稼働

しているか確認して下さい。 
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項番 事象 想定される原因 対処 

ージ)が表示されない。 接続設定が正しく行われてい

ない。 

各連携プロダクトとの接続設定を確認し

て下さい。 

接続設定手順の詳細については、「イ

ンストールガイド」の「6.1 各種ア

ダプタとの接続設定手順」を参照して

下さい。 

購入したライセンス以上に連携

アダプタの設定をしている。 

追加ライセンスを購入して下さい。 

SNMP トラップ受信アダプタが

起動していない。 

SNMP-Trapポートが他システムで使用さ

れている場合、SNMP トラップ受信アダ

プタは起動しません。 

SNMP-Trapポートを使用する他システム

が起動していないか確認して下さい。 

5 イベントビューにメッセージが

遅れて表示される。 

SENサーバーが高負荷状態に

なっている。 

千手連携に関しては、不要なメッセージ

をフィルタリングするよう SENコンフィグレ

ータにて設定して下さい。 

既に蓄積されたイベントに対する対処方

法はありませんが、不要なイベントを消去

する事で今後のパフォーマンス改善に期

待する事ができます。 

6 イベントビューにコンテキストメ

ニューからのイベントのステー

タス変更に時間がかかる。 

SENサーバーが高負荷状態に

なっている。 

千手連携に関しては、不要なメッセージ

をフィルタリングするよう SENコンフィグレ

ータにて設定して下さい。 

既に蓄積されたイベントに対する対処方

法はありませんが、不要なイベントを消去

する事で今後のパフォーマンス改善に期

待する事ができます。 

7 イベントビューの表示方法変更

による過去イベント取得で、対

象とする過去イベントが取得で

きない。 

過去イベントがすでに削除され

ている。 

一定期間および、一定の件数を越えた

過去イベントは順次削除されます。 

取得するイベントの上限に達し

たため、残りのイベントが表示さ

れなかった。 

過去イベント取得では、グループに分配

されたすべてのイベントを上限数まで取

得します。そのため表示条件に合致する

イベント以外のイベントを取得した時点で

イベント数の上限に達した可能性があり

ます。イベント取得期間を絞るか、イベン

ト上限値を大きくして再度取得して下さ

い。 

8 イベントビューのコンテキストメ

ニューの関連ビュー表示で、

関連するメインビューが表示さ

れない。 

ルールのアクションで、カレント

イベントに対して addRelPage()

で関連ページを定義していな

い。 

addRelPage()メソッドによりイベントに関連

づけるメインビューを定義して下さい。

addRelPage()メソッドの詳細については、

「5.2.1 ルール内で参照可能な変

数」を参照して下さい。 

9 イベントビューのコンテキストメ

ニューから[送る]->[メール受信

者]を選択したとき、普段使用し

ていないメーラーが起動され

る。 

SENコンソールでは MAPIデ

フォルトのメーラープログラムを

起動します。 

SENコンソールから起動するメーラープ

ログラムは MAPIの仕様に準拠している

必要があります。 

10 早期イベント破棄ルールによる

イベントのフィルタリングがされ

ない。 

活性化条件によりルールが不

活性になっている。 

活性化条件の内容を確認して下さい。 

11 ルールのアクションで記述した

メインペインアイテムのプロパ

ティ変更ができない。 

ルールのアクションにスクリプト

エラーが存在する。 

SENサーバーログファイル(sjENB_ 

Server.log)を参照し、ルール実行に関す

るエラーメッセージが出力されていない

か確認して下さい。エラーがある場合は、

Line No.からエラー箇所を特定し、アクシ

ョンのスクリプトを正しく修正しルールセッ

トの反映を実行して下さい。 

存在しないアイテムまたはプロ

パティに対して変更を行ってい

る。 

メインペインアイテムまたはアイテムのプ

ロパティへのパスを正しく指定し、ルール

セットの反映を実行して下さい。ルール

内でのメインペインアイテム、アイテムプ

ロパティの指定方法の詳細は、「5.1.6 

ルールの編集」を参照して下さい。 

12 ルールのアクションでコマンド

実行を指定してもコマンドが実

コマンドへのパスが通っていな

い。 

execCommand()で指定するコマンドへの

パスをフルパスで指定するか、コマンドへ
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項番 事象 想定される原因 対処 

行されない。 のパスをシステム環境変数へ追加して下

さい。execCommand メソッドの詳細につ

いては、「5.2.1 ルール内で参照可能

な変数」を参照して下さい。 

13 メインペインアイテムのコンテキ

ストメニューからの関連イベント

表示でイベントビューにイベン

トが表示されない。 

ルールのアクションで、カレント

イベントに対して addRelPage

で関連ページを定義する際、メ

インペインアイテムを指定して

いない。 

addRelPage()メソッドの関連ページ URL

の最後に”#アイテム ID”を付けて、メイン

ペインアイテムを指定して下さい。 

addRelPage()メソッドの詳細については、

「5.2.1 ルール内で参照可能な変

数」を参照して下さい。 

14 過去イベントの検索に時間が

かかる。 

SENサーバーが高負荷状態に

なっている。 

蓄積された過去イベントが大量

にある。 

千手連携に関しては、不要なメッセージ

をフィルタリングするよう SENコンフィグレ

ータにて設定して下さい。 

既に蓄積されたイベントに対する対処方

法はありませんが、不要なイベントを消去

する事で今後のパフォーマンス改善に期

待する事ができます。 

15 「Internal 

error(ENVCrypt::GetRandom)」

というエラーが出てしまい、ログ

インすることができません。 

 

OSの SPまたは IEのバージョ

ンが、稼働環境を満たしていな

い可能性が高いです。 

インストールされた SENサーバー及び

SENコンソールの稼働環境を再度ご確

認下さい。 

16 「処理中です。少々お待ち下さ

い。」のダイアログが表示され

たままになる。 

SENサーバーが高負荷状態に

なっている。 

千手連携に関しては、不要なメッセージ

をフィルタリングするよう SENコンフィグレ

ータにて設定して下さい。 

既に蓄積されたイベントに対する対処方

法はありませんが、不要なイベントを消去

する事で今後のパフォーマンス改善に期

待する事ができます。 

他の SENコンソールからルー

ルセットシミュレーションやバッ

クアップが実行されている。 

処理が終了するまでお待ち下さい。 

17 ルールのアクションで電話呼

び出しを指定しても電話呼び

出しされない。 

電話依頼コマンド（teldial.exe）

の指定が間違っている。 

SENコンフィグレータの TELstaff連携設

定の電話依頼コマンドで指定しているコ

マンドの設定を再度ご確認下さい。 

連絡網グループ ID/連絡網 ID

の指定が間違っている。 

TELstaffサーバーの連絡網グループ

ID/連絡網 IDの設定を再度ご確認下さ

い。 

発信制限が設定されている。 TELstaffサーバーの発信制限を変更し

て下さい。 

TELstaffとの連携については「インストー

ルガイド」の「6.1.8 TELstaff 連携ア

ダプタとの接続設定手順」を参照して

下さい。 
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表 6.3-2 トラブルシューティングガイドライン（SEN Web サービス） 

項番 事象 想定される原因 対処 

1 SEN Webサービスにログイン

できない。 

ユーザーIDが存在しない、ま

たはパスワードが正しくない。 

正しいユーザーID、パスワードを指定し

ログインして下さい。 

SENサーバーとのネットワーク

接続が切れている。 

SENサーバーとのネットワーク接続を復

旧させて下さい。 

Webサービスのプロセスが停

止している。 

サービスから SEN Web Process Manager

サービスが開始状態になっているか確認

し、停止している場合はサービスを開始

して下さい。 

Webサービスがインストールさ

れた PCが稼働環境を満たして

いない。 

Webサービスがインストールされた PCの

OSやサービスパックを確認して下さい。 

2 メインビューを更新した内容が

反映されない。 

SENサーバーとのネットワーク

接続が切れている。 

SENサーバーとのネットワーク接続を復

旧させて下さい。 

3 最新のイベントが検索に該当

しない。 

SEN Webサービスのデータベ

ースに最新のイベント情報が更

新されていない。 

SEN Webサービスにログインし直して下

さい。 

4 SEN Webサービスから行った

ステータス変更が即時に反映

されない。 

SEN Webサービスのデータベ

ースに最新のイベント情報が更

新されていない。 

SEN Webサービスにログインし直して下

さい。 

5 変更したロゴが反映されない。 Webブラウザのキャッシュに変

更前のロゴが残っている。 

Webブラウザのキャッシュを削除して下さ

い。 

6 SEN Webサービスのログイン

画面が表示されない。 

(エラー画面が表示される) 

SEN Webサービスのインストー

ル後に .NET Framework 3.5 の

インストールを行った。 

コマンドプロンプトにて、以下のコマンド

を実行して下さい。 

%windir%\Microsoft.NET\Framework64 

\v4.0.30319\aspnet_regiis.exe /iru 
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6.4 構成プロセス一覧 

表 6.4-1に SENサーバーを構成する常駐アダプタの一覧を記述します。区分が‘必須’

のアダプタは必ず起動されるアダプタです。‘任意’のアダプタは必要に応じて起動される

アダプタです。 

 

表 6.4-1 SEN サーバー構成プロセス一覧 

番号 アダプタ名 区

分 

説明 

1 sjENB_ProcMgr 必須 Senju Enterprise Navigator管理プロセス 

他の常駐アダプタの起動、停止、および稼働監視を行います。

SEN Process Managerサービスを構成するプロセスです。 

2 sjENB_Server 必須 SENサーバープロセス 

SEN コンソールとの通信処理、イベントルール処理、各 I/F プロセ

スとの通信処理を行います。 

3 sjENS_Pcc 任意 千手連携アダプタ 

千手マネージャとの通信処理を行うアダプタです。接続する千手

マネージャ（ドメイン）数分、起動されます。 

4 sjENX_spd 任意 Senju Service Manager連携アダプタ。 

SENサーバーから Senju Service Managerへインシデントやインシ

デント候補を送信するアダプタです。 

5 sjENX_MailRcvd 任意 メール受信アダプタ 

メールサーバーからメールを受信するアダプタです。 

6 sjENX_Trapd 任意 SNMP トラップ受信アダプタ 

SNMP トラップを受信するアダプタです。 

7 sjENX_Syslogd 任意 シスログ受信アダプタ 

シスログを受信するアダプタです。 

8 sjENX_EventRcvd 任意 イベント連携アダプタ 

イベント送信コマンドから送信されたイベントを受信し、SEN サー

バーへイベントを転送するアダプタです。 

9 sjENX_SavicNetEv30 任意 savic-netEV model30 メッセージ受信アダプタ 

savic-netEV model30から NS-2232経由でメッセージを受信するア

ダプタです。 

10 sjENX_NMAcosExecd 任意 ACOS4ホスト連携アダプタ(コマンド I/Oモード) 

ACOS4 ホストへネットワークマネージャ経由でコマンドを投入する

アダプタです。接続する LU数分、起動されます。 

11 sjENX_NMAcosRcvd 任意 ACOS4ホスト連携アダプタ(メッセージ受信モード) 

ACOS4 ホストからネットワークマネージャ経由でメッセージを受信

するアダプタです。接続する LU数分、起動されます。 

12 sjENX_MailSend 任意 メール送信アダプタ 

SENサーバーから SMTPサーバーへメールを送信するアダプタで

す。 

13 sjENX_TelCalld 任意 TELstaff連携アダプタ 

SEN サーバーから TELstaff サーバーへ電話呼び出しを依頼する

アダプタです。 
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なお千手連携アダプタ、メール送信アダプタ、TELstaff 連携アダプタは、以下の

条件で自動再起動が行なわれます。 

 

表 6.4-2 千手連携アダプタの自動再起動条件 

内容 条件 

千手マネージャー切断 千手マネージャとの切断が発生した場合に、再起動します。 

SENサーバーと切断 SENサーバープロセスとの切断が発生した場合に、再起動します。 

 

表 6.4-3 メール送信アダプタの自動再起動条件 

内容 条件 

SENサーバーと切断 SENサーバープロセスとの切断が発生した場合に、再起動します。 

 

表 6.4-4 TELstaff 連携アダプタの自動再起動条件 

内容 条件 

SENサーバーと切断 SENサーバープロセスとの切断が発生した場合に、再起動します。 

 

 

表 6.4-5に SENサーバーを構成する常駐アダプタの一覧を記述します。区分が‘必須’

のアダプタは必ず起動されるアダプタです。‘任意’のアダプタは必要に応じて起動される

アダプタです。 

 

表 6.4-5 SEN Web サービス構成プロセス一覧 

番号 アダプタ名 区

分 

説明 

1 sjENB_WsProcMgr 必須 Senju Enterprise Navigator Web 管理プロセス 

他の常駐アダプタの起動、停止、および稼働監視を行います。

SEN Web Process Managerサービスを構成するプロセスです。 

2 sjENB_WebSvrd 

 
必須 Webサーバーデーモン 

SENサーバー、Webコンソールとの通信処理を行います。 
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6.5 Senju Service Automation の実行結果 

表 6.5-1 にリクエストが処理されると Senju Service Manager に表示される実行

結果の内容と各結果の説明を記述します。 

なお、各出力内容の先頭には必ず以下の情報が付加されます。 

 

         “YYYY-MM-DD 24hh:mm:ss [申請の種類]” 

         [申請の種類] = ランブックオートメーション実行 ｜ コマンド実行｜スキップ指定｜ 

スキップ解除｜一時停止指定/解除 ｜  

一時停止指定/解除(指定) ｜一時停止指定/解除(解除) ｜ 

一時停止指定｜一時停止解除｜起動時刻変更｜ 

起動時刻変更＋遅延監視時刻変更 

また、出力場所とは Senju Service Manager の各リクエストの詳細画面に表示される項目

の名称を指しています。 

 

表 6.5-1 Senju Service Automationの実行結果一覧 

項

番 

リクエストの 

内容 

出力場所 出力内容 説明 対処 

1 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

SEN実行結果 リクエストを処理しま

す。 

Senju Enterprise Navigatorから

Senju Opration Conductorへリク

エストが送信されました。 

なし。 

2 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

SEN実行結果 キャンセルを受け付

けました。 

Senju Enterprise Navigatorにて

リクエストのキャンセルが検知さ

れました。 

なし。 

3 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

SEN実行結果 すでにリクエストを処

理したためキャンセ

ルできませんでした。 

Senju Enterprise Navigatorから

Senju Opration Conductor側へ

リクエストを送信された後だった

のでキャンセル要求を却下しま

した。 

なし。 

4 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

SEN実行結果 リクエスト内容に不正

なデータが含まれて

いるためリクエストを

実行できませんでし

た。([カラム名]=[値]) 

 

リクエスト内容に不正なデータ

が含まれています。 

カスタマーサポート

へ連絡して下さい。 
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項

番 

リクエストの 

内容 

出力場所 出力内容 説明 対処 

5 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

SEN実行結果 Senju Enterprise 

Navigatorでリクエスト

が上限に達している

ため、リクエストの処

理を受け付けませ

ん。 

Senju Enterprise Navigatorの同

時に受け付けられるリクエスト数

が上限に達しています。 

Senju Opration 

Conductorが起動し

ていない、もしくは

SENサーバーが起

動していない可能性

があります。 

システム管理者へ連

絡して下さい。 

6 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

SEN実行結果 Senju Operation 

Conductorへの同時

依頼数が上限に達し

ているため、リクエスト

の処理を行いませ

ん。 

Senju Opration Conductorへ同

時に送信できるリクエスト数が

上限に達しています。 

既に Senju Opration 

Conductorへ送信し

たリクエストの結果の

返信が遅れている可

能性があります。 

システム管理者へ連

絡して下さい。 

7 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

SEN実行結果 予約時間[YYYY-

MM-DD HH:MM]を

過ぎていますが、受

付時間内[YYYY-

MM-DD HH:MM～
YYYY-MM-DD 

HH:MM]のリクエスト

のため処理を行いま

す。 

Senju Service Managerで指定

された予約日時は過ぎていま

すが、SENコンフィグレータの

[Senju Service Automation設

定]→[高度な設定]タブ→「再

起動中に予約日時を超過したリ

クエスト」で設定された時刻を加

算すると未だ時間内のためリク

エストがリカバリ実行されまし

た。 

なし。 

8 一時停止指定/解除 SEN実行結果 リクエスト実施中に指

定のフレームが削除

された可能性がありま

す。 

ジョブ一時停止指定/解除のリク

エスト実施中に指定のジョブが

存在するフレームが削除されま

した。 

システム管理者へ連

絡して下さい。 

9 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

SEN実行結果 Senju Enterprise 

Navigatorの Senju 

Operation Conductor

連携機能が再起動さ

れたためリクエストの

結果を確認できませ

んでした。 

リクエスト処理中に Senju 

Opration Conductor連携アダプ

タが再起動したので、Senju 

Opration Conductorからリクエス

トの処理の結果が不明です。 

システム管理者へ連

絡して下さい。 

10 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

SEN実行結果 千手マネージャと接

続できないためリクエ

ストを処理できませ

ん。 

Senju Opration Conductor連携

アダプタが千手マネージャと接

続出来ていないため Senju 

Enterprise Navigatorで受け付

けているリクエストを処理できま

せん。 

システム管理者へ連

絡して下さい。 

11 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

ランブック実行結果 

コマンド実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

リクエストを処理しまし

た。([終了コード]) 

Senju Opration Conductorからリ

クエストの結果を取得しました。 

なし。 

12 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

ランブック実行結果 

コマンド実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

リクエストの処理をキ

ャンセルしました。 

Senju Enterprise Navigatorにて

リクエストのキャンセルされまし

た。 

なし。 
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項

番 

リクエストの 

内容 

出力場所 出力内容 説明 対処 

13 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

ランブック実行結果 

コマンド実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

リクエストが受け付け

られませんでした。 

データ不正などの理由により登

録されたリクエストが Senju 

Enterprise Navigatorに受け付

けられませんでした。 

システム管理者へ連

絡して下さい。 

14 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

ランブック実行結果 

コマンド実行結果 

指定された予約日時

を超えているためリク

エストを処理できませ

んでした。(受付可能

日時 = YYYY-MM-

DD hh:mm) 

リクエストが処理されないまま予

約日時を過ぎたため処理されま

せんでした。 

Senju Opration 

Conductorが起動し

ていない、もしくは

SENサーバーが起

動していない可能性

があります。 

システム管理者へ連

絡して下さい。 

15 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

ランブック実行結果 

コマンド実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

指定された予約日時/

リミット日時が設定さ

れている予約上限日

時を超えているためリ

クエストを処理できま

せんでした。(受付可

能日時 = YYYY-

MM-DD hh:mm) 

Senju Service Managerで指定

された予約日時もしくはリミット

日時が、SENコンフィグレータ

の[Senju Service Automation設

定]→[高度な設定]タブ→「予

約可能な未来日付」で設定され

た日時をを超えています。 

Senju Enterprise 

Navigatorの Senju 

Service Automation

設定を確認して下さ

い。 

16 一時停止指定 

一時停止指定/解除の指定 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

指定されたリミット日

時を超えましたがリク

エストを処理できませ

んでした。 

リクエストが処理されないままリ

ミット日時を過ぎたため処理さ

れませんでした。 

Senju Opration 

Conductorが起動し

ていない、もしくは

SENサーバーが起

動していない可能性

があります。 

システム管理者へ連

絡して下さい。 

17 ランブックオートメーション実

行 

ランブック実行結果 本日有効なブックが

存在しないためリクエ

ストを処理できません

でした。([ブック名]) 

指定のブック名が存在しない

か、指定した日付ではブックが

無効の可能性があります。 

Senju Opration 

Conductorのランブッ

クオートメーション機

能の定義内容を確

認して下さい。 

18 ランブックオートメーション実

行 

ランブック実行結果 指定したランブックは

すでに起動しており

抑止時間内のためブ

ックの起動が抑止さ

れました。([ブック名]) 

ランブックオートメーションの実

行抑止機能が稼働したため指

定のランブックを起動できませ

んでした。 

Senju Opration 

Conductorのランブッ

クオートメーション機

能の設定内容を確

認して下さい。 

19 ランブックオートメーション実

行 

ランブック実行結果 ランブックオートメー

ションは Senju 

Opration 

ConductorV10.0.0以

上で利用できる機能

です。([Senju 

Opration Conductor

のバージョン]) 

Senju Operation Concucotr 

V3.0以前のではランブックオー

トメーションを利用することがで

きません。 

Senju Enterprise 

Navigatorが接続し

ている Senju 

Opration Conductor

のバージョンを確認

して下さい。 

20 一時停止指定 

一時停止指定/解除の指定 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

指定されたリミット日

時までに運用日付も

しくはフレームが生成

されなかったためリク

エストを処理できませ

んでした。 

指定されたフレーム、または指

定されたジョブ/ネットを含むフ

レームがリミット日時までに投入

されなかったのでリクエストを処

理できませんでした。 

Senju Opration 

Conductorのジョブス

ケジュール機能の設

定内容を確認して下

さい。 

21 一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

指定されたシステム

が存在しないためリク

エストを処理できませ

んでした。([システム

名]) 

指定されたシステムが定義され

ていないのでリクエストを処理で

きません。 

Senju Opration 

Conductorのジョブス

ケジュール機能の定

義内容を確認して下

さい。 
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項

番 

リクエストの 

内容 

出力場所 出力内容 説明 対処 

22 一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

指定されたネットが存

在しないためリクエス

トを処理できませんで

した。([ネット名]) 

指定されたネットが定義されて

いないのでリクエストを処理でき

ません。 

Senju Opration 

Conductorのジョブス

ケジュール機能の定

義内容を確認して下

さい。 

23 一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

指定されたジョブが

存在しないためリクエ

ストを処理できません

でした。([ジョブ名]) 

指定されたジョブが定義されて

いないのでリクエストを処理でき

ません。 

Senju Opration 

Conductorのジョブス

ケジュール機能の定

義内容を確認して下

さい。 

24 一時停止解除 

一時停止指定/解除 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

指定された予約日時

までに運用日付もしく

はフレームが生成さ

れていないためリクエ

ストを処理できません

でした。 

指定されたジョブを含むフレー

ムが予約日時までに投入され

なかったのでリクエストを処理で

きませんでした。 

Senju Opration 

Conductorのジョブス

ケジュール機能の設

定内容を確認して下

さい。 

25 ランブックオートメーション実

行 

コマンド実行 

一時停止指定、解除 

一時停止指定/解除 

スキップ指定、解除 

起動時刻変更、起動時刻変

更＋遅延監視時刻変更 

ランブック実行結果 

コマンド実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

一時停止実行結果 

フレーム・ネット・ジョブ

スキップ実行結果 

ネット・ジョブ起動時刻

変更実行結果 

申請の実施結果が確

認できませんでした。 

リクエスト処理中に Senju 

Opration Conductor連携アダプ

タが再起動したので、Senju 

Opration Conductorからリクエス

トの処理の結果が不明です。 

システム管理者へ連

絡して下さい。 
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6.6 コマンドリファレンス 

 イベント送信コマンド 

指定形式 

sjENX_SendEvent -M | -E | -F ファイル名 

-s SEN サーバー名 [-p ポート番号] [-d ドメイン名] [-n 管理対象システム名] 

[-q メッセージ識別 No] [-h 発生元ノード ID] [-a 発生元 APPL名] 

[-t 発生日時] -l メッセージ種別 -c メッセージ ID -m メッセージテキスト 

[-u1 ユーザー定義値１] [-u2 ユーザー定義値２] [-u3 ユーザー定義値３] 

-f フォルダ名 -c クラス名 [-k ユニークキー] -v フィールド名 フィールド値 

[-r 送信種別] [--help] [-y 同期モードの指定] 

 

目的 

イベント連携アダプタ経由で SENサーバーへメッセージまたはイベントを送信しま

す。 

 

オプション 

⚫ -E | -M | -F ファイル名 

送信モードを設定します。 

第一引数には -M|-E|-F の何れかを必ず指定して下さい。 

-Eを指定するとユーザー指定イベント送信モード(以下イベント送信モード)

に、-Mを指定するとカスタムメッセージイベント送信モード(以下メッセージ送

信モード)に、-Fを指定するとファイルからの一括送信モード(以下ファイルモ

ード)になります。 

ファイルモードの場合-Fオプションの後に読込み対象ファイル名(以下コマン

ドシーケンス定義ファイル)をフルパスで指定して下さい。コマンドシーケンス定

義ファイルとは、イベント送信モード、メッセージ送信モードのコマンドシーケン

スが 1行毎に記載されているテキスト形式のファイルです。以下、コマンドシー

ケンス定義ファイルの例を示します。 

（例）コマンドシーケンス定義ファイル 

 

 

 

 

 

 

また、コマンドシーケンス定義ファイル内では、-s、-p、-d、-fの引数が無効に

なるので、必ずオプションから指定して下さい。 

sjENX_SendEvent -E -c 千手メッセージ -v "メッセージテキスト" "senju" 
sjENX_SendEvent -E -c メッセージ -v "メッセージテキスト" "syslog" 
sjENX_SendEvent -M -l I -c TEST001 -m "THIS IS A TEST MESSAGE1." 
sjENX_SendEvent -M -l I -c TEST002 -m "THIS IS A TEST MESSAGE2." 
sjENX_SendEvent -M -l I -c TEST003 -m "THIS IS A TEST MESSAGE3." 
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⚫ SENサーバー名 

SENサーバーが稼働するノードのホスト名または IPアドレスを指定します。

省略する事はできません。 

⚫ ポート番号 

接続先のイベント連携アダプタのポート番号を指定します。省略した場合は、

イベント連携アダプタを経由せず、直接 SEN サーバーにイベントが送信され

ます。 

⚫ ドメイン名 

ドメイン名を指定します。メッセージ送信モードの場合、「管理対象領域名」プ

ロパティにも設定されます。省略した場合は、コマンドを実行したノードのホスト

名が設定されます。ファイルモードの場合、ドメイン名を指定した場合は、指定

したドメイン名が設定されます。「管理対象領域名」プロパティにも設定されま

す。イベント受信アダプタで送信した場合、ドメイン名はイベント受信連携アダ

プタで設定したドメイン名となります。 

⚫ 管理対象システム名(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「管理対象システム名」プロパティに設定する値を

指定します。省略した場合は、” アダプタ（イベント送信コマンド）”が設定されま

す。 

⚫ メッセージ識別 No(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「メッセージ識別 No」プロパティに設定する値を

指定します。省略した場合は、0 が設定されます。 

⚫ 発生元ノード ID(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「発生元ノード ID」プロパティに設定する値を指

定します。省略した場合は、コマンドを実行したノードのホスト名が設定されま

す。 

⚫ 発生元アプリケーション名(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「発生元アプリケーション名」プロパティに設定す

る値を指定します。省略した場合は、”sjENX_SendEvent”が設定されます。 

⚫ 発生日時(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「発生日時」プロパティに設定する値を指定しま

す。省略した場合は、”YYYY-MM-DD hh:mm:ss”形式でコマンドを実行した

ノードのローカルタイムが設定されます。 

⚫ メッセージ種別(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「メッセージ種別」プロパティに設定する値を指定

します。省略する事はできません。 

⚫ メッセージ ID(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「メッセージ ID」プロパティに設定する値を指定し

ます。省略する事はできません。 
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⚫ メッセージテキスト(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「メッセージテキスト」プロパティに設定する値を指

定します。省略する事はできません。 

⚫ ユーザー定義値 1(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「ユーザー定義値 1」プロパティに設定する値を

指定します。省略した場合には、空文字列が設定されます。 

⚫ ユーザー定義値 2(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「ユーザー定義値２」プロパティに設定する値を指

定します。省略した場合には、空文字列が設定されます。 

⚫ ユーザー定義値 3(メッセージ送信モードのみ) 

カスタムメッセージイベントの「ユーザー定義値３」プロパティに設定する値を指

定します。省略した場合には、空文字列が設定されます。 

⚫ フォルダ名(イベント送信モード及びファイルモードのみ) 

クラス定義ファイルが格納されたフォルダをフルパスで指定します。省略する

事はできません。 

⚫ クラス名(イベント送信モードのみ) 

イベントのクラス名を指定します。省略する事はできません。 

⚫ ユニークキー(イベント送信モードのみ) 

送信するイベントクラスのユニークキーを指定します。同じイベントクラスで同じ

ユニークキーを指定した場合、新しい SEN イベントシーケンスは振られませ

ん。省略した場合には、コマンド内で自動生成し、ユニークキーを設定します。 

⚫ フィールド名・フィールド値(イベント送信モードのみ) 

イベントのフィールド名と値を指定します。フィールド名とフィールド値は必ず

対で指定します。省略する事はできません。 

⚫ 送信種別（ファイルモードのみ） 

ファイルモードにて一括送信する際に、送信するコマンドシーケンス群の一部

にエラーがあった場合の動作を指定します。interrupt と continueが指定で

き、interruptはエラーのコマンドシーケンスを含め残り全てをエラーとします。

continueはエラーのコマンドシーケンスのみをエラーとし、他のコマンドシー

ケンスは実行されます。 

⚫ --help 

usageを表示します。 

⚫ 同期モードの指定 

イベント送信コマンドを同期モードで動作させる場合に指定します。省略した

場合は、イベント送信コマンドは非同期で動作します。 

 

 ! 
 

送信されたイベントが制限値を超えた場合、SEN Web サービスに接続できま

せん。制限値については[6.2 制限事項]を参照して下さい。 
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実行結果 

（例）メッセージ送信モード 

 

 

 

 

（例）イベント送信モード 

 

 

 

 

（例）ファイルモード 

以下ファイルモードの実行結果例は、オプションの項で示したコマンドシーケンス定

義ファイルを指定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準エラー出力 

終了コードに即したメッセージを出力します。 

 

終了コード 

終了コードを以下に示します。 

 

表 6.6-1 終了コード 

終了コード 出力 内容 

0 送信に成功しました。(ユーザー指定値) イベントの送信が完了し、処理を終了しました。 

1 コマンドオプションの指定に誤りがありま

す。(エラー詳細)(ユーザー指定値) 

不正なコマンドオプションが指定されました。 

2 SENサーバー名が指定されていません。

(ユーザー指定値) 

SENサーバー名が指定されていません。 

3 SENサーバー名は、31バイト以内で指定

して下さい。(ユーザー指定値) 

指定された SENサーバー名が長過ぎます。 

4 ポート番号は、1～65535 の範囲で指定し

て下さい。(ユーザー指定値) 

指定されたポート番号が不正です。 

C:\ SEN>sjENX_SendEvent -M -s senserver -p portno -l I -c !SEN999 -m "ジョブが完了し
ました。" 
送信に成功しました。(sjENX_SendEvent -M -s senserver -p portno -l I -c !SEN999 -m "ジ
ョブが完了しました。") 
C:\SEN> 

C:\SEN>sjENX_SendEvent -E -s senserver -p portno -f "C:\SEN" -c テストイベント -v "フ
ィールド 1" "値 1" -v "フィールド 2" "値 2" 
送信に成功しました。(sjENX_SendEvent -E -s senserver -p portno -f "C:\SEN" -c "テスト
イベント" -v "フィールド 1" "値 1" -v "フィールド 2" "値 2") 
C:\SEN> 

C:\SEN>sjENX_SendEvent -F ".\CommandSequenceDefine.txt" -f "C:\SEN" -r interrupt -
s senserver -p portno 
送信に成功しました。(sjENX_SendEvent -E -s "senserver" -p "portno" -f "C:\SEN" -c "千
手メッセージ" -v "メッセージテキスト" "senju") 
送信に成功しました。(sjENX_SendEvent -E -s "senserver" -p "portno" -f "C:\SEN" -c "メ
ッセージ" -v "メッセージテキスト" "syslog") 
送信に成功しました。(sjENX_SendEvent -M -s "senserver" -p "portno" -l "I" -c "TEST001" 
-m "THIS IS A TEST MESSAGE1.") 
送信に成功しました。(sjENX_SendEvent -M -s "senserver" -p "portno" -l "I" -c "TEST002" 
-m "THIS IS A TEST MESSAGE2.") 
送信に成功しました。(sjENX_SendEvent -M -s "senserver" -p "portno" -l "I" -c "TEST003" 
-m "THIS IS A TEST MESSAGE3.") 
C:\SEN> 
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終了コード 出力 内容 

6 SENサーバーが見つかりません。(エラー

詳細)(ユーザー指定値) 

指定した SENサーバーが見つかりません。 

7 SENサーバーへ接続出来ませんでした。

(エラー詳細)(ユーザー指定値) 

SENサーバープロセスが起動していない、また

は送信元のソケット資源を使い切っている可能

性があります。 

8 SENサーバーへの接続処理中にタイム

アウトしました。(ユーザー指定値) 

指定した送信待ち時間内に送信処理が完了し

ませんでした。 

10 メッセージ識別 Noは、0～

9223372036854775807の範囲で指定し

てください。(ユーザー指定値) 

指定したメッセージ識別 Noが不正です。 

11 メッセージ種別が指定されていません。

(ユーザー指定値) 

メッセージ種別が指定されていません。 

12 メッセージ種別は、1バイト以内で指定し

てください。(ユーザー指定値) 

指定したメッセージ種別が長すぎます。 

13 メッセージ IDが指定されていません。(ユ
ーザー指定値) 

メッセージ IDが指定されていません。 

14 メッセージ IDは、31バイト以内で指定し

てください。(ユーザー指定値) 

指定したメッセージ IDが長すぎます。 

15 メッセージテキストが指定されていませ

ん。(ユーザー指定値) 

メッセージテキストが指定されていません。 

20 クラス定義ファイル格納フォルダ名を指定

してください。(ユーザー指定値) 

クラス定義ファイル格納フォルダ名が指定され

ていません。 

22 ユニークキーは、128バイト以内で指定し

てください。(ユーザー指定値) 

指定したユニークキーが長すぎます。 

23 送信区分は、0～3の範囲で指定してくだ

さい。(ユーザー指定値) 

指定した送信区分が不正です。 

24 クラス名を指定してください。(ユーザー指
定値) 

送信するイベントのクラス名が指定されていませ

ん。 

27 指定されたフィールドは、クラス「ユーザ
ー指定値」のメンバではありません。(ユー
ザー指定値) 

指定したフィールド名が指定したクラスのフィー

ルドではありません。 

28 指定されたフィールドがクラス定義ファイ

ル格納フォルダ「ユーザー指定値」から見
つかりませんでした。(ユーザー指定値) 

指定したフィールドの定義が指定したフォルダ

内に見つかりません。 

29 指定されたフィールドは、送信サポート対

象外です。(ユーザー指定値) 

指定したフィールドの定義は送信対象ではあり

ません。 

30 指定されたクラスがクラス定義ファイル格

納フォルダ「ユーザー指定値」からみつか

りませんでした。(ユーザー指定値) 

指定したクラスの定義が指定したフォルダ内に

見つかりません。 

35 コマンドシーケンス定義ファイルの読込み

に失敗しました。(ユーザー指定値) 

指定したコマンドシーケンス定義ファイルが不正

です。 

36 指定されたクラス定義ファイル格納フォル

ダ名は、不正なクラス定義ファイルが含ま

れているかクラス定義ファイルが存在しま

せん。(ユーザー指定値) 

指定したクラス定義ファイル格納フォルダ名が

不正です。 

37 稼働条件定義ファイルの読込みに失敗し

ました。(エラー詳細)(ユーザー指定値) 

指定した稼働条件定義ファイルが不正です。 

38 ファイルモード読込み対象のコマンドシ

ーケンス定義ファイルとリカバリ出力対象

のファイル名が同じです。コマンドシーケ

ンス定義ファイルはリカバリ出力対象以外

のファイルを指定して下さい。(ユーザー
指定値) 

指定したコマンドシーケンス定義ファイルとリカ

バリ出力対象ファイル名が同じです。 

99 システムエラーが発生しました。(エラー詳

細) 

システムエラーが発生しました。 
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引数で同じフィールドを複数指定した場合、後に記述した値が有効になりま

す。 

<例> 

以下のような場合、"ノードグループ ID"には"senju2"が設定されます。 

sjENX_SendEvent -E -s senserver -p portnp -f "C:\SEN" -c 千手ノード定義 -v 

"ノードグループ ID" "senju1" -v "ノードグループ ID" "senju2" 

 

稼働条件定義ファイル 

稼働条件定義ファイルを使用する事により、運用要件に応じてイベント送信コマ

ンドの基本設定を変更する事が可能です。稼働条件定義ファイルで変更可能な設

定項目は以下となります。 

A) ログ出力設定 

B) リカバリファイル出力設定 

C) 接続先イベント連携アダプタのポート番号 

D) 送信完了待ち時間 

E) ファイルモード時の一括送信数 

F) コマンドシーケンスの引用符 

 

稼働条件定義ファイルには、オプションで指定可能な各種設定のデフォルト値を

設定する事ができます。デフォルト値を設定しておくことでコマンドシーケンスの記

述が簡略化できます。 

G) デフォルト設定 

 

 ! 
 

上記 A～F の設定項目は、通常変更する必要はありません。特殊な運用要件

で使用する場合にのみ変更して下さい。 

 

稼働条件定義ファイルは、Senju Enterprise Navigator インストールディスク

の%SENSVHOME%\dat\enx\sendEvent ディレクトリまた

は%SENSTHOME%\dat\enx\sendEvent ディレクトリの稼働条件定義ファイルのサン

プル sjENX_SendEventConf.xml.txt を sjENX_SendEventConf.xml に名前を変更し

て作成して下さい。 

なお、環境変数%SENSVHOME%は SEN サーバーの導入ディレクト

リ、%SENSTHOME%は SEN サテライトの導入ディレクトリに相当します。 

 

稼働条件定義ファイルは、以下の順序で優先し読み込まれます。 

(1) %SENSVHOME%\dat\enx\sendEvent ディレクトリ 

(2) %SENSTHOME%\dat\enx\sendEventディレクトリ 

(3) イベント送信コマンドと同じディレクトリ 

 

稼働条件定義ファイルは以下の表に示す内容に従い編集して下さい。 
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表 6.6-2 稼働条件定義ファイル 

項番 タグ名 属性名 省略 内容 

1 baseSetting  可能 上記 A～Fの基本設定の最上位タグです。 

タグ全体省略可能です。 

内容値はありません。 

2 logLevel 可能 ログレベルを表す属性です。 

属性値には 0～8の範囲でレベルを設定します。 

省略した場合は 6が設定されます。 

3 logSize 可能 ログ１世代のサイズを表す属性です。 

属性値には 1024～UINTの最大値の範囲でサイズ

を指定します。 

単位は Byteです。 

省略した場合は 1048576が設定されます。 

4 logBackup 可能 ログの世代数を表す属性です。 

属性値には 1～1024の最大値の範囲で世代数を指

定します。 

省略した場合は 7が設定されます。 

5 recoveryLe

vel 
可能 リカバリレベルを表す属性です。 

属性値には 0～1の範囲でレベルを設定します。 

0を指定した場合はエラーが起きてもリカバリファイル

は出力されません。1を指定した場合はエラーが起き

た場合リカバリファイルが出力されます。 

省略した場合は 0が設定されます。 

6 recoverySiz

e 
可能 リカバリファイル１世代のサイズを表す属性です。 

属性値には 1024～UINTの最大値の範囲でサイズ

を指定します。 

単位は Byteです。 

省略した場合は 1048576が設定されます。 

7 recoveryBa

ckup 
可能 リカバリファイルの世代数を表す属性です。 

属性値には 1～1024の最大値の範囲で世代数を指

定します。 

省略した場合は 7が設定されます。 

8 recoveryFil

ePath 
可能 リカバリファイルの出力場所を表す属性です。 

属性値にはログを出力したいディレクトリを指定しま

す。相対パスで指定した場合はイベント送信コマンド

が稼働しているディレクトリがカレントディレクトリとなり

ます。 

省略した場合はカレントディレクトリとなります。 

9 port 可能 送信先ポート番号を表す属性です。 

属性値には 1～65535の範囲で番号を指定して下さ

い。 

省略した場合は 8445が設定されます。 

10 waitTime 可能 送信確認待ち時間を表す属性値です。 

属性値には 0～1800の範囲で時間を指定します。 

単位は秒です。 

0を指定した場合は送信が完了するまで待ち続けま

す。 

省略した場合は 600が設定されます。 

11 transmissio

nsNum 
可能 ファイルモード時の一括送信数を表す属性です。 

属性値には 1～INTの最大値の範囲で送信数を指

定して下さい。 

省略した場合は 10が設定されます。 

12 cmdSeqQuo

tes 
可能 コマンドシーケンスの引用符を表す属性です。 

属性値には引用符として利用する文字または文字列

を指定します。 

引用符にハイフン「-」は指定できません。 

省略した場合（空「””」の場合も含む）は一般的な”

（ダブルクォート）が設定されます。 

13 comment 可能 稼働条件定義ファイルのコメントを表す属性です。 

属性値にはコメントを指定します。 

特に動作には影響ありません。 



6.6 コマンドリファレンス Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

6-40 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-40 

項番 タグ名 属性名 省略 内容 

14 lastUpdate 可能 稼働条件定義ファイルの最終更新日時を表す属性

です。 

属性値には最終更新日時を指定します。 

特に動作には影響ありません。 

15 defaultSetting  可能 上記 Gのデフォルト設定の最上位タグです。 

オプションが指定されている場合はタグ全体省略可

能です。 

内容値はありません。 

16 defaultMod

e 
可能 モード（ "-M" or "-E" or "-F" ）を表す属性です。 

属性値には、”M”、”E”、”F”の何れか指定します。 

オプションが指定されている場合は省略可能です。 

17 serverName 可能 送信先 SENサーバー名を表す属性です。 

属性値には SENサーバー名を指定します。 

オプションが指定されている場合は省略可能です。 

18 domainNam

e 
可能 ドメイン名を表す属性です。 

属性値にはドメイン名を指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 

19 modeSetting  可能 モード別稼働条件設定の最上位タグです。 

defaultSettingタグ内に定義されます。 

オプションが指定されている場合はタグ全体省略可

能です。 

内容値はありません。 

20 messageMode  可能 メッセージ送信モードに依存した設定の最上位タグ

です。 

modeSettingタグ内に定義されます。 

オプションが指定されている場合はタグ全体省略可

能です。 

内容値はありません。 

21 systemNam

e 
可能 管理対象システム名を表す属性です。 

属性値には管理対象システム名を指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 

22 msgIdentifi

cationNum 
可能 メッセージ識別 Noを表す属性です。 

属性値には 0～INT64の最大値の範囲で識別番号

を指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 

23 nodeId 可能 発生元ノード IDを表す属性です。 

属性値にはノード IDを指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 

24 applName 可能 発生元 APPL名を表す属性です。 

属性値にはアプリケーション名を指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 

25 date 可能 発生日時を表す属性です。 

属性値には「YYYY-MM-DD hh:mm:ss」の形式で日

時を指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 

26 msgType 可能 メッセージ種別を表す属性です。 

オプションが指定されている場合は省略可能です。 

27 msgId 可能 メッセージ IDを表す属性です。 

属性値にはメッセージ IDを指定します。 

オプションが指定されている場合は省略可能です。 

28 msgText 可能 メッセージテキストを表す属性です。 

属性値にはメッセージテキストを指定します。 

オプションが指定されている場合は省略可能です。 

29 userDefine1 可能 ユーザー定義値１を表す属性です。 

属性値には「ユーザー定義値１」プロパティに設定す

る値を指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 
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項番 タグ名 属性名 省略 内容 

30 userDefine2 可能 ユーザー定義値２を表す属性です。 

属性値には「ユーザー定義値２」プロパティに設定す

る値を指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 

31 userDefine3 可能 ユーザー定義値３を表す属性です。 

属性値には「ユーザー定義値３」プロパティに設定す

る値を指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 

32 eventMode  可能 イベント送信モードに依存した設定の最上位タグで

す。 

modeSettingタグ内に定義されます。 

オプションが指定されている場合はタグ全体省略可

能です。 

内容値はありません。 

33 classDefinit

ionFilePath 
可能 クラス定義ファイル格納フォルダを表す属性です。 

属性値にはクラス定義ファイルが格納されているディ

レクトリ名を指定します。相対パスで指定した場合は

コマンドを実行したディレクトリがカレントディレクトリと

なります。 

オプションが指定されている場合は省略可能です。 

ファイルモード時にも参照されます。 

34 defaultClass
Name 

可能 イベント送信モードで送信されるクラス名を表す属性

値です。 

属性値にはクラス名を指定します。 

ここに指定した値と同様の className属性値を持つ

classFieldsタグが有効になります。 

オプションが指定されている場合は省略可能です。 

35 classFields  可能 イベント別の「フィールド名/フィールド値」群の最上位

タグです。 

eventModeタグ内に定義され、イベントクラス毎に１つ

ずつ複数定義されます。 

オプションが指定されている場合はタグ全体省略可

能です。 

内容値はありません。 

36 className 可能 「フィールド名/フィールド値」群のクラス名を表す属性

です。 

属性値にはクラス名を指定します。 

省略した場合は、この属性を持つ classFieldsタグが

無効になります。 

オプションが指定されている場合は省略可能です。 

37 uniqueKey 可能 「フィールド名/フィールド値」群のユニークキーを表

す属性です。 

属性値にはユニークキーを指定します。 

省略した場合はオプション省略時の動作に従いま

す。 

38 transmissio
nDivision 

可能 「フィールド名/フィールド値」群の送信区分を表す属

性です。 

属性値には下記意味を持つ 0～3の値を指定しま

す。 

0:EFFECT_NEW 
1:EFFECT_DELETE 

2:EFFECT_MODIFY 

3:EFFECT_NEW_OR_MODIFY 

省略した場合は 3が設定されます。 

39 field  可能 フィールド名とフィールド値設定の最上位タグです。 

classFieldsタグ内に定義され、フィールド毎に１つず

つ複数定義されます。 

内容値にはフィールド値となる値を指定します。 

オプションが指定されている場合は省略可能です。 

40 name 不可 フィールド名を表す属性です。 

属性値にはフィールド名を指定します。 

フィールド名とフィールド値は必ず対で指定します。 
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項番 タグ名 属性名 省略 内容 

41 fileMode  可能 ファイルモードに依存した設定の最上位タグです。 

modeSettingタグ内に定義されます。 

オプションが指定されている場合はタグ全体省略可

能です。 

内容値はありません。 

42 fileName 可能 コマンドシーケンス定義ファイル名を表す属性です。 

属性値にはコマンドシーケンス定義ファイル名をパス

を含めて指定します。相対パスで指定した場合はイ

ベント送信コマンドが稼働しているディレクトリがカレ

ントディレクトリとなります。 

オプションが指定されている場合はタグ全体省略可

能です。 

43 transmissio

nType 
可能 ファイルモードにて一括送信する際に送信するコマ

ンドシーケンス群の一部にエラーがあった場合の動

作を表す属性です。 

属性値には、”interrupt”又は”continue”を指定しま

す。”interrupt”はエラーがあった場合に以降のコマン

ドシーケンス送信を中断しエラーのあったコマンドシ

ーケンスを含め残り全てをエラーとして扱いま

す。”continue”はエラーがあった場合でも中断せず

残りも継続して送信していきます。当然エラーとなっ

たものはログや標準エラーに分かる様に出力されま

す。 

省略した場合は interruptが設定されます。 

 

 ! 
 

コマンドシーケンスの引用符にダブルコーテーション「”」を指定する場合、

シングルコーテーションにて指定(cmdSeqQuotes='"')もしくは、エスケープ

文字を使用(cmdSeqQuotes="&quot;")して下さい。 

 

 ! 
 

コマンドシーケンスの引用符をシングルコーテーション「'」で指定する場

合、下記の半角符号に対してエスケープが必要です。 

「^」、「&」、「<」、「>」、「|」 

※^でエスケープして下さい。 

 

（例）コマンドシーケンスの引用符をシングルコーテーション「'」で指定 

 

 

 

 

 

C:\SEN>sjENX_SendEvent -E -s localhost -c 千手メッセージ -f '%SENSVHOME%dat\class' 
-v 'メッセージテキスト' 'ジョブ^<JOB001^>^&^<JOB002^>の ID が許可されている最大整数は
2^^16-1^|内容は整数ではありません' 
送信に成功しました。(sjENX_SendEvent  -E -s localhost -c 千手メッセージ -f 'C:\P 
rogram Files (x86)\SEN\Server\dat\class' -v 'メッセージテキスト' 'ジョブ<JOB001> 
&<JOB002>の ID が許可されている最大整数は 2^16-1|内容は整数ではありません') 
C:\SEN> 
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 Telnet 連携コマンド 

指定形式 

sjENX_Telnet -s Telnet サーバー名 -i  接続情報 ID 

 

目的 

Telnet サーバーに接続し、コマンドの実行結果を取得します。 

オプション 

⚫ Telnetサーバー名 

接続先 Telnetサーバーのホスト名または IPアドレスを指定します。省略する

事はできません。 

⚫ 接続情報 ID 

Telnetサーバー接続設定の接続情報 IDを指定します。SEN コンフィグレータ

にて Telnetサーバーとの接続設定時に指定する接続情報 IDです。詳細は、

「インストールガイド」の「6.1.11.1.1 SEN コンフィグレータにおけ

る設定」を参照して下さい。省略する事はできません。 

実行結果 

（例）lsコマンドの実行 

 

標準エラー出力 

終了コードに即したメッセージを出力します。 

 

終了コード 

終了コードを以下に示します。 

 

 

 

 

C:\SEN> sjENX_Telnet -s TelnetServer -i conf01 

sjENX_Telnet -s TelnetServer -i conf01 

 

Red Hat Linux release 6.2 (Zoot) 

Kernel 2.2.14-5.0 on an i686 

login: 

guest 

Password: 

 

%  

ls  

as86   grub-0.5.96.1         lilo-21.5  mbr     old_grub 

bin86  grub-0_5_96_1_tar.gz  lilo-21.6  nsmail 

C:\SEN> 



6.6 コマンドリファレンス Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

6-44 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-44 

表 6.6-3 終了コード 

終了コード 出力 内容 

0 実行結果。 Telentサーバーから受信したデータ。 

1 sjENX_Telnet.exe：コマンドオプションが

指定されていません。 

コマンドオプションが指定されていません。 

2 sjENX_Telnet.exe：コマンドオプションの

指定に誤りがあります。（ユーザー指定
値） 

不正なコマンドオプションが指定されました。 

3 sjENX_Telnet.exe：環境変数の取得に失

敗しました。(SENSVHOME)  

環境変数「%SENSVHOME%」が見つかりませ

ん。 

4 sjENX_Telnet.exe：定義ファイルの読み

込みに失敗しました。(Telnet連携定義フ

ァイル名) 

Telnet連携定義ファイルの読み込みに失敗しま

した。 

5 sjENX_Telnet.exe：稼働定義ファイルの

内容に誤りがあります。（エラーメッセー
ジ） 

Telnet連携定義ファイルの記述に誤りがありま

す。 

6 sjENX_Telnet.exe：サーバーに接続でき

ません。(エラーメッセージ) 

指定された Telnetサーバーに接続できません

でした。 

7 sjENX_Telnet.exe：通信がタイムアウトし

ました。 

Telnetサーバーと通信中、一定期間応答が途

絶えました。 

8 sjENX_Telnet.exe：データの送受信に失

敗しました。(エラーメッセージ) 

Telnetサーバーへのデータの送信、又は

Telnetサーバーからのデータの受信に失敗しま

した。 

9 sjENX_Telnet.exe：予期せぬエラーが発

生しました。(エラーメッセージ) 

フィールド名またはフィールド値が指定されてい

ません。 

10 sjENX_Telnet.exe：予期せぬエラーが発

生しました。(エラーメッセージ) 

システムエラーが発生しました。 
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 イベントファイル変換コマンド 

指定形式 

sjENU_ConvertEvent -s 開始日時 -e 終了日時 -c クラス名 –o 出力ファイル名 

-v イベントファイルフォルダ [-g ユーザーグループ名] [-f クラス定義ファイルフォル

ダ] [-n 最大出力数] 

 

目的 

指定された日時の範囲にあるイベントをタブ区切りの TSV ファイル形式にて出力し

ます。 

 

オプション 

⚫ 開始日時 

検索するイベントの開始到着日時を"YYYY-MM-DD hh:mm:ss"形式で指定

します。省略する事はできません。 

 

⚫ 終了日時 

検索するイベントの終了到着日時を"YYYY-MM-DD hh:mm:ss"形式で指定

します。省略する事はできません。 

 

⚫ クラス名 

クラス名を指定します。省略する事はできません。 

 

⚫ 出力ファイル名 

出力ファイル名を指定します。省略する事はできません。 

 

⚫ イベントファイルフォルダ名 

イベントファイルの格納されたフォルダを指定します。 

    

⚫ ユーザーグループ名 

ユーザーグループ名を指定します。複数指定できます。省略可能です。 

 

⚫ クラス定義ファイルフォルダ名 

クラス定義ファイルのフォルダを指定します。省略した場合

は%SENSVHOME%\dat\classが設定されます 

 

⚫ 最大出力数 

イベントの最大出力数を指定します。省略した場合は出力数に制限がかかりま

せん。 
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実行結果 

（例） 

 

標準エラー出力 

終了コードに即したメッセージを出力します。 

 

終了コード 

終了コードを以下に示します。 

 

表 6.6-4 終了コード 

終了 

コード 

出力 内容 

0 イベントを n件出力しました。 指定範囲のイベント変換が終了し、処理を終

了しました。 

1 コマンドオプションの指定に誤りがあります。

(ユーザー指定値) 

不正なコマンドオプションが指定されました。 

2 出力ファイル名が指定されていません。 出力先のファイル名が指定されていません。 

3 開始到着日時が指定されていません。 開始到着日時が指定されていません。 

4 終了到着日時が指定されていません。 終了到着日時が指定されていません。 

5 クラス名が指定されていません。 クラス名が指定されていません。 

6 開始到着日時は"YYYY-MM-DD hh:mm:ss"

形式で指定して下さい。(ユーザー指定値) 

開始到着日時が正しいフォーマットで指定さ

れていません。 

7 終了到着日時は"YYYY-MM-DD hh:mm:ss"

形式で指定して下さい。(ユーザー指定値) 

終了到着日時が正しいフォーマットで指定さ

れていません。 

8 最大出力数は 1～100000の範囲で指定して

下さい。 

最大出力数に範囲外の値が設定されました。 

9 基本情報の定義がディレクトリ「クラス定義ファ
イルフォルダ」からみつかりませんでした。
sjENB_Server.xmlの存在を確認して下さい。 

イベントファイル変換コマンドはイベントの基本

情報を sjENB_Server.xmlより取得していま

す。クラス定義ファイルフォルダには

sjENB_Server.xmlを格納して下さい。 

10 クラス「クラス名」の定義がディレクトリ「クラス定
義ファイルフォルダ」からみつかりませんでし
た。 

指定されたクラスの定義がクラス定義ファイル

フォルダから見つかりませんでした。指定クラ

スの定義が存在するかクラス定義ファイルフォ

ルダを確認して下さい。 

1１ 環境変数"SENSVHOME"の取得に失敗しま

した。 

クラス定義ファイルフォルダ名を省略した場

合、イベントファイル変換コマンド環境変数

SENSVHOME以下を参照します。このメッセ

ージが出力された場合はクラス定義ファイルフ

ォルダを指定して下さい。 

12 内容によります。クラス定義ローダーが返す文 クラス定義ファイルフォーマット不正です。 

C:\SEN>sjENU_ConvertEvent -s "2004-02-01 00:00:00" -e "2004-02-29 

00:00:00" -c 千手メッセージ -o test.tsv -v "C:\Program 

Files\SEN\Server\dat\evt"  

イベントファイル読み込み中・・・完了 

過去イベント検索中・・・完了 

イベントを 1024 件出力しました。 

C:\ SEN> 
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終了 

コード 

出力 内容 

字列をそのまま表示します。 

13 ファイル「ファイル名」のオープンに失敗しまし
た。(追加メッセージ ) 

出力ファイル名に設定されたファイルのオープ

ンに失敗しました。括弧内に詳細なエラーメッ

セージが表示されます。 

14 ファイル「ファイル名」への書込みに失敗しまし
た。(追加メッセージ ) 

出力ファイル名に設定されたファイルの書き込

みに失敗しました。括弧内に詳細なエラーメッ

セージが表示されます。 

15 開始到着日時は終了到着日時より前の日付

を指定してください。 

開始到着日時が終了到着日時より後の日付

に指定されています。 

16 イベントファイルフォルダ名を指定してくださ

い。 

イベントファイルフォルダ名が指定されていま

せん。 

17 指定されたユーザーグループ IDのイベントは

存在しませんでした。(追加メッセージ ) 

指定されたユーザーグループ IDのイベントが

見つかりませんでした。指定のユーザーグル

ープ IDが存在するか確認して下さい。 

 

 ! 
 

イベントファイル変換コマンドの出力ファイルは、ファイル名を.txt などの

テキストファイルで出力し、Excel より「ファイルを開く」で開いてテキス

トファイルウィザードにてすべての列を「文字列」として設定してオープン

して下さい。 
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 UUID 作成コマンド 

指定形式 

sjENU_UUIDGen 

 

目的 

新規クラス定義ファイルの作成時に必要な UUIDを作成します。 

 

オプション 

なし。 

実行結果 

（例）新規 UUID作成 

 

標準エラー出力 

終了コードに即したメッセージを出力します。 

 

終了コード 

終了コードを以下に示します。 

 

表 6.6-5 終了コード 

終了 

コード 

出力 内容 

0 UUID 

（例：{126f2ff6-00ce-41c4-a636-f9af8f719042}） 

UUID作成が完了し、処理を

終了しました。 

1 異常終了 

（例：The system is out of memory.） 

Win32APIのエラー等、内部

処理に関するエラーを出力

します。 

 

 ! 
 

UUID 作成コマンドの実行には、ネットワークカードが装着されたノードが

必要です。 

C:\ SEN>sjENU_UUIDGen 

{126f2ff6-00ce-41c4-a636-f9af8f719042} 

C:\ SEN> 
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6.7 システム提供のアクションテンプレート 

ここでは、Senju Enterprise Navigatorが提供するアクションテンプレートの内容を説明しま

す。 

Senju Enterprise Navigatorが提供するアクションテンプレートは以下の通りです。 

表 6.7-1 システム提供のアクションテンプレート一覧 

項

番 

シチュエーション テンプレート ID 説明 

1 Senju/SMに登録する SenjuSM連携_インシデ

ント登録 

Senju/SM

にインシデ

ントを登録

する。 

SenjuSM連携_サービス

要求登録 

Senju/SM

にサービ

ス要求を

登録する。 

SenjuSM連携_変更登

録 

Senju/SM

に変更を

登録する。 

SenjuSM連携_問題登

録 

Senju/SM

に問題を

登録する。 

SenjuSM連携_アクショ

ン実行結果取得 

Senju/SM

連携アダ

プタのアク

ションの結

果を表示

する。 

2 WEBHOOKで外部のシステムにイベントを連携する WEBHOOK_Datadog

連携 

イベントを

Datadogに

連 携 し ま

す。 

WEBHOOK_mattermost

連携 

イベントを
mattermost

に連携し

ます。 

3 WEBHOOKで外部システムにイベントを連携する 

6.7.1.1 WEBHOOK_Datadog 連携 

＜テンプレートの概要＞ 

イベントを Datadog に連携します。 

Proxy 環境などで利用する場合や Datadog に連携したいイ

ベント項目をカスタマイズしたい場合は、該当のアクションテ

ンプレートをコピーして個別のアクションテンプレートを作成

し、ルールの作成を実施してください。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

イベント出力_CSVファ

イル 

イベントの

情 報 を

CSVファイ

ルに出力

する。 

イベント出力_Excelファ

イル 

イベントの

情 報 を

Excel ファ

イルに出

力する。 
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表 6.7-6 WEBHOOK_Datadog 連携のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 aggregation_key 指定することによってイベントを一つにまとめるこ

とができる文字列 

2 Priority 優先度 

3 tags 記載した値がそのまま Datadog 内のイベントのタ

グ情報として付与される 

 

＜アクションの動作＞ 

イベントの内容を、Datadog に連携します。 

 

 

図 6.7-6 WEBHOOK_Datadog 連携を使用したルール画面 

 

 

6.7.1.2 WEBHOOK_mattermost 連携 

＜テンプレートの概要＞ 
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イベントのプロパティを mattermost に連携します。 

連携する mattermost 環境に併せて利用いただくため、コピ

ーして、個別のアクションテンプレートを作成し変数

openaddr を変更してください。 

Proxy 環境などで利用する場合や Datadog に連携したいイ

ベント項目をカスタマイズする場合についても、個別のアクシ

ョンテンプレートを編集し、ルールの作成を実施してくださ

い。 

 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-7 WEBHOOK_mattermost 連携のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 channel 投稿先のチャンネル名 

2 user_name 投稿者名（デフォルト値を上書きする） 

3 icon_url 投稿者のアイコン（デフォルト値を上書きする） 

4 tags 記載した値がそのまま Datadog 内のイベントのタ

グ情報として付与される 

5 subject @でメンションする人(here, channel が使える） 

 

＜アクションの動作＞ 

イベントの内容を、mattermost に連携します。 
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図 6.7-7 WEBHOOK_mattermost 連携を使用したルール画面 

 

 
イベントをファイル出力する 

4 メールを送信する メール送信連携_メール

送信 

メ ー ル を

送信する。 

5 メールの内容を表示する メール受信連携_アウト

プットビュー出力 

受信したメ

ールの内

容を表示

する。 

6 メインペインを操作する メインペイン操作_アイテ

ム点滅 

メインペイ

ン上のアイ

テ ム を 点

滅させる。 

メインペイン操作_リスト

レコード追加 

メインペイ

ン上のリス

トにレコー

ド を 追 加

する。 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 6.7 システム提供のアクションテンプレート 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-53 6-53 

7 対応不要のイベントのステータスを「対処完了」に変更する 千手メッセージフィルタ_

正規表現指定 

メッセージ

テキストが

指定 し た

正規表現

に合致す

るイベント

を対処完

了にする。 

千手メッセージフィルタ_

オペレーション指示 

オペレー

ションをガ

イドに追加

する。 

千手メッセージフィルタ_

メール通知 

イベントが

対処完了

に な っ た

旨 を メ ー

ルで通知

する。 

千手メッセージフィルタ_

開始終了指定 

開始/終了

メッセージ

を指定 し

て 、 特 定

の期間の

イベントを

対処完了

にする。 

千手メッセージフィルタ_

重複メッセージ 

指定 した

期 間 内

で 、 重 複

するイベン

トを対処完

了にする。 

千手メッセージフィルタ_

出力間隔指定 

指定 した

間隔でイ

ベントのス

テータスを

対処完了

にしない。 

千手メッセージフィルタ_

連続発生 

指定 した

件数を越

えたイベン

トを対処完

了に し な

い。 

千手メッセージフィルタ_

連続発生文字列指定 

指定した 2

つの文字

列を含む

イベントの

件数が上

限を超え

た場合に

イベントを

対処完了

にしない。 

8 千手のコマンドを実行する 千手連携_千手ユーザ

ーコマンド実行 

千手ユー

ザー コマ

ンドを実行

する。 

千手連携_アクション結

果取得 

千手連携

アダプタが

実行 し た

アクション

の結果を

表示する。 



6.7 システム提供のアクションテンプレート Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

6-54 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-54 
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 Senju/SM に登録する 

6.7.2.1 SenjuSM 連携_インシデント登録 

＜テンプレートの概要＞ 

Senju/SM にインシデントを登録します。 

アクションの実行結果は「SenjuSM 連携_アクション実行結果取得」のアクショ

ンテンプレートで参照可能です。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-2 SenjuSM 連携_インシデント登録のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 system_name インシデントの登録先システム名 

2 create_user 起票者のユーザー名 

3 escalation_user エスカレーション先のユーザー名 

5 title インシデントのタイトル 

6 incident_content インシデントの内容 

7 domain_name Senju/SM 連携アダプタのドメイン名 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容で Senju/SM にインシデント登録します。 
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図 6.7-1 SenjuSM 連携_インシデント登録を使用したルール画面 
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6.7.2.2 SenjuSM 連携_サービス要求登録 

＜テンプレートの概要＞ 

Senju/SM にサービス要求を登録します。 

アクションの実行結果は「SenjuSM 連携_アクション実行結果取得」のアクショ

ンテンプレートで参照可能です。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-3 SenjuSM 連携_サービス要求登録のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 system_name サービス要求の登録先システム名 

2 create_user 起票者のユーザー名 

3 escalation_user エスカレーション先のユーザー名 

5 title サービス要求のタイトル 

6 service_content サービス要求の内容 

7 domain_name Senju/SM 連携アダプタのドメイン名 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容で Senju/SM にサービス要求を登録します。 
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図 6.7-2 SenjuSM 連携_サービス要求登録を使用したルール画面 
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6.7.2.3 SenjuSM 連携_変更登録 

＜テンプレートの概要＞ 

Senju/SM に変更を登録します。 

アクションの実行結果は「SenjuSM 連携_アクション実行結果取得」のアクショ

ンテンプレートで参照可能です。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-4 SenjuSM 連携_変更登録のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 system_name 変更の登録先システム名 

2 create_user 起票者のユーザー名 

3 escalation_user エスカレーション先のユーザー名 

5 title 変更のタイトル 

6 change_content 変更の内容 

7 domain_name Senju/SM 連携アダプタのドメイン名 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容で Senju/SM に変更を登録します。 
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図 6.7-3 SenjuSM 連携_変更登録を使用したルール画面 
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6.7.2.4 SenjuSM 連携_問題登録 

＜テンプレートの概要＞ 

Senju/SM に問題を登録します。 

アクションの実行結果は「SenjuSM 連携_アクション実行結果取得」のアクショ

ンテンプレートで参照可能です。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-5 SenjuSM 連携_問題登録のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 system_name 問題の登録先システム名 

2 create_user 起票者のユーザー名 

3 escalation_user エスカレーション先のユーザー名 

5 title 問題のタイトル 

6 problem_content 問題の内容 

7 domain_name Senju/SM 連携アダプタのドメイン名 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容で Senju/SM に問題を登録します。 
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図 6.7-4 SenjuSM 連携_問題登録を使用したルール画面 
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6.7.2.5 SenjuSM 連携_アクション実行結果取得 

＜テンプレートの概要＞ 

以下のアクションテンプレートで、Senju/SM 連携アダプタが実行したアクショ

ンの実行結果をアウトプットビューに表示します。 

⚫ SenjuSM 連携_インシデント登録 

⚫ SenjuSM 連携_サービス要求登録 

⚫ SenjuSM 連携_変更登録 

⚫ SenjuSM 連携_問題登録 

 

＜ルール条件の制限＞ 

アクション終了イベントを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

パラメータなし 

 

＜アクションの動作＞ 

アクション終了イベントの成功フラグ、エラーコード、終了コード、ステータス

コード、出力メッセージをアウトプットビューに表示します。 

 

図 6.7-5 SenjuSM 連携_アクション実行結果取得を使用したルール画面  
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 WEBHOOK で外部システムにイベントを連携する 

6.7.3.1 WEBHOOK_Datadog 連携 

＜テンプレートの概要＞ 

イベントを Datadog に連携します。 

Proxy 環境などで利用する場合や Datadog に連携したいイベント項目をカスタマ

イズしたい場合は、該当のアクションテンプレートをコピーして個別のアクション

テンプレートを作成し、ルールの作成を実施してください。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-6 WEBHOOK_Datadog 連携のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 aggregation_key 指定することによってイベントを一つにまとめるこ

とができる文字列 

2 Priority 優先度 

3 tags 記載した値がそのまま Datadog 内のイベントのタ

グ情報として付与される 

 

＜アクションの動作＞ 

イベントの内容を、Datadog に連携します。 
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図 6.7-6 WEBHOOK_Datadog 連携を使用したルール画面 
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6.7.3.2 WEBHOOK_mattermost 連携 

＜テンプレートの概要＞ 

イベントのプロパティを mattermost に連携します。 

連携する mattermost 環境に併せて利用いただくため、コピーして、個別のアク

ションテンプレートを作成し変数 openaddr を変更してください。 

Proxy 環境などで利用する場合や Datadog に連携したいイベント項目をカスタマ

イズする場合についても、個別のアクションテンプレートを編集し、ルールの作成

を実施してください。 

 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-7 WEBHOOK_mattermost 連携のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 channel 投稿先のチャンネル名 

2 user_name 投稿者名（デフォルト値を上書きする） 

3 icon_url 投稿者のアイコン（デフォルト値を上書きする） 

4 tags 記載した値がそのまま Datadog 内のイベントのタ

グ情報として付与される 

5 subject @でメンションする人(here, channel が使える） 

 

＜アクションの動作＞ 

イベントの内容を、mattermost に連携します。 

 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 6.7 システム提供のアクションテンプレート 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-67 6-67 

 

図 6.7-7 WEBHOOK_mattermost 連携を使用したルール画面 
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 イベントをファイル出力する 

6.7.4.1 イベント出力_CSV ファイル 

＜テンプレートの概要＞ 

イベントのプロパティを CSV ファイルに出力します。 

ファイルが存在しない場合は、新たにファイルが作成され、ファイルが存在する

場合は追記されます。 

ファイル名には、イベントクラス名が設定されます。 

ファイルには、1 行目にプロパティ名、2 行目以降にイベントクラスのプロパテ

ィの値が出力されます。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-8 イベント出力_CSV ファイルのパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 output_dir CSV ファイル出力先フォルダのフルパス 

 

＜アクションの動作＞ 

イベントの内容を、パラメータの値で指定した出力先に CSV 形式でファイル出

力します。 
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図 6.7-8 イベント出力_CSV ファイルを使用したルール画面 
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6.7.4.2 イベント出力_Excel ファイル 

＜テンプレートの概要＞ 

イベントのプロパティを Excel ファイルに出力します。 

ファイルが存在しない場合は、新たにファイルが作成され、ファイルが存在する

場合は追記されます。 

ファイル名には、イベントクラス名が設定されます。 

ファイルには、1 行目に出力されたイベントの総数、2 行目にプロパティ名、3 行

目以降にイベントクラスのプロパティの値が出力されます。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-9 イベント出力_Excel ファイルのパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 output_dir Excel ファイル出力先フォルダのフルパス 

 

＜アクションの動作＞ 

イベントの内容を、パラメータの値で指定した出力先に Excel 形式でファイル出

力します。 
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図 6.7-9 イベント出力_Excel ファイルを使用したルール画面 
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 メールを送信する 

6.7.5.1 メール送信連携_メール送信 

＜テンプレートの概要＞ 

指定した内容でメールを送信します。 

送信したメールを受信した際に、「メール受信連携_アウトプットビュー出力」

のアクションテンプレートで内容を参照可能です。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-10 メール送信連携_メール送信のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 domain_name メール送信連携アダプタのドメイン名 

2 from 差出人のアドレス 

3 to 宛先 

4 subject メールの件名 

5 body メールの本文 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容でメールを送信します。 
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図 6.7-10 メール送信連携_メール送信を使用したルール画面 
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 メールの内容を表示する 

6.7.6.1 メール受信連携_アウトプットビュー出力 

＜テンプレートの概要＞ 

「メール送信連携_メール送信」のアクションテンプレートで送信したメールを

受信し、メールの内容を SEN コンソールのアウトプットビューに表示します。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

メールメッセージを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

パラメータなし 

 

＜アクションの動作＞ 

メールメッセージの差出人、宛先、タイトル、メール本文がアウトプットビュー

に表示します。 
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図 6.7-11 メール受信連携_アウトプットビュー出力を使用したルール画面 
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 メインペインを操作する 

6.7.7.1 メインペイン操作_アイテム点滅 

＜テンプレートの概要＞ 

メインペインアイテムを点滅させます。 

あらかじめメインビューにメインペインアイテムを作成する必要があります。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-11 メインペイン操作_アイテム点滅のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 user_grp_name メインビューを設定したユーザーグループ名 

2 view_category_id メインビューに設定したビューカテゴリ ID 

3 view_item_grp_id メインビューに設定したビューアイテムグループ

ID 

4 item_id メインビューに作成したアイテムの ID 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定したメインペインアイテムが赤く点滅します。 
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図 6.7-12 メインペイン操作_アイテム点滅を使用したルール画面 
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6.7.7.2 メインペイン操作_リストレコード追加 

＜テンプレートの概要＞ 

リストアイテムにレコードを追加します。 

リストアイテムには 1000 行目まで追加可能です。 

あらかじめメインビューにリストアイテムを作成する必要があります。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-12 メインペイン操作_リストレコード追加のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 user_grp_name メインビューを設定したユーザーグループ名 

2 view_category_id メインビューに設定したビューカテゴリ ID 

3 view_item_grp_id メインビューに設定したビューアイテムグループ

ID 

4 list_id メインビューに作成したリストアイテムの ID 

5 column1_val リストアイテムのカラム 1 に設定する値 

6 colmun2_val リストアイテムのカラム 2 に設定する値 

7 colmun3_val リストアイテムのカラム 3 に設定する値 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定したリストアイテムにレコードを追加します。 
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図 6.7-13 メインペイン操作_リストレコード追加を使用したルール画面 
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 対応不要のイベントのステータスを「対処完了」に変更する 

6.7.8.1 千手メッセージフィルタ_正規表現指定 

＜テンプレートの概要＞ 

イベントのメッセージテキストで指定した正規表現に合致するイベントを「対処

完了」にします。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

千手メッセージを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-13 千手メッセージフィルタ_正規表現指定のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 node_id 発生元ノード ID 

2 msg_id フィルタを掛ける対象の千手メッセージ ID 

3 msg_status フィルタを掛ける対象の千手メッセージ種別 

4 rgexp_msg_txt フィルタを掛けるメッセージテキストの正規表現 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容とイベントを比較し、イベントのステータスを

「対処完了」に変更します。 

具体的には、以下の条件をすべて満たすイベントのステータスが「対処完了」に

なります。 

⚫ イベントのノード ID が node_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ ID が msg_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ種別が msg_status と一致 

⚫ イベントのメッセージテキストが rgexp_msg_txt の正規表現を満たす 

 

 ! 
 

パラメータ rgexp_msg_txt の値は、JScript の正規表現で指定して下さい。 
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図 6.7-14 千手メッセージフィルタ_正規表現指定を使用したルール画面 
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6.7.8.2 千手メッセージフィルタ_オペレーション指示 

＜テンプレートの概要＞ 

イベントのメッセージテキストで指定した正規表現に合致するイベントを「対処

完了」にします。 

また、イベントのガイドにオペレーションを記述したファイルのパスを追加しま

す。 

※オペレーションを記述したファイルを用意する必要があります。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

千手メッセージを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-14 千手メッセージフィルタ_オペレーション指示 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 node_id 発生元ノード ID 

2 msg_id フィルタを掛ける対象の千手メッセージ ID 

3 msg_status フィルタを掛ける対象の千手メッセージ種別 

4 rgexp_msg_txt フィルタを掛けるメッセージテキストの正規表現 

5 file_path オペレーション指示を記述したファイルのパス 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容とイベントを比較し、イベントのステータスを

「対処完了」に変更します。 

具体的には、以下の条件をすべて満たすイベントのステータスが「対処完了」に

なります。 

⚫ イベントのノード ID が node_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ ID が msg_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ種別が msg_status と一致 

⚫ イベントのメッセージテキストが rgexp_msg_txt の正規表現を満たす 

さらに、パラメータの値で指定したオペレーションのファイルパスを、イベント

のガイドに追加します。 

 

 ! 
 

パラメータ rgexp_msg_txt の値は、JScript の正規表現で指定して下さい。 
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図 6.7-15 千手メッセージフィルタ_オペレーション指示を使用したルール画面 
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6.7.8.3 千手メッセージフィルタ_メール通知 

＜テンプレートの概要＞ 

イベントのメッセージテキストで指定した正規表現に合致するイベントを「対処

完了」にします。 

また、イベントのメッセージテキストの内容をメールで通知します。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

千手メッセージを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-15 千手メッセージフィルタ_メール通知のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 node_id 発生元ノード ID 

2 msg_id フィルタを掛ける対象の千手メッセージ ID 

3 msg_status フィルタを掛ける対象の千手メッセージ種別 

4 rgexp_msg_txt フィルタを掛けるメッセージテキストの正規表現 

5 domain_name メール送信連携アダプタのドメイン名 

6 act_user_info アクションユーザー情報に設定する値 

7 from 差出人のアドレス 

8 to 宛先 

9 subject メールの件名 

10 body メールの本文 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容とイベントを比較し、イベントのステータスを

「対処完了」に変更します。 

具体的には、以下の条件をすべて満たすイベントのステータスが「対処完了」に

なります。 

⚫ イベントのノード ID が node_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ ID が msg_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ種別が msg_status と一致 

⚫ イベントのメッセージテキストが rgexp_msg_txt の正規表現を満たす 

パラメータの値で指定した内容でメールを送信します。送信するメッセージ本文

には、パラメータの値で指定した body と千手メッセージのメッセージテキストが

設定されます。 

 

 ! 
 

パラメータ rgexp_msg_txt の値は、JScript の正規表現で指定して下さい。 
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図 6.7-16 千手メッセージフィルタ_メール通知を使用したルール画面 
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6.7.8.4 千手メッセージフィルタ_開始終了指定 

＜テンプレートの概要＞ 

フィルタ開始に指定したメッセージが出てからフィルタ終了に指定したメッセー

ジが出るまで、イベントのステータスを「対処完了」にします。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

千手メッセージを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-16 千手メッセージフィルタ_開始終了指定のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 node_id 発生元ノード ID 

2 msg_id フィルタを掛ける対象の千手メッセージ ID 

3 msg_status フィルタを掛ける対象の千手メッセージ種別 

4 rgexp_start_msg_txt フィルタ開始となるイベントのメッセージテキスト

の正規表現 

5 rgexp_end_msg_txt フィルタ終了となるイベントのメッセージテキスト

の正規表現 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容とイベントを比較します。 

メッセージテキストが rgexp_start_msg_txt の正規表現を満たすイベントから、

メッセージテキストが rgexp_start_msg_txt の正規表現を満たすイベントの間で、

イベントのステータス変更の判定を行います。 

具体的には、上記の期間中に、以下の条件をすべて満たすイベントのステータス

が「対処完了」になります。 

⚫ イベントのノード ID が node_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ ID が msg_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ種別が msg_status と一致 

 

 ! 
 

パラメータ rgexp_start_msg_txt、rgexp_end_msg_txt の値は、JScript の正規表現

で指定して下さい。 

例えば、パラメータの値を以下の様に指定した場合、実際にイベントを受信した

時の動作は表 6.7-17 の様になります。 

node_id：socsv 

msg_id：SEN_MSG 

msg_status：I 

rgexp_start_msg_txt：/sen002/ 
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rgexp_end_msg_txt：/sen009/ 

 

表 6.7-17 アクションテンプレート実施結果例 

項番 
ルール処理前 ルール処理後 

ノード ID メッセージ ID メッセージ種別 メッセージ 

テキスト 

イベントの 

ステータス 

1 socsv SEN0001 I sen001 オープン 

2 socsv SEN_MSG I sen002 オープン 

3 socsv SEN_MSG I sen003 対処完了 

4 socsv01 SEN_MSG I sen004 オープン 

5 socsv SEN_MSG I sen005 対処完了 

6 socsv SEN_MSG E sen006 オープン 

7 socsv SEN_MSG I sen007 対処完了 

8 socsv01 SEN0001 E sen008 オープン 

9 socsv SEN_MSG I sen009 オープン 

10 socsv SEN_MSG I sen010 オープン 

※上記表の赤い行：開始/終了トリガ、青い行：ステータス変更 

 

図 6.7-17 千手メッセージフィルタ_開始終了指定を使用したルール画面 
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6.7.8.5 千手メッセージフィルタ_重複メッセージ 

＜テンプレートの概要＞ 

同じ条件のイベントに対して、2 件目以降のステータスを「対処完了」に変更し

ます。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

千手メッセージを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-18 千手メッセージフィルタ_重複メッセージのパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 node_id 発生元ノード ID 

2 msg_id フィルタを掛ける対象の千手メッセージ ID 

3 msg_status フィルタを掛ける対象の千手メッセージ種別 

4 rgexp_msg_txt フィルタを掛けるメッセージテキストの正規表現 

5 minute 連続発生するメッセージにフィルタを掛ける期間 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容とイベントを比較し、同じ条件のイベントが複数

発生していた場合に、イベントのステータス変更の判定を行います。 

具体的には、以下の条件をすべて満たすイベントを受信してから minute で指定

した時間内で、同じ条件のイベントのステータスを「対処完了」にします。 

⚫ イベントのノード ID が node_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ ID が msg_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ種別が msg_status と一致 

⚫ イベントのメッセージテキストが rgexp_msg_txt の正規表現を満たす 

 

 ! 
 

パラメータ rgexp_msg_txt の値は、JScript の正規表現で指定して下さい。 

 

例えば、パラメータの値を以下の様に指定した場合、実際にイベントを受信した

時の動作は表 6.7-19 の様になります。 

node_id：socsv 

msg_id：SEN_MSG 

msg_status：I 

rgexp_msg_txt：/sen001/ 

minute：5 
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表 6.7-19 アクションテンプレート実施結果例 

項番 
ルール処理前 カウント中の 

件数 

ルール処理後 

ノード ID メッセージ ID メッセージ 

種別 

メッセージ 

テキスト 

イベントの 

ステータス 

1 socsv01 SEN_MSG I sen001 - オープン 

2 socsv SEN_MSG I sen001 1 オープン 

3 socsv SEN_MSG I sen001 2 対処完了 

4 socsv SEN0001 I sen001 2 オープン 

5 socsv SEN_MSG E sen001 2 オープン 

6 socsv SEN_MSG I sen001 3 対処完了 

7 socsv SEN_MSG I sen002 3 オープン 

8 socsv SEN_MSG I sen001 1 オープン 

9 socsv SEN_MSG I sen001 2 対処完了 

10 socsv01 SEN0001 E sen001 2 オープン 

※上記表の赤い行：開始トリガ、青い行：ステータス変更、緑の行：検査期間終了直後の開始トリガ 

 

 

図 6.7-18 千手メッセージフィルタ_重複メッセージを使用したルール画面 

 



6.7 システム提供のアクションテンプレート Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

6-90 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-90 
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6.7.8.6 千手メッセージフィルタ_出力間隔指定 

＜テンプレートの概要＞ 

検査期間内でイベントのステータスを「対処完了」にする処理を、指定した間隔

で実施しません。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

千手メッセージを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-20 千手メッセージフィルタ_出力間隔指定のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 node_id 発生元ノード ID 

2 msg_id フィルタを掛ける対象の千手メッセージ ID 

3 msg_status フィルタを掛ける対象の千手メッセージ種別 

4 rgexp_msg_txt フィルタを掛けるメッセージテキストの正規表現 

5 minute 連続発生するメッセージにフィルタを掛ける期間 

6 Interval フィルタを掛けないメッセージの間隔 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容とイベントを比較し、一定の期間内に指定した間

隔で、イベントのステータス変更の判定を行います。 

基本的に、minute で指定した時間内に、以下の条件を満たすイベントのステー

タスが「対処完了」になります。ただし、interval で指定した間隔で、イベントの

ステータス変更を行いません。 

⚫ イベントのノード ID が node_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ ID が msg_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ種別が msg_status と一致 

⚫ イベントのメッセージテキストが rgexp_msg_txt の正規表現を満たす 

 

 ! 
 

パラメータ rgexp_msg_txt の値は、JScript の正規表現で指定して下さい。 

 

例えば、パラメータの値を以下の様に指定した場合、実際にイベントを受信した

時の動作は表 6.7-21 の様になります。 

node_id：socsv 

msg_id：SEN_MSG 

msg_status：I 

rgexp_msg_txt：/sen001/ 
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minute：5 

interval：3 

表 6.7-21 アクションテンプレート実施結果例 

項番 
ルール処理前 カウント中の 

件数 

ルール処理後 

ノード ID メッセージ ID メッセージ 

種別 

メッセージ 

テキスト 

イベントの 

ステータス 

1 socsv SEN0001 I sen001 - オープン 

2 socsv SEN_MSG I sen001 1 対処完了 

3 socsv01 SEN_MSG I sen001 1 オープン 

4 socsv SEN_MSG I sen001 2 対処完了 

5 socsv SEN_MSG I sen001 3 オープン 

6 socsv SEN_MSG E sen001 3 オープン 

7 socsv SEN_MSG I sen001 4 対処完了 

8 socsv SEN_MSG I sen001 1 対処完了 

9 socsv SEN_MSG I sen002 1 オープン 

10 socsv SEN_MSG I sen001 2 対処完了 

※上記表の赤い行：開始トリガ、青い行：ステータス変更、緑の行：検査期間終了直後の開始トリガ 

 

図 6.7-19 千手メッセージフィルタ_出力間隔指定を使用したルール画面 
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6.7.8.7 千手メッセージフィルタ_連続発生 

＜テンプレートの概要＞ 

検査期間内に発生したメッセージの件数が上限を越えるまでイベントのステータ

スを「対処完了」にします。 

＜ルール条件の制限＞ 

千手メッセージを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-22 千手メッセージフィルタ_連続発生のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 node_id 発生元ノード ID 

2 msg_id フィルタを掛ける対象の千手メッセージ ID 

3 msg_status フィルタを掛ける対象の千手メッセージ種別 

4 rgexp_msg_txt フィルタを掛けるメッセージテキストの正規表現 

5 minute 連続発生するメッセージにフィルタを掛ける期間 

6 count フィルタを掛ける件数の上限 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容とイベントを比較し、一定の期間内に指定した間

隔で、イベントのステータス変更の判定を行います。 

基本的に、minute で指定した時間内に、以下の条件を満たすイベントのステー

タスが「対処完了」になります。ただし、count で指定した上限を超えたイベント

は、ステータスの変更を行いません。 

⚫ イベントのノード ID が node_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ ID が msg_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ種別が msg_status と一致 

⚫ イベントのメッセージテキストが rgexp_msg_txt の正規表現を満たす 

 

 ! 
 

パラメータ rgexp_msg_txt の値は、JScript の正規表現で指定して下さい。 

 

例えば、パラメータの値を以下の様に指定した場合、実際にイベントを受信した

時の動作は表 6.7-23 の様になります。 

node_id：socsv 

msg_id：SEN_MSG 

msg_status：I 

minute：5 

count：2 
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表 6.7-23 アクションテンプレート実施結果例 

項番 
ルール処理前 カウント中の 

件数 

ルール処理後 

ノード ID メッセージ ID メッセージ 

種別 

メッセージ 

テキスト 

イベントの 

ステータス 

1 socsv SEN_MSG I sen002 - オープン 

2 socsv SEN_MSG I sen001 1 対処完了 

3 socsv SEN_MSG E sen001 1 オープン 

4 socsv SEN_MSG I sen001 2 対処完了 

5 socsv SEN0001 I sen001 2 オープン 

6 socsv01 SEN_MSG I sen001 2 オープン 

7 socsv SEN_MSG I sen001 3 オープン 

8 socsv SEN_MSG I sen001 1 対処完了 

9 socsv SEN_MSG I sen001 2 対処完了 

10 socsv SEN_MSG I sen001 3 オープン 

※上記表の赤い行：開始トリガ、青い行：ステータス変更、 

黄の行：上限を超えて通知される、緑の行：検査期間終了直後の開始トリガ 

 

 

図 6.7-20 千手メッセージフィルタ_連続発生を使用したルール画面 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 6.7 システム提供のアクションテンプレート 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-95 6-95 

6.7.8.8 千手メッセージフィルタ_連続発生文字列指定 

＜テンプレートの概要＞ 

検査期間内に発生した、2 つの文字列を含むメッセージの件数が上限を越えるま

でイベントのステータスを「対処完了」します。 

＜ルール条件の制限＞ 

千手メッセージを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-24 千手メッセージフィルタ_連続発生文字列指定のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 node_id 発生元ノード ID 

2 msg_id フィルタを掛ける対象の千手メッセージ ID 

3 msg_status フィルタを掛ける対象の千手メッセージ種別 

4 msg_txt1 フィルタを掛ける対象のメッセージテキストに存

在する文字列 1 

5 msg_txt2 フィルタを掛ける対象のメッセージテキストに存

在する文字列 2 

6 minute 連続発生するメッセージにフィルタを掛ける期間 

7 count フィルタを掛ける件数の上限 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した内容とイベントを比較し、一定の期間内に指定した間

隔で、イベントのステータス変更の判定を行います。 

基本的に、minute で指定した時間内に、以下の条件を満たすイベントのステー

タスが「対処完了」になります。ただし、count で指定した上限を超えたイベント

は、ステータスの変更を行いません。 

⚫ イベントのノード ID が node_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ ID が msg_id と一致 

⚫ イベントのメッセージ種別が msg_status と一致 

⚫ イベントのメッセージテキストが msg_txt1 の文字列を含む 

⚫ イベントのメッセージテキストが msg_txt2 の文字列を含む 

 

例えば、パラメータの値を以下の様に指定した場合、実際にイベントを受信した

時の動作は表 6.7-25 の様になります。 

node_id：socsv 

msg_id：SEN_MSG 

msg_status：I 

msg_txt1：sen 

msg_txt2：001 
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minute：5 

count：2 

表 6.7-25 アクションテンプレート実施結果例 

項番 
ルール処理前 カウント中の 

件数 

ルール処理後 

ノード ID メッセージ ID メッセージ 

種別 

メッセージ 

テキスト 

イベントの 

ステータス 

1 socsv SEN_MSG I sen002 - オープン 

2 socsv SEN_MSG I sen001 1 対処完了 

3 socsv01 SEN_MSG I sen001 1 オープン 

4 socsv SEN_MSG I sen_001 2 対処完了 

5 socsv SEN0001 I sen001 2 オープン 

6 socsv SEN_MSG E sen001 2 オープン 

7 socsv SEN_MSG I sen_msg_001 3 オープン 

8 socsv SEN_MSG I sen_0001 1 対処完了 

9 socsv SEN_MSG I sen_0010 2 対処完了 

10 socsv SEN_MSG I sen_0011 3 オープン 

※上記表の赤い行：開始トリガ、青い行：ステータス変更、 

黄の行：上限を超えて通知される、緑の行：検査期間終了直後の開始トリガ

 

図 6.7-21 千手メッセージフィルタ_連続発生文字列指定を使用したルール画面 
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 千手のコマンドを実行する 

6.7.9.1 千手連携_千手ユーザーコマンド実行 

＜テンプレートの概要＞ 

千手ユーザーコマンドを実行します。 

アクションの実行結果は「千手連携_アクション結果取得」のアクションテンプ

レートで参照可能です。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

制限なし 

 

＜パラメータの内容＞ 

以下に、パラメータの値に指定する内容を記載します。 

表 6.7-26 千手連携_千手ユーザーコマンド実行のパラメータ一覧 

項番 パラメータ名 パラメータの値 

1 domain_name 千手連携アダプタのドメイン名 

2 user_command_grp 千手マネージャに存在するユーザーコマンドが

保存されているグループ名 

3 user_command 千手マネージャに存在するユーザーコマンド 

 

＜アクションの動作＞ 

パラメータの値で指定した千手ユーザーコマンドを実行します。 
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図 6.7-22 千手連携_千手ユーザーコマンド実行を使用したルール画面 
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6.7.9.2 千手連携_アクション結果取得 

＜テンプレートの概要＞ 

「千手連携_千手ユーザーコマンド実行」のアクションテンプレートで、千手連

携アダプタが実行したアクションの結果をアウトプットビューに表示します。 

 

＜ルール条件の制限＞ 

アクション終了イベントを指定します。 

 

＜パラメータの内容＞ 

パラメータなし 

 

＜アクションの動作＞ 

アクション終了イベントの実行結果をアウトプットビューに表示します。 

 

 

図 6.7-23 千手連携_アクション結果取得を使用したルール画面 
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6.8 SEN コンソールと SEN Web サービスの表示の違い 

 一覧 

ここでは、SEN コンソールと SEN Web サービスの表示の違いについて説明しま

す。 

 

表 6.8-1 SEN コンソールと SEN Web サービスの差異一覧 

 

項

番 

画面 内容 SEN Webサービス SENコンソール 

 

1 メインビュー メインペインアイテムの背

景 

設定できません 設定できます 

 

2 メインビュー 始点と終点が同じ座標の

直線アイテム 

表示されません 点で表示されます 

3 メインビュー イメージアイテムの拡大 ぼやけて表示されます ぼやけずに表示されます 

4 メインビュー ツリーペインのビューアイ

テムグループ表示順 

以下①～⑦の順番で表示

されます 

① 半角数字 

② 半角英字 

③ 全角数字 

④ 全角英字 

⑤ ひらがな 

⑥ 全角カタカナ 

⑦ 半角カタカナ 

以下①～⑦の順番で表示

されます 

① 半角数字 

② 半角英字 

③ 半角カタカナ 

④ 全角数字 

⑤ 全角英字 

⑥ ひらがな 

⑦ 全角カタカナ 

5 メインビュー メインペインに自動生成し

た千手ジョブスケジュール

情報 

表示できません 表示できます 

6 メインビュー 直線、円・楕円アイテムの

背後にあるメインペインア

イテム 

選択できない場合がありま

す 

選択できます 

7 メインビュー リストアイテムの縦スクロ

ールバーの表示位置 

固定されず、リストアイテム

の幅によって隠れる場合が

あります 

固定 

8 メインビュー リストアイテムのソート順  以下①～⑦の順番で表示

されます 

① 半角数字 

② 半角英字 

③ 全角数字 

④ 全角英字 

⑤ ひらがな 

⑥ 全角カタカナ 

⑦ 半角カタカナ 

以下①～⑦の順番で表示

されます 

① 半角数字 

② 半角英字 

③ 半角カタカナ 

④ 全角数字 

⑤ 全角英字 

⑥ ひらがな 

⑦ 全角カタカナ 

9 メインビュー 下位のビューアイテムグ

ループを選択したままツリ

ーペインを閉じる 

フォーカスが移動しません 上位のビューアイテムグル

ープにフォーカスが移動し

ます 

10 メインビュー ツリーペインでのダブルク

リック 

無効 ツリーを展開/閉じる 

11 メインビュー リストアイテムでレコードが

ない部分の背景色 

透過で表示されません 白で表示されます 

12 メインビュー リストアイテムカラム幅の

最小値 

1 ピクセル ０ピクセル 

13 メインビュー リストアイテムのヘッダー

表示位置 

左寄せ フォーマット種別（文字、数

値）によって異なります 
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項

番 

画面 内容 SEN Webサービス SENコンソール 

 

14 メインビュー Shiftキーを押しながらリス

トアイテムカラム幅をリサイ

ズ 

縦横比を維持したままリサ

イズします 

縦横比を維持せずにリサイ

ズします 

15 メインビュー 関連ビューの表示順 以下①～⑦の順番で表示

されます 

① 半角数字 

② 半角英字 

③ 全角数字 

④ 全角英字 

⑤ ひらがな 

⑥ 全角カタカナ 

⑦ 半角カタカナ 

ルールやメインペインエデ

ィタでの登録順 

16 メインビュー アクションの表示順 終了時刻の昇順 

 

ルールやメインペインエデ

ィタでの登録順 

17 イベントビュー 重大度のデフォルト表示

値 

「none」が表示されます 

 

空欄が表示されます 

18 イベントビュー 

（ステータス変更） 

記入者の入力欄 記入者名にユーザーID が

デフォルトで表示されます 

記入者名の一覧が表示さ

れます 

19 イベントプロパティ 

（全般） 

「メッセージ文字色」と「メ

ッセージ背景色」の値 

16 進数で表示されます 

 

10 進数で表示されます 

20 イベントプロパティ フィールドの説明 表示されません 表示されます 

21 メインビュー 

イベントビュー 

メインビュー、外部サイト

以外のビューを開く 

実行できません 実行できます 

22 メインビュー 

イベントビュー 

ユーザー権限 以下の処理で権限による

制限があります 

・リセット 

・アクションの実行 

・ステータス変更 

SEN コンソールのユーザー

権限は 03.管理ガイドの表 

6.8-2、表 6.8-3を 

参照して下さい 

 

 

 詳細 

6.8.2.1 メインペインアイテムの背景 

SEN Web サービスでは、メインペインの背景を表示できません。SEN コンソー

ルのメインペインエディタで設定していても、Web ブラウザで表示すると白い背景

になります。 

 

 

6.8.2.2 始点と終点が同じ座標の直線アイテム 

SEN Web サービスでは、始点と終点が同じ座標の直線アイテムは表示されませ

ん。 

 

 

6.8.2.3 イメージアイテムの拡大 

SEN Web サービスでは、イメージアイテムを拡大して表示させた場合、イメー

ジアイテムがぼやけて表示されます。 
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6.8.2.4 ツリーペインのビューアイテムグループ表示順 

ビューアイテムグループの表示する順番が SEN Web サービスと SEN コンソー

ルで異なります。SEN Web サービスでは「半角数字、半角英字、全角数字、全角

英字、ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ」の順で表示されます。SEN コン

ソールでは「半角数字、半角英字、半角カタカナ、全角数字、全角英字、ひらが

な、全角カタカナ」の順で表示されます。 

 

 

6.8.2.5 メインペインに自動生成した千手ジョブスケジュール情報 

SEN Web サービスでは、自動生成した千手ジョブスケジュール情報はメインペ

インに表示されません。メインペインには「このアイテムはサポートしていませ

ん」のメッセージが表示されます。 

 

 

6.8.2.6 直線、円・楕円アイテムの背後にあるメインペインアイテム 

SEN Web サービスでは、直線と円・楕円の背後にあるメインペインアイテムが

選択できない場合があります。 

 

 

6.8.2.7 リストアイテムの縦スクロールバーの表示位置 

SEN Web サービスでは、リストアイテムの縦スクロールバーはカラムの右端に

表示されます。リストアイテム全体の幅がリストの列幅より狭い場合、縦スクロー

ルバーは表示されません。横スクロールバーを右端にスクロールさせれば、縦スク

ロールバーが表示されます。 

 

 

6.8.2.8 リストアイテムのソート順 

リストアイテムのソートする順番が SEN Web サービスと SEN コンソールで異

なります。SEN Web サービスでは「半角数字、半角英字、全角数字、全角英字、

ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ」の順でソートされます。SEN コンソー

ルでは「半角数字、半角英字、半角カタカナ、全角数字、全角英字、ひらがな、全

角カタカナ」の順でソートされます。 
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6.8.2.9 下位のビューアイテムグループを選択したままツリーペインを閉じる 

SEN Web サービスでは、ビューアイテムグループを選択したままツリーペイン

を閉じた場合、閉じた際に選択したビューアイテムグループへフォーカスは移動し

ません。 

 

 

6.8.2.10 ツリーペインでのダブルクリック 

SEN Web サービスでは、ツリーペインの各項目をダブルクリックしても、ツリ

ーを展開及び閉じることはできません。 

 

 

6.8.2.11 リストアイテムでレコードがない部分の背景色 

SEN Web サービスでは、リストアイテムのレコードがない部分の背景色は、透

過表示されます。 

 

 

6.8.2.12 リストアイテムカラム幅の最小値 

SEN Web サービスでは、リストアイテムのカラム幅の最小値は 1 ピクセルで

す。 

 

 

6.8.2.13 リストアイテムのヘッダー表示位置 

SEN Web サービスでは、リストアイテムのカラム値の種別（文字、数値）に関

係なくヘッダーの文字列は左寄せで表示されます。 

 

 

6.8.2.14 Shift キーを押しながらリストアイテムカラム幅をリサイズ 

SEN Web サービスでは、リストアイテムのカラム幅をリサイズする場合、Shift

キーを押しながら行うと、縦横比を維持してリサイズを行います。 

 

 

6.8.2.15 関連ビューの表示順 

イベントビューやメインビューで関連ビューを表示する順番が SEN Web サービ

スと SEN コンソールで異なります。SEN Web サービスでは「半角数字、半角英

字、全角数字、全角英字、ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ」の順で表示さ

れます。SEN コンソールでは、ルールやメインペインエディタで登録した順番で

表示されます。 
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6.8.2.16 アクションの表示順 

イベントビューやメインビューでアクションを表示する順番が SEN Web サービ

スと SEN コンソールで異なります。SEN Web サービスではアクションの終了時

刻の昇順で表示されます。SEN コンソールでは、ルールやメインペインエディタ

で登録した順番で表示されます。 

 

 

6.8.2.17 重大度のデフォルト表示値 

SEN Web サービスでは、重大度のデフォルト値は none（なし）で表示されま

す。 

 

 

6.8.2.18 記入者の入力欄 

SEN Web サービスでは、ステータス変更ダイアログの記入者の入力欄に、ユー

ザーID がデフォルトで表示されます。 

 

 

6.8.2.19 「メッセージ文字色」と「メッセージ背景色」の値 

SEN Web サービスでは、イベントプロパティ画面の全般ページの「メッセージ

文字色」と「メッセージ背景色」の値は 16 進数で表示されます。 

 

 

6.8.2.20 フィールドの説明 

SEN Web サービスでは、イベントプロパティ画面にフィールドの説明は表示さ

れません。 

 

 

6.8.2.21 メインビュー、外部サイト以外のビューを開く 

SEN Web サービスでは、メインビュー（メインペイン、メインペインアイテ

ム）と外部サイト以外のパスで指定された関連ビュー（コマンドのパス）は開くこ

とはできません。 

 

 

6.8.2.22 ユーザー権限 

SEN Web サービスでは、ユーザー権限による制限があります。役割毎の権限を
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表 6.8-3 と表 6.8-4 に示します。 

 

表 6.8-3 メインビューの権限 

 

 
Administrators Managers Operators Users 

ビューアイテムグループに対する処理     

ビューアイテムグループのリセット ◎ ○ ○ × 

メインペインアイテムに対する処理     

メインペインアイテムのリセット ◎ ○ ○ × 

メインペインアイテムへの 

アクションの実行 

◎ ○ ○ × 

メインペインアイテムのプロパティ参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 

 

表 6.8-4 イベントビューの権限 

 

 
Administrators Managers Operators Users 

イベントに対する処理     

関連するビューの参照 ◎ ○ ○ ○ 

イベントステータスの変更 ◎ ○ ○ × 

ノートの記入 ◎ ○ ○ × 

アクションの実行 ◎ ○ ○ × 

イベントプロパティの参照 ◎ ○ ○ ○ 

◎ : すべてのグループに対して可能 

○ : 自グループに対してのみ可能 

× : 不可 
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6.9 用語集 

 共通及び基本用語 

 

SEN サーバー 

Senju Enterprise Navigator システムで、管理対象となる千手システム、SNMP トラップ等の

情報を集約し、ビュー管理、イベント管理、ユーザー管理などを行うためのサーバーです。

なお、SEN サーバー上で動作する各種デーモンプログラムについても SEN サーバーと呼

ぶ事があります。 

 

SEN コンソール 

SEN サーバーに接続され、管理者へのビューを提供するためのクライアント端末です。 

 

SEN Web サービス 

Senju Enterprise Navigator システムの操作・参照を Web ブラウザより行うための機能で

す。 

 

イベント 

管理対象となる千手システム、SNMP トラップ受信アダプタ等から受信したメッセージまた

は、管理対象オブジェクトの状態変化を広義のイベントと呼びます。なお、狭義にはメッセ

ージのみを指す場合がありますが、この場合はメッセージイベントと呼んで区別する事とし

ます。イベントビューには、通常メッセージイベントのみ表示されます。 

 

オブジェクト 

Senju Enterprise Navigator システムにおける管理対象の単位です。オブジェクト自体は管

理対象を抽象化した概念を指します。通常、メインビューにおいてアイコン表示される単位

がオブジェクトとなり、ビュー上に表示された場合にはアイテムと呼びます。ひとつのオブジ

ェクトを複数のアイテムとして表示させる事もできます。 

 

クラス 

共通の性質を持つ単位の集合です。クラスには属性とメソッドがあります。クラスの属性に

値を与えたものがオブジェクトになります。 

 

クラス定義ファイル 

イベントのフォーマットを定義した、XML フォーマットのテキストファイルです。 

Senju Enterprise Navigator システムで使用および作成されるイベントは、すべてクラス定義

ファイルより読み込み使用します。 

詳細は、「インストールガイド」の「6.1.4 ユーザーアプリケーションとの接続設
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定手順」を参照して下さい。 

 

役割 

リソースにアクセスする際の権限を役割と呼びます。 

詳細は、「3.1.2 ユーザーの管理」を参照して下さい。 

 

ユーザー 

SEN システムにログインする際のユーザーです。ユーザーには、かならず役割が割り当てら

れるとともに、１つ以上のグループに所属します。 

詳細は、「3.2.2 ユーザーの編集」を参照して下さい。 

 

ユーザーグループ 

アクセス権が適用されるリソースをまとめた単位の事です。ユーザーグループは、任意に定

義する事が可能で、任意のリソースを含む事ができます。 

詳細は、「3.2.1 グループの編集」を参照して下さい。 

 

ライセンス 

導入時に必要な、Senju Enterprise Navigator を使用する権利のことです。 

ライセンスキーと言う文字列形態で提供され、インストール作業で使用します。 

 

リソース 

SENシステムを構成する各種資源を指します。具体的には、ユーザー、グループ、ビュー

（メインビュー、イベントビュー、ツールビュー、アウトプットビュー等）、ルールを総称してリソ

ースと呼びます。 
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 SEN サーバー、SEN コンソール、SEN Web サービス 

 

{SEN マスターグループ} 

システム提供データ（汎用的なイメージやルール）を管理するデフォルトで用意さ

れたグループです。「{SEN マスターグループ}」は、変更および削除できません。

また「{SEN マスターグループ}」への新規リソースの追加および、既存リソースの

変更、削除はできません。 

 

アウトプットビュー 

SEN コンソール画面で、ユーザーの操作履歴をテキスト表示するウィンドウです。 

詳細は、「2.1.16 アウトプットビュー」を参照して下さい。 

 

イベントビュー 

SEN コンソール画面、SEN Web サービス画面で、SEN サーバーに接続された千手システ

ム、SNMP トラップ受信アダプタ等から受信したメッセージ(イベント)を一覧表示するウィンド

ウです。 

SEN コンソールについての詳細は、「2.1.6 イベントビュー」を参照して下さい。 

SEN Web サービスについての詳細は、「2.2.4 イベントビュー」を参照して下さい。 

 

イベントフィルタビュー 

SEN サーバーが受信する各種イベントに対して、フィルタリングの設定および設定の一覧

を表示するウィンドウです。 

詳細は、「2.1.9 イベントフィルタビュー」を参照して下さい。 

 

イベントサマリビュー 

SEN サーバーが現時点までに取得した各種イベントに対して、サマリを取ってその結果を

表示するウィンドウです。 

詳細は「2.1.8 イベントサマリビュー」を参照して下さい。 

 

ノウハウビュー 

SEN サーバーが受信する各種イベントから登録したイベントのノウハウを表示するウィンドウ

です。 

詳細は「2.1.7 ノウハウビュー」を参照して下さい。 

 

SEN パフォーマンスビュー 

SEN サーバーの CPU 使用率やイベントの入出力数、メール送信数等のパフォーマ

ンスを表示するウィンドウです。 

詳細は「2.1.10 SEN パフォーマンスビュー」を参照して下さい。 
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イベントプロパティ 

イベントに関する属性です。ID、重大度、ステータス、メッセージ ID、メッセージテキストなど

が存在します。 

 

イメージ 

Senju Enterprise Navigator でサポートする画像フォーマットは、BMP、ICO、JPEG、PNG、

TIFF です。 

 

インポートハンドラ 

千手ジョブスケジュール情報（実行システム定義・ステータス、フレームステータス）を指定し

て、メインペインをを自動生成する機能です。 

詳細は、「4.1.6 インポートハンドラによるメインペインの自動生成（千手ジョブ

スケジュール情報）」を参照して下さい。  

 

エクスポート／インポート 

エクスポート機能は、ルールセットやイメージなどのリソースを他の Senju Enterprise 

Navigator システムへ移行するため、指定したリソースを XML ファイルに出力します。 

インポート機能は、ルールセットやイメージなどのリソースを他の Senju Enterprise 

Navigator システムから移行するため、指定した XML ファイルからリソースを読込みます。 

詳細は、「3.2.5 エクスポート／インポート」を参照して下さい。 

 

オブジェクトブラウザ 

ルール条件やアクションの記述を補助する支援ツールです。 

詳細は、「5.1.9 オブジェクトブラウザ」を参照して下さい。 

 

コンソールイベント 

ユーザー定義イベントを明示的に発生する場合は、コンソールイベントを使用します。 

詳細は、「2.1.14 コンソールイベント送信」を参照して下さい。 

 

コンソールイベント用テンプレート 

汎用的なコンソールイベントや再利用性の高いコンソールイベントをあらかじめテ

ンプレートとして登録する事により、入力負荷の軽減や操作ミスの抑止を期待でき

ます。 

詳細は、「2.1.14 コンソールイベント送信」を参照して下さい。 

 

コンソールルール 

各グループに設定され、SEN コンソール上で実行します。コンソールルールでは、GUI 上
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でのダイアログの表示や警報装置の鳴動といった処理を実行します。 

詳細は、「5.1.7 コンソールルールの編集」を参照して下さい。 

 

コンテキストメニュー 

マウスの右クリックで表示されるメニューです。 

 

ツリーペイン 

メインビューにおいて管理対象の階層構造をツリー構造であらわしたものです。ツリーペイ

ンのノード（ビューアイテムグループと呼ばれます）をクリックする事により、その階層に対応

したメインペインが表示されます。またツリー構造を利用して、上位階層のビューではおお

まかな状況を把握し、下位の階層では詳細な状況を把握するといった使用も可能です。 

SEN コンソールについての詳細は、「2.1.5 メインビュー」を参照して下さい。 

SEN Web サービスについての詳細は、「2.2.3 メインビュー」を参照して下さい。 

 

ツールビュー 

SENコンソール画面で、ユーティリティ(時計)や任意のプログラム、OS コマンドなどをランチ

ャー形式で登録するためのウィンドウです。 

詳細は、「2.1.11 ツールビュー」を参照して下さい 

 

プロパティ画面 

メインビューのオブジェクトやイベントビューのエントリーのコンテキストメニューで“プロパテ

ィ”を選択した時に表示されるウィンドウです。オブジェクトやイベントの属性とその値の一覧

が表示されます。各属性は、タブ (SEN Webサービスの場合はリンク) でカテゴライズされ

て表示されます。 

 

バージョン情報 

Senju Enterprise Navigator システムのバージョン情報が表示されます。 

 

ビューカテゴリ 

SEN コンソールのメインビューウィンドウで、上部のタブで切り替えられるツリーペインとメイ

ンペインの組です。SEN Web サービスでは、ツリーペインに表示されています。異なる視点

ごとに複数のビューカテゴリを設定する事ができます。 

SEN コンソールについての詳細は、「2.1.5 メインビュー」を参照して下さい。 

SEN Web サービスについての詳細は、「2.2.3 メインビュー」を参照して下さい。 

 

メインビュー 

SENコンソール、SEN Webサービス画面において、管理対象となるオブジェクトをグラフィ

カルに表示するウィンドウです。メインビューは、左側のツリーペインと右側のメインペインに
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分けられます。メインビューは上部のタブ(SEN Webサービスの場合は画面左側のツリーペ

イン)により複数のビューに切り替える事ができます。複数のメインビューを同時に開く事が

できます。 

SEN コンソールについての詳細は、「2.1.5 メインビュー」を参照して下さい。 

SEN Web サービスについての詳細は、「2.2.3 メインビュー」を参照して下さい。 

 

 メインペイン 

管理対象となるオブジェクトを基本図形やビットマップイメージによりグラフィカルに表示しま

す。 

詳細は、「2.1.5 メインビュー」を参照して下さい。 

 

メインペインエディタ 

メインペインの作成、編集するためのエディタです。メインペインを編集するには、左側のパ

ーツエリアからアイテム部品を選択し、右側のメインペインにドラッグ&ドロップします。 

詳細は、「4 メインペイン作成ガイド｣を参照して下さい。 

 

メインペインアイテム 

管理対象オブジェクトを表現する基本図形やイメージの事をメインペインアイテムと呼びま

す。メインペインアイテムには、矩形や線分、文字、イメージといったプリミティブな図形か、

プリミティブな図形を任意の数だけ組み合わせた結合図形を選ぶ事ができます。 

 

メニューバー 

SENコンソールにおける各種ウィンドウや機能を呼び出すためのメニューです。 

詳細は、「2.1.3 メニューバー」を参照して下さい。 
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 ルール処理 

 

RGB 

Senju Enterprise Navigator システムでは、メインペインで使用するアイテム(直線、長方形

等)の線や塗りつぶしの色、イベントビューに表示するイベントの色をルール内から変更す

る事ができます。Senju Enterprise Navigator システムでは、色の指定に RGB値を使用しま

す。R(赤)、G(緑)、B(青)各色に対して、0～255まで 256段階の色を設定可能であり、0が

その色の発色なし、255がその色を最も強く発光させた時の色を意味します。 

Senju Enterprise Navigator では、RGBを３バイトで表現します。下位のバイトから順に

R(赤)、G(緑)、B(青)となります。 

代表的な色の設定割合を下記に示します。 

赤       0x0000ff(R=255, G=0, B=0) 

緑       0x00ff00(R=0, G=255, B=0) 

青       0xff0000(R=0, G=0, B=255) 

白       0xffffff(R=255, G=255, B=255) 

黒       0x000000(R=0, G=0, B=0) 

グレー  0x808080(R=128, G=128, B=128) 

紫    0xff00ff(R=255,G=0,B=255) 

 

アクション 

ルール条件が成立した時に実行されるスクリプトです。典型的なアクションとしては、メイン

ビュー上のオブジェクトに対するステータスの変更、受信したイベントに対するステータスの

変更、メールの送信、任意の外部コマンドの実行などが指定できます。アクションは JScript

の構文に従う必要があります。 

 

アクションテンプレート 

利用頻度の高いアクションをテンプレートとして保存することができます。記載するアクショ

ンは JScriptの構文に従う必要があります。 

詳細は、「5.1.5 アクションテンプレートの編集」を参照して下さい。  

 

アクセスコントロール 

役割に応じて各リソースに対するアクセス権（参照、編集、作成）が決定されます。 

 

フィルタ 

特定の条件を満たすイベントのみを通過させる、または破棄するルールの事をフィルタと呼

びます。 
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ルール 

ルールとは、もし～であれば～する、という‘条件’-‘アクション’の組として記述され、基本

的に特定の条件を満たすイベントをトリガとしてアクションを実行します。すなわち、イベント

を受信するたびに、そのイベントがルール条件にマッチするかどうかチェックし、マッチした

場合は、指定されたアクションを実行（発火）させます。 

 

ルール条件 

ルール条件は、単純条件式か、任意の数のルール条件を AND 条件または OR 条件で連

結したものを指定できます。論理条件式は JScriptの構文に従う必要があります。 

 

ルールステージ 

共通ルールおよびグループ別ルールは、複数のルールステージに分かれており、各ステ

ージが順にパイプライン処理されます。 

詳細は、「5.1.2 ルール処理の流れ」を参照して下さい。 

 

共通ルール 

すべてのユーザーグループに対して共通に適用されるルール。 

 

分配ルール 

イベントを各グループに振り分けるルールを定義します。 

 

グループ別ルール 

各グループに固有のルールを定義します。 

 

グローバル定義ルール 

各ルールセットで共通に参照される変数または関数を定義します。 

 

ルールセット 

ルールセットはルールの集合体であり、１つの Senju Enterprise Navigator システムでルー

ルセットを複数定義する事はできますが、有効なルールセットは１つだけです。 
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 Senju Operation Conductor 連携 

千手ドメイン 

千手システム管理対象の範囲を表します。通常、千手マネージャ 1 台で構成され、その千

手マネージャ管理下の千手エージェントを含めた千手システムが 1 ドメインとなります。 

Senju Enterprise Navigator システムでは、SEN コンフィグレータにて千手ドメインとの接続

設定を行います。 

 

メッセージフィルタ 

千手ドメイン内で発生するメッセージを特定の条件でフィルタリングする機能で

す。詳細な設定方法については Senju Operation Conductor のマニュアルを参照し

て下さい。 
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 Senju Service Manager 連携 

Senju Service Manager 

「Senju Service Manager」は、ユーザーまたはシステムから検出された両方のインシデントを

効率的に 管理する「インシデント管理」と、これを強力にサポートする「問題管理」「変更管

理」を統合した Web ベースのサービスデスクです。 

 

ITIL（IT インフラストラクチャ・ライブラリ） 

イギリス政府が策定した、コンピュータシステムの運用・管理業務に関する体系的なガイドラ

インで、模範的な事例(ベストプラクティス)を収集し、「IT を活用して業務の遂行を援助す

る」方法論として体系化したものです。 

 

インシデント 

Senju Service Manager 上で管理する障害や問合せのことです。 

 

インシデント候補 

Senju Service Manager 上で管理する、インシデントになる前の障害や問合せのことです。 

重複した障害メッセージやスパムメールなどをこのステージではじくことができ、無駄なイン

シデントの増加を防ぎます。 

 

問題管理 

Senju Service Manager 上で管理する、ある問題の解決プロセスのことです。 

 

変更管理 

Senju Service Manager 上で管理する、要求された変更についての計画、承認、変更後の

確認に至るまでの一連の変更プロセスのことです。 

 

構成管理 

Senju Service Manager 上で管理する、システムに関わる要員、構成アイテム、アカウント情

報のことです。 

 

SSM DB サーバー 

 Senju Service Manager のデータベースを管理するサーバーです。Senju Enterprise 

Navigator から送信されたインシデントなどは全てこのサーバー上に集められます。 
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 メール連携 

POP（Post Office Protocol） 

インターネットやイントラネット上で、電子メールを保存しているサーバーからメールを受信

するためのプロトコルで、現在最も広く普及しています。ユーザーがタイトルや発信者を確

認する前に、クライアントが全メールを受信してしまうため、発信者やタイトルの一覧を見て

から受信するかどうか決められる IMAP を POP の代わりに利用する場合もあります。詳細

は RFC1939 を参照して下さい。 

 

SMTP（Simple Mail Transfer Protocol） 

インターネットやイントラネット上で、電子メールを送信・転送するために用いられるプロトコ

ルで、現在最も広く普及しています。メールサーバー同士の間で電子メールが転送される

際などに利用されます。詳細は RFC821 を参照して下さい。 
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 SNMP トラップ連携 

OID(Object IDentifier) 

MIB に格納されている個々の管理情報のことを、オブジェクト(Object)と呼びます。MIB で

はオブジェクトをツリー構造で管理しますが、OID は各オブジェクトを区別するために割り

当てられた識別子です。 

OIDは、例えば".1.3.6.1.2.1.1"のように、ピリオドで区切られた数字として表現されます。ピ

リオドで区切られる各数値は、オブジェクトのツリー構造の枝に対応します。 

 

MIB(Management Information Base) 

ネットワーク管理の標準規格です。SNMP に対応した管理対象機器は、様々なネットワーク

情報やその機器自体の情報を変数として保持しています。これら管理情報のデータベース

を、総称して MIB と呼びます。 

 

SNMP(Simple Network Management Protocol) 

ネットワーク管理のために広く利用されているプロトコルです。監視対象に実装された

SNMP エージェントより情報を取得する通信手段を提供します。 

 

SNMP エージェント  

SNMP により管理されるネットワーク機器が備えているプログラムで、各機器の MIB 情報を

管理します。 

 

SNMP トラップ 

監視対象の SNMP エージェントから非同期に通知される情報です。これにより通信リンクの

障害や監視対象の製品固有の障害発生などを知ることができます。 

 

コミュニティ 

SNMPv1 及び v2c において SNMP エージェントおよびそれを利用するアプリケーション群

を 1 グループとしたものです。通常はネットワーク管理者が設定し、コミュニティ名を決めま

す。 

コミュニティ名はネットワーク監視においてパスワードの役割を持っています。 

 

セキュリティエンジン ID 

SNMPv3 において SNMP エージェントを識別するための IDです。通常はネットワーク管理

者が設定し、セキュリティエンジン IDを決めます。 

 

セキュリティ名 

SNMPv3 においてセキュリティは USM(User based Security Model)と呼ばれるセキュリティ

名(ユーザー)ごとに認証方法、パスフレーズを設定可能です。通常はネットワーク管理者が
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設定し、セキュリティ名および認証方法を決めます。 
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 シスログ連携 

Ｆａｃｉｌｉｔｙ 

シスログを出力した機能を表しイベントビューの SYSLOG ファシリティカラムへ表示されま

す。 

表 6.9-1 Facility 値 

Ｆａｃｉｌｉｔｙ値 デフォルト表示文字列 意味 

0 kern カーネルメッセージ 

1 user ユーザーレベルメッセージ 

2 mail メールシステムメッセージ 

3 daemon システムデーモンメッセージ 

4 auth セキュリティ／認証メッセージ 

5 syslog シスログデーモンメッセージ(注) 

6 lpr ラインプリンタメッセージ 

7 news ネットワークニュースシステムメッセージ 

8 uucp UUCPシステムメッセージ 

9 cron クロックデーモンメッセージ 

10 system0 システム予約 

11 system1 システム予約 

12 system2 システム予約 

13 system3 システム予約 

14 system4 システム予約 

15 system5 システム予約 

16 local0 ユーザー予約 

17 local1 ユーザー予約 

18 local2 ユーザー予約 

19 local3 ユーザー予約 

20 local4 ユーザー予約 

21 local5 ユーザー予約 

22 local6 ユーザー予約 

23 local7 ユーザー予約 

(注)：シスログデーモンとは SEN システムのシスログ受信アダプタではなく発生元ノードの

syslogd を示す。 

 

Ｓｅｖｅｒｉｔｙ 

シスログの重大度を表しイベントビューの SYSLOG 重大度カラムへ表示されます。 

表 6.9-2 Severity 値 

Severity値 デフォルト表示文字列 意味 

0 emerg 致命的な障害メッセージ 

1 alert 早急に対処が必要な警戒メッセージ 

2 crit 重大な障害メッセージ 

3 err 障害メッセージ 

4 warning 警告メッセージ 

5 notice 重要な情報メッセージ 

6 info 情報メッセージ 

7 debug デバッグレベルメッセージ 

 



6.9 用語集 Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

6-120 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-120 

 ACOS ホスト連携 

ネットワークマネージャ 

ネットワークマネージャは NEC 社の標準プロトコル DINA(Distributed Information 

processing Network Architecture)や IBM 社の標準プロトコル SNA(Systems Network 

Architecture)に基づいたホストコンピュータとの通信を制御するソフトウェアです。 

ETOSJX、COM-XE などを利用しホストコンピュータの端末としての利用が可能になりま

す。 

 

DINA ライブラリ 

DINA 通信ライブラリは、ネットワーク マネージャを介した、ホスト・端末間通信のオンライン 

プログラムを作成するためのプログラミング インターフェースを提供しています。 



Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 6.9 用語集 

(C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-121 6-121 

 TELstaff 連携 

TELstaff AE Standard Edition 

TELstaff AE Standard Edition はWindows システムを運用しているときに発生した問題（業

務運用の異常やネットワーク障害など）、各種センサ・検知器の信号やカメラ映像の変化を

元に、電話、ショートメッセージサービス通知、FAX、メール、PC のデスクトップ、ブラウザ、

メッセージ表示ボード、信号灯や電気機器、及び任意のコマンドに、それぞれ通知する機

能を提供し、システムの自動運転インターフェースを提供しています。 

 

TELstaff AE Client 

TELstaff AE Client は単独での発信機能を持ちませんが、TELstaff AE StandardEdition 

や他の TELstaff AE Client に対するメッセージの送受信を行うインターフェースを提供して

います。 



6.9 用語集 Senju Enterprise Navigatorユーザーズガイド 

6-122 (C) Nomura Research Institute, Ltd. 6-122 

 Senju Service Automation 連携 

 (千手操作)リクエスト 

１つのランブック実行、コマンド実行、一時停止指定/解除、スキップ指定/解除、起動時刻

変更および遅延監視時刻変更の千手マネージャへの実行依頼を指します。 

 

申請 

複数のリクエストを１案件にまとめたものを指します。Senju Service Manager のサービス要

求で登録されるリクエストは申請（案件）単位で管理されます。そのため承認(＝千手マネー

ジャへの実行依頼)、キャンセルは申請単位で行われ、リクエスト単位に承認、キャンセルを

行うことは出来ません。 
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